
授業科目名 経営学入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

児山俊行

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

まず「経営学」とは何かについて基本的な理解をする。その上で、現代の企業経営の様々な活動の特徴とその裏にある仕組みに
ついての基礎知識を習得していく。その際、現代的事例を取り扱うが、あくまで今まで発展してきた経営学の流れに沿って行う
（経営理念、経営組織、経営戦略、マーケティング、生産、労働、日本的経営、ベンチャー・中小企業、イノベーション、サス
テナビリティ経営、ソーシャルビジネス等）。現代における企業や社会が直面する諸課題をマネジメント的に解決していく可能
性について理解を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

企業経営の具体的事例を通じての
様々な動態の理解。

経営事象を考察する際に必要な基
本的素養の習得。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

組織活動で生じる様々な矛盾とそ
の解決。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業レポート

45

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

課題レポート

15

論者の内容把握と授業目的との関連付けで評価する。：

％

試験（筆記）

30

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

使用教科書
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2102

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、その都度紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日以外の昼休み

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションー大阪成蹊大学
で経営学/マネジメントを学ぶ意義
について

日独米での「経営学」の始まりについて
調べ整理する。

4第 回 時間

「大阪」「成蹊」「大学」「経営学
/マネジメント」のそれぞれの意味
を理解し、この大学で経営学/マネ
ジメントを学ぶ意義について確認す
る。

2 経営哲学・経営理念 「経営」と「経済」の違いを調べ明確に
できる。

4第 回 時間

何のための企業経営かを考える。
3 経営組織 「経営組織論」の歴史と特徴を調べ整理

する。
4第 回 時間

企業での組織のあり方を事例を通し
て学ぶ。

4 経営戦略 ある業界の有名企業の経営戦略ついて調
べ違いに応じて整理する。

4第 回 時間

企業戦略や事業戦略について事例を
通して学ぶ。

5 ベンチャー・ビジネス 有名企業の創業について調べ整理する。 4第 回 時間
「起業家精神」について事例を通し
て学ぶ。

6 人的資源管理 「管理（論）」の歴史を調べ整理する。 4第 回 時間
企業での人材活用について事例を通
じて学ぶ。

7 マーケティング 「マーケティング」の定義について調べ
整理する。

4第 回 時間

開発商品がスムーズに売れて顧客を
満足させる仕組みづくりを事例を通
じて学ぶ。

8 管理会計 「ガバナンス」の仕組みについて調べ特
徴を把握する。

4第 回 時間

企業の資金調達から経営計画策定、
目標達成のコントロールに至る仕組
みを事例を通じて学ぶ。

9 生産管理 「ジャストインタイム」方式について歴
史を調べ特徴を把握する。

4第 回 時間

技術革新や生産方式、市場ニーズに
応じて発展してきた生産管理を事例
を通じて学ぶ。

10 情報管理 ＩＣＴやＡＩ、ＩoＴの最新事例を調べ整
理する。

4第 回 時間

情報ネットワークのあり方を、ＩＣ
ＴやＡＩ、ＩoＴなどの近年の発展
を踏まえ事例を通じて学ぶ。

11 CSR・サステナビリティ経営 有名企業の謳う社会貢献について調べ整
理する。

4第 回 時間

企業の社会的責任を確認し、企業と
社会が持続的に発展していくための
条件を事例を通じて学ぶ。

12 国際経営 日本企業のアジアシフトの歴史と現在に
ついて調べ整理する。

4第 回 時間

経営のグローバル化の歴史と現在の
展開について事例を通じて学ぶ。

13 イノベーション ユニークな技術やデザインによるヒット
製品について調べ分野ごとに整理する。

4第 回 時間
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革新的な技術・デザインによる商品
開発について事例を通じて学ぶ。

14 ソーシャルビジネス 有名な社会起業家について調べ分野ごと
に整理する。

4第 回 時間

社会問題をビジネス的手法で解決す
る企業・事業のアプローチについて
事例を通じて学ぶ。

2102
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授業科目名 経営学入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

古川拓也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「マネジメント」とは何か,企業経営の全体像についての理解を行い,その上で,経営学とはどのような学問かについて考えま
す。次いで,経営学の基礎的な概念･知識として,企業･会社の種類や特徴･機能,企業と資本･労働の関わり,企業と製品・サービス
市場の関わり,競争戦略,多角化,国際化,組織やリーダーシップなどの重要事項について,その基本を理解します。本講義の中で,
現代において企業が果たしている役割と課題について考え,理解を深めます。講義の中では,具体的な企業の事例や最新の動向等
を解説するとともに質問も行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

社会の様々な現象の中で、経営学
に関わる現象を観察し、企業の役
割や機能を理解する

社会を観察する際に、経営学の視
点から物事を考えることができる
ようになる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

マネジメントや企業経営に関する
基本的な知識・理論の理解

マネジメントや企業経営に関する
基本的な事項や問題について、そ
の主要なポイントや論点を理解し
説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

マネジメントや企業経営に関わる
重要な問題を、自分なりの見方や
アイディアで発見し、その解決案
等を考えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として規定以上出席が無ければ評価しない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返りレポート

50

独自のルーブリックで評価します。：

％

理解度確認

10

講義の内容を適切に理解できているか否かで評価します
。

：

％

2102
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2105
10 ％

最終レポート

40

講義全体の内容を適切に理解し、自身の言葉で表現でき
ているか等、独自のルーブリックで評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

藤田誠（2017）『経営学入門』中央経済社
片岡信之・齋藤毅憲他（2015)『はじめて学ぶ人のための経営学 ver.3』文眞堂
榊原清則（2013）『経営学入門（上）』日本経済新聞出版社
榊原清則（2013）『経営学入門（下）』日本経済新聞出版社
高橋伸夫（2007）『コア・テキスト経営学入門』新世社

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日1・2限（9：00～12：00）

場所： 授業教室の予定

備考・注意事項： オフィスアワーに限らず、いつでも訪問可能です。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営学の全体像 講義の内容や講義中の解説、参考資料(映
像資料や配布資料を含む)で復習し、経営
学とはどんな学問かに関する理解を深め
ます。

4第 回 時間

経営学とは何かについて、生活の中
で身近な企業の例を交えながら経営
学の全体像を理解します。

2 企業と会社 興味関心のある企業の歴史や概要につい
て調べまとめる

4第 回 時間

会社とは何か、その歴史、会社の種
類、株式会社の特徴や重要点などに
ついて学びます。

3 企業と金融資本・労働市場との関わ
り

具体的に企業がどの様に資金・人材を調
達しているのか調べること

4第 回 時間

企業にとっての金融資本との関わり
（借金や株式の上場など）、労働市
場との関わり（採用・雇用・労働条
件など）、それらの日本的な特徴点
などについて学びます。

4 企業と製品・サービス市場との関わ
り

具体的に企業がどの様な戦略をもって事
業を行っているのか調べまとめること

4第 回 時間

経営戦略とは何か、事業レベルの戦
略と全社レベルの戦略の違い、経営
戦略の実行とは何かについて学びま
す。

5 競争戦略のマネジメント（基本的な
考え方）

歴史ある企業はどの様にして生き残って
きたのか、調べてくること。

4第 回 時間

競争戦略とは何か、他社との違いの
意義、自社にとって有利な違いをど
うやって作るかなどの事項を学びま
す。

6 競争戦略のマネジメント（3つの基
本戦略）

ヒット商品がなぜ生まれるのか、そのメ
カニズムについて考察してくること。

4第 回 時間

競争戦略の代表的な3つである、コ
ストリーダーシップ戦略、差別化戦
略、集中戦略のそれぞれについての
特徴や重要点を学びます。

7 多角化戦略のマネジメント 合併・買収に関するニュースを読み、企
業がなぜ合併・買収するのかについて考
えてくること。

4第 回 時間

多角化とは何か、M&A（合併・買収
）と戦略的提携の基本事項や重要点
について学びます。
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8 国際化のマネジメント 国際化・グローバル展開している企業を
調べ、その概要をまとめてくること。

4第 回 時間

企業活動の国際化とは何か、なぜ国
際化するのか、国際経営の重要点・
課題などについて、典型的な国際企
業の事例も挙げつつ学びます。

9 マクロ組織のマネジメント 自身が所属する組織、これまで所属して
いた組織の特徴を振り返っておくこと。

4第 回 時間

組織の構造の考え方と種類、特別な
種類の組織（タスクフォース、戦略
的ビジネスユニット（SBU）、社内
ベンチャーなど）についてその特徴
と重要点を学びます。

10 ミクロ組織のマネジメント 組織メンバーの動機づけを高めるため
に、リーダーは何をしなければならない
のか。まとめてくること。

4第 回 時間

組織のメンバーの欲求とインセンテ
ィブ（報酬）、リーダーシップやリ
ーダーのあり方などについて学びま
す。

11 キャリアデザイン 自身のキャリアデザインについて、予め
イメージしてくること。

4第 回 時間

キャリアデザインとは何か、採用・
就職・転職などについて重要点を学
びます。

12 ファミリービジネスのマネジメント ファミリービジネス、同族経営をキー
ワードにその概要をまとめてくること。

4第 回 時間

ファミリービジネスとは何か、その
概況、特徴、長所や課題などについ
て学びます。

13 非営利組織のマネジメント ”非営利”組織についてまとめて理解し
てくること。

4第 回 時間

企業とは異なる「非営利組織」とは
何か、病院などを事例としてその組
織の特徴や重要点などを学びます。

14 本講義のまとめ（マネジメントに関
する重要事項の復習）

これまでの講義の振返りを行っておくこ
と。

4第 回 時間

本講義で取り上げた重要項目につい
て、各講義を振り返りながら、特に
重要な点を再度解説し学びます。

2105
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授業科目名 経営学入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業経営の全体像についての理解を行い,その上で経営学とはどのような学問かについて考えます。次いで,経営学の基礎的な概
念･知識として,企業･会社の種類や特徴･機能,企業と資本･労働の関わり,企業と製品・サービス市場の関わり,競争戦略,多角化,
国際化,組織やリーダーシップなどの重要事項について,その基本を理解します。本講義の中で,現代において企業が果たしてい
る役割と課題について考え,理解を深めます。講義の中では,具体的な企業の事例や最新の動向等を解説するとともにディスカッ
ションも行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学に関する基本的な知識習得 経営学に関する基本的な事項や問
題について、その主要なポイント
や論点を理解し説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経営に関わる重要な問題を、自分
なりの見方やアイディアで発見
し、その解決案等を考えることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ミニレポート

30

出題時の課題テーマに沿った内容であるか、文章力、論
理性などをもとに評価します。

：

％

期末試験

70

経営学に関する問題を出題し、理解度や記述の論理性を
基準に評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2105
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2112

参考文献等

藤田誠（2017）『経営学入門』中央経済社
片岡信之・齋藤毅憲他（2015)『はじめて学ぶ人のための経営学 ver.3』文眞堂
榊原清則（2013）『経営学入門（上）』日本経済新聞出版社
榊原清則（2013）『経営学入門（下）』日本経済新聞出版社
高橋伸夫（2007）『コア・テキスト経営学入門』新世社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営学の全体像 講義の内容や講義中の解説、参考資料(映
像資料や配布資料を含む)で復習し、経営
学とはどんな学問かに関する理解を深め
ること。

4第 回 時間

経営学とはどのような学問なのか、
その研究の対象や他の学問との違い
や関係について学びます。

2 企業とは何か 興味関心のある企業の歴史や概要につい
て調べまとめること。

4第 回 時間

企業とは何か、その発祥と歴史的展
開過程、定義、社会的役割や存在意
義、法人形態などについて学びます
。

3 企業と金融資本・労働市場との関わ
り

具体的に企業がどのように資金・人材を
調達しているのか調べること。

4第 回 時間

企業にとっての金融資本との関わり
（資金調達など）、労働市場との関
わり（採用・雇用・労働条件など）
について学びます。

4 企業と製品・サービス市場との関わ
り

具体的に企業がどの様な戦略をもって事
業を行っているのか調べまとめること。

4第 回 時間

経営戦略とは何か、事業レベルの戦
略と全社レベルの戦略の違い、経営
戦略の実行とは何かについて学びま
す。

5 競争戦略 歴史ある企業はどのようにして生き残っ
てきたのか、調べてくること。

4第 回 時間

競争戦略に関して、構造的に収益性
が高い業界と低い業界の違いとその
要因について理解を深めます。

6 競争戦略（3つの基本戦略） ヒット商品がなぜ生まれるのか、そのメ
カ ニズムについて考察してくること。

4第 回 時間

競争戦略に関して、コストリーダー
シップ戦略、差別化戦略、集中戦略
についての特徴や重要点、企業経営
における実践例を学びます。

7 多角化戦略 合併・買収に関するニュースを読み、企
業がなぜ合併・買収するのかについて考
え てくること。

4第 回 時間

多角化とは何か、合併・買収や戦略
的提携の基本事項や重要点について
学びます。

8 国際化戦略 国際化・グローバル展開している企業を
調べ、その概要をまとめてくること。

4第 回 時間

企業活動の国際化とは何か、なぜ国
際化するのか、国際経営の重要点・
課題などについて、典型的な国際企
業の事例も挙げつつ学びます。

9 マクロ組織のマネジメント 自身が所属する組織、これまで所属して
いた組織の特徴を振り返っておくこと。

4第 回 時間

組織の構造の考え方と種類、特別な
種類の組織（タスクフォース、戦略
的ビジネスユニット（SBU）、社内
ベンチャーなど）についてその特徴
と重要点を学びます。

10 ミクロ組織のマネジメント 組織メンバーの動機づけを高めるため
に、リーダーは何をしなければならない
のか。まとめてくること。

4第 回 時間
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組織のメンバーの欲求とインセンテ
ィブ（報酬）、リーダーシップやリ
ーダーのあり方などについて学びま
す。

11 キャリアデザイン 自身のキャリアデザインについて、予め
イ メージしてくること。

4第 回 時間

キャリアデザインとは何か、採用・
就職・転職などについて重要点を学
びます。

12 ファミリービジネスのマネジメント ファミリービジネス、同族経営をキー
ワー ドにその概要をまとめてくること。

4第 回 時間

ファミリービジネスとは何か、その
概況、特徴、長所や課題などについ
て学びます。

13 非営利組織のマネジメント 講義の内容を復習し、非営利組織に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

企業とは異なる「非営利組織」とは
何か、NPOや学校、病院などを事例
としてその組織の特徴や重要点など
を学びます。

14 総括：経営学に関する重要事項の復
習

講義の内容を復習し、経営学全般に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

本講義で取り上げた重要項目につき
、特に重要な点を再度解説して学び
ます。

2112
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授業科目名 経営情報論/マネジメントインフォメーション

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年以上 2

稲村昌南

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業における情報化の進展は著しく、もはや情報や情報通信技術（ICT）なくしてはビジネスが成り立たない時代となっていま
す。また、近年では様々なモノがインターネットとつながることで新たなサービスの可能性が広がっています。そうした背景を
踏まえ、本授業では企業経営の中にどのように情報やICTが導入されていったかという歴史的経緯を振り返るとともに、ネッ
ト・ビジネスやイノベーション、ビッグデータなどの今日的なキーワードを取り上げることで、経営と情報の関係性について概
略的に理解することを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

情報によるマネジメントに関する
基礎知識

企業がビジネスを効率的かつ効果
的に遂行する上で、情報とICTがど
ような役割を果たしているか概略
的に説明できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課題や本質を見極めることが
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とする。授業内容に
関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

期末試験

70

ビジネスにおける情報やICTの利活用に関する問題を出題
し、「経営情報の基礎的内容を理解しているか」、「出
題内容に関して論理的かつ簡潔に記述できているか」の2
点から評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2112
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2121

参考文献等

遠山 暁・村田 潔・岸 眞理子著『経営情報論　新版』有斐閣アルマ。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営情報とは？ 今日の社会で求められる情報化人材、イ
ノベーション人材とはどのような人材
か、いくつかのポイントを抽出します

4第 回 時間

経営情報の学問的特徴と、経営情報
を学ぶ意義について考えます。

2 情報社会とは？ 産業構造の変化とソフト化率の向上が社
会の情報化とどのようにかかわっている
のか整理します

4第 回 時間

社会の情報化を示すいくつかのデー
タや現象から「なぜいま情報社会と
いうのか」という疑問を解決します
。

3 情報の特質 無形資産や知的財産が現在の企業経営に
とってどのような意味を持つのか整理し
ます

4第 回 時間

モノと比較することで情報の特質を
浮き彫りにするとともに、その特質
が企業経営に与えるインパクトにつ
いて考えます。

4 経営情報の基礎理論①－情報と意思
決定－

組織の意思決定とは何か、意思決定にお
ける情報の役割とは何か整理します

4第 回 時間

情報や情報システムが経営資源の1
つとしてその重要性を高めた理由に
ついて、経営学の理論の１つである
意思決定論との関わりから考えます
。

5 経営情報の基礎理論②－情報と企業
進化－

企業が進化するとはどういうことか、そ
こでの情報の役割とは何か整理します

4第 回 時間

生物学の考え方を取り入れることで
、企業が情報や情報システムを必要
としているという根拠を探ります。

6 企業活動と情報 企業における情報の流れとそれぞれの情
報の業務上の役割について整理します

4第 回 時間

企業の活動をシンプルにモデル化す
るとともに、情報の役割を関連付け
ることで、企業経営と情報の関係を
概略的に理解します。

7 経営情報システムの変遷①－EDPSと
MIS－

組織（企業）の管理階層における情報
ニーズの違いと経営情報システムに期待
される役割について整理します

4第 回 時間

コンピュータが企業経営に導入され
て半世紀が経過しようとしています
。今回は、初期の情報システムに期
待された役割について学びます。

8 経営情報システムの変遷②－DSS－ 組織における意思決定の類型とDSSが支援
すべき意思決定について整理します

4第 回 時間

管理者（マネジャー）に適切な情報
を提供し、彼らの意思決定を支援す
るためのシステムとして開発された
意思決定支援システムについて理解
します。

9 経営情報システムの変遷③－オフィ
ス情報システム－

オフィスにおける様々な支援ツールの役
割と働き方の変化について整理します

4第 回 時間

オフィスにおける情報化が進展した
背景について理解するとともに、実
際に活用されているオフィスツール
について学びます。

10 ネット・ビジネス ネット・ビジネス特有のビジネスモデル
のあり方と今後のネット・ビジネスの課
題について整理します

4第 回 時間
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今日の経済の１つの牽引役ともなっ
ているネット・ビジネスについて、
その経済的効果と課題について学び
ます。

11 ビッグ・データ ビッグ・データの特徴とビジネス利用の
可能性について整理します

4第 回 時間

インターネット上に蓄積されている
大量のデータを社会・経済の問題解
決に役立てることを目的とする「ビ
ッグ・データ」について理解します
。

12 ICTとイノベーション戦略 日本的な閉じた関係性の中で行われる製
品開発と欧米を中心としたオープンや関
係性の中で行われる製品開発の違いにつ
いて整理します

4第 回 時間

今日のインターネット環境が企業の
イノベーション戦略に与える影響に
ついて学びます。また、IoT（Inter
net of Things）と呼ばれるモノ（
製品）とインターネットがつながる
ことによる新たなサービスの可能性
についても理解します。

13 オープンイノベーションとモジュー
ル化

企業間のオープンな関係性を構築するう
えでキーワードとなっているモジュール
化とはどのような考え方かを整理します

4第 回 時間

製品の構造に起きているモジュール
化という変化と前回学んだオープン
・イノベーションとの関連について
理解します。

14 モジュール化がもたらすビジネスへ
の影響

家電業界を中心に進展しているモジュー
ル化の波がビジネスにどのような影響を
与えるのか、競争のあり方の変化を中心
に整理します

4第 回 時間

コンピュータ業界で起きた実際の出
来事を基にモジュール化が与えるビ
ジネスへのインパクトについて理解
します。

2121
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授業科目名 ビジネス会計Ⅰ

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

簿記とは、企業が行う経済活動を貨幣額で認識、測定し、帳簿に記録した上で、財務諸表を作成するための技術のことを指す。
簿記の目的は、企業の経済活動を記録することおよび企業の財政状態および経営成績を明らかにすることである。簿記システム
から得られた情報は、企業経営者が経営管理を行う場合、債権者が企業への融資を判断する場合等、様々な場面で利用され、利
害関係者が意思決定を行う際に非常に重要な役割を果たしている。従って、このように重要な情報がどのような仕組みを通して
作成されているのかを本講義では学習していく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

財務諸表作成までの一連の簿記に
関する手続きの理解

企業が行う経済活動を認識、測定
し、帳簿に記録した上で、財務諸
表を作成することができる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

与えられた課題をやり遂げること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

課題は主として問題集からページを指定して与えます。授業時間内に巡回し、個人の進度を確認します。ま
た、授業中に確認テストも行います。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題の期限内提出

30

課題の期限内の提出とその内容により評価を行う。：

％

小テスト

30

授業中内に行う小テストにより、授業中に学んだことの
理解に対する評価を行う。

：

％

期末テスト

40

企業が行う経済活動を認識、測定し、帳簿に記録した上
で、財務諸表を作成することができるかどうかを評価す
る。

：

％

2121
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2122
40 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『よくわかる簿記シリー
ズ　合格テキスト　日商
簿記3級　商業簿記
Ver.14.0』

TAC株式会社（簿記検定講
座）編著

TAC株式会社　出版事業部・・ 年・2023

『よくわかる簿記シリー
ズ　合格トレーニング
日商簿記3級　商業簿記
Ver.14.0』

TAC株式会社（簿記検定講
座）編著

TAC株式会社　出版事業部・・ 年・2023

参考文献等

滝澤ななみ『みんなが欲しかったシリーズ　みんなが欲しかった簿記の教科書　日商3級　商業簿記　第11版』TAC株式会社　出
版事業部、2023年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：  月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F)

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。
メールアドレスは第1回目の授業時に連絡します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、簿記の基礎 貸借対照表と損益計算書の役割、ひな形
を覚える。勘定科目とグループを理解
し、暗記する。テキストおよびトレーニ
ングのテーマ１を読み、問題を解く。

4第 回 時間

会計の原理および簿記の仕組みにつ
いて理解する。

2 日常の手続き、商品売買I（三分
法、分記法）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ2および3を読み、問題を解く。

4第 回 時間

簿記上の取引を理解し、仕訳ができ
るようにする。総勘定元帳への転記
と試算表、貸借対照表と損益計算書
の作成までの簿記の一巡の手続きを
理解する。

3 商品売買II（掛取引、手付金、商品
券）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ3を読み、問題を解く。

4第 回 時間

三分法による様々な商品売買の仕訳
、現金取引と掛取引を理解する。

4 商品売買III（返品、諸掛り、売掛
金・買掛金元帳、商品有高帳）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ4を読み、問題を解く。

4第 回 時間

返品時の処理を理解し、仕訳ができ
るようにする。売掛金・買掛金元帳
および商品有高帳の記帳の仕方を理
解する。

5 現金・預金、小口現金 テキストおよびトレーニングにおける
テーマ５および6を読み、問題を解く。

4第 回 時間

当座取引については当座借越の処理
を理解し、仕訳ができるようにする
。預金の種類および複数銀行口座の
所有の場合の処理について理解する
。また、小口現金の帳簿のつけ方と
タイミングを把握する。

6 クレジット売掛金、手形取引 テキストおよびトレーニングにおける
テーマ7および8を読み、問題を解く。

4第 回 時間

クレジット払いした場合の処理を理
解する。また、受取手形・支払手形
の処理を理解する。

7 電子記録債権・債務、さまざまな帳
簿の関係

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ9および10を読み、問題を解く。

4第 回 時間

電子記録債権・債務の処理について
理解する。当座預金出納帳、受取手
形記入帳、支払手形記入帳、売掛金
元帳などの様々な帳簿の記帳方法を
学習する。
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8 その他の取引Ⅰ（貸付金・借入金、
利息等）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ11を読み、問題を解く。

4第 回 時間

金銭の貸付けと借入れ、利息につい
て理解し、仕訳ができるようにする
。

9 その他の取引II（有形固定資産の取
得・売却・賃借）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ12を読み、問題を解く。

4第 回 時間

有形固定資産の種類、有形固定資産
の取得・売却・賃借、および差入保
証金に係る処理について理解する。

10 その他の取引III（仮払金・仮受
金、給与）

テキストおよびトレーニングにおける
テーマ13を読み、問題を解く。

4第 回 時間

仮払金及び仮受金の処理について理
解する。従業員に対する一時的な立
替払いや預り金の処理について理解
する。

11 訂正仕訳、証ひょうと伝票 テキストおよびトレーニングにおける
テーマ14および30を読み、問題を解く。

4第 回 時間

訂正仕訳の様々なパターンを学習し
、仕訳ができるようにする。伝票会
計の理解と仕訳日計表ができるよう
にする。

12 試算表I（合計試算表・残高試算
表・合計残高試算表）

テキストにおけるテーマ15を読み、ト
レーニング問題15－1を解く。

4第 回 時間

基本的な期中取引を試算表に集計で
きるように学習する。期中取引を総
復習する。

13 試算表II（試算表作成問題の手順） テキストにおけるテーマ15を読み、ト
レーニング問題15－2を解く。

4第 回 時間

仕訳、総勘定元帳への転記、試算表
の作成という一連の手続きについて
学習する。

14 主要な財務指標の種類と使い方 配布資料より各指標の算定方法とこれら
の指標により企業の財政状態や経営成績
におけるどのようなことを知ることがで
きるかを再度確認し、理解しておく。

4第 回 時間

財務諸表の基本と読み方、および流
動比率、当座比率、自己資本比率等
の主要な財務指標の種類と使い方に
ついて学習する。

2122
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授業科目名 ビジネス会計Ⅰ

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

中田彩

講義

該当する

一般企業でのマーケティング業務、税理士事務所での各種申請書・事業計画書作成業務等

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では「お金の流れ」を理解し、社会の仕組みを知ることを目標とします。学習により、基本的な経理関連書類の読み取り
が出来るようになり、企業の経営状況を数字から理解できるようになります。学習範囲は日本商工会議所主催簿記検定3級（日
商簿記３級）の受検を視野に入れた期中処理であり、日商簿記3級は業種・職種にかかわらずビジネスパーソンが身に付けてお
くべき「必須の基本知識」として、多くの企業から評価される資格です。基本的な商業簿記を習得し、小規模な株式会社におけ
る企業活動や会計実務を踏まえ、経理関連書類の適切な処理を習得します。ビジネス会計Ⅰでは取引の基本から試算表作成まで
の期中処理を学習範囲とし、ビジネス会計Ⅱ（決算処理）と合わせて履修すれば日商簿記3級全範囲を学習することが可能で
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

簿記の基本用語や複式簿記の仕組
みを理解し、「お金の流れ」を理
解することで社会の仕組みを知
り、業務に発揮する。

小規模企業をモデルとした会計処
理を習得し、期中処理と試算表作
成までを理解し、読み取る力を得
る。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

企業の経営の是非についての判断
基準となる財務諸表を読み取る力
を身に付け、課題を解決する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題

30

課題提出と自ら主体的に学んだ形跡によって評価：

％

積極的な授業参加

30

発表、授業における積極的参加姿勢によって評価：

％

期末試験

40

各単元における仕訳の理解度により評価：

％

2122
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使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

よくわかる簿記シリーズ
「合格テキスト」日商簿
記3級Ver.14.0

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・2023

よくわかる簿記シリーズ
「合格トレーニング」日
商簿記3級Ver.14.0

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・2023

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は後期ビジネス会計Ⅱと合わせて履修することで日商簿記検定3級を受検する知識を習得することができます。業種、職
種を問わずに必要とされる知識の習得のため、演習のための自宅学習が必要になります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 別途授業内で指示をします

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・簿記の基礎・
日常の手続きまで（テキストP2～
31、トレーニングP3～13）

貸借対照表と損益計算書の役割、ひな形
を覚える。トレーニング2-9まで行う。

4第 回 時間

簿記の資格と学習内容についてのオ
リエンテーションを通して学習の全
体像を掴む。
「簿記の基礎」を学習し貸借対照表
と損益計算書の位置関係と役割を覚
え、「日常の手続き」を通して簿記
一巡の手続きを理解する。

2 商品売買Ⅰ（１）商品売買取引（テ
キストP32～37、トレーニングP14～
17）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニング3-4まで解く。

4第 回 時間

商品仕入れ、売上げ時の掛取引につ
いて学習する。売掛金の回収、買掛
金の支払について理解する。仕訳か
ら転記の流れをしっかり演習し、習
得する。

3 商品売買Ⅰ（２）手付金や内金の処
理、商品券、商品売買Ⅱ（１）返品
（テキストP38～45、トレーニング
P18～21）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを4-3まで解く。

4第 回 時間

手付金や内金を受け取り、支払いし
た際の処理、商品券の処理、返品時
の処理を学習する。

4 商品売買Ⅱ（２）商品の移動にかか
る支払い～掛元帳（テキストP46～
52、トレーニングP22～25）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを4-8まで解く。

4第 回 時間

商品の移動に費用が掛かった場合、
その処理方法を負担者の違いに気を
付けて学習する。掛元帳の記帳方法
と役割について学習し、演習する。

5 商品売買Ⅱ（３）商品有高帳（テキ
ストP53～58、トレーニングP26～
28）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを4-11までを解く。

4第 回 時間

商品有高帳の記帳方法、また、売上
高と売上原価、売上総利益の関係を
学習する。

6 現金・預金（テキストP60～69、ト
レーニングP29～35）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを5-7まで解く。

4第 回 時間

簿記上の現金である通貨代用証券の
処理、各種預金の処理を学習する。

7 小口現金、クレジット売掛金、手形
取引（テキストP70～79、トレーニ
ングP36～43）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを8-3まで解く。

4第 回 時間

小口現金前渡制度（インプレスト・
システム）、クレジット販売、手形
取引について学習する。
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8 電子記録債権・債務、さまざまな帳
簿の関係、その他の取引Ⅰ（テキス
トP80～103、トレーニングP44～
59）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを11-5まで解く。

4第 回 時間

電子記録債権・債務の内容を理解し
て会計処理を習得する。さまざまな
帳簿の体系図を理解し、主要簿、補
助簿の流れを理解する。その他の取
引では貸付金と借入金、またそれぞ
れの利息に関して会計処理を整理し
て学習する。

9 その他の取引Ⅱ固定資産の取得・売
却・賃貸・修繕、その他の取引Ⅲ仮
払金・仮受金、給与、諸会費（テキ
ストP104～119、トレーニングP60～
70）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを13-9まで解く。

4第 回 時間

その他の取引Ⅱでは有形固定資産の
取得・売却・賃貸、修繕と改良につ
いて内容を理解して会計処理を習得
する。その他の取引Ⅲでは、仮払金
と仮受金、給与について全体像を理
解し各種の労務問題基礎についても
確認しながら問題演習を行う。

10 訂正仕訳、試算表の基礎（テキスト
P120～129、トレーニングP71～77）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニング15-2まで解く。

4第 回 時間

訂正仕訳について演習を中心に学習
する。また、試算表の基本を学習し
、完成させる。

11 期中処理の仕訳（テキストP2～
129）

配布される期中処理仕訳プリントを演習
する。

4第 回 時間

小規模株式会社で想定される様々な
期中処理の仕訳の処理を学習する。

12 株式の発行、剰余金の配当と処分
（テキストP226～237，トレーニン
グP172～178）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを27-1～28-4まで解
く。

4第 回 時間

株式会社の株式発行と、繰越利益剰
余金の処分について学習する。

13 税金、証ひょう（テキストP238～
246、トレーニングP180～199）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニング29-1～29-6、30-1～30-
10まで解く。

4第 回 時間

法人税、住民税及び事業税と消費税
の処理について学習する。証ひょう
の種類と処理方法について理解し演
習する。

14 伝票と仕訳日計表（テキストP247～
256、トレーニングP200～215）

テキストを読み、設例と基本例題を解
く。トレーニングを30-11～30-22まで解
く。

4第 回 時間

伝票制度と処理方法、仕訳日計表に
ついて学習する。

2125
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授業科目名 ビジネス会計応用Ｉ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

簿記とは、「企業が行う経済活動を貨幣額で認識、測定し、帳簿に記録した上で、財務諸表を作成するための技術のこと」を指
す。本講義では、仕訳、総勘定元帳への転記、試算表および財務諸表作成という簿記の一巡の手続きについて学んだ上で、簿記
システムから得られる情報を読み解く力を養うことを目的としている。また、本講義は応用クラスであることから、「ビジネス
会計Ｉ」および「ビジネス会計II」よりも深い理解度を必要とする演習を行うこととする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

会計・簿記の知識 企業が行う経済活動を認識、測定
し、帳簿に記録した上で、財務諸
表を作成することができる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

与えられた課題をやり遂げる力を
身に付けることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

50

授業内容の理解度を評価する。：

％

期末テスト

50

企業の経済活動を認識、測定し、帳簿に記録した上で、
財務諸表を作成することができているかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

TAC株式会社（簿記検定講座）編著『よくわかる簿記シリーズ　合格テキスト日商簿記3級　Ver.14.0』TAC株式会社　出版事業
部、2023年。
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2132
部、2023年。
TAC株式会社（簿記検定講座）編著『よくわかる簿記シリーズ　合格トレーニング日商簿記3級　Ver.14.0』TAC株式会社　出版
事業部、2023年。
TAC株式会社（簿記検定講座）編著『2023年度版　日商簿記3級　まるっと完全予想問題集』TAC株式会社　出版事業部、2023
年。

履修上の注意・備考・メッセージ

ビジネス会計ＩおよびIIの単位を取得しているか、履修したことが履修条件である。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F)

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。
メールアドレスは第1回目の授業時に連絡します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 簿記の意義としくみ テキストおよびトレーニングのテーマ１
および２の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

簿記の意義、貸借対照表および損益
計算書とは、貸借対照表と損益計算
書の関係について理解する。

2 商品売買の処理I （分記法、三分
法）

テキストおよびトレーニングのテーマ３
および４の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

商品売買とは、三分法による仕訳、
仕入諸掛・売上諸掛について理解す
る。

3 商品売買の処理II （商品有高帳） テキストおよびトレーニングのテーマ４
の内容の振り返りと問題の解き直し、お
よび次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

商品有高帳、売掛金元帳、買掛金元
帳の作成方法について理解する。

4 現金・預金の処理、小口現金 テキストおよびトレーニングのテーマ5お
よび6の内容の振り返りと問題の解き直
し、および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

現金・現金過不足勘定、当座預金・
当座借越勘定、および小口現金勘定
に関する仕訳、および小口現金出納
帳の作成方法について理解する。

5 クレジット売掛金、手形取引、電子
記録債権・債務

テキストおよびトレーニングのテーマ7、
8および9の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

クレジット売掛金の処理、手形、お
よび電子記録債権・債務の仕訳につ
いて理解する。

6 その他の取引 テキストおよびトレーニングのテーマ11
～13の内容の振り返りと問題の解き直
し、および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

貸付金・借入金、有形固定資産の取
得・売却・賃借、未収入金・未払金
、仮払金・仮受金、および給与に関
する仕訳について理解する。

7 試算表 テキストおよびトレーニングのテーマ15
の内容の振り返りと問題の解き直し、お
よび次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

試算表の作成方法を理解する。
8 決算 テキストおよびトレーニングの16の内容

の振り返りと問題の解き直し、および次
回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

未処理事項等、決算整理、精算表の
内容について理解する。

9 決算整理I（現金過不足、貯蔵品、
当座借越）

テキストおよびトレーニングのテーマ17
および18の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

現金過不足の処理（期中・決算）、
租税公課、貯蔵品、および当座借越
に係る決算整理仕訳について理解す
る。
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10 決算整理II（売上原価、貸倒れ） テキストおよびトレーニングのテーマ19
および20の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

売上原価および売上総利益の計算、
売上原価を算定するための仕訳、お
よび貸倒引当金の見積りについて理
解する。

11 決算整理III（減価償却、経過勘
定）

テキストおよびトレーニングのテーマ21
および22の内容の振り返りと問題の解き
直し、および次回講義内容のテキスト予
習

4第 回 時間

有形固定資産の減価償却、費用の前
払い、収益の前受け、費用の未払い
、および収益の未収に関する決算整
理仕訳について理解する。

12 決算整理後残高試算表 テキストおよびトレーニングのテーマ23
の内容の振り返りと問題の解き直し、お
よび次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

決算整理後残高試算表の作成方法を
理解する。

13 精算表 テキストおよびトレーニングのテーマ24
の内容の振り返りと問題の解き直し、お
よび次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

精算表の作成方法を理解する。
14 総まとめ　第1～13回の復習 授業中に説明した各回の要点を復習し、

問題を解き直す。
4第 回 時間

第1回～第13回までの授業内容につ
いて復習を行う。

2132
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授業科目名 ビジネス会計Ⅱ

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年生 2

中田彩

講義

該当する

税理士事務所において顧問先企業の収支計画書を含む事業計画書の作成と各種会計処理経験。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日商簿記検定3級レベルの簿記知識の期中処理を復習し、決算処理を習得する。中小企業の経理事務に役立つ基本的な商業簿記
全般を学び、処理方法を身に付ける。簿記は原価意識の向上や経営戦略、経営上の意思決定や財務分析にも繋がるビジネスの必
須知識であり、経理・財務担当以外でも職種に関わらず必要とされる。本講義では、これらを習得することができる上級へのス
テップアップを意識しながら基盤となる日商簿記3級の合格を目指す。経理関連書類の適切な処理を含めた初歩的な実務がある
程度できるレベルに到達することを目標とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

中小企業をモデルとした商業簿記
期中処理復習から決算処理

日商簿記検定3級相当の簿記の全処
理を習得する

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

経理関連書類について名称・目的
を理解し、適切な処理を行う初歩
的実務ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

適宜復習テストを行い、コメントをつけて返却する。授業時間内の巡回によりトレーニング（問題集）の進捗
について確認する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

ほとんどの課題は問題集（トレーニング）からページを指定して与えます。授業時間内の巡回により個人の進
度を確認します。適宜配布プリントによる課題を与え、コメントをつけて返却します。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

参加姿勢

40

授業内の演習や書き込み等の指示に対して的確に対応し
ているか、問いかけへの積極的発言があるか、知識習得
への強い意欲があるかを基準に5段階で評価します。

：

％

課題の期限内提出

30

課題の期限内提出とその内容を5段階で評価します。：

％

2132
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2135
30 ％

期末試験

30

50点以上を5段階に評価します。（10点刻みに100点まで
を5段階評価）

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

よくわかる簿記シリーズ
合格テキスト日商簿記3級
商業簿記Ｖｅｒ.14.0

ＴＡＣ株式会社 ＴＡＣ株式会社　出版事
業部

・・ 年・2023

よくわかる簿記シリーズ
合格トレーニング日商簿
記3級商業簿記Ｖｅ
ｒ.14.0

ＴＡＣ株式会社 ＴＡＣ株式会社　出版事
業部

・・ 年・2023

参考文献等

「前期　ビジネス会計Ⅰを履修した学生はテキスト購入不要」

履修上の注意・備考・メッセージ

本クラスでは中小企業をモデルとした会社会計の期中処理を学んだ方を対象に、その決算処理を中心に学習します。日商簿記検
定３級レベルの、ビジネスパーソンの必須知識を習得することを目的とします。授業時間でインプットし、課題でアウトプッ
ト、毎回の聞き取りでフィードバックします。専門知識習得のため、自宅学習が必須になります。一連の物語のように積み重ね
て目的に向かうため、欠席は避けて課題を徹底して下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 別途授業内で指示をします

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、期中処理の復
習（１）商品売買Ⅰ～手形取引

期中処理の復習資料の完成。 4第 回 時間

授業全体の流れを理解し、目標を設
定する。期中処理の復習を行い、全
仕訳について完全理解する。

2 期中処理の復習（２）電子記録債
権・債務～訂正仕訳、決算整理前試
算表

期中仕訳資料完成、決算整理前資料の完
成。

4第 回 時間

期中処理仕訳の総復習を行い、決算
整理前試算表を作成する。

3 決算（テキストP130から137）から
決算整理Ⅰ現金過不足（テキスト
P138から143）まで

トレーニング16-1から17-9まで解く。 4第 回 時間

決算の流れと意義を理解する。決算
整理前試算表と決算整理後試算表の
違いと８桁精算表を理解する。現金
過不足の期中処理と決算処理の違い
に気を付けて学習し、演習する。

4 決算整理Ⅱ貯蔵品・当座借越（テキ
ストP144から149）までの決算処理

トレーニング18-1から18-9までを解く。 4第 回 時間

貯蔵品・当座借越の期中処理から決
算整理について理解し、精算表から
のデータ読み取りと仕訳ができるよ
うに演習する。

5 決算整理Ⅲ売上原価（テキストP150
から157）

トレーニング19-1から19-4までを解く。 4第 回 時間

売上原価の定義と仕入勘定を用いて
売上原価を算定する方法の決算整理
仕訳を理解する。売上高、売上原価
、売上総利益の関係性を理解する。
「売上原価を仕入勘定で算定する方
法」「売上原価を売上原価勘定で算
定する方法」のどちらでも精算表を
読み取り、算定の仕訳ができるよう
にする。

6 決算整理Ⅳ貸倒れ（テキストP158か
ら163）

トレーニング20-1から20-4までを解く。 4第 回 時間
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貸倒れの概要と処理について学習し
、様々な貸し倒れの期中処理仕訳と
決算整理仕訳ができるようにする。
減価償却の定額法による決算整理を
学び、仕訳ができるようにする。

7 決算整理Ⅴ減価償却（テキストP164
から175）

トレーニング21-1から21-11までを解く。 4第 回 時間

減価償却している固定資産の売却に
ついて、期首売却から期中売却まで
理解する。固定資産台帳の問題が解
けるようタイムテーブルを用いて各
種固定資産の減価償却の流れをつか
む。

8 決算整理Ⅵ経過勘定項目（テキスト
P176から197）

トレーニング22-1から22-18までを解く。 4第 回 時間

経過勘定項目について、決算整理仕
訳を行う意義と目的を理解しながら
演習する。精算表を用い全てのパタ
ーンについて迷いなく仕訳ができる
よう理解する。

9 決算整理後試算表（テキストP198か
ら201）

トレーニング23-1から23-4までを解く。 4第 回 時間

決算整理前試算表から決算整理仕訳
、決算整理後試算表の流れを理解し
問題演習を行う。意味を理解しなが
ら精算表を解く。

10 精算表（テキストP202から207） トレーニング24-1から24-5まで解く。 4第 回 時間
精算表の各種欄の意味を理解し、勘
定科目の５要素を確認しながら確実
に解答できるようにする。

11 帳簿の締め切り、英米式決算（テキ
ストP208から219）

トレーニング25-1から25-7までを解く。 4第 回 時間

勘定の締め切りと損益振替、資本へ
の振り替えを理解し仕訳ができるよ
うにする。日商簿記３級試験に頻出
する勘定記入の問題が解けるよう、
内容を理解しながら問題演習を行う
。

12 損益計算書と貸借対照表（テキスト
P220から225）

トレーニング26-1から26-6を解く。 4第 回 時間

決算整理仕訳の総復習を行い、完全
理解しながら基本的な財務諸表作成
を行う。

13 様々な形式の決算整理後試算表、精
算表の内容理解

決算整理後試算表、精算表の資料を完成
する。

4第 回 時間

中小規模の株式会社の決算処理を行
った後の試算表、精算表について様
々な形式を学習、演習する。

14 様々な形式の損益計算書と貸借対照
表の内容理解

貸借対照表、損益計算書の資料を完成す
る。

4第 回 時間

中小規模の株式会社の決算処理を行
った後の損益計算書、貸借対照表に
ついて様々な形式を学習、演習する
。日商簿記検定3級過去問題レベル
の演習を行う。

2135
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授業科目名 ビジネス会計応用Ⅱ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

簿記とは、「企業が行う経済活動を貨幣額で認識、測定し、帳簿に記録した上で、財務諸表を作成するための技術のこと」を指
す。本講義では、仕訳、総勘定元帳への転記、試算表および財務諸表作成という簿記の一巡の手続きについて学んだ上で、簿記
システムから得られる情報を読み解く力を養うことを目的としている。本講義では、特に決算修正仕訳、および試算表、精算表
および財務諸表の作成に関する応用問題を中心として学習していく。また、本講義は応用クラスであることから、「ビジネス会
計I」および「ビジネス会計II」よりも深い理解度を必要とする演習を行うこととする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

会計・簿記の知識 企業が行う経済活動を認識、測定
し、帳簿に記録した上で、財務諸
表を作成することができる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

与えられた課題をやり遂げる力を
身に付けることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

50

授業内容の理解度を評価する。：

％

期末テスト

50

企業の経済活動を認識、測定し、帳簿に記録した上で、
財務諸表を作成することができているかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2135
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2141

参考文献等

TAC株式会社（簿記検定講座）編著『よくわかる簿記シリーズ  合格テキスト　日商簿記3級　商業簿記Ver.14.0』TAC株式会社
出版事業部、2023年。
TAC株式会社（簿記検定講座）編著『よくわかる簿記シリーズ  合格トレーニング　日商簿記3級　商業簿記Ver.14.0』TAC株式
会社　出版事業部、2023年。
TAC株式会社（簿記検定講座）編著『2023年度版　日商簿記3級　まるっと完全予想問題集』TAC株式会社　出版事業部、2023
年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は応用クラスであるため、ビジネス会計ＩおよびIIの単位を取得しているか、ともに履修していることが履修条件であ
る。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F）

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。アドレスは第1回目の授業時に連絡しま
す。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ビジネス会計応用Ｉの復習 配布資料の見直しおよび次回講義内容の
テキスト予習

4第 回 時間

ビジネス会計応用Ｉで学んだ仕訳か
ら財務諸表の作成までの簿記の一連
の流れについての復習。

2 決算（１）未処理事項等 テキストおよび問題集のテーマ16におけ
る内容の振り返りと問題を解き直し、お
よび次回講義内容の予習

4第 回 時間

決算とは、未処理事項等の仕訳、お
よび決算整理後残高試算表および精
算表の記入方法について理解する。

3 決算（２）現金過不足・貯蔵品・売
上原価の計算

テキストおよび問題集のテーマ17～19の
内容の振り返りと問題の解き直し、およ
び次回講義内容の予習

4第 回 時間

現金過不足、租税公課、貯蔵品、お
よび繰越商品の整理と売上原価の計
算に関する決算整理仕訳について理
解する。

3 決算（３）貸倒れ・減価償却 テキストおよび問題集のテーマ20および
21の内容の振り返りと問題の解き直し、
および次回講義内容の予習

4第 回 時間

貸倒損失・貸倒引当金の処理、有形
固定資産の減価償却とその記帳方法
、減価償却費の月次計上、および減
価償却している有形固定資産の売却
（期中取引）に係る仕訳について理
解する。

4 決算（４）経過勘定項目 テキストおよび問題集のテーマ22の内容
の振り返りと問題の解き直し、および次
回講義内容の予習

4第 回 時間

前払費用・前受収益、未収収益・未
払費用に関する取引の仕訳について
理解する。

6 決算（５）訂正仕訳、および仕訳の
応用問題

テキストおよびトレーニングのテーマ
14、および授業中に配布した仕訳の応用
問題の内容の振り返りと問題の解き直
し、および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

訂正仕訳の理解、および日商簿記3
級レベルの仕訳の応用問題の取り組
みを行っていく。

7 決算整理後残高試算表 テキストおよび問題集のテーマ23の内容
の振り返りと問題の解き直し、および次
回講義内容の予習

4第 回 時間

決算整理後残高試算表に関する応用
問題に取り組む。

8 精算表（１）基本 テキストおよび問題集のテキストのテー
マ24の内容の振り返りと問題の解き直し

4第 回 時間

決算整理事項等の処理と精算表の作
成方法について学習する。

9 精算表（２）応用 授業中に配布した問題の解き直しおよび
次回講義内容の予習

4第 回 時間

精算表に関する応用問題に取り組む
。
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10 帳簿の締め切り テキストおよび問題集のテーマ25の内容
の振り返りと問題の解き直し、および次
回講義内容の予習

4第 回 時間

収益・費用の勘定の締め切り、資産
・負債・純資産の勘定の締め切り、
および繰越試算表の作成方法につい
て理解する。

11 財務諸表の作成（１）基本 テキストおよび問題集のテーマ26の内容
の振り返りと問題の解き直し

4第 回 時間

貸借対照表および損益計算書の仕組
み、および貸借対照表および損益計
算書の作成方法を理解する。

12 財務諸表の作成（２）応用 授業中に配布した問題の解き直し、およ
び次回講義内容の予習

4第 回 時間

財務諸表の応用問題に取り組む。
13 株式の発行、剰余金の配当と処分、

税金に関する処理
テキストおよび問題集のテーマ27～29の
内容の振り返りと問題の解き直し、およ
びこれまでの授業の振り返り

4第 回 時間

株式発行時（会社の設立、増資）に
おける処理、利益剰余金の配当と処
分における処理、税金の分類、法人
税等の処理、および消費税の処理に
ついて理解する。

14 総まとめ 授業中に配布した問題の解き直し 4第 回 時間
第1回～第13回までの授業内容の復
習

2141
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授業科目名 経営情報入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

海野大

講義

該当する

大手通信事業者で新サービス開発，新規事業立ち上げ，マーケティング・リサーチ／顧客データ分
析，情報システム企画・要件定義・プロジェクト管理に従事．（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業をはじめとする組織にとって，いかにして情報を収集し，処理し，活用するかは重要な経営課題です．現代は情報通信技術
（ICT）の発展により，ほとんどの企業に高度な経営情報システムが導入されています．しかし，どんなに優れたシステムで
あっても，ただ導入しただけでは情報を効率的・効果的に収集し活用することはできません．この授業では，経営情報システム
とはなにか，企業経営にどのような効果をもたらすのか，意思決定のあり方はどうあるべきかについて学んでいきます．さら
に，情報を活用して新たなビジネスを創出しているプラットフォーマーのビジネスモデルについても学びます．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営情報システムの概念，情報シ
ステムを活用した意思決定，IT・
AI等を活用したプラットフォーム
ビジネス

経営情報システムやITを活用した
ビジネスの仕組み等に関する基礎
的な知識を学ぶ．経営情報システ
ムを活用した組織と知識マネジメ
ント，IT・AIを活用したビジネス
について理解する．

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

授業課題レポートを通して，講義
で得た知識を用いて，経営情報の
活用に係る課題を検討できる

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

自分の意見を読み手が理解しやす
い文章で作成できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること．規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし，成績評価は「不可」とします．

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取組みと理解度

70

授業中に行う課題の回答内容により評価します．：

％

期末試験

30

講義内容に関する基礎知識とその分野の課題に関する自
らの考えを問う課題を出題し，その回答内容により評価
します．なお，期末試験は期末レポート試験に変わる場
合があります．

：

％

2141
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

遠山 曉，村田 潔，岸 眞理子，『経営情報論　新版補訂』有斐閣，2015年
宮川 公男，上田 泰，『経営情報システム　第4版』，中央経済社，2014年

履修上の注意・備考・メッセージ

教材の配布や課題の提出などにGoogle Classroom を使用します．
本科目は2単位の科目であるため，平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます．
「授業外学修課題」に取り組むことに加え，その回の授業の内容を丁寧に復習してください．

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 前期：火曜日３時限　後期：水曜日5時限

場所： 研究室（西館３階）

備考・注意事項： 事前にメールでアポイントメントをとるようにしてください．
メールアドレス：unno@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営情報の重要性 企業がどのようにICTを活用しているのか
復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

現代は情報ネットワーク社会であり
，企業を始めとした組織は情報通信
技術（ICT）を高度に駆使して自ら
を成長させようとしています．企業
の経営活動はとりもなおさず情報活
動ということが出来ます．企業が置
かれている社会特性と，企業がICT
を活用するための課題について学び
ます．

2 経営情報システムの基礎 授業で紹介された経営情報システムの基
礎について復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

企業が経営情報を活用する上で基礎
となる理論が経営情報論です．経営
情報論は経営組織論や経営戦略論，
システム論やネットワーク理論など
多くの分野と関連しています．これ
ら経営情報論の基礎となる理論や概
念について学びます．

3 経営情報システム発展の歴史 経営情報システムの歴史や期待役割につ
いて復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

経営情報を活用するためのシステム
である経営情報システムは，初めは
業務の自動化から始まり，意思決定
支援，戦略的活用，ビジネス・プロ
セスの再構築，そしてICTを活用し
たビジネス・イノベーションを担っ
てきました．近年では，事業構造を
根底から変化させることが期待され
ています．ここでは，経営情報シス
テムがこれまで担ってきた役割や今
後期待されている役割について学び
ます．

4 ICTの基礎 ICTの基礎について復習し，課題に取り組
む．

4第 回 時間

経営情報システムを実現するための
技術であるICTは，20世紀後半に発
展し，さらに2000年代になってイン
ターネットの普及とともに現代社会
を支える基盤となっています．ここ
では，ICTとは具体的にどのような
技術か，どのように進化してきてい
るのかについて学びます．

5 経営情報システムの開発 経営情報システム開発の方法論について
復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間
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多くの企業による経営情報システム
の開発・導入を通じて，経営情報シ
ステム開発の方法論も発展していま
す．経営情報システム開発を成功に
導くには確立された方法論に依らな
ければなりませんが，経営情報シス
テムに期待される役割の変化に応じ
て開発方法論も進化していく必要が
あります．ここでは，経営情報シス
テム開発について，特にソフトウェ
ア開発の側面について，伝統的な方
法論と，方法論の進化について学び
ます．

6 経営情報システムの管理 情報セキュリティ対策について復習し，
課題に取り組む．

4第 回 時間

いかに優れた経営情報システムを構
築・導入しても，適切に運用管理さ
れなければ期待される機能を発揮す
ることはできません．ここでは，シ
ステムの健全な運用を妨げる脅威や
リスクへの対応などの情報セキュリ
ティ対策を中心に，システム投資効
果の評価や個人情報保護について学
びます．

7 ビジネス・プロセス革新と経営情報
システム

ビジネス・プロセスとはなにか，ビジネ
ス・プロセスを革新するとはどういうこ
とかについて復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

企業を取り巻く環境は常に変化して
います．変化に柔軟かつ迅速に対応
するためには，日常の業務の進め方
，すなわちビジネス・プロセスも絶
えず見直して革新していかなればな
りません．プロセス革新のためには
，経営情報システムの導入や改善が
不可欠です．ここでは，プロセス革
新と経営情報システムの関係，さら
に企業をまたがるビジネス・プロセ
スであるサプライチェーンについて
学びます．

8 組織変革と経営情報システム 組織構造が経営情報システムのあり方に
影響を与えるだけでなく，経営情報シス
テムの発展が組織構造にも影響を与える
ことについて復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

経営環境の変化に対応するためには
，組織の変革も重要です．組織の最
も重要な役割の一つは，情報の効率
的な収集・伝達・処理（これらをま
とめて情報流通といいます）です．
情報流通を支えているのが経営情報
システムです．ICTの進展により経
営情報システムが高度化すると，経
営情報システムの利用を前提にした
組織構造も変わります．ここでは，
経営情報システムと組織構造の関係
について学びます．

9 組織知と経営情報システム ナレッジマネジメントの重要性について
復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

組織のもう一つの重要な役割は，様
々な活動を通して組織として学習し
，知識と経験を蓄積することで，競
合他社に対して圧倒的に優位な組織
能力（コンピタンス）を確立するこ
とです．組織としての知識を獲得し
蓄積し，そして活用する上で，経営
情報システムは大きな役割を果たし
ます．ここでは，組織としての知識
獲得と経営情報システムの関係につ
いて学びます．

10 組織の意思決定と経営情報 組織の意思決定について復習し，課題に
取り組む．

4第 回 時間

何らかの意思決定を行うためには適
切な情報が必要です．組織として意
思決定する場合，通常は複数の段階
を経て決定がなされ，それぞれの段
階において必要な情報が適切に流通
していなければなりません．ここで
は組織としての意思決定とはどのよ
うなものか，経営情報が意思決定に
どのように活用されるのかを学びま
す．
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11 意思決定のプロセスと方法 デシジョンツリーについて復習し，課題
に取り組む．

4第 回 時間

意思決定のプロセスと代表的な意思
決定手法であるデシジョンツリーに
ついて学びます．

12 インターネットの仕組み インターネットを通じて世界中の通信機
器，スマホなどが繋がる仕組みについて
復習し，課題に取り組む．

4第 回 時間

インターネットの普及は経営情報シ
ステムはもちろん，企業経営そのも
のを大きく変化させています．ここ
では，インターネットが作られた経
緯と発展の歴史，インターネットが
なぜ繋がるのか，その仕組みと基礎
となる技術の概要について学びます
．

13 インターネット・ビジネス インターネット・ビジネスについて復習
し，課題に取り組む．

4第 回 時間

インターネットやICTの普及・高度
化を背景に，GAFAと呼ばれる巨大IT
企業が出現し，プラットフォームと
して市場のイニシアティブをとって
います．ここでは，インターネット
・ビジネスの特徴や類型，成功に導
く基本原理などを学びます．

14 プラットフォーマーの出現 プラットフォーマーのビジネスモデルの
事例を調べる．AIの活用事例や社会実装
における課題について調べる．

4第 回 時間

インターネット・ビジネスが進展す
るにつれ，特定の企業だけに顧客（
と顧客データ）が集中するという現
象が生じています．そのような企業
を総称してプラットフォーマーと呼
びますが，ここでは，プラットフォ
ーマーのビジネスモデルについて理
解します．また，プラットフォーマ
ーを始めとした先進企業が開発を進
めている人工知能（AI）は，社会の
様々な場面で活用が進み，AIを用い
た情報システムは私たちの生活にな
くてはならないものになっています
が，一方で，個人情報の適切な利用
やプライバシーといった倫理上の問
題も引き起こします．最後に，AIの
効用と課題について学びます．

2201
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授業科目名 経営管理論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

稲村昌南

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経営管理とは「組織がある目的を達成するために、資源を統合し、諸活動を調整する過程（プロセス）」と定義されます。つま
り、組織が持つ資源・能力を環境との間で戦略的に適合させながら、目的達成に向けて効率的に人、モノ、カネ、情報を動かす
行為が経営管理です。ですから、経営管理はすべての企業にとって不可欠なものであり、企業経営の本質といっても過言ではあ
りません。本授業では、経営管理の進展過程で登場した主要な論者の理論を踏まえながら、企業における管理（マネジメント）
の現実について理解することを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営資源の管理と活用に関する基
礎知識

経営管理の諸理論について理解
し、マネジメントの現場への適用
について概略的に説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課題や本質を見極めることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とする。授業内容に
関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

期末試験

70

ビジネスにおける経営資源の管理とその利活用に関する
問題を出題し「経営管理の基礎的内容を理解しているか
」、「出題内容に関して論理的かつ簡潔に記述できてい
るか」の2点を基準に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2201
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参考文献等

塩次喜代明・高橋伸夫・小林敏男著（2009）『経営管理 新版』有斐閣アルマ。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営管理とは？－経営資源の管理と
活用－

グローバル化、情報化、地球環境問題な
ど企業を取り巻く環境の変化が企業経営
にどのような影響を与えているかについ
て整理します。

4第 回 時間

日々変化するビジネス環境とそれに
対処するための経営管理（マネジメ
ント）のあり方について学びます。
また、日本的経営と呼ばれる日本独
自の経営管理の在り方について理解
します。

2 経済的豊かさとマネジメントの役割 企業の生産性向上や付加価値創造がなぜ
社会の豊かさにとって必要なのか整理し
ます。

4第 回 時間

今日の日本の経済的豊かさはどこか
らもたらされたのだろうか？企業に
おけるマネジメントとの関係から考
えます。

3 近代企業と専門経営者の登場 企業の発展とともに、所有と経営が分離
していくプロセスについて整理します。

4第 回 時間

会社の種類について考えるとともに
、現代企業における経営の担い手で
ある専門経営者がどのように誕生し
たのか、その背景について考察しま
す。

4 テーラーの科学的管理 テーラーが企業経営に持ち込んだ科学的
視点のポイントとその効果・課題につい
て整理します。

4第 回 時間

企業経営に初めて科学的要素を取り
入れ、現代マネジメントの基礎を築
いた科学的管理の考え方について学
びます。

5 人間関係論ー人間的側面を重視する
管理ー

フォーマル組織とインフォーマル組織の
違いとインフォーマル組織の重要性につ
いて整理します。

4第 回 時間

非合理的な人間的側面を重視する管
理を主張する人間関係論について、
その基本的考え方について学びます
。

6 バーナードの管理論 組織の成立と存続の要件とは何か整理し
ます。

4第 回 時間

組織の成立と存続に焦点を当てた管
理論を展開するバーナードの考え方
について学びます。

7 モチベーション論の展開 マグレガーやハーズバーグの理論に共通
している動機づけに必要な要件について
整理します。

4第 回 時間

仕事の現場で人間の能力を最大限に
活かそうとするマネジメントのあり
方について学びます。

8 リーダーシップ 様々な実験を通して明らかになったリー
ダーシップの一般理論について整理しま
す。

4第 回 時間

組織（仕事）の成果を高めるための
リーダーのあり方について考えます
。

9 ミドルとトップのリーダーシップ 日本において特徴的なミドルマネジメン
トの役割とその育成方法について整理し
ます。

4第 回 時間

管理職と呼ばれる人たちのリーダー
としての役割について考えます。
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10 組織デザインー機能別組織と事業部
制組織ー

機能別組織の有効性と限界、そして事業
部制組織の特徴について整理します。

4第 回 時間

組織の基本形としての機能別組織の
基本原理とその限界について考える
とともに、事業部制組織への移行の
背景について学びます。

11 経営戦略（経営理念に基づく企業目
標の達成）

競争戦略と成長戦略の代表的な理論とそ
の考え方について整理します。

4第 回 時間

企業が他社との競争に対処し、安定
的に成長するための指針となる経営
戦略について学びます。

12 グローバル戦略 ローカライゼーションとグローバライ
ゼーションという2つの課題について整理
します。

4第 回 時間

日本企業の国際化プロセスを理解す
るとともに、グローバルに事業展開
する際に重要となる課題について学
びます。

13 見えざる秩序としての企業文化 企業文化の形成プロセスおよび文化と企
業の強みとの関連について整理します。

4第 回 時間

経営に独自性を生み出すといわれる
企業文化の醸成とその役割について
考えます。

14 組織間関係のマネジメント 取引コスト理論から導かれる企業間関係
のあり方について整理する。

4第 回 時間

企業が自社のビジネスを完結させる
ために他社との関係をどのようにマ
ネジメントしているのか考えます。

2202
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授業科目名 経営管理論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

澤田彩

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経営管理とは「組織がある目的を達成するために、資源を統合し、諸活動を調整する過程（プロセス）」と定義されます。つま
り、組織が持つ資源・能力を環境との間で戦略的に適合させながら、目的達成に向けて効率的に人、モノ、カネ、情報を動かす
行為が経営管理です。ですから、経営管理はすべての企業にとって不可欠なものであり、企業経営の本質といっても過言ではあ
りません。本授業では、経営管理の進展過程で登場した主要な論者の理論を踏まえながら、企業における管理（マネジメント）
の現実について理解することを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営管理の基礎知識 経営管理の諸理論について理解
し、マネジメントの現場への適用
について概略的に説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課題や本質を見極めることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を
すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とする。授業内容に
関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

期末試験

70

ビジネスにおける経営資源の管理とその利活用に関する
問題を出題し「経営管理の基礎的内容を理解しているか
」、「出題内容に関して論理的かつ簡潔に記述できてい
るか」の2点を基準に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2202
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2203

参考文献等

塩次喜代明・高橋伸夫・小林敏男著（2009）『経営管理 新版』有斐閣アルマ。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜日２限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経済的豊かさと専門経営者の登場 企業の生産性向上や付加価値創造がなぜ
社会の豊かさにとって必要なのか整理し
ます。

4第 回 時間

今日の日本の経済的豊かさはどこか
らもたらされたのだろうか？企業に
おけるマネジメントとの関係から考
えます。

2 近代企業と専門経営者の登場 企業の発展とともに、所有と経営が分離
していくプロセスについて整理します。

4第 回 時間

会社の種類について考えるとともに
、現代企業における経 営の担い手
である専門経営者がどのように誕生
したのか、その背景について考察し
ます。

3 テーラーの科学的管理 テーラーが企業経営に持ち込んだ科学的
視点のポイントとその効果・課題につい
て整理します。

4第 回 時間

企業経営に初めて科学的要素を取り
入れ、現代マネジメントの基礎を築
いた科学的管理の考え方について学
びます。

4 人間関係論 フォーマル組織とインフォーマル組織の
違いとインフォーマル組織の重要性につ
いて整理します。

4第 回 時間

非合理的な人間的側面を重視する管
理を主張する人間関係論について、
その基本的考え方について学びます
。

5 バーナードの管理論 組織の成立と存続の要件とは何か整理し
ます。

4第 回 時間

組織の成立と存続に焦点を当てた管
理論を展開するバーナードの考え方
について学びます。

6 モチベーション論 マグレガーやハーズバーグの理論に共通
している動機づけに必要な要件について
整理します。

4第 回 時間

仕事の現場で人間の能力を最大限に
活かそうとするマネジメントのあり
方について学びます。

7 リーダーシップ 様々な実験を通して明らかになったリー
ダーシップの一般理論について整理しま
す。

4第 回 時間

組織（仕事）の成果を高めるための
リーダーのあり方について考えます
。

8 ミドルとトップのリーダーシップ 日本において特徴的なミドルマネジメン
トの役割とその育成方法について整理し
ます。

4第 回 時間

管理職と呼ばれる人たちのリーダー
としての役割について考えます。

9 組織デザイン 機能別組織の有効性と限界、そして事業
部制組織の特徴について整理します。

4第 回 時間

組織の基本形としての機能別組織の
基本原理とその限界について考える
とともに、事業部制組織への移行の
背景について学びます。

10 経営戦略 競争戦略と成長戦略の代表的な理論とそ
の考え方について整理します。

4第 回 時間

企業が他社との競争に対処し、安定
的に成長するための指針となる経営
戦略について学びます。
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11 グローバル戦略 ローカライゼーションとグローバライ
ゼーションという2つの課題について整理
します。

4第 回 時間

日本企業の国際化プロセスを理解す
るとともに、グローバルに事業展開
する際に重要となる課題について学
びます。

12 見えざる秩序としての企業文化 企業文化の形成プロセスおよび文化と企
業の強みとの関連について整理します。

4第 回 時間

経営に独自性を生み出すといわれる
企業文化の醸成とその役割について
考えます。

13 組織間関係のマネジメント 取引コスト理論から導かれる企業間関係
のあり方について整理する。

4第 回 時間

企業が自社のビジネスを完結させる
ために他社との関係をどのようにマ
ネジメントしているのか考えます。

14 まとめ：現代企業の経営管理のあり
方

企業の内部環境、外部環境にはどのよう
なものがあるか、またそれらをマネジメ
ントいく手法・考え方にはどのようなも
のがあるかを整理します。

4第 回 時間

現代企業が抱えるマネジメント課題
について整理し、企業内外の問題を
いかに解決して持続的な成長を図っ
ていくかを理解します。

2203
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授業科目名 経営管理論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

西釜義勝

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　企業は組織としての目的を達成するために、研究開発、生産、財務、販売など諸機能の内容と機能間の関連を分析し、見いだ
した特性にそって独自のビジネスシステムを構築する必要がある。経営管理とは、それらの機能を全体的に統括する活動であ
る。社会における企業のあり方、また企業がいかにして社会との関係を築きながら経営を行っているのかということについて組
織と個人の関わり合いから考え、経営管理の基本的な仕組みを学習する。多くの事例を示すことで、受講生が理論と実践を統合
した複眼的視点を構築できることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

経営管理に関する知識 経営管理の諸概念、その生成され
た背景および歴史について理解で
きる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営管理に関する知識の応用 企業の経営管理の現況を説明でき
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

50

講義内容の理解度を評価する。：

％

2203
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2211

課題レポート

20

課題内容の理解と自らの考えを論理的に説明できている
かという観点から評価する。

：

％

小テスト

10

講義内容の理解度を評価する。：

％

授業への参加意欲

20

コメントカードの内容などをもとに能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

経営管理論上野恭裕・馬場大治編著 中央経済社・・ 年・2016

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹（2019）『経営組織』中央経済社．
開本浩矢（2019）『組織行動論』中央経済社．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　講義の進め方
の説明とビジネスマネジメントを学
ぶ意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】ビジネスマネジメントの講義概
要を確認すること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「ビジネスマネジメン
ト」とはどのようなものであるのか
、経済と経営の違いを把握した上で
、経営学における経営管理の位置づ
けを確認し、事例を基にイメージを
つかみ、学ぶ意義を受講生との間で
共有する。

2 経営管理の役割　企業の発展と経営
管理

【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第2回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　企業経営における経営管理の位置
づけと諸機能について学習する。

3 経営戦略論の基礎　経営戦略の概念
と体系、戦略策定のプロセス

【予習】教科書の第10章について読んで
おくこと。　【復習】第3回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　「経営組織における戦略とはどの
ような概念であるのか」ということ
について、基礎的事項を学習する。

4 全社戦略論（1）事業の定義と企業
ドメイン

【予習】教科書の第10章について読んで
おくこと。　【復習】第4回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　企業のビジョンを実現するための
事業領域の選択について学習する。

5 全社戦略論（2）多角化戦略 【予習】教科書の第10章について読んで
おくこと。　【復習】第5回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　企業が従来からの事業領域を超え
て、事業領域を拡大していく活動に
ついて学習する。
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6 事業戦略論（1）戦略の立案 【予習】教科書の第10章について読んで
おくこと。　【復習】第6回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　戦略の策定がどのように行われて
いくのかということについて考える
。

7 事業戦略論（2）ポジショニング戦
略

【予習】教科書の第11章について読んで
おくこと。　【復習】第7回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　競合企業より高い収益を得るため
の戦略上の地位に、いかにして自社
を位置づけるかというポジショニン
グの考え方について学習する。

8 事業戦略論（3）資源ベース戦略 【予習】教科書の第11章について読んで
おくこと。　【復習】第8回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　持続的な競争優位を獲得するため
に、いかにして独自の経営資源を蓄
積するかをもとに戦略を策定するこ
とを目指す資源ベースの考え方につ
いて学習する。

9 経営組織論の基礎　マクロ組織論と
ミクロ組織論

【予習】教科書の第5章、第6章、第7章に
ついて読んでおくこと。　【復習】第9回
講義の内容を見直すこと。

4第 回 時間

　組織の構造やデザインに注目する
組織理論と組織のメンバーの行動に
焦点を当てる組織行動論について学
習する。

10 製品開発論　アーキテクチャ論 【予習】教科書の第14章について読んで
おくことこと。　【復習】第10回講義の
内容を見直すこと。

4第 回 時間

　企業において、技術と市場をつな
ぐ流れを生み出す活動について学習
する。

11 イノベーション論（1）イノベー
ションとそのタイプ、イノベーショ
ンの普及

【予習】教科書の第12章について読んで
おくこと。　【復習】第11回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　顧客に新しい価値をもたらし、新
規需要を創出するイノベーションの
マネジメントについて学習する。さ
らに、イノベーションが何をきっか
けにして生まれ、どのような段階を
経て普及し、どうやって最終的な成
果獲得に結びついていくのかという
プロセスについて解説する。

12 イノベーション論（2）オープン・
イノベーション

【予習】教科書の第12章について読んで
おくこと。　【復習】第12回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　広く世の中にある技術を活用し、
企業内部と外部のアイデアを有機的
に結合させ、新たな価値を創造する
という「オープン・イノベーション
」の考え方についてアウトサイドイ
ン型とインサイドアウト型の側面か
ら学習する。

13 国際経営論　海外進出企業の組織形
態

【予習】教科書の第13章について読んで
おくこと。　【復習】第13回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　複数の国にまたがって行われる経
営について学習する。

14 まとめ　経営管理論の展望 講義内容について見直しをすること。 4第 回 時間
　これまでの講義で学習した内容を
振り返り、経営管理論を学ぶ意義と
要点を確認する。また、事前に講義
の中で受講生に調べ学習として、経
営管理の理論と実践を結びつけても
らえる内容のレポートを提出しても
らう。自らの考えた内容を発表して
もらい、全員で議論を深めてから、
最後に担当教員が総括する。

2211
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授業科目名 会計学入門/会計学

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業は、株主・債権者を含む利害関係者に対して、財務諸表を通し、自社の財政状態や経営成績の報告を行っている。また、利
害関係者は、この財務諸表を用いて、投資や融資を含む企業に関する様々な意思決定を行っている。従って、財務諸表における
情報を読み取り、その内容を理解することは、企業の状態を知る際に非常に重要とされる。本講義は、財務諸表を構成する貸借
対照表、損益計算書およびキャッシュ・フロー計算書の意義および仕組みを理解し、これらの分析手法について学習および理解
することを目的としている。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

会計学の基本知識 財務諸表の内容を理解し、分析す
ることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業の財務諸表から財政状態や経
営成績を読み取り、問題点を発見
できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

与えられた課題の内容を把握した
上で、グループのメンバーとコ
ミュニケーションを取りながら課
題に取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

授業内容の理解度を評価する。：

％

課題の提出

30

学習内容を理解し、課題の発見ができているかを確認す
る。

：

％

期末テスト

40

授業で得た会計学の基本知識である財務諸表の内容とそ
の分析方法の理解度を確認する。

：

％

2211
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2212
40 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『ビジネス会計検定試験
公式テキスト3級（第5
版）』

大阪商工会議所編 中央経済社・・ 年・2023

参考文献等

谷武幸、桜井久勝、北川教央編著『１からの会計（第1版）』碩学舎、2021年。
桜井久勝『財務諸表分析（第8版）』中央経済社、2020年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F）

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。アドレスは第1回目の授業時に連絡しま
す。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 財務諸表とは テキスト第1章「「財務諸表」とは」の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

講義の進め方に関する説明
財務諸表の意義
財務諸表の役割と種類

2 貸借対照表（1）貸借対照表のしく
み

テキスト第2章「貸借対照表」第1節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

貸借対照表とは
貸借対照表の様式および表示

3 貸借対照表（2）資産 テキスト第2章「貸借対照表」第2節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

資産の概念と分類
資産の金額
流動資産、固定資産および繰延資産

4 貸借対照表（3）負債 テキスト第2章「貸借対照表」第3節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

負債の概念と分類
流動負債および固定負債

5 貸借対照表（4）純資産 テキスト第2章「貸借対照表」第4節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

純資産の概念と分類
株主資本、評価・換算差額等および
新株予約権

6 損益計算書（1）損益計算書のしく
み

テキスト第3章「損益計算書」第1節およ
び第2節の復習および次回講義内容のテキ
スト予習

4第 回 時間

損益計算書とは
損益計算書の5つの利益
損益計算書の様式
損益計算の3つのルール

7 損益計算書（2）5つの利益 テキスト第3章「損益計算書」第3節～第7
節の復習および次回講義内容のテキスト
予習

4第 回 時間

売上総利益
営業利益
経常利益
税引前当期純利益
当期純利益

8 キャッシュ・フロー計算書（1）
キャッシュ・フロー計算書とは

テキスト第4章「キャッシュ・フロー計算
書」第1節および第2節の復習および次回
講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

キャッシュ・フロー計算書とは
キャッシュ・フロー計算書と貸借対
照表・損益計算書との関係

9 キャッシュ・フロー計算書（2）
キャッシュ・フロー計算書のしくみ

テキスト第4章「キャッシュ・フロー計算
書」第3節および第4節の復習および次回
講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

キャッシュ・フロー計算書のしくみ
および読み方
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10 財務諸表分析（1）財務諸表分析と
は

テキスト第5章「財務諸表分析」第1節～
第4節の復習および次回講義内容のテキス
ト予習

4第 回 時間

財務諸表分析の関係者と対象情報
財務諸表分析の基本体系
分析結果の判断のための基準

11 財務諸表分析（2）百分比財務諸表
分析・成長性分析

テキスト第5章「財務諸表分析」第5節お
よび第6節の復習および次回講義内容のテ
キスト予習

4第 回 時間

百分比財務諸表分析
成長性および伸び率の分析

12 財務諸表分析（3）安全性分析 テキスト第5章「財務諸表分析」第7節の
復習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

流動比率
正味運転資本
当座比率
自己資本比率

13 財務諸表分析（4）収益性分析 テキスト第5章「財務諸表分析」第9節の
復習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

資本利益率
総資本経常利益率
自己資本利益率

14 財務諸表分析（5）1株当たり分析お
よび1人当たり分析

テキスト第5章「財務諸表分析」第10節お
よび第11節の復習

4第 回 時間

1株当たり当期純利益
株価収益率
1株当たり純資産
株価純資産倍率
1人当たり分析
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授業科目名 会計学入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

岸　錦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業は、株主・債権者を含む利害関係者に対して、財務諸表を通し、自社の財政状態や経営成績の報告を行っている。また、利
害関係者は、この財務諸表を用いて、投資や融資を含む企業に関する様々な意思決定を行っている。従って、財務諸表における
情報を読み取り、その内容を理解することは、企業の状態を知る際に非常に重要とされる。本講義は、財務諸表を構成する貸借
対照表、損益計算書およびキャッシュ・フロー計算書の意義および仕組みを理解し、これらの分析手法について学習および理解
することを目的としている。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

会計学の基礎知識 財務諸表の内容を理解し、分析す
ることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業の財務諸表から財政状態や経
営成績を読み取り、問題点を発見
できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

与えられた課題の内容を把握した
うえで、グループ簿メンバーとコ
ミュニケーションを取りながら課
題に取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト・課題の提出

50

授業内容の理解度を評価する。
学習内容を理解し、課題の発見ができているかを確認す
る。

：

％

期末テスト

50

授業で得た会計学の基本知識である財務諸表の内容とそ
の分析方法の理解度を確認する。

：

％

使用教科書

2212
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2221

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『ビジネス会計検定試験
公式テキスト3級（第4
版）』

大阪商工会議所編 中央経済社・・ 年・2019

参考文献等

谷武幸、桜井久勝、北川教央編著『１からの会計（第1版）』碩学舎、2021年。
桜井久勝『財務諸表分析（第8版）』中央経済社、2020年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 財務諸表とは テキスト第1章「「財務諸表」とは」の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

講義の進め方に関する説明
財務諸表の意義
財務諸表の役割と種類

2 貸借対照表（1）貸借対照表のしく
み

テキスト第2章「貸借対照表」第1節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

貸借対照表とは
貸借対照表の様式および表示

3 貸借対照表（2）資産 テキスト第2章「貸借対照表」第2節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

資産の概念と分類
資産の金額
流動資産、固定資産および繰延資産

4 貸借対照表（3）負債 テキスト第2章「貸借対照表」第3節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

負債の概念と分類
流動負債および固定負債

5 貸借対照表（4）純資産 テキスト第2章「貸借対照表」第4節の復
習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

純資産の概念と分類
株主資本、評価・換算差額等および
新株予約権

6 損益計算書（1）損益計算書のしく
み

テキスト第3章「損益計算書」第1節およ
び第2節の復習および次回講義内容のテキ
スト予習

4第 回 時間

損益計算書とは
損益計算書の5つの利益
損益計算書の様式
損益計算の3つのルール

7 損益計算書（2）5つの利益 テキスト第3章「損益計算書」第3節～第7
節の復習および次回講義内容のテキスト
予習

4第 回 時間

売上総利益
営業利益
経常利益
税引前当期純利益
当期純利益

8 キャッシュ・フロー計算書（1）
キャッシュ・フロー計算書とは

テキスト第4章「キャッシュ・フロー計算
書」第1節および第2節の復習および次回
講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

キャッシュ・フロー計算書とは
キャッシュ・フロー計算書と貸借対
照表・損益計算書との関係

9 キャッシュ・フロー計算書（2）
キャッシュ・フロー計算書のしくみ

テキスト第4章「キャッシュ・フロー計算
書」第3節および第4節の復習および次回
講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

キャッシュ・フロー計算書のしくみ
および読み方

10 財務諸表分析（1）財務諸表分析と
は

テキスト第5章「財務諸表分析」第1節～
第4節の復習および次回講義内容のテキス
ト予習

4第 回 時間

財務諸表分析の関係者と対象情報
財務諸表分析の基本体系
分析結果の判断のための基準

11 財務諸表分析（2）百分比財務諸表
分析・成長性分析

テキスト第5章「財務諸表分析」第5節お
よび第6節の復習および次回講義内容のテ
キスト予習

4第 回 時間
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百分比財務諸表分析
成長性および伸び率の分析

12 財務諸表分析（3）安全性分析 テキスト第5章「財務諸表分析」第7節の
復習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

流動比率
正味運転資本
当座比率
自己資本比率

13 財務諸表分析（4）収益性分析 テキスト第5章「財務諸表分析」第9節の
復習および次回講義内容のテキスト予習

4第 回 時間

資本利益率
総資本経常利益率
自己資本利益率

14 財務諸表分析（5）1株当たり分析お
よび1人当たり分析

テキスト第5章「財務諸表分析」第10節お
よび第11節の復習

4第 回 時間

1株当たり当期純利益
株価収益率
1株当たり純資産
株価純資産倍率
1人当たり分析

2221
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授業科目名 経営戦略論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

稲村昌南

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

今日のような激しく変化するビジネス環境において、企業が生存していくことは容易なことではありません。そこで、１つのカ
ギとなるのが経営戦略です。企業の戦略的行動は動植物が環境の変化に合わせて進化を繰り返しながら生存競争してきたことに
たとえられます。本授業では、経営戦略の諸理論について学ぶとともに、さまざまな事例を通して経営戦略がビジネスの現場で
どのように展開されているかを理解します。そして、それらの知識を基に現実の企業の行動の裏側にある戦略的意味について認
識できるようになることを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業の成長と競争の在り方に関す
る基礎知識

経営戦略の重要性について理解
し、ビジネスとのかかわりにおい
てその適応方法を概略的に説明で
きる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課題や本質を見極めることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とする。授業内容に
関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

期末試験

70

ビジネスにおける経営戦略の役割や重要性を問う問題を
出題し「経営戦略の基礎的内容を理解しているか」、「
出題内容に関して論理的かつ簡潔に記述できているか」
の2点を基準に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2221
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2222

参考文献等

遠藤 功「経営戦略の教科書」光文社新書、2011年.

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営戦略とは何か 経営戦略とは何か、その役割と重要性に
ついて整理します。

4第 回 時間

企業経営における経営戦略の意義と
重要性について学びます。また、競
争戦略と成長戦略の違いについても
理解します。

2 「ゲームのルール」を理解する 経営戦略を立てる上で業界のゲームの
ルールをなぜ理解しなければいけないの
か整理します。

4第 回 時間

戦略の策定は業界の競争のあり方を
理解することから始まります。今回
は業界における「ゲームのルール」
の理解の仕方を学びます。

3 グローバル競争と経営戦略 鉄鋼業界のゲームのルールとそれに対す
る企業の戦略的適応について整理しま
す。

4第 回 時間

グローバル規模でダイナミックに変
化する「ゲームのルール」とそれに
対処すべき企業の経営戦略のあり方
について学びます。

4 「選択と集中」という考え方 「選択と集中」がなぜ必要なのか「差別
化」と「傾斜配分」という観点から整理
します。

4第 回 時間

戦略の基本は、他社と違う何かを実
行することです。このために必要と
なる「選択と集中」という考え方に
ついて学びます。

5 戦略代替案の考え方 マイケルポーターの競争戦略の理論であ
るコスト、差別化、集中について整理し
ます。

4第 回 時間

企業が採用できる３つの基本戦略の
あり方について学びます。

6 リーダーの戦略 リーダー企業の典型的な戦略のあり方に
ついてトヨタや花王を例に整理します。

4第 回 時間

質、量ともに豊富な資源を持ち、大
きなマーケットを対象にビジネスを
展開するリーダー企業の戦略につい
て学びます。

7 チャレンジャーの戦略 リーダー企業を脅かすチャレンジャー企
業の戦略についてアサヒビールを例に整
理します。

4第 回 時間

業界のリーダーに果敢に勝負を挑み
、新たなリーダーを目指すチャレン
ジャーの戦略について学びます。

8 ニッチャーの戦略 ニッチャーといわれる企業がなぜ高付加
価値経営に基づく高収益を上げているの
かその理由を整理します。

4第 回 時間

リーダーが参入してこない「隙間市
場（ニッチ）」を探し出し、その限
られた「土俵」で圧倒的な存在にな
ることを目指すニッチャーの戦略に
ついて学びます。

9 成長と経営戦略①－アンゾフの成長
マトリクス－

アンゾフの製品・市場マトリクスに基づ
く4つの成長の方向性について整理しま
す。

4第 回 時間

企業にとってどのような成長が望ま
しいだろうか。また、どのような成
長の方向性があるだろうか。今回は
企業の成長戦略について学びます。
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10 成長と経営戦略②－資源配分戦略－ 複数事業に対する効率的な資金配分を可
能にするPPMの考え方について整理しま
す。

4第 回 時間

企業の成長を鈍化させないための複
数の事業や製品に対する合理的な資
金配分の仕方について学びます。

11 M＆Aと経営戦略 企業が成長するために用いる手法としてM
＆Aの合理性について整理します。

4第 回 時間

企業の成長戦略の1つとして、近年
、世界規模で展開されているM＆A（
合併買収）について、その有効性と
課題について学びます。

12 現場起点の経営戦略 経営戦略において現場主導の帰納的な発
想がなぜ必要なのか整理します。

4第 回 時間

経営戦略の芽は現場にあるといわれ
ます。今回は、よい経営戦略の立案
には現場起点の発想が不可欠である
ことを学びます。

13 起業と経営戦略 起業の際に最も必要となるものは何か、
また経営戦略が重要となるのはどの段階
か整理します。

4第 回 時間

綿密な経営戦略がなければ起業でき
ないだろうか？今回は、起業の際の
経営戦略の役割について学びます。

14 破壊と創造 企業にとってリストラクチャリングとは
何をすることをいうのか、IBMの再生物語
を例に整理します。

4第 回 時間

企業は時として「過去の成功体験を
捨てる」ことが必要となる。今回は
、企業が進化するための破壊と創造
について学びます。

2222

- 49 -



授業科目名 経営戦略論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

澤田彩

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

今日のような激しく変化するビジネス環境において、企業が生存していくことは容易なことではありません。そこで、１つのカ
ギとなるのが経営戦略です。企業の戦略的行動は動植物が環境の変化に合わせて進化を繰り返しながら生存競争してきたことに
たとえられます。本授業では、経営戦略の諸理論について学ぶとともに、さまざまな事例を通して経営戦略がビジネスの現場で
どのように展開されているかを理解します。そして、それらの知識を基に現実の企業の行動の裏側にある戦略的意味について認
識できるようになることを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営戦略の基礎知識 経営戦略の諸理論について理解
し、ビジネスとのかかわりにおい
てその適応方法を概略的に説明で
きる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課題や本質を見極めることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則としてオンデマンド授業を毎回受講すること。規定回数以上の受講（小レポート（リアクションペー
パー）の提出状況でカウント）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。リアクションペー
パーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とする。授業内容に
関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

期末試験

70

ビジネスにおける経営戦略の役割や重要性を問う問題を
出題し「経営戦略の基礎的内容を理解しているか」、「
出題内容に関して論理的かつ簡潔に記述できているか」
の2点を基準に評価する。

：

％

使用教科書

指定する

2222
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2223指定する

著者 タイトル 出版年出版社

経営戦略の教科書遠藤功 光文社新書・・ 年・2011

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜日2限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営戦略の役割 経営戦略とは何か、その役割と重要性に
ついて整理します。

4第 回 時間

企業経営における経営戦略の意義と
重要性について学びます。また、近
年の日本企業が抱える戦略的課題に
ついても理解します。

2 ゲームのルールを理解する 経営戦略を立てる上で業界のゲームの
ルールをなぜ理解しなければいけないの
か整理します。

4第 回 時間

戦略の策定は業界の競争のあり方を
理解することから始まります。今回
は業界における「ゲームのルール」
の理解の仕方を学びます。

3 グローバル競争と経営戦略 鉄鋼業界のゲームのルールとそれに対す
る企業の戦略的適応について整理しま
す。

4第 回 時間

グローバル規模でダイナミックに変
化する「ゲームのルール」とそれに
対処すべき企業の経営戦略のあり方
について学びます。

4 「選択と集中」という考え方 「選択と集中」がなぜ必要なのか「差別
化」と「傾斜配分」という観点から整理
します。

4第 回 時間

戦略の基本は、他社と違う何かを実
行することです。このために必要と
なる「選択と集中」という考え方に
ついて学びます。

5 戦略代替案の考え方 マイケルポーターの競争戦略の理論であ
るコスト、差別化、集中について整理し
ます。

4第 回 時間

企業が採用できる３つの基本戦略の
あり方について学びます。

6 リーダーの戦略 リーダー企業の典型的な戦略のあり方に
ついてトヨタや花王を例に整理します。

4第 回 時間

質、量ともに豊富な資源を持ち、大
きなマーケットを対象にビジネスを
展開するリーダー企業の戦略につい
て学びます。

7 チャレンジャーの戦略 講義の内容を、教科書や、講義中の解説
内容、参考資料(映像資料や配布資料を含
む)で復習し、資源ベースの戦略について
理解を深める。

4第 回 時間

業界のリーダーに果敢に勝負を挑み
、新たなリーダーを目 指すチャレ
ンジャーの戦略について学びます。

8 ニッチャーの戦略 ニッチャーといわれる企業がなぜ高付加
価値経営に基づく高収益を上げているの
かその理由を整理します。

4第 回 時間

リーダーが参入してこない「隙間市
場（ニッチ）」を探し出し、その限
られた「土俵」で圧倒的な存在にな
ることを目指すニッチャーの戦略に
ついて学びます。

9 成長と経営戦略①―アンゾフの成長
マトリクス―

アンゾフの製品・市場マトリクスに基づ
く4つの成長の方向性について整理しま
す。

4第 回 時間
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企業にとってどのような成長が望ま
しいだろうか。また、どのような成
長の方向性があるだろうか。今回は
企業の成長戦略について学びます。

10 成長と経営戦略②―プロダクト・
ポートフォリオ・マネジメント―

複数事業に対する効率的な資金配分を可
能にするPPMの考え方について整理しま
す。

4第 回 時間

企業の成長を鈍化させないための複
数の事業や製品に対する合理 的な
資金配分の仕方について学びます。

11 M＆Aと経営戦略 企業が成長するために用いる手法としてM
＆Aの合理性について整理します。

4第 回 時間

企業の成長戦略の1つとして、近年
、世界規模で展開されているM＆A（
合併買収）について、その有効性と
課題について学びます。

12 現場起点の経営戦略 経営戦略において現場主導の帰納的な発
想がなぜ必要なのか整理します。

4第 回 時間

経営戦略の芽は現場にあるといわれ
ます。今回は、よい経営戦略の立案
には現場起点の発想が不可欠である
ことを学びます。

13 起業と経営戦略 起業の際に最も必要となるものは何か、
また経営戦略が重要となるのはどの段階
か整理します。

4第 回 時間

綿密な経営戦略がなければ起業でき
ないだろうか？今回は、起業の際の
経営戦略の役割について学びます。

14 破壊と創造 企業にとってリストラクチャリングとは
何をすることをいうのか、IBMの再生物語
を例に整理します。

4第 回 時間

企業は時として「過去の成功体験を
捨てる」ことが必要となる。今回は
、企業が進化するための破壊と創造
について学びます。

2223
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授業科目名 経営戦略論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

西釜義勝

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本講義では、企業が環境との間で競争と協調を図りながら成長を追求している姿を深く検討し、「我々が『経営戦略』という
時に、どのような視点から何を考慮に入れるべきであるのか」ということについて理解を深めることを目的とする。
　企業が効果的な戦略を実現するために必要な戦略の本質、戦略が機能する論理、戦略形成の方法論を学習する。多くの事例を
示すことで、受講生が理論と実践を統合した複眼的視点を構築できることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

経営戦略論に関する知識 経営戦略論の諸概念、その生成さ
れた背景および歴史について理解
できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営戦略論に関する知識の応用 企業の経営戦略の現況を説明でき
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

50

講義内容の理解度を評価する。：

％

2223
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課題レポート

20

課題内容の理解と自らの考えを論理的に説明できている
かという観点から評価する。

：

％

小テスト

10

講義内容の理解度を評価する。：

％

授業への参加意欲

20

コメントカードの内容などをもとに能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

経営戦略井上達彦・中川功一・川瀬
真紀編著

中央経済社・・ 年・2020

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
田中洋（2015）『消費者行動論』中央経済社．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　講義の進め方
の説明と経営戦略論を学ぶ意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】経営戦略論の講義概要を確認す
ること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「経営戦略」とはどの
ようなものであるのか、経済と経営
の違いを把握した上で、経営学にお
ける経営戦略論の位置づけを確認し
、事例を基にイメージをつかみ、学
ぶ意義を受講生との間で共有する。
　経営戦略とは、「企業の将来像と
それを達成するための道筋」のこと
を意味する。企業全体の発展方向と
それに必要な経営資源の配分を決め
る「全社戦略（企業戦略）」、それ
ぞれの事業で他の企業とどのような
形で競争するかを明らかにする「事
業戦略（競争戦略）」に大別できる
。この2者について概説する。

2 経営学の基礎　経営組織の全体像 【予習】興味深いと思う企業を調べてく
ること。　【復習】第2回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　知識や技術が高度化するほど、多
様な人々の協働を必要とする問題が
多くなる。我々が生活する現代社会
には様々な組織が存在する。組織に
ついて視覚的に理解できる設計図と
しての組織構造のモデルを示すこと
で企業に共通して認識できる活動の
具体的なイメージをつかむ。そして
、「戦略」と「組織」の関係につい
て考える。

3 経営戦略論の基礎（1）経営戦略の
概念と体系

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第3回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間
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　経営組織における戦略とは、どの
ような概念であるのか、組織のレベ
ルに対応した戦略の階層構造、戦略
は計画的に策定されると同時に創発
的に形成されるという特性から経営
戦略論の視点について身近な事例を
基に解説する。

4 経営戦略論の基礎（2）戦略策定の
プロセス

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第4回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　通常、戦略の策定は企業戦略から
事業戦略の順に行われ、企業理念の
もとで、長期的・全社的視点から企
業の発展方向を示す基本方針が経営
戦略として具体化さていく。戦略の
策定がどのように行われていくのか
ということをSWOT分析等について言
及し解説する。

5 全社戦略論（1）事業の定義と企業
ドメイン

【予習】教科書の第15章について読んで
おくこと。　【復習】第5回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　ドメインを定義するということは
、競争相手と戦う範囲を特定するこ
とであると同時に、企業のアイデン
ティティを規定することでもある。
企業がどのような事業領域を選択す
るか、組織が活動し生存していくた
めの展開領域をいかにして定義する
かということについて学習する。

6 全社戦略論（2）多角化 【予習】教科書の第16章について読んで
おくこと。　【復習】第6回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業が従来からの事業領域を超え
て事業領域を拡大していく活動であ
る「多角化」について学習する。多
角化は、本業に集中している程度、
本業とそれ以外の事業との関連に応
じていくつかのタイプに分類でき、
事業展開の方向を加味することで経
営成果が異なる。また、多角化を行
う企業の動機等についても理解を深
める。

7 全社戦略論（3）多角化のマネジメ
ント

【予習】教科書の第17章について読んで
おくこと。　【復習】第7回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　多角化した企業は、複数の事業の
間でいかに資源配分するか、どのよ
うな優先順位をつけるか、それぞれ
にどのような課題・役割を与えるか
といった問題を考えなければならな
い。また、企業全体の業績向上に資
するように各事業が経営されるよう
な制度を設計しなければならない。
多角化した事業をいかに管理するか
が重要であり、1つの解を与える手
法として「PPM（Product Portfolio
Management）」を用いて考える。

8 全社戦略論（4）国際企業戦略の類
型

【予習】興味深いと思うグローバルに事
業を展開している企業を調べてくるこ
と。　【復習】第8回講義の内容を見直
し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　研究開発、生産、販売など様々な
活動の場が国境を越えて海外に展開
する国際化において、複数ある各国
拠点をどのようにマネジメントする
かという問題に対して統合と適応と
いう視点から考え、国際企業戦略の
タイプを学習する。

9 事業戦略論（1）ポジショニング戦
略

【予習】教科書の第4章について読んでお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　魅力的な産業を事業分野として選
択し、様々な戦略を駆使して、競合
企業からの競争圧力やそれ以外の脅
威に対処できるような戦略上の地位
に、いかにして自社を位置づけるか
というポジショニングの考え方につ
いて学習する。
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10 事業戦略論（2）資源ベース戦略 【予習】教科書の第6章について読んでお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　経営資源や組織能力という視点か
ら企業の強みを捉え、持続的な競争
優位を獲得するために、いかにして
独自の経営資源を蓄積するかという
視点をもとに戦略を策定することを
目指す資源ベースの考え方について
学習する。

11 事業戦略論（3）競争戦略の基本類
型Ⅰ：コスト・リーダーシップ戦略

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第11回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　業界内で最も低いコスト構造を実
現することで、競争優位の確立を目
指す戦略について学習する。また、
絞り込んだ事業領域に企業の資源を
集中することで低コストの優位性を
図る「コスト集中戦略」についても
解説する。

12 事業戦略論（4）競争戦略の基本類
型Ⅱ：差別化戦略

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第12回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　自社の製品やサービスを差別化し
、業界の中でも独自性や特異性とい
った「違い」があるとして顧客に認
識される価値を創造する戦略につい
て学習する。また、絞り込んだ事業
領域に企業の資源を集中することで
差別化を図る「差別化集中戦略」に
ついても解説する。

13 戦略論の歴史　戦略論の萌芽、戦略
の体系化、RBVの発展

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第13回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　戦略という用語は1960年代に文献
に登場し始め、70年代にシステマテ
ィックな実証分析という研究方法と
、社会科学の様々な理論をベースに
体系化され、ポジショニング戦略と
資源ベース戦略の登場によって、外
部環境と企業内部の分析を統合して
、戦略を構築する枠組みが整ってき
たことについて歴史的視点から学習
する。

14 まとめ　経営戦略論の展望 講義内容について見直しをすること。 4第 回 時間
　これまでの講義で学習した内容を
振り返り、経営戦略論を学ぶ意義と
要点を確認する。また、事前に講義
の中で受講生に調べ学習として、経
営戦略の理論と実践を結びつけても
らえる内容のレポートを提出しても
らう。自らの考えた内容を発表して
もらい、全員で議論を深めてから、
最後に担当教員が総括する。
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授業科目名 マーケティング入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

李美花

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、マーケティングの基礎概念を中心に、企業の諸活動を取り上げながら紹介していく。製品(Product)、価格
(Price)、流通(Place)、プロモーション(Promotion)の４つのPに沿って、実際にビジネス現場で活用されている最近のトピック
スを用いて講義を進める。
なお、学術的理論や専門用語、概念は覚えているだけでは意味がない。使いこなしてこそ知的意義をもつ。授業外時間に設定し
た予習と復習課題に取り組むことで高い学習効果が期待できる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

マーケティング概念や知識を学習
する

４Psの応用能力を身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

身の回りの事例を通じてマーケ
ティング思考能力を身に付ける

マーケティング視点から論理的な
思考力が養える

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

身近な物事の変化について論理的
な理解ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

マーケティング活動に関わる基礎知識と具体的な企業事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケー
ススタディーについて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
期末筆記テスト、課題レポート、平常点の組み合わせによって、授業内容をきちんと理解できているか、総合
的に評価を行い、設定した尺度を超えた場合、合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末テスト

40

定期試験の期末筆記テスト（授業内容をきちんと理解で
きているかの程度を評価）

：

％

期中課題レポート 7回目～８回目の授業に提出する、期中レポート（自分の
意見を論理的に述べているのか、簡潔に文章をまとめて
いるのか、独自性があるのかより評価）

：

2233
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15 ％

期末課題レポート

20

最後の授業日に提出する、期末レポート（自分の意見を
論理的に述べているのか、簡潔に文章をまとめているの
か、独自性があるのかより評価）

：

％

平常点

25

発言、質問（グーグルクラスルームによる質問や意見な
どの発言も含む）、リアクションペーパー（コメントカ
ード）の内容など、積極的な授業への参加は高く評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】講義中に適宜紹介する 。
恩蔵直人『マーケティング』(日経文庫)、日本経済新聞出版社、2010年（13刷）。
池尾 恭一（共著）『マーケティング』有斐閣、2010年。

履修上の注意・備考・メッセージ

★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、Saai-MASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、自己紹介：マーケティ
ングとは何か

授業のまとめ、マーケティング・コンセ
プトについて調べる

4第 回 時間

人が、「なぜ買うのか」また「なぜ
買わないのか」、商品やサービスを
選んだり、買ったりするのかはマー
ケティングの一つの大きな命である
。授業では、実践的なマーケティン
グ戦略について学習する

2 マーケティングの基礎概念:マーケ
ティングの変遷・価値提言

授業のまとめ、MZ世帯について調べる 4第 回 時間

マーケティング・コンセプトの変遷
をはじめ、欲求、需要マーケティン
グ・コンセプトの変遷をはじめ、欲
求、需要、市場、製品について学習
する、市場、製品について学習する

3 マーケティング演習：顧客ニーズを
把握する。

授業のまとめ、マーケターの仕事につい
て調べる

4第 回 時間

世帯別の消費者の嗜好の違いとその
特徴について学習する。とりわけ、
MZ世帯に焦点を当てて学習する。

4 セグメンテーション・ターゲティン
グ・ポジショニング（STP）の事例

授業のまとめ、マーケターの仕事につい
て調べる

4第 回 時間

セグメンテーション・ターゲティン
グ・ポジショニング。セグメンテー
ションの意義＆目的、同質化からの
脱皮して差別化を図るためのセグメ
ントを対象にターゲットを設定した
事例を学習する

5 ＃Case study：マーケターの仕事 授業のまとめ、ブランドマーケティング
とは何かについて調べる

4第 回 時間

USJを3年で復活 させた日本を代表
とするスゴ腕マーケター「森岡毅」
の事例を通じて、マーケティングの
重要性について学習する
マーケターとは、マーケティング理
論や調査に専門的な知識を持つマー
ケティング戦略立案者

6 ブランドマーケティング戦略：ブラ
ンド連想・ブランドエクイティ

授業のまとめ、五感マーケティングとは
何かについて調べる

4第 回 時間
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製品開発とブランド構築の違い。ブ
ランドマーケティングの概念の理解
及びブランドエクイティ・ブランド
連想について学習する
#事例：ブランド戦略
ブランド基本戦略、ブランド・エク
イティ（Brand Equity）について学
習し、事例を取り上げながらブラン
ド連想説明する。

7 顧客の心をつかむマーケティング
「五感マーケティング」

授業のまとめ、五感マーケティング事例
をまとめる

4第 回 時間

郷愁を誘うノスタルジア（nostalgi
a）消費について理解を深め、身近
な小売店の五感マーケティング事例
を取りあげながら五感マーケティン
グの有効性について学習する

8 Case study：五感に訴える戦略の事
例「魅せて売る」

授業のまとめ、ストリーテリングとは何
かについて調べる

4第 回 時間

＃事例「五感戦略：夏の集客」
＃事例「魅せて売る！五感を刺激す
る売り場革命」
＃受講生による「ノスタルジア消費
」を刺激する事例まとめ→別途ファ
イルをご参照

★特別授業開催：実践マーケティン
グ（予定）

9 ストリーテリング(story telling) 授業のまとめ、ペルソナについて調べる 4第 回 時間
ストーリーを活用した「レオパレス
21」のケースを通じて、人の心を動
かせる有効な最新マーケティング手
法である「ストーリーテリング」に
ついて学ぶ
具体的には、どんなストーリーを用
いて消費者に伝達し、結果的にはど
んな効果をもたらすのかについて学
習する

10 マーケティング演習：ペルソナを
作ってみる

授業のまとめ、マーケティングミックス
について調べる

4第 回 時間

ペルソナ（英: persona）とは、カ
ール・グスタフ・ユングの概念。ペ
ルソナという言葉は、元来、古典劇
において役者が用いた仮面のことで
あるが、ユングは人間の外的側面を
ペルソナと呼んだ

11 マーケティング・ミックス４Ps：＃
Case study製品

授業のまとめ、４Psのうち、価格とは何
かについて調べる

4第 回 時間

製品ライフサイクル理論、「売れる
仕組み」を作る事例として「俺のフ
レンチ」の事例を取りあげ製品の特
長について学習する

12 マーケティング・ミックス４Ps：＃
Case study価格

授業のまとめ、４Psのうち、流通とは何
かについて調べる

4第 回 時間

消費者満足に関する仮設「期待・パ
フォーマンス仮設」をはじめ、価格
戦略について学習する

13 マーケティング・ミックス４Ps：＃
Case study流通

授業のまとめ、４Psのうち、販促とは何
かについて調べる

4第 回 時間

プレイスの概念、流通チャネルを自
ら統率する流通経路の「系列化」に
ついて学習する

14 マーケティング・ミックス４Ps：＃
Case study販促

これまでの授業内容を振り返りとまとめ 4第 回 時間

４Ps最後の「ツメ」であるプロモー
ションについて学習する

2234
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授業科目名 マーケティング入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

田村匡

講義

該当する

広告会社にて25年間、企業や地域等のマーケティングにかかわり、調査、企画、提案等の作業を行っ
てきた。(全１４回)

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経営学の一分野であるマーケティングについて、その初歩的な内容について学習する。教科書をもとに、マーケティングの基礎
知識(マーケティングとは、ニーズとウォンツ、顧客志向、SWOT分析等)ならびに市場分析手法と戦略立案(STP、消費者行動、M
ポーターの「競争の基本戦略」等)を授業の前半で実例をあげながら学び、後半は4P(Product, Price, Place, Promotion)につ
いてブランド論やインターネットによる変化等を踏まえて一つずつ詳しく学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

マーケティングの基本的考え方
「消費者志向」を学ぶ。

お客様の立場にたった考え方を身
につける。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

マーケティング調査や基本戦略、
4Pについて学ぶ

商品・サービスの販売に欠かせな
いマーケティングの技術、戦略、
手法を理解する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

マーケティング手法を使って企
業・団体等の経営課題を発見する
ことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

40

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。

：

％

中間試験

30

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。

：

％

期末試験

30

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。

：

％

2234
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2241
30 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

思わかずためしてみたく
なる　マンガ　マーケ
ティング1年生

永井孝尚 宝島社・・ 年・2022

参考文献等

特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて調整してください。オフィスにこられる場合は予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 マーケティング・イントロダクショ
ン

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティング入門の授業全体の構
成や注意事項等を説明。またマーケ
ティングの経営学全体の中での位置
づけや一番重要な概念である「顧客
志向」について学ぶ。

2 マーケティングの基礎 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティングの基礎的な知識につ
いて学ぶ。マーケティングの定義、
ニーズとウォンツ、マーケティング
・コンセプトなど。

3 SWOT分析について ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティング分析の重要手法「SW
OT」について学習する。また、教員
の指導に基づき、与えられた課題に
ついてのSWOT分析を行う。まずは課
題について全員で考え、次に個人個
人で自分で深く考え分析し結果を提
出する。

4 STPについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティングの重要な手法である
STPについて学習する。現実の企業
やブランド等の実例を踏まえてSegm
entationとTargetingについて学び
、次に競合企業・ブランドとのPosi
tioningについて学ぶ。さらに顧客
満足度等について学ぶ

5 マーケティング・リサーチと経営戦
略

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

市場の調査方法や3C分析、ポーター
の経営戦略論の基礎などを学ぶ。タ
イプ別に競争の基本戦略について理
解する。

6 市場シェア別事業戦略 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

市場規模別に、リーダー、チャレン
ジャー、ニッチャー、フォロワー等
の戦略を学ぶ。あわせて各規模別の
事業目標の置き方、選択と集中の重
要性等を実際の企業やブランドを実
例として説明し、理解する。

7 マーケティングの基礎を振り返る
（中間まとめ）

これまでの授業内容について教科書等を
振り返り、復習を行う

4第 回 時間
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これまでの授業について復習し、さ
らに追加した事項までを振り返り、
マーケティングの基礎知識と基本的
な分析、戦略等について中間時点で
まとめ、学生の理解を深める。

8 4Pについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティングの具体的な手法であ
る4Pについての概要、4Cとの対応関
係等を学ぶ。これまでの基礎知識や
戦略との関係についても理解する。

9 Promotionについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

Promotionの重要な手法の「広告」
「広報」について、そのメディアと
なる新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、
OOHについて、歴史やビジネスモデ
ル等について実例を元に学習する。
また広報・パブリシティについても
学習する。

10 Productについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

Productについての基本的な事項(製
品と商品、製品の分類、製品ライフ
サイクル等)やブランドについて学
ぶ。ブランドの2つの側面について
学習し、具体例をもって深く理解す
る。

11 Priceについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

価格のつけ方や新製品の価格戦略、
割引等の価格対応、価格決定権者の
主導権争い等についてこれまでの実
例等をもとに説明、さらに自分たち
で実例を思い出して論理的に記述し
、理解する。

12 Placeについて ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

製品がメーカー等から消費者の手に
はいるまでの流通チャネルについて
の概要を学ぶ。卸売業者が存在する
理由、商品別の流通戦略、フランチ
ャイズチェーン等について理解する
。

13 デジタル・マーケティング ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

近年、著しく発達したデジタル・マ
ーケティングについて、実例をもと
に学ぶ。Promotionを中心としなが
らも4Pと顧客分析等が融合し、複雑
化したマーケティングの状況を理解
する。

14 総まとめ ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

これまでのマーケティングの授業を
振り返る。マーケティングの基礎的
な用語や分析手法、経営戦略等から
、4P、デジタル・マーケティングま
で一連の流れを理解する。

2241
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授業科目名 経営組織論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

山崎哲弘

講義

該当する

地域総合経済団体にて10年間、人事労務管理全般に関するコンサルティング業務（人事制度改定、採
用、育成等）を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代社会の中で「組織」はさまざまな形で存在しています。経営組織論では、これら組織の中でも私たちの生活と密接に関連し
ている企業組織を主な研究の対象としています。そこで本講義では、組織目標を達成するため、組織構造や環境適応といった組
織と環境の関わりの視点であるマクロ組織論と組織内部で働く個人や集団を対象にリーダーシップやモチベーションといった組
織内のメンバーへの関わりの視点であるミクロ組織論を学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営組織 経営組織の基礎知識を習得すると
ともに、現代社会における経営組
織の各種課題についての理解を深
める。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題レポート作成を通して、講義
で得られ た知識をベースに自らの
考えをまとめる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

読み手に理解を促すわかりやすい
文書を作成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業内での発言、課題、コメントカードの内容など積極
的な授業への参加を評価する。

：

％

課題レポートへの取り組み状況

10

レポートは10点満点で評価する。１．授業内容を踏まえ
た論述ができていれば5点とし、誤字・脱字・文法の間違
いがなければ2点を加点、さらに独自の視点や見解が示さ
れておれば3点を加点する。

：

％

2241
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2268
10 ％

ミニレポート

20

原則、毎回講義内容に即したミニレポートを実施し、全
てのミニレポートの結果を20点満点で評価する

：

％

小テスト

20

マクロ組織論およびミクロ組織論それぞれの小テストを
実施し、10点×２回で評価する。

：

％

期末試験

40

経営組織に関する基礎知識およびその課題について、自
らの考えを問う小論文問題を出題し、 以下の観点から評
価する。１．基礎知識を正しく理解しているか　２．自
分の独自の考えを提示できているか

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

高橋正泰・山口善昭・磯山優・文智彦『経営組織論の基礎』（中央経済社・1998年）など。
その他の参考文献は、適宜、授業時に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階14研究室

備考・注意事項： 月曜日１限をオフィースアワーとしているが、授業前後の質問も歓迎す
る。その他の連絡の取り方としてEメールで対応する。（yamasaki-
t@osaka-seikei.ac.jp）Eメール件名としては「人事管理について（氏名、
学籍番号、グループNO）」とすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：経営組織論とは 組織論の概要に関するミニレポートを作
成する。

4第 回 時間

授業のガイダンスとして、企業経営
における経営組織論の意義と重要性
について解説します。

2 組織の定義と組織論の展開 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。身近な組織についてのミ
ニレポートを作成する。

4第 回 時間

まず組織とは何か、そして組織論の
成立と展開について解説します。
・マクロ組織論の視点
・ミクロ組織論の視点
・前回の振り返り、各種質問への回
答

3 管理組織の基本構造 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。身近な組織の組織構造に
ついてのミニレポートを作成する。

4第 回 時間

管理組織の基本構造のである特徴と
問題点を解説します。
・ライン組織
・ファンクショナル組織
・ライン＆スタッフ組織
・前回の振り返り、各種質問への回
答

4 管理組織の形態（１）職能別組織 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。具体的な職能別組織の企
業事例に関するミニレポートを作成す
る。

4第 回 時間

企業管理組織の具体的形態の1つで
ある「職能別組織」の特徴と問題点
を解説します。
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答
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2268
5 管理組織の形態（２）事業部制組織 配布された参考資料等の復習（小テスト

対策）と予習。具体的な事業部制組織の
企業事例についてのミニレポートを作成
する。

4第 回 時間

企業管理組織の具体的形態の1つで
ある「事業部制組織」の特徴と問題
点を解説します。
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答

6 管理組織の形態（３）マトリックス
組織など

配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。具体的なマトリックス組
織の企業事例に関するミニレポートを作
成する。

4第 回 時間

企業管理組織の具体的形態の1つで
ある「マトリックス組織」およびチ
ーム制組織などの特徴と問題点を解
説します。
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答

7 組織の環境適応 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。組織環境適応に関するミ
ニレポートを作成する。

4第 回 時間

企業組織の環境適応の問題を組織の
コンティンジェンシー理論の考え方
から考えます。
・前回の振り返り、各種質問への回
答

8 組織文化 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。組織文化に関するミニレ
ポートを作成する。

4第 回 時間

組織文化はどのように形成されるの
か、組織「風土」「文化」はどう違
うのかを考えます。
・組織文化の形成
・組織文化の機能と逆機能
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答

9 科学的管理法から人間関係論へ 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。科学的管理法に関するミ
ニレポートを作成する。

4第 回 時間

テイラーの科学的管理法から人間関
係論の登場に至るまでの理論的経緯
を解説します。
・前回の振り返り、各種質問への回
答
・小テストの実施

10 モティベーション 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。行動科学論に関するミニ
レポートを作成する。

4第 回 時間

人は何によって意欲が生まれるのか
、組織の中の個人に焦点を当てたモ
ティベーションに関する理論を解説
します。
・欲求階層説
・動機付け衛生理論
・内発的動機付け
・期待理論
・前回の振り返り、各種質問への回
答

11 リーダーシップ 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。リーダーシップ理論に関
するミニレポートを作成する。課題レ
ポート作成

4第 回 時間

リーダーシップはどのように発揮さ
れるのか、リーダーシップの類型な
どに関する諸理論を解説します。
・SL理論
・PM理論
・トップとミドルのリーダーシップ
・前回の振り返り、各種質問への回
答

12 組織における行動変容 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。組織行動変容に関するミ
ニレポートを作成する。

4第 回 時間
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組織における行動変容を促すために
必要な行動理論的アプローチについ
て解説する。
・行動の強化
・行動の弱化
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答

13 組織構造と戦略 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。経営戦略に関するミニレ
ポートを作成する。

4第 回 時間

「組織は戦略に従う」チャンドラー
の戦略論をベースにした組織論を解
説する。
・戦略の定義
・戦略と組織の関係
・グループワーク
・前回の振り返り、各種質問への回
答

14 組織学習と組織活性化 定期試験準備のための全体的な復習と学
習

4第 回 時間

組織が発展するための「組織学習」
の基本的なメカニズムおよび学習サ
イクルについて解説する。
・シングル・ループ学習
・ダブル・ループ学習
・組織学習を促す要因と阻む要因
・前回の振り返り、各種質問への回
答
・小テストの実施。
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授業科目名 消費者行動論

223

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

沼賢二

講義

該当する

総合化学メーカーに29年勤務し、プレハブ住宅、家庭用品、機能樹脂の営業・マーケティング業務を
歴任。その間商品開発や事業開発のプロジェクトに携わる（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

世のなかには数えきれない数の商品が存在し、私たち消費者は日々必要な商品を選択し購入しています。皆さんは欲しいものや
必要なものをどのようにして探し・選び・購入して使用していますか。私たち消費者が商品を購入するに至るまでの一連の行動
を「消費者行動」と呼んでいます。この授業では、消費者行動の基本的な理論，知識とプロセスについて学びます。またメー
カーはマーケティング戦略に必要な消費者行動をどのように捉え・活用し・実践しているかについての理解を深めます。一見難
しい消費者行動の理論や概念をきっちりと理解できるように解りやすく解説します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

消費者行動の情報処理モデルを理
解し、企業がどのように活用して
いるかを学習します

消費者行動のメカニズムを理解
し、企業のマーケティグ戦略を立
案します。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現象から課題は何かを見つけ出し
ます。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

企業のマーケティング戦略を計画
し、立案します。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業の課題

30

毎回の授業で課題を課し、Google Classroomを通じてア
ンケート形式で回答して頂きます。授業の理解度を評価
します。

：

％

期末レポート

70

期末レポートの課題に対して、授業で学んだ理論や知識
を活用し、簡潔かつ論理的に記述しているかどうかを評
価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社
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2270

１からの消費者行動　第2
版

松井剛・西川英彦[編] 碩学舎・・ 年・2020

参考文献等

青木幸弘・新倉貴士・佐々木壮太郎・松下光司（2012）「消費者行動論―マーケティングとブランド構築への応用」　有斐閣ア
ルマ
池尾恭一・青木幸弘・南知恵子・井上哲浩（2010）「マーケティング」有斐閣

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： クラスルーム上で質問に対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクションと知覚 授業の内容を復習して、教科書の第3章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

最初に消費者行動論の全体構成を説
明します。第1回目は、私たちが消
費者行動を起こす際に商品やこれに
関連する情報を「知覚」する4つの
プロセス（露出，注意，組織化，解
釈）を学びます。

2 学習 授業の内容を復習して、教科書の第4章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

2回目は、消費者行動が変容する原
因の1つである「学習」について学
び、「学習」に関する3つの理論（
レスポンデント条件付け，オペラン
ト条件付け、観察学習）について理
解します。

3 記憶 授業の内容を復習して、教科書の第5章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

消費者は商品を選択し購入する際に
頭の中の「記憶」を頼りにします。
「記憶」は短期記憶から長期記憶に
送られるといったように複雑なメカ
ニズムで構成されています。3回目
は「記憶」のメカニズムと連想との
関係について学びます。

4 態度 授業の内容を復習して、教科書の第6章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

消費者行動において、消費者の「好
き・嫌い」や「良い・悪い」といっ
た「態度」が、商品の選択や購買に
影響を与えます。4回目は、「態度
」の概念を理解し、消費者がどのよ
うな過程を通して「態度」を形成す
るのかについて学習します。

5 意思決定 授業の内容を復習して、教科書の第7章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

消費者行動と聞くと、お金を出して
商品を購入することをイメージしま
す。消費者の購買行動は買う段階だ
けでなく、その前後における様々な
活動を含み、これら一連のプロセス
を「購買意思決定プロセス」と呼ん
でいます。5回目は、「購買意思決
定プロセス」やこれに関わる「製品
関与」について学習します。

6 セグメンテーション 授業の内容を復習して、教科書の第8章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

マーケティングでは、消費者の集合
体である市場を何らかの基準で分け
ることがあり、これを「セグメンテ
ーション」と言います。6回目は、
基準となる代表的な軸について学ん
でいきます。

7 コミュニケーション 授業の内容を復習して、教科書の第9章に
目を通して下さい。

4第 回 時間
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企業は様々な方法を使ってメッセー
ジを発信し、消費者の「態度」を変
化させ、買って貰うように説得を試
みます。消費者を説得するためのコ
ミュニケーションを「説得的コミュ
ニケーション」と言います。7回目
は、「説得的コミュニケーション」
が持つ発信源効果とメッセージ効果
を理解し、企業がこれらを上手く利
用するための「情報精緻化見込みモ
デル」を学びます。

8 店頭マーケティング 授業の内容を復習して、教科書の第10章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

8回目は、小売業者の小売店舗内の
マーケティング活動に焦点を合わせ
て、消費者の買い物行動に対する効
果的なマーケティング手法について
学びます。

9 アイデンティティ 授業の内容を復習して、教科書の第11章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

「アイデンティティ」とは、ひと言
で説明すると「自分とは何か」とい
った漠然とした概念です。9回目は
、「アイデンティティ」と消費の関
係性について学習し、「アイデンテ
ィティ」の視点から消費者のニーズ
や特性を理解します

10 家族 授業の内容を復習して、教科書の第12章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

これまでは個人の消費行動について
学んできましたが、第10回目は、「
家族」に焦点を合わせて、「家族」
の購買意思決定のあり方、家族のラ
イフサイクル、消費者としての子供
の社会化について学習します。

11 集団 授業の内容を復習して、教科書の第13章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

友人同士で好きなモノや購入するモ
ノが似ている風景を一度は見かけた
ことがあると思います。第11回は、
友人などの周囲の人々が消費者の好
みに及ぼす影響に焦点を合わせて、
準拠集団、オピニオン・リーダー、
口コミなどの考え方について学習し
ます。

12 ステイタス 授業の内容を復習して教科書の第14章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

12回目は、消費者の自己表現の1つ
である「ステイタス」に焦点を合わ
せて、その人が所属する階級やその
人の出自を示すシンボルなどについ
て整理します。特定の商品がどのよ
うな「ステータス」を持った消費者
に指示されているのか、どのように
イメージ化しているかについて学び
ます。

13 サブカルチャー 授業の内容を復習して、教科書の第15章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

「サブカルチャー」と聞いて皆さん
は何を思い浮かべますか。「サブカ
ルチャー」とは、世代、宗教、人種
、民族、趣味といった軸で括られた
集団が共有している文化のことを言
います。13回目は、「サブカルチャ
ー」における様々な特徴について理
解し、「サブカルチャー」の視点か
ら消費者行動や消費者の特性を学習
します。

14 文化 授業の内容を十分に復習して下さい。 4第 回 時間
消費は単にモノを買うことに留まら
ず、「アイデンティティ」を表現す
るものでもあります。14回目は、文
化と消費、聖なる消費と俗なる消費
、儀式としての消費を理解し、消費
の文化的側面について学習します。
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授業科目名 消費者行動論

223

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

国枝よしみ

講義

該当する

航空会社、ホテルの経験を経て、広域自治体での職務を担った。これまで企画、広報、マーケティン
グ戦略、人事、社員教育等を経験している。（14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　企業が円滑にマーケティング活動を進めるためには、消費者のニーズや行動について十分な理解や的確な分析が必要です。こ
の授業では、マーケティング分野でも重要な消費者行動を取り上げ、理論の体系的な理解を深め、消費者行動の基礎的知識を身
につけるとともに活用方法の実践を体験します。消費者はなぜ特定の製品やサービスを購入するのか、どのような買い方や使い
方を行うのかなどを理解・分析します。具体的な事例から消費者行動についての基礎的概念・モデル・理論を学習することで、
消費者の視点から企業のマーケティング戦略を立案できるようになります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

観光経営での応用：消費者行動の
理論と実践の理解

専門的知識の応用（調査・分析・
提案等）

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題発見：市場における消費者行
動から課題は何かを見つけ出すこ
とができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・その他(以下に概要を記述)

企業活動に興味をもつことで日常生活からさまざまな課題を発見します

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出物については、特徴ある記述等を取り上げてコメントしたり、クラスルームで個別にコメントすることが
あります。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格となることがあります。
授業への参加・発言、プレゼンテーション内容、発表のスキル、レポート、試験（持込可）で評価する。
レポートは、独自のルーブリックに基づいて５段階で評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加および発言

10

授業中の積極的な参加、また、発言を独自のルーブリッ
クに基づいて５段階で評価する

：

％

課題レポート 学習した内容に関しての理解度を独自のルーブリックに
基づいて5段階で評価する

：

2270
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2271

30

学習した内容に関しての理解度を独自のルーブリックに
基づいて5段階で評価する

％

定期試験（持込可）

60

これまでの学修の理解度を100点満点で評価する：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

消費者行動の知識青木幸弘 日本経済新聞社出版社・・ 年・2010

参考文献等

松井剛・西川英彦（2021）「１からの消費者行動論」碩学社
青木幸広・新倉貴士・佐々木壮太郎・松下光司(2012)「消費者行動論」有斐閣アルマ

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は、2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学習が求められます。マーケティングの授業を受講している
ことが望ましい。授業中は、マナーを守り他の学生の迷惑にならないように留意してください。授業への積極的な参加を期待し
ます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜3限

場所： 研究室（西館3階）

備考・注意事項： 上記以外もできるだけ対応しますので、立ち寄ってください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ 消費者行動とマーケティング 事前にマーケティングの復習をしておく
こと

4第 回 時間

企業は、効果的かつ効率的にマーケ
ティング活動を行うために消費者行
動への理解と分析を行います。そこ
で第１回は消費者行動とは何か、ま
た消費者行動を学ぶ重要性を明らか
にするとともにマーケティングとの
関係性について解説します。次に授
業の進め方について説明します。

２ 知覚と学習 学習のメカニズムを復習しておくこと 4第 回 時間
スーパーやコンビニの店内で、ある
場所では、どんな商品か陳列されて
いるかをよく覚えていても、別のコ
ーナーではほとんど覚えていないこ
とがあります。人によってモノやサ
ービスに対する評価は、大きく違っ
ているのはなぜなのかを考えます。
また、「学習」では、「パブロフの
犬」を聞いたことがあるかもしれま
せんが、私たちは知らず知らずのう
ちに経験から学んでいることがある
のです。これを「学習」といい、さ
まざまな例から考察します。

３ 記憶　消費者の情報処理プロセス 記憶のプロセスを復習しておくこと 4第 回 時間
テストで覚えられず、もどかしい思
いをされたこともあるでしょう。記
憶は、消費者行動において、とても
大事なテーマです。この授業では、
短期記憶が長期記憶になるメカニズ
ムやノスタルジーについて学びます
。

４ 態度 態度に関して復習しておくこと 4第 回 時間
人の態度は、気になるものですが、
ここでいう「態度」とは、人の見た
目の様子を意味する「態度」では、
ありません。消費者行動における「
態度」とは、ある製品やサービスに
対する「好き・嫌い」、「良い・悪
い」などの評価を意味します。

５ 態度と関与 自信の関与が高い製品を3点挙げておくこ
と

4第 回 時間
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前回の態度について振り返ります。
次にこの授業では、あるストーリー
を通して態度に与える
「関与」という概念を理解して、態
度や態度モデルについて学習します
。

６ 購買意思決定プロセス 意思決定のプロセスをストーリーとして
記述しておくことを読んで予習しておく
こと

4第 回 時間

消費者の購買行動は、購入する段階
だけでなくその前後におけるさまざ
まな活動を含む一連のプロセスとし
て捉えられています。これを「購買
意思決定プロセス」と呼んでいます
。この授業では、消費者がどのよう
に意思決定をしているかを考えます
。

７ セグメンテーション セグメンテーションについて復習してお
くこと

4第 回 時間

企業が、製品やサービスを企画、開
発する際、潜在顧客を想定するため
に何らかの基準で市場を分ける必要
があります。これをセグメンテーシ
ョンと言います。ターゲットとなる
潜在顧客を想定し、その人たちのニ
ーズを捉え、魅力ある製品やサービ
スを市場に投入するのです。今回は
、このセグメンテーションについて
考えます。

８ コミュニケーション 説得的コミュニケーションについて復習
しておくこと

4第 回 時間

企業は、消費者を説得するために広
告や宣伝によって、さまざまな工夫
をし、消費者に製品うやサービスを
購入してもらうよう努めています。
この回の授業では、説得的コミュニ
ケーションを考えます。

９ 店頭マーケティング よく使う店頭での事前を2点挙げておくこ
と

4第 回 時間

ショッピングセンターは、単に買物
をする場だけではありません。人気
グループが登場したり、ステージで
イベントが行われたりします。この
ように、普段の買い物のシーンで、
私たちはどのように買い物をしてい
るかを取り上げます。

10 アイデンティティ アイデンティテイについて復習しておく
こと

4第 回 時間

最近買ったものを振り返ってみてく
ださい。自分の好みや価値観等、自
分がどんな人間かということが、多
かれ少なかれ反映されていると思わ
れます。この授業では、アイデンテ
ィと消費の関係、自己を作り上げる
さまざまな側面を学び、消費という
行為が「私とは何か」と、どのよう
に関係しているのかを考えます。

11 家族と家計 自身は製品の購買決定権を持っているか
考えてみよう

4第 回 時間

皆さんの家庭では、家族で何かを共
有したり、使ったりしていますか。
また、何か大きな買い物をする際は
、代表して誰かが意思決定していま
すか。この授業では、家族の購買意
思決定について、考えます。

12 集団・ステイタス 自身の集団を考えてみよう 4第 回 時間
友人同士、服装が似ていることがあ
ります。また、友人同士で好きなモ
ノが似てしまうこともあります。こ
の回では、友人など周囲の人々が消
費者の好みに及ぼす影響を取り上げ
ます。人はその持ち物によって収入
や職業、ライフスタイルについて想
像できることがあります。これは、
消費がその人の自己表現の一つだか
らです。この回では、集団の中での
個性の発揮や競争意識等の面から消
費者行動を考えます。

- 72 -



13 サブカルチャー 自身にとってのサブカルチャーはあるか
考えてみよう

4第 回 時間

オタク文化やアイドルといった現象
は、よく知られていますが、これら
はサブカルチャーのごく一部にすぎ
ません。サブカルチャー（下位文化
）は、世代、民族、人種、宗教、趣
味など、さまざまな集団における消
費に影響を与えます。

14 文化 これまでの学習を振り返っておくこと 4第 回 時間
アフリカのコンゴでサプールと呼ば
れる人たちが、鮮やかなスーツをオ
シャレに着こなし、世界から注目さ
れています。貧しい村からこのよう
な行動をする人達には、どのような
背景があるのでしょうか。消費者行
動の文化面での影響を考えます。

2271

- 73 -



授業科目名 企業倫理

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本講義では、具体的事例の分析を通じて、社会の要請・期待に応えるために、企業が取り組むことが求められるテーマ
（SDGs、CSR、ESG）や、海外の法律や規制など、コンプライアンス全般の課題について考察します。「会社」、「職場」、「仕
事」、「情報」、「社会」という切り口から、法令遵守だけでなく、企業として、これまで、そして、これから取り組むことが
求められるコンプライアンスの諸課題、実際の判例や事件が社会に与えた影響について解説します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

現代企業の基本的性格を理解する
とともに、ビジネス倫理の構築、
実践が企業存続に必須であること
を認識する。

経営倫理・企業統治に関する基礎
概念およびコンプライアンスの意
義について説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

将来の実社会において、企業の一
員として参加する場合に、自らの
企業のあり方を主体的に問う能力
を醸成する。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

素朴な生活実感からでも指摘可能
な倫理的問題の発生原因を、社会
科学的な構造要因からも摘出でき
るようになる。

3．DP10.忠恕の心 コンプライアンスの意味について
理解し、常に誠をつくし、ひとの
立場に立って考え行動することが
できるようになる。

4．DP７.実践の完遂 コンプライアンスの意味について
理解し、それを実践するための手
段を自分のものとすることを、諦
めずに、最後までやり遂げること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2271
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2301注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

課題レポート（3回分）

30

レポート課題の内容により理解力を評価する。講義内容
を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課題答案の
内容を合格とする。単にテキストや講義資料の内容を丸
写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コンプライアンスのすべ
て

中島茂 第一法規・・ 年・2021

参考文献等

①木目田裕・佐伯仁志編『実務に効く　企業犯罪とコンプライアンス判例精選』（有斐閣・2016年）、②蒲俊郎『間違いだらけ
のコンプライアンス経営』（イースト・プレス・2018年）、③中村直人『コンプライアンス・内部統制ハンドブックⅡ』（商事
法務・2019年）、④長瀨佑志・斉藤雄祐『コンプライアンス実務ハンドブック』（日本能率協会マネジメントセンター・2020
年）、⑤阿部・井窪・片山法律事務所編『法務リスク・コンプライアンスリスク管理実務マニュアル〔第2版〕』（民事法研究
会・2021年）、⑥中山達樹『インテグリティ―ーコンプライアンスを超える組織論』（中央経済社・2022年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： 　メールアドレスは、chiyohara@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 コンプライアンスは法令遵守を超え
る

テキストの該当箇所を通読し、コンプラ
イアンスの意味について、法令遵守との
異同の観点から考え、理解する。

4第 回 時間

(1)法令遵守が通用しなかった事例
(2)法令を遵守しているのに、なぜ
非難されるのか
(3)コンプライアンスの本当の意味

2 5つのコンプライアンス テキストの該当箇所を通読し、5つの観点
からのコンプライアンスの意味について
理解する。

4第 回 時間

(1)消費者コンプライアンス
(2)従業員コンプライアンス
(3)取引先コンプライアンス
(4)社会コンプライアンス
(5)株主コンプライアンス
(6)コンプライアンス体制の整備

3 コンプライアンスに反する命令にも
従うべきか

テキストの該当箇所を通読し、企業内の
コンプライアンスに関するルールと仕組
みについて理解する。

4第 回 時間
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2301
(1)会社の「縦の線」は「内部統制
システム」
(2)会社の「横の線」は「ガバナン
ス」
(3)従業員が守るべきコンプライア
ンスの基本原則と主要ルール

4 安全・安心に働く：会社の安全配慮
義務と勤務をめぐるルール

テキストの該当箇所を通読し、会社の安
全配慮義務と、労働時間に関するルール
について理解する。

4第 回 時間

(1)会社の安全配慮義務
(2)安全配慮義務を具体化した労働
安全衛生法
(3)労働時間の基本ルール
(4)36協定と上限設定
(5)時間外労働とコンプライアンス

5 お互いの人格を尊重し合う職場づく
り：ハラスメントの防止

テキストの該当箇所を通読し、ハラスメ
ントを防止するための企業の取り組みに
ついて理解する。

4第 回 時間

(1)ハラスメントを防止すべき理由
(2)パワー・ハラスメント
(3)セクシュアル・ハラスメント
(4)その他のハラスメント

6 取引の開始と終了は慎重に テキストの該当箇所を通読し、取引先と
の関係、反社会的勢力との関わり方につ
いて理解する。

4第 回 時間

(1)取引先選択にあたっての留意点
(2)取引終了時のコンプライアンス
(3)反社会的勢力との関係遮断
(4)なぜ反社会的勢力と関わりを持
ってはならないのか

7 取引を適正に継続する テキストの該当箇所を通読し、取引の誠
実な履行の意味、取引先いじめの問題に
ついて理解する。

4第 回 時間

(1)契約を誠実に履行する
(2)取引先をだますと刑事罰も
(3)取引先との付き合いはコンプラ
イアンスに従って行う
(4)取引先いじめは取引先コンプラ
イアンス違反

8 競争はフェアな条件で：公正で自由
な企業競争

テキストの該当箇所を通読し、不公正取
引の意味とその規制の仕組みについて理
解する。

4第 回 時間

(1)不公正取引①（ダンピング）
(2)不公正取引②（再販売価格の拘
束）
(3)カルテル・談合
(4)私的独占

9 機密情報を守る：情報漏洩をしな
い・させない

テキストの該当箇所を通読し、企業活動
における機密情報の保護の重要性につい
て理解する。

4第 回 時間

(1)従業員の守秘義務
(2)個人情報の適正な取得と保護
(3)営業秘密として法的権利を得ら
れる3要件
(4)営業秘密はどのように奪われて
いるのか

10 知的財産権を守る：知的財産権を侵
害しない・させない

テキストの該当箇所を通読し、企業活動
における知的財産権の保護の重要性につ
いて理解する。

4第 回 時間

(1)「知的財産」とは何か
(2)産業財産権と著作権
(3)不正競争防止法によるデッドコ
ピーの禁止
(4)商品・サービスを企画開発する
ときに注意すべきこと

11 消費者を守る「設計」「製造」「指
示・警告表示」

テキストの該当箇所を通読し、製造工程
における安全性確保の重要性について理
解する。

4第 回 時間

(1)安全な商品設計をする
(2)製造工程での安全性確保を徹底
する
(3)指示・警告表示を実効的に行う
(4)安全性に問題が生じたら適正に
リコールを行う

12 適正な表示と公正な営業活動：消費
者を惑わせない・困らせない

テキストの該当箇所を通読し、適正な表
示規制の意味について理解する。

4第 回 時間
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(1)「誤認表示」の禁止
(2)景品表示法による表示の規制
(3)食品表示法による規制
(4)営業活動の公正さとは
(5)特定商取引法によって規制され
る営業方法

13 社会貢献と企業価値の向上：社会の
信頼と支持を得る

テキストの該当箇所を通読し、SDGsと企
業経営の関係について理解する。

4第 回 時間

(1)インサイダー取引の規制
(2)貿易コンプライアンス
(3)CSRとESG投資・ESG経営
(4)SDGsと企業経営

14 皆の力で地球を守る：環境を傷つけ
るとレッドカード

テキストの該当箇所を通読し、環境問題
に関する企業の取り組み方について理解
する。

4第 回 時間

(1)環境を守る基本法である環境基
本法
(2)大気汚染・土壌汚染に適正に対
応する
(3)廃棄物の管理・資源の有効利用
を徹底する
(4)地球環境保全に協力する

2301
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授業科目名 現代産業論1

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

李美花

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業は生産力を実現する経営主体として、営利追求のために経済財及びサービス生産、配給、販売を遂行する。
本講義では、日本における産業別の特徴と現況、現代企業の仕組みを理解することを目標とする。特に、経営の入門的な授業と
して、現代産業・企業をめぐる諸問題を中心に経営に関わる基礎知識と具体的な企業事例も交えながら説明をする。適宜、最新
の情報を元に講義を行う。
なお、学術的理論や専門用語、概念は覚えているだけでは意味がない。使いこなしてこそ知的意義をもつ。授業外時間に設定し
た予習と復習課題に取り組むことで高い学習効果が期待できる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

日本産業の成り立ちと現状 日本における産業別の特徴と現
況、現代企業の仕組みを理解する
ことを目標とする。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

実務事例を通じて経営的な思考力
を身に付ける

経営視点からビジネスの流れを理
解する能力が養える

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

物事の因果関係をとらえ、背後に
ある課
題や本質を見極めることができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

産業論に関わる基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケーススタディーにつ
いて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
筆記テスト(オンライン）、課題レポート、平常点（グーグルクラスルームによる質問や意見などの発言）、
の組み合わせによって、授業内容をきちんと理解できているか、総合的に評価を行い、設定した尺度を超えた
場合、合格とする。
遠隔授業になった場合は、成績評価をはじめ、授業の進め方について、第1回目の授業で告知する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

筆記テスト

45

授業内容をきちんと理解できているかの程度を評価：

％

2301
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2302
45 ％

期中課題レポート

15

自分の意見を論理的に述べているのか、簡潔に文章をま
とめているのか、独自性があるのかより評価

：

％

期末課題レポート

20

自分の意見を論理的に述べているのか、簡潔に文章をま
とめているのか、独自性があるのかより評価

：

％

平常点

20

発言、質問、リアクションペーパー（コメントカード）
の内容など、積極的な授業への参加は高く評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
井原 久光（2008）『テキスト経営学―基礎から最新の理論まで』ミネルヴァ書
小樽商科大学・高大連携チーム (2005)『わかる経営学 (15歳からの大学入門)』日本経済評論社

履修上の注意・備考・メッセージ

★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、Saai-MASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：授業スケジュール、成
績評価、ビジネス(Business)とは何
か？

授業のまとめ、取引と貿易、需要と供給
(経済学）について調べる

4第 回 時間

ビジネス(Business)の概念。ビジネ
スから連想されること。ビジネスを
やる前に準備することについて学習
する

2 産業論の基礎：①取引と貿易②需要
と供給③ビジネスモデル

授業のまとめ、ドラッカーのマネジメン
ト論について調べる

4第 回 時間

貿易は、国内取引と違って商品の授
受と代金の支払いを同時に行うこと
は困難であり、時間差が生じる。そ
の概念を理解していただき、なぜ企
業（会社）が存在するのかその意義
と役割、形について学習する。
競争市場では、需要と供給が一致す
ることにより市場価格と取引数量が
決定される。
その需要と供給の基本概念を理解し
ていただき、企業の特徴と役割につ
いて学習する。

3 経営の理解（１）：ドラッカーのマ
ネジメント論

授業のまとめ、もしドラのあらすじを調
べる

4第 回 時間

マネジメントの目的、ドラッカーに
よるマネジメント理論の概要、マネ
ジメントに必要なスキル、マネジメ
ントの種類

4 経営の理解（２）：＃参考映像「も
しドラ」

授業のまとめ、企業と会社の違いについ
て調べる

4第 回 時間

ドラッカーのマネジメントについて
まとめ
ドラッカー『マネジメント』を映画
化した「もしドラ」を用いり、マネ
ジメントの仕事について学習する。
＃参考映像「もしドラ」‐#映像：
もし高校野球の女子マネージャーが
ドラッカーの『マネジメント』を読
んだら
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2302
5 企業の特徴と役割 授業のまとめ、もしドラで取り上げられ

たキーワードをまとめる
4第 回 時間

企業とは、経済活動を主目的とした
事業組織のことである。業を企てる
事業の案を考えて実行する役割を担
っている。

6 現代企業の形：株式会社・合同会
社・合資会社・合名会社

授業のまとめ、CSRについて調べる 4第 回 時間

主な会社の形態４つは、株式会社・
合同会社・合資会社・合名会社であ
る。会社を出資者の責任観点から分
類するとき、有限責任と無限責任の
違いがある。企業の例を取り上げな
がら会社の形態によってことなら企
業の文化について学習する。とりわ
け、現代企業の形のうち、株式会社
（分業の利益と組織としての企業）
に焦点を当てて学習する。なお、所
有と経営の分離の理解を深める。

課題発表：ドラッカーのマネジメン
トについてまとめて発表する

7 現代企業を取り巻く市場環境
（1）：企業の社会的責CSR

授業のまとめ、後継者問題について調べ
る

4第 回 時間

CSRの理解を深めるために参考映像
資料と企業のCSRレポートを用いて
学習する。Corporate Social Respo
nsibilityの和訳は「企業の社会的
責任」で、ボランティアや寄付活動
、また法令順守や環境保護活動とい
ったもので解釈される傾向があるが
、企業を取り巻く顧客や従業員とい
った、ステークホルダーからの期待
やニーズに答えるために、企業戦略
として対応していくものである。

8 現代企業を取り巻く市場環境
（2）：後継者問題

授業のまとめ、外食産業の現況について
調べる

4第 回 時間

企業を取り巻く経営環境の事例とし
て「後継者問題」を取りあげる。日
本における急激な少子高齢化・人口
減少は、今後の日本経済の成長力に
複線的な影響を及ぼし続ける。この
主要な担い手となる生産年齢人口（
15～64 歳人口）は、2005年からわ
ずか 25年の間に、約 2 割（1,700
万人）も縮小する。

#参考映像：専門経営者
株式会社：なぜ企業は存在するのか
？現代は圧倒的に株式会社が多い。

9 産業別Case Study「外食業」日本外
食ブランドの海外進出

授業のまとめ、企業を取り巻く経営環境
（M＆A）について調べる

4第 回 時間

外食チェーンの海外進出状況を確認
し、そのマーケティング戦略につい
て学習する。

10 現代企業を取り巻く市場環境
（3）：少子高齢化・M&A

授業のまとめ、企業を取り巻く経営環境
（不祥事）について調べる

4第 回 時間

M＆A（エムアンドエー）：Mergers
（合併）and Acquisitions（買収）
）の意義、メリットデメリットにつ
いて事例を取りあげながら学習する
。
#参考映像

11 現代企業を取り巻く市場環境
（4）：CG・企業の不祥事

授業のまとめ、GMOとは何かについて調べ
る

4第 回 時間

企業の不祥事、コーポレートガバナ
ンス（企業の統治）について学習す
る。一連の企業不祥事と企業倫理な
どのコーポレート・ガバナンスが問
われる時代になった

12 現代企業を取り巻く市場環境
（5）：GMO遺伝子組み換え

授業のまとめ、日本におけるGMO作物の現
況を調べる

4第 回 時間

GMOとは、遺伝子組み換え（genetic
ally modified organism）のことで
ある。
遺伝子暗号を解析し、ある特定の遺
伝子の働きを、別の遺伝子に挿入し
て新しい性質をもった生物を作り出
す化学技術である
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13 ★特別授業開催（予定） 授業のまとめ、AI・IOT・ビックデータと
は何かについて調べる

4第 回 時間

実践的な事例を学べるようなゲスト
スピーカーによる特別授業を企画し
ている。決まり次第に告知する

14 成熟経済における産業＆第四次産業
革命

授業のまとめ、これまでの授業内容を振
り返り、まとめる

4第 回 時間

第四次産業革命 (Fourth Industria
l Revolution、4IR)は、18世紀の産
業革命以降の4番目の主要な産業時
代を指す

2302
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授業科目名 地理学概論Ⅰ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

小島大輔

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業のテーマは、地理学の学問体系、基礎的知識および地図の取扱い方法を修得し、様々な課題発見にあたり必要な情報の
収集・分析・活用に適用することができる地理学の分析・考察方法を身に付けることである。
　まず、地理学の学問体系とその特徴を概観する。次に、地理学の歴史、資料、表現方法として最も重要な地図についての基礎
的事項を学ぶ。続いて、系統地理学の自然地理学と人文地理学、および地理学の基礎的知識を修得し、分析・考察方法からみた
地理学の特徴を確認する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地理学の学問体系（地理学、系統
地理学、地誌学などの関係）

地理学の学問体系を説明できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地理学の用いる基礎的な概念（地
図、人文地理学、自然地理学、地
誌学の専門用語）

地理学に関する基礎的な用語の使
用法を区別できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地図の読図に関する基礎的な作業
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業時に取り組む課題

40

読図作業については、作業への取り組み度合、記述の適
切性・具体性・独自性などから評価する。

：

％

定期試験

60

地理学の学問体系については、地理学、系統地理学、地
誌学などの関係を論理的に説明できるかを評価する。
地理学に関する基礎的な用語については、その使用法を
区別できるかを評価する。

：

％

使用教科書

2302
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2303使用教科書

特に指定しない

参考文献等

地理学概論（上野和彦・椿真智子・中村康子編、朝倉書店(2015)）
そのほか、適宜各テーマにあわせて参考書を提示したり、参考資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日４限

場所： 西館４階研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション：地理学の学問
体系について

予習：シラバスを通読しておいてくださ
い。復習：イントロダクションの配布資
料からキーワードを抽出して記入してく
ださい。

4第 回 時間

地理学、系統地理学、地誌学の関係
性について学びます。

2 地理学と地図（１）世界観、世界地
図、地球儀など世界を大観する方法
の違いについて

予習：大陸、海洋、主要な国・都市など
の地表の構成を確認しておいてくださ
い。 復習：地理学と地図（１）の配布資
料からキーワードを抽出して記入してく
ださい。

4第 回 時間

メンタルマップ・地図・地球儀など
地域構成を大観する方法の違いを学
びます。

3 地理学と地図（２）地図が創り上げ
た世界観とその歴史について

予習：あなたが最も適切だと考える世界
地図を用意し、その理由を考えてくださ
い。 復習：地理学と地図（２）の配布資
料からキーワードを抽出して記入してく
ださい。

4第 回 時間

地図が創り上げた世界観とその歴史
を概観し、地域構成を大観する際の
注意点について考えます。

4 地理学と地図（３）一般図と主題図
の違いとその基礎的事項について

予習：最近活用した地図を取得し、その
活用方法を記録しておいてください。 復
習：地理学と地図（３）の配布資料から
キーワードを抽出して記入してくださ
い。

4第 回 時間

様々な地図を用いて、一般図と主題
図の違いとその基礎的事項を確認し
ます。

5 地理学と地図（４）地形図の基礎的
事項とその読図について

予習：国土地理院のHPで地形図を閲覧
し、自身の居住地を確認しておいてくだ
さい。 復習：地理学と地図（４）の配布
資料からキーワードを抽出して記入して
ください。

4第 回 時間

地形図に関する基礎的事項の学び、
地形図の読図作業を通じて、地形図
から地域的特色を見出す視点を学び
ます。

6 地理学と地図（５）様々な主題図の
表現方法とその作成時の留意点につ
いて

予習：（web）新聞記事に掲載されている
地図を探しておいてください。 復習：地
理学と地図（５）の配布資料からキー
ワードを抽出して記入してください。

4第 回 時間

主題図作成の作業を通して、主題図
の表現方法とその作成時の留意点を
確認します。

7 自然地理学の基礎（１）地球環境シ
ステムと環境問題について

予習：「環境問題」と聞き最初に思いつ
いたものについて調べておいてくださ
い。 復習：自然地理学の基礎（１）の配
布資料からキーワードを抽出して記入し
てください。

4第 回 時間

地球環境システム、生態系、環境論
など、人間と自然環境との関わりを
考える上で重要な基礎的概念につい
て学びます。

8 自然地理学の基礎（２）気圏：大気
大循環、メソ気象、微気象のしくみ
について

予習：日本の四季の特徴とその原因を調
べておいてください。 復習：自然地理学
の基礎（２）の配布資料からキーワード
を抽出して記入してください。

4第 回 時間
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地球規模で循環する大気大循環、人
間生活に密接に関連したメソ気象、
およびさらに微細な微気象について
学びます。

9 自然地理学の基礎（３）水圏：海洋
や水蒸気の水循環システムについて

予習：地表の水の分布について調べてお
いてください。 復習：自然地理学の基礎
（３）の配布資料からキーワードを抽出
して記入してください。

4第 回 時間

地球の表層付近に最も豊富に存在す
る物質であり、地球上のあらゆる生
命に欠かすことのできない物質であ
る水の循環（システム・プロセス）
について学びます。

10 自然地理学の基礎（４）地圏：地形
変化のプロセス（風化・侵食・運
搬・堆積）について

予習：地形図を活用して自身の居住地が
どのような地形上に立地しているか調べ
ておいてください。 復習：自然地理学の
基礎（４）の配布資料からキーワードを
抽出して記入してください。

4第 回 時間

地形の変化、土壌生成作用、土壌因
子と土壌型、および地力について概
観し、主要な成帯土壌・間帯土壌に
ついて学びます。

11 人文地理学の基礎（１）環境論：文
化地理学からみた人間活動と環境の
関係について

予習：世界にはなぜ「豊かな地域」と
「貧しい地域」が存在するのか自身の考
えをまとめておいてください。 復習：人
文地理学の基礎（１）の配布資料から
キーワードを抽出して記入してくださ
い。

4第 回 時間

文化地理学の環境論の視点から人間
と環境の関わりについて考えます。

12 人文地理学の基礎（２）余暇活動・
観光行動の空間的特徴について

予習：ここ数年で余暇活動・観光で訪れ
た場所をリストアップしておいてくださ
い。 復習：人文地理学の基礎（２）の配
布資料からキーワードを抽出して記入し
てください。

4第 回 時間

余暇活動・観光行動の空間的特性か
ら、ツーリスト空間、集客圏につい
て学びます。

13 地誌学の基礎（１）静態地誌学と動
態地誌学など代表的な方法論につい
て

予習：自身の中学校社会科地理的分野・
高校地理の授業を振り返り、その授業方
法をまとめてください。 復習：地誌学の
基礎（１）の配布資料からキーワードを
抽出して記入してください。

4第 回 時間

静態地誌学と動態地誌学などを中心
に、地誌学の代表的な方法論を学び
ます。

14 地誌学の基礎（２）様々な「地域」
の概念とその使用法について・授業
のまとめ

予習：シラバスと配布資料を通読し、こ
れまでの授業資料からキーワードを抜き
出し、整理しておいてください。 復習：
地誌学の基礎（２）の配布資料からキー
ワードを抽出して記入してください。こ
れまでの講義資料の整理、キーワードリ
ストの作成など試験の準備学修をしてく
ださい。

4第 回 時間

地理学で使用される様々な「地域」
の概念について学びます。
授業全体のまとめを行い、地理学の
見方・考え方を用いる意義について
考えます。

2303
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授業科目名 地理学概論Ⅱ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

小島大輔

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業のテーマは、地理学の視点を活かした環境・地域・地球の見方・考え方を修得し、人間活動と環境に関する課題、地
域・地球的課題の解決に向けた方策を考えることである。
　まず、地理学概論Ⅰで学んだ基礎的知識を振り返りながら、地理学の見方・考え方を整理する。次に、地理的技能の中でも重
要な地図の活用方法を学ぶ。続いて、自然地理学と人文地理学両者の知識を用いた系統地理的考察方法で環境に関する課題を考
える。さらに、地誌的考察方法を用いて様々なスケールの地域的課題を検討する。まとめとして、地理学の活かし方を考える。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

系統地理的・地誌的考察方法に関
する基礎的な用語

系統地理的考察方法および地誌的
考察方法に関する基礎的な用語を
類別できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

系統地理的考察方法を用いて、人
間活動と環境について考えを述べ
ることができる。

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地誌的考察方法を用いて、様々な
地域・地球的課題について考えを
述べることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業時に取り組む課題

40

系統地理的・地誌的考察方法の使用の有無および記述の
具体性・独自性などから評価する。

：

％

定期試験

60

系統地理的・地誌的考察方法の基礎的な用語については
、その使用法を類別できるかを評価する。

：

％

2303
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2304
60 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

地理学概論（上野和彦・椿真智子・中村康子編、朝倉書店(2015)）
そのほか、適宜各テーマにあわせて参考書を提示したり、参考資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日４限

場所： 西館４階研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション：地理学の視点
を活かした環境・地域・地球の見
方・考え方

予習：シラバスを通読しておいてくださ
い。復習：イントロダクションの配布資
料からキーワードを抽出して記入してく
ださい。

4第 回 時間

地理的技能、系統地理的考察、地誌
的考察を用いた課題の考察方法につ
いて概説します。

2 地理的技能（１）場所のイメージ、
空間認知、メンタルマップの成長に
ついて

予習：自身の居住地から大学までを含む
範囲の地図を描いておいてください。 復
習：地理的技能（１）の配布資料から
キーワードを抽出して記入してくださ
い。

4第 回 時間

頭の中の地図、環境認知の理論から
、人間による空間・地域の捉え方の
特徴について学びます。

3 地理的技能（２）様々な地図投影法
とその活用方法について

予習：これまで学修した地図の投影法を
調べておいてください。 復習：地理的技
能（２）の配布資料からキーワードを抽
出して記入してください。

4第 回 時間

様々な地図投影法とその特徴を学び
、活用上の注意点について学びます
。

4 系統地理的考察（１）里山としての
マングローブ林の公共性と産業利用
について

予習：里山とは何か調べておいてくださ
い。 復習：系統地理的考察（１）の配布
資料からキーワードを抽出して記入して
ください。

4第 回 時間

マングローブ林を例として、里山の
産業利用、人間の環境利用について
考えます。

5 系統地理的考察（２）環境保全型農
業の成立システム・存立基盤につい
て

予習：環境保全を目指した農業の例を調
べておいてください。 復習：系統地理的
考察（２）の配布資料からキーワードを
抽出して記入してください。

4第 回 時間

環境保全型稲作などの事例から、環
境保全型農業成立のしくみについて
考えます。

6 系統地理的考察（３）ジオパークが
目指す保護・保全、教育、地域振興
について

予習：日本にはどのようなジオパークが
あるか調べておいてください。 復習：系
統地理的考察（３）の配布資料からキー
ワードを抽出して記入してください。

4第 回 時間

ジオパークの事例を通して、人間と
環境、地域資源について考えます。

7 系統地理的考察（４）ディズニー化
を通した場所のパフォーマンスにつ
いて

予習：ディズニー・テーマパークが顧客
を引き付ける理由を考えておいてくださ
い。 復習：系統地理的考察（４）の配布
資料からキーワードを抽出して記入して
ください。

4第 回 時間

ディズニー化という視点から、近年
の観光の特徴を考えます。

8 地誌的考察（１）地域区分の意義と
その留意点・問題点について

予習：「地理学概論Ⅰ」で学修した「地
域」の使用法をリストアップしておいて
ください。 復習：地誌的考察（１）の配
布資料からキーワードを抽出して記入し
てください。

4第 回 時間
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地域区分の方法について学び、その
問題点について考えます。

9 地誌的考察（２）「地域構造」の概
念・表現方法およびその変容につい
て

予習：「地理学概論Ⅰ」で学んだ環境論
について復習しておいてください。 復
習：地誌的考察（２）の配布資料から
キーワードを抽出して記入してくださ
い。

4第 回 時間

地域構造という視点から、地域の構
造と変容の捉え方を学びます。

10 地誌的考察（３）中心市街地の構造
変容と歴史的背景について

予習：「重要伝統的建造物群保存地区」
とは何か、どのような例があるか調べて
おいてください。 復習：地誌的考察
（３）の配布資料からキーワードを抽出
して記入してください。

4第 回 時間

歴史的建造物保存および朝市の存立
基盤などを事例に、中心市街地の構
造変容について考えます。

11 地誌的考察（４）地域文化の創出と
まちづくりへの展開について

予習：自身の居住地のまちづくりについ
て調べておいてください。 復習：地誌的
考察（４）の配布資料からキーワードを
抽出して記入してください。

4第 回 時間

地域文化はいかにして生まれるかま
たそれを活用したまちづくりにはど
のようなものがあるか学びます。

12 地誌的考察（５）地域イメージの創
造と観光地域の形成について

予習：これまでに旅行したことのない
国・地域をあげ、それらにどのようなイ
メージを持っているかを整理しておいて
ください。 復習：地誌的考察（５）の配
布資料からキーワードを抽出して記入し
てください。

4第 回 時間

国際観光における地域イメージの役
割について学びます。

13 地誌的考察（６）食文化の地域資源
化とまちづくりについて

予習：「資源」と聞いて思いつくものを
なるべく多くリストアップしておいてく
ださい。 復習：地誌的考察（６）の配布
資料からキーワードを抽出して記入して
ください。

4第 回 時間

近年の食文化の地域資源化の効果に
ついて考えます。

14 地誌的考察（７）エコロジーの葛藤
からみる地域固有の資源について・
授業のまとめ

予習：シラバスと配布資料を通読し、こ
れまでの授業資料からキーワードを抜き
出し、整理しておいてください。  復
習：地誌的考察（７）の配布資料から
キーワードを抽出して記入してくださ
い。これまでの講義資料の整理、キー
ワードリストの作成など試験の準備学修
をしてください。

4第 回 時間

エコロジーの葛藤の事例から、「地
域固有の資源」について考えます。
授業全体のまとめを行い、地理的技
能の活用、系統地理的考察、地誌的
考察を行う意義を振り返ります。

2304
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授業科目名 ビジネス文化論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

児山俊行・李美花

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ビジネスで重要になってきている企業側の経営理念や文化・風土、またユーザー側の生活上での文化の開発がどのように企業の
業績やイノベーションと関わるかを理解する。担当教員の専門性に富む講義や受講生各自のワーク等を通じて、製品開発やサー
ビスマネジメントの各分野の多様な事例を通じて、ビジネス上の現代的課題とその解決方法について学び、最終的にそれらを支
える経営理念や文化・風土、ユーザー側の文化のあり方を見据えたイノベーションへの視野と理解を深めていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

各分野の基礎的素養を習得する。 企業事例に対して、感覚的ではな
く論理的に分析しようとする。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

各分野の最先端の基本を理解す
る。

企業事例の発展・停滞の要因を抽
出する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

プロジェクトの問題点を発見する
力を養う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
期末筆記テスト、課題レポート、平常点、の組み合わせによって、授業内容をきちんと理解できているか、総
合的に評価を行い、設定した尺度を超えた場合、合格以上とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業中の演習・レポート

55

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

試験（筆記）

35

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

2304
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2305

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各担当教員の授業での参考文献は、その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 児山：火２限

場所： 研究室（児山：西館３F）

備考・注意事項： オフィスアワーを設けていますので、質問のある受講生はその時間帯に研
究室を訪ねてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：経営と文化の
関連性について①（李担当）

コロナ以前とその後、日常生活の変化に
ついて振り替えてみる

4第 回 時間

オリエンテーションでは、ビジネス
文化論の狙いと特徴、食と文化、授
業の進め方についての説明をする。

2 フードビジネスにおけるCOVID19影
響②（李担当）

授業のまとめ、フードテックについて調
べる

4第 回 時間

新型コロナウイルスの感染拡大で最
も影響を受けている外食産業。厳し
い状況でも生き残りを図ろうと、外
食チェーン各社はテークアウトやデ
リバリーに力を入れるなど、さまざ
まな取り組みを続けている。その現
場を覗き見る。なお、サービス業と
してのフードビジネスと仕組みにつ
いて学習する。

3 フードビジネスの仕組みとフード
テック＃Case Study③（李担当）

授業のまとめ、シェフという仕事につい
て調べる

4第 回 時間

外食産業内でのフードテックの現況
、事例、事例としてフードデリバリ
ーサービスの仕組みについて学習す
る。
フードテック（FoodTech）の概念。
外食産業におけるフードテックの位
置づけ。注目すべきキーワード「カ
スタム化（フードパーソナライズ化
）「自動化＆AIロボット」「クラウ
ドキッチン」

4 食の担い手・シェフ＃Case Study④
（李担当）

授業のまとめ、優秀な外食チェーンを調
べる

4第 回 時間

有名シェフの料理に対するポリシー
と拘りについて「料理、仕入れ、独
自性の演出、サービス（おもてなし
）」に分けて分析する。

＃Case Study：食の担い手「シェフ
」
居酒屋店主「中村重男」
もてなしを究める日本料理人「石原
仁司」
北陸の気鋭フレンチシェフ、富山、
伝統の食文化を驚きの美味に「谷口
英司」
「星のや東京」のフレンチ・レスト
ランシェフ「浜田統之」

5 海外における日本食レストラン「北
京」＆外食チェーンの海外進出Case
Study＃丸亀製麺⑤（李担当）

授業のまとめ、美食都市について調べる 4第 回 時間

フードビジネスの位置づけと変遷に
ついて外食産業について理解を深め
ていく。とりわけ、外食チェーンの
マーケティング事例を取りあげなが
ら、海外進出先での経営理念と企業
文化をいかに根を下ろせるのかにつ
いて考察する。
＃参考映像
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2305
6 美食都市（Gastronomic?City）：食

と文化⑥（李担当）
授業のまとめ、観光資源について調べる 4第 回 時間

美食都市を目指す関西、フードツー
リズム事例を通じてビジネスとの関
連性について理解を深めていく。食
と文化：美食都市（Gastronomic Ci
ty）の概念と事例について学習する
。
・世界最古のレストラン「ボティン
」
・2019年度「世界のベストレストラ
ン50」
・ミシュランガイド東京2020
・「美食都市」（Gasronomic City
）→ドノスティア―サン・セバステ
ィアン

7 観光資源として食を考える⑦（李担
当）

これまでの授業内容をキーワードでまと
めてみる

4第 回 時間

＃Case Study①サン・セバスティア
ン
＃Case Study②「全州」・「鶴岡」
・日本食と和食：ユネスコ文化遺産
「和食」が意味すること
・ユネスコ創造都市ネットワーク（
ＵＣＣＮ）：食文化(Gastronomy)部
門?美食都市「全州」・「鶴岡」
・観光資源としてのフードビジネス
を活用しよう「食とインバウント」
：関西の食ビジネスとその魅力

8 経営者論①～ソニー（特別授業） ソニーの企業としての歴史と革新的製品
を調べる

4第 回 時間

メイド・イン・ジャパンを代表する
企業の一つであるソニーについて、
創業から成長、発展の軌跡とその原
動力たる経営者のあり方、そして現
代への示唆について学ぶ。

9 経営者論②～パナソニック（特別授
業）

パナソニックの企業としての歴史と経営
哲学について調べる

4第 回 時間

メイド・イン・ジャパンを代表する
企業の一つであるパナソニックにつ
いて、創業から成長、発展の軌跡と
その原動力たる経営者のあり方、そ
して現代への示唆について学ぶ。

10 経営者論③～ホンダ（特別授業） ホンダの企業としての歴史と革新的製品
を調べる

4第 回 時間

メイド・イン・ジャパンを代表する
企業の一つであるホンダについて、
創業から成長、発展の軌跡とその原
動力たる経営者のあり方、そして現
代への示唆について学ぶ。

11 グローバル化と日本製造業の競争力
（児山担当）

産業統計資料の確認 4第 回 時間

「メイド・イン・ジャパン」と賞賛
された日本製造業の競争力が、グロ
ーバル競争がいっそう激しくなる21
世紀に入ってから、どのように変化
してきたのかを見ながらその要因に
ついて考える。

12 日本型の製品開発の発展と限界（児
山担当）

日本家電企業の苦戦と海外ライバル企業
に関する資料の確認

4第 回 時間

かつてのホンダや近年の韓国企業や
アップル社、深センの成長企業を通
じて、これからあるべき日本製造業
での製品開発や企業のあり方を考え
る。

13 製品開発は「文化開発」か？（児山
担当）

文化開発の製品開発事例の確認 4第 回 時間

最新技術なくとも、ユーザー側に新
たな文化を開発することで革新的な
製品を開発できる事例を通じて、現
代では技術開発よりも文化開発が鍵
になるケースがあることについて考
察する。

14 新たなメイド・イン・ジャパン（児
山担当）

若手起業家たちの関係資料の確認 4第 回 時間
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日本の若き起業家による「一人メー
カー」や途上国でのソーシャルビジ
ネスの展開から新たなモノづくり文
化を学ぶ。
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授業科目名 社会学総論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1-4年 2

鍛治致

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会学は「偶然である」と思われているところに法則を発見したり「自然である」と思われているところに恣意を発見したりす
る、そういう「へそまがり」な学問である。本講義では、毎回身近で具体的な題材を取り上げつつも、それなりに一般化された
抽象的な議論もおこない、社会学的思考作法の会得を目指す。と同時に、一般的かつ包括的な内容を満たす社会学の専門科目と
いう本科目の位置づけを踏まえ、本講義では社会学が得意としてきた分析手法や社会学がその射程に収めてきた社会事象をでき
るだけ幅広く紹介していく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

社会学に関する知識 学んだ知識を用いながら社会学的
な視点から身近な問題を改めてと
らえなおすことができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

論理的な思考に基づきながら質問
紙調査を進めていくことができ
る。

2．DP７.実践の完遂 「こんなの聞いたことも考えたこ
ともないよ」という課題が出たと
きも、決してあきらめず、自分で
調べ、自分で考え、自分なりの答
えを書き上げて提出することがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

アンケート調査活動の取り組み状況 アンケート調査活動の取り組み状況を、仮説と設問の整
合性（8点）、集計の正確性（8点）、解釈の正確性（8点
）、説明の合理性（8点）、主張の独創性（8点）の観点
から40点満点で評価する。

：

2305
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40

から40点満点で評価する。

％

小テスト

50

ワークシートを兼ねた小テストを用いながら各回授業へ
の積極的参加、受講態度、理解度を独自のルーブリック
を基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『社会統計学』／片瀬一男／放送大学教育振興会（放送大学教材）／2007　『新・日本の階級社会』／橋本健二／講談社（講談
社現代新書）／2018年　『歴史人口学で見た日本』／速水融／文藝春秋（文春新書）／2001年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 社会調査の方法（仮説の構築） 今回新しく学んだ概念（質的調査、量的
調査、独立変数、従属変数など）をリス
トアップし、その意味をネット等で調
べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

みなさんはアンケート調査に協力し
たことがありますか。アンケート調
査で決定的に重要なのは目の付け所
（問題設定と仮説）の面白さです。
今回は社会調査の方法（調査票作成
の実際）について学習することを通
じて社会学的思考作法の会得を目指
します。

2 社会調査の方法（調査票作成の実
際）

今回新しく学んだ概念（ワーディングな
ど）をリストアップし、その意味をネッ
ト等で調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

せっかく面白いテーマや仮説を思い
ついても、質問したいことが相手に
正しく伝わらなかったのでは意味が
ありません。今回は社会調査の方法
（調査票作成の実際）について学習
することを通じて社会学的思考作法
の会得を目指します。

3 社会調査の方法（調査票配布・回収
の実際）

今回新しく学んだ概念（サンプリング、
回収率、有効回答率など）をリストアッ
プし、その意味をネット等で調べ、整理
しておきましょう。

4第 回 時間

せっかく苦労して作成したアンケー
トも、いいかげんに回答されたり、
提出してもらえなかったのでは意味
がありません。今回は社会調査の方
法（調査票配布・回収の実際）につ
いて学習することを通じて社会学的
思考作法の会得を目指します。

4 社会調査の方法（調査票集計の実
際）

今回新しく学んだ概念（コーディングな
ど）をリストアップし、その意味をネッ
ト等で調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

回収した調査票を、より速く、より
正確に、みんなで集計するには、ど
のような工夫が必要だと思いますか
。今回は社会調査の方法（調査票集
計の実際）について学習することを
通じて社会学的思考作法の会得を目
指します。
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5 社会調査の方法（調査票分析の実

際）
今回新しく学んだ概念（クロス表、カイ
二乗検定、有意確率、有意差、オッズ比
など）をリストアップし、その意味を
ネット等で調べ、整理しておきましょ
う。

4第 回 時間

男は賛成が34％、女は賛成が38％―
―このような結果をどう評価します
か。男女間に差がある――そう言い
切ってもいいですか。今回は社会調
査の方法（調査票分析の実際）につ
いて学習することを通じて社会学的
思考作法の会得を目指します。

6 階級の社会学（マルクスの階級闘争
史観）

今回新しく学んだ概念（ブルジョア
ジー、プロレタリアート、階級闘争な
ど）をリストアップし、その意味をネッ
ト等で調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

社会集団間の争いが社会全体を新し
い時代に向かって変動させていくと
いう葛藤モデルは社会学がマルクス
から受け継いだ遺産です。今回は階
級の社会学（マルクスの階級闘争史
観）について学習することを通じて
社会学的思考作法の会得を目指しま
す。

7 階級の社会学（職業をどう分類する
のか）

今回新しく学んだ概念（産業、職業、階
級、階層など）をリストアップし、その
意味をネット等で調べ、整理しておきま
しょう。

4第 回 時間

みなさんは将来どのような職業に就
きたいですか。世の中に職業はいっ
たいどれだけあるのでしょう。今回
は階級の社会学（職業をどう分類す
るのか）について学習することを通
じて社会学的思考作法の会得を目指
します。

8 階級の社会学（階級の再生産） 今回新しく学んだ概念（階級移動など）
をリストアップし、その意味をネット等
で調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

みなさんの親はどのような職業に就
いていますか。みなさんは親と同じ
職業に就きたいですか。経営者の子
は経営者になりやすいというのは本
当でしょうか。今回は階級の社会学
（階級の再生産）について学習する
ことを通じて社会学的思考作法の会
得を目指します。

9 歴史と人口の社会学（江戸時代の家
族：近代家族について考える）

今回新しく学んだ概念（近代、前近代、
歴史人口学など）をリストアップし、そ
の意味をネット等で調べ、整理しておき
ましょう。

4第 回 時間

みなさんは江戸時代の家族に対して
どのようなイメージを持っています
か。結婚年齢は？　家族構成は？
平均寿命は？　――今回は人口の社
会学（江戸時代の家族）について学
習することを通じて社会学的思考作
法の会得を目指します。

10 歴史と人口の社会学（人口の都鄙間
移動と階層間移動：近代家族につい
て考える）

今回新しく学んだ概念（構造機能主義、
都市蟻地獄説など）をリストアップし、
その意味をネット等で調べ、整理してお
きましょう。

4第 回 時間

江戸時代の人口は増えも減りもしな
かったといわれていますが、人口は
どのように調整されていたのでしょ
う。今回は人口の社会学（人口の都
鄙間移動と階層間移動）について学
習することを通じて社会学的思考作
法の会得を目指します。

11 歴史と人口の社会学（多産多死から
少産少死へ：少子高齢化について考
える）

今回新しく学んだ概念（人口転換、生産
年齢人口、少子高齢化など）をリスト
アップし、その意味をネット等で調べ、
整理しておきましょう。

4第 回 時間

人口の年齢構造と経済成長率の間に
は深い関係があり、人口構造を見れ
ば次にどの国が経済発展するかが分
かるといわれます。今回は人口の社
会学（多産多死から少産少死へ）に
ついて学習することを通じて社会学
的思考作法の会得を目指します。
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12 ジェンダーの比較社会学（性別と学
歴と年齢と仕事の「国際」比較）

今回新しく学んだ概念（比較社会学、
ジェンダー、核家族など）をリストアッ
プし、その意味をネット等で調べ、整理
しておきましょう。

4第 回 時間

性別や学歴や年齢によって就業率や
給料はどのように変化するでしょう
か。今回は日本・韓国・台湾・中国
（本土）という4つの国や地域を相
互に比較することを通じて社会学的
思考作法の会得を目指します。

13 エスニシティの社会学（アフリカ系
アメリカ人の歴史と文化）

今回新しく学んだ概念（エスニシティ、
人種差別、公民権運動、BLM運動など）を
リストアップし、その意味をネット等で
調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

アメリカにはなぜ黒人が多いのでし
ょうか。アメリカの黒人文化はどの
ようにして白人に受容されていった
のでしょうか。今回はアフリカ系ア
メリカ人の歴史や文化について学習
することを通じて社会学的思考作法
の会得を目指します。

14 社会学とは何か 今回新しく学んだ概念（社会集団、家
族、階級、エスニシティ、ジェンダー）
をリストアップし、その意味をネット等
で調べ、整理しておきましょう。

4第 回 時間

社会学を一番困らせる質問は「社会
学って何ですか」という質問ですが
、ここまで学んできたみなさんは既
に社会学がどのような学問なのかな
んとなく分かっていることでしょう
。今回は社会学とは何かについて学
習することを通じて社会学的思考作
法の会得を目指します。
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- 95 -



授業科目名 経営統計入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

海野大

講義

該当する

大手通信事業者で新サービス開発，新規事業立ち上げ，マーケティング・リサーチ／顧客データ分
析，情報システム企画・要件定義・プロジェクト管理に従事．（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

今日では，企業の活動や意思決定はデータに基づいて行われることが当たり前になっています．合理的な企業経営や意思決定を
行うためには，データを適切に選択・加工し，必要な情報を抽出し，分析と解釈をしなければなりません．統計学はこの一連の
プロセスを体系化した学問です．この授業では，統計的なものの考え方やデータの読み方，データの分布，分布を１つの数字で
代表する方法，統計的な推測の方法，仮説検定の考え方について学んでいきます．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

統計的なものの見方，記述統計
（クロス集計，ヒストグラム，平
均・分散，相関関係），確率論，
推測統計（区間推定，仮説検定）
等の基本的な統計理論

データから情報や知見を得るため
の考え方や手法，データの可視
化，代表値や相関係数の概念と計
算方法，区間推定や仮説検定の概
念，目的，計算方法について理解
し，実際に計算できるようにな
る．

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

データから統計的な手法を用いて
課題を発見し，分析することがで
きる．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業の理解度

50

授業中に実施する課題により評価します．：

％

期末試験

50

講義内容に関する基礎知識問題と計算問題を出題し，全
体的な理解度によって評価します．

：

％

使用教科書

特に指定しない

2307

- 96 -



2308

参考文献等

福田(2016)『経営のための統計学入門』ミネルヴァ書房，
栗木，綿森，田中(2016)『統計学基礎』共立出版

履修上の注意・備考・メッセージ

教材の配布や課題の提出などにGoogle Classroom を使用します．
本科目は2単位の科目であるため，平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます．
「授業外学修課題」に取り組むことに加え，その回の授業の内容を丁寧に復習してください．
演習の計算で必要となるので，ルート計算機能付きの電卓を必ず持参してください．

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 前期：火曜日３時限　後期：水曜日5時限

場所： 研究室（西館３階）

備考・注意事項： 事前にメールでアポイントメントをとるようにしてください．
メールアドレス：unno@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション～統計学への招
待

配布された資料の復習．総務省統計局の
ホームページで，公表されている統計
データにどのようなものがあるか調べ
る．

4第 回 時間

統計学とはどのような学問で，社会
においてどのように活かせるのか学
びます．
統計データにはどのようなものがあ
り，それらがどのように収集され作
成されるのかについて学びます．

2 統計的なものの見方・考え方 統計的なものの見方・考え方の復習 4第 回 時間
与えられたデータを理解し，解釈す
るための統計的な見方や考え方を学
びます．

3 記述統計（１）データの収集と読み
方

データの収集と読み方の復習 4第 回 時間

データがどのように収集されるのか
，データをどのように読み解けばよ
いかについて学びます．

4 記述統計（２）データを可視化する データの可視化の復習 4第 回 時間
データを表やグラフによって可視化
する方法を学びます．

5 記述統計（３）データの分布を見る データを分布として捉える考え方の復習 4第 回 時間
データの分布という考え方や分布を
グラフで表現する方法について学び
ます．

6 記述統計（４）データの分布をまと
める

平均や分散の考え方と計算方法の復習 4第 回 時間

データの分布を一つの数字で代表す
る方法について学びます．

7 記述統計（５）データの関係を知る
（相関関係）

データの相関関係と因果関係の復習 4第 回 時間

２つ以上の変量の間の関連のしかた
を捉える方法を学びます．

8 推測統計（１）確率と確率変数 確率，確率変数の考え方の復習 4第 回 時間
推測統計を学ぶために必要な確率の
考え方について学びます．

9 推測統計（２）データの確率分布を
推測する

正規分布の復習 4第 回 時間

統計学の基礎をなす大数の法則と中
心極限定理の考え方や，代表的な確
率分布である正規分布を学びます．

10 推測統計（３）母平均を推測する 1標本の区間推定の復習 4第 回 時間
標本データから母集団の平均を推測
するための区間推定の考え方と方法
について学びます．

11 推測統計（４）母平均の差を推測す
る

2標本の区間推定の復習 4第 回 時間

2つの標本から母集団の平均を区間
推定する方法について学びます．

12 推測統計（５）統計的仮説検定とは 1標本の仮説検定の復習 4第 回 時間
ある出来事についての仮説の確から
しさを判定する方法である仮説検定
について学びます．

13 推測統計（６）２標本の仮説検定 2標本の仮説検定の復習 4第 回 時間
2つの標本について仮説検定する方
法を学びます．
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14 推測統計のまとめと復習 推測統計全体の復習 4第 回 時間
推測統計に関する講義全体を振り返
るとともに，補足説明を行います．

2308
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授業科目名 経営統計入門

221

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

田村匡

講義

該当する

広告会社のマーケティング部門において、マーケティングリサーチやその結果の分析等の作業を行っ
た。(全14回)

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

数学が苦手な学生でも統計の基礎的知識を身につけることができるよう教科書や授業を工夫し、経営に必要な統計学の基礎を学
ぶ。現代社会で重要となってきている「エビデンスに基づく経営判断」の根底には統計的知識が不可欠である。統計の基礎知
識、データ全体をいくつかの代表数字でまとめる方法、確率、部分から全体を推計する方法、仮説の検定等について、初歩的数
学だけを利用して理解できるようになる。なお授業受講には電卓が必須である。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

現代社会に不可欠な統計の基本的
考え方、手法、危険率等について
学ぶ

統計的考え方の理解と、データの
代表値にて全体の様子を理解でき
るようになる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

「統計的に正しい」という意味を
理解し、問題点や課題を発見でき
る

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題実習

40

課題の実習ができているか。：

％

中間まとめ

30

授業の内容を理解しているか。統計的処理ができている
か。

：

％

2308
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2321

期末試験

30

授業の内容を理解しているか。統計的処理ができている
か。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

算数だけで統計学!石井俊全 ベレ出版・・ 年・2019

参考文献等

「やさしくわかる統計学のための数学」ノマド・ワークス

履修上の注意・備考・メッセージ

試験も含め、実習にはルート計算ができる電卓が必要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合予約ください。
tamura-t@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経営統計入門のイントロダクション 教科書等を用いて統計学を学ぶ意味等を
復習する。

4第 回 時間

統計学の基礎を学ぶ意味や、経営に
おいてどのように応用されているか
について理解する。また授業の進め
方等について説明する。

2 データの整理、数式の基礎 教科書等を用いてデータの整理等を復習
する。

4第 回 時間

記述統計と推測統計を分けて理解す
る。また標準偏差で使用する数式に
ついて理解する。

3 平均値、代表値 教科書等を用いて平均値や代表値を復習
する。

4第 回 時間

統計の基本的でかつ奥が深い「平均
値」について学ぶ。また3種類の代
表値について理解する。

4 散らばり、分散、標準偏差 教科書等を用いて分散、標準偏差を復習
する。

4第 回 時間

平均とともに統計において非常に重
要な概念である分散、さらにそこか
ら算出される標準偏差について理解
する。

5 例題実施による理解 教科書等を用いて例題を解くなどの復習
をする。

4第 回 時間

平均値、中央値、偏差、分散、標準
偏差等について教科書の例題を元に
自分で解いてみて、復習していく。
レベルに応じて個別にわからない部
分を説明する。

6 正規分布、偏差値 教科書等を用いて正規分布や偏差値等を
復習する。

4第 回 時間

統計において基本的な分布として正
規分布を理解する。これを利用した
偏差値についても算出方法や概念を
理解する。

7 中間まとめ 教科書等を用いて復習する。 4第 回 時間
これまでの統計手法について一旦中
間でまとめ、自分で課題を解き提出
する。提出された課題については後
日採点し、間違ったポイント等を指
摘し返却する。

8 正規分布と標準正規分布表の使い方 教科書等を用いて標準正規分布の使い方
等を復習する。

4第 回 時間

正規分布についての応用として、標
準正規分布表を使用した割合の出し
方等について学ぶ。

9 正規分布モデルからの統計的推測 教科書等を用いて統計的推測の方法等を
復習する。

4第 回 時間
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正規分布モデルについて、平均値や
標準偏差をもとに標準正規分布表を
活用して、どれくらいの割合のもの
がどの範囲に入っているか、などを
推測する。

10 大数の法則、確率の基本 教科書等を用いて大数の法則を復習す
る。

4第 回 時間

非常に多くの回数の実験をしたとき
にある事象が起こる割合からその事
象の起こる確率を想定する大数の法
則等について学ぶ。また基本的な確
率についての考え方を学ぶ。

11 統計的検定の考え方と帰無仮説、対
立仮説

教科書等を用いて統計的検定の考え方等
について復習する。

4第 回 時間

統計的検定の考え方の初歩を学び、
帰無仮説や対立仮説、棄却域等の概
念を理解する。

12 検定の誤り 教科書等を用いて統計的検定の初歩等に
ついて復習する。

4第 回 時間

統計的検定について、その初歩の問
題を教科書等を使用しながら実際に
行い、身につける。帰無仮説や対立
仮説、棄却域の設定と判定、その解
釈などを例題を解きながら理解する
。特に統計学の重要な考え方である
検定について、棄却域と危険度の関
係等、検定に内在する誤りについて
学習する。

13 標本が大きい場合の検定 教科書等を用いて標本が大きい場合の検
定等について復習する。

4第 回 時間

標本が大きい場合には、その平均値
を用いて検定することにより、標準
偏差を小さくしてより正確に検定す
ることができる。その考え方（中心
極限定理）や方法を学ぶ。

14 全体まとめ 教科書等を用いてこれまでの学習全体を
復習する。

4第 回 時間

これまで学んできた統計の用語や検
定等についておさらいし、統計的な
考え方を身につける。理解のレベル
に応じて、個別に理解できていない
部分を解説する。

2321
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授業科目名 企業マーケティング応用

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3・4年 2

李美花

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業の活動は購買活動、生産・販売・財務・人事など多面的にわたる。産業をとわず、企業のマーケティング活動は応用範囲が
広い。
本講義ではマーケティングの基礎的な概念を学習したことを前提に、事例研究を通じて実際の企業活動を分析することで実践的
なマーケティング戦略を応用する能力（知識とスキル）を鍛えることを目的にする。毎回の授業は、学生の自主的な学習スタイ
ルを取りながらマーケティング知識を活かして事例調査を行い、発表してもらう。この授業を受けるには、マーケティング論ま
たはマーケティング入門の受講が必要。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

実践的なマーケティング戦略事例
を取り上げて学習する

応用能力（知識とスキル）を鍛え
ること

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

オリジナル課題レポートを作成し
て発表する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

マーケティング活動に関わる基礎知識と具体的な企業事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケー
ススタディーについて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
グループ課題レポート＆発表、平常点の組み合わせによって、授業内容をきちんと理解できているか、総合的
に評価を行い、設定した尺度を超えた場合、合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート（期末および期中）の作成
と発表

70

グループまたは個人で、課題レポートを作成及び発表（
メンバーとのコミュニケーション能力、自分の意見を論
理的に述べているのか、簡潔に文章をまとめているのか
、独自性があるのか、発表能力より評価）

：

％

平常点 発言、質問（グーグルクラスルームによる質問や意見な
どの発言も含む）、リアクションペーパー（コメントカ
ード）の内容など、積極的な授業への参加は高く評価す

：

2321
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2322

30

ード）の内容など、積極的な授業への参加は高く評価す
る。

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。
★有馬賢治『マーケティング・オン・ビジネス』新世社、2015年
恩蔵直人『マーケティング』(日経文庫)、日本経済新聞出版社、2010年（13刷）。
池尾 恭一（共著）『マーケティング』有斐閣、2010年。

履修上の注意・備考・メッセージ

★応用科目のために、基礎マーケティング理論を学習した学生（マーケティング入門を履修した学生）の受講が望ましい。
★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、Saai-MASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、自己紹介、成績評価、
グループ分け

授業のまとめ、マーケティング基本戦略
（STP）について調べる

4第 回 時間

今後の授業内容の説明とグループ分
けを行う。なぜ、マーケティング戦
略の必要性について学習する

「レベルテスト」以下の5つの問に
対して例を取り上げながら説明せよ
。
(1) マーケティングとは何であ
り、なぜ重要なのか
(2) Need, Wants, Demandの違
い
(3) 販売とマーケティングの違
い
(4) マーケティング戦略の４Ps
とは何か。４つそれぞれの意味
(5) ブランド要素とは何か。要
素それぞれの意味、

2 基礎マーケティング理論：STP 授業のまとめ、STPと６W2Hの発表資料を
作成する

4第 回 時間

応用学習のために基礎マーケティン
グ理論であるセグメント・ターゲテ
ィング・ポジショニングの概念整理
を行う。
【演習】ある企業を選定してSTPと
６W2Hに沿って作成する

3 基礎マーケティング理論：マーケ
ティング・ミックス

授業のまとめ、外部環境分析フレーム
ワークについて学習する。

4第 回 時間

応用学習のために基礎マーケティン
グ理論であるマーケティング・ミッ
クス「4つのP」の概念整理を行う。
4Cの観点からマーケティング・ミッ
クスをやり直す。
【発表】前回の授業で作成したSTP
と６W2Hを発表する。なお、聴講者
は評価シートを提出する。
【演習】ある企業を選定して４Psに
沿ってマーケティング事例を作成す
る。

4 「環境分析と競争戦略」：外部環境
分析フレームワーク

授業のまとめ、コラボについて調べる 4第 回 時間
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2322
講義：外部環境分析フレームワーク
「プラス要因（メリット）・マイナ
ス要因（デメリット）、SWOT分析、
マッキンゼーの７S、PEST分析」に
ついて学習する
宿題： 6W2Hを利用してあるブラン
ドを分析する。次回の授業で提出←
ワークシート配布

【発表】前回の授業で作成した４Ps
を発表する。なお、聴講者は評価シ
ートを提出する。
【演習】ある企業を選定して外部環
境分析フレームワークに沿って分析
する。

5 理論＆応用「コラボ」＃Case Study 授業のまとめ、次回の課題(発表資料)を
作成する

4第 回 時間

＃DVD：意外なコラボがこれまでに
ない商品を作る。
コラボレーション（collaboration
）とは、「共に働く」「協力する」
の意味で、「共演」「合作」「共同
作業」「利的協力」を指す語である
。日本語ではコラボと略される。異
なる分野の人や団体が協力して制作
すること。「部門を越えてコラボレ
ーションすることで新しい発想の商
品を生み出す」
【発表】前回の授業で作成した外部
環境分析フレームワークを発表する
。なお、聴講者は評価シートを提出
する。
【演習】ある企業のコラボ事例を作
成する。

6 理論＆応用「PLC」＃Case Study 授業のまとめ、次回の課題(発表資料)を
作成する

4第 回 時間

製品ライフサイクル理論：ビジネス
の寿命を予測するための「マーケテ
ィングツール」（PLC：導入期、成
長期、成熟期、衰退期）を学習する

【演習】ある企業の製品ライフサイ
クルを分析する。

7 理論＆応用「コラボ」事例発表 授業のまとめ、次回の課題(発表資料)を
作成する

4第 回 時間

担当グループによるプレゼンテーシ
ョンを行う。評価シートを配布し、
プレゼンテーションに対する改善点
や質問を記入してもらう。
【演習】ある企業のコラボ事例を発
表する。

8 理論＆応用「PLC」事例発表 授業のまとめ、経験価値マーケティング
について調べる

4第 回 時間

担当グループによるプレゼンテーシ
ョンを行う。評価シートを配布し、
プレゼンテーションに対する改善点
や質問を記入してもらう。

【発表】ある企業の製品ライフサイ
クルを発表する。

9 経験価値マーケティング 授業のまとめ、外食産業について調べる 4第 回 時間
「経験価値」とは、製品やサービス
を利用することで得られる感動や喜
び、満足感といった心理的・感覚的
価値を指します。?5つ（Sense、Fee
l、Think、ACT、Relate）
＃参考映像：経験価値マーケティン
グ＃
【演習】経験価値マーケティング事
例を作成する。

10 実践企業マーケティング＃Case
Study「外食産業」

授業のまとめ、次回の発表授業のまと
め、次回の課題(発表資料)を仕上げる

4第 回 時間

実践的にマーケティング戦略を行っ
ている企業の事例を取りあげながら
学習し、ディスカッションを行う。
＃参考映像：外食産業
【演習】外食企業のうち、優れたマ
ーケティング事例を分析する。

11 実践企業マーケティング＃Case
Study「サービス業」

授業のまとめ、製造業について調べる 4第 回 時間
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実践的にマーケティング戦略を行っ
ている企業の事例を取りあげながら
学習し、ディスカッションを行う。
＃参考映像：サービス業
【演習】サービス業のうち、優れた
マーケティング事例を分析する。

12 実践企業マーケティング＃Case
Study「製造業」

授業のまとめ、次回の課題(発表資料)を
作成する

4第 回 時間

実践的にマーケティング戦略を行っ
ている企業の事例を取りあげながら
学習し、ディスカッションを行う。
＃参考映像：製造業
【演習】製造業のうち、優れたマー
ケティング事例を分析する。

13 実践企業マーケティング＃Case
Study「学生発表」

授業のまとめ、次回の課題(発表資料)を
仕上げる

4第 回 時間

授業内容：(～500字)
これまでの実践企業のマーケティン
グ事例をまとめて発表する。

★特別授業：応用マーケティング事
例(予定）

14 企業のマーケティングCase Study#
「まとめ」

授業のまとめ、これまでの授業を振り
返ってみる

4第 回 時間

【発表】最終課題の発表を行う。な
お、フィードバックを行う

2322
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授業科目名 グローバルビジネス入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年～4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年のグローバル化の流れの中で、企業活動は国を問わず、世界規模で展開されています。このような流れの中で、今後のビジ
ネスを担う世代には、国際的なセンスを身に付けることが求められています。本講義では、初学者を対象にして、こうしたグ
ローバルビジネスに関する基礎的な知識を身に付けることを目指します。講義では、「日本から海外へ」、すなわち企業の海外
展開、および「海外から日本へ」すなわち外国人旅行者をめぐるビジネス事情＝インバウンドビジネスのケーススタディを通し
て、グローバルビジネスについて理解を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

身近な例を通してグローバル化に
ついて理解を深めるとともググ
ローバルビジネスの実情を学びな
がら、グローバル企業の経営戦略
について論理的に理解する。

経営学の知識を応用しながら、グ
ローバルビジネスに関する様々な
現象を分析することができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学的視点から、グローバルビ
ジネス・国際経営の現状と課題を
分析する。

国際経営に関する諸問題について
理解し、その解決策を考えること
ができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

グローバル経済における企業の試
行錯誤や課題をきちんと把握する
ことができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

グローバル経済で企業が直面する
問題についての解決策を考えるこ
とができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

実際にグローバルビジネスに携わ
る上での必要なテクニックや専門
知識を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2322
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2323

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末課題

70

グローバルビジネスに関する実地調査を含めたレポート
の提出およびその内容の授業内発表を求めます。講義内
容を踏まえてグローバルビジネスについての知識が課題
の中できちんとまとめられているかを評価します。

：

％

小レポート

20

原則、毎回の講義で提出を求めます。また、授業内容に
関連したクイズを出題します。きちんと講義内容を踏ま
えた内容かどうかを評価します。

：

％

授業内でのディスカッション

10

特定のテーマについて、受講生同志でのディスカッショ
ンを求めることがあります。積極的に自らの意見を表明
しているか、議論に貢献しているのか評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

初回の授業でリーディングリストを配布します。また、講義内でも適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求めらます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
本講義の内容を深く理解する上で、特に国際社会の動きに注意を払うことが必要不可欠です。スポーツ・映画・音楽・グルメ・
ファッション等、何でもいいので、取っ掛かりを見つけて海外に興味を持ってください。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 個人研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィスアワー（水
曜日3限）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～本科目の学びについて
～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（グローバルビジネスを学ぶ意義に
ついて考える）

4第 回 時間

講義に関するガイダンス、大学でグ
ローバルビジネスを学ぶ意味につい
て考えます。

2 グローバルビジネスの概要 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（グローバル化という現象の本質に
ついて理解を深める）

4第 回 時間

グローバル化という現象の本質をと
らえ、企業活動の変化について学び
ます。

3 日本企業の海外進出について 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（企業はなぜ海外に進出するのか、
その要因について考える）

4第 回 時間

企業活動の海外展開についてその歴
史や背景について学びます。

4 日本企業の海外進出のケーススタ
ディ～食品・外食産業の事例～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本の大手食品・外食産業のグ
ローバル戦略について調べる）

4第 回 時間

食品産業の海外展開の事例を通して
、企業のグローバル化戦略について
学びます。

5 日本企業の海外進出のケーススタ
ディ～製造業の事例～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本の大手製造業メーカーのグ
ローバル戦略について調べる）

4第 回 時間

製造業の海外展開の事例を通して、
企業のグローバル化戦略について学
びます。
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6 日本企業の海外進出のケーススタ
ディ～コンテンツ産業の事例～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本のコンテンツ産業のグローバ
ル戦略について調べる）

4第 回 時間

コンテンツ産業の海外展開の事例を
通して、企業のグローバル化戦略に
ついて学びます。

7 日本企業の海外進出のケーススタ
ディ～スポーツ産業の事例～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本のスポーツ産業のグローバル
戦略について調べる）

4第 回 時間

スポーツ産業の海外展開の事例を通
して、企業のグローバル化戦略につ
いて学びます。

8 インバウンド・ビジネスと日本 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本におけるインバウンドビジネ
スの変遷について理解を深める）

4第 回 時間

世界の中の日本という観点から、日
本という国の魅力や特殊性について
、事例研究を通して学びます。

9 インバウンドビジネスと日本の魅力
について

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本人と外国人の「日本のイメー
ジ」の相違点について考える）

4第 回 時間

「外国人から見た日本」について、
映画鑑賞を通して理解を深め、「日
本の魅力」がどのようなビジネスに
つながるのかを考えます。

10 外国人旅行者の消費パターンと日本
のインバウンド戦略

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本において外国人が何を求めて
いるのかを考える）

4第 回 時間

外国人旅行者が日本でどのような行
動をするのか、またどのようなビジ
ネスに需要があるのかを学びます。
それを踏まえて、政府が推進してき
た「ビジットジャパン」等のインバ
ウンド戦略について考えます。

11 インバウンドビジネスとCOVID19 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（2010年代のインバウンドブームの
背景について、産業政策の視点から考え
る）

4第 回 時間

COVID19によるインバウンド・ビジ
ネスへの影響について考えます。

12 期末課題への取り組み（テーマの決
定）

ワーキンググループで調査を行う 4第 回 時間

ワーキンググループを作り、期末課
題の具体的なテーマを決定します。
また、具体的な調査計画を作成しま
す。

13 期末課題への取り組み（調査・プレ
ゼン資料の作成）

ワーキンググループで調査結果をまとめ
る

4第 回 時間

ワーキンググループ内で調査を行い
、その結果をプレゼン資料にまとめ
ます。

14 期末課題の発表 期末課題の振り返りを行う 4第 回 時間
期末課題についてのプレゼンテーシ
ョンを行います。またそれを基にし
たディスカッションを通して、授業
の振り返りをします。

2323
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授業科目名 販売マネジメント論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

横山昌司

講義

該当する

小売の現場で社会人経験を積んだ後、経営コンサルタントとして小売業の活性化に取り組んでいま
す。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義は、 日本商工会議所主催の「リテールマーケティング（販売士検定）」の３級に合格するレベル（２級合格の土台づ
くり）を目標とします。販売士検定のテキストをベースに、小売業のマーケティングについて必要な知識を学びます。リテール
マーケティング（販売士）は流通業界唯一の公的資格であり流通業での評価は非常に高い資格です。この講座を受講すること
で、販売促進に向けた企画立案や在庫管理、マーケティングにいたる専門知識を身に着けることができます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

小売業に関する知識 小売業に従事するときに必要な知
識をもち、流通業界に就職するこ
とができる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

資格取得を目指すことで、一つの
目標に対して行動することができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席し課題を提出すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

70

授業中に提示した課題を中心に期末テストを実施します
。

：

％

各授業における課題の提出状況

30

各授業に提出された課題についての提出状況により授業
の理解について評価を実施します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本商工会議所・全国商工会連合会編　販売士ハンドブック（基礎編）　～リテールマーケティング（販売士）検定試験３級対
応～2019年版をベースに作成したオリジナルのテキストで授業を行います。参考文献としておきますが、販売士検定の受験を検
討している受講生やより理解を深めたい受講生は、個別にカリアックで購入してください。具体的な購入方法は初回の授業時に

2323
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2328
討している受講生やより理解を深めたい受講生は、個別にカリアックで購入してください。具体的な購入方法は初回の授業時に
説明します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習してください。
販売マネジメント論では、販売士のカテゴリーである小売業の類型・マーチャンダイジング・マーケティング・ストアオペレー
ションの中から、小売業に従事する際に知っておいてほしい基本的なテーマを選び授業を実施します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜日　１時間目後

場所： 授業を実施した教室

備考・注意事項： 木曜日の授業の後に質問を受けます。
メールの場合はtab02324@gmail.comに送付ください。その際は、科目名・
氏名・学籍番号は必ず入れてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方・試験ガイダンス、小
売業の現状についての説明

小売業の現状について復習します。 4第 回 時間

検定制度・学習意義・学習方法・全
体の概要・参考テキスト入手方法に
ついて解説します。
百貨店等の小売業態を中心に小売業
の現状について説明します。

2 小売業の類型　1．流通における小
売業の基本的役割

小売業の役割について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
流通業としての「小売業の役割」に
ついて説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

3 小売業の類型　2．形態別小売業の
基本的役割

業種・業態について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
小売業の「業種・業態」についての
説明を行います。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

4 小売業の類型　3．店舗形態別小売
業の基本的役割

形態別小売業について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
スーパー・コンビニエンスストア等
の「店舗形態別小売業の役割」につ
いて説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

5 小売業の類型　4．商業集積の基本
的役割としくみ

商業集積の役割について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
商店街・ショッピングモール等の「
商業集積」について説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

6 マーチャンダイジング　1．商品の
基本知識

商品の基本知識について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーチャンダイジングにおける「商
品の基本知識」について説明します
。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

7 マーチャンダイジング　2．マー
チャンダイジングの基本、3．商品
計画の基本

マーチャンダイジングと商品計画につい
て復習します。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーチャンダイジングサイクルとそ
の一部である「商品計画」について
説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。
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8 マーチャンダイジング　4．販売計
画および仕入計画の基本的　5．在
庫管理の基本的役割、6．販売管理
の基本的役割

販売計画および仕入計画・在庫計画・販
売管理の基本的役割について復習しま
す。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーチャンダイジングサイクルにお
ける「販売計画および仕入計画」・
「在庫計画」・「販売管理の基本的
役割」について説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

9 マーチャンダイジング　7．価格設
定の基本的考え方　8．利益追求の
基本知識

価格設定の基本的考え方と利益追求の基
本知識について復習します。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーチャンダイジングの「価格設定
の基本的考え方」と「利益追求の基
本知識」について説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

10 ストアオペレーション　1.ストアオ
ペレーションの基本的役割　２.
ディスプレイの基本的役割

ストアオペレーションとディスプレイの
基本知識について復習します。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
店舗運営の基本的な役割と「ディス
プレイ」について説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

11 マーケティング　1.小売業のマーケ
ティングの基本的考え方　2.顧客管
理の基本的役割

小売業のマーケティングの基本的な考え
方と、顧客管理の基本的役割について復
習します。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
小売業のマーケティングの基本的な
考え方と、顧客管理の基本的役割に
ついて説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

12 マーケティング　3.販売促進の基本
的役割

販売促進について復習します。 4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーケティングにおけるプロモーシ
ョンの基本的役割について説明しま
す。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

13 マーケティング　4.商圏の設定と出
店の基本的な考え方

商圏の設定と出店の基本的な考え方につ
いて復習します。

4第 回 時間

公式テキスト・キーワード解説・ま
とめ復習
マーケティングにおける「商圏の設
定と出店の基本的な考え方」につい
て説明します。
理解度の確認のために課題を提出し
ます。

14 まとめ 今までに学んだ小売業に対する知識をま
とめてください。

4第 回 時間

今まで学んだ小売業の類型・マーチ
ャンダイジング・ストアオペレーシ
ョン・マーケティングについて、全
般的な復習と小売業に必要な数値に
ついて解説を行います。

2328
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授業科目名 地域経営入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

荒木俊之

講義

該当する

民間企業に従事し、認定都市プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関する調
査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「地域経営」とは、人口減少・少子高齢化の進展、自然災害の増加、行政サービスの変化など地域の課題を解決するために、行
政のみならず、地域、住民、事業者、各種団体等が、連携・調整等しながら解決する取組みを示している。本講義では、行政や
事業者、各種団体の仕組みや役割を学ぶとともに、地域が抱える課題について学び理解を深める。そのうえで、各主体が連携・
調整する手法を、事例とともに学び、グループワーク等を通して地域の課題の解決方法を考える。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地域における行政や企業等の役
割、連携方法に関する基本的な理
解

地域における行政や企業等の役
割、連携方法に関する基本的な事
項や課題について、その主要な内
容を理解し説明できる

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 学びを通して、他者への思いやり
を持ち、意見等に共感することが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

地域における行政や企業等の役割、地域課題、課題に解
決に関する基本的な事項を問う問題を出題し、的確に記
述や説明ができているかを基準に評価する。

：

％

授業内レポート（３回） ①行政などのしくみや役割、②地域課題、③課題解決に
関して授業内レポートを実施し、内容の理解や論理性、
オリジナリティを基準に評価する。

：

2328
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30

オリジナリティを基準に評価する。

％

授業への貢献

30

授業での発表内容やグループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

海野進「地域を経営する」同友館／2009年
神谷浩夫ほか「地方行財政の地域的文脈」古今書院／2012年
曽我謙悟「日本の地方政府 1700自治体の実態と課題」中央公論新社（中公新書）／2018年
山田浩之他「地域経済学入門（第３版）」有斐閣／2018年
増田寛也編著「地方消滅」中央公論新社／2014年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3時間目

場所： 研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（●●●@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：地域経営とは 地域や経営、地域経営のキーワードにつ
いて、事前にインターネットや参考図書
をもとに調べる。 授業後は、配布したレ
ジュメや参考図書などをもとに復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

授業の進め方や地域経営とは何かを
学ぶ。

2 地方自治体の仕組みと役割 自治体の仕組みや役割について、事前に
インターネットや参考図書をもとに調べ
る。 授業後は、配布したレジュメや参考
図書などをもとに復習し、理解を深め
る。

4第 回 時間

地域づくりの主要な担い手である地
方自治体（都道府県・市区町村）の
仕組みと役割を学ぶ。

3 警察・消防の仕組みと役割 警察や消防の仕組みや役割について、事
前にインターネットや参考図書をもとに
調べる。 授業後は、配布したレジュメや
参考図書などをもとに復習し、理解を深
める。

4第 回 時間

地域において安全・安心を確保する
警察・消防の基本的な仕組みと役割
を学ぶ。

4 事業者・各種団体の仕組みと役割 事業者や各種団体の仕組みや役割につい
て、事前にインターネットや参考図書を
もとに調べる。 授業後は、配布したレ
ジュメや参考図書などをもとに復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

地域の生活を支える事業者・各種団
体の基本的な仕組みと役割を学ぶ。

5 地域における多様な主体の役割 第2～4回で内容を中心としたまとめのレ
ポートを作成できるように準備する。 授
業後は、まとめたレポートをもとに、復
習し、理解を深める。

4第 回 時間

第2～4回で学んできた地方自治体や
警察・消防、事業者・各種団体の仕
組みや役割について、それぞれの相
違を整理し、レポートを作成したう
えで発表する。

6 地域の課題(1)：人口減少・少子高
齢化の現状と課題①

人口減少・少子高齢化の現状について、
事前にインターネットや参考図書をもと
に調べる。 授業後は、配布したレジュメ
や参考図書などをもとに復習し、理解を
深める。

4第 回 時間

地域づくりの課題として、人口減少
・少子高齢化の現状を学ぶ。

- 113 -



7 地域の課題(2)：人口減少・少子高
齢化の現状と課題②

人口減少・少子高齢化の影響や課題につ
いて、事前にインターネットや参考図書
をもとに調べる。 授業後は、配布したレ
ジュメや参考図書などをもとに復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

第6回の人口減少・少子高齢化の現
状を踏まえて、その影響や課題を学
ぶ。

8 地域の課題(3)：自然災害や犯罪等
の生活安全に関する現状と課題

自然災害や犯罪等の生活安全に関する現
状と課題について、事前にインターネッ
トや参考図書をもとに調べる。 授業後
は、配布したレジュメや参考図書などを
もとに復習し、理解を深める。

4第 回 時間

地域づくりの課題として、自然災害
や犯罪、事故等の生活安全に関する
状況や課題を学ぶ。

9 地域の課題(4)：行政サービス（医
療・福祉、環境衛生等）の現状と課
題

医療や福祉、環境衛生等の行政サービス
の現状と課題について、事前にインター
ネットや参考図書をもとに調べる。 授業
後は、配布したレジュメや参考図書など
をもとに復習し、理解を深める。

4第 回 時間

地域づくりの課題として、医療・福
祉、環境衛生など行政サービスの状
況や課題を学ぶ。

10 地域の課題に関する小括 第6～9回までで学んだ地域の現状と課題
についてまとめのレポートを作成できる
ように準備する。 授業後は、まとめたレ
ポートをもとに、復習し、理解を深め
る。

4第 回 時間

第6～9回までで学んだ地域の現状と
課題について整理し、発表する。

11 地域の課題の解決策の検討 関心のある地域課題について、解決策を
事前に考える。 授業後は、検討した内容
をもとに、復習し、理解を深める。

4第 回 時間

受講者ごとにまとめた課題の整理を
もとに、グループワークにて検討す
る

12 地域の課題の解決策の検討とまとめ 第11回で検討した提案内容を、発表でき
るように準備する。 授業後は、まとめた
発表内容をもとに、復習し、理解を深め
る。

4第 回 時間

第11回のグループワークにて検討し
た解決策案を、発表内容としてまと
める。

13 地域の課題解決に向けたグループ発
表

第12回で整理した提案内容について、発
表の準備をする。 授業後は、他グループ
の発表内容などを復習し、理解を深め
る。

4第 回 時間

グループごとに提案内容を発表し、
その効果や課題等について再検討す
る。

14 講義のまとめ これまでの講義を振り返り、疑問点など
を整理し、最終講義での質問に向けて準
備する。 授業後は、これまで学んだ内容
を復習し、今後の学びや進路選択に役立
てる

4第 回 時間

これまで学んだ内容を復習し、今後
の学びや進路選択に役立てるよう考
える。
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授業科目名 公共経営論Ⅰ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

大島博文

講義

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「公共経営」とは、①公共を担う主体（行政、公益団体など）のマネジメント、②行政・企業・市民等による公民連携、③都市
や地域のエリアとしてのマネジメントを考える概念である。本講義では、行政や公益団体を経営的側面から現状や課題を分析
し、行政改革やＮＰＭなど経営改善のための取り組みの経緯を学ぶ。また、行政、企業、市民等が対等な関係で連携を行う公民
連携の手法について学ぶ。また、持続可能なまちづくりを行うエリアマネジメントについて、実例を踏まえながら現状や課題を
理解し、解決に向けた手法を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントに関する
基本的な知識の理解

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントについ
て、その主要な内容を理解し説明
できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントに関する
専門的な知識の理解

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントの専門的
な知識・技能等について、その主
要な内容を理解し説明できる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

行政等の経営課題、公民連携、持
続可能なまちづくりにおける重要
な課題に関する課題解決につい
て、自分なりの視点で方策の企
画・立案ができる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

行政等の経営課題、公民連携、持
続可能なまちづくりにおける重要
な課題に関する課題解決につい
て、主体的・積極的に自らも参画
することを検討できる。

学外連携学修

有り(連携先：自治体、地域団体など)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2329
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2330成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

行政等の経営課題、解決方法、公民連携、エリアマネジ
メントに関する基本的な事項を問う問題を出題し、その
理解度と的確に記述や説明ができているかを基準にして
評価する。

：

％

授業内レポート（３回）

30

①行政経営課題及び課題解決手法、②行政や企業、市民
等の公民連携、③エリアマネジメントのあり方に関する
授業内レポートを作成し、「内容理解」「論理性」「独
創性」を基準に評価する。

：

％

授業への貢献

30

授業での発表内容、グループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

田尾雅夫「公共経営論」木鐸社／2010年
外山公美他「日本の公共経営」北樹出版／2014年
出井信夫編著「新しい公共経営の実践」公職研／2006年
上山信一「行政経営の時代」ＮＴＴ出版／1999年
山納洋著「歩いて読みとく地域デザイン」学芸出版社／2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５時間目

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、公共経営の意義を考え
る

公共経営とは何かを参考図書やインター
ネット等で調べておく。

4第 回 時間

授業の進め方
公共経営とは何かを学ぶ。

２ 行政、公益団体のマネジメントの現
状と課題

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、行政、公益団体のマ
ネジメントに関する理解を深める。

4第 回 時間

行政のマネジメントについて、主と
して組織、財政、人事の視点から現
状と課題を学ぶ。また、公共性の高
い事業を行っている財団法人、社団
法人、第三セクター法人、ＮＰＯ等
のマネジメントについて現状と課題
を学ぶ。

３ 行政改革のこれまでの経緯と課題 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、行政改革のこれまで
の経緯と課題に関する理解を深める。

4第 回 時間

厳しい状況にある財政の現状を踏ま
えて、これまで行われてきた行政改
革について振り返り、取り組みの内
容と効果、残された課題等を学ぶ。

４ ＮＰＭ（ニュー・パブリック・マネ
ジメント）の意義と課題

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、ＮＰＭの意義と課題
に関する理解を深める。また、これまで
の学習内容をまとめるレポートを作成す
るため、総復習しておく。

4第 回 時間
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2330
ヨーロッパやオセアニアを中心に新
たな行政経営を目指して取り組まれ
てきたＮＰＭ（ニュー・パブリック
・マネジメント）について、取り組
みの内容と効果、残された課題等を
学ぶ。

５ 行政、公益団体のマネジメントと改
革に関するまとめ、レポート作成、
発表

行政や公益団体のマネジメントや改革に
ついて、参考図書やインターネット等で
調べておく。

4第 回 時間

これまで学んできた行政、公益団体
のマネジメントと改革について、現
状と課題、今後の改革のあり方等を
考慮しながらまとめのレポートを作
成し、発表する。

6 公民連携（ＰＰＰ）の現状と課題 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、公民連携の現状と課
題に関する理解を深める。

4第 回 時間

公民連携（ＰＰＰ：パブリック・プ
ライベート・パートナーシップ）に
ついて、目的や内容、実施状況など
現状についてを学ぶ。また実例も踏
まえながら実施にあたっての課題に
ついても学ぶ。

7 行政・市民・事業者のパートナー
シップ

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、市民による地域活動
や委託、指定管理者制度、ＰＦＩの現状
と課題に関する理解を深める。

4第 回 時間

行政と市民・事業者のパートナーシ
ップとして、市民自身が行政に代わ
って公共サービスを提供する「パー
トナーシップ協定」など行政と市民
のパートナーシップに基づく取り組
みの目的、内容、実施状況など現状
について学ぶ。また、民間企業やＮ
ＰＯ等も参画して実施されている「
委託」「指定管理者制度」「ＰＦＩ
」「市場化テスト」の目的、内容、
実施状況など現状について学ぶ。さ
らに、実例も踏まえながら実施にあ
たっての課題についても学ぶ。

8 公民連携に関するまとめ、レポート
作成、発表

これまで学んできた公民連携について、
講義中の参考資料等で復習するととも
に、参考文献やインターネット等でも適
宜調べて理解を深め、レポート作成のた
めの準備をしておく。

4第 回 時間

これまで学んできた公民連携につい
て、各手法の概要と実施するにあた
っての課題等についてまとめのレポ
ートを作成し、発表する。

9 エリアマネジメントの現状と課題 エリアマネジメントについて、講義中の
参考資料等で復習するとともに、参考文
献やインターネット等でも適宜調べて理
解を深める。

4第 回 時間

官民協働でまちづくりやまちの運営
を行う「エリアマネジメント」の目
的や内容、実施状況など現状につい
て学ぶ。

10 エリアマネジメントの実践（特別講
義）

特別講義の対象となる自治体について、
予め配布する参考資料等で予習するとと
もに、官民協働のまちづくりについて参
考文献やインターネット等でも適宜調べ
て理解を深めておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体職員か
ら、地域再生を目指して、官民協働
で新たなまちづくりを計画している
地域についてまちの現状や課題、新
たなまちづくりの方向性や進め方な
どについて説明を受け学ぶ。

11 地域課題の発見（グループワーク） 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、課題発見方法等の理
解を深める。

4第 回 時間

エリアマネジメントを実施している
地域をケーススタディとして、グル
ープワークにより地域課題の発見方
法等を学ぶ。

12 地域課題解決に向けたエリアマネジ
メントのあり方検討（グループワー
ク）

グループでまとめた提案を効果的に発表
できるよう準備を行う。

4第 回 時間
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各自でまとめたレポートを元にグル
ープワークを行い、グループとして
新たなまちづくりに向けた提案の作
成を行う。

13 グループ発表、エリアマネジメント
に関するまとめ

グループ発表した内容について、ディス
カッションで得られた知見を活かして修
正、改善を行う。

4第 回 時間

グループごとにまとめた提案を発表
し、その効果や残された課題等につ
いて、自治体関係者等も同席し、コ
メントをもらいながらディスカッシ
ョンする。

14 まとめとふり返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。

2330
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授業科目名 公法Ⅰ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

千代原亮一

講義・演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　この科目では、日本国憲法に関する主要な裁判例を中心にフォローし、そこで展開されている判例理論の内在的な理解に努め
つつ、これに対する学説からの応接と対比し、判例理論の意義と限界を事例に即して検討する。
　講義にあたっては、予習用レジュメにそって、基礎的概念および重要判例等を、適宜、質疑応答を通して検討する。
　受講生は、事前に十分な予習を行うことが求められる。
　このほか、関連する項目に関する課題を課すことなどにより、論述の能力を涵養するための指導を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

憲法の存在意義と統治機構の基本
原理を歴史を概観しながら確認す
る。こうして、日本国憲法の基本
構造を把握し憲法や人権の考え方
を理解する。

憲法における基本的人権及び統治
機構について、新しい判例や学説
を交えながら、応用力を身につけ
ることを目的とする。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

具体的な事例に含まれる憲法上の
問題点を発見する能力を身に着け
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

レポート課題について締め切りま
での作業項目を洗い出し、スケ
ジュールを立てることができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

グループワークにおける自分の役
割を実施することができる。

4．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループワークのなかで他者と円
滑に交流することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業中課題 授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の

：

2330
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2331

70

題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

％

定期レポート

20

定期レポート試験の内容により問題発見力と実践力を評
価する。講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを
超えたレポート内容を合格とする。単にテキストや講義
資料の内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『オンライン学習時代の
憲法入門』

蛯原健介 成文堂・・ 年・2021

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
　「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をするように。
　やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出るように。
　この授業では、クラティック・メソッドによる質疑と討議により、実践的な知識の涵養を目指しますため、受講生には、毎
回、十分に予習をすることが求められます。事前にポイントとなる予習内容を提示しますので、幅広い、かつ質的にも十分と言
える予習が必須です。
　更に、毎回、十分に復習することが大切です。
　教科書が手許にあることを前提に授業が進められるので、教科書は必ず準備してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 権利の主体 配布レジュメを読み、ワークシートを基
に「人権享有主体」について復習してお
く。

4第 回 時間

・未成年者(子ども)の権利
・外国人の人権（参政権、公務就任
権、社会権、政治活動の自由）
・団体・法人の人権（企業による政
治献金、強制加入団体とその構成員
）

2 人権の適用範囲と限界 テキスト235～247頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「人権の適
用範囲と限界」について予習しておく。

4第 回 時間

・人権にはどのような限界があるか
・特別の法律関係（公務員の政治活
動の自由、刑事施設に収容されてい
る人の人権）

3 幸福追求権 テキスト31～43頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「幸福追求
権」について予習しておく。

4第 回 時間

・幸福追求権の意義と内容
・プライバシーの権利
・自己決定権

4 平等 テキスト45～61頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「法の下の平
等」について予習しておく。

4第 回 時間

・形式的平等と実質的平等
・日本国憲法の平等原則と平等の具
体的内容
・女性の再婚禁止期間と非嫡出子(
婚外子)の法定相続分規定

5 思想・良心の自由と信教の自由 テキスト63～77頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「思想・良心
の自由と信教の自由」について予習して
おく。

4第 回 時間
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・思想・良心自由の保障の意味
・外部的行動と内心の関係
・公立学校における国旗・国歌問題
・信教の自由の保障内容とその限界
・牧会活動事件と剣道実技拒否事件

6 政教分離の原則 テキスト77～88頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「政教分離の
原則」について予習しておく。

4第 回 時間

・政教分離の原則の内容と性質
・目的効果基準
・津地鎮祭訴訟と愛媛玉串料訴訟
・空知太神社訴訟

7 表現の自由①（表現内容着目規制） テキスト101～109頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「表現内容
着目規制」について予習しておく。

4第 回 時間

・違法行為を煽動する表現
・名誉毀損的表現
・わいせつ表現
・ヘイトスピーチ

8 表現の自由②（表現内容中立規制） テキスト110～112頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「表現内容
中立規制」について予習しておく。

4第 回 時間

・選挙運動の規制
・ビラ貼り・ビラ配りの規制

9 集会の自由 テキスト123～129頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「集会の自
由」について予習しておく。

4第 回 時間

・集会の自由の意義
・集会の自由の内容と限界
・公共施設の使用
・公安条例・道路交通法による規制

10 経済的自由権①（職業選択の自由） テキスト145～159頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「職業選択
の自由」について予習しておく。

4第 回 時間

・職業選択の自由の意義とその規制
・規制手段と規制目的
・小売市場・薬局・公衆浴場の距離
制限
・酒類販売の免許制

11 経済的自由権②（財産権） テキスト159～169頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「財産権」
について予習しておく。

4第 回 時間

・財産権保障の意味
・財産権の制限
・森林法事件
・損失補償

12 社会権①（生存権） テキスト187～191頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「生存権」
について予習しておく。

4第 回 時間

・社会権はどのような権利か
・生存権の法的性格
・生存権に関する判例

13 社会権②（労働権） テキスト194～199頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「労働権」
について予習しておく。

4第 回 時間

・労働権(勤労権)
・労働基本権の内容
・労働基本権の制限
・公務員の労働基本権をめぐる判例

14 参政権 テキスト201～215頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「参政権」
について予習しておく。

4第 回 時間

・参政権の内容と意義
・選挙権の性格
・在外日本人の選挙権

2331
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授業科目名 地域協働論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

大塚康央

講義

該当する

自治体職員として長年にわたり、住民参加、地域協働の取り組みを実践(全14回)

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会、地域の課題解決や、暮らしやすいまちづくりの推進に向け、行政だけでなく、地域住民、企業等の事業者、商業者、NPO
など、様々な主体が連携協力して取り組む協働について、協働が必要とされる背景、協働事業を進めるための制度などの基礎的
な知識を獲得する。さらに、事例を研究し、地域協働のもつ意義、現在の課題、あるべき姿について調査、考察を行い、これか
らの社会システムの担い手のあり方や期待される役割について学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

地域社会を支える社会システムに
関する知識

さまざま組織、人が、多くの分野
で協力して社会を支えていること
を理解することができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

協働を推進するための制度や住民
等の活動に対する公共からの支援
や連携に関する知識

協働を進めるために設けられた制
度の背景、内容を学ぶことで、社
会制度と組織、住民等との連携、
関係づくりを理解することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

事例研究を行うことで、協働を進
めるにあたって解決しなければな
らない課題を理解することができ
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域の課題に協働で取り組む必要
性を明らかにした上で､適切な解決
策の企画を立案出来る。

3．DP９.他者との協調・協働 グループワークを通して、自ら考
えを表明すること、他の意見を促
し尊重すること、まとめる能力を
つけることができる。

4．DP８.他者とのコミュニケー
ション

協働を支えるコミュニケーション
のあり方や重要性を事例等から理
解することが出来る。

学外連携学修

有り(連携先：茨木市、NPOなど)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2331
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2332・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の振り返り

15

振り返りシートにより、授業の理解、課題認識について
評価します

：

％

中間レポート

20

協働で進められている取り組みについて、自ら情報収集
し、まとめたレポートに基づき、事例の妥当性、事例に
対する意見、評価などを評価します。

：

％

グループワークとプレゼンテーション

30

グループ活動での主体性、協力姿勢、リーダーシップ及
びグループでのまとめの内容、プレゼンテーション能力
を評価します。

：

％

最終レポート

35

協働のもつ意味、果たすべき機能、求められている役割
、今後の展望と課題についてまとめたレポートについて
、理解度、問題・課題の認識の妥当性を評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

佐々木利廣編著、大阪NPOセンター編『地域協働のマネジメント』中央経済社、2018年
清水美次ほか著『公民連携の教科書』日経BP社、2019年
中川幾郎編著『地域自治の仕組みづくり』

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の授業であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題に」に取り組むことに加
え、地方公共団体のホームページで照会されている協働の取り組みや方針、新聞、テレビ等で報道、紹介される協働の取り組み
について注意し、情報の収集、知識の獲得に努めること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記時間外であっても、研究室に在室中は対応可能です。あらかじめ、
メール（otsuka-y@osaka-seikei.ac.jp) 予定を確認してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 「協働」とは何か（定義） 自らの周りで行われている協働の事例に
ついて、どのようなものがあるか調べて
おくこと

4第 回 時間

地域協働論で考える「協働」の必要
性、目的などについて理解します。

2 協働推進政策の過程（地方自治法等
の変遷）

周辺事例、もしくはインターネットで把
握した事例について、起こった経過、関
係した主体、実施の役割について調べて
おくこと。

4第 回 時間

国や地方自治体において、協働を実
現、推進するために取り組まれてき
た過程について学びます。

3 協働を進めるための組織など（NPO
等組織について）

NPOとは何か、期待されていること、課題
について、インターネット、文献等で調
べておく

4第 回 時間

協働を推進する主体としてクローズ
アップされているNPO等や住民主体
の活動について、理解を深めます。

4 協働を進めるための諸制度（PFI、
指定管理などの仕組みについて）

公共施設の建設、管理などにおいて、民
間事業者が関係している事例を把握し、
報告できるよう準備すること。

4第 回 時間

公共施設の建設、管理など。事業を
推進するために協働の仕組みを使っ
た制度を知ります。

5 住民との協働の形１(公共政策作成
への参加)

自治体において行われているワーク
ショップや市民が参加している委員会な
どについて、自治体のホームページなど
で実態を把握し、市民の役割について考
察しておくこと

4第 回 時間
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住民が公共政策に参加する方法とし
て実施されている様々な取り組み（
委員公募、WSの実施など）を理解し
ます。

6 住民との協働の形２(地域での取り
組み)

事例研究に先立ち、自ら収集した協働の
事例についてレポートを作成すること。

4第 回 時間

都市計画、福祉などの分野で、住民
が参加し、地域、社会の中で取り組
みが進んでいる協働について理解し
ます

7 事例研究１公共団体の視点（ゲスト
スピーカー１）

説明を受けた内容やこれまで調べてきた
ことを振り返り、公共課題の解決に向け
た公共サイドの考えについて、評価し、
課題はないかを考え、整理しておくこ
と。

4第 回 時間

協働を進めている公共団体(市）当
事者の話を聞きます。協働の背景、
進めるにあたっての基本的な考え方
、現状と課題などについて、行政な
ど公共サイドの視点から話を聞きま
す。

8 事例研究２住民団体等の視点（ゲス
トスピーカー2）

住民団体と公共団体との関係、協働事業
に対する住民サイドの課題について、他
の事例も調べ、整理しておくこと。

4第 回 時間

協働の取り組みを実行している住民
団体（NPO含む）から、取り組みに
至った背景、事業の内容、課題など
、住民団体等の視点からの話を聞き
ます。

9 事例研究3民間事業者の視点（ゲス
トスピーカー3）

協働の事例を調査し、目的、協働の形、
成果や課題をレポートとしてまとめる。

4第 回 時間

協働を進めている民間事業者から、
民間からの発想により行政などを巻
き込んだ取り組みの経緯、課題、内
容にについて、民間事業者の視点か
らの話を聞きます。

10 協働事例研究 共通する事項の確認、異なっている内容
があれば、その理由などを考えまとめて
おく。

4第 回 時間

各自の身の回りで行われている協働
事例を調査し、中間レポートとして
まとめた内容をグループで共有しま
す。

11 グループワーク（発表資料の作成） グループでの話し合いの内容を論理的に
体系化し、発表に向けた資料作成、説明
内容の確認などをグループで協力して行
うこと。

4第 回 時間

ゲストスピーカー、中間レポートの
内容から考えたことを共有し、グル
ープで協働の意義、課題、効果など
について意見交換しまとめていきま
す。

12 グループ活動の成果発表 各グループの発表を聞いて、同意できる
点、気づかなかった点などを整理し、協
働の意義等について、自分の考えを整理
しておくこと。

4第 回 時間

グループで話し合いまとめた「協働
」の意義、目的、関係者の意識、協
働を進めるうえでの課題などについ
て発表し、共有します。

13 事例からの検証 調べてきた事例（中間レポート提出分）
が、これまでの学修で得られた知識（関
係する人、組織、背景と実施内容、課題
など）からみてどうかをまとめておくこ
と。

4第 回 時間

全国各地で行われている協働の事例
を整理して紹介し、これまで学修し
てきたことを振り返りながら､現場
で行われている協働事業と照らし合
わせてみて、協働に対する理解を深
めます。

14 参加から協働へ 協働の第一歩となる参加について、自分
がどのようなことができるかを考えてお
くこと。

4第 回 時間
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参加から協働に至る過程を学び、住
民として地域、社会をよくする活動
に取り組むことについて、自分では
何ができるか、何を学ぶ必要がある
かを考えます。
授業全体を総括して、得た学びを振
り返り、今後の大学での学びについ
て考えます。
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授業科目名 現代社会と公共哲学

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

成瀬尚志

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では公共哲学における問題を考える上で基礎となる立場について概説します。さまざまな公共哲学の立場を学ぶこと
で、公共哲学の基礎的知識を習得するとともに、現代の公共哲学における問題について自分自身の意見を持つことができるよう
になることを目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

・公共哲学に関する基礎的知識
・現代社会における問題の公共哲
学的分析

・公共哲学に関する基礎的知識を
自分自身の言葉で説明できる
・現代社会における問題を公共哲
学的観点から分析し、自分自身の
意見を持つことができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現代社会における諸問題に関して
公共哲学的な観点から課題を発見
し説明することができる

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

相手の意見を傾聴するとともに、
自身の意見を的確に伝えることが
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回のコメントシート（2点×14回）

28

授業の理解度に関して独自のルーブリックに基づいて3段
階で評価します。

：

％

グループワーク時の取組み

10

グループワーク時の取組みについて評価します。：

％

2332
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10 ％

プレゼンテーション

25

授業内容を理解しているか、また、自身の意見を吟味で
きているかどうかに関して評価します。

：

％

グループプレゼン

12

グループで協力したプレゼンテーションになっているか
を評価します。

：

％

最終レポート

25

授業内容を理解しているか、また、自身の意見を吟味で
きているかどうかに関して評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

山岡龍一、齋藤純一『公共哲学』(放送大学大学院教材)、放送大学教育振興会、2017

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　3限

場所： 研究室（西館4F）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 公共性とは何か？ 今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

多様な人たちがいるこの社会で私た
ちはどのように生きていくべきでし
ょうか。たとえば、みんながみんな
自由に振る舞ってよいのか、あるい
はどのような場合に自由は制限され
るべきなのかについて考える必要が
あります。この点について公共性を
テーマに考えていきます。

2 合意形成の実践 今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

多様な人々との合意形成を図ること
はとても難しいです。実際に具体的
な事例をとりあげ、どのような難し
さがあるかを体験してもらいます。

3 社会における自由①（自由の歴史） 今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

私たちは歴史的に見れば現在大いな
る自由を手にしていると言えます。
そこで歴史的に私たちはどのように
して自由を獲得してきたのかを見て
いきます。

4 社会における自由②（自由と法） 今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

私たちは社会の中でなんらかの形で
制約を受けています。その代表的な
ものは法律です。法律を中心に私た
ちの自由がどのように制約を受けて
いるかについて見ていきます。

5 経済活動における自由①（価格設定
は自由か）

今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

経済活動における自由について考え
ます。需要と供給がマッチすれば価
格は自由に設定しても問題ないので
しょうか。転売の問題を中心にこの
点について考えます。
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6 経済活動における自由②（賃金設定
は自由か）

今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

経済活動における自由について考え
るために、賃金の設定について考え
ます。児童労働や最低賃金の問題を
通して、経済活動における制約につ
いて見ていきます。

7 公共に対するアプローチ①（上から
の公共）

今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

公共を誰が担うのかを考えるにあた
って、国家が担う公共について検討
し、その具体例や問題点について見
ていきます。

8 公共に対するアプローチ②（下から
の公共）

今回の授業の要点をコメントシートにま
とめるとともに、プレゼンテーションで
取り上げる事例を調査してください。

4第 回 時間

公共を誰が担うのかを考えるにあた
って、新しい公共の担い手としてNP
Oなどの下からの公共について検討
し、その具体例や問題点について見
ていきます。

9 グループ内プレゼンテーション準備
①

グループ内プレゼンテーションの準備を
してください。

4第 回 時間

これまでの授業を踏まえ「公共空間
での自由はどうあるべきか」という
テーマについてプレゼンテーション
をするために、各自で調査したこと
をもとにグループ内で検討会を行な
います。

10 グループ内プレゼンテーション準備
②

グループ内プレゼンテーションの準備を
してください。

4第 回 時間

次週のプレゼンテーションに向けて
、各自でスライドを作成し、プレゼ
ンテーションの練習を行ないます。

11 グループ内プレゼンテーション クラス内プレゼンテーションの準備をし
てください。

4第 回 時間

グループ内でプレゼンテーションを
行ないます。グループ内で投票し、
グループの代表プレゼンを選出しま
す。

12 クラス内プレゼンテーションの準備 最終レポートの準備をしてください。 4第 回 時間
各グループで選抜したプレゼンテー
ションをベースに、グループプレゼ
ンを次週に行ないますので、その準
備のために、内容を再度検討し、追
加の調査やプレゼンテーションの準
備を行なってもらいます。

13 クラス内プレゼンテーション 最終レポートの準備をしてください。 4第 回 時間
各グループでプレゼンテーションを
行なってもらいます。クラス内で投
票し、最優秀プレゼンテーションを
選出します。

14 まとめ 最終レポートの準備をしてください。 4第 回 時間
前回のクラス内プレゼンテーション
を振り替えるとともに、これまでの
授業を踏まえ「公共空間での自由は
どうあるべきか」というテーマにつ
いて再度検討します。
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授業科目名 公共経営論Ⅱ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

大島博文

講義

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公共経営論Ⅰで学んだ知識を基本として、個別自治体や地域の現状や課題をケーススタディの対象として、課題解決のための具
体的な手法を学ぶ。具体的には、個別自治体の組織や財政等の現状や課題を理解し、課題解決に向けた手法等を学ぶ。また、行
政・企業・市民が対等な関係で連携を行う公民連携について具体的な実践例を理解し、課題解決に向けて効果的なパートナー
シップの手法について学ぶ。また、個別の地域で実際に行われている持続可能なまちづくりを行うエリアマネジメントについ
て、現状や課題を理解し、解決に向けた手法を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントに関する
専門的な知識の理解

行政等のマネジメント、公民連
携、エリアマネジメントについ
て、専門的な知識を理解し説明で
きる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

行政等の環境適応性を理解し、地
域において適切に組織化すること
で地域課題を解決するスキルの理
解

行政等の環境適応性を理解し、地
域において適切に組織化すること
で地域課題を解決するスキルを実
践で発揮できる力を修得

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

行政等のマネジメント、公民連
携、持続可能なまちづくりにおけ
る重要な課題を、自分なりの視点
で発見し、その解決案等を計画・
立案し、実践することができる。

2．DP９.他者との協調・協働 行政等のマネジメント、公民連
携、持続可能なまちづくりにおけ
る重要な課題について、グループ
ワーク等で他者と協調・協働し、
その解決案等を計画・立案すると
ができる。

学外連携学修

有り(連携先：自治体、地域団体など)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します
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・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

自治体の経営課題及び課題解決手法、公民連携、エリア
マネジメントに関する具体的な実践手法等の知識を問う
問題を出題し、その理解度と的確に記述や説明ができて
いるかを基準にして評価する。

：

％

授業内レポート（３回）

30

自治体の経営課題及び課題解決手法、公民連携、エリア
マネジメントに関する具体的な実践手法等ついて授業内
レポートを作成し、「内容理解」「論理性」「独創性」
を基準に評価する。

：

％

授業への貢献

30

授業での発表内容、グループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

田尾雅夫「公共経営論」木鐸社／2010年
外山公美他「日本の公共経営」北樹出版／2014年
出井信夫編著「新しい公共経営の実践」公職研／2006年
上山信一「行政経営の時代」ＮＴＴ出版／1999年
山納洋著「歩いて読みとく地域デザイン」学芸出版社／2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５時間目

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、公共経営の実践を考え
る

公共経営論Ⅰで学んだ知識を復習してお
く。

4第 回 時間

公共経営で学ぶ知識を実際にどのよ
うに活用するかを学ぶ。

2 自治体のマネジメント ケーススタディとして扱う自治体につい
て、参考図書やインターネット、講義中
の参考資料等で復習し、マネジメントに
関する理解を深める。

4第 回 時間

個別自治体のマネジメントをケース
スタディの対象として、主として組
織、財政、人事、政策の視点から現
状と課題を学び、効果的な自治体マ
ネジメント手法を理解する。

3 自治体改革の現状と課題 ケーススタディとして扱う自治体につい
て、参考図書やインターネット、講義中
の参考資料等で復習し、自治体改革に関
する理解を深める。

4第 回 時間

個別自治体をケーススタディの対象
として、これまで行われてきた自治
体改革についてレビューし、取り組
みの内容と効果、残された課題等を
具体的に学ぶ。
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2334
4 自治体マネジメントの実践（特別講

義）
参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、対象自治体の公共経
営に関する理解を深める。また、これま
での学習内容をまとめるレポートを作成
するため、総復習しておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体職員か
ら、組織、財政、人事、政策等に関
するマネジメントや地域課題の解決
など公共経営の実践事例を学ぶ。

5 自治体マネジメントの実践に関する
まとめ、レポート作成、発表

発表に対して受けた意見等を参考にし
て、提案内容の修正、改善を行う。

4第 回 時間

これまで学んできた自治体マネジメ
ントや自治体改革について、現状や
課題等を考慮しながら解決に向けた
提案に関するレポートを作成し、発
表する。

6 自治体における公民連携（ＰＰＰ）
の実践と課題

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、公民連携の具体的な
手法等について理解を深める。

4第 回 時間

個別自治体における公民連携（ＰＰ
Ｐ：パブリック・プライベート・パ
ートナーシップ）をケーススタディ
の対象として、目的や内容、実施状
況など実践事例を学ぶ。

7 公民連携の実践（特別講義） 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、対象自治体の公民連
携に関する理解を深める。また、これま
での学修内容をまとめるレポートを作成
するため、総復習しておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体職員か
ら、行政、企業、市民等が連携して
課題解決を行っている実践事例を学
ぶ。

8 公民連携の実践に関するまとめ、レ
ポート作成、発表

これまで学んできた公民連携について、
講義中の参考資料等で復習するととも
に、参考文献やインターネット等でも適
宜調べて理解を深め、レポート作成のた
めの準備をしておく。

4第 回 時間

これまで学んできた公民連携の実践
について、各手法の概要と実施する
にあたっての課題等についてまとめ
のレポートを作成し、発表する。

9 エリアマネジメントの実践事例と課
題

エリアマネジメントの実践について、講
義中の参考資料等で復習するとともに、
参考文献やインターネット等でも適宜調
べて理解を深める。

4第 回 時間

個別地域における官民協働でまちづ
くりやまちの運営を行うエリアマネ
ジメントの目的や内容など実践事例
を学ぶ。

10 エリアマネジメントの実践（特別講
義）

対象とする地域について、予め配布する
参考資料等で予習するとともに、官民協
働のまちづくりなどエリアマネジメント
の実践事例について参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて理解を深める。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体職員か
ら課題解決や新たなまちづくりなど
エリアマネジメントの実践事例を学
ぶ。

11 エリアマネジメントの実践に関する
まとめ、レポート作成、発表

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、エリアマネジメント
の実践事例に関する理解を深める。

4第 回 時間

これまで学んできたエリアマネジメ
ントの実践について、各手法の概要
と実施するにあたっての課題等につ
いてまとめのレポートを作成し、発
表する。

12 政策提案の作成（グループワーク） グループでまとめた提案を効果的に発表
できるよう準備を行う。

4第 回 時間

これまで学んできた自治体マネジメ
ント、公共経営、エリアマネジメン
トの実践事例や手法を活用して、自
治体に対して地域課題を解決するた
めの政策提案をグループワークによ
り作成する。

13 政策提案の発表、ディスカッション
（グループ発表）

グループ発表した内容について、ディス
カッションで得られた知見を活かして修
正、改善を行う。

4第 回 時間
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グループごとにまとめた政策提案を
発表し、その効果や残された課題等
について、自治体関係者も同席し、
コメントをもらいながらディスカッ
ションする。

14 まとめと振り返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。
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授業科目名 公共経済学

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

山岡淳

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公共部門の経済活動とその根拠について理解することは、今日の経済が抱えるさまざま問題とその理由や方策について検討し評
価するうえで、多くの重要なヒントを与えてくれる。本講義では、ミクロ経済学に基づく公共経済学の入門レベルの内容を平易
に説明し、公共部門の経済活動について学ぶ。公共経済の主たる担い手である国や地方自治体（政府）が経済活動を行う根拠を
理解し、公共部門と民間部門の役割分担について考え、効率的な資源配分と公平な所得分配を達成するための経済システムにつ
いて考える。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

公共部門の経済活動に関する知識 公共部門の経済活動の仕組みや実
態について正しい知識と理解を得
ること、そして、その活動が様々
な経済問題や経済システムとどの
ように関係するのかについて、自
分なりの言葉で説明ができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

基本的なミクロ経済学や公共経済
学のアイデアを応用して、さまざ
まな現代社会の問題や政策におけ
る課題を検討することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

時間の許す限り、講義中に解答の解説を行いたいと考えているが、時間の制約上、授業計画が著しく崩れるこ
とのないように、別途解答の配布や講義資料の補足などで対応する場合もある。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験（実技）

50

授業内容に関する正しい知識と政策問題に関する応用的
理解の到達度について、試験の素点に基づき評価する。

：

％

講義課題

50

回答内容（学習内容に関する基礎的理解の程度、論理的
構成など）や提出状況について評価する。

：

％

2334
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

講義ノートに従って進めるので教科書は指定しないが，参考文献のうち，1冊は手元に用意おくと講義内容の理解に役立つ（詳
細は講義初回時にも説明する）。ミクロ経済学の基礎も含む文献や、公共経済学で扱う内容を数学を用いずに丁寧に解説してい
る文献を中心に挙げている（制度や数値については内容が古い場合もあるので注意）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
N.グレゴリー・マンキュー(足立英之ら訳)『マンキュー経済学Ⅰミクロ編(第4版)』

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜9:00-12:00

場所： 西館４階94室

備考・注意事項： オフィスアワーを利用する場合は講義の際にアポイントを取ること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経済学ってなに？ 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

講義全体のアウトラインを紹介した
うえで、経済学の学問としての目的
や公共分野での活用方法の概要につ
いて解説をする。

2 人はどのように行動するか？ 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

個人の選択とその原理、その際に参
照する機会費用や最適な選択を促す
インセンティブについて学ぶ。

3 消費者の便益と生産者の利潤 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

市場における消費者と生産者の行動
と余剰(便益・利潤)について学ぶ。

4 市場の均衡を目指して 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

競争市場における均衡と均衡を達成
するための条件、また競争市場の均
衡を達成するための政策的対応方法
について学ぶ。

5 独占と寡占 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

市場における独占と寡占の発生要因
と、それらによって発生する経済的
な損失や政策的な対応について学ぶ
。

6 競争の帰結と結果の格差 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

競争市場において発生する経済格差
について取り扱い、個人の生活に政
府が介入する正当性について学ぶ。

7 政府による社会保障の必要性 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

社会保障政策を政府が実施する意義
について解説し、日本における社会
保障制度の制度的な枠組みについて
学ぶ。

8 税について考える 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

政府による課税の正当性や、消費者
と生産者への課税の経済的影響の違
いについて学ぶ。

9 公共財は最適に供給できるか 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

正の外部性をもたらす公共財につい
て取り扱い、その最適な配分基準に
ついて学ぶ。

10 負の外部性への政策的対応 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間
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負の外部性を持つ財の社会的費用を
踏まえた規制方法(税・総量規制・
排出権取引)について学ぶ。

11 社会全体の幸せを考える 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

社会全体の幸せを考えるための社会
的厚生関数について取り扱い、その
種類や実社会への適応方法について
学ぶ。

12 経済成長ってなに？ 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

GDP(国内総生産)と経済成長を主題
に、経済成長を目指す理由やその要
因について学ぶ。

13 民主主義は社会を良い方向に導くか 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

政治的な社会的意思決定の方法とし
ての民主主義について取り扱い、民
主主義の可能性と限界について学ぶ
。

14 社会の課題をいかに解決するか 授業の振り返りおよび小問題への取り組
み

4第 回 時間

第13回までの議論を参考にしながら
、社会的な課題を解決する際に経済
学が貢献できる可能性について学ぶ
。

2335
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授業科目名 公会計論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

大川裕介

講義

該当する

大阪府庁において公会計の財務書類等を作成した経験および、公認会計士として自治体の公会計業
務・公営企業等の支援を行った経験

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公会計は企業会計とは異なる体系を有するが、本講義では、企業会計の基礎的な知識を前提として、企業会計と対比する形で公
会計を総合的に理解することを目標とする。
第1回では授業のガイダンスとともに公的主体の全体像やそれらに適用される会計基準の概要を理解したうえで、第2回から第5
回までは地方自治体にける予算編成・議決、予算の執行、翌年度の決算という一連の流れや、それらの機能と役割と限界につい
て取り扱う。第6回から第9回までは新地方公会計といわれる複式簿記・発生主義を導入する取り組みについて、その制度の詳細
について解説する。新地方公会計に関しては、その導入の経緯や現在導入が進められている「統一的な基準」の概要、その貸借
対照表・行政コスト計算表・純資産変動計算書・資金収支計算書などの財務書類の具体例についても取り扱かう。また、第10回
以降は、国の会計、地方公営企業や独立行政法人等の会計や、地方公会計の財務書類を活用する取り組みなどについても取り上
げ、公会計と行政活動や自身の生活との近接を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

公会計に関わる考え方やその制度
的な構造について講義内で解説す
る。

公会計の目的や意義、その機能や
役割について包括的に理解する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地方自治体を中心に、従来の会計
制度を学びその課題を発見する。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

日常生活の中で馴染みのない公会
計制度について、他者に説明でき
るようにする。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義課題

50

講義の内外で課題（小テストまたはレポート）を実施し
、その内容に応じて評価を行う。

：

％

期末試験

50

講義内容の理解度に応じて評価を行う。：

％

使用教科書

2335
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2336

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

公会計と公共マネジメン
ト

馬場英明ほか 中央経済社・・ 年・2021

参考文献等

講義内で指示する。
また、必要に応じて講義内で資料を配布することがある。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業実施教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業のガイダンスおよび公的主体の
全体像

事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間

シラバスに基づき、授業の内容や受
講にあたって望まれる姿勢を説明す
る。

公的な主体の全体像を説明するとと
もに、それらの主体においてなぜ会
計が必要とされているか、その目的
について学ぶ。

2 地方自治体の予算・決算事務等の流
れ

事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間

地方自治体における会計実務の1年
の流れ（予算編成・議決・予算執行
・決算まで）を学ぶ。

3 会計と首長と議会 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
首長と議会の関係と、その中での会
計の位置づけを学ぶ

4 会計監査の役割 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
地方自治体における会計監査の種類
やその役割について学ぶ。

5 決算情報の活用方法 事前の情報収集および講義の振り返りと
小問題

4第 回 時間

決算情報が地方自治体の財政運営に
どのように利活用されているのか、
健全化判断比率等などの財政指標を
中心に学ぶ。

6 地方公会計の導入の経緯と概要 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
2000年頃から進められている地方公
会計の導入の経緯を学ぶとともに、
現在主流となっている「統一的な基
準による地方公会計」の概要を学習
する。

7 地方公会計の財務書類の概要 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
地方公会計の財務書類を構成する貸
借対照表、行政コスト計算書、純資
産変動計算書、資金収支計算書など
の内容を学習するとともに、それら
に示される情報の意味を理解する。

8 新地方公会計制度の現状と課題 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
新地方公会計制度の普及状況と、そ
の抱える課題について学ぶ。

9 地方公会計情報の活用 事前の情報収集および講義の振り返りと
小問題

4第 回 時間

公会計情報を用いた財務分析指標や
、行政活動への活用事例、特に公共
施設マネジメントへの活用について
学習する

10 国の会計 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
わが国の財政状況を概観するととも
に、財政の機能や国の予算・決算制
度について学習する。

11 地方公営企業および独立行政法人等 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
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上下水道・病院など企業会計により
運営される自治体の事業者、国・地
方自治体の業務の一部を担う独立行
政法人、第三セクターについて学習
する。

12 公益法人・社会福祉法人・学校法
人・その他の非営利法人等の会計

事前の情報収集および講義の振り返りと
小問題

4第 回 時間

非営利法人である公益法人（社団・
財団法人）や社会福祉法人、学校法
人、NPO法人などの会計について学
習する。

13 地方財政と地方交付税等 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
地方財政を支える地方交付税や臨時
財政対策債などの制度の概要や問題
点について学習する。

14 総括・日本の公会計制度 事前の情報収集および講義の振り返り 4第 回 時間
これまでの公会計に関わるトピック
や過去の破綻事例などを概観し、行
政だけでなく住民・国民にとっての
公会計の意義について学ぶ。

2336

- 138 -



授業科目名 財政学

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

三浦晴彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

昨今の日本を取り巻く諸問題として、巨額の財政赤字と行財政改革、高齢社会に伴う年金問題や世代間格差、将来の増税不安、
などあげればきりがない。これらは全て財政学の範疇である。現在の日本において、財政赤字が大きな問題になるとともに、公
共部門全体のあり方自体が問われ、様々な制度において抜本的な改革が求められている。
本講義では、政府の活動について歳出面と歳入面から学んでいく。財政の役割とは何かというテーマを中心にしながら、政府支
出の効率化や税金の役割について取り上げていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

財政の役割について学び、公共部
門の活動を理解する。

公共サービスを実現できる人材と
して必要な知識を修得し、職業理
解へと繋げる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

公共サービスに関わる問題点につ
いて理解し、実際に問題点を自ら
発見できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

80

講義内容についての理解度と論述解答文における論理的
整合性

：

％

日常点

20

授業において出された課題についての理解度：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

基礎コース財政学・第4版林宜嗣･林亮輔･林勇貴 新世社・・ 年・2019

2336
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2337

参考文献等

特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 講義終了後に質問を受け付ける。

場所： 講義教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 財政の範囲と規模 予習：教科書のpp.2～pp.7を事前に読ん
でくること復習：授業内容についてノー
トや配布レジュメを参考にまとめること

4第 回 時間

財政の範囲と規模について以下の内
容を取り上げる。それらを学ぶこと
で経済活動の中での財政の位置づけ
が理解できるようにする。。
・経済循環における財政の位置づけ
・SNA統計から見る財政の規模
・公的部門の範囲と民間部門との関
係

2 資源配分機能 予習：教科書のpp.9～pp.10を事前に読ん
でくること復習：授業内容についてノー
トや配布レジュメを参考にまとめること

4第 回 時間

財政の3機能のうちで資源配分機能
を取り上げる。公共財・サービスの
特性を学ぶことで、民間財との違い
を明確にする。
・資源配分機能とは
・公共財・サービスの2つの特性
・公共財･サービスと外部性

3 所得再分配機能 予習：教科書のpp.11～pp.12を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

財政の3機能のうちで所得再分配機
能を取り上げる。
･所得再分配機能とは
・所得再分配機能に資する歳出項目
と歳入項目
・所得再分配と社会的合意

4 社会保障 予習：教科書のpp.148～pp.157を事前に
読んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

所得再分配機能に関連して、社会保
障について詳しく取り上げる。
・社会保障関係費の伸び
・年金・医療・介護と高齢化社会

5 経済安定化機能 予習：教科書のpp.12～pp.14を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

財政の3機能のうちで経済安定化機
能を取り上げる。
・経済安定化機能とは
・ビルト・イン・スタビライザー（
自動安定化装置）
・フィスカルポリシー（裁量的な安
定政策）

6 財政政策 予習：教科書のpp.202～pp.210を事前に
読んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

経済安定化機能に関連して、財政政
策を詳しく取り上げる。
・乗数効果
・減税と政府支出増加の比較

7 政府支出の効率化 予習：教科書のpp.60～pp.62を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間
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政府支出の効率化について、必要な
ファクターを考える。
・生産の効率性
・配分の効率性

8 租税の基礎 予習：教科書のpp.82～pp.84を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

租税とは何故必要なのか、その根拠
を考えていく。
・義務説と利益説
・応能原則と応益原則

9 租税原則①公平性 予習：教科書のpp.87～pp.89を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

現代の租税3原則のうちで、公平性
の原則を取り上げる。
・垂直的公平と水平的公平
・累進税の効果
・公平性を満たす税金

10 租税原則②中立性・簡素 予習：教科書のpp.84～pp.85を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

現代の租税3原則のうちで、中立性
の原則と簡素の原則（最小徴税費）
を取り上げる。
・中立性とは
・中立性を満たす税金
・徴税費と納税協力費

11 所得課税 予習：教科書のpp.114～pp.124を事前に
読んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

所得課税として所得税の制度を詳し
く説明し、問題点を明らかにする。
・所得控除制度
・超過累進税率構造
・課税最低限

12 消費課税 予習：教科書のpp.124～pp.134を事前に
読んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

消費課税として消費税の制度を詳し
く説明し、問題点を明らかにする。
・付加価値税の仕組み
・帳簿方式とインボイス方式
・逆進性の問題

13 公債 予習：教科書のpp.40～pp.51を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

公債について、その役割や問題点に
ついて考えていく。
・均衡予算主義
・建設公債と特例公債
・社会資本整備と償還ルール

14 財政赤字の問題点 予習：教科書のpp.51～pp.56を事前に読
んでくること復習：授業内容について
ノートや配布レジュメを参考にまとめる
こと

4第 回 時間

財政赤字の問題点として、4つの問
題点を取り上げていく。
・財政硬直化
・経済活力の低下
・世代間の不公平
・財政の膨張
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授業科目名 公共データ分析

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

山岡淳

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は公共データの分析手法を身につける事を目的とする実習形式の授業を実施する。
授業の内容として地域経済分析システムRESASを用いた簡易的な地域分析(第2-4回)の手法に加え、個別の特定領域または小地域
のデータ分析を独自に行うためにエクセルによるデータの整理方法(第5-8回)とGISソフトMANDARAを用いた地域分析の手法(第9-
10回)の習得を目指す。また統計データだけでは把握できないアンケートやインタビュー調査についても概説する(第11回)。こ
れらの取得した技能を用いて、グループごとに独自の地域分析とその発表を行う(第12-14回)。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

RESAS・エクセル・MANDARAという
データ分析ツールを用いて地域分
析を行う。

RESAS・エクセル・MANDARAの利用
方法を習得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域分析を通じて地域の課題を発
見する能力を身につける。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域分析を通じて地域の課題を解
決するための仮説を設定する能力
を身につける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業課題の評価

50

授業で出す課題の内容に応じて評価を行う。：

％

2337
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2338
50 ％

試験

50

出された課題に対し、時間内に対応できるか試験を行う
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

講義内で指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：

場所：

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：データで語る重要性 講義の振り返りとデータ応用方法に関す
る小問題

4第 回 時間

データを用いた政策の応用について
解説する。

2 RESASを用いた地域分析入門1～シス
テムと分析方法

講義の振り返りとRESASを用いる小問題 4第 回 時間

RESASの紹介とそれを用いた地域分
析の方法を解説する。

3 RESASを用いた地域分析入門2～仮説
を立て検証しよう

講義の振り返りとRESASを用いる小問題 4第 回 時間

RESASを用いて地域の人口動態に仮
説を立て検証する。

4 エクセルを用いた地域分析入門1～
地域データ分析の基礎

講義の振り返りとエクセルを用いる小問
題

4第 回 時間

エクセルを用いて四則演算による地
域データの分析を行う。

5 エクセルを用いた地域分析入門2～
地域データの図表作成

講義の振り返りとエクセルを用いる小問
題

4第 回 時間

エクセルを用いて地域データを図表
で表現する。

6 エクセルを用いた地域分析入門3～
応用的な関数によるデータ加工

講義の振り返りとエクセルを用いる小問
題

4第 回 時間

エクセルの応用的な関数(if/sumif/
countif/xlookup)で地域データを加
工する。

7 データの取得1～国勢調査市区町村
のデータを取得

講義の振り返りとエクセルを用いる小問
題

4第 回 時間

国勢調査の市区町村データを取得し
、地域間、時系列で加工を行う。

8 データの取得2～国勢調査小地域統
計のデータを取得

講義の振り返りとエクセルを用いる小問
題

4第 回 時間

国勢調査の小地域統計を取得し、加
工を行う。

9 データの取得3～目的のデータの取
得

講義の振り返りとMANDARAを用いる小問題 4第 回 時間

国勢調査から目的のデータを取得し
、加工を行う。

10 MANDARAを用いた地域分析入門1～地
図を描こう

講義の振り返りとMANDARAを用いる小問題 4第 回 時間

MANDARAを使い、データを地図に落
とし込み可視化する。

11 MANDARAを用いた地域分析入門2～独
自にデータを用意して地図を作成し
よう

講義の振り返りとMANDARAを用いる小問題 4第 回 時間

国勢調査から市区町村データを取得
し、MANDARAで地図に落とし込む。

12 MANDARAを用いた地域分析入門3～小
地域統計で地図を作成しよう

講義の振り返りとMANDARAを用いる小問題 6第 回 時間

国勢調査から小地域データを取得し
、MANDARAで地図に落とし込む。
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13 データを用いた地域分析1～テーマ
と仮説の設定とデータの取得

講義の振り返りとデータの収集に関する
小問題

6第 回 時間

ここまでの学習内容から仮説に応じ
たデータを取得する。

14 データを用いた地域分析2～仮説の
検証と報告資料の作成

講義の振り返りと講義全般に関する小問
題

4第 回 時間

ここまでの内容から仮説を検証し、
その内容をまとめる。
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授業科目名 公共政策論Ⅰ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

大塚康央

講義

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

個人で解決することが難しく、社会で解決すべき問題（政策問題）の解決策が「公共政策」である。本科目では、この公共政策
について、問題の発見、課題の設定、解決策の検討・立案、政策決定、公共政策の実施、政策（施策・事業）評価というプロセ
スに沿って、具体的な事例を題材に学ぶ。この学びを通じて、公共政策の内容や、問題に関係する様々な主体（アクター）の役
割などを理解し、解決に向けた公共政策の基本的な事項を理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

社会で起きている問題の理解と、
政策として解決策を立案し実施し
ていくことの基本的な理解

公共政策とは何か、関係するアク
ターの役割について主要な内容を
理解し説明でき、政策形成の過程
や政策の目的を理解する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

問題発見、立案、決定、実施、評
価という過程と手続きに関する基
本的な理解

多くの人に関係する問題であるこ
とから、公平、公正な手続きや合
意形成、効果測定などの公共政策
が備えておく事項について理解す
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会における問題の把握と、問題
解決のために対応しなければなら
ない課題について設定し、解決策
を考えることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

公共的問題を解決する公共政策に
ついて。合理的、論理的な検討を
加え、効率性を考慮した計画案を
提案できる。

学外連携学修

有り(連携先：地方自治体)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。
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2339

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への貢献

25

授業の中で行うグループによる公共政策研究を行い、ま
とめの内容、グループワークでの役割など授業への貢献
度を評価する。

：

％

最終レポート

50

公共政策過程について総括的に振りかえりながら、公共
政策により解決が必要な公共的問題についてレポートを
作成する。問題の把握、分析、多様な主体の関与等の公
共政策の特徴の理解などの観点から評価する。

：

％

授業を通じての成長と理解度

25

授業で学んだ公共政策の意味や課題と、社会、住民との
関係などを踏まえ、自分の活動と公共との関係をどのよ
うに把握、理解したかについて振り返りシートにより評
価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

入門　公共政策学秋吉貴雄 中公新書・・ 年・2017

参考文献等

秋吉貴雄、伊藤修一郎、北山俊哉著「公共政策学の基礎（第3版）」有斐閣ブックス、2020
西尾隆著「現代の行政と公共政策」NHK出版、2016
新川達郎編「政策学入門－私たちの政策を考える」法律文化社、2013
真山達志編著「政策実施の理論と実像」ミネルヴァ書房、2016
新藤宗幸著「概説日本の公共政策（第2版）」東京大学出版会、2020

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
授業外学修課題に取り組むとともに、授業内容の復習・予習を行うこと。
公共政策に常に関心を払うため、新聞、ニュース等で、政策に関する情報を収集すること。
なお、ゲストスピーカーの予定により授業計画を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日2限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、研究室に在席中は対応可能です。この場合、あらかじめ連
絡すること。（otsuka-y@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 公共政策論の学びがめざすものにつ
いて

教科書や参考資料、インターネット等で
公共政策とは何かを調べておく。

4第 回 時間

本講義の目的、内容である公共政策
とは、何を解決するのか、また、公
共政策が立案され実施されていくプ
ロセス、政策形成の主体等について
概括的な事項を理解する。
この授業で得たい知識、成長させた
い事項を予め設定し、学びの促進を
図る。

2 公共政策とは 政策が表明される施政方針を読み込み、
当該自治体の政策、施策・事業の特徴を
理解する。

4第 回 時間

公共的問題の解決を図る公共政策の
定義を確認し、政策、施策、事務事
業という政策の体系や、政策を進め
る者等によって表明される場（政策
の表出の場、機会、資料）について
学ぶ。
また、政策が多様なアクターに関係
することと、それによる難しさにつ
いて考察する。

3 問題とは何か 関心がある問題について、解決が必要な
事項（課題）と、解決のために行われて
いることを調査する。

4第 回 時間
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公共的問題の認識と、それが認識さ
れる要因について学ぶ。また、公共
政策の階層化について、人口減少を
例に、国が進めている政策を分析し
考察する。
また、政策の窓モデルを用い、当該
問題に対する政策が生まれる際の要
因について考察する。

4 行政計画 立地適正化計画を題材に、計画作成の必
要と実効性、課題を調べる。

4第 回 時間

公共政策実施のために策定、公表さ
れる行政計画について、市町村担当
者から説明を受け、実際の計画内容
や計画策定過程、計画において重点
をおいたことや解決が難しい課題を
知り、行政計画の目的や役割を学ぶ
。

5 政策過程１（解決策の設計） 中心市街地活性化に関する政策の変化
（法の改正など）を確認し、国と地方自
治体との関係について調べる。また、実
施する事業が網羅されている中心市街地
活性化基本計画を調べ、解決策の内容を
学ぶ。

4第 回 時間

中心市街地活性化基本計画を題材に
、中心市街地活性化という目標達成
に向けた政策について、政策・施策
・事業の検討や目標指標の設定、計
画と実際の事業との関係を学ぶ。ま
た、国と地方自治体との政策推進に
おける関係について」考察する。

6 政策の立案、施策・事業の実施事例
紹介

身近な市町村での重点政策について調べ
ておく。

4第 回 時間

実務経験を有する教員として、実際
の政策、施策、事業の立案、実施に
関する事例（経験）を紹介し、現場
での問題解決の実際について知り、
学ぶ。

7 政策過程2（決定） 議会会議録を調査し、質疑を通じてどの
ようなことが審議・議論されているのか
を把握する。また、市町村におかれてい
る審議会等の議事録についても調査す
る。

4第 回 時間

公共施設の老朽化を題材に、議会で
の質疑、専門家等による委員会、自
治体内での検討などを通じて、政策
がまとまっていく過程を学ぶ。

8 政策過程3（実施その1－予算） 予算編成方針などにより、自治体の政策
や事業がどのようにすすっめられている
のかについて調べる。

4第 回 時間

予算の役割、予算編成過程、予算が
示しているもの（政策～事業）など
、予算化による施策・事業の決定と
政策方針との関係を学ぶ。

9 政策過程4（実施その2－事業の実
施）

土地利用などの社会的規制や、営業許可
などの経済的規制の内容や根拠、課題に
ついて調べる

4第 回 時間

政策実施の手段（直接供給・規制、
誘引など）について知り、特に規制
政策を中心に政策推進の仕組みと課
題を考察する。

10 政策過程5（評価） 各自治体で公表されている行政評価につ
いて、どのような方法で行われている
か、評価内容や結果を調べる

4第 回 時間

政策評価、施策評価、事務事業評価
について、中心市街地活性化基本計
画フォローアップ報告を題材に、評
価主体と結果などの実態、評価の課
題について考察する。

11 政策過程6（政策の改善、変更、廃
止）

政策の変更、廃止の事例を調べて、政策
の変更・廃止の状況を把握する。

4第 回 時間

事例を題材に、政策が変更、廃止さ
れる際の社会的な環境、背景を考え
ることで、廃止等の大きな変更の難
しさ等について学ぶ。政策形成との
共通点、異なるところについても考
察する。

12 国民・住民と政策 住民投票条例の事例を調べ、制度の内
容、課題について考察すること。

4第 回 時間
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国民、住民が直接政策に関与する「
レファレンダム」と「イニシアティ
ブ」について、制度の状況と課題に
ついて学ぶ。レファレンダムについ
ては、住民投票条例を、イニシアテ
ィブについては都市計画提案制度を
基本に、現状、参加や実施における
課題について学び、国民・住民とに
よる政策形成への参加について考え
る。

13 公共政策を支える人材 これからの社会で求められ期待される職
員の資質・能力について考え､将来の自分
の姿を考える．

4第 回 時間

公共政策を主として支える行政職員
に求められる資質、果たすべき役割
､住民との関係などについて考える
。また、住民の一人として公共政策
に関与することの必要性、重要性に
ついて考える。

14 授業全体の振り返り 今後の公共政策学修につなげていくた
め、学んだこと全体をしっかりと復習す
る。

4第 回 時間

授業全体を通じて、気づいたこと、
得たもの、これからの学修につなげ
ていきたいことなどをまとめる。
公共政策に関係してきた実務経験の
ある教員として、学生からの質問､
疑問に経験や事例から答え､本授業
で学んできたことを振り返る。
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授業科目名 公共政策フィールドワークⅠ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

荒木俊之

実習

該当する

民間企業に従事し、認定都市プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関する調
査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、地方自治体やNPO、地域など様々な主体との協力と協働により実施する。授業では、統計データの分析やフィールド
ワークを通して地域の課題を理解するとともに、地域の課題に対して様々な主体へのインタビュー調査などからそれをより明確
にし、そのうえで解決策を検討、提示する。フィールドワーク実習により、様々な統計データを分析する能力、グループワーク
の中でのファシリテーション能力、地域の課題の解決に向けた提案能力を身に付ける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

現地調査やインタビュー調査など
フィールドワークを実施する知識
とスキル

現地調査やインタビュー調査など
フィールドワークを通して、地域
の現状や課題を理解し、政策課題
解決に向けた取組ができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

フィールドワークを通して、地域
の課題を見つけることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

現地調査やインタビュー調査など
フィールドワークを計画、立案
し、実践することができる。

3．DP９.他者との協調・協働 グループワークを通した協調性を
身につけ、協働して課題に取組む
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：吹田市、吹田市旭通商店街協同組合、NPO法人 JR吹田駅周辺まちづくり協議会などを想定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業課題 授業で出す課題の内容が、妥当かつ的確であったかどう
かなどで評価する。

：
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2340
20 ％

授業への貢献

20

授業での発表内容やグループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

フィールドワーク

20

フィールドワークやインタビューの内容が的確であった
か、主体的な取組み姿勢であったかどうかなどで評価す
る。

：

％

最終まとめ

40

これまでの成果をまとめた最終まとめの構成や内容が、
妥当かつ的確であったかどうかなどで評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

間晴雄・香川貴志・土平 博・山田周二・河角龍典・小原丈明 編著「ジオ・パルNEO ［第2版］―地理学・地域調査便利帖―」
海青社／2017年（第2刷2019年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、フィールドワークの実施状況などにより、授業内容や順序を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：  火曜3時間目

場所：  研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（●●●@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：フィールドワークの目
的

フィールドワークの目的や実施方法など
について、事前にインターネットや参考
図書をもとに調べる。 授業後は、配布し
たレジュメや参考図書などをもとに復習
し、理解を深める。

4第 回 時間

フィールドワークを通して地域を知
ることの意義やその結果を地域の人
々と共有することで、地域の課題を
認識できることを理解する。

2 対象地域の事前調査 国勢調査や経済センサスの入手方法につ
いて、事前にインターネットや参考図書
をもとに調べる。 授業後は、入手した
データを、図表などの整理し、地域の現
状の理解を深める。

4第 回 時間

国勢調査や経済センサス、自治体の
統計結果などを用いて、地域のデー
タを取得し、整理する技術を習得す
る。

3 地域における問題・課題の把握① 第2回で整理した地域の現状をもとに、事
前に地域の問題や課題を考える。 授業後
は、授業で示された問題や課題について
復習し、理解を深める。

4第 回 時間

NPOなどの主体による地域の現状等
の理解や解説等により、地域の問題
・課題を理解する。

4 地域における問題・課題の把握② 第2回で整理した地域の現状をもとに、事
前に問題や課題を考える。 授業後は、授
業で示された問題や課題について復習
し、理解を深める。

4第 回 時間

事業者などの主体による地域の現状
等の理解や解説等により、地域の問
題・課題を理解する。

5 フィールドワークの実施① 事前に、フィールドワークにあたって必
要なデータや資料、備品等を準備する。
授業後は、フィールドワークで入手した
データや内容などを整理し、まとめる。

4第 回 時間

対象地域にて、具体的な問題・課題
の事象を捉える。
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6 フィールドワーク結果の共有 事前に、第5回で実施したフィールドワー
クの内容などグループで共有しやすいよ
うに整理する。 授業後は、共有した
フィールドワーク結果をもとに復習し、
理解を深める。

6第 回 時間

個人ごとに整理したフィールドワー
クの成果をグループワークにて共有
する。

7 地域における政策課題の把握 事前に、地域における政策面の課題をイ
ンターネットや参考図書をもとに調べ、
考える。 授業後は、示された具体的な政
策課題を復習し、その理解を深める。

4第 回 時間

行政が考える地域の現状等の理解や
解説等により、地域の具体的な政策
面の課題を理解する。

8 調査内容のまとめ（調査報告会資料
の作成①）

事前に、NPOや事業者、行政などの各主体
からの話題やフィールドワーク結果をま
とめやすいように再整理する。 授業後
は、まとめた調査内容をもとに復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

NPOや事業者、行政などの各主体か
らの話題やフィールドワーク結果を
もとに、調査内容をまとめる。

9 フィールドワーク・インタビュー調
査等の準備

事前に、フィールドワークやインタ
ビュー調査の構成や内容などを考える。
授業後は、共有した調査方法等を復習
し、理解を深める。

4第 回 時間

各主体の話題やフィールドワークを
通して感じた疑問点など、多様な主
体に訊ねたいことを整理し、調査計
画を検討する。

10 提案内容のまとめ（調査報告会資料
の作成②）

事前に、地域の問題・課題の解決策を、
他都市の事例などを参考に考える。 授業
後は、検討した提案内容をもとに復習
し、理解を深める。

4第 回 時間

これまでの調査結果などから地域の
問題・課題解決策の提案を検討する
。

11 フィールドワーク・インタビュー調
査等の実施②

事前に、フィールドワーク・インタ
ビュー調査に必要な資料や備品等を準備
する。 授業後は、フィールドワーク・イ
ンタビュー調査の内容などを整理し、ま
とめる。

6第 回 時間

第9回に検討した調査計画をもとに
、フィールドワーク・インタビュー
調査等を実施する。

12 最終調査報告会の資料作成 事前に、最終調査報告会に向けて発表の
構成や内容を考える。 授業後は、最終調
査報告会に向けて整理した発表内容の理
解を深める。

4第 回 時間

これまでの調査結果をもとに、最終
調査報告会へむけてのプレゼン資料
を作成する。

13 最終調査報告会 事前に、最終調査報告会の発表準備を行
う。 授業後は、出された意見などを整理
し、その理解を深める。

4第 回 時間

グループごとに発表を行う（報告15
分+質疑応答5分程度）。

14 調査報告書の作成 事前に、調査報告書の構成や記述内容な
どを考え、作成の準備を行う。 授業後
は、これまで学んだ内容を復習し、今後
の学びや進路選択に役立てる

4第 回 時間

最終成果として調査報告書を作成す
る。

2340

- 151 -



授業科目名 公法Ⅱ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　この科目では、自然災害や新型コロナウィルスなどの様々な社会的課題を解決するための行政活動とそれを担う組織、その活
動の是正の仕組みを、法的に把握・分析し、問題を発見し、解決するための枠組みを考察します。
実際の事件や社会問題をモデルとした事例から行政法を説き起こしていきます。
　基本的な事項を分かりやすく講義することを何よりも心がけますが、アクチュアルな問題や最新の判例なども取り上げます。
　事前にテキストの該当箇所をよく読んでもらい、受講者同士および受講者と教員の間で意見交換をしながら、それぞれのテー
マの問題点について理解を深めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

憲法・行政法についての理解 国及び地方公共団体と市民との間
の、いわばタテの法律関係におい
て生ずる様々な紛争につき、適切
に事案分析を行った上で争点を見
極め、適切な実践的法的解決方法
を説得力ある法的議論でもって提
示できる。

汎用的な力

1．DP８.他者とのコミュニケー
ション

自身の考えを的確かつ論理的に他
者に伝えられるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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2341

授業中課題

70

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

定期レポート

20

定期レポート試験の内容により問題発見力と実践力を評
価する。講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを
超えたレポート内容を合格とする。単にテキストや講義
資料の内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『社会とつながる行政法
入門　第2版』

大橋洋一 有斐閣・・ 年・2021

参考文献等

①大橋洋一『行政法Ⅰ（第4版）I・Ⅱ（第4版）』（有斐閣・2019年、2021年）、②神山智美『行政争訟入門　事例で学ぶ個別
行政法〔第2版〕』（文真堂・2021年）、③木村琢磨『プラクティス行政法（第3版）』（信山社・2022年）、④斎藤誠ほか『行
政判例百選Ⅰ・Ⅱ（第8版）』（有斐閣・2022年）、⑤芝池義一ほか『判例行政法入門（第7版）』（有斐閣・2022年）、⑥橋本
博之『行政判例ノート（第4版）』（弘文堂・2020年）、⑦原田大樹『判例で学ぶ法学 行政法』（新世社・2020年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
　「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をするように。
　やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出るように。
　この授業では、クラティック・メソッドによる質疑と討議により、実践的な知識の涵養を目指しますため、受講生には、毎
回、十分に予習をすることが求められます。事前にポイントとなる予習内容を提示しますので、幅広い、かつ質的にも十分と言
える予習が必須です。
　更に、毎回、十分に復習することが大切です。
　教科書が手許にあることを前提に授業が進められるので、教科書は必ず準備してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 災害時における行政の役割と行政
法：行政法への招待

配布レジュメを読み、ワークシートを基
に「災害時における行政の役割」につい
て復習しておく。

4第 回 時間

・路上生活者の避難所利用を当該避
難所設置自治体の住所がないことを
理由に拒否できるか。

2 法律による行政の原理を学ぶ：ごみ
屋敷対策

テキスト10～19頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「法律による
行政の原理」について予習しておく。

4第 回 時間

・観光地に現れたごみ屋敷
3 行政上の一般原則を学ぶ：生活保護

制度と一発レッドカード
テキスト20～26頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政上の比
例原則」について予習しておく。

4第 回 時間

・生活保護制度の現状と課題
・比例原則とは

4 行政行為を学ぶ：お年寄りと子ども
を守れ

テキスト37～45頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政行為」
について予習しておく。

4第 回 時間

・規制行政としての業務停止命令
・給付行政としての保育サービス提
供

5 行政手続を学ぶ：水際作戦と孤独死 テキスト46～54頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政手続」
について予習しておく。

4第 回 時間

・大都市における孤独死
・日本型行政スタイルと行政手続の
効用
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6 行政計画を学ぶ：マンション選びク
イズ

テキスト64～73頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政計画」
について予習しておく。

4第 回 時間

・住民主体の街づくりとは
・都市計画を巡る法的紛争

7 行政指導を学ぶ：江戸の敵を長崎で
討つ

テキスト74～81頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政指導」
について予習しておく。

4第 回 時間

・行政指導とは
・善玉行政指導と悪玉行政指導
・行政指導の限界

8 ロックダウンは憲法違反？：行政上
の義務の実効性確保を学ぶ

テキスト93～100頁と事前配布レジュメを
読み、ワークシートを基に「行政上の義
務の実効性確保手段」について予習して
おく。

4第 回 時間

・感染症対策の法的仕組み
・代表的手法としての行政刑罰
・義務履行確保と即時執行

9 いじめ事件の真相に迫る：情報公開
法を学ぶ

テキスト101～110頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「情報公開
制度」について予習しておく。

4第 回 時間

・情報公開と公立図書館
・社会のデータベースとしての行政
機関
・事故情報の開示請求

10 行政訴訟を学ぶ①：タヌキの森はい
ま

テキスト111～120頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「取消訴
訟」について予習しておく。

4第 回 時間

・マンション建築紛争
・取消訴訟とは
・利用条件の審査

11 行政訴訟を学ぶ②：ごみ処理の悩み テキスト130～138頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「住民訴
訟」について予習しておく。

4第 回 時間

・当事者訴訟
・住民訴訟

12 行政不服申立てを学ぶ：生活の糧を
守る

テキスト139～148頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「行政不服
申立て」について予習しておく。

4第 回 時間

・行政機関への不服申し立て
・処分に対する審査請求
・公正な審理

13 国家賠償を学ぶ：ピラミッド崩壊 テキスト149～157頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「国家賠
償」について予習しておく。

4第 回 時間

・学校事故と損害賠償請求
・学校教育と公権力の行使
・公務員の故意・過失

14 損失補償を学ぶ：津波から命を守る テキスト158～169頁と事前配布レジュメ
を読み、ワークシートを基に「損失補
償」について予習しておく。

4第 回 時間

・多重防御によるリスク管理
・土地収用とは何か
・損失補償
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授業科目名 公共社会学

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業は、社会学の主要な領域の概念と理論について現実の事象に照らし合わせながら探究していきます。
特に後半では「公共」と関わりの深い領域(環境、都市と地域、公共圏)を重点的に学びます。
社会学の出発点は「世の中に対する違和感」ともいえます。その違和感から学問的な問いが立てられ、数々の理論が生まれてき
ました。
あなた自身は何者なのか(アイデンティティ)、そしてあなた自身を取り巻くもの(家族、仲間、コミュニティ、都市、自然環境
など)の本質とは何であり、
これからどこへ向かおうとしているのか、そこであなたはなにができるのか、その解のひとかけらをこの授業で見つけることを
期待します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

現代的テーマに即した社会学の理
論と知見

ジェンダーや家族、地域社会、メ
ディア、NPOといった現代的テーマ
に即した社会学の最新の知見に触
れる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

各テーマでの社会学の知見に触れ
ることを通して、我々を取り巻く
社会にはどのような課題があり、
そして私たちはその課題にどのよ
うに関わっているのかに気づく

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

受講生どうしの対話を通して、互
いの経験知や理解、分析視座を交
換・共有し、新たな知を創造する
コミュニケーション力を身につけ
る

3．DP10.忠恕の心 授業の学びを通して社会に生きる
多様な当事者の声に触れ、そうし
た当事者の課題を「自分ごと」と
して共感する力を身につける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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成績評価

注意事項等

各回で授業内でのワークやミニレポートを課し、授業時間内の所定時間内に提出することを求める。限られた
時間内に解答をまとめる能力を磨くことも主眼として、提出するスピードも部分的に評価の対象とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業時の課題

60

毎回授業の事前課題や「問い」に対する自主学習の質を
独自ルーブリックにより評価します

：

％

期末レポート

40

関心のある社会課題を取り上げ、それを社会学の視点や
理論を通して分析し、その解決方法やそれに向けた自分
の人生におけるアクションについてレポートを作成しま
す。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・「よくわかる社会学[第3版] (やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ) 宇都宮京子／西澤晃彦（ミネルヴァ書房／2020
年)
・「よくわかる社会学史(やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ) 早川洋行(ミネルヴァ書房／2011年)
・「大学4年間の社会学が10時間でざっと学べる」 出口 剛司（KADOKAWA／2019年）
・「社会学入門－人間と社会の未来」 見田 宗介（岩波書店／2006年）
・「古市くん、社会学を学び直しなさい!!」 古市 憲寿（光文社／2016年）
・「社会学入門－社会とのかかわり方」 筒井 淳也／前田 泰樹（有斐閣／2017年）
・「大学生のための社会学入門」 篠原 清夫／栗田 真樹（晃洋書房／2016年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション／社会学とは何
か・基本的視座

・授業シラバスを事前に確認しておく・
テキストを事前購入し、全体に目を通し
ておく

4第 回 時間

1 授業の説明
2 社会学とは何か
3 社会学の基本的視座
　　行為論・相互作用論・構造論

2 アイデンティティ: 〈私〉をめぐる
社会学①

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 自己について
2 自我と他者とのコミュニケーショ
ン
3 第二の近代における自己
4 記憶と忘却

3 社会的性格・準拠集団・イデオロ
ギー:  〈私〉をめぐる社会学②

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 文化とパーソナリティ
2 準拠集団論
3 イデオロギーとは
4 知識と社会

4 家族をめぐる社会学／若者と子ども
をめぐる社会学

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間
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1 家族の絆とは何か
2 結婚の個人化
3 夫婦の関係
4 親子の関係
5 「家」制度から夫婦家族制度,核
家族化へ:家族変動を捉える枠組み
6 閉じた家族,開く家族:脱近代家族

1 若者たちの「やさしい関係」
2 児童・生徒におけるいじめ
3 インセンティブ・ディバイド
4 子どもの貧困
5 青年期の長期化と友人関係

5 ジェンダーとセクシュアリティをめ
ぐる社会学

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1〈女らしさ〉〈男らしさ〉を問い
直す
2 ジェンダーの社会化
3 ワーク・ライフ・バランス
4 政治参画と公共圏
5 セクシュアリティとは何か
6 セクシュアリティとアイデンティ
ティ
7 セクシュアリティと結婚・家族・
国家

6 グローバル社会とエスニシティをめ
ぐる社会学

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 「エスニシティ」とは何か
2 国民国家とその課題
3 難民・移民をめぐる諸問題
4 多文化社会とその課題
5 日本の現状

7 メディアと情報化をめぐる社会学 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 メディアとは何か
2 活字メディアと近代社会
3 情報化社会とその実現
4 スマートフォン時代のインターネ
ット
5 情報化社会を捉える理論と方法
6 情報化社会の公共性

8 労働・職場をめぐる社会学／階層・
階級をめぐる社会学

授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 就業形態の多様化
2 フォーディズムと労使関係
3 ポストフォーディズム
4 感情労働

1 階級と階層
2 日本の階級・階層構造とその変動
3 階級再生産とメリトクラシー
4 社会的排除と貧困

9 社会的逸脱をめぐる社会学 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 デュルケームの理論
2 シカゴ学派の理論
3 緊張理論、逸脱の文化論、ラベリ
ング論

10 社会運動をめぐる社会学 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間
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1 デモと民主主義:社会運動は社会
を変える
2 社会運動:新しい社会運動とユニ
オン運動
3 NPO/NGOと市民社会
4 後期近代におけるボランティア活
動
5 東日本大震災とNPO・ボランティ
ア

11 環境をめぐる社会学 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 環境社会学の始まり
2 主要な問題領域
3 環境問題、環境共存の社会学的研
究

12 都市と地域をめぐる社会学　序編 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 都市社会学の誕生
2 戦後日本の都市社会学の展開
3 脱工業化時代の都市社会学
4 地域再生にむけて

13 都市と地域をめぐる社会学　本編 授業テキスト(classroom 事前配布)を精
読する・わからない用語があれば調べて
おく・気になることは自ら探求学習して
おく

4第 回 時間

1 人間にとって都市とは何か:アー
バニズム論の系譜
2 シカゴ学派:都市社会学の「発生
」
3 コミュニティはどこにあるのか
4 都市の死: ディズニーランド化・
ジェントリフィケーション・郊外

14 公共圏・新しい公共 ・この授業全体を通して何を学んだかを
考えておく

4第 回 時間

1 ハーバーマス: 公共性の構造転換
2 公共圏
3 新しい公共
4 新たな問いの設定: 我々は何を見
出していくべきか
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授業科目名 スポーツマネジメント基礎Ⅰ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年・2年 2

古川拓也・青野桃子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツをマネジメントするうえで、教養としてのスポーツ科学の知識が必要となる。スポーツ科学とは、スポーツに関連する
様々な現象や動向を科学的に検証し、考察する学問分野である。本講義では、スポーツ科学が扱う分野を知り、各分野でどのよ
うなことを学ぶのか、その概要について学ぶ。主な分野としてスポーツ史・スポーツ教育・スポーツ文化・健康スポーツ・ス
ポーツコーチング・アスレティックトレーニングなどを取り扱っていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的な力の修得 スポーツに関する教養知識を学
び、スポーツマネジメントへのス
ポーツ教養の応用について説明す
ることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツに関する教養を学びつ
つ、関連した課題について自身で
情報を収集し、考察することがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

①振返りレポート、②グループワークへの関わり、③期末レポートで評価する。それぞれの点数配分と基準は
以下のとおり、

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

①振り返りレポート

40

独自のルーブリックを用いて評価します。：

％

②講義内課題への取り組み

20

講義内で課せられた課題への取り組みについて、独自の
ルーブリックを用いて評価します。

：

％
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③期末レポート

40

講義全体の内容を踏まえて、正確な理解と思考力を問う
レポートを出題し、独自のルーブリックを用いて評価し
ます。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・「図説スポーツの歴史　世界スポーツ史へのアプローチ」　大修館書店
・寒川恒夫編著「よくわかるスポーツ人類学」ミネルヴァ書房
・井上俊・菊幸一編著「よくわかるスポーツ文化論」ミネルヴァ書房

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前30分

場所： 研究室・教室

備考・注意事項： 何か、質問があればいつでも研究室に来てください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション～スポーツとは
何か？～

本講義を受講する目的意識を確認してお
きましょう。

4第 回 時間

講義の実施方法について説明します
。また、本科目を始めるにあたり、
スポーツの本質的な意義やスポーツ
観（スポーツ目的論・手段論）につ
いて学びます。

2 人類の歴史とスポーツ（１）～古代
から近世～

高校の世界史・日本史の教科書・参考書
を通読する。

4第 回 時間

古代ギリシャ・ローマ時代から中世
までの歴史とスポーツの関わりを学
びます。

3 人類の歴史とスポーツ（２）～近代
から現代～

高校の世界史・日本史の教科書・参考書
を通読する。

4第 回 時間

近代から現代までの歴史とスポーツ
の関わりを学びます。

4 スポーツと文化 自身の趣味（例：旅行、アニメ、食な
ど）とスポーツの関わりについてまとめ
る。

4第 回 時間

文化を「社会の成員が有する行動様
式や生活様式全般」と捉え、スポー
ツの文化的な側面に着目した学びを
深めます。

5 地域社会とスポーツ 自分が住む地域の住民が日頃行っている
スポーツについて調べる。

4第 回 時間

地域の住民の営みにおいてスポーツ
が果たしている意義や役割に触れま
す。地域における「スポーツライフ
」の実現に寄与している様々な組織
（総合型地域スポーツクラブ、民間
スポーツクラブ、スポーツ少年団な
ど）に関する学びも行います。

6 スポーツ政策 第二期スポーツ基本計画を読込み、自身
が気になる政策領域について、疑問点や
気になる点を挙げておくこと。

4第 回 時間

日本のスポーツ政策を概観します。
国や地方自治体をはじめとして、公
益に資する活動を行う非営利セクタ
ーを観察し、日本のスポーツ政策の
現状と課題点を考察します。

7 スポーツと健康 健康寿命の考え方を調べ、まとめておき
ましょう。

4第 回 時間

キーワードは生涯スポーツ、健康寿
命です。生涯、健康に過ごすために
スポーツをどの様に捉え、関わって
くことが必要なのか、考えていきま
す。

8 スポーツと心理 アスリートやチームなどで心理面が競技
成績に影響を及ぼしたと思う事例を調べ
る。

4第 回 時間
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スポーツを行う個人やチーム・組織
が高いパフォーマンスを生み出す上
で「心理」の影響は無視できません
。スポーツ心理学の初歩的な学びを
行います。

9 スポーツと教育 スポーツの教育的効果として期待されて
いることを考え、まとめておきましょ
う。。

4第 回 時間

歴史を辿ると、スポーツと教育は大
いに関係してきました。スポーツが
教育に用いられるようになった経緯
や、スポーツによって期待される教
育的効果について議論し、考えを深
めます。

10 子どものスポーツ 第9回を振返り、子どものスポーツと教育
の関係性について自身の考えをまとめて
おきましょう。

4第 回 時間

子どもにとって望ましいスポーツの
在り方について考察していきます。
スポーツ少年団や部活動などの組織
や制度のみならず、保護者の関わり
方についても議論します。

11 スポーツコーチング 自身の体験から、良いスポーツコーチン
グとはどのような指導か、自分なりに考
えておきましょう。

4第 回 時間

減少傾向にあるものの根強く残って
いる、日本のスポーツ指導現場の体
罰問題。本講義では科学的根拠に基
づいたコーチングやその在り方につ
いて学び、考察していきます。

12 アスレティックトレーニング フィットネス産業において、どの様なト
レーニングが現在流行しているか、概観
しておきましょう。

4第 回 時間

競技力向上や健康づくりに欠かせな
いトレーニングの知識について概観
します。さらに、トレーニングに関
連したスポーツビジネスについても
触れていきます。

13 スポーツと科学技術 最新の情報通信技術やAIを活用したス
ポーツの事例を調べる。

4第 回 時間

科学技術の進歩・発展に伴い、スポ
ーツのあり方や様相も変化を遂げて
います。科学技術とスポーツの関わ
りについて学びます。

14 スポーツの教養とスポーツマネジメ
ント

本講義を振返り、疑問点や確認しておき
たい点をまとめておきましょう。

4第 回 時間

スポーツに関する教養を学んだうえ
で、スポーツマネジメントへどの様
に応用していくことが可能か、全体
を振り返りながら振返り、スポーツ
マネジメントの基本的な考え方を学
びます。

2352
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授業科目名 スポーツマネジメント基礎Ⅱ

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

植田真司・坂中勇亮

講義

該当する

植田：体育教員やアスリート等へのスポーツマンシップについての指導経験（全７回）
坂中：体育協会の業務に従事（全７回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「スポーツマネジメント基礎Ⅰ」に引続き、スポーツマネジメントに関連する基礎的な専門知識を修得するとともに、人間力や
考える力を養うことを目的とする。前半は、人間力を養うために、徳育、スポーツマンシップ、人を思いやる心など、自己のマ
ネジメントまたはチームのマネジメントについて学ぶ。後半は、地域スポーツやスポーツ行政、障害者スポーツ、スポーツボラ
ンティア、スポーツ団体・組織などのマネジメントについて基礎を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツマネジメントに関する基
礎知識の習得および人間力・課題
解決力の育成

スポーツマネジメントの実例に基
づいた基礎的な知識を習得すると
ともに、授業内での個人ワークや
グループワークを通じて人間力・
課題解決力の向上を目指す

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会の課題に気づく。

2．DP10.忠恕の心 人の気持ちが分かり、共感でき
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

①毎回のレポート、
②毎回の授業への関わりと協調性
③中間レポート(7回終了時)
④最終レポート(14回終了時)
の4つで評価する。それぞれの点数と基準は以下のとおり。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

①毎回のレポート

42

14回×3点（内容点）
自身の考えを論理的に記述できているかで評価する。

：

％

2352
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②毎回の授業の関わりの様子

28

授業での積極的な態度、グループワーク等での協調性等
を評価する。

：

％

③中間課題レポート

15

7回目以降提出、講義の内容を理解し、自分の考えを論理
的に整理し、文章にまとめることができているかで評価
。

：

％

④期末課題レポート

15

14回目以降提出、講義の内容を理解し、日常の課題に気
づき、学んだことをどのように活かすのかを計画できて
いるかで評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回、講義の中で紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
【履修条件】
必修であるので条件はないが、一定の基準をクリアしないと単位は取得できない。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5限

場所： 研究室

備考・注意事項： 何か、質問があればいつでも研究室に来てください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション～スポーツの役
割～

スポーツの役割について調べる 4第 回 時間

スポーツの役割について、スポーツ
マネジメントとしての役割として基
礎知識を学ぶ

2 スポーツマンシップを考える スポーツマンシップを行動に移す 4第 回 時間
スポーツ事例を元に、アスリートの
行動について議論し、スポーツマン
シップがなぜ大切なのかを学ぶ

3 スポーツ映画で学ぶ人間力（１）学
生スポーツにおける文武両道

他の映画を観て学ぶ 4第 回 時間

映画より、アメリカにおける学生ス
ポーツにおけ文武両道の必要性につ
いて学ぶ

4 スポーツ映画で学ぶ人間力（２）ス
ポーツにおけるコミュニケーション

他の映画を観て学ぶ 4第 回 時間

映画より、徳の大切さ、人と人の信
頼関係の大切さを学ぶ

5 セルフマネジメント 悪い習慣を改め、良い習慣を増やす 4第 回 時間
トップアスリートやビジネスの成功
者の考え方や習慣など共通点と自己
管理について学ぶ

6 チームマネジメント フォロワーシップを実践する 4第 回 時間
組織における、リーダーとフォロワ
ーの役割、リーダーシップの重要性
について学ぶ

7 スポーツとキャリア 前半講義のレポートを作成する。 4第 回 時間
仕事とは何か？　どのような仕事が
あるのか？　なぜ仕事をするのか？
スポーツ産業市場の動向は？　組織
で求められる人材とは？　そのため
に、スポーツを通じて何を学び、ど
のようなキャリアを身につけるのか
。体育系人材の強みと弱みなど、共
に考えます。

8 スポーツ行政（１）スポーツ行政の
仕組み

文献を読みスポーツ行政について理解を
深める

4第 回 時間

スポーツ行政の仕組みを理解する
国及び地方自治体のスポーツ行政の
実態を紹介
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9 スポーツ行政（２）スポーツ事業の
実例

行政が主催するスポーツ大会について調
べる

4第 回 時間

行政が実施するスポーツ事業につい
て理解する
地方自治体における実際の業務内容
等を紹介

10 地域スポーツのマネジメント 総合型クラブやスポーツ少年団の活動を
調べる

4第 回 時間

地域スポーツの概要について理解す
る
地域で活動する総合型クラブやスポ
ーツ少年団などを紹介

11 スポーツ組織のマネジメント 日本スポーツ協会のHPから同協会の事業
概要を調べる

4第 回 時間

日本の代表的なスポーツ組織につい
て理解する
日本スポーツ協会を事例に事業内容
を中心に説明する

12 障がい者スポーツのマネジメント 文献を読み障害者スポーツが抱える課題
について考える

4第 回 時間

障がい者スポーツについて理解する
パラリンピック大会を事例として紹
介

13 スポーツボランティアのマネジメン
ト

自身が興味・関心のあるスポーツボラン
ティアの内容を調べて概要をまとめる

4第 回 時間

スポーツボランティアについて理解
する
シティマラソン大会における活動を
事例として紹介

14 子どもスポーツのマネジメント 子どものスポーツ格差についての理解を
深める

4第 回 時間

小中学生のスポーツについて理解す
る
近年のジュニアスポーツにおける課
題や、その解決に向けた新たな取り
組みを紹介する。
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授業科目名 スポーツビジネス入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

岡田功

講義

該当する

岡田：新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材。折に触れて日本のプロスポー
ツクラブに経営のアドバイスを行ってきた（全14回）
外部講師A：Bリーグクラブ前社長（元プロ野球「パシフィックリーグマーケティング」幹部）（第9
回目）
外部講師B：プロサッカー選手のエージェント（第13回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツには、「する」「みる」「ささえる」など様々な関わり方がある。また、スポーツビジネスといっても、スポーツ用品
の販売からプロスポーツリーグ・クラブの運営、スポーツイベントの開催、スポンサーシップ、eスポーツまで、裾野の広い商
品やサービスを扱う。本講義ではスポーツへの多様な関わり方について理解をしつつ、スポーツビジネスに関する事例や理論を
紹介しながら、スポーツビジネスについての基本的な考え方を修得することを目的とする。
本科目は基本的に講義形式で行うが、Google Classroomや毎回の授業へのコメントシートを活用し、受講生の考えや疑問を共
有・検討するアクティブラーニングを取り入れる。また、外部講師を招きスポーツ現場での話を聞く機会を設けるため、一部の
授業はオンライン形式で行う場合もある。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツビジネスに関する基礎的
な知識

「する」「みる」「ささえる」ス
ポーツのビジネスと基礎理論を理
解するとともに、課題を把握する
ことができる

2．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

プロスポーツリーグ・クラブの運
営の基礎知識

すそ野の広いスポーツ産業の特徴
を理解しつつ、プロスポーツクラ
ブの運営の基礎知識を修得する

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

収集した資料から、スポーツビジ
ネス業界の課題を検討できる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

スポーツビジネス業界の課題につ
いて、自身で解決策を立案・提案
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること
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原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加度

25

授業での積極的な発言、プレゼンテーションの内容を独
自の評価指標に基づいて評価します。

：

％

レポートの提出

25

授業で出す課題についてのグループまたは個人のレポー
ト、授業外学修の課題レポートについて独自の評価指標
に基づいて評価します。

：

％

期末テスト

50

年間を通じてスポーツビジネスの講義内容を理解できて
いること。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、授業の中で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

備考・注意事項： 教員に都度確認を取ること

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ ガイダンス、スポーツビジネスのス
テークホルダー

スポーツビジネスのステークホルダーに
ついて、あらかじめ自分の考えをまとめ
ておく

4第 回 時間

初めに講義概要について説明する。
その後、スポーツのビジネスの世界
にあって、誰がステークホルダーに
あたるのかについて考える。

２ スポーツと企業 日本のスポーツ界を支えてきた企業ス
ポーツ（社会人スポーツ）について自身
で資料を調べる

4第 回 時間

日本では、プロとアマチュアをつな
ぐ「社会人」「実業団」が存在し、
企業がある面、スポーツを発展させ
てきた歴史がある。1990年代、バブ
ル崩壊で支援を打ち切る企業が続出
したが、近年になって再び企業スポ
ーツや企業によるスリーと支援が脚
光を浴びている。企業側の狙いとメ
リット、デメリットは何か、プロと
の違いは何かについて考察する。

３ プロスポーツクラブの経営 プロスポーツチームがどのような収入を
得ているか、本やネット等で事前に調べ
る

4第 回 時間

プロスポーツクラブはどのように稼
ぎ、どのようにお金を使っているの
か。また、プロスポーツクラブがお
金を稼がなければならない理由はな
にか。クラブの基本的な収入・支出
構造について学ぶ。

４ スタジアム＆アリーナ 好きなスタジアムの所有者、オペレー
ター、核テナントなるスポーツクラブ、
建設費などの基礎データを調べ、授業初
めにレポートして提出する

4第 回 時間

「稼ぐ」スタジアムへ進化を遂げて
きたスタジアムとアリーナの建設・
運営について基本的な知識を習得す
る。また、スタジアム運営を自治体
が外部団体に委託する指定管理者制
度についても触れる。
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５ スポンサーシップ スポンサーシップの具体例について、事

前に調べ、レポートとして提出する
4第 回 時間

企業マネーはプロスポーツクラブの
経営にとどまらず、スポーツイベン
トの開催、スタジアム建設・運営な
どあらゆるシーンで欠かせない存在
になっている。なぜ企業は巨額のお
金を投じてまでスポンサーになろう
とするのか。メリットはあるのか。
スポンサーシップについての基本知
識を学ぶ。

６ メガスポーツイベント 自身でオリンピックの商業化について調
べる

4第 回 時間

オリンピックが商業化されたのは19
84年ロサンゼルス五輪以降で、その
歴史はまだ浅い。オリンピックが商
業化を迫られた理由、その功罪につ
いて考える。

７ リーグとは スポーツリーグについて、下調べをして
おく

4第 回 時間

スポーツリーグは、成績次第で降格
もあり得る「欧州型」リーグと、チ
ームが固定された「アメリカ型」リ
ーグに大別される。それぞれのリー
グの特徴や強みなどの理解を深める
。

８ 科学の発展とスポーツの関わり 科学技術の発展とスポーツの関りについ
て自分で調べる

4第 回 時間

スポーツ記録の向上、プレースタイ
ルへの影響、より魅力的な観戦（Ｖ
Ｒ映像など）など、科学技術の進歩
が果たした役割について学ぶ。また
、eスポーツなど将来のスポーツに
ついても展望する。

９ 外部講師による特別講義A（Bリーグ
とプロ野球ビジネスの現場）

Bリーグクラブとプロ野球のパ・リーグが
設立したマーケティング会社について自
身で事前に調べる

4第 回 時間

現在はバスケットBリーグクラス社
長で、以前はプロ野球パ・リーグが
設立したマーケティング会社で働い
た経験のある人を特別講師に招き、
Bリーグのビジネスとプロ野球ビジ
ネスについて講義をしてもらう。

10 スポーツツーリズム 学習課題　武道憲章を読み、「武道とは
何か」について理解を深める

4第 回 時間

世界で成長し続けているスポーツツ
ーリズム産業。スポーツ庁は日本へ
のインバウンドをさらに掘り起こす
ために、「武道」に焦点を当てた「
武道ツーリズム」を押し出そうとし
ている。海外でも愛好者が多く、発
祥地である日本への関心・訪日意欲
を喚起できるためだ。スポーツツー
リズムの中でもここでは「武道ツー
リズム」に焦点を当て、考察する。

11 スポーツ流通 スポーツ用品の流通について、自分で事
前に調べる

4第 回 時間

スポーツ用品メーカー、スポーツシ
ョップ店、フィットネスクラブ……
。裾野の広いスポーツ産業について
、その流通、ブランド戦略等につい
て学ぶ。

12 スポーツとメディア オリンピックやプロスポーツリーグが得
ている放映権料について調べる

4第 回 時間

オリンピックなどのメガスポーツイ
ベントでも、プロスポーツ界でも、
今やテレビの放映権料はチケット収
入よりも比重が高い。放映権ビジネ
スが巨大化した理由などについて考
える。

13 外部講師による特別講義B（プレイ
ヤーとエージェント）

プロ選手の移籍に絡む問題を、あらかじ
め自身で調べる

4第 回 時間
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サッカーや野球など人気のあるスポ
ーツでは、スター選手の年俸が高騰
している。代理人（エージェント）
が絡み、選手の移籍はビジネス化す
る一方で、年俸を上げたい選手側の
取り組み（ストライキなど）と年俸
を抑制したい経営側の動き（サラリ
ーキャップ制導入など）が激しくぶ
つかる。外部講師の講義を聴きなが
ら、選手に焦点を当てたビジネスに
ついて考える。

14 ｅスポーツ ｅスポーツに関する新聞、書籍を探し、
読んでおく

4第 回 時間

近年、大きく市場が伸びているｅス
ポーツ。１億円以上を稼ぐプロゲー
マーもおり、国体の種目にもなり、
オリンピックの競技種目への採用も
検討されている。しかし、ｅスポー
ツは通常のスポーツと大きく異なる
構造もある。ｅスポーツの基本構造
について学ぶ。

2364
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授業科目名 ウェルネスサービスビジネス論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

植田真司・青野桃子

講義

該当する

健康経営、生産性向上業務にかかわる　植田（7回）、

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ウエルネスとは何か、健康だけに留まらず、幸福感、生きがい、人間の成長など基礎的な知識や、スポーツとウエルネスとビジ
ネスの関係を総合的に学びます。また、スポーツがどのようにウエルネスと関係しているのか。生産性の向上など健康であるこ
とが如何にビジネスにに影響するのか。ウエルネスビジネス市場の動向や、具体的に心身をより良い状態にするために何をすれ
ばよいのかなどについて学び、ウエルネス関連ビジネスで活躍できる人材育成を目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツを通じてウエルネスを理
解する

人・モノ・金などの資源を活用す
る力を養う

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

さまざまな角度から問題を解決す
る力を養う

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内小レポート

70

授業内容を理解しているか　理解している5点　していな
い0点

：

％

課題レポート

10

レポートの課題に対する回答を総合的に評価：

％

定期試験

20

講義の理解度：

％

使用教科書

特に指定しない

2364
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2365

参考文献等

【参考文献】必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 植田：月曜５限、青野：水曜２限

場所： 植田：西館３F、青野：西館４F

備考・注意事項： いつでも、研究室に来てください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション／ウエルネスと
は　　植田

配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

ウエルネスとは何か、ヘルスケアと
の違い、ウエルネス産業の市場規模
、各分野の概要について説明。さら
に、健康、幸福、生きがい、人間の
成長について学ぶ。

2 スポーツとウエルネス・健康の関係
植田

配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

スポーツの意味や役割について説明
。
特に、スポーツ・運動と健康や幸福
感の関係について学ぶ。

3 幸福な国や地域の価値観・考え方を
学ぶ　植田

配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

北欧の国（デンマーク、スウェーデ
ン）、沖縄、宮崎などの価値観や、
オールドリッチとニューリッチなど
の価値観の違いについて学ぶ。

4 健康経営について　植田 配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

健康経営＝ヘルシーカンパニーにつ
いて説明
健康経営のメリット
運動・睡眠、栄養、行動変容につい
て学ぶ。

5 ウエルネス市場・フィットネス市場
についての動向　植田

配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

フィットクラブなどの変遷
カーブスやライザップのビジネスモ
デル
これからのニーズについて考える

6 幸福になる方法について考える　植
田

配布したプリントで講義の内容を復習す
る。

4第 回 時間

幸福に関する研究を基に、科学的に
何が人に幸福感を与えるのか学ぶ。
なぜ学ぶのか、仕事をするのか、学
びや仕事の意味を考える。

7 前半のまとめ　ウエルネスと幸福
植田

レポートの作成と提出 4第 回 時間

第1-6回の授業の振り返りを行う。
ウエルネスの役割、年齢や性別等に
よる価値観の違いを理解する。

8 フィットネス・ダイエット・ボディ
ポジティブ　青野

身近なダイエットの情報、商品について
情報収集する

4第 回 時間

ダイエットとSNSの関係
ダイエット市場
摂食障害について学ぶ

9 ウエルネスビジネスについてグルー
プワーク　青野

講義の内容をまとめ、今後議論すべき点
を整理する

4第 回 時間

「ウェルネスサービス」の知識を整
理
各人が、何が大切かを理解し、行動
するための考えを議論する。

10 日本の健康政策　青野 健康政策について資料を収集し理解する 4第 回 時間
日本の健康政策
「健康日本21」
身体活動量METｓ
健康寿命について学ぶ
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11 地方自治体・企業の健康プロジェク
ト　青野

健康寿命の延伸のためのプロジェクトに
ついて情報収集する

4第 回 時間

スマート・ライフ・プロジェクト
各地方自治体・企業での健康プロジ
ェクトについて学ぶ

12 日本国民のスポーツライフ　青野 講義の内容をまとめる 4第 回 時間
世論調査から見る日本のスポーツ「
する」「みる」「ささえる」の実態
について説明
資料の読み取りをおこなう。

13 運動実施率向上のためのグループ
ワーク　青野

運動実施率の向上策を調査する 4第 回 時間

日本の「する」スポーツの実態を理
解
日本のスポーツ実施率向上のための
アイデアをグループで議論する。

14 ウェルネスと私たちの暮らし　青野 授業で学習した内容を自身の生活に紐づ
けて理解する。

4第 回 時間

第8-13回の授業の振り返りを行う。

2365
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授業科目名 スポーツファイナンス入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2-4年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツファイナンスでは、①金融論における資金調達・資金運用の観点から、スポーツ産業での事業活動伴うファイナンスの
基礎を習得し②スポーツ固有のファイナンスの領域についても現実問題から学びを深める。③スポーツビジネスでの財務問題や
グローバルでのブランド・ライセンス展開などの問題についても学ぶ。
社会で日々起こっているニュースも交えながら、産業特有のファイナンス視点での問題発見をして、課題を把握して、将来社会
活動で活用できる能力を育成することを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツビジネス遂行に伴う資金
調達管理の実態と必要性の理解。

スポーツ固有のファイナンス領域
の知識習得から課題把握が出来
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツビジネスのファイナンス
領域に問題意識を持ち、課題を発
見することが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

課題提出は期限までに提出したもののみを評価対象とし、提出が遅れた場合は評価対象から外す。
授業内の小テスト・小レポートを内容に応じて実施予定。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での課題提出

60

講義内容に関係した具体的問題から、ポイントを把握し
てその解決が導けること。講義の内容をベースとして、
個人の考えを適切に記述できていること。

：

％

期末試験

40

期末試験で、スポーツファイナンスの講義科目を理解し
て、設問に回答できること。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2365
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2366

参考文献等

「スポーツファイナンス」原田宗彦・武藤泰明, 大修館書店

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
3年次からの「スポーツファイナンス応用」を履修希望の場合は、まずこちらの単位を取得しておくこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室（西館３階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス/スポーツファイナンス
の領域について

最近の話題からスポーツファイナンスの
領域を考える。

4第 回 時間

スポーツファイナンスの領域と学修
の意義をガイダンスで紹介する。
最近のTVやニュースで話題となった
事象を取り上げ、スポーツファイナ
ンスの領域と「ファイナンス」の重
要性を理解する。

2 貸借対照表（BS）とスポーツビジネ
ス

スポーツ関連の貸借対照表を調べて予習
を進める。

4第 回 時間

スポーツリーグや球団・クラブ等の
貸借対照表を紐解き、スポーツビジ
ネス特有の資産・負債の有り様を理
解する。

3 損益計算書（PL）とスポーツビジネ
ス

スポーツ関連の損益計算書を調べて予習
を進める。

4第 回 時間

スポーツリーグや球団・クラブ等の
損益計算書を紐解き、スポーツビジ
ネス特有の資金循環・収支構造を理
解する。

4 リーグ・競技団体の資金循環・ビジ
ネスモデル

主なリーグや競技団体のWEBサイトを見て
基本情報を収集しておく。

4第 回 時間

MLB（米国メジャーリーグ）やNPB（
日本のプロ野球）、海外サッカーリ
ーグやJリーグや、NBAやBリーグな
ど主要なリーグ、及び競技団体の資
金循環の有り様とビジネスモデルを
理解する。日本国内リーグと海外有
力リーグの資金規模や構造の比較と
要因分析も行う。

5 球団・クラブの資金循環・ビジネス
モデル

主な球団・クラブのWEBサイトを見て基本
情報を収集しておく。

4第 回 時間

MLBやNPB球団、海外の有力クラブと
Jリーグクラブにおける資金循環の
有り様とビジネスモデルを理解する
。海外と日本の球団・クラブの資金
規模や構造の比較と要因分析も行う
。

6 メガスポーツイベントの資金循環・
ビジネスモデル

オリンピック・パラリンピック公式サイ
ト等をみて基本情報を収集しておく。

4第 回 時間

オリンピック・パラリンピック、FI
FAワールドカップ、ラグビーワール
ドカップなど世界規模のスポーツイ
ベントにおける資金循環の有り様と
ビジネスモデルを理解する。過去か
ら現在に至る中で資金規模や構造の
変化を捉え、その要因を分析する。

7 ローカルスポーツイベントの資金循
環・ビジネスモデル

受講生の地元で行われているスポーツイ
ベントの情報を収集しておく。

4第 回 時間

マラソン大会、自転車ロードレース
、トライアスロン大会など地方自治
体が中心となり企画運営するスポー
ツイベントにおける資金循環の有り
様とビジネスモデルを理解する。

8 スタジアム・アリーナの資金循環・
ビジネスモデル

受講生の地元周辺にあるスタジアムやア
リーナの基本情報を収集しておく。

4第 回 時間

「スタジアム・アリーナ改革」の趨
勢により、全国で新設されるスタジ
アム・アリーナの建設運営における
資金調達・循環の有り様とビジネス
モデルを理解する。

9 スポーツブランドの資金循環・ビジ
ネスモデル

主なスポーツブランドのWEBサイトを見て
基本情報を収集しておく。

4第 回 時間
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ナイキ、アディダスをはじめとする
主要スポーツブランドにおける資金
循環の有り様とビジネスモデルを理
解する。

10 選手・アスリートの資金循環・ビジ
ネスモデル

関心ある選手・アスリートの競技成績や
スポンサー、CM出演歴など基本情報を収
集しておく。

4第 回 時間

有名選手・アスリートは自身が商品
化し、年棒や移籍に伴う契約金、大
会賞金、スポンサー契約料、メディ
ア出演料など多様な収入を得ている
。その資金循環の有り様とビジネス
モデルを選手・アスリート本人に加
えてマネジメント会社の機能・役割
もふまえて理解する。

11 スポーツと放送通信メディアの資金
循環・ビジネスモデル

DAZNなどスポーツ配信メディアの概要や
球団・クラブのSNSなど基本情報を収集し
ていおく。

4第 回 時間

放映権料の仕組みによるスポーツコ
ンテンツの放送・配信における資金
循環の有り様とビジネスモデルを理
解する。また、リーグや球団・クラ
ブ自体がメディア化して（オウンド
メディア化）コンテンツ配信や課金
徴収する同行と今後のスポーツとメ
ディアのあり方をファイネンス面か
ら捉える。

12 総合型地域スポーツクラブの収支 総合型地域スポーツクラブの基本概要を
理解しておく。

4第 回 時間

全国に存在する総合型地域スポーツ
クラブの収支構造を理解する。ドイ
ツなど欧州で多くみられるスポーツ
クラブとの比較分析も行う。

13 事業・収支計画作成 過去の授業回の内容を復習しておく。 4第 回 時間
これまでの授業で扱ってきたスポー
ツ事業体（リーグ、球団・クラブ、
イベント主催団体、メディア、総合
型地域スポーツクラブなど）の中か
ら特定のものを各自取り上げ、過去
の収支や資金構造をふまえて次年度
以降の事業・収支計画を作成する。

14 スポーツファイナンス授業のまとめ 14回目での内容の振り返りでスポーツ
ファイナンスの理解を深める。

4第 回 時間

スポーツファイナンス基礎の授業各
回の中から、主要テーマの重要項目
を振り返る。
振り返りとまとめから講義内容を復
習し、最終の期末試験の注意事項を
伝える。
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授業科目名 スポーツ経済論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年～4年 2

植田真司・藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経済学とは、世の中の資源を最適な配分方法にモデル化し、より良い社会の実現を目的とした学問領域です。この講義では、経
済学の考え方を応用し、スポーツを通して豊かな社会を実現する施作について考ます。具体的には、大阪・関西経済に焦点を合
わせて、スポーツ産業やスポーツビジネスがどのような形で経済や社会の発展に貢献しているのかを学びます。講義の前半（藤
森担当）は、経済学の基本的な概念とスポーツ分野への応用について考えます。後半（植田担当）は、スポーツが大阪の経済に
どのように影響をもたらしたのかを学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

経済学の知識を活用した、スポー
ツ産業の分析。

経済学的視点から、スポーツ産業
の現状と課題について考察できる
ようになる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経済学という学問領域の理解、お
よびその知識の応用。

経済学を応用して、スポーツに関
する議論を展開できるようにな
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツに関する諸問題を経済学
的視点から考察する力を身につけ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

中間試験（藤森担当分）

40

スポーツ経済学の基本的な概念を理解できているかどう
かを評価します。

：

％

期末レポート（植田担当分）

40

大阪におけるスポーツの歴史とスポーツがどのように経
済や社会に貢献できるかを理解できているかを評価する
。

：

％

平常点 毎回の授業のポイントを理解できているかどうかを評価
します。

：
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20 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「特になし」　随時紹介します

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
本科目を履修する場合、大学共通科目の「現代社会と経済」を事前に履修済であることが望ましいです。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限（藤森）、月曜日5限（植田）

場所： 個人研究室　西館２F（藤森）、西館３F（植田）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 導入：スポーツと経済学　　藤森 経済学の研究領域についての理解と各自
の研究テーマとの関連性について考え
る。

4第 回 時間

授業計画について話をするとともに
、経済学を応用したスポーツ関連の
研究の可能性についてお話しします
。

2 経済学の概念　　藤森 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（経済学という学問の特性とその目
的について理解を深める）。

4第 回 時間

経済学という学問領域についての基
本的な考え方について紹介します。

3 GDP、経済成長とスポーツ産業
藤森

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（GDPの概念について理解を深めると
ともに、マクロ経済の中でのスポーツ産
業の位置付けについて考える）。

4第 回 時間

GDPの定義と経済成長についての説
明をします。また、その中でスポー
ツ産業がどのような形で関わってい
るのかを講義します。

4 メガスポーツイベントと経済学：景
気循環とスポーツ　　藤森

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（マクロ経済におけるめがスポーツ
イベントのインパクトについて考え
る）。

4第 回 時間

景気循環の概念についてお話をした
うえで、オリンピック等のメガスポ
ーツイベントが景気にどのような影
響を与えているのかについて、具体
例を挙げながら説明します。

5 マクロ経済学とスポーツ：Sport
for Tommorowとスポーツ産業　　藤
森

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本経済と政府のスポーツ政策の
方向性につ考える）。

4第 回 時間

日本のスポーツ政策「Sport fo Tom
morow」についてお話したうえで、
日本のスポーツの発展が日本経済に
与えるインパクトについて説明しま
す。

6 地域経済とスポーツ振興：関西経済
の問題点とスポーツ産業　　藤森

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（関西経済の歴史と現状、課題につ
いて理解し、スポーツを通した問題解決
の可能性について考える）。

4第 回 時間

大阪・関西の経済事情について説明
したうえで、地域のスポーツ産業の
概要について説明します。

7 中間試験とその解説　　藤森 前半部分のまとめを行い、試験対策を行
う

4第 回 時間

前半部分のまとめとして中間試験を
実施する。また、その内容について
の解説を行う。

8 スポーツの領域と役割　　植田 スポーツの仕事と役割について予習復習 4第 回 時間
後半のオリエンテーション
する・みる・ささえるスポーツとス
ポーツの役割と仕事について
スポーツの市場規模について

- 176 -



9 スポーツが拓く日本の経済　　植田 スポーツが拓く日本の経済について予習
復習

4第 回 時間

スポーツの可能性について
スポーツの経済効果について
スポーツ別選手の年俸、阪神タイガ
ースの経済効果

10 大阪のスポーツ産業の歴史　　植田 大阪の産業と経済について予習復習 4第 回 時間
大阪・関西でスポーツが盛んになっ
た歴史的背景
スポーツと大阪の経済
大阪の取り組み、スポーツハブＫＡ
ＮＳＡＩの事例

11 スポーツと地域経済　　植田 地域経済について予習復習 4第 回 時間
スポーツによる地域活性
大阪市、堺市、沖縄県、佐賀県吉野
ケ里町、宮崎県の事例
徳島上勝町落ち葉ビジネス、滋賀県
ビワイチ
世界のスポーツ都市戦略とスポーツ
産業クラスターの事例

12 スポーツと環境の経済　　植田 環境問題についてスポつの役割を考える 4第 回 時間
環境問題など社会問題について学ぶ
地球規模でのスポーツの役割
スポーツにおける環境への取り組み
事例

13 スポーツと健康の経済　　植田 健康問題についてスポーツの役割を考え
る

4第 回 時間

医療費問題や健康問題など社会問題
について学ぶ
社会の問題をスポーツで解決する対
策を考える
健康経営について
運動の効果について
行動経済学について

14 まとめとディスカッション　　植田 課題レポートを作成する。 4第 回 時間
スポーツで社会問題を解決する方法
についで
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授業科目名 スポーツ政策論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

鳥羽賢二

講義

該当する

本講義担当者は、2021年までスポーツ競技を統轄する中央競技団体に在籍し、国内のスポーツ振興や
競技普及、国際競技力向上などを担った。また、（公財）日本スポーツ協会理事も務めた。それ以前
には民間企業においてもスポーツによる社会貢献事業を実践し、3つの組織でのスポーツ政策の実務
経験を有する。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目ではスポーツ政策の専門性を身に付けることを目指し、基礎知識や各種分野の政策・制度について学習する。
2011年に公布・施行された「スポーツ基本法」には、「スポーツが世界共通の人類の文化であること、スポーツを通じて幸福で
豊かな生活を営むことは、全ての人々が有する権利である」ことが基本理念として明記された。
国家戦略としてスポーツ立国を実現するために、国や地方公共団体にはスポーツに関わる総合的な施策策定と実施が責務として
課せられている。
本講義では、日本のスポーツ政策の在り方を深く考察していく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

わが国のスポーツ政策に関する基
礎知識や各種分野の政策・制度に
ついての知識。

わが国のスポーツ政策およびス
ポーツ法規に関するな知識を獲得
することができる。

2．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

各種課題や講義内ワークを通じ
て、専門性や思考フレームワーク
を実践。

わが国のスポーツに関わる政策課
題をあぶり出し、課題解決のため
の具体的な施策を提案することが
出来るようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現政策を分析し評価することで、
批判的思考力や合理的思考力をつ
けることができる。また、客観的
判断のための情報を獲得、適格な
情報を整理するために、情報検索
力が発揮できるようになる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

課題解決のための論理的思考を備
え、意見具申しその要点を公表で
きるようになる。
その過程で創造的思考力を発揮す
ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

レポート提出については、提示した期限内提出を厳守ください。
提出期限を過ぎたものは原則的に受理しません。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各講義アクティブラーニングシートの提
出

40

独自のルーブリックで内容の妥当性や論理の一貫性につ
いて評価する。

：

％

期末（政策発表含）レポート

60

独自のルーブリックで内容の妥当性や論理の一貫性につ
いて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考図書として、下記②冊をリストアップしておきます。
図書館等でご参考ください。

①真山達志、横山勝彦他編集・「スポーツ政策論」・成文堂・2011年
②横山勝彦、鳥羽賢二他・「スポーツの経済と政策」・晃洋書房・2011年

履修上の注意・備考・メッセージ

・講義時には、講義内容のノートを取ることを推奨します。
・学園ルールを順守し、講義中は私語、居眠り、携帯電話での通話等は厳禁です。
・規定回数以上の出席がなければ本講義取得放棄とみなし、成績評価は「不可」となります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： 研究室（西館3階・36室）

備考・注意事項： 講義内容のご質問、あるいはスポーツ関連（実践含む）事項でのご相談等
がありましたら、遠慮なく研究室までおいでください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツと公共政策 スポーツが社会に貢献する諸価値につい
て整理する。

4第 回 時間

最初に、本講義の概要と目的につい
ての説明を実施し、授業計画および
授業評価について告知する。

政策（policy management）とは、
何かについて理解する。
また、スポーツそれ自体が内包する
諸価値を整理し、スポーツ政策にお
ける目的、目標の源泉を確認する。
その上で、スポーツが社会や経済に
貢献する多岐にわたる社会的価値を
総じて、公共政策におけるスポーツ
の位置づけを明らかにしておく。

2 わが国のスポーツ政策動向 スポーツプロモーション（振興）の本質
やその意義について振返りを行うこと。

4第 回 時間

スポーツとは何かを再定義し、その
諸価値を再確認する。
そもそもスポーツの語源は「あそび
/de portare（carry away）」に由
来している。
しかしながら多様な価値を有する。
その諸価値は、どうしたら社会解決
を解決する原動力となりうるのかを
検討する。
その上で、「スポーツ振興法（1961
年）、スポーツ基本法（2011年）」
の法規をもとになされてきたわが国
のスポーツ政策について、その展開
を紐解いていく。

3 現代社会におけるスポーツの役割 現代社会の問題がスポーツによって解決
できそうなテーマを挙げ、その解決方法
について検討しておく。

4第 回 時間
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前講義では、スポーツが内包してい
る諸価値について理解した。
スポーツの諸価値が、現代社会にお
いてどのように寄与できうるのか、
その社会的意義について学習する。
創造経済の敷衍が高めるスポーツの
重要性やスポーツマーケット、スポ
ーツの社会的文化的価値（social c
apital＝社会関係資本）について理
解を深めていく。
さらにスポーツの新たな動向につい
て検討する。

4 スポーツの関連法規　①スポーツ基
本法

法治国家としてのわが国におけるスポー
ツ基本法が、スポーツをどのように国民
に位置づけることにしたのかについて、
その8つの理念を読み解き整理すること。

4第 回 時間

第2回講義で触れたスポーツの関連
法規についてその内容を学習する。
「政策」の根幹をなす「法律」につ
いて理解しておく必要があるため、
スポーツ関連法規の要点をおさえる
。
スポーツ政策は、スポーツに関連す
る法律を基礎として進められてきた
。
その経緯を改めて理解する。
それら法規の中の2011年に公布され
た「スポーツ基本法」に記載された
内容について学ぶ。

5 スポーツの関連法規　②スポーツ基
本計画

スポーツ法規の整備とわが国に招致した
メガイベント（サッカー・ラグビーワー
ルドカップ、東京オリンピック・パラリ
ンピックなど）との時系列をおさえ、ス
ポーツ政策のながれを整理すること。

4第 回 時間

第4回講義では、スポーツ基本法に
ついてその内容を学習した。
今講義では、前回に引き続き「スポ
ーツ基本法」とその理念を実現する
ための「スポーツ基本計画」の内容
について理解していく。
スポーツ基本法（権利と義務）に記
載されていることを実現するための
第１期～第3期の「スポーツ基本計
画」について概観し、その裏付けと
しての財源確保はどのように賄うこ
とにしているのかについても触れな
がら関連法規の理解を深める。

6 スポーツ政策とその構造（日本のス
ポーツ振興組織）

スポーツ庁の設置意義を理解し、今後ス
ポーツ振興の実施すべき国の課題につい
て検討し、その解決策を整理すること

4第 回 時間

国レベルのスポーツ政策を立案し、
わが国のスポーツ政策をリードする
「スポーツ庁」について学習する。
スポーツ庁設立の経緯とその役割や
今後期待される機能までを議論する
。
日本のスポーツ政策はもともと文部
科学省により「学校スポーツ」、「
生涯スポーツ」、「競技スポーツ」
を中心に実施されていた。
その文部科学省の外局として2015年
10月に新設されたスポーツ庁は、「
教育の中での体育」といったその範
囲内にとどまらず、スポーツを通じ
た観光による地域活性化や、途上国
への体育プログラムの輸出といった
国際貢献、国民の健康増進、あるい
は国際競技力の向上というように、
さまざまな形でスポーツが幅広く活
用されていくための行政組織として
誕生している。
あわせてわが国のスポーツ政策がど
のような組織によって事業を推進し
ているかを把握する。
組織の設置意義を理解し、今後のス
ポーツ振興のための課題も検討する
。

7 本講義の中間振返りと現代社会が抱
える課題（after コロナ/withコロ
ナ）へのスポーツでのアプローチ検
討

提供された課題をグループメンバー間で
共有し、具体的な課題解決策を練る準備
を整える。 以降の発表内容を準備してい
く。

4第 回 時間
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本回は、第1回から第6回受講をふま
え、講義内容の振り返りを実施する
。
受講生のグループ分けを実施し、第
8回以降の現代社会が抱える課題へ
のスポーツで課題解決をはかるテー
マを提供する。
第8回から第12回講義において、そ
れぞれのテーマの課題解決策を各グ
ループからスポーツ政策の観点から
講義内で発表し、ディスカッション
を実施するための段取りを組む。

8 わが国のスポーツ政策の実際 国・スポーツ庁が取り組んでいる項目の
スポーツ振興施策について具体的内容を
事前に調べておくこと。

4第 回 時間

「スポーツ基本法」に掲げられた「
スポーツを通じて幸福で豊かな生活
を営むことはすべての人々の権利」
の実現や、スポーツ立国を実現して
いく方策として「スポーツ基本計画
」が策定されている。
その中には計画的に取り組むべき施
策があり、国、地方自治体、スポー
ツ関連団体などの関係組織によって
、スポーツ振興に取り組まれている
。
それらのわが国のスポーツ政策指針
を、詳細にわたり理解を深める。

第1回：グループからの課題テーマ
の発表を実施し、議論する。

9 地方自治体のスポーツ政策の実際 自身の居住する地域における総合型ス
ポーツクラブと、教育現場のクラブ活動
の関連性を調査しておくこと。また、そ
の問題点を挙げておく。

4第 回 時間

地方自治体のスポーツ政策について
学習する。
各自治体では、文化とスポーツを軸
に「自分」の豊かさ、「今」の豊か
さ、「もの」の豊かさに加え、みん
なが将来も持続的に実感できる「心
」の豊かさを求めて、一人ひとりが
考え、行動することで、人と人のつ
ながりや全体の調和がとれた新しい
豊かさを実感できる実現をめざして
いる。
地域における資源をどのようにスポ
ーツと関連させて地域を活性してい
るのか、その取り組みの状況を概観
し、課題テーマについて議論する。

第2回：グループからの課題テーマ
の発表を実施し、議論する。

10 企業におけるスポーツチーム運営
（CSR・社会貢献活動）

企業がスポーツチームを所有する意義を
具体的に整理しておくこと。

4第 回 時間

民間企業が保持している企業スポー
ツチームについて学習する。
企業スポーツの特徴について整理す
る。福利厚生の一環として繁栄して
きた企業スポーツチームの多くが、
バブル経済崩壊後に休廃部している
。その経緯をたどる。
また現状保持されている企業スポー
ツチームは、どのような活動を通じ
てその存在意義を保持しているのか
の概要を見る。

第3回：グループからの課題テーマ
の発表を実施し、議論する。

11 教育現場のスポーツ 教育現場での保健体育授業やクラブ活
動、体育祭（運動会）での今日的問題を
挙げ、その具体的解決策を検討してお
く。

4第 回 時間
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まず、保健体育科教育の政策史（戦
前/戦後）を振り返る。
わが国の学校教育制度において「体
育」が導入され「スポーツ」が教材
として用いられたのは1872年の「学
制」公布後からになる。欧米諸国に
体格・体力面で劣っていた日本は、
小学校に「体術」、「養生法」を位
置づけた。終戦（1945年）により、
教育政策はGHQ指導のもと大きな変
革期を迎え「新日本の建設の教育方
針」を発表するなど軍国主義教育に
利用された「武道」や「軍事教練」
は学校教育から除外することとなっ
た。
近年では、アメリカの「経験主義教
育」や「体力づくりを重視した目標
」、さらには「ゆとり教育」、「個
性派教育」に対応した「楽しさを重
視した目標」など保健体育科教育に
も反映されている。
以上のようなスポーツ政策史を概観
する。
一方、特別活動の教科外活動に学校
行事（体育祭・運動会）やクラブ活
動がある。クラブ活動ではその指導
者の問題が社会化され、問題解決が
急務となっている現状がある。その
課題解決策を検討する。

第4回：グループからの課題テーマ
の発表を実施し、議論する。

12 スポーツイベント開催について考え
る

東京オリンピック・パラリンピック競技
大会が実施されたことを踏まえ、その開
催の是非について自身の考えを整理し、
オリンピックレガシー（ソフト・ハード
遺産）創出について検討しておく。

4第 回 時間

2019年ラグビーワールドカップ、20
20東京オリンピック・パラリンピッ
クが実施され、また関西ではワール
ドマスターズゲームズが今後開催さ
れる予定となっている。
これらのメガイベントの社会的意義
について議論する。メガイベント招
致は国のリーダーシップにより実現
されたものであるが、その社会的意
義やレガシーについて検討していく
。
また、プロ野球、Jリーグ、国内最
高峰の各競技リーグ戦などにまつわ
るメディアとの関わりなども考察す
る。

第5回：グループからの課題テーマ
の発表を実施し、議論する。

13 スポーツの国際競技力向上策 わが国のスポーツを統轄する組織には、
どのような組織があるのか調べ、またそ
の組織にはどのような目的や取り組みが
なされているのかを調査しておくこと。

4第 回 時間

スポーツ基本計画にある国際競技力
向上は、言うなれば国の方針として
オリンピックなどの国際競技大会で
メデルを多く獲得することにある。
その国際競技力向上は、どのような
組織によって推進され、その実現可
能性を高めていっているのか、実際
の競技団体（NF）の強化策を例に議
論する。

14 スポーツ政策論総論 課題レポート作成を通じて、本講義内容
の理解を深め、自身が考えるスポーツ政
策によってスポーツが社会課題解決とな
るよう要点をまとめ上げること。

4第 回 時間

本講義のまとめを行う。
「スポーツは世界共通の人類の文化
」と位置付け、「スポーツを通じて
幸福で豊かな生活を営むことが人々
の 権利」としているわが国のスポ
ーツ政策について、講義の振返りと
内容の復習を行う。
本講義のまとめとしてレポート提出
についてのテーマ課題を課す。

2368
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授業科目名 スポーツ国際協力

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年～4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義は、発展途上国の経済開発や社会開発の場面における、スポーツを通した国際協力の可能性について考えていきます。
近年の国際協力の場面では、SDGsの中で提唱されているように、「持続可能性」という言葉がキーワードになります。そうした
中で、従来の資金援助中心の国際協力から、幅広い形の国際協力の形が模索されています。本講義では、このような現状を鑑み
て、発展途上国における諸問題を紹介しながら、スポーツを通してどのような形の国際協力ができるのかの考察し、さらにプロ
ジェクトの企画立案を行いたいと思います

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

海外、特に発展途上国の現状を認
識し、異文化理解を深める。

発展途上国が抱える諸問題を理解
し、実際にスポーツを通して国際
協力に携われる知識・能力を身に
つける。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

発展途上国が抱える問題について
適切に認識することができるよう
になる。またスポーツを通した国
際協力のあり方について考えるこ
とができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

40

スポーツ国際協力に関する問題発見能力、問題解決能力
を身につけており、それを論理的に文章化できているか
どうかを評価します。

：

％

2368
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期末発表

40

スポーツ国際協力に関する問題発見能力、問題解決能力
を身につけており、それを適切かつ明快にプレゼンテー
ションできているかどうかを評価します。

：

％

平常点

20

毎回の授業の重要ポイントをきちんと理解できているか
を評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献については、初回の授業でリストを配布します。その他、授業内で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求めらます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
この講義の大部分はアクティブラーニング型の授業となります。従って、履修する学生には、学びに対する強い意欲と積極的な
授業への参加を求めます。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4限

場所： 個人研究室（藤森）

備考・注意事項： 注意事項：授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィス
アワー（水曜日4限）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～スポーツ国際協力の可
能性について～

講義の目的について理解を深める。 4第 回 時間

講義の計画や目的を説明するととも
に、国際協力に携わることの意義や
効果についてお話しします。

2 貧困と開発（１）～貧困のメカニズ
ム～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（貧困の罠のメカニズムを理解す
る）。

4第 回 時間

なぜ、貧困は発生するのか。その本
源的な理由について理解を深めます
。

3 貧困と開発（２）～貧困対策の可能
性～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（現代の貧困対策の限界と打開策に
ついて考える）。

4第 回 時間

貧困に対して、我々ができることは
何なのか。貧困削減政策の現状と課
題についてお話しします。

4 SDGsの概念について 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（MDGsからSDGsへの流れと貧困対策
の関連性を理解する）。

4第 回 時間

近年、世界共通の経済開発目標とし
て掲げられているSDGsの概要とその
理念、目的についてお話をします。

5 国際協力のフレームワーク 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本の国際協力のしくみについ
て、大まかな形を理解する）。

4第 回 時間

具体的に国際協力はどのような形で
行われているのか。そのしくみにつ
いて詳しく解説します。

6 スポーツを通した国際協力（１）～
教育とスポーツ国際協力～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（教育を通した国際協力の事例をさ
がして研究する）。

4第 回 時間

スポーツを通した国際協力の可能性
として、教育、人材育成部門への活
動とその効果についてお話しします
。

7 スポーツを通した国際協力（２）～
健康とスポーツ国際協力～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（健康を通した国際協力の事例をさ
がして研究する）。

4第 回 時間

スポーツを通した国際協力の可能性
として、健康部門への活動とその効
果についてお話しします。
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8 スポーツを通した国際協力（３）～
企業活動と国際協力～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（企業活動を通した国際協力の事例
をさがして研究する）。

4第 回 時間

スポーツを通した国際協力の可能性
として、企業活動を通した活動の可
能性についてお話しします。

9 スポーツ国際協力のケーススタディ
（１）～ピースボールアクションを
例に～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（ピースボールアクションの現状と
課題について理解する）。

4第 回 時間

スポーツを通した国際協力の事例と
して、本学にも関わりのある「ピー
スボールアクション」の活動につい
てお話しするとともに、その効果や
課題について考えます。

10 スポーツ国際協力のケーススタディ
（２）～ゲストスピーカーによる講
演～（予定）

ゲストスピーカーの講義内容について、
課題レポートに取り組む。

4第 回 時間

実際に、スポーツ国際協力の分野で
活躍されている方をお招きして、現
場ならではの話を伺います。

11 スポーツ国際協力プログラムの企
画・立案（１）～問題提起～

ワーキンググループを作り、計画書を作
成する。

4第 回 時間

スポーツ国際協力のプログラム立案
について、その概要、目的、企画・
立案の進め方について説明します。

12 スポーツ国際協力プログラムの企
画・立案（２）～対象国・地域の絞
り込み～

プロジェクト対象国・地域の事情につい
て、参考文献や資料を用いて調べる。

4第 回 時間

具体的なプロジェクト対象国・地域
を絞り込み、どのような形のスポー
ツ国際協力が可能なのかを考えます
。

13 スポーツ国際協力プログラムの企
画・立案（３）～議論の組み立て～

具体的なプログラム案を組み立て、プレ
ゼンテーションを作成する。

4第 回 時間

グループ内の議論を通して、具体的
なスポーツ国際協力の形を作り上げ
ていきます。

14 プレゼンテーションおよびディス
カッション

プレゼンテーションの準備、リハーサル
を行う。

4第 回 時間

各グループが作成したスポーツ国際
協力プログラムについてのプレゼン
テーションを行います。またディス
カッションを通して、授業の振り返
りをします。
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授業科目名 スポーツ施設マネジメント論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3～4年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツ施設には屋内(体育館・アリーナ・道場・ジムなど)、屋外(球場・スタジアム・コートなど)、野外(アウトドアスポー
ツ)、新規(eスポーツ・スケボーパーク・パルクールなど)はじめ多くのものがあります。本講義は①講義: スポーツ施設のマネ
ジメントの基本的な理解、②フィールド調査・発表討議、③事業計画書の作成の3部構成です。①～③を通じて、スポーツ施設
に関わる専門的知識の獲得、課題発見力、計画立案力を養成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツ施設の建設と資金調達手
法、事業モデル、人材マネジメン
ト、マーケティング。

上記の事柄の基本的理解。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

スポーツ施設の事業計画作成を通
じて、計画立案力を養成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業時の課題・ワーク

30

授業内で提示するミニレポートの記述内容(形式、論理性
、正確性等)で評価する。

：

％

フィールド調査分析・発表

30

スポーツ施設を訪問するフィールド調査を行い、調査内
容の妥当性、論理性討議のコミュニケーション能力、新
たな問いの設定力で評価する。

：

％

期末課題

40

スポーツ施設の事業計画を完成させて提出する。主に事
業性、妥当性、実現可能性の観点で
から評価する。

：

％

使用教科書

2369
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2370

特に指定しない

参考文献等

「スポーツファシリティマネジメント」原田宗彦・間野義之, 大修館書店
「スマートベニュー・ハンドブック」日本政策投資銀行編, ダイヤモンド社

履修上の注意・備考・メッセージ

この講義はフィールド調査(スポーツ施設の訪問・利用・管理者への聞き取り等)の参加が必要である。
フィールド調査は所定の講義時間(金曜4限)以外に土日など各自で時間を設けて行う。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツ施設(以下、施設)の基本概
要

スポーツ庁の調査報告書の内容把握 4第 回 時間

スポーツ施設の時代区分ごとの役割
の変遷や、施設の特徴に応じた類型
、種類別の施設数、国内外の先進事
例)

2 施設の建設手法と資金調達 幾つかのスタジアムやアリーナの公式サ
イト等で所有者、建設事業者、総工費、
運営者がどうなっているか予習する。

4第 回 時間

PFIをはじめ施設の建設と資金調達
には幾つかのバリエーションが存在
する。
国内外の事例も交えてその仕組みを
理解する。

3 施設の事業モデル(所有者・管理運
営者／収支構造)

近隣の施設をひとつ選び、所有者・運営
者および主たる収入・支出項目を調べ
る。

4第 回 時間

施設には公設公営、公設民営、民設
民営など、所有者と運営者が同一の
場合と異なる場合がある。その仕組
みの意味と特徴を理解する。また、
施設運営上の収支構造を理解する。

4 施設の人材マネジメント・マーケ
ティング

近隣の施設をひとつ選び、スタッフ人員
数および利用者層とその獲得方法につい
て調べる。

4第 回 時間

施設の運営に必要な人的資源(人材)
の特徴と求められるマネジメント方
式を理解する。
また、利用者獲得のためのマーケテ
ィング手法について理解する。

5 施設の進化 スタジアム・アリーナをひとつ選び、観
戦経験価値向上のための新たな取り組み
について調べる。

4第 回 時間

観戦経験価値を高めるために施設が
取り組んでいる最新の取り組み(ホ
スピタリティ・IoT・リモート/メタ
バース等)について理解する。

6 フィールド調査　①対象地と調査項
目の選定

地図情報など用いて関西圏にある施設を
網羅的に把握する。

4第 回 時間

少人数グループごとに調査対象とす
る施設をひとつ選定する(屋内・屋
外・野外施設等)。
また、調査方法と調査項目の確認と
整理を行う。

7 フィールド調査　②調査の実施 対象施設の営業時間や利用料金、調査上
の注意点をまとめておく。

4第 回 時間

対象とする施設を訪問して実際に利
用するとともに、施設の概要の把握
、写真撮影、聞き取り調査等を行う
。

8 フィールド調査　③結果分析 授業時間外も用いて集計分析と発表資料
作成を進める。

4第 回 時間

調査結果の集計・分析を行う。
9 発表・討論　①屋内施設(体育館・

アリーナ・道場・ジム等)
討議時に指摘された事柄について追加の
情報収集や分析を行う。

4第 回 時間
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屋内施設を対象としたグループの発
表と討議・ディスカッションを行う
。

10 発表・討論　②屋外施設(球場・ス
タジアム・コート等)

討議時に指摘された事柄について追加の
情報収集や分析を行う。

4第 回 時間

屋外施設を対象としたグループの発
表と討議・ディスカッションを行う
。

11 発表・討論　③野外施設(アウトド
アスポーツ)

討議時に指摘された事柄について追加の
情報収集や分析を行う。

4第 回 時間

野外施設を対象としたグループの発
表と討議・ディスカッションを行う
。

12 発表・討論　④新規施設(eスポー
ツ・スケボーパーク・パルクール
等)

討議時に指摘された事柄について追加の
情報収集や分析を行う。

4第 回 時間

新規施設を対象としたグループの発
表と討議・ディスカッションを行う
。

13 新規事業計画の作成　①建設手法と
資金調達

本講義前半の建設と資金調達の回を復習
する。

4第 回 時間

各受講生出身自治体に新たな施設を
作るとの想定で、その施設の事業計
画を作成する。
まずは建設手法と資金調達法を定め
る。

14 新規事業計画の作成　②事業モデル 本講義前半の事業モデルの回を復習す
る。

4第 回 時間

事業計画作成を進める。収支を含む
事業モデルを構想し、人材配置やマ
ーケティング手法、リスクと対処法
等も記載する。

2370
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授業科目名 食ビジネス入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

この授業では、食ビジネスを取巻く経営環境を理解し、食品企業の株主総会での決算報告を疑似体験しながら経営戦略や企業が
果たすCSR活動等について学びます。また、企業とのPBL学修により次世代の大阪農業のあり方についても考えます。
川上（食品製造業）から川下（食品流通業）に至る食の幅広いフィールド、即ちフードチェーンについて理解を深め、将来の
キャリアをイメージしつつ、食ビジネスによって人々の喜びと豊かさを実現するため食のマネジメント力を養う第一歩を踏み出
します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食品企業の経営戦略、CSR活動およ
び大阪農業の現状と課題について
学びます。

体験学修を通して、食ビジネスの
幅広いフィールドについて理解を
深めます。

汎用的な力

1．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループワークでは自分の意見を
上手に伝え、相手の意見を引き出
します。

2．DP９.他者との協調・協働 グループで役割を分担し、チーム
ワーム良く課題に取り組みます。

学外連携学修

有り(連携先：ヤンマーホールディングス株式会社)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

グループ内で自分の役割を理解し、その役割を果たすこ
とができたかどうか、途中であきらめずに最後までベス
トを尽くすことができたかどうかを評価します。

：

％

2370
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2371
20 ％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

提出物が何を学んだか分かるものになっているか、学び
の振り返りができているかを評価します。

：

％

グループ発表

40

提示された課題に対し、関連する情報を集め、論点を分
かりやすく発表することができたかどうか、グループの
成果をアピールできたかどうかを評価します。

：

％

期末レポート

20

指定された日時までに提出されたレポートについて、独
自の視点から課題に対する効果的な回答ができているか
を評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本大学食品ビジネス学科編（2016年）『人を幸せにする食品ビジネス学入門』オーム社。
朝倉敏夫、井澤裕司、新村猛、和田有史（2018年）『食科学入門-食の総合的理解のために-』昭和堂。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・カリキュラム
マップの解説他

講義内容を参考に学習計画と将来のキャ
リアについて考えてみてください。

4第 回 時間

授業の進め方や評価方法など、食ビ
ジネスコースのカリキュラムマップ
から体系的な文理融合の学びや将来
のキャリアへ向けた活用などについ
て解説します。グループワークの班
分けと役割分担も行います。

2 株主総会を疑似体験しよう①（課題
の提示）

担当した食品企業の公式サイトで決算報
告などを調べてください。

4第 回 時間

課題を提示した後、連結売上高で上
位にある食品企業の公式サイトを閲
覧し、決算報告内容について理解し
ます。

3 株主総会を疑似体験しよう②（情報
収集）

担当した項目（売上高、利益、経営戦
略、商品、CSR活動など）について調べて
ください。

4第 回 時間

グループで選んだ食品企業の売上高
、利益、経営戦略、商品、CSR活動
などについて詳しく調査します。

4 株主総会を疑似体験しよう③（発表
準備）

グループ毎に成果発表の準備と練習を
行ってください。

4第 回 時間

これまで調査した内容に基づき、グ
ループで担当企業の決算報告をする
ため、発表用パワーポイントと発表
原稿を作成し、発表練習を行います
。

5 株主総会を疑似体験しよう④（第1
回発表）

グループ毎に発表の振り返りと改善を
行ってください。

4第 回 時間

食品企業の経営者（社長、副社長、
専務など）になったつもりで株主に
向けて決算報告を行います。また、
他グループの発表を聴いて相互に評
価を行います。
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6 株主総会を疑似体験しよう⑤（第2
回発表）

グループ毎に発表の振り返りを行ってく
ださい。

4第 回 時間

前回の反省点を改善し、再び株主に
向けて決算報告を行います。また、
他グループの発表を聴いて相互に評
価を行います。

7 連携先企業による特別授業（PBL課
題の提示）

特別授業のレポートを作成してくださ
い。

4第 回 時間

連携先のゲストスピーカー（専門家
）から、大阪農業の現状と課題、最
先端のスマート農業、6次産業化な
どを学んだ後、PBL課題について説
明を受けます。

8 連携先企業による学外授業（農場体
験）

学外授業のレポートを作成してくださ
い。

4第 回 時間

連携先の体験型農園を訪問して、一
連の農作業（耕うん、播種・移植、
管理、収穫）を体験します。

9 次世代農業のあり方提案①（ブレイ
ンストーミング・KJ法など）

グループ毎に次世代の大阪農業がどうあ
るべきかを話し合ってください。

4第 回 時間

特別授業および学外授業で学んだ知
識を踏まえ、グループ毎にブレイン
ストーミングやKJ法により大阪農業
が抱える課題の解決策についてアイ
デアを出し合います。

10 次世代農業のあり方提案②（SWOT分
析など）

グループ毎に大阪の農業を元気にするた
めの企画を話し合ってください。

4第 回 時間

大阪農業が抱える課題を解決策する
メンバーのアイデアを組み合わせ、
SWOT分析により大阪農業を元気にす
るためのユニークな企画を考えます
。

11 PBL発表会の準備①（パワーポイン
ト・発表原稿の作成）

グループ毎に発表用パワーポイントと発
表原稿を作成してください。

4第 回 時間

一連のPBL学修を通して得られた成
果を発表するため、グループ毎に役
割を分担して発表用パワーポイント
と発表原稿を作成します。

12 PBL発表会の準備②（予演会） グループ毎に予演会の振り返りと改善を
行ってください。

4第 回 時間

グループ毎に考えたユニークな企画
を発表して質疑応答します。また、
ルーブリックによる自己評価も行い
ます。

13 PBL発表会（本番） グループ毎にPBL発表会の振り返りを行っ
てください。

4第 回 時間

連携先の企業を訪問してグループ毎
にユニークな企画を提案します。発
表後、連携先からの総評を頂きます
。
グループ毎にプレゼンテーション資
料を提出してください。

14 PBL学修の振り返り・まとめ 期末レポートは指定された日時までに提
出してください。

4第 回 時間

PBL学修における自己評価とグルー
プワークを通して学んだことを振り
返りシートに記入します。また、グ
ループ毎に話し合い自己評価とクラ
スメイトからの評価のずれを確認し
ます。
授業の最後に学びのポイントと期末
レポート課題を提示します。
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授業科目名 食品開発論Ⅰ（食品）

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

伴みずほ

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

私たちが食品として利用している素材は、食塩を除いてすべて生物です。食品素材（水稲・野菜・果樹・園芸・畜産・水産物な
ど）の構成成分の調理・加工時の変化、食品加工への利用のされ方、特用林産物の特性、生産の現状を中心に講義を行います。
また、各自で流通現場のフィールド調査により、授業で学んだ食材の販売方法や、どのような加工品（食品の種類）が売られて
いるか、またその加工食品を作っているメーカーごとの違いなど、実際に購入し試食等による比較検討を織り交ぜレポートを作
成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食の商品開発力に役立つ専門知識 食品素材の種類や品種毎に含まれ
る成分の特性を理解し、食品素材
個々の説明できる。また、知識を
栄養学や調理学そしてメニュー開
発・食品開発に役立てられる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

多くの情報の中から必要な情報を
選び出し、根拠資料を引用しなが
ら論理的にまとめられるようにな
る

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

市場に出回っている食品の特性に
見合った販売促進を計画すること
が出来る

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・見学、フィールドワーク

・その他(以下に概要を記述)

ゲストスピーカーとして企業人を招き、さまざまな現状や最新の情報について学び、加工食品の試食などの演
習を行う。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート 課題の内容に見合ってまとめられているか、指示された
形式に従っているか、独自のルーブリックに従い3段階で
評価します。

：

2371
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2374

50 ％

定期試験

50

食品素材個々の特徴的な食品成分を説明できるか、人体
に有害な成分がある場合、適切な処理の仕方が説明でき
るかを評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

フードコーディネーター
教本3級試験対応テキスト

日本フードコーディネー
ター協会編

柴田書店・・ 年・2023

生活学Navi 2023  実教出版・・ 年・2023

参考文献等

【参考書】喜多野宣子　他著　　食べ物と健康II　化学同人

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

・教科書と食品成分表は毎時間持参すること。
・レポート提出は次回の講義日に持参すること。
・フィールド調査ではマナーを守ること。
・フードコーディネーター教本3級試験対応テキストの該当するページをよく読み理解しておくこと。
・学外見学やゲストスピーカーの都合で授業の順番や内容を変更する場合がある。
　（2回/14回）

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 食品素材の分類（食品の種類） よく利用される食品を植物性食品と動物
性食品とに分類する。

4第 回 時間

私たちが日常食べている食品素材（
水稲・野菜・果樹・園芸・畜産・水
産物など）の構成成分の調理・加工
時の変化、食品加工への利用のされ
方、特用林産物の特性、生産の現状
について概要する。
個々の生物体としての特徴とそれを
構成している成分の特性を学び、食
品素材の分類を理解する。

2 穀類の特性とその加工食品 穀類の加工品を調べる。 4第 回 時間
穀類とは、植物の種子を食用とする
イネ科とタデ科の植物の総称である
。穀類の種類とその加工品について
、またそれらに含まれる成分や特徴
について学ぶ。

3 イモ類の特性とその加工品 イモ類の加工品を調べる。 4第 回 時間
イモ類は水分含量が高く、貯蔵性や
輸送性に劣るが栽培が容易で収量が
安定している特徴がある。イモ類の
種類とその加工品について、またそ
れらに含まれる成分や特徴について
学ぶ。

4 種実類の特性とその加工品 種実類の加工品を調べる。 4第 回 時間
種実類は、いずれも水分が少なく、
無機質、ビタミン、食物繊維を比較
的多く含む。種実類の種類と成分構
成による分類について、またそれら
に含まれる成分や特徴について学ぶ
。

5 豆類の特性とその加工品 豆類の加工品を調べる。 4第 回 時間
豆類はマメ科に属する草本の種子で
ある。成熟した乾燥種子(豆）を加
工品に利用することが多く、未熟な
種子をサヤごと食べる場合野菜類に
分類される。豆類とその加工品、さ
らに成分について学ぶ。
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6 野菜類の特性とその加工品 野菜類の加工品を調べる。 4第 回 時間
野菜はさまざまな色彩と特有の食感
を持ち、健康を維持していくために
も、また彩りを添える食材としても
重要である。野菜類とその分類およ
びその加工品について、さらに成分
や特徴について学ぶ。学外授業も行
う。

7 果実類の特性とその加工品 果実類の加工品を調べる。 4第 回 時間
果実類は生食する事が多い植物性食
品であり、特有の芳香や色、味など
を持つ。果実類とその加工品につい
て、またこれらの成分や特徴につい
て学ぶ。

8 キノコ類の特性とその加工品 キノコ類の加工品を調べる。 4第 回 時間
キノコ類は大型の胞子組織を形成す
る菌類である。毒性を持つ種類もあ
り食用とされるのは約100種類であ
る。キノコ類とその加工品について
、またこれらの成分や特徴について
学ぶ。

9 藻類の特性とその加工品 藻類の加工品を調べる。 4第 回 時間
藻類は、胞子が水中で繁殖し成長す
る植物をいう。生のまま利用される
とともにさまざまな食品に加工され
る。藻類とその加工品について、ま
たこれらの成分や特徴について学ぶ
。

10 魚介類の特性とその加工品 魚介類の加工品を調べる。 4第 回 時間
魚介類とは、魚類、甲殻類、軟体動
物、棘皮動物、棘胞動物、原索動物
のうち食用とされるものの総称であ
る。魚介類とその分類および特性に
ついて、またこれらの加工品その加
工技術について学ぶ。

11 食肉類の特性とその加工品 食肉類の加工品を調べる。 4第 回 時間
食肉とは食用に飼育されている家畜
、家禽の食べられない部分を除いて
処理した肉のことをいう。魚介類と
並ぶ重要なタンパク質供給源である
食肉類とその分類および特性、その
加工品ついて学ぶ。

12 卵類の特性とその加工品 卵類の加工品を調べる。 4第 回 時間
卵類とは一般に鶏卵をさすが他にウ
ズラ卵、アヒル卵などが利用される
。調理が簡単で栄養価が高い。卵類
の構成成分の特徴を知り、その加工
品について学ぶ。

13 乳類の特性とその加工品 乳類の加工品を調べる。 4第 回 時間
乳は哺乳動物が子どもを哺育するた
めに乳腺から分泌するもので、栄養
価が高くさらにカルシウムの供給源
である。牛乳とその多様な加工品に
ついて学ぶ。

14 食用油脂、調味料、香辛料、嗜好
品、食品の保存と規格

さまざまな加工食品の内１つの加工食品
を選びその特徴等を調べる。保健機能食
品について種類および機能について調べ
る。

4第 回 時間

さまざまな加工食品（食用油脂、調
味料、香辛料、嗜好品-非アルコー
ル・アルコール飲料、菓子類、微生
物利用食品、バイオテクノロジー応
用食品、新しい加工技術）について
学ぶ。
食品の保存方法、食品の規格基準、
保健機能食品と特別用途食品につい
て学ぶ。この分野は時代の動きにつ
れて変化しやすく、オーガニック食
品など新規名称の食品についても理
解する。ゲストスピーカー（日本食
品分析センター、食品メーカー）を
招き、食の最新情報を学ぶ。

2374
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授業科目名 食品開発論Ⅱ（栄養）

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

伴みずほ

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

栄養学の基本となる五大栄養素、すなわち食べものとして摂取した、タンパク質、炭水化物（糖質・食物繊維）、脂質、ビタミ
ン、ミネラルなどの消化吸収、および代謝とその調節、ならびに各栄養素との関連性や、エネルギー代謝について学びます。ま
た、サプリメントとしてビタミンおよびミネラル等を摂取する場合に、特に問題となる過剰摂取の危険性について学び、多くの
情報の中から必要な情報を選び出し、根拠資料を引用しながら論理的に、サプリメント等の利用のメリットについて考えます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食の商品開発に役立つ専門知識 健康の保持増進・疾病の予防や治
療における栄養の役割、摂取した
食物の栄養成分がどのように代謝
され、体の構成成分やエネルギー
としてどのように利用されるかが
理解できる
メニュー開発・食品開発の基礎と
なる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

多くの情報の中から必要な情報を
選び出し、根拠資料を引用しなが
ら論理的にまとめられるようにな
る

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

健康の保持増進・疾病の予防のた
めにはどのような食べ方が良いか
提案するすることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

ゲストスピーカーとして企業人を招き、さまざまな現状や最新の情報について学び、加工食品の試食などの演
習を行う。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

20

学期中に複数回行い、キーワードや各種反応の仕組みを
理解できているかについて評価します。

：

％

定期試験

80

バランスの良い食事の具体例（料理名）があげられ、適
切な１人分の食事内容が説明できるか、食品に含まれる
各成分の機能が説明できるかを評価します。

：

％

2374
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2377
80 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

サクセス管理栄養士講座
「基礎栄養学」

鈴木和春　他著 第一出版・・ 年・2021

参考文献等

【参考書】　NEW&VISUAL食品成分表、教育図書
【参考書】フードコーディネーター教本3級試験対応テキスト

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

ゲストスピーカーの都合により授業の順番や内容を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 栄養とは ヒトが生きていくために必要な栄養素と
呼ばれる物質を身体の中で作られるのか
作られないのかを調べる。

4第 回 時間

栄養の本質を理解し、栄養素と呼ば
れる物質と生物としてのヒトとのか
かわりを科学的観点から学ぶ。また
疾患と栄養とのかかわり、疾患がヒ
トにもたらす負の側面を社会的観点
から理解する。また古代から現代ま
での間に栄養学という学問（栄養学
史）が、どのように生まれ、発展し
、体系化されてきたのかを学ぶ。

2 栄養素とそのはたらき ヒトが成長し、成人になってからは維
持・増進していくために、身体の中で行
われてほしいはたらきを具体的に箇条書
きで列記し、それらを３つのカテゴリー
にまとめる。

4第 回 時間

私達動物は食物（有機物）を摂取し
なければ生きていく事はできない。
摂取する食物にはいろいろな物質が
含まれている。その中に生きるため
に必要な物質である栄養素の種類と
そのはたらきを学ぶ。

3 糖質 糖質と食物繊維との違いを調べる。 4第 回 時間
エネルギー源となる糖質の種類とそ
の構造を学ぶ。また糖質の体内利用
について学び糖尿病の病態について
理解する。

4 脂質 脂質の構造と種類を調べる。 4第 回 時間
エネルギー源となる脂質の種類とそ
の構造を学び、脂質の体内利用につ
いて、また脂質異常症の病態につい
て理解する。

5 タンパク質 タンパク質の構造と種類を調べる。 4第 回 時間
エネルギー源および身体の構成成分
となるタンパク質の種類とその構造
を学ぶ。またタンパク質の体内利用
とくに栄養価の評価について理解す
る。

6 ミネラル（無機質） 骨を作る、血液をつくるのに関係の深い
栄養素を調べる。

4第 回 時間

身体の構成成分および生理作用を調
節するミネラルの種類とその体内利
用について学ぶ。また、それらの不
足および過剰症の病態について理解
する。

7 ビタミン ビタミンの特徴による分類とその機能に
ついて調べる。

4第 回 時間
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生理作用を調節するビタミンの種類
とその構造について学ぶ。また、ビ
タミンの体内利用について学び、そ
れらの不足および過剰症の病態につ
いて理解する。

8 水と食物繊維 食物繊維の特徴による分類とその機能に
ついて調べる。

4第 回 時間

食べ物の中には栄養素以外にもさま
ざまな成分が含まれており、その中
には有用なもの不用なものが含まれ
ている。有用なものである機能性非
栄養成分、特に食物繊維について学
ぶ。

9 栄養素の消化と吸収（消化のしく
み）

三大栄養素を消化する主要な消化酵素の
名称を調べ、各栄養素毎に分類する。

4第 回 時間

摂取した食べ物が消化される過程で
は、多くの消化器系器官がかかわり
、栄養素は各器官においてさまざま
な消化酵素の作用を受ける。各栄養
素の特徴別にどのような成分まで消
化されるかを学ぶ。

10 栄養素の消化と吸収（吸収のしく
み）

三大栄養素が消化された最終の成分はそ
の特徴によりどちら側の輸送経路を通る
のかを調べる。

4第 回 時間

摂取した食べ物が消化された各栄養
素の特徴別にどのように吸収される
かを学ぶ。また、吸収後の体内での
輸送経路とその利用のされ方につい
て理解する。

11 エネルギー代謝 三大栄養素で代表される各食品の１ｇあ
たりのエネルギー量を調べ、自身の１日
の食事でどれくらい摂取しているのかを
算出する（食育バイキング）。

4第 回 時間

ヒトが食事から得る摂取エネルギー
と代内で消費される消費エネルギー
との出納をエネルギー代謝といい、
エネルギーの定義および自身のエネ
ルギー消費量あるいは必要量の算出
方法について学ぶ。

12 摂食行動 空腹であるのに食べたく無くなる要因に
ついて考察する。

4第 回 時間

ヒトはどのようにして空腹を感じる
と食事を開始し、ある程度満腹にな
ると摂食が止まるのか、現在明らか
になっている摂食調節について、ま
た食物と味覚に関して栄養と関連さ
せて学ぶ。

13 食事摂取基準 食事摂取基準の概要の中に書かれている
統計学的な考え方について説明する。

4第 回 時間

健康な個人の健康の維持・増進およ
び生活習慣病の予防を目的とした、
エネルギーと栄養素の摂取量を理解
し、現場で使用されている食事バラ
ンスガイドや食品群等の教材の考え
方についても学ぶ。

14 食習慣と疾病 アジアと欧米の食習慣を調べ、そこから
良く食べられている食品/調理方法を見つ
け出し、その食品/調理方法に多く含まれ
ていると考えられる栄養素を箇条書きす
る。

4第 回 時間

食生活と健康が密接に関連している
ことは多くのヒトが認識していると
ころであるが、アジアと欧米では死
亡原因となる疾病に大きな違いがあ
る。考えられる食習慣の違いや遺伝
的背景について学ぶ。ゲストスピー
カーを招き、企業の取り組みを学ぶ
。
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授業科目名 食品開発論Ⅲ（調理）

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

伴みずほ

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

調理とは食品材料を食べ物に変えることである。食品材料である動植物をそのまま食べるのではなく安全でおいしい食べ物に加
工して食べる。食べやすい形（食べ物）に変えることが料理することであり、広い意味で食事を整える事全体をさして調理と言
う。調理技術は昔から伝承されてきたものが多く、「技」として考えられがちであるが、この授業では実際の調理操作中に生じ
る諸現象を学び、おいしく調理する技術の裏にある理論を理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食の商品開発に役立つ知識 食環境に対応した食品素材の活か
し方が理解でき、多くの情報の中
から必要な情報を選び出し、論理
的にまとめられる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

多くの情報の中から必要な情報を
選び出し、根拠資料を引用しなが
ら論理的にまとめられるようにな
る

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

調理実習の内容と関連付けて調理
技術を理解し、メニュー開発・食
品開発の基礎力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

30

内容の妥当性と論理的構成について、独自のルーブリッ
クに基づいて3段階で評価します。

：

％

定期試験

70

個々の食品素材をおいしくいただくために行う、適切な
調理操作とその意義が説明できるかを評価します。

：

％
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使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

エスカベーシック　食べ
物と健康　調理学

渋川祥子　編著 同文書院・・ 年・2017

参考文献等

【参考書】　NEW&VISUAL食品成分表、教育図書
【参考書】フードコーディネーター教本3級試験対応テキスト

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

実習中に知り得た知識や疑問をその日の内に整理するようにしてください。
学外講師の都合で授業の順番や内容を変更する場合があります。

学外の見学に1回/14回あてます。
食育演習が2回/14回あります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 調理の意義と食事計画 各国、各地方の食事の形式やその歴史を
調べる。

4第 回 時間

ヒトは食べ物を食べて生きているが
、自然界の中でヒトが食べる事の位
置づけを知り、食事の意義、調理の
目的を理解し、調理学を学ぶ意味を
理解する。
また、毎日の食事における一連の過
程において調理が、地球温暖化、廃
棄物、水質汚濁などの地球環境問題
として捉える。

2 調理操作と調理機器①非加熱操作 非加熱操作の中で、切砕という操作があ
るが、この目的のうち外観を整えるため
の各種切り方について調べる。

4第 回 時間

調理操作のうち非加熱操作は、下ご
しらえや中間的な操作から仕上げま
での過程における複数の操作である
。各技術の理論を学びその過程で生
じる食品の形状・組織・物性・成分
等の変化を理解する。

3 調理操作と調理機器②湿式加熱 湿式加熱の種類とそれに相当する具体的
な調理名を調べる。

4第 回 時間

食材を調理しておいしい食べ物にす
るには、適切な調理操作が求められ
る。加熱操作は調理の中心的役割を
持つが、その中で湿式加熱の目的、
特徴、方法、調理中の熱の伝わり方
について学ぶ。

4 調理操作と調理機器③乾式加熱 乾式加熱の種類とそれに相当する具体的
な調理名を調べる。

4第 回 時間

加熱操作の中で、乾式加熱の目的、
特徴、方法、調理中の熱の伝わり方
について学ぶ。

5 調理操作と調理機器④誘電・誘導加
熱

誘電・誘導加熱の特徴を調べ、考えられ
る利点・欠点を考察する。

4第 回 時間

加熱操作の中で、誘電・誘導加熱の
目的、特徴、方法について学ぶ。ま
た、過熱水蒸気過熱および外食産業
や大量調理を行う際の調理方法につ
いても学ぶ。

6 調理操作と調理機器⑤器具・調理機
器の理解

加熱器具として重要な鍋についてその材
質と特徴について調べ適する料理名をあ
げる。

4第 回 時間
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非加熱・加熱調理操作に使用する器
具・調理機器の機能や材質を理解し
、料理にあった器具・加熱調理が選
択できるよう学ぶ。

7 調理操作と調理機器⑥調味操作の理
解

日常よく食べる料理（５品）に使用され
ている調味料の種類と使用量（％）を調
べる。

4第 回 時間

調味操作は、調理の目的により調味
する時期や方法が異なり、これらが
、料理や風味の強さ、食品のテクス
チャーにも影響を与え、料理のおい
しさを左右する。適切な調味する時
期、濃度を学ぶ。

8 食べ物の嗜好性と生体における役割
①おいしさと健康

５基本味についてまとめ栄養学的に何を
意味するかを調べる。

4第 回 時間

ヒトは食べ物を食べる時おいしさを
感じる。食べ物はまずおいしい事が
大切で、おいしいと感じると消化吸
収能力が高まったり、生活に喜びを
与える。食べ物のおいしさを形成す
る要因を理解する。

9 食べ物の嗜好性と生体における役割
②５基本味を呈する物質

閾値、相乗効果、対比効果のことばの意
味を調べる。

4第 回 時間

化学物質である５基本味を呈する物
質の種類、構造、濃度との関係を学
ぶ。

10 食べ物の嗜好性と生体における役割
③おいしさを形成する要因

朝食を食べたくなるために必要な要因を
考察する。

4第 回 時間

おいしさは味覚で主に感じるが、嗅
覚、触角、視覚、聴覚によっても感
じられ、さらに種々の因子がおいし
さに関与している。ここではテクス
チャー、温度、色、音、香りの関与
について学ぶ。

11 官能評価 官能評価をしてみたいと思う事柄を一つ
選び、官能評価の手法に見合った官能評
価用紙を作成し、評価結果を推測する。

4第 回 時間

官能評価とは、ヒトの感覚を用いて
食品の品質特性や嗜好特性を評価し
、結果を統計的手法により解析して
、より客観的、普遍的な判断を得よ
うとするものである。この評価方法
について学ぶ。

12 調理と安全 どのような食品にトレーサビリティが導
入されているかを調べる。

4第 回 時間

調理学の意義はおいしさの追求と栄
養学的なバランスがとれ、さらに衛
生的で安全な食物を摂取することで
ある。安全な食物を摂取するにはど
んな手段をとればよいかを考える。
学外授業を行う。

13 食事設計と栄養 自身の年齢、性別に見合った日常のある1
日の献立を作成する。

4第 回 時間

ヒトは健康の保持増進および疾病予
防のために食事を喫食しているが、
それはＱＯＬを高めるものでなけれ
ばならない。食文化や食習慣に配慮
したバランスの良い日常の食事の献
立作成について学ぶ。

14 食品の調理性と生体利用性、調理に
よる栄養効果

日本人の食の原点とされる「米」と、現
在消費量が増加中の「小麦」の調理性の
違いについてまとめる。

4第 回 時間

食事の素材となる食品には、植物性
食品、動物性食品、さらにこれらの
食品から抽出された特殊成分がある
。これらの調理性と代表的な調理に
ついて学ぶ。
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授業科目名 食品流通論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1・2年 2

髙畑能久

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

この授業では、経済産業省の商業統計調査、経済系の新聞記事、主要企業の公式サイト、実際に市場で売上を伸ばしている商品
などの最新情報に基づき、食品流通業の現状と今後の課題について学びます。
食品消費の変化、食品市場マーケティング、食品小売業の各業態（食品スーパーマーケット、総合スーパーマーケット、コンビ
ニエンスストア、百貨店、生活協同組合、電子商取引など）および卸売業と卸売市場の特徴を学び、マクロ環境の変化に伴う今
後の市場動向について理解を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

小売業・卸売業の市場動向を把握
する手段や食品流通業の各業態の
特徴と課題などを学びます。

小売業・卸売業の市場動向と食品
流通業の各業態の特徴について理
解を深めます。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

食品流通業の各業態が抱えている
課題を発見します。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

市場動向を踏まえ、食品流通業の
各業態の課題を解決する方策を企
画・立案します。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での発言量・質

30

授業内のグループワークに積極的に参加しているかどう
か、発表内容が適正で分かりやすいかどうかを評価しま
す。

：

％

レポート課題

30

与えられた課題に対し、授業で学んだ正しい知識に基づ
き読み手に分かりやすく論述できているかどうかを評価
します。

：

％

2379

- 201 -



2380

定期試験

40

専門知識を問われる問題に対して、授業で学んだ正しい
知識に基づき回答できているかどうかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

時子山ひろみ他著『フードシステムの経済学　第５版』（医歯薬出版、2015年）
藤島廣二他著『新版　食料・農産物流通論』（筑波書房、2012年）
その他の参考文献等は授業中に随時紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
また、日頃からテレビ、新聞、雑誌、webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてくださ
い。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。タイトルには必ず、所属・学籍番号・
氏名を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび食品流通
のしくみ

食品流通に関わる新聞、雑誌、webサイト
等の記事を読んできてください。

4第 回 時間

シラバスに沿って授業の進め方や評
価方法などを説明します。
「食品の物流」、「食品の商流」、
「食品の情報流」などのしくみにつ
いて学びます。また、最近の食品流
通業を取り巻く環境の変化をトピッ
クスをあげて理解します。

2 消費者ニーズの変化（食の外部化） 食品流通に関わる新聞、雑誌等の記事を
読んできてください。

4第 回 時間

女性の社会進出や一人暮らしの世帯
の増加など、食の外部化要因につい
て考えます。

3 日本の商業実態および業界再編の動
向

経済産業省の公式サイトで商業統計調査
を確認してください。

4第 回 時間

経済産業省の商業統計調査による卸
売業・小売業の実態および、小売業
界再編の動向を学びます。

4 食品小売業①（スーパーマーケッ
ト）

イオン、セブン＆アイホールディングス
の公式サイトで経営状況を確認してくだ
さい。

4第 回 時間

食品スーパーマーケット（SM）、総
合スーパーマーケット（GMS）業態
の特徴と今後の課題を学びます。

5 食品小売業②（コンビニエンススト
ア）

セブンイレブン、ファミリーマート、
ローソンのホームページで経営状況を確
認してください。

4第 回 時間

コンビニエンスストア（CVS）業態
の特徴と今後の課題を学びます。

6 食品小売業③（百貨店） 三越伊勢丹ホールディングス、J.フロン
トリテイリング、髙島屋の公式サイトで
経営状況を確認してください。

4第 回 時間

百貨店業態の特徴と今後の課題を学
びます。

7 食品小売業④（生活協同組合） 日本生活協同組合連合会、コープこうべ
の公式サイトで経営状況を確認してくだ
さい。

4第 回 時間

ゲストスピーカー（専門家）を招き
、生活協同組合業態の特徴と今後の
課題に関する特別授業と意見交換を
行い、各自レポートを提出します。

8 食品小売業⑤（電子商取引） アマゾン、楽天、オイシックス・ラ・大
地の公式サイトで経営状況を確認してく
ださい。

4第 回 時間
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電子商取引（EC）、オムニチャネル
業態の特徴と今後の課題を学びます
。

9 グループワーク①（成長するだろう
／衰退するだろう業態）

次回の授業までにレポートを提出してく
ださい。

4第 回 時間

「30年後に成長するだろう／衰退す
るだろう食品小売業態とその理由」
と題して、グループワークを行い、
各自レポートを提出します。

10 卸売業と卸売市場 大阪府中央卸売市場、三菱食品、日本ア
クセス、国分グループ本社の公式サイト
で経営状況を確認してください。

4第 回 時間

経済産業省の商業統計調査による卸
売業・卸売市場の実態と今後の課題
を学びます。

11 食の世界市場 海外進出している日本の食品流通業の事
例を調べておいてください。

4第 回 時間

食の世界市場のトレンド、グローバ
ル食品企業の成長戦略について学び
ます。

12 食品流通業の実態 次回の授業までに特別授業のレポートを
提出してください。

4第 回 時間

ゲストスピーカー（専門家）を招き
、食品小売業を中心に食品流通業の
実態と今後の課題に関する特別授業
と意見交換を行い、各自レポートを
提出します。

13 グループワーク②（食品流通業にお
ける課題と解決策）

次回の授業までにレポートを提出してく
ださい。

4第 回 時間

「食の安全・安心と企業倫理」「持
続可能な食ビジネスの構築に向けて
」などの課題と解決策について、グ
ループワークを行い、各自レポート
を提出します。

14 食品流通業の動向・課題まとめ この授業で学んだことを振り返り・復習
してください。

4第 回 時間

食品流通業の業態別市場動向および
業界再編の動向について学びます。
これまでの授業で学んだことを振り
返り、理解を深めます。
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授業科目名 フードコーディネート論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1・2年 2

山岡正弘

講義

該当する

新規ホテル開業業務、新規レストラン開業業務、レストランリニューアル業務、メニュー開発、社員
教育、国家試験HRS認定試験委員、特定非営利活動法人日本フードコーディネーター委員等

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「食」の世界が大きく動き出している現代、細分化される食の専門化する中で、スペシャリストとしての専門分野を持ち、それ
ぞれの分野を複合的にコーディネートするのが仕事。食の商品開発、レストランプロデュース、販売促進・メディアなど、フー
ドビジネスの全てに関わります。授業では「文化」「科学」「デザイン・アート」「経済・経営」の4分野に区分して、進めて
いきます。授業目標としては、次のステップである「食ビジネス経営論」「食ビジネス経営実践」に繋げる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食に関わる基礎知識 フードコーディネーターの基礎知
識を身につける。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

食に関わる基礎知識から課題を検
討出来る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

専門知識を理解し、計画・立案力
を発揮できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

授業終了時に毎回振り返り小テストを実施します。

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加度

20

教員との授業中のやりとり、授業への取り組みを評価し
ます。

：

％

授業態度

20

授業への取り組み態度を評価します。：

％

振り返り小テスト

10

毎回実施する振り返り小テストの提出及び採点を評価し
ます。

：

％
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2382

定期試験（筆記）

50

試験の素点に基づいて到達度を評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新・フードコーディネー
ター教本2021年

特定非営利活動法人日本
フードコーディネーター協
会

柴田書店・・ 年・2021

参考文献等

食に関する企業HP、書籍、メディア記事などを参考とする。
特定非営利活動法人日本フードコーディネーター協会HP、新・フードコーディネーター教本2級資格認定試験対応テキスト

履修上の注意・備考・メッセージ

シラバス計画に準じて教本及び参考文献に調べておく。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問は従業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
メールアドレス：ppp-yamaoka@ares.eonet.ne.jp
メールには必ず氏名と所属を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 食の歴史と文化と風土 フードコーディネーター教本「食の歴史
と文化と風土」を読んでおく

4第 回 時間

概説（食と感性、おいしさと感覚）
。日本料理（歴史、種類、暦と旬、
行事食と郷土食）。中国料理（歴史
、特色、食事様式）。西洋料理（歴
史、菓子・デザート、パンの歴史）
。その他の国の料理。

2 食品・食材の知識（1） フードコーディネーター教本「食品・食
材の知識」を読んでおく

4第 回 時間

概説。肉（特徴、分類）。魚（特徴
、分類）。豆・大豆・大豆製品（特
徴、分類）。野菜・キノコ・海藻（
特徴、分類）。

3 食品・食材の知識（2） フードコーディネーター教本「食品・食
材の知識」を読んで、地産地消を理解す
る。

4第 回 時間

乳・乳製品・卵（特徴、分類）。穀
物（特徴、分類）。酒・ドリンク（
特徴、分類）。調味料・香辛料。加
工食品（特徴、分類）

4 料理方法と調理機器 フードコーディネーター教本「食品・食
材の知識」を読んでおく

4第 回 時間

概説。調理器具の基本知識。調理の
基本（肉・魚・野菜の下拵えの基礎
知識、日本料理の調理の基本、西洋
料理の調理の基本、中国料理の調理
の基本）。菓子及びパン。

5 厨房の基礎知識 フードコーディネーター教本「厨房の基
礎知識」を読んでおく

4第 回 時間

概説（厨房計画の重要性、フードコ
ーディネーターの役割、安全性・衛
生面への配慮）。前提条件・基本方
針の決定（業種・業態の確定、コン
セプト・メニュー計画、客席数・客
単価・販売数予測、要員計画、厨房
のスタイル）。厨房の基本レイアウ
ト。厨房の生産システム。厨房の設
計。厨房機器の種類と特徴。厨房図
面の作成（機器の配置・寸法、図面
の見方）。建築・設備面における厨
房計画。

6 健康と栄養 フードコーディネーター教本「健康と栄
養」を読んでおく

4第 回 時間
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2382
概説。栄養素のはたらき（タンパク
質、脂質、炭水化物、ビタミン、ミ
ネラル。6つの基礎食品群（第1群「
魚・肉・卵・大豆」、第2群「牛乳
・乳製品・骨ごと食べれる魚」、第
3群「緑黄色野菜」、第4群「その他
の野菜・果物」、第5群「コメ・パ
ン・麺・イモ」、第6群「油脂」。
食生活と健康づくり（食生活の変化
と健康状態・望ましい食生活の実現
に向けて。

7 食の安全 フードコーディネーター教本「食の安
全」を読んでおく

4第 回 時間

概説。衛生微生物。経口伝染病とそ
の他の病気。食中毒。寄生虫。食品
異物。食品添加物。食品の腐敗。食
品衛生対策。食品の品質表示制度。
食物アレルギー。

8 食空間のあり方、食空間と内装デザ
イン（1）

フードコーディネーター教本「食空間の
あり方」を読んでおく

4第 回 時間

食空間とは（「おいしい」とは何か
、食空間におけるホスピタリティと
は）。食空間の分類。家庭の食空間
。食空間の意義。外食産業の歴史に
見える食空間の歴史。

9 食空間のあり方、食空間と内装デザ
イン（2）

フードコーディネーター教本「食空間と
内装デザイン」を読んでおく

4第 回 時間

今後の食空間のあり方。レストラン
の空間の設計実務（プランニングか
ら開業までの作業の流れ、設計に掛
かる前の確認事項、クライアントの
要望確認、店舗コンセプトン作成、
設計業務の内容、図面の見方、基本
設計の作成、プランの提案、実施設
計の作成、入金・金額決定・契約、
工事着手の設計監理・施工管理、役
所の検査、完成検査・引渡し）

10 食空間とテーブルコーディネート フードコーディネーター教本「食空間と
テーブルコーディネート」を読んでおく

4第 回 時間

テーブルコーディネートとは。テー
ブルコーディネートの基本的理論（
全体の組立、デザインのもと、料理
と器の関係、カラーコーディネート
）。食空間の構成洋食（テーブルを
セットするときの約束ごと、テーブ
ルの構成、コーディネートアイテム
を知る、コーディネート例、最後の
チェックポイント）。食空間の構成
和食（和食をコーディネートする時
の約束ごと、和の食卓、膳の寸法）
。食空間の構成中国料理（中国料理
の食の約束ごと、テーブルセッティ
ング）

11 テーブルマナーとサービス フードコーディネーター教本「テーブル
マナーとサービス」を読んでおく

4第 回 時間

概説。テーブルマナー（基本的な食
事のマナー、西洋料理のマナー、日
本料理のマナー、中国料理のマナー
、飲酒のマナー、茶や菓子のいただ
き方、茶のサービス）。サービスマ
ナー（西洋料理のサービスマナー、
日本料理のサービスマナー、中国料
理のサービスマナー）。プロトコー
ルとは。パーティ。席次。

12 フードマネジメント フードコーディネーター教本「フードマ
ネジメント」を読んでおく

4第 回 時間

概説。現代の食事形態と食市場（現
代の食事の3形態、高まる「食の外
部化率」、内食と内食市場の動向、
外食と外食市場の動向、中食と中食
市場の動向、食市場全体、飲食業の
特性）。マーケティングの基礎知識
。経営の基礎知識。経営の計数管理
。財務諸表。

13 メニュープランニング フードコーディネーター教本「メニュー
プランニング」を読んでおく

4第 回 時間
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概説。メニュープランニングの流れ
。トレンドの読み方。食品流通とメ
ニュープランニング。メニュープラ
ンニングのチェックシート。メニュ
ーの原価と価格設定。メニュー競合
店調査。メニュープランニングの事
例。レストラン以外の商品開発。

14 食の企画・構成・演習の流れ及び
フードコーディネート論総合解説

1回～12回までの小テストを見直す 4第 回 時間

概説。食の企画の流れ。食の企画の
例。企画提案に必要なスキル。企画
書を立案するうえで必要な項目。オ
リエンテーションや依頼内容のチェ
ック。ビジネス企画書の基本構成。
第1回食の歴史と文化と風土から第1
3回メニュープランニングのポイン
ト解説。
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授業科目名 観光ビジネス概論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

金蘭正

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、観光の歴史、文化そして経済的側面からその潜在力を捉え、旅行、宿泊、運輸業をはじめとするさまざまな観光ビジ
ネスと地域との関わりやその果たす役割について包括的に理解を深めることを目標とする。わが国では、観光を通して交流人口
を増やすことによる地域活性化や経済波及効果への期待が高まっている。一方、地方では外国人旅行者の受け入れ体制づくりが
行われているが、観光産業における経営の後継者不足や若者の地方離れによる人手不足が顕著である。こうしたわが国の観光ビ
ジネスの可能性と課題について理解を深め、解決策を考えていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

観光の歴史・専門用語・仕組みの
理解

観光とは何かについて、観光の専
門用語・現代社会における観光の
仕組みについて基礎知識を得る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光に関する知識 インターネットや書籍の情報をも
とに、観光業界の特徴的な動向を
理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

常に観光現象に興味を持ち、新
聞、雑誌、テレビなどのマスコミ
の情報から国内外の観光動向を把
握することによって、観光におけ
る課題や今後のあり方について考
察することが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
「試験（小テスト、中間テスト、定期試験）」

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト・受講態度

20

毎回の授業内容から出される小テストの答えを提出して
もらい、平常点として成績に反映する。

：

％

中間テスト

40

次の観点から評価する。１．授業内容をどの程度理解し
ているか、２．理解したことをわかりやすく適切に表現
できているか。

：

％
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2400

定期試験（筆記）

40

観光学の基礎知識を用いて自身の意見を述べる問題。次
の観点から評価する。１．観光学の基礎知識の正しい理
解、２．現代の観光における問題点を指摘し、その解決
のための方案を探ることまでつなげられるのか

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新しい観光学国枝よしみ・岡田晃編著 千倉書房・・ 年・2022

参考文献等

前田　勇　編著（2015）『新現代観光総論』学分社
岡本 伸之 編著（2001）『観光学入門』有斐閣
岡本 伸之 編著（2013）『観光経営学 (よくわかる観光学)』朝倉書店

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
アドレス：kim-r@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・広がりつつあ
る観光産業

事前にシラバスを熟読しておく 4第 回 時間

学習内容や評価方法、受講において
の注意事項などについて説明したう
えで、広がりつつある観光産業につ
いて学びます。

2 「観光」の概念/歴史 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：旅行、マスツーリズム）

4第 回 時間

「観光」および観光に関連すること
ばの意味と現代観光の基本的構造と
構成要素について学びます。また、
現代の観光がどのような社会的背景
の中で発展してきたかについて観光
の歴史を通して学びます。

3 観光資源とニューツーリズム/持続
可能な観光

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ニューツーリズム、持続可能な
観光、デ・マーケティング）

4第 回 時間

観光対象の基本的性格や観光対象の
類型、対象の素材としての観光資源
の定義や分類について学びます。ま
た、ニューツーリズムの概念やそれ
ぞれの定義について理解し、ニュー
ツーリズム推進に関する取組につい
て学びます。さらに、持続可能な観
光とは何かについて理解してもらい
ます。

4 旅行ビジネスの過去・現在・未来 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：トーマス・クック、FIT）

4第 回 時間

旅行がビジネスとして確立してきた
歴史と背景について学びます。また
、旅行ビジネスがもたらす交流創造
（人的交流・地域交流）について学
びます。

5 観光とテクノロジー まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：テクノロジー、OTA）

4第 回 時間

観光関連分野の企業がテクノロジー
を導入する目的やテクノロジーの急
速な進化による観光関連産業や観光
地での活用状況について学びます。

6 航空ビジネス まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：航空輸送事業、航空ネットワー
ク））

4第 回 時間
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航空運送事業の特性や航空会社の組
織と仕事について概観したうえで、
航空業界の現状や将来について学び
ます。

7 ホテルビジネスの現状と今後の展望 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：旅館業法、ホテルマネジメン
ト）

4第 回 時間

ホテルビジネスの概要と仕事の基本
知識について理解するとともに、そ
れぞれの職種で求められる知識やス
キル、資格を明らかにし、ホテルを
職業として選択した場合のキャリア
パスについて学びます。

8 今までの授業内容のReviewと中間テ
スト

現在までの授業ノートを取りまとめる 4第 回 時間

今迄の授業内容を振り返り、中間テ
ストを実施します。また、中間テス
トの解説を実施し、第7回までの授
業を総合的に振り返ります。

9 テーマパークとイベント事業 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：テーマパーク、イベント）

4第 回 時間

テーマパークの定義や遊園地との違
い、その特性について学びます。ま
た、観光におけるイベントの役割と
イベントツーリズムについて理解し
ます。

10 ホスピタリティ まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ホスピタリティ、接客過程モデ
ル）

4第 回 時間

ホスピタリティとは何か、なぜ重要
なのかについて理解し、サービスと
ホスピタリティの違いについて学び
ます。さらに、航空運送事業の特性
とホスピタリティの関係について理
解したうえで、航空会社（ANA）の
実践例を通して航空業界におけるホ
スピタリティを学びます。

11 観光マーケティング まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：マーケティング・ミックス、
SWOT分析）

4第 回 時間

経営学分野であるマーケティング理
論を観光に応用し、観光業界に携わ
る企業の観光マーケティング活動に
ついて解説します。

12 観光政策/観光まちづくり まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：DMO、体験交流型観光）

4第 回 時間

観光分野において国や地方公共団体
が、政治や行政を行う上での考え方
や方針のことである観光政策につい
て学びます。また、観光まちづくり
とは何かについて理解したうえで、
アフターコロナ時代に一層注目され
る観光まちづくりの考え方について
学びます。

13 ブランドと観光 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ブランディング、ブランド・イ
メージ）

4第 回 時間

ブランドについて理解し、観光にお
けるブランドの使われ方、そしてプ
レイスのブランドがその国、地域、
場所にどのように貢献するのかにつ
いて学びます。

14 食と地域振興 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：フードツーリズム、地方創生）

4第 回 時間

食とツーリズムに関連する、フード
ツーリズム、ガストロノミーツーリ
ズム、アグリツーリズム、ワインツ
ーリズム、スローフード、地産地消
などのコンテンツについて学びます
。また、食の地域資源を利用したま
ちづくりによる地域振興の事例を通
して、食と地域振興との関連性につ
いて学びます。

2400

- 210 -



授業科目名 経営特論Ⅰ

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年以上主に3年 2

國方太司・大塚康央・山岡淳・澤田彩

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

2015年、国連サミットで「SDGｓ（持続可能な開発木曜）」が採択され、17の開発目標があげられ、具体的に169のターゲットが
設定されています。例えば、「人口の爆発的な増加による貧困の問題」「エネルギーと気象変動の問題」「新興国経済の躍進の
よる世界経済への影響」など世界にとって極めて重要な問題が含まれています。各界を代表する著名な先生方による講演会「未
来展望セミナー」においてSDGｓについて掘り下げ、今後の日本のあるべき姿を考える予定です。本講義は、「未来展望セミ
ナー」で扱う重要なテーマについて、グループワークや個人での分析・検討を通して、それぞれのテーマの課題、問題点を整理
し、各自が主体的・積極的に自らの考えや解決策を形成することを目的にしています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

世界、日本が直面している課題に
関する知識

インターネット、書籍等の情報を
もとに、課題に関する特徴的な動
向を理解できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

世界、日本が直面する課題に関す
る対応策を検討する

収集した情報をもとに、それぞれ
の課題に対する対応策をまとめる
ことができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

収集した情報から、特徴的な課題
を発見できる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自分の役割を理解し、指定された
形式で資料を作成できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題についての調査レポート

30

内容の妥当性と論理的構成（資料に基づいた意見構成）
について、
ルーブリックに基づき、4段階で評価します。

：

％

テーマに関する発表とまとめ

30

各テーマについて、グループ内での議論のまとめと各自
の意見について、ルーブリックに基づき、4段階で評価し
ます。

：

％
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2401
30 ％

「未来展望セミナー」要約シート

30

４回実施の「未来展望セミナー」に関する要約内容の妥
当性について、４段階で評価します。

：

％

「振り返り」レポート

10

「学びに向かう態度」について４つの観点（計画、振り
返り、
改善、関連付け）に基づき、４段階で評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

書籍
産総研人工知能研究センター編　『トコトンやさしい人工知能の本』日刊工業社　2016年
松尾豊　『人工知能は人間を超えるか』　角川EPUB選書　2015年
高等学校で使用した「世界史」の教科書
WEBサイト
デジタルツイン：【図解】デジタルツインとは？やさしく解説｜ビジネスブログ｜ソフトバンク (softbank.jp)
https://www.softbank.jp/biz/blog/business/articles/202009/digital-twin/

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本講義の受講者は2023年度「未来展望セミナー」への出席を前提としています。
　　次の日程で開催される同セミナー（オンライン実施）に必ず出席すること。
　　開催日程：5月19日（金）、6月30日（金）、7月21日（金）、9月15日（木）（18時30分～20時）
２．本講義の受講者の選抜については通算GPAの値を参考にする。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日　２時限

場所： 國方研究室（西館３階）等

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーション  ・ＳＤＧｓの
取り組みについて

Society 5.0 とDegital Twinを説明する
レポートを作成してください。

4第 回 時間

SDGｓについて理解を深めるととも
に、私たちの生活に密接に関連する
ことを理解します。
本時はSDGｓに関連するテーマに概
略を説明します。それぞれのテーマ
について各自の調査・発表・意見交
換・レポート作成の手順で授業を展
開することを説明します。

２ 人工知能技術が引き起こす社会変革
＃１　導入と課題提示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

社会システムを変革するようなイノ
ベーションの場合、政策・技術・ビ
ジネス・社会受容性を包括的に考慮
したシステムデザインが必要になり
ます。人工知能（AI）が引き起こす
多様なユースケースと市場性、ビジ
ネス上の課題を列挙して社会的大規
模なイノベーションについて考えて
もらう。
次のアジェンダについて調査します
。
①社会システムインベーションを生
み出す背景（技術革新と政策）
②社会システムイノベーションを維
持する背景（法学、経済、経営など
）
③社会システムイノベーションを成
功させる背景（包括的視点から）

３ 人工知能技術が引き起こす社会変革
＃２　エキスパート活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間
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2401
各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。
①社会システムインベーションを生
み出す背景（技術革新と政策）
②社会システムイノベーションを維
持する背景（法学、経済、経営など
）
③社会システムイノベーションを成
功させる背景（包括的視点から）

４ 人工知能技術が引き起こす社会変革
＃３　発表とまとめ

社会変革を生みだす新たなビジネスにつ
いてまとめのレポートを作成します。

4第 回 時間

各アジェンダの発表内容を共有し、
SDGｓがめざす社会イノベーション
について発表します。

5 企業文化を大切にする経営への挑戦
＃1導入と課題提示

企業文化事例を調査します。 4第 回 時間

「企業文化」とは、それぞれの企業
で培われた価値観や行動規範を意味
する。企業経営や事業活動に大きな
影響を与えるとされている。
今回は各自が企業文化事例を調査し
ます。

６ 企業文化を大切にする経営への挑戦
#2エキスパート活動

調査した企業文化を分析し、グループに
分かれて起業する企業文化についてまと
めます。

4第 回 時間

各自が調べた企業文化について、以
下の観点で分析を行います。①理想
の未来像②果たすべき使命③価値菅
④慣行⑤人材⑦場所⑧外部からの環
境

７ 企業文化を大切にする経営への挑戦
#3 発表とまとめ

調査した企業文化を分析し、グループに
分かれて起業する企業文化についてまと
めます。

4第 回 時間

皆さんが起業する場合、理想とする
企業文化を発表します。

８ ロシア・ウクライナ情勢と日本の対
応＃1導入と課題提示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

2022年2月から継続しているロシア
・ウクライナの紛争終息の見通しが
たっていません。この紛争について
過去、現在、未来の視点で考えてみ
ましょう。
次のアジェンダについて調査します
①ロシアの立場からウクライナにつ
いて
②ウクライナの立場からロシアにつ
いて
③この紛争に係わる国連の行動につ
いて

９ ロシア・ウクライナ情勢と日本の対
応#2エキスパート活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間

各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。
①ロシアの立場からウクライナにつ
いて
②ウクライナの立場からロシアにつ
いて
③この紛争に係わる国連、他国の行
動について

10 ロシア・ウクライナ情勢と日本の対
応#3発表とまとめ

紛争解決のために国連が果たす役割をま
とめ、レポートを作成します。

4第 回 時間

この紛争を終息させるために、国連
、他国はどのような提案ができるの
かを考え、発表します。

11 現下の国際情勢とエネルギー問題の
相関＃1導入と課題提示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

- 213 -



ロシアによるウクライナ侵攻により
、エネルギー政策はいろいろな国に
影響を与えている。また、地球温暖
化対策に対する対応のエネルギー管
理も猶予のない状況になっている。
次のアジェンダを調査します。
①地球温暖化対策としてエネルギー
政策
②石油・天然ガス生産国のエネルギ
ー政策
③石油・天然ガス消費国（日本など
）のエネルギー政策

12 現下の国際情勢とエネルギー問題の
相関#2エキスパート活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間

各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。

①地球温暖化対策としてエネルギー
政策
②石油・天然ガス生産国のエネルギ
ー政策
③石油・天然ガス消費国（日本など
）のエネルギー政策

13 現下の国際情勢とエネルギー問題の
相関#3発表とまとめ

世界は繁栄するエネルギー政策について
まとめのレポートを作成します。

4第 回 時間

世界は互いに助け合い、各国が発展
するためにエネルギー政策を管理す
る必要があります。世界が？栄する
ためのエネルギー政策を提案してく
ださい。

14 「振り返り」活動 振り返りシートを作成します。 4第 回 時間
個人活動と協働活動の繰り返しによ
り、各自振り返りを行う。
振り返りは４つの観点で実施する
①計画性：見通しを立てて、調査等
を実施したか。
②振り返り：他人の意見や、進め方
を参考に自分の学び方を振り返りが
出来たか。
③関連付け：自分の調査した内容と
、他人の調査した内容を関連付け、
自分の考えを発展させることができ
たか。
④改　善：議論を通して、自分の学
び方などを改善できたか。
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授業科目名 経営特論Ⅱ

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

國方太司・大塚康央・山岡淳・澤田彩

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

2015年、国連サミットで「SDGｓ（持続可能な開発木曜）」が採択され、17の開発目標があげられ、具体的に169のターゲットが
設定されています。例えば、「少子高齢化の問題」「エネルギーと気象変動の問題」「産業インフラ整備と技術革新問題」など
世界にとって極めて重要な問題が含まれています。各界を代表する著名な先生方による講演会「未来展望セミナー」において
SDGｓについて掘り下げ、今後の日本のあるべき姿を考える予定です。本講義は、「未来展望セミナー」で扱う重要なテーマに
ついて、グループワークや個人での分析・検討を通して、それぞれのテーマの課題、問題点を整理し、各自が主体的・積極的に
自らの考えや解決策を形成することを目的にしています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

世界、日本が直面している課題に
関する知識

インターネット、書籍等の情報を
もとに、課題に関する特徴的な動
向を理解できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

世界、日本が直面する課題に関す
る対応策を検討する

収集した情報をもとに、それぞれ
の課題に対する対応策をまとめる
ことができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

収集した情報から、特徴的な課題
を発見できる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自分の役割を理解し、指定された
形式で資料を作成できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題についての調査レポート

30

内容の妥当性と論理的構成（資料に基づいた意見構成）
について、
ルーブリックに基づき、4段階で評価します。

：

％

テーマに関する発表とまとめ

30

各テーマについて、グループ内での議論のまとめと各自
の意見について、ルーブリックに基づき、4段階で評価し
ます。

：

％
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2403
30 ％

「未来展望セミナー」要約シート

30

４回実施の「未来展望セミナー」に関する要約内容の妥
当性について、４段階で評価します。

：

％

「振り返り」レポート

10

「学びに向かう態度」について４つの観点（計画、振り
返り、
改善、関連付け）に基づき、４段階で評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大庭三枝『重層的地域としてのアジア』有斐閣、2014年
宮城大蔵編著『戦後日本のアジア外交』ミネルヴァ書房、2015年。
大庭三枝「主体的なプレイヤーASEANとグレーな世界」『中央公論』2023年1月号（2022）、102-109頁。
リヴィバッチ・マッシモ(速水融・斉藤修訳)『人口の世界史』東洋経済新報社　2014年
森田朗監修・国立社会保障・人口問題研究所編『日本の人口動向とこれからの社会』東京大学出版会、2017年
メアリー・ブリントン『縛られる日本人ー人口減少をもたらす「規範」を打ち破れるか　』中公新書　2022年
福本智之著 『中国減速の深層』日経BP　日本経済新聞出版　2022年
瀬口清之『日本人が中国を嫌いになれないこれだけの理由』日経BP　2014年

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本講義の受講者は2023年度「未来展望セミナー」への出席を前提としています。
　　次の日程で開催される同セミナー（オンライン）に必ず出席すること、
　　開催日程：10月20日（金）、11月17日（金）、1月19日（金）、2月16日（金）（18時30分～20時）
２．本講義の受講者の選抜については通算GPAの値を参考にする。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日　２時限

場所： 國方研究室（西館３階）等

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション  ・ＳＤＧｓの
取り組みについて

アジア地域の「人口ボーナス期」と「人
口オーナス期」について調べなさい

4第 回 時間

SDGｓについて理解を深めるととも
に、私たちの生活に密接に関連する
ことを理解します。
本時はSDGｓに関連するテーマに概
略を説明します。それぞれのテーマ
について各自の調査・発表・意見交
換・レポート作成の手順で授業を展
開することを説明します。

2 日本とASEANの未来＃1導入と課題提
示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

日本とASEANの対話が開始され50年
を迎えます。この50年間を振り返り
、今後50年度を見据えて、どのよう
なビジョン（見通し）を持つのか考
えます。
次のアジェンダを検討します
①　日本とASEANの貿易
②　日本とASEANの投資
③　日本とASERANの観光・人的交流

3 日本とASEANの未来#2エキスパート
活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間

日本とASEANの対話が開始され50年
を迎えます。この50年間を振り返り
、今後50年度を見据えて、どのよう
なビジョン（見通し）を持つのか考
えます。
次のアジェンダを検討します
①　日本とASEANの貿易
②　日本とASEANの投資
③　日本とASERANの観光・人的交流

4 日本とASEANの未来#3発表とまとめ 日本とASEANの今後50年後をビジョンをま
とめて、レポートを作成します。

4第 回 時間

日本とASEANの50年を振り返り、今
後50年後のビジョンをグループでま
とめて、発表します
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2403
5 少子化と日本の未来＃1導入と課題

提示
３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

2022年の出生数（日本人）は約77.1
万人で、戦後最少だった2021年81.2
万人を下回る見込みです。岸田内閣
は最重要政策として少子化対策につ
いて政策を提案しています。次のア
ジェンダについて少子化対策を調査
します、
①児童手当などの経済的支援拡大
②子育てサービスの充実（保育園等
）
③働き方改革

6 少子化と日本の未来#2エキスパート
活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間

各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。
①児童手当などの経済的支援拡大
②子育てサービスの充実（保育園等
）
③働き方改革

7 少子化と日本の未来#3発表とまとめ 皆さんの提案した少子化対策に対するコ
メントを参考に、最終案をまとめます。

4第 回 時間

岸田内閣の政策を評価し、少子化対
策として効果的な施策を提案します

8 日本経済再生に向けた課題＃1導入
と課題提示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

平成のバブル崩壊後、日本の経済再
生は進んでいません。政策面ではア
ベノミクス、金融面では異次元緩和
等の取り組みがありました。
次のアジェンダについて調査します
。
①アベノミクスのねらいと成果
②異次元緩和のねらいと成果
③日本の生産力と消費力（潜在成長
率と家計貯蓄率）

9 日本経済再生に向けた課題#2エキス
パート活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間

各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。
①アベノミクスのねらいと成果
②異次元緩和のねらいと成果
③日本の生産力と消費力（潜在成長
率と家計貯蓄率）

10 日本経済再生に向けた課題#3発表と
まとめ

皆さんの提案した日本経済再生プランに
対するコメントを参考に、最終案をまと
めます

4第 回 時間

日本経済を再生するための施策、ア
イデアを提案、発表します。

11 日米中関係と中国経済＃1導入と課
題提示

３つのアジェンダについて分担者を決め
ますので、アジェンダについてレポート
を作成します。

4第 回 時間

中国は1978年の改革開放により、経
済大国へと発展しました。その結果
、米国と覇権を争う状況になりまし
た。中国の強大化がもたらす影響に
ついて考えます。
次のアジェンダについて調査します
。
①習近平長期政権の功罪
②ゼロコロナ政策の功罪
③米中摩擦の生み出すアジア地域の
影響

12 日米中関係と中国経済#2エキスパー
ト活動

エキスパート活動で調査項目について調
査しレポートを作成します。

4第 回 時間
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各グループの調査内容についての報
告および質疑応答を通して理解を深
めます。
次のアジェンダについて調査、報告
します。
①習近平長期政権の功罪
②ゼロコロナ政策の功罪
③米中摩擦の生み出すアジア地域の
影響

13 日米中関係と中国経済#3発表とまと
め

皆さんの提案した日本経済再生プランに
対するコメントを参考に、最終案をまと
めます

4第 回 時間

米中摩擦が進行するなかで日本がア
ジア圏で果たすべき役割と影響力を
維持するためにどうすべきかを提案
、発表します。

14 「振り返り」活動 振り返りシートを作成します。 4第 回 時間
個人活動と協働活動の繰り返しによ
り、各自振り返りを行う。
振り返りは４つの観点で実施する
①計画性：見通しを立てて、調査等
を実施したか。
②振り返り：他人の意見や、進め方
を参考に自分の学び方を振り返りが
出来たか。
③関連付け：自分の調査した内容と
、他人の調査した内容を関連付け、
自分の考えを発展させることができ
たか。
④改　善：議論を通して、自分の学
び方などを改善できたか。

2403
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授業科目名 ビジネスデータ分析

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期2～3年 2

海野大

講義

該当する

大手通信事業者で新サービス開発，新規事業立ち上げ，マーケティング・リサーチ／顧客データ分
析，情報システム企画・要件定義・プロジェクト管理に従事．（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ビッグデータの時代と言われるように，今日では企業活動の様々な局面で，大量のデータを用いた経営環境等の分析とそれに基
づく戦略策定，意思決定が行われるようになっています．この授業では，マーケティング分野のデータを用いて，データの整理
や可視化，データの解釈と経営課題の抽出，課題に対する対策の検討と仮説の立案，対策の効果の予測といった，データ分析か
ら戦略提案までの一連の流れを，演習を通じて修得することを目的とします．
演習は表計算ソフトのExcelを使って行います．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

データの分析や予測，およびそれ
による経営課題の抽出と解決策の
検討

データから情報や知見を得るため
の手法，データ分析によって経営
課題の発見と対策の効果を予測・
評価する手法を修得する．

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題レポートを通して，講義で得
た知識を用いて，実際の事例から
マーケティングに係る課題を検討
できる．

2．DP７.実践の完遂 総合演習課題への取り組みを通じ
て，データ分析プロセスを完遂す
る能力を養う．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題

50

第１回～第１１回までの演習課題の完成度で評価します
．

：

％

総合演習課題

30

総合演習課題（１）～（３）の完成度で評価します．：

％

2403
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2405

期末試験（課題レポート）

20

総合演習の結果の分析と考察に関するレポートを提出，
その完成度で評価します．

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Excelで学ぶデータ解析の
基礎

海野大 東京図書出版・・ 年・2020

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

授業や演習では表計算ソフトExcelを使用します．レポート作成ではパワーポイントを使用します．
第1回～第11回の授業では，教科書を使用します．
課題の配布と提出にGoogle Classroom を使用します．
本科目は2単位の科目であるため，平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます．
「授業外学修課題」に取り組むことに加え，その回の授業の内容を丁寧に復習し，次回の授業に向けて予習をしてください．

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 前期：火曜日３時限　後期：水曜日5時限

場所：  研究室（西館３階）

備考・注意事項： 事前にメールでアポイントメントをとるようにしてください．
メールアドレス：unno@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 データ操作の基本 データのフィルタリングや並べ替えな
ど，データ操作の基本を復習する．

4第 回 時間

授業全体のガイダンスを行います．
ビッグデータとは何か，マーケティ
ング分野をはじめとして企業経営で
データがどのように活用されている
かについて概説します．
Excelでデータベースを作成したり
，データを操作するための基本を学
びます．

2 データ分析の基礎（１）データの可
視化と分布

グラフ作成やクロス集計の方法について
復習する．

4第 回 時間

Excelを使って，データを集計した
りグラフ化することにより，データ
全体の特徴を捉える方法を学びます
．

3 データ分析の基礎（２）平均と分
散，相関

分散の考え方と計算方法，相関関係の考
え方と相関係数の計算方法を復習する．

4第 回 時間

Excelを使って，分布の代表値であ
る平均と分散，さらに２つのデータ
間の相関関係を表す相関係数を求め
る方法を学びます．

4 データ分析の基礎（３）推定 母平均，母比率の区間推定の考え方と計
算方法を復習する．

4第 回 時間

母集団全体を調べることができない
とき，母集団から抽出した標本デー
タを使って，元の母集団の代表値を
推測する方法を推測統計といいます
．
推測統計のうち区間推定の方法をEx
celを使って学びます．

5 データ分析の基礎（４）検定～対応
のある２標本の検定

仮説検定の考え方，対応のある2標本の検
定方法について復習する．

4第 回 時間

母集団についての仮説（例えば，母
平均がある値に一致している，等）
が妥当であるかどうかを検証する方
法である仮説検定を，Excelを使っ
て学びます．
今回は，対応のある２標本の検定を
行います．

6 データ分析の基礎（５）検定～対応
のない２標本の検定

対応のない2標本の検定方法について復習
する．

4第 回 時間

仮説検定の方法をExcelを使って学
びます．
今回は，対応のない２標本の検定を
行います．
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7 データ分析の基礎（６）分散分析 分散分析の考え方と計算方法について復
習する．

4第 回 時間

標本が３つ以上あるときの検定には
，分散分析という方法を使います．
ここでは，Excelを使って分散分析
の方法を学びます．

8 回帰分析（１）単回帰分析～量的
データのケース

回帰分析の考え方と単回帰分析の方法を
復習する．

4第 回 時間

統計データを用いて予測する手法で
ある回帰分析の考え方と方法を学び
ます．
ここでは，説明変数が１つだけで，
かつ量的変数の場合の回帰分析の方
法を，Excelを使って学びます．
説明変数が１つだけの場合を単回帰
分析といいます．

9 回帰分析（２）単回帰分析～質的
データのケース

ダミー変数への変換方法と回帰分析の方
法を復習する．

4第 回 時間

変数が質的変数の場合の単回帰分析
の方法を学びます．
年齢や性別などの質的変数を用いて
回帰分析をする場合は，ダミー変数
を使います．
Excelを使って質的変数の単回帰分
析の方法を学びます．

10 回帰分析（３）重回帰分析～量的
データのケース

重回帰分析の方法，変数選択の考え方と
注意点について復習する．

4第 回 時間

説明変数が２つ以上ある回帰分析を
重回帰分析といいます．重回帰分析
は，単回帰分析と同様の方法で説明
変数を２つ以上にすればできます．
しかし，最適な説明変数の組み合わ
せを選択しなければ，よい予測はで
きません．
ここでは，重回帰分析の方法や変数
選択の方法などについて，Excelを
使って学びます．

11 回帰分析（４）重回帰分析～質的
データのケース

ダミー変数の含まれる重回帰分析の方法
について復習する．

4第 回 時間

説明変数に質的データが含まれると
きの重回帰分析を，Excelを使って
学びます．
重回帰分析のまとめとして，コンビ
ニの売上データを使った演習課題に
取り組みます．

12 総合演習（１）販売予測モデルの予
備検討

目的変数の特徴を理解し，与えられた説
明変数で適切な予測が可能か検討する．

4第 回 時間

マーケティングデータから商品の販
売数を予測するモデルを，重回帰分
析を使って作成します．
今回は，データの特徴を捉え，既存
の説明変数を用いた重回帰分析によ
って，適切なモデルを作ることがで
きるか検討します．

13 総合演習（２）販売予測モデルの構
築

変数選択の考え方と方法について復習す
る．

4第 回 時間

予備検討を踏まえ，新たに追加すべ
き説明変数を考え，実際に追加して
みます．
そして，最適な変数の組み合わせを
選択し，販売予測モデルの構築を進
めていきます．

14 総合演習（３）結果の考察 分析結果と考察をレポートにまとめる． 4第 回 時間
最終的に最適な変数の組み合わせを
選択し，販売予測モデルを完成させ
ます．
構築した予測モデルによる予測結果
から何が言えるかを考察し，結論と
してまとめます．
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授業科目名 流通論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期2-4年 2

沼賢二

講義

該当する

総合化学メーカーに29年勤務し、プレハブ住宅、家庭用品、機能樹脂の営業・マーケティング業務を
歴任。その間商品開発や事業開発のプロジェクトに携わる（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

世のなかには数えきれない数の商品が存在し、私たち消費者は必要な商品を選択し購入しています。皆さんは欲しいものや必要
なものをどのお店で購入していますか。その商品はどこから運ばれているかを考えたことはありますか。「流通」とは、商品が
生産者から消費者にスムーズに流れるための仕組みです。通常、生産者と消費者の間には卸売業者（問屋）や小売業者（小売
店）という流通業者が介在し、流通業者は商品を購買し、輸送や保管の機能を担っています。この授業では最初にスーパーやコ
ンビニエンス・ストア、商店街やショッピングセンターといった身近な業態の特徴を知り、流通においての情報や物流技術を学
ぶことで複雑な流通構造を学び、商流・物流・情報流などの流通の理論を学習していきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業の経済活動における流通の意
義と役割を理解します。

最寄品，買回品，専門品などの商
品分類ごとに最適な流通経路や流
通チャネルを選択できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

世のなかの出来事に関心を持ち、
新聞記事などの文章から文脈を読
み取ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

授業で身につけた知識・技術・ノ
ウハウを使って解決策を提示しま
す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則、課題は毎回提出すること。課題提出回数が一定の基準に達しない場合は不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業の課題

30

毎回の授業で課題を課し、Google Classroomを通じてア
ンケート形式で回答して頂きます。授業の理解度を評価
します。

：

％

期末試験

70

期末試験の課題に対して、授業で学んだ理論や知識を活
用し、簡潔かつ論理的に記述しているかどうかを評価し
ます。

：

％
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使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

１からの流通論　第2版石原武政・竹村正明・細井
謙一

碩学舎・・ 年・2018

参考文献等

原田英生・向山雅夫・渡辺達朗（2021）「ベーシック 流通と商業【第3版】」 有斐閣アルマ
住谷宏（2019）「現代のチャネル戦略―チャネル戦略研究への招待」　同文舘出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： クラスルーム上で質問に対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 流通とは 流通の仕組みがどうして変化しているの
かを特定の業界を選択し、分析して下さ
い。教科書の第2章に目を通して下さい。

4第 回 時間

流通とは、商品が生産者から消費者
にスムーズに流れるための仕組みで
す。同時に流通は消費社会に適応し
、その仕組みを変化させています。
流通論の授業を進めるにあたり、1
回目は流通と消費社会との関係性に
ついて解説します。

2 百貨店と総合スーパー 百貨店や総合スーパーを活用しているの
はどのような人なのかについて考察して
ください。教科書の第3章に目を通して下
さい。

4第 回 時間

高度経済成長期に、消費の民主化と
謳われた百貨店や、大量仕入・大量
販売によって流通業界にイノベーシ
ョンを起こし、消費の大衆化を実現
させた総合スーパーは、どのように
誕生し成長したのか、2回目は、こ
れらを支える流通の仕組みはどのよ
うなものかについて学びます。

3 食品スーパーとコンビニエンス・ス
トア

消費者は食品スーパーとコンビニをどの
ように使い分けているのかについて考察
して下さい。教科書の第4章に目を通して
下さい。

4第 回 時間

食品スーパーとコンビニエンス・ス
トアは、今や消費文化に欠かすこと
のできない小売業態です。3回目は
、流通革命と謳われた食品スーパー
のイノベーションはいったい何であ
ったか、現在50,000店を超えるコン
ビニエンス・ストアはいかにして成
長できたのか、そしてこれらを支え
る物流と情報とはどのようなものか
について学びます。

4 ディスカウント・ストアとSPA 現在「200円均一」「500円均一」が品揃
えされている理由について考察して下さ
い。教科書の第5章に目を通して下さい。

4第 回 時間

ディスカウント・ストアの代表であ
る「100円均一」や「100円ショップ
」は今や大衆文化となっています。
なぜ100円で販売できるのかを疑問
を持った人も多いでしょう。4回目
は、「100均」商材には100円で売る
ための独自のノウハウが存在してお
り、その仕組みについて学びます。
一方、SPAとは製造小売業のことで
、SPAはファッション業界の常識を
覆し、多品種を小ロットで生産販売
することに成功しました。SAPが革
新に成功した要因についても学習し
ます。
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5 商店街とショッピングセンター 身近な商店街の活性化を検討して下さ

い。教科書の第6章に目を通して下さい。
4第 回 時間

商店街やショッピングセンターと聞
くと、何らかのイメージが湧いてく
るのではないでしょうか。商店街と
ショッピングセンターは、「商業集
積」という共通点がある反面、商店
街は「昔ながらのアーケード街」、
ショッピングセンターは「近代的な
商業施設」という対照的な印象を持
つ人も多いでしょう。5回目は、「
ショッピングセンターは商店街に取
って替わるのか」「商店街は衰退を
待つだけなのか」を考察しながら展
開していきます。

6 小売業態とは何か ドラッグストアで、薬以外に積極的に取
り扱って欲しいと思う商品を書き出して
下さい。教科書の第7章に目を通して下さ
い。

4第 回 時間

伝統的に小売業は「肉は肉屋で」「
野菜は八百屋で」といったように業
種別に販売されるのが一般的でした
。しかしスーパーが食品以外にも、
日用雑貨，衣料品，書籍，市販薬の
ように業種を越えた様々な商品を取
り扱うようになり、今の業態が主流
となっていきました。現在ではホー
ムセンター，ドラッグストア，ディ
スカウントストアやカテゴリーキラ
ーなどとの業態間競争が過熱してい
ます。6回目は、このような業態の
革新が、消費社会にどのような変化
を起こしたのかについて学びます。

7 小売を支えるロジスティクス 任意のアパレル企業のロジスティクスを
分析して下さい。教科書の第8章に目を通
して下さい。

4第 回 時間

物流には商品の輸送と補完とった主
要な2つの機能と、包装，荷役，情
報といった3つの補助機能が含まれ
ています。7回目は、それぞれの機
能について理解します。また近年発
展し続け、物流機能全体をまとめて
統合的に管理する「ロジスティクス
」の考え方について学びます。

8 インターネット技術と新しい小売業
態

インターネット販売とリアル店舗は共存
できるのかどうかについて考察して下さ
い。教科書の第9章に目を通して下さい。

4第 回 時間

皆さんも一度はインターネットで商
品を購入した経験があるのではない
でしょうか。インターネット販売は
従来のリアル店舗の制約を取り除き
、その利便性の高さから急速な成長
を続けています。8回目は、インタ
ーネット販売のイノベーションが、
消費者の購買行動，商取引，物流に
どのような影響を与えているのかに
ついて学習します。

9 小売を支える卸 一部の小売業者が物流機能を強化し、流
通が中抜きされて卸が衰退するのではな
いかと危惧されています。ご自身が卸の
経営者だとするとどのような対策を講じ
るかを検討して下さい。教科書の第10章
に目を通して下さい。

4第 回 時間

流通における生産者と小売業者（小
売店）の間に介在するのが卸売業者
（卸）です。卸は商流において生産
者から商品を購入して小売店に販売
すると共に、物流と情報において購
入した商品を倉庫に保管し、販売時
点で小売業者に商品を配送します。
しかし卸売機能はこれだけに留まら
ず、現実には実に多くの役割を担っ
ています。9回目は、普段目にする
ことの少ない卸の機能と役割につい
て学びます。

10 流通構造とその変容 任意の業界の流通構造を調べ、その理由
を分析してください。教科書の第11章に
目を通して下さい。

4第 回 時間
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流通構造とは、生産者から小売業者
（小売店）に至るまでの流通の繋が
り方を指しています。流通構造のな
かの生産者が流通業者を中抜きにし
て消費者に直接販売する「直接流通
」は、直接販売によって消費者によ
り安く商品を提供することができま
す。それにも関わらず日本では多段
階に流通業者介在する「間接流通」
が主流です。10回目は、日本の流通
構造について学びます。

11 日本型取引慣行 間接的な系列化の利点・欠点について考
察して下さい。教科書の第12章に目を通
して下さい。

4第 回 時間

日本の流通構造は「間接流通」が主
流ですが、この構造は生産者が販路
を広げられる反面、生産者の政策が
小売業者に伝わりずらく、マーケテ
ィング戦略の実行に大きな足かせと
なっていました。そこで生産者は流
通業者を直接あるいは間接的に統合
しようと試み、この動きは1970年代
以降に活発となりました。11回目は
、流通系列化をはじめとする日本特
有の取引慣行について学習します。

12 小売を中心とした取引慣行 テレビやパソコンを購入する際、消費者
は企業ブランドを重視しているのか、そ
れとも製品ブランドを重視しているのか
を分析してください。教科書の第13章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

生産者主導の流通系列化は、小売業
者が主導権を握ると次第に流通系列
化の意味や効果が失われていきまし
た。この現象は家電業界においては
特に顕著で、町の家電ショップはそ
の数を減らし、衰退していきました
。なぜこのような現象が生じたのか
、12回目はその原因に迫ります。

13 売買集中の原理と品揃え形成 インターネット販売における商業者の役
割について考察して下さい。教科書の第
14章に目を通して下さい。

4第 回 時間

この授業では、これまでの授業で学
習した内容をもとに、流通における
商業者の役割と意義について理論的
かつ体系的に学びます。

14 商業とまちづくり 居住している市町村のまちづくりについ
て調査して下さい。教科書の第15章に目
を通して下さい。

4第 回 時間

街の商店街に期待されているのが「
まつづくり」の分野です。商店街は
街の中心地にある集積地で、かつ市
民の憩いの場であるため、コミュニ
ティーとして、豊かな社会のあり方
として、地域の活性策の切り札とし
て期待されています。商店街の衰退
が加速化するなか、14回目は、商店
街が抱える深刻な問題を理解し、そ
れを解決するための方法について議
論します。
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授業科目名 人的資源管理論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

山崎哲弘

講義

該当する

地域総合経済団体にて10年間、人事労務管理全般に関するコンサルティング業務（人事制度改定、採
用、育成等）を担当。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業はヒト・モノ・カネ・情報の４つの経営資源から成り立つとされています。人事管理論や人的資源管理論では、この「ヒ
ト」を研究の対象としています。そこで本講義では、「ヒト」のマネジメント重要性について、理論的な解説を行うとともに、
昨今の企業組織において発生しているヒトのマネジメントに関する諸問題について、企業事例から運用の実情を解説します。ま
た人事管理上のトピックスを授業内でディスカッションするとともに、レポート課題として取り上げます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

人事管理 人事管理の基礎知識を習得すると
ともに、企業組織における人事管
理上の各種課題についての理解を
深める。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題レポート作成を通して、講義
で得られ た知識をベースに自らの
考えをまとめる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

読み手に理解を促すわかりやすい
文書を作成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業内での発言、課題、コメントカードの内容など積極
的な授業への参加を評価する。

：

％

課題レポートへの取り組み状況

10

課題レポートは10点満点で評価する。 ・授業内容を踏ま
えた論述ができていれば5点とし、誤字・脱字・文法の間
違いがなければ2点を加点、さらに独自の視点や見解が示
されておれば3点を加点する。

：

％

小テスト 小テストを２回行う。１回10点満点とし合計20点で評価
する。

：
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20 ％

ミニレポート

20

原則、毎授業、講義内容に即したミニレポートを実施す
る。全てのミニレポートの結果を20点満点で評価する

：

％

期末試験

40

人的資源管理に関する基礎知識およびその課題について
、自らの考えを問う小論文問題を出題し、 以下の観点か
ら評価する。１．基礎知識を正しく理解しているか　２
．自分の独自の考えを提示できているか

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

奥林康司ほか『入門人的資源管理（第2版）』（中央経済社・2010年）
上林憲雄ほか『人的資源管理』（中央経済社・2016年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階14研究室

備考・注意事項： 月曜日１限をオフィースアワーとしているが、授業前後の質問も歓迎す
る。その他の連絡の取り方としてEメールで対応する。（yamasaki-
t@osaka-seikei.ac.jp）Eメール件名としては「人的資源管理について（氏
名、学籍番号、グループNO）」とすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：ヒトの管理に関わる課
題とは

配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。人事管理の概要を調べ
る。水ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

授業ガイダンスとして、「人事管理
」が研究する「ヒト」に関わる問題
とはどのような問題かを考える。

2 人間モデル 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業の経営理
念や人的資源管理の諸制度を調べ、どの
ような人間モデル前提としているかを調
べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

組織はヒトをどのように捉えるのか
について、人事管理における各人間
モデルから解説します。

3 組織設計 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業のホーム
ページなどから組織構造から人事部門の
役割について調べる。ミニレポートを作
成する。

4第 回 時間

人の働く組織をどのように作るのか
、組織における役割分担と役割同士
の結びつきについて解説します。

4 採用と配置 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業のホーム
ページなどから求める人材像や採用基準
を調べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

組織は人をどのように雇い入れるの
かについて、企業の実例を踏まえて
解説します。

5 人材育成 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業のホーム
ページなどから、どのような人材育成を
行っているか、そのためにどのような取
り組みを行っているかを調べる。ミニレ
ポートを作成する。

4第 回 時間

組織は人をどのように育てるのかに
ついて、日本企業における人材育成
方法の特徴とキャリア概念について
解説します。
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6 評価・考課 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業のホーム
ページなどから、どのような制度となっ
ているかを調べる。ミニレポートを作成
する。

4第 回 時間

組織は仕事の結果をどのように評価
するのかについて、企業の事例を踏
まえて解説します。

7 昇進・昇格 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。外国企業の昇進競争の特
徴を調べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

組織は人をどのように処遇するのか
について、「昇進」と「昇格」との
違いや昇進の機能について解説しま
す。
・小テストの実施

8 賃金・福利厚生 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。東洋経済やダイヤモンド
などの人事系サイトから興味のある企業
の賃金体系について調べる。課題レポー
トを作成する。

4第 回 時間

組織は人にどのような報酬を与える
のかについて、メリットとデメリッ
トや近年注目されるトータル・リワ
ードについて解説します。

9 労働時間管理 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。東洋経済やダイヤモンド
などの人事系サイトから日本企業の労働
時間の傾向と企業の対策を調べる。ミニ
レポートを作成する。

4第 回 時間

企業はどのように従業員の労働時間
を管理しているのかについて、日本
の法と制度および企業の事例からを
解説する。

10 安全・衛生 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。東洋経済やダイヤモンド
などの人事系サイトから日本企業の近年
のトピックスを調べる。ミニレポートを
作成する。

4第 回 時間

組織は人の安全と健康をどのように
守っているのかについて、日本での
法と制度および企業の事例からを解
説する。

11 労使関係 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。ミニレポートを作成す
る。

4第 回 時間

組織は労働組合とどのように関わる
のかについて、日本の労働組合の特
徴と企業の労使関係管理の事例から
解説する。

12 女性・高齢者の活躍 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。興味のある企業のホーム
ページなどから、女性活躍に対してどの
ような取り組みや制度となっているかを
調べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

多様化する働く人たちを組織はどう
管理するのかについて、日本での法
と制度および企業の事例からを解説
する。

13 裁量労働・テレワーク 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。『労政時報』や『人材教
育』といった人事系の専門雑誌から興味
のある企業の裁量労働やテレワークの実
態を調べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

多様化する労働時間と場所を組織は
どう管理するのかについて、企業の
事例から解説する。

14 ワーク・ライフ・バランス 配布された参考資料等の復習（小テスト
対策）と予習。東洋経済やダイヤモンド
などの人事系サイトから興味のある企業
のワークライフバランス推進の取り組み
を調べる。ミニレポートを作成する。

4第 回 時間

多様化する働く意味づけを組織はど
う管理するのかについて、企業の事
例から解説する。
・小テストの実施
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授業科目名 管理会計

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

大川裕介

講義

該当する

公認会計士として監査法人において会計監査業務に従事した。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

財務会計では、主として企業外部の利害関係者に財政状態および経営成績を伝達することが目的とされている。
これに対し、管理会計は、企業の経営管理者が意思決定を行う際、または業績管理を行う際等、主に企業内部で用いることが目
的とされている。
本講義では、管理会計の概要についての説明した後、管理会計・原価計算に不可欠な工業帳簿記入の方法を解説するとともに問
題演習を行う。
その後、損益分岐点分析や企業の経営分析、経営戦略における管理会計の役割について解説する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業による経営上の意思決定と業
績管理。

管理会計を通して提供される情報
が経営意思決定を行う際に果たす
役割を理解した上で、様々な経営
管理手法を利用できるようにな
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

ケース・スタディおよび企業の財
務諸表を通して、その内容の分析
および問題点の発見ができる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

与えられた課題の内容を把握した
上で、グループのメンバーとコ
ミュニケーションを取りながら課
題に取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題提出

50

毎回における授業の理解の程度を測る。：

％

定期試験

50

授業内容全体の理解の程度を評価する。：

％

使用教科書
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2411

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

スッキリわかる日商簿記
２級工業簿記　第11版

滝澤ななみ TAC出版・・ 年・2023

参考文献等

『管理会計〈第２版〉』
岡本 清／廣本 敏郎／尾畑 裕／挽 文子 著
中央経済社　発行年月：2008年3月

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学習が求められる。授業外学習課題に取り組むことに加え、
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習するように。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業実施教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 原価計算・管理会計の概要 授業概要についての配付資料の熟読　復
習：配付課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 授業のガイダンス
② 原価計算・管理会計の意義と目
的
③ 管理会計と財務会計の相違
④ 管理会計と原価計算・工業簿記
との関係

2 簿記の基礎の復習 予習：簿記3級のテキストの復習　復習：
配付資料の熟読　配付課題の取り組み・
見直し

4第 回 時間

① 簿記の基礎
② 実例に基づく財務諸表の作成

3 工業簿記の仕組み 予習：テキスト第1章の読み込み　復習：
配付資料の熟読、配付課題の取り組み・
見直し

4第 回 時間

① 工業簿記とは
② 工業簿記の勘定科目
③ 工業簿記における仕訳の基礎
④ 勘定連絡図

4 費目別原価計算①　材料費 予習：テキスト第2章の読み込み　復習：
テキスト第2章の見直し、テキスト巻末の
該当問題の演習、配付課題の取り組み・
見直し

4第 回 時間

① 材料費の意義
② 材料費に係る原価計算
③ 材料費に係る仕訳

5 費目別原価計算②　労務費、経費 予習：テキスト第3･4章の読み込み　復
習：テキスト第3･4章の見直し、テキスト
巻末の該当問題の演習、配付課題の取り
組み・見直し

4第 回 時間

① 労務費の意義
② 労務費に係る原価計算
③ 労務費に係る仕訳
④ 経費の意義
⑤ 経費に係る原価計算
⑥ 経費に係る仕訳

6 個別原価計算① 予習：テキスト第5章CASE21-24の読み込
み　復習：テキスト第6章CASE21-24の見
直し、テキスト巻末の該当問題の演習、
配付課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 個別原価計算とは
② 製造間接費の賦課・配賦
③ 製品完成時処理

7 製造間接費の計算② 予習：テキスト第5章CASE25-27の読み込
み　復習：テキスト第6章CASE25-27の見
直し、テキスト巻末の該当問題の演習、
配付課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 予定配賦率と予定配賦
② 月末の処理
③ 会計年度末の演習

8 工業簿記における財務諸表 予習：テキスト第10章の読み込み　復
習：テキスト第10章の見直し、テキスト
巻末の該当問題の演習、配付課題の取り
組み・見直し

4第 回 時間
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① 工業簿記における財務諸表
② 製造原価報告書の作成
③ 損益計算書と貸借対照表の作成
④ 原価差異の処理

9 CVP分析①　直接原価計算とCVP分析 予習：テキスト第13章CASE68～71の読み
込み　復習：テキスト第13章CASE68～71
の見直し、テキスト巻末の該当問題の演
習、配付課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 直接原価計算とは
② 固定費調整とは
③ 損益分岐点の売上高

10 CVP分析②　CVP分析の具体例等 予習：テキスト第13章CASE72～75の読み
込み　復習：テキスト第13章CASE72～75
の見直し、テキスト巻末の該当問題の演
習、配付課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 様々な売上高の算定
② 安全余裕率の計算
③ 変動費と固定費の分解

11 経営指標を用いた分析① 予習：事前配布資料の読み込み　復習：
事前配布資料の見直し、配付課題の取り
組み・見直し

4第 回 時間

① 各種経営指標の概要
② 具体的な事例を用いた経営指標
の算出とその数値・比率分析

12 経営指標を用いた分析② 予習：事前配布資料の読み込み・分析対
象として選んだ企業の財務諸表の読み込
み　復習：事前配布資料の見直し、配付
課題の取り組み・見直し

4第 回 時間

① 経営指標を用いた分析の実例紹
介
② 各自（またはグループ単位で）
持参した財務諸表の分析の実践

13 経営戦略と管理会計 予習：事前配布資料の読み込み　復習：
事前配布資料の見直し、プレゼンテー
ションへの準備作業

4第 回 時間

① 経営戦略の意義
② 経営戦略と管理会計との関係等
③ プレゼンテーションに向けた準
備

14 プレゼンテーション及びまとめの講
義

予習・復習：テキスト及びこれまでの配
付資料を全てレビューすることによる授
業内容全般の復習、期末課題に向けての
対策学習

4第 回 時間

①管理会計についてこれまでの学習
内容に基づいたプレゼンテーション
　・企業の経営分析
　・先進的なな経営管理事例の紹介
など
②まとめの講義

2411

- 231 -



授業科目名 商品開発応用

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

海野大

講義

該当する

大手通信事業者で新サービス開発，新規事業立ち上げ，マーケティング・リサーチ／顧客データ分
析，情報システム企画・要件定義・プロジェクト管理に従事．（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

新商品の開発は企業の成長や存続に関わる重要な活動です．顧客のニーズや価値観は絶えず変化し，新たな競合他社，競合商
品・サービスが登場します．その中で競争優位性を維持するためには，常に新たな商品を開発し続けなければなりません．商品
開発には，単に優れた技術を有するだけでなく，その技術を顧客にとって価値ある商品に変換するための商品戦略やマーケティ
ング，開発組織デザイン，そしてこれらを有効に機能させる開発マネジメントが必要とされます．この授業では，商品開発に関
する重要なトピックを取り上げ，ケーススタディ（個人ワークとグループワーク）を通じて学んでいきます．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品開発の戦略と組織デザインに
関する知識の修得，並びにケース
スタディを通じた問題分析と解決
の実践能力向上

技術と市場を結び収益を上げるた
めの商品開発マネジメントを理解
するとともに，商品開発に係る具
体的な問題の分析と解決策を立案
できる．

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題レポートを通して，講義で得
た知識を用いて，実際の事例から
商品開発に係る課題を検討でき
る．

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

自分の意見を読み手が理解しやす
い文章で作成できる．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・その他(以下に概要を記述)

授業ではケーススタディを行います．ケーススタディは個人ワーク，グループワークを行った後，クラス全体
で討議します．クラス討議には積極的に参加してください．

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2411

- 232 -



2413

授業への取組みと理解度

70

授業中に実施するケーススタディへの回答内容，教員と
のやり取りや発言内容，積極性，及び課題レポートによ
り評価します．

：

％

期末試験

30

商品開発のケース（事例）に関する設問への回答内容に
より評価します．

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

延岡(2002)『製品開発の知識 近能』日本経済新聞社，
高井(2010)『イノベーション・マネジメント』新世社

履修上の注意・備考・メッセージ

教材の配布や課題の提出などにGoogle Classroom を使用します．
本科目は２単位の科目であるため，平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます．
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習してください．
ケーススタディは，個人ワークと小グループでのグループワークを行います．グループワークでは，積極的に議論とグループで
の意見とりまとめに参加するようにしてください．

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 前期：火曜日３時限　後期：水曜日5時限

場所： 研究室（西館３階）

備考・注意事項： 事前にメールでアポイントメントをとるようにしてください．
メールアドレス：unno@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 商品開発の本質 商品開発マネジメントに関する課題に取
り組む．

4第 回 時間

企業にとっての新商品開発の意義と
商品開発マネジメントの特徴につい
て学びます．

2 イノベーション概論 破壊的イノベーションに関する課題に取
り組む．

4第 回 時間

イノベーションのタイプとレベル，
破壊的イノベーションがもたらす影
響など，イノベーションの基本的理
論と商品開発における重要性につい
て学びます．

3 イノベーションのケーススタディ イノベーションのケーススタディを振り
返り，課題に取り組む．

4第 回 時間

ケーススタディを通じて，イノベー
ションのコントロールの困難さと商
品開発戦略に及ぼす影響や重要性に
ついて理解を深めます．

4 商品戦略（１）技術戦略 コア技術戦略に関する課題に取り組む． 4第 回 時間
商品戦略の役割と目標，商品戦略を
構成する技術戦略，特にコア技術戦
略の重要性と目的について理解しま
す．

5 特別授業：コア技術戦略のケースス
タディ

コア技術戦略のケーススタディを振り返
り，課題に取り組む．

4第 回 時間

技術戦略の中核をなすコア技術戦略
は，競争優位性を維持し，顧客価値
の高い新商品を継続して開発・導入
する戦略です．ケーススタディを通
じて，コア技術戦略の重要性につい
て理解を深めます．

6 商品戦略（２）市場戦略と展開戦略 市場戦略を中心とした商品企画に関する
課題に取り組む．

4第 回 時間

技術・商品開発とマーケティングを
統合的にデザインする市場戦略と，
市場における中長期的な商品展開の
戦略の目的と役割について学びます
．

7 商品戦略のケーススタディ 商品戦略のケーススタディを振り返り，
課題に取り組む．

4第 回 時間

ケーススタディを通じて，商品戦略
の重要性について理解を深めます．
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8 商品開発のプロセス 商品開発プロセスのケーススタディを振
り返り，課題に取り組む．

4第 回 時間

商品開発の具体的なプロセスについ
て，ケーススタディを通じて学びま
す．

9 商品開発プロセスのマネジメント 商品開発プロセス・マネジメントのケー
ススタディを振り返り，課題に取り組
む．

4第 回 時間

商品開発プロセスマネジメントの重
要性と課題について，ケーススタデ
ィを通じて学びます．

10 開発組織のデザインとマネジメント 商品開発組織のケーススタディを振り返
り，課題に取り組む．

4第 回 時間

商品開発における機能型組織とプロ
ジェクト型組織の比較，組織デザイ
ンの重要性について，ケーススタデ
ィを通じて学びます．

11 知識創造と商品開発 知識創造と商品開発のケーススタディを
振り返り，課題に取り組む．

4第 回 時間

商品開発におけるインフォーマルな
組織や知識創造の場の形成の重要性
について，ケーススタディを通じて
学びます．

12 企業間ネットワークのマネジメント 商品開発における企業間ネットワークの
のケーススタディを振り返り，課題に取
り組む．

4第 回 時間

今日では自社のみで商品開発が完結
することはほとんどなく，サプライ
ヤーや補完商品企業との連携が必須
です．こうした外部企業とのネット
ワーク構築とそのマネジメントにつ
いて，ケーススタディを通じて学び
ます．

13 ビジネス・エコシステムとプラット
フォーム戦略

ビジネス・エコシステムのケーススタ
ディを振り返り，課題に取り組む．

4第 回 時間

企業間ネットワーク構築において重
要性を増しているビジネス・エコシ
ステムとプラットフォーム戦略の概
念と重要性について，ケーススタデ
ィを通じて学びます．

14 商品開発マネジメントのまとめ 授業で取り組んだケーススタディを復習
し，商品開発マネジメントの理解を深め
る

4第 回 時間

講義全体のまとめとして，商品開発
マネジメントの要点を復習します．
ケーススタディを通じて，開発者個
人の能力や熱意とともに，組織とし
ての商品開発マネジメントの重要性
を理解します．
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授業科目名 ビジネス心理学

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

稲村昌南・千代原亮一・植田真司

講義

該当する

五感等の心理・マーケティングに関連した商品企画業務に従事
植田の授業担当分につき、7回。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　五感を統合的に活用し、ビジネスに活かす時代となっている。かつて「ブランド」とは、名称、ロゴタイプ、シンボルマー
ク、シンボルカラーなどの視覚的要素で表現されるものと考えられてきたが、今日、多くの企業が視覚情報に他の感覚要素（聴
覚、嗅覚、触覚、味覚）を組み合わせることで、顧客の心にブランドの記憶を深く刻むきっかけを作り出している。本講義で
は、このように、視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚を統合的に活用した「五感のマーケティング」について理論と実践を組み合わ
せて学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

感覚マーケティング（sensory
marketing）の有効性

消費者の感覚に訴えることによっ
て、その知覚、判断、そして行動
に影響を与えるマーケティングの
意味について理解し、実践に役立
てることができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

感覚訴求の重要性 マーケティングの世界で感覚訴求
の重要性、更に感覚刺激の意味に
ついて理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

PBLにおいて、「何が問題になって
いるのか」を自分の頭で理解し、
課題解決に取り組むことができ
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

PBLにおいて、タイム・マネジメン
トを意識してプランニングを行
い、課題解決に取り組むことがで
きる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

PBLにおいて、積極的に行動し、主
体的に課題解決に取り組むことが
できる。

4．DP８.他者とのコミュニケー
ション

PBLにおいて他のグループメンバー
と意見交換し、協力しながら、主
体的に課題解決に取り組むことが
できる。

5．DP９.他者との協調・協働 PBLにおいて、自己の役割を理解
し、他のグループメンバーと連携
を図りながら、課題解決に取り組
むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)
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・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

通常の講義形式による説明と体験的な学習の組み合わせで行う。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

①専門的な力
・マーケティングの知識：五感にうったえるマーケティングについて、人間の心理的側面から理解し説明でき
る
②課題発見力
・論理的思考力：因果関係をとらえ、物事の本質を見極めることができる

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（各授業回における課題レポート）

30

・毎回0～5点で評価し、合計50点満点とする。
・授業内容を踏まえた論述であれば3点とし、そこに「論
理性」と「簡潔性」を備えていれば5点とする。授業内容
に全く関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

PBL（課題解決型学習）

40

・PBLを実施し、その活動を以下の基準で評価する。
　①課題について自主的に取り組み、解決に向けた活動
を積極的に行ったか。②他の学生と協力して課題に取り
組み、成果物を提出することができたか。

：

％

試験（期末レポート）

30

・授業内容を踏まえた論述であれば3点とし、そこに「論
理性」と「簡潔性」を備えていれば5点とする。授業内容
に全く関係のない記述の場合は0点となる。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

　教科書は使用せず、授業資料を配布します。

①パコ・アンダーヒル (著)＝鈴木主税・福井昌子 (訳)『なぜこの店で買ってしまうのか ショッピングの科学』（早川書房・
2014年）、②A.クリシュナ (著)＝平木 いくみ・石井裕明・外川拓 (訳)『感覚マーケティング―顧客の五感が買い物に影響を
与える』（有斐閣・2016年）、③中村和正(著)『[買わせる]の心理学 消費者の心を動かすデザインの技法61』（エムディエヌ
コーポレーション・2018年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜４時間目

場所： 西館3階の各担当教員の研究室

備考・注意事項： 　通常の講義以外に、PBL形式でのグループ学習を実施するため、グループ
活動に積極的に取り組み、遅刻・無断欠席をしないように。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：五感のマーケティング
とは

五感を使ったビジネス手法には、どのよ
うなものがあるかについて、身近な例を
調べておこう。

4第 回 時間

(1)五感ブランディングとは
(2)五感マーケティングとは
(3)江戸時代からあった五感マーケ
ティング

2 視覚によるマーケティング①（事例
研究）

「色とデザインの成功ポイント」に関す
る課題の作成（ミニレポート）

4第 回 時間
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　なぜ、あの商品は売れ続けるのか
。スーパー・コンビニの定番商品か
ら話題の商品まで、店頭勝負を制す
る「色」と「デザイン」の成功ポイ
ントについて学ぶ。
　・パッケージの役割を知る
　・パッケージ・デザインによるブ
ランド戦略

3 視覚によるマーケティング②（理論
編）

「視覚によるマーケティングを用いたロ
ングセラー商品」に関する課題の作成
（ミニレポート）

4第 回 時間

　売れる色とデザインの法則につい
て学ぶ。色、形、パターン、配置に
潜むロングセラーの秘密について知
る。
　・色の使い方
　・イラストの使い方
　・文字の使い方

4 視覚によるマーケティング③（実践
編）

「パッケージ・デザイン」に関する課題
の作成（ミニレポート）

4第 回 時間

　成功事例を基にパッケージ・デザ
インに取り組む。
　・デザインのプロセスを知る
　・ロングセラー・パッケージの秘
密を探る
　・世界で売れるパッケージ・デザ
インの秘密

5 触覚・味覚によるマーケティング 「IT技術を用いた触覚と味覚のマーケ
ティング」に関する課題の作成（ミニレ
ポート）

4第 回 時間

　触覚と味覚によるマーケティング
について、特にIT技術を用いた研究
とその実用化の観点から分析する。
　触覚：モバイル端末を通じて「触
れる」ことができる仕組み
　味覚：人間の舌を参考に開発した
「味覚センサー」で味を測る仕組み

6 嗅覚によるマーケティング①　（事
例研究）

香りのマーケティングが使われている現
場を見つける。

4第 回 時間

なぜ、この場所で商品を買ってしま
うのか？
　・スーパーやショップ、商品など
香りのマーケティングの成功事例を
紹介。
　・また、そこで使われている香り
を考える。

7 嗅覚によるマーケティング②
（理論編）

香りの文献を調べる宿題。 4第 回 時間

香りが心理にどのように影響を与え
、消費行動を変えるのか。
　・五感の中で、嗅覚だけが特別な
感覚である理由。
　・香りがどのように、人の感情や
行動に影響を与えるのか学ぶ。
　・実際に、香りを嗅いで心理状態
の違いを体験する。

8 嗅覚によるマーケティング③　（応
用編）

課題レポート作成 4第 回 時間

香りのマーケティングの活用方法を
考える。
　・香りを使った商品や空間を企画
する。
　・簡単な企画書の作成

9 経験価値マーケティングとは何か 「経験価値とマーケティング」に関する
課題の作成（ミニレポート）

4第 回 時間

わたしたちは無意識に音に影響され
ています。音の持つ力を戦略的に活
用したマーケティングについて、こ
れまでのマーケティングとどこが違
うのか、経験価値というキーワード
を使って学びます。

10 音のブランディング効果 「音のブランディング」に関する課題の
作成（ミニレポート）

4第 回 時間

いくつかの企業では、特定の音（音
楽）と商品を関連付けています。今
回は、この「音のブランディング」
について学びます。

11 PBL（課題解決型学習）① 第2回目のグループ学習に向けた情報収
集、グループ内での打ち合わせなど

4第 回 時間
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　五感を刺激し、使うことは、様々
なビジネス・アイデア、インスピレ
ーションにつながる。そこで、第1
回目から第11回目までの授業内容を
踏まえた課題設定を行い、その解決
を目指すグループ学習を行う。

12 PBL（課題解決型学習）② 第3回目のグループ学習に向けた情報収
集、グループ内での打ち合わせなど

4第 回 時間

　課題解決に向けた議論、発表会に
向けた資料作成を行う。

13 PBL（課題解決型学習）③ グループごとに発表会に向けた準備 4第 回 時間
　課題解決に向けた議論、発表会に
向けた資料作成、発表準備を行う。

14 PBL発表会、まとめ ふりかえりのレポート作成 4第 回 時間
　グループ討議を基に、各グループ
から課題解決に向けた提案を行う。
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授業科目名 民法Ⅰ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

民法は我々の社会生活に最も関係の深い、極めて重要な法律ですが、そこには多様で難解な法制度が数多く存在します。この講
義では、民法の法制度の基本構造（制度趣旨、要件と効果）を、具体的な事例に即して、分かりやすく解説します。民法につい
ては、近年、債権関係の改正、相続関係の改正、成年年齢の18歳への引き下げ、という重要な改正が行われました。授業内容
は、これらの改正を前提にして進めていきます。この授業では、民法典のうち、民法の共通部分についての定めとしての「総則
分野」、物に対する権利と責任を定めた「物権分野」、人に対する権利と責任を定めた「債権総論分野（責任財産の保全、債権
担保）」、家族関係のルールを定めた「親族分野」、遺産の引継ぎについて定めた「相続分野」を扱います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

①契約の有効な成立のための要
件、②契約によって成立する債権
の内容、③債権の効力、④物権変
動と対抗要件、⑤債権担保の手
段、とりわけ抵当権と保証債務に
ついて十分な法的知識を修得す
る。

取引を中心とする生活関係につい
ての基本的な法制度を十分に理解
し、経営学部の専門的知識がより
一層効果を発揮するような背景を
築くことができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
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A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

①潮見佳男『民法（全）（第2版）』（有斐閣・2019年）、②武川幸嗣『プラスアルファ基本民法』（日本評論社・2019年）、
③道垣内弘人『リーガルベイシス民法入門（第3版）』（日本経済新聞出版社・2019年）、④野村豊弘『民事法入門（第8版）』
（有斐閣・2019年）、⑤渡邊力編『民法入門ノート』（法律文化社・2019年）、⑥潮見佳男・道垣内弘人ほか編『民法判例百選
Ⅰ 総則・物権（第8版）』（有斐閣・2018年）、⑦潮見佳男・道垣内弘人ほか編『民法判例百選Ⅱ 債権（第8版）』（有斐閣・
2018年）、⑧潮見佳男・道垣内弘人ほか編『民法判例百選Ⅲ 親族・相続（第2版）』（有斐閣・2018年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館研究室

備考・注意事項： メールアドレスはchiyohara@g.osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ようこそ民法の世界へ―広大な財産
法の世界への旅―

私法上の法律関係がどのようにして決ま
るか」についてイメージを掴んでおこ
う。

4第 回 時間

民法がどのような問題を扱う法領域
であるのか、民法全体がどのように
成り立っているのかを説明する。第
2回以降の授業内容を理解するため
に必要となる基本的な概念を整理す
る。

2 あなたが主人公です（権利・義務の
主体）

権利能力・意思能力・行為能力のそれぞ
れの意味について調べておこう。

4第 回 時間

私権の主体である人（自然人及び法
人）について、その能力（権利能力
・意思能力・行為能力）を概観した
後、私権の客体である物の要件・分
類について解説する。

3 契約が有効に成立するには①（契約
の成立、契約の客観的有効要件）

教科書89～96頁を読み、契約の客観的有
効要件について調べておこう。

4第 回 時間

契約の総論的な諸制度に関わる複数
の事例を素材に、法的な議論の仕方
、事例の解決の仕方を解説する。

4 契約が有効に成立するには②（契約
の主観的有効要件、代理制度）

契約の主観的有効要件について調べてお
こう。

4第 回 時間
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意思表示および法律行為の基本構造
を確認した上で、心裡留保と虚偽表
示、錯誤、詐欺及び強迫に関わる法
的な問題を検討する。また、代理行
為が代理権なくまたは代理権の範囲
外で行われた場合（無権代理・表見
代理）の諸問題について検討する。

5 所有権を守るには①（物権的請求
権、占有）

物権的請求権のそれぞれの内容、及び
「占有」の意味について調べておこう。

4第 回 時間

物権の原基たる占有の内容を整理し
た後、物権に基づく各種の請求権及
び物権が移転・成立・消滅等した場
合に、その事態を示す法技術を考察
する。

6 所有権を守るには②（物権変動） 不動産物権変動、及び第177条の「対抗問
題」の意味について調べておこう。

4第 回 時間

不動産物権変動、特に不動産登記と
第三者保護に関する諸問題を扱う。

7 所有権を守るには③（即時取得、取
得時効）

即時取得と取得時効の制度について調べ
ておこう。

4第 回 時間

動産物権変動（引渡し及び即時取得
）を扱った後、相続による権利承継
の第三者に対する対抗力の諸問題に
ついて検討する。

8 責任財産の保全（債権者代位権、詐
害行為取消権）

債権者代位権と詐害行為取消権の制度の
意味について調べておこう。

4第 回 時間

債権者代位権の意義、要件と効果に
関する規律、そして債権者代位権の
転用の問題を検討する。詐害行為取
消権の意義、要件と効果に関する規
律を検討する。

9 人的担保（保証、債権譲渡） 保証債務及び連帯保証の性質について調
べておこう。

4第 回 時間

保証の意義を確認した後、保証の基
本構造を、要件と効果、対外的効力
・影響関係・内部関係の区別に即し
て検討する。また、債権譲渡一般の
規律について検討する。

10 物的担保①（抵当権、根抵当権） 抵当権の性質について調べておこう。 4第 回 時間
担保物権の意義や担保物権に共通す
る事項を確認する。担保物権の中で
も特に重要である抵当権について、
その意義を確認した後、その設定か
ら消滅に至るプロセスに沿って検討
する。

11 物的担保②（質権、先取特権、留置
権、非典型担保）

非典型担保の種類にはどのようなものが
あるか、調べておこう。

4第 回 時間

留置権、先取特権、質権を取り上げ
る。各担保物権について、その意義
を確認した後、その成立・ 設定か
ら消滅に至るプロセスに沿って検討
する。非典型担保のうち譲渡担保を
取り上げ、その意義及び基本構造を
確認した後、集合動産譲渡担保、集
合債権譲渡担保について検討する。

12 法律からみた家族関係①（婚姻と離
婚）

有責配偶者からの離婚請求をめぐる裁判
例と議論について調べておこう。

4第 回 時間

婚姻の成立要件および婚姻の効果に
ついて解説する。不貞の相手方の不
法行為責任などの事例を素材にして
、夫婦間の義務について理解する。
また、離婚の要件、更に離婚制度に
ついて解説する。有責配偶者からの
離婚請求などの事例を題材にして、
離婚法の目的や離婚制度の問題点に
ついて理解する。

13 法律からみた家族関係②（親子関
係）

嫡出でない子をめぐる裁判例について調
べておこう。

4第 回 時間

法律上の実親子関係確定に関わる諸
制度のうち、嫡出推定、嫡出否認に
ついて解説する。推定の及ばない子
やと親子関係存在確認の訴えなどの
事例を題材にして、実親子関係確定
に関する基本的な知識を習得し、問
題について理解する。

14 家族間での財産の引継ぎ（相続法） 法定相続分、代襲相続などの相続に関す
る基本的な概念について調べておこう。

4第 回 時間
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相続法の意義、基本的な概念（被相
続人など）、法定相続の基本原則を
確認し、法定相続人の種類、相続分
、代襲相続などについて解説する。
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授業科目名 スポーツ経営論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

田村匡・岡田功・菅文彦・青野桃子・植田真司・坂中勇亮・鳥羽賢二・藤森梓・古川拓也・丸朋子

講義

該当する

スポーツ用品の製造、スポーツ政策、スポーツクラブ経営、スポーツイベントなど、実務経験のある
教員が担当する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

組織を運営するための必要な経営の専門知識をスポーツを通じて学びます。また、企業の役割やマネジメントの意味を学び、社
会における経営の在り方や企業内部における経営の在り方など、企業経営やスポーツ経営を事例に応用力を養います。さらに、
アマチュアスポーツとプロスポーツなど様々な現場で実践されている経営手法を例に、課題を発見し、どのような対策があり、
どのように解決するのか、提案できる力を養うことを目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツビジネスの概要を把握す
る

スポーツ経営の企画・運営・管理
を理解する

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

さまざまな角度から情報を収集分
析し、物事を見る力を養う

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内小レポート

90

授業内容を理解しているか。各回実施。：

％

期末レポート

10

課題に対し、経営の基礎知識の理解度を総合的に評価。：

％

使用教科書

特に指定しない

2441
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参考文献等

【参考文献】必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 平日　8：50～18：30

場所： 研究室

備考・注意事項： 各教員のオフィスアワーを参照

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 初回ガイダンス／スポーツ経営論の
概要　　田村

スポーツをする・見る・支えるの諸側面
でどのような企業・団体の経営が行われ
ているか調べる。

4第 回 時間

スポーツ経営論の授業内容について
ガイダンスをするとともに、経営と
は、マネジメントとは何かを説明す
る。

2 スポーツ政策の基礎理解　　鳥羽 スポーツの本質が社会に貢献する諸価値
について、自身のスポーツ経験も踏まえ
検討し整理する。

4第 回 時間

まず、本講義第2回および第6回を担
当する教員の研究領域等を含め自己
紹介する。
次に、スポーツそれ自体が内包する
諸価値について整理し、スポーツが
社会に貢献する多岐にわたる社会的
価値をまとめる。
本講義の目的は、それらの諸価値が
公共政策におけるスポーツの貢献や
意義があることを理解することにあ
る。
その上で、わが国のスポーツ政策の
動向について学習する。

3 スポーツ商品流通のマネジメント
菅

消費者に商品サービスが届くまでの過程
を原産地表示から考える。

4第 回 時間

スポーツ産業の「商品とサービス」
が、どのように生まれて消費される
のかを理解する。商品に関しては生
産拠点がどこであり、それはなぜな
のかを理解し、世界規模で展開して
いるグローバルブランドが、世界で
どのような展開をしているのかも学
ぶ。スポーツ産業のサービスに関し
ても、その流通（展開）がどのよう
に行われているかを学ぶ。

4 スポーツ用具のマネジメント　　植
田

自らが使用しているgoodについて製造方
法や機能について調べる。

4第 回 時間

スポーツ用具の役割とはなにか？
アスリートにどのように影響を与え
るのか、またどのように作られてい
るのかを説明。用具を選ぶ力、用具
を企画する力を学ぶ。

5 トップスポーツのマネジメント
岡田

自身の興味あるプロスポーツリーグ・競
技の経営構造を調べる。

4第 回 時間

プロスポーツビジネスの収入構造と
その特徴、選手に支払う年俸につい
て学ぶ。

6 スポーツメディアのマネジメント
丸

自身が日頃視聴するスポーツメディアを
取り上げ、そのビジネスモデルを考えて
みる。

4第 回 時間

スポーツ放映・視聴をめぐるビジネ
スモデルの特性や今後のトレンドを
理解する。リーグや球団・クラブ自
体がメディア化してコンテンツ配信
・課金する事例や、スポーツ視聴観
戦スタイルの変化など最新動向も織
り交ぜながら学ぶ。

7 スポーツイベントのマネジメント
田村

オリンピック、各地のマラソン大会など
について、情報を収集する

4第 回 時間
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オリンピックやFIFAワールドカップ
、マラソン大会など具体的なスポー
ツイベントを事例として、イベント
とは何か、その定義、スポーツイベ
ントの構造や特徴、スポーツイベン
トによる地域活性化の効果などを包
括的に学ぶ。

8 スポーツスポンサーシップのマネジ
メント　　田村

オリンピックや応援するプロチームのス
ポンサーにはどのようなところがあるの
か、情報を収集しておく。

4第 回 時間

オリンピックなどのメガスポーツイ
ベントや野球・サッカー・バスケッ
トなどのプロチーム、プロリーグの
運営／経営にはスポンサーシップが
欠かせない。スポンサーシップとは
何か、またどのような意味があるの
か、その特徴について考え、オリン
ピック等を事例としてその概要を学
ぶ。

9 スポーツ施設のマネジメント　　菅 自身が住んでいる地域にあるスタジアム
やアリーナでどのような興行・イベント
が行われているか調べる。

4第 回 時間

スタジアムやアリーナは国や自治体
が建設運営する形から民間のノウハ
ウを取り入れる形に変化している。
そうした動向をふまえてスポーツ施
設のマネジメント手法に関する基本
的な理解を促す。

10 スポーツと健康産業ビジネスのマネ
ジメント　　青野

自分の生き方、生きがいについて考えを
まとめる。

4第 回 時間

スポーツがどのように健康に関係し
ているのか。また、ウェルネス、生
きがいという概念について学ぶ。

11 スポーツと地域・自治体のマネジメ
ント　　坂中

自身が住んでいる地域でどのようなス
ポーツに関する取り組みが行われている
か調べる。

4第 回 時間

スポーツを活用した地域活性化を志
向する自治体が増加している。その
背景や意義を紐解くとともに、スポ
ーツを活用した地域活性化のマネジ
メントの概要や特徴、課題について
学ぶ。

12 スポーツツーリズムのマネジメント
青野

自身がこれまでに体験したスポーツツー
リズムの概要（目的・訪問先など）につ
いてまとめる。

4第 回 時間

スポーツと観光を組み合わせた「ス
ポーツツーリズム」が注目されてい
る。スポーツツーリズムの事例に触
れながら、その推進主体や仕組みに
ついて学ぶ。

13 スポーツと国際協力のマネジメント
藤森

現在日本において、どのような形の国際
協力が行われているのか、またその中で
スポーツはどのような役割を担っている
のかについて調べる。

4第 回 時間

国際社会における諸問題（貧困や紛
争など）に対して、スポーツが果た
す役割について学ぶ。

14 スポーツキャリアのマネジメント
古川

自分自身のスポーツキャリアを振り返っ
てみる。

4第 回 時間

アスリートのキャリアとスポーツに
関わるキャリアについて考えていく
。自分自身の将来的なキャリアも含
めて、スポーツキャリアについて現
在課題とされてきていることを理解
する。
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授業科目名 スポーツマーケティング論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

岡田功、久保田剛

講義

該当する

岡田：新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材した（12回分）
久保田：パナソニックスポーツ株式会社社長。Jリーグ大宮の元取締役の経験もあり、スポーツマー
ケティングの現場に詳しい（2回分）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は遠隔授業として実施します。
スポーツが社会に受け入れられるためには、スポーツを商品やサービスと捉え、マーケティングの基本的な概念の理解とマーケ
ティングプラン作成の能力を養うことが必須である。本講義ではマーケティング理論を説明し、スポーツマーケティングの概念
を学ぶ。その上で、プロスポーツで実際に行われている事例をケーススタディとして扱い、理論と実践がどう結びついているか
を考える。マーケティングに不可欠な量的分析の手法についても解説する。また、スポーツマーケティングの現場に詳しい講師
が現場での経験を交えて講義します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツマーケティングにおける
基礎知識

基本的なマーケティング理論を
ベースに、スポーツマーケティン
グの特徴を理解する

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的な力の修得 スポーツマーケティングとは何
か、概略を理解することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

収集した資料から、スポーツマー
ケティングの課題を検討できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

課題への取り組みと定期試験（レポート）で評価する。それぞれの評価方法は次の通り。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題への取り組み

90

内容の妥当性と論理的構成について、独自のルーブリッ
クに基づいて評価します。

：

％

定期試験（レポート）

10

定期試験レポートについて、独自の評価指標に基づき評
価します。

：

％

2445

- 246 -



2447
10 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし。必要に応じて適宜指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本講義は遠隔授業（オンデマンド型）として行う。毎回の課題提出をもって出席をしたとみなします。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜3限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずいつでもどうぞ

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 「スポーツマーケティングとは●●
である！」

「スポーツマーケティングとは」の問い
に対する答えを調べておく。

4第 回 時間

授業の進め方について解説し、「ス
ポーツマーケティング」とは何かに
ついて導入の解説をおこなう。

2 スポーツ財（product)の性質とブラ
ンド戦略

スポーツの「商品」「サービス」とは何
か、ブランド戦略の成功例について調べ
ておく。

4第 回 時間

マーケティングの基礎的概念である
４Ｐを確認したのち、スポーツにお
ける「商品」「サービス」とは何か
、それをどう売るか、その条件につ
いて考える。消費者に購買意欲を持
たせるために不可欠なブランド戦略
についても解説する。

3 スポーツ財の価格戦略(price) 事前にスポーツリーグ、チームのチケッ
ト価格の設定について調べておく。

4第 回 時間

特にチケット販売に焦点を当て、供
給と需要の関係による価格の設定や
競合との関係による価格設定など、
いくつかの事例を用いながら、チケ
ット販売戦略について解説する。

4 スポーツ財のチャネル・立地戦略
(place)

事前にスポーツ流通やスタジアムの立地
戦略について調べておく。

4第 回 時間

スポーツ用品の流通、スポーツ施設
の立地戦略などいくつかの事例を用
いながら、チャネル・立地戦略につ
いて解説する。

5 マーケティングミックス ７Ｐ、４Ｃ、マーケティングミックスに
ついて調べておく。

4第 回 時間

消費者側から見た購買理由となる４
Ｃや、４Ｐの発展形である７Ｐにつ
いて学び、これらを組み合わせたマ
ーケティングミックスの手法につい
て、Ｊリーグを例に説明する。

6 ファンビジネスとマーケティング あるチームのファンになるために必要な
要素は何か事前に調べておく。

4第 回 時間

特にプロチームで必要なファンづく
りについて、プロモーション戦略の
事例を使いながら説明する。

7 スポーツスポンサーシップ 事前にスポーツリーグやスポーツイベン
ト等のスポンサーシップ戦略について調
べておく。

4第 回 時間

五輪のトップスポンサーをはじめ、
いくつかの事例を用いながら、スポ
ンサーシップ戦略について解説する
。

8 消費者行動とマーケティングリサー
チ（定量的調査）の基本

事前にマーケティングリサーチの基本に
ついてしらべておく

4第 回 時間

マーケティングリサーチの基本につ
いて解説する。

9 外部講師による特別講義A（英プレ
ミアリーグクラブと米メジャーリー
グ球団のマーケティング戦略）

講師が働くクラブ、球団について事前に
調べる。

4第 回 時間
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英プレミアリーグクラブのグローバ
ルパートナー責任者（元メジャーリ
ーグ球団幹部）からマーケティング
戦略について特別講義を受ける。終
了後に小レポートを提出する。

10 外部講師による特別講義B（広報戦
略）

講師が働く企業について事前に調べる。 4第 回 時間

元大手メーカー広報で現在はアリー
ナ＆スタジアム建設のコンサルティ
ングを行う会社の広報担当者からマ
ーケティングを見据えた広報戦略に
ついて特別講義を受ける。終了後に
小レポートを提出する。

11 マーケットリサーチ演習①アンケー
ト作成

自身が作成したアンケートを実施するほ
か、他のクラスメートが作成したアン
ケートに回答し、さらに調査目的と仮説
を立てる

4第 回 時間

スポーツ用品会社の企画・開発担当
者になりきり、20歳前後の若者をタ
ーゲットにした新商品開発に当たっ
ての市場調査を行う目的で、実際に
Google Formによるアンケートを作
成する。

12 スター選手の獲得と商業化 プロクラブによる外国人スター選手の獲
得による商業化の実例を自身で探す

4第 回 時間

MLB球団による日本人スター選手獲
得後の商業化の実例の紹介を通しな
がら、マーケティングについて学ぶ
。

13 マーケットリサーチ演習②アンケー
ト分析

自身が実施したアンケーを振り返り、不
十分だった点や気づいた点を考察する

4第 回 時間

実施したアンケート結果をもとに、
新商品の企画書を作成する。その項
目として①開発する新商品名、②タ
ーゲット層、③コンセプト・機能、
④訴求ポイント（買い手に訴えたい
ポイント）または他商品との差別化
ポイントについて記す。

14 外部講師による特別講義C（モー
タースポーツ）

講師が働く企業について事前に調べる。 4第 回 時間

スーパー・フォーミュラを運営する
会社の社長から、現在のモータース
ポーツの現状と課題について特別講
義を受ける。終了後に小レポートを
提出する。
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授業科目名 スポーツ産業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

田村匡

講義

該当する

スポーツ関連企業や団体のマーケティング支援、スポーツイベント企画・実施、スポーツ施設の設計
施工・運営支援など。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツと現代社会の基本的な仕組みを学びながら、スポーツがどのように産業とかかわっているのかを理解する。スポーツ産
業は、産業分類上の一項目として独立してあるものではなく、多くの産業項目のスポーツに関わる一部分として存在する。その
ためスポーツ産業を理解することは、様々な産業を理解することにつながる。また、スポーツ産業の概要と構造を理解するのみ
ならず、スポーツを通じた社会的課題の解決方策等について考えることができるようになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツ用品、スポーツ施設、ス
ポーツサービス産業等についての
理解

スポーツビジネスの全容を理解す
ることができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現代の社会・経済の課題を自ら発
見できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小論文

40

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。授業内容に沿って、自分の経験等
を踏まえて考え、記載されていると高得点が与えられる
。

：

％

中間論文

30

授業の内容を理解しているか。：

％

期末試験

30

授業の内容を理解しているか。：

％

使用教科書
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2451

特に指定しない

参考文献等

参考図書として「スポーツ産業論第７版」原田宗彦編著（杏林書房）をあげる。
また授業中において関係する書籍等を適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツ産業論を学ぶ意義 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツ産業は多くの産業の縮図で
あり、スポーツ産業を学ぶことを通
じて社会のあり方を学習する。

2 スポーツ産業と生活者（マーケッ
ト）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツ産業の全体の概要と、生活
者、マーケットを通じた社会との関
係を学ぶ。

3 スポーツ用品産業 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

ミズノやアシックスなどのスポーツ
用品産業の成立、発展、戦略等につ
いて学ぶ。

4 スポーツ用品産業（海外）と流通 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツ用品産業について、海外の
ナイキ、アディダス等の成り立ち等
について学ぶ。また用品産業の流通
について学ぶ。

5  スポーツ施設産業（企画から建設
まで）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツ施設を企画・計画・建設に
いたるまで、考慮すべきステイクホ
ルダーやそのメリット・デメリット
等について、その基礎知識を学ぶ。

6 スポーツ施設産業（管理運営、仕組
み等について）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツ施設の管理運営や、民間活
力を活用した指定管理者制度、ＰＦ
Ｉ等について学ぶ。

7 中間まとめ これまで学んできたことを復習する 4第 回 時間
これまで学んできたスポーツ産業の
概要について一旦とりまとめ、授業
前半を振り返る。

8 スポーツサービス情報産業 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツコンテンツやメディアとの
関係等を学ぶ。また、スポーツ施設
とスポーツサービスが合わさったフ
ィットネスクラブの産業モデル等に
ついて学ぶ

9 メガ・スポーツイベント ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

メガスポーツイベントの収入構造や
ビジネスとの関係について学ぶ。ま
たスポーツイベントやチーム運営に
欠かせない、スポンサーや放映権等
についての概略を学ぶ。

10 プロスポーツとスポーツ産業 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

プロスポーツをスポーツ産業の視点
から見る。チームやリーグの収入構
造・支出構造、ファンを獲得する仕
組み、座席販売等について学ぶ。
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11 ｅスポーツ／ＩＴとスポーツ ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

最近はやりのｅスポーツやスポーツ
とＩＴビジネスとの関係を学ぶ。世
界や日本におけるｅスポーツの現状
、それらとスポーツビジネスの関係
などを説明する。

12 スポーツと地域活性化 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

最近、スポーツをとおりした「地域
活性化」が注目されている。地域活
性化の概念整理、経済波及効果を含
めた活性化の仕組み等について学ぶ
。

13 スポーツとツーリズム ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

近年注目されているスポーツツーリ
ズムやスポーツコミッションについ
て学習する。

14 スポーツ産業論総括 スポーツ産業論全体を振り返り、復習す
る

4第 回 時間

これまで学んできたスポーツ産業に
ついて総括する。スポーツ産業の内
容、構造等について再度みなおし、
まとめる。

2451
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授業科目名 地域スポーツ経営論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3・4年 2

坂中勇亮

講義

該当する

体育協会の職員として地域スポーツ行政に従事（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

子どもから高齢者まであらゆる世代の住民が「スポーツライフ」を享受するうえで、その担い手として、総合型地域スポーツク
ラブや民間スポーツクラブなどに期待が寄せられている。本講義ではそうした「地域住民を対象にスポーツに関連したプログラ
ムメニューやスポーツイベントを提供するクラブ」を「地域スポーツクラブ」とみなす。
本講義では、地域スポーツクラブのマネジメントの仕組みの理解を促したうえで、スポーツクラブのビジネスモデルを立案し、
事業計画書の作成とその評価を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

地域スポーツクラブのマネジメン
トの仕組みの概要と経営上の課題
を理解する。

地域スポーツクラブの事業報告・
計画や収支計画を読み解き、経営
状況を判断することができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域スポーツクラブの経営関連
データの収集・分析に基づいて、
事業計画の立案ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返りレポート

35

7回×5点（内容点）
ルーブリックに基づいて評価

：

％

毎回の授業への関わりの様子

15

授業での積極的な態度、グループワーク等での協調性等
を評価する。

：

％

中間課題レポート

20

10回目以降提出。講義の内容を理解して文章にまとめる
ことができているかルーブリックに基づいて評価

：

％

2451
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2455
20 ％

試験（レポート）

30

14回目以降提出。講義の内容を理解して文章にまとめる
ことができているかルーブリックに基づいて評価

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本体育スポーツ経営学会「テキスト 総合型地域スポーツクラブ」（大修館書店，2004）
山口 泰雄 「地域を変えた総合型地域スポーツクラブ」（大修館書店，2006）
谷塚 哲「地域スポーツクラブのマネジメント ――クラブ設立から運営マニュアルまで――（カンゼン，2008）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 質問などいつでも歓迎します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツ基本計画／地域住民のライ
フスタイルとスポーツ参加動機

スポーツ基本法、スポーツ基本計画の概
要に目を通し、内容を理解しておく。

4第 回 時間

我が国のスポーツ行政の方向性と具
体的な施策内容と目標・KPIを定め
た「スポーツ基本計画」の概要を理
解し、スポーツ行政における地域ス
ポーツクラブの位置づけを把握する
。また、地域住民のライフスタイル
の多様性とそれに応じたスポーツ実
施・参加動機の存在を把握する。

2 地域スポーツクラブの概要 地域スポーツクラブの成り立ちについて
予習しておく。

4第 回 時間

地域スポーツクラブの特徴的な事例
（国内・国外）を取り上げ、地域ス
ポーツクラブの存在意義、役割、機
能などについて整理する。

3 地域スポーツクラブの実際　外部講
師講演

自身が住んでいる地域のスポーツクラブ
（複数）のHPを閲覧し、どのようなプロ
グラムメニューが展開されているか把握
しておく。

4第 回 時間

地域スポーツクラブの実情を理解す
るために、大阪府内で活動する地域
スポーツクラブの運営者を講師に招
き、実際のクラブ運営に関する理解
を深める。

4 地域スポーツクラブにおける競争戦
略

自身が住んでいる地域のスポーツクラブ
（複数）のHPを閲覧し、クラブ間の競合
関係を把握しておく。

4第 回 時間

地域スポーツクラブには経営上の競
合が存在する。地域スポーツクラブ
における競争戦略の考え方を理解す
る。

5 中間課題ワーク1　地域スポーツク
ラブのプロダクト開発

ある特定の地域を思い浮かべて、立地
（駅前～中心市街地～郊外など）に応じ
たスポーツクラブのプロダクトの違いと
その理由について考える。

4第 回 時間

第1回～4回の講義をふまえて、特定
の地域にスポーツクラブを新設する
と仮定し、ターゲット顧客層の選定
とともに、そのスポーツクラブのプ
ロダクトを考案する。

6 地域スポーツクラブの収支構造 ある特定のスポーツクラブのHPを閲覧
し、想定される収入・支出項目を挙げて
その金額規模を推定する。

4第 回 時間

地域スポーツクラブの収入・支出項
目を理解し、損益分岐点グラフの作
成を通して価格と顧客人数の最適化
を導く手法を習得する。
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7 地域スポーツクラブの人的資源管理 特定のスポーツクラブのHP閲覧や見学、
利用を通じて、そのクラブの組織体制図
を作成する。

4第 回 時間

地域スポーツクラブは、クラブマネ
ージャー、アシスタントマネージャ
ー、フロントスタッフ、インストラ
クターなど多様な人材により組織が
成立している。地域スポーツクラブ
の人的資源管理について理解を深め
る。

8 地域スポーツクラブのプロモーショ
ン

特定のスポーツクラブのチラシやポス
ター等をもとに、そのクラブのプロモー
ション戦略（ターゲット顧客、価格、差
別化要因等）についてまとめる。

4第 回 時間

地域スポーツクラブは顧客（クラブ
利用者）の獲得が必要であり、プロ
モーション活動が重要とされる。地
域スポーツクラブのプロモーション
戦略と具体的な手法、費用対効果の
考え方について理解する。

9 地域スポーツクラブの顧客コミュニ
ケーション

特定のスポーツクラブを例に、そのクラ
ブが顧客の利用継続のために行っている
具体的な手法を明らかにする。

4第 回 時間

地域スポーツクラブは、獲得した顧
客（クラブ利用者）の利用継続が必
要であり、顧客コミュニケーション
も重要である。地域スポーツクラブ
の顧客コミュニケーション戦略と具
体的な手法について理解する。

10 中間課題ワーク2　地域スポーツク
ラブのビジネスモデル作成

これまでの講義全体の復習・振り返りを
してからワークに臨む。

4第 回 時間

第9回までの講義をふまえて、特定
の地域にスポーツクラブを新設する
と仮定し、「ビジネスモデルキャン
パス」のフレームワークを用いなが
ら、そのスポーツクラブのビジネス
モデルを作成する。

11 事例分析ワーク1　総合型地域ス
ポーツクラブ

これまでの講義全体の復習・振り返りを
してからワークに臨む。

4第 回 時間

全国各地の総合型地域スポーツクラ
ブの事例を紹介し、特定のクラブに
ついて、「顧客ターゲット」「プロ
ダクトの特徴と中核ベネフィット」
「人的資源」「収支構造」等を明ら
かにして、「ビジネスモデルキャン
パス」に落とし込む。

12 事例分析ワーク2　民間スポーツク
ラブ

これまでの講義全体の復習・振り返りを
してからワークに臨む。

4第 回 時間

複数の民間スポーツクラブの事例を
紹介し、特定のクラブについて、「
顧客ターゲット」「競争戦略」「プ
ロダクトの特徴と中核ベネフィット
」「人的資源」「収支構造」「プロ
モーション戦略」等を明らかにして
、「ビジネスモデルキャンパス」に
落とし込む。

13 事業計画書の作成 設立したいスポーツクラブの具体像をま
とめる。

4第 回 時間

地域スポーツクラブを新設するとい
う仮定のもと、その事業計画書の作
成の手順を理解する。

14 地域スポーツクラブの外部効果/今
後求められる地域スポーツクラブの
役割と機能

スポーツクラブの存在により地域住民の
生活や地域社会にどのような変化を及ぼ
す可能性があるか推察する。

4第 回 時間

地域スポーツクラブは様々な外部効
果、とりわけ地域に社会的効果を発
揮することも期待されている。経済
的効果および社会的効果の整理を行
い、具体的な事例をもとに理解を深
める。また、少子高齢化など地域社
会が今後迎える変化をふまえて、地
域スポーツクラブに求められる役割
や機能について総合的に討議する。

2455
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授業科目名 スポーツ法学入門

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　今日、スポーツをめぐる法的問題は、選手の契約に関する問題、肖像権に関する問題、事故に関する問題、ドーピングと人権
の問題、スポーツ団体と競技者との関係に関する問題、その他多岐にわたり、また急増しています。また、一口にスポーツ法と
言っても、スポーツ基本法などのスポーツに関する特別な法律だけでなく、民法、労働法など様々な法分野が関わり、更にス
ポーツルールや団体規約などのスポーツ固有法もあります。本講義では、複雑多岐にわたるスポーツ法の現代的課題について、
幅広く理解することを目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

具体的な事例の分析を通じて、バ
ランスのとれたものの見方、法的
なものの見方の基礎を身につけ、
政治問題や社会問題についてより
深く理解する。

具体的な事例の分析を通じて、バ
ランスのとれたものの見方、法的
なものの見方の基礎を養い、政治
問題や社会問題についてより深く
理解できるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2455
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定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

①スポーツ問題研究会(編著)『Q&Aスポーツの法律問題〔第4版〕』（民事法研究会）、②神谷宗之介(著)『スポーツ法』（三省
堂）、③グレン M. ウォン、川井圭司(著)『スポーツビジネスの法と文化―アメリカと日本』（成文堂）、④エンターテインメ
ント・ロイヤーズ・ネットワーク(編)『スポーツ法務の最前線』（民事法研究会）、⑤谷塚哲(著)『変わる！　日本のスポーツ
ビジネス』（カンゼン）、⑥友添秀則(編著)『よくわかるスポーツ倫理学』（ミネルヴァ書房）。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限

場所： 西館3回個人研究室

備考・注意事項： メールアドレスは、chiyohara@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツにおける法律と倫理 スポーツにおける勝利至上主義とフェア
プレイの精神との関係について自分の考
えをまとめておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツの法律問題と倫理的思
考
(2)フェアプレイ教育とスポーツ倫
理
(3)スポーツのルールと法
(4)勝敗の倫理学－勝利至上主義は
正しいか
(5)スポーツとホスピタリティ

2 スポーツ法学の基礎知識 「大相撲の八百長問題」とは何かについ
て、調べておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツの法律問題とは
(2)大相撲の八百長問題について考
える－八百長と違法賭博の関係
(3)スポーツマンシップとスポーツ
パーソンシップ
(4)スポーツと法律、スポーツ基本
法

3 スポーツと人権①（スポーツと差別
の問題を中心に）

スポーツにおける差別事例には、どのよ
うなものがあるかについて調べておこ
う。また、「LGBTQ」の言葉の意味につい
ても調べておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツにおける差別の事例
(2)スポーツと人種差別
(2)性別とスポーツ
(3)性同一性障害とスポーツ

4 スポーツと人権②（ドーピングの問
題を中心に）

「ドーピングはなぜ許されないのか」と
いうことについて、自分の考えをまとめ
ておこう。

4第 回 時間
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(1)ドーピングの定義
(2)アンチ・ドーピング活動の拡大
(3)ドーピング法
(4)ドーピングに関する仲裁事例法
(5)ドーピングはなぜ許されないの
か
(6)新たなドーピング技術－遺伝子
ドーピング

5 スポーツ紛争・スポーツ事故①（ス
ポーツ仲裁制度を中心に）

「スポーツ仲裁制度」について調べ、日
本人が仲裁を申し立てた事例について、
事実の概要と結果をまとめておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツ紛争の解決手続（スポ
ーツ仲裁制度）
(2)学校のスポーツ事故・紛争
(3)コミュニティのスポーツ事故・
紛争
(4)スポーツ事故における指導者の
法的責任

6 スポーツ紛争・スポーツ事故②（ス
ポーツ施設とスポーツ用具のスポー
ツ事故・紛争を中心に）

スポーツ施設とスポーツ用具の事故に
は、どのようなものがあるかについて調
べておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツ活動と安全管理
(2)スポーツクラブの安全管理（リ
スクマネジメント）
(3)レジャー、レクリエーションの
スポーツ事故・紛争
(4)スポーツ施設とスポーツ用具の
スポーツ事故・紛争

7 スポーツと契約・規則①（アマチュ
アスポーツの問題を中心に）

アマチュアスポーツの活動には、プロス
ポーツの場合と、どのような点で特別の
規制が働くかについて調べておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツ活動に関する契約と免
責規定
(2)アマチュアスポーツと規則

8 スポーツと契約・規則②（プロス
ポーツの問題を中心に）

プロスポーツの活動には、アマチュアス
ポーツの場合と、どのような点で特別の
規制が働くかについて調べておこう

4第 回 時間

(1)プロスポーツと契約①（未成年
者のプロ選手契約の問題点）
(2)プロスポーツと契約②（プロ野
球のドラフト制度）
(3)プロスポーツと契約③（移籍制
限と独占禁止法）
(4)プロスポーツと契約④（プロス
ポーツ選手のセカンドキャリア問題
）

9 スポーツとビジネス①（スポーツ選
手の権利を中心に）

スポーツ選手の権利には、どのようなも
のがあるかについて調べておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツビジネスの考え方
(2)スポーツ選手のパブリシティ権
(3)スポンサー契約
(4)スポーツからの反社会的勢力の
排除

10 スポーツとビジネス②（スポーツ施
設との契約トラブルを中心に）

消費者とスポーツ施設との契約トラブル
には、どのようなものがあるかについて
調べ、事例を分析しておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツと金銭トラブル
(2)スポーツ系専門学校のずさんな
実態とその責任
(3)突然のスポーツジムの閉鎖と入
会金返還請求
(4)スポーツ・レジャー会員権購入
とクーリング・オフ

11 スポーツ組織と法・倫理 近年、問題となっているスポーツ組織の
「アンガバナンス」の事例について調
べ、それがどのような点において問題で
あるのかについて分析しておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツ組織とは
(2)スポーツ組織のアンガバナンス
の実態
(3)スポーツ組織のインテグリティ

12 スポーツと犯罪①（野球賭博・八百
長問題を中心に）

野球賭博および八百長問題について調
べ、それがどのような点において問題で
あるのかについて分析しておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツにおける違法行為
(2)ダフ行為に対する規制
(3)野球賭博、サッカーくじと犯罪
(4)スポーツにおける八百長の実態
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13 スポーツと犯罪②（ファンタジー・
スポーツとその法的規制）

「ファンタジー・スポーツとは何か」に
ついて調べ、そのギャンブル性について
分析しておこう。

4第 回 時間

(1)ファンタジー・スポーツとは
(2)ファンタジー・スポーツは世界
中の人を熱狂させるスポーツギャン
ブル
(3)日本でも存在した？ファンタジ
ー・スポーツ
(4)ファンタジー・スポーツは違法
なのか

14 スポーツと犯罪③（ハラスメントと
体罰問題を中心に）

スポーツにおけるハラスメントと体罰問
題について調べ、それぞれの特徴につい
てまとめておこう。

4第 回 時間

(1)スポーツにおける暴力と体罰
(2)スポーツにおけるハラスメント
(3)懲戒行為と体罰
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授業科目名 スポーツ組織論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

古川拓也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、組織論を中心としながら、スポーツ組織に関する専門的な知識を学修するとともに、組織の一員として行動するた
めの技能を身につけることを目指します。具体的には、スポーツ組織固有の組織特性や現象について学修します。そして、ス
ポーツトピックスについて議論をすることで、スポーツ組織におけるガバナンスの在り方やリーダーシップの理解を深めていき
ます。また、PBL型の授業形態を通し、実践力も身につけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

組織論やリーダーシップ論などの
専門的知識の獲得と理解を目指
す。また、リーダーシップやフォ
ロワーシップの在り方についても
学ぶ。

講義内でのディスカッション等
で、専門的知識やファシリテー
ション技能を活用することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

ディスカッションやグループワー
クにおいて、論理的に考え、課題
に沿った議論ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

事前理解度確認

10

事前提示資料の理解度を確認し、知識の理解状況につい
て評価します。

：

％

振り返りレポート

50

独自のルーブリックで内容の妥当性や論理の一貫性を評
価します。

：

％

2457
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中間理解度確認

10

講義内容の理解度を確認し、知識の定着や思考力を評価
します。

：

％

グループ活動評価

10

講義内で行うグループ活動について貢献度や批判的態度
などの評価を行います。

：

％

期末レポート

20

独自のルーブリックで内容の妥当性や論理の一貫性を評
価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テーマや必要性に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日　１限（10：30－12：00）

場所： 研究室

備考・注意事項： 授業に関する質問等はメールでも受け付けます（furukawa-t@g.osaka-
seikei.ac.jp）。メールには忘れずに、氏名・学籍番号・所属を明記して
ください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 本講義の概要と狙い 本講義を受講する目的意識を改めて確認
しておきましょう。

4第 回 時間

講義の概要と狙い、成績評価につい
て説明します。また、スポーツ組織
におけるリーダーシップについて概
観します。

2 スポーツ組織とは何か？：実践によ
る特性理解

スポーツ組織とは何か、事前講義資料を
確認し、事前理解度確認に取り組みま
しょう。

4第 回 時間

スポーツ組織とは何か考えていきま
す。組織の仕組みやスポーツが持つ
特性を理解し、スポーツ組織を定義
していきます。

3 スポーツ組織とは何か？：実践の考
察

実践で生じる現象を客観的に観察し、考
察を行いましょう。

4第 回 時間

実際のスポーツ組織的活動から、ス
ポーツ組織について何かについて考
察を試みます。

4 スポーツ組織とは何か？：成果報告 成果報告に向けて、グループワークに取
り組んでください。

4第 回 時間

「スポーツ組織とは何か？」という
問いに対して、グループにて考察を
行った結果を成果として発表します
。

5 スポーツ組織におけるリーダーシッ
プ：リーダーシップとは？

自身の身近な体験からリーダーシップと
は何かについて考察するとともに、事前
学習資料に目を通しておきましょう。

4第 回 時間

リーダーシップの概念について学び
ます。リーダーシップとは何か、リ
ーダーシップとマネジメントの違い
は何かについて考え、本講義におけ
るリーダーシップを定義します。

6 スポーツ組織におけるリーダーシッ
プ：個人特性の関係

事前資料に目を通し、事前理解度確認に
取り組みましょう。

4第 回 時間

個人の特性によってリーダーシップ
に違いは発生するのか、リーダーシ
ップは生まれつきなのか、後から修
得することのできるスキルなのかに
ついて考えていきます。

7 スポーツ組織におけるリーダーシッ
プ：ケーススタディ

理論的な背景を踏まえて、リーダーシッ
プに関わる身の回りの事象を説明してみ
ましょう。

4第 回 時間
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リーダーシップ発揮の方法によって
は、組織や所属する個人に悪影響を
与え、結果として組織の目標が達成
されないということが起こりえます
。本講義では、ケーススタディに触
れながら、適切なリーダーシップが
発揮されるための環境づくりについ
て考えます。

8 スポーツ組織におけるリーダーシッ
プ：成果報告

成果報告に向けて、グループワークに取
り組んでください。

4第 回 時間

スポーツ組織におけるリーダーシッ
プに関連して提示されたお題につい
て、グループワークを行い、成果に
ついて発表します。

9 理解度確認／グループ貢献度評価 科目前半の取り組み内容を振り返りま
しょう。

4第 回 時間

科目前半の内容について理解度確認
を行うとともに、グループワークの
貢献度について評価を行います。

10 スポーツ組織の戦略とガバナンス 事前理解度確認に取り組みつつ、自身が
経験したスポーツ組織内の戦略共有・浸
透のための工夫について考えてみましょ
う。

4第 回 時間

スポーツ組織はガバナンスが脆弱に
なりがちです。スポーツ組織の戦略
ととともに、ガバナンスの在り方に
ついて学修しましょう。

11 特別講義：スポーツ組織の実際 第10回講義について復習するとともに、
事前資料を読み込んできましょう。

4第 回 時間

ゲストを招聘し、スポーツ組織の実
際についてご講義いただきます。

12 スポーツ組織の課題と解決方策の提
示：グループワーク

事前講義資料に目をとして、理解度確認
に取り組みましょう。

4第 回 時間

第11回の特別講義を踏まえて課題を
提示します。グループで課題に取り
組みましょう。

13 スポーツ組織の課題と解決方策の提
示：成果報告

成果報告にお向けて、グループワークに
取り組みましょう。

4第 回 時間

科目全体を通して学習した内容を取
り入れながら、成果報告を行いまし
ょう。

14 まとめ これまでの講義で学んだことを振り返り
ましょう。

4第 回 時間

講義のまとめを行います。
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授業科目名 スポーツキャリア論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

古川拓也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、スポーツキャリアに関する知識を身につけ、アスリートやスポーツ組織が抱える課題の発見、解決できる能力を身
につけます。さらには自分自身のスポーツキャリアを分析し、プランニングできる能力を身につけることを目指します。ハイパ
フォーマンススポーツの視点からアスリートのスポーツキャリアとその支援について、草の根スポーツの視点から生涯を通じた
スポーツの関わり方、さらにはスポーツに関連した職業などをテーマとして取扱います。受講するみなさんが自身のキャリアを
考えるうえでも役に立つことを期待しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツキャリアの専門的知識習
得と基本的な課題の理解

スポーツキャリアに関わる問題を
知り、専門的知識を課題の理解に
役立てることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツキャリアの課題を発見で
きるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義レポート

50

内容の妥当性と論理構成について、独自のルーブリック
を用いて評価します。

：

％
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講義中課題

15

与えられた課題への取り組み状況を評価します。：

％

中間レポート

15

講義内容の理解度と思考力について、独自のルーブリッ
クを用いて評価します。

：

％

学期末レポート

20

内容の妥当性と論理構成について、独自のルーブリック
を用いて評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テーマや必要性に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日　2限（10：30－12：00）

場所： 研究室　西館2階

備考・注意事項： 授業に関する質問等はメールでも受け付けます（furuakwa-t@g.osaka-
seikei.ac.jp）。メールには忘れずに、氏名・学籍番号・所属を明記して
ください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 アスリートは競技のみに集中するべ
きなのか？（実践編）

次のキーワードについて予習し講義に備
えること。スポーツキャリア、デュアル
キャリア、セカンドキャリア、スポーツ
キャリア支援

4第 回 時間

ガイダンスの後、講義のテーマに沿
ってグループディスカッションを行
います。そこで出た見解や個人の意
見について考察していきます。

2 アスリートは競技のみに集中するべ
きなのか？（理論編）

第1回目の「授業外学修課題」の見直しと
講義内容の復習を行っておくこと。

4第 回 時間

アスリートのキャリアについて明ら
かになっている学術的知見などの理
論的背景を踏まえながら、アスリー
トのキャリアについて考察を深めま
す。

3 特別講義：ケーススタディ「競技を
引退したアスリートのキャリア」

これまでの講義内容の復習を行うこと。 4第 回 時間

競技を引退したアスリートをお招き
し、これまでのキャリアやキャリア
移行に関する体験談などをお話しい
ただく。

4 特別講義：ケーススタディ「現役ア
スリートのキャリア」

これまでの講義内容の復習を行うこと。 4第 回 時間

現役アスリートをお招きし、これま
でのキャリアや今後のキャリアなど
についてお話しいただく。

5 アスリートの円滑なキャリアトラン
ジションに向けた方策とは？

アスリートの支援として現在、どのよう
な取り組みがなされてるのか事前に予習
しておくこと。

4第 回 時間

アスリートキャリアの支援方策を概
観し、キャリア支援の在り方や今後
の方向性について考えていきます。

6 ハイパフォーマンスアスリートにな
るために王道はあるのか？

世界で活躍するアスリートについて調
べ、どの様な過程を経て現在に至るのか
調べること。

4第 回 時間

世界で活躍するアスリートになるた
めの王道は存在するのか。アスリー
トの成長の軌跡について考えていき
ます。
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7 人生におけるスポーツとの関わり方 スポーツ庁のwebサイトを参照し、スポー
ツ実施率の動向について確認すること。
また、近年スポーツ実施率が維持傾向
だった理由について自分なりの考えをま
とめておくこと。

4第 回 時間

スポーツ実施率や子どもの体力”問
題”について触れながら、その解決
課題と一生涯を通じたスポーツへの
関わり方について考えていきましょ
う。

8 スポーツからのドロップアウト ドロップアウトをキーワードに、予習を
進めること。また、部活動や所属クラブ
を途中で辞めた人がいれば、なぜ辞める
に至ったのか話を聞いてみること。

4第 回 時間

スポーツにおけるドロップアウトに
ついて学びます。また、ドロップア
ウトの要因やその対策について考え
ます。

9 中間まとめ 第1回～第8回までの内容を振り返るこ
と。

4第 回 時間

これまでのテーマについての理解度
確認を行うとともに、スポーツキャ
リアに関する知識を応用したグルー
プディスカッションを行います。

10 スポーツに関わるキャリアとは？ スポーツ産業とは何か、またスポーツに
関連する職業とは何かを予め予習してお
くこと。

4第 回 時間

スポーツ産業の全体像を概観しつつ
、多様な職業について考えます。

11 プロスポーツクラブにおけるキャリ
ア

プロスポーツクラブの組織特性について
考察してみましょう。

4第 回 時間

プロスポーツクラブの組織特性を学
び、そこで働くスタッフのキャリア
などについて学修します。

12 特別講義：ケーススタディ「スポー
ツに関わるキャリア（仕事）」

第10回、第11回の講義内容を振り返って
おくこと

4第 回 時間

スポーツに関するキャリアの観点か
ら、スポーツに関するビジネスに携
わる人をお招きし、経験や体験につ
いてお話しいただく。

13 スポーツに関わるキャリア-まとめ- スポーツに関わる仕事の全体像を今一度
確認しておくこと。

4第 回 時間

スポーツに関わる仕事について振り
返ります。

14 スポーツキャリアについてのまとめ 講義全体のまとめをしておくこと。 4第 回 時間
講義全体のまとめを行う。改めてス
ポーツキャリアとは何か、各自のス
ポーツキャリアに照らし合わしなが
ら考えてみる。
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授業科目名 食品加工論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3・4年 2

髙畑能久

講義

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

この授業では、安全・安心で豊かな食生活に欠かせない食品の加工・保蔵に関する知識と応用事例について学びます。食品の保
蔵方法、包装の種類と材料、食品加工技術、食品添加物、加工食品のさまざまな表示、農産食品、畜産食品、水産食品、発酵食
品、調味料、嗜好飲料、インスタント食品、コピー食品などの加工技術を講義、ビデオ視聴、ペアワークを通して理解します。
また、市販の加工食品から加工方法や原材料特性、表示内容を読みとり、食品開発や品質管理などに応用できるレベルまで理解
を深めることを目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

食品加工・保蔵、製造工程につい
て理解を深め、食品開発や品質管
理に応用します。

食品加工・保蔵に関する専門知識
を商品設計やHACCPプランの作成に
応用します。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

食品工場における安全性やコスト
面などの課題を発見します。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

加工食品の商品規格やHACCPプラン
の作成や改善に応用します。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

ペアワークでは自分の意見を上手
に伝え、相手の意見も引き出しま
す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での発言量・質

30

発問に対する回答の量と質やペアワークに積極的に参加
しているかどうかを評価します。

：

％

レポート課題

20

課題に対し、授業で学んだ知識に基づき読み手に分かり
やすく論述できているかどうかを評価します。

：

％

2468
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定期試験

50

専門知識や応用事例を問われる課題に対して、授業で学
んだ知識に基づき解答できているかどうかを評価します
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

菅原龍幸、宮尾茂雄（2019年）『四訂　食品加工学』建帛社。
渡邊智子、森髙初恵、板垣康治（2016年）『-サクセス管理栄養士講座-食べ物と健康Ⅰ』第一出版社。
森田英利、田辺創一（2017年）『わかりやすい食品機能学　第2版』三共出版。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、食品加工・保
蔵と食生活

食品加工に関する興味を持った新聞、雑
誌等の記事を読んできてください。

4第 回 時間

授業の進め方や評価方法などの説明
後、食品加工・保蔵の目的と分類、
食生活との関係について学びます。

2 食品の保蔵 市販加工食品の賞味・消費期間について
調べてきてください。

4第 回 時間

乾燥、塩蔵、糖蔵、酸貯蔵、燻煙、
低温、加熱、品質保持剤、放射線照
射について特徴と仕組みを学びます
。

3 食品の包装 市販加工食品の容器包装について調べて
きてください。

4第 回 時間

包装の種類、包装材料の特徴と仕組
みを学びます。また、ペアワークに
より廃プラスティックによる環境汚
染についても考えます。

4 食品加工操作・技術 市販加工食品の加工方法について調べて
きてください。

4第 回 時間

3つの基本操作、物理的操作、化学
的操作、生物的操作の特徴と仕組み
を学びます。

5 食品添加物と食品加工 市販加工食品の添加物について調べてき
てください。

4第 回 時間

食品添加物の種類と用途、加工食品
の安全性確保の意義と仕組みを学び
ます。

6 加工食品の表示 市販加工食品の裏面表示について調べて
きてください。

4第 回 時間

食品表示法に基づく品質表示、栄養
成分表示、アレルギー表示、遺伝子
組換え表示の意義と仕組みを学びま
す。

7 農産加工品、食用油脂 市販加工食品の農産加工品、食用油脂に
ついて調べてきてください。

4第 回 時間

パン、麺類、味噌、醤油、大豆油、
オリーブ油の特徴と加工技術を学び
ます。

8 畜産加工品、水産加工品 市販加工食品の畜産加工品、水産加工品
について調べてきてください。

4第 回 時間

ハム、ソーセージ、ヨーグルト、バ
ター、マヨネーズ、かまぼこ、塩蔵
品、魚肉缶詰の特徴と加工技術を学
びます。
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9 アルコール飲料 市販加工食品のアルコール飲料について
調べてきてください。

4第 回 時間

ビール、日本酒、ワイン、ウイスキ
ーの特徴と加工技術を学びます。

10 調味料、嗜好飲料 市販加工食品の調味料、嗜好飲料につい
て調べてきてください。

4第 回 時間

グルタミン酸Na、塩、甘味料、香辛
料、コーヒー、紅茶の特徴と加工技
術を学びます。

11 インスタント食品・コピー食品 市販加工食品のインスタント食品、コ
ピー食品について調べてきてください。

4第 回 時間

冷凍食品、レトルトパウチ食品、コ
ピー食品の特徴と加工技術を学びま
す。

12 機能性食品 市販加工食品の機能性について調べてき
てください。

4第 回 時間

特定保健用食品、栄養機能食品、機
能性表示食品、特別用途食品の特徴
と応用事例を学びます。

13 ペアワークおよびレポート（加工食
品の製造フロー）

各自でレポートを作成してください。 4第 回 時間

ペアワークにより市販されているさ
まざまな加工食品の安全性について
考えます。その後、各自でレポート
（加工食品の製造フローとHACCPプ
ラン）を作成します。

14 振り返り・今後の課題 定期試験は持込不可とし、定期試験期間
中に行います。この授業で学んだことを
振り返り、復習してください。

4第 回 時間

これまでの学びを振り返り、SDGsに
取り組むうえで食品加工・保蔵のあ
り方や今後の課題などについて考え
ます。
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授業科目名 カフェ経営演習

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3・4年 2

吉田誠

演習

該当する

カフェ経営（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

フードサービス店を開業する場合、企画・運営・経営の知識から調理の知識まで、幅広い知識が必要となります。また、持続可
能な経営を目指す場合、人気となるメニュー開発やテイクアウト商品開発に関する技術やトレンドを感じ取る情報収集が重要と
なってきます。カフェ演習では、人気の業態であるカフェのスキルはもちろん、フード業界に関わる基本スキルを実習中心で広
く学びます。また、焙煎士の方より様々なコーヒーの抽出技術を学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

カフェを運営するためのメニュー
構成、経営知識や業務知識が理解
できる。

学んだ知識・技術を正確に把握・
実践できる力を身に付ける。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

学んだ知識・技術を主体的に実
行・実践できる

2．DP９.他者との協調・協働 チームワークを大切にし、和を
持って物事をやり遂げられる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末テスト（実技テスト）

40

課題メニューを時間内に作り上げ、衛生的な配慮ができ
ていたか、盛り付けが美しいかの項目について評価する
。

：

％

毎回のレポート（調理実習ノート） 講義内容が理解出来ているか、調理手順が理解出来てい
るか、調理作業の効率化や調理理論が理解出来ているか

：
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2474毎回のレポート（調理実習ノート）

40

るか、調理作業の効率化や調理理論が理解出来ているか
、完成品のイラストがカラーで描けているか、の全てを
評価する。

：

％

授業態度

20

積極的に取り組もうとする主体性や自分の役割を理解し
協働しようとするする態度があったかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献については実習時にそのテーマに沿って、都度紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 実習後30分間

場所： 346教室および準備室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 カフェの定番メニュー（講習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出

1第 回 時間

・クロックムッシュとクロックマダ
ム(作るのはマダムのみ）
・シーザーサラダ
・固めのプリン
・ハンドドリップコーヒー

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

2 カフェの定番メニュー（実習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、小作文
と合わせて後日提出

1第 回 時間

・クロックムッシュとクロックマダ
ム(作るのはマダムのみ）
・シーザーサラダ
・ハンドドリップコーヒー
・固めのプリン
以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

3 人気の純喫茶メニュー（講習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・ナポリタン
・エビフライ
・白身フライ
・タルタルソース
・土鍋ご飯

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。実習巡回にて的
確に指導。

4 人気の純喫茶メニュー（実習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・ナポリタン
・エビフライ
・白身フライ
・タルタルソース
・土鍋ご飯

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。実習巡回にて的
確に指導。

5 人気の純喫茶メニュー軽食とスイー
ツ（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間
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2474
・シンプル卵サンド
・ポテトフライ
・プリンアラモード
・ハンドドリップコーヒー応用
・クリームソーダの展開

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

6 人気の純喫茶メニュー軽食とスイー
ツ（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と

1第 回 時間

・シンプル卵サンド
・ポテトフライ
・プリンアラモード
・ハンドドリップコーヒー応用
・クリームソーダの展開
以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

7 食事系とおやつ系パンケーキ　ノン
アルコールカクテル（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と

1第 回 時間

・食事系パンケーキ
・おやつ系パンケーキ
2種類を両方を作り実食
・色々なノンアルコールカクテル

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

8 食事系とおやつ系パンケーキ　ノン
アルコールカクテル（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・食事系パンケーキ
・おやつ系パンケーキ
2種類を両方を作り実食
・色々なノンアルコールカクテル

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

9 ふわとろオムライスとパフェ（講
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・ふわとろオムライス
・オリジナルパフェを作ろう
・おいしいココアとハーブティー

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

10 ふわとろオムライスとパフェ（実
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・ふわとろオムライス
・オリジナルパフェを作ろう
・おいしいココアとハーブティー

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

11 みんなでワイワイ楽しむギャザリン
グメニュー（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間

・ピンチョスや一口サイズのフィン
ガーフードを1プレートに。
・テーブルセッティングもして楽し
んでみては？

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

12 みんなでワイワイ楽しむギャザリン
グメニュー（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。メニューデッサンはカラーで描くこ
と。

1第 回 時間
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・ピンチョスや一口サイズのフィン
ガーフードを1プレートに。
・テーブルセッティングもして楽し
んでみては？

以上の内容を教員が模範実技した後
、学生が実習する。教員は実習巡回
にて的確に指導。

13 カフェ演習総括と基本技術習得度合
の見極め（実技試験）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・基本技術習得度合見極めのため、
実技試験の実施

以上の内容で実技試験を実施し、評
価の一部とする。
・基本技術習得度合見極めのため、
実技試験の実施

以上の内容で実技試験を実施し、評
価の一部とする。
・基本技術習得度合見極めのため、
実技試験の実施

以上の内容で実技試験を実施し、評
価の一部とする。
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授業科目名 商品開発論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

沼賢二

講義

該当する

総合化学メーカーに29年勤務し、プレハブ住宅、家庭用品、機能樹脂の営業・マーケティング業務を
歴任。その間商品開発や事業開発のプロジェクトに携わる（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年ヒット商品に恵まれないと言われています。その背景に日本の成熟社会、少子高齢化、市場の成熟化、製品技術の高度化と
同質化が指摘され、商品の差別化が益々難しくなっています。消費文化の多様化が進むに連れて、消費者は現状の商品に飽き足
らず、常に新たな商品を求めています。そのためメーカーがヒット商品を生み出すためには、消費者の動機や背景を知り、消費
者のニーズを満たし、感動を与え、共感を得ることが大切です。この授業では、新商品を成功に導くために必須の「商品企画」
について学びます。商品企画は消費者のニーズを知り、アイデアを考えてコンセプト化し、売れる商品を世のなかに生む出す仕
組み作りです。身近な事例を参考にしながら、「商品企画」に対する理解を深めましょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品企画プロセスを通じて、商品
開発に必要な専門知識・技術・ノ
ウハウを学びます。

新商品のアイデアとコンセプトを
立案します。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

対象事例の問題は何かを考え、課
題を発見します。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

授業で身につけた知識・技術・ノ
ウハウを使って解決策を提示しま
す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業の課題（不定期）

30

毎回の授業で課題を課し、Google Classroomを通じてア
ンケート形式で回答して頂きます。授業の理解度を評価
します。

：

％

期末レポート

70

期末レポートの課題に対して、授業で学んだ理論や知識
を活用し、簡潔かつ論理的に記述しているかどうかを評
価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

2474
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2475
著者 タイトル 出版年出版社

１からの商品企画西川英彦・廣田章光[編] 碩学舎・・ 年・2012

参考文献等

石井淳蔵・廣田章光・坂田隆文[編]（2016）「１からのマーケティング・デザイン」碩学舎
戸田覚（2013）「新 あのヒット商品のナマの企画書が見たい！」ダイヤモンド社
末吉孝生（2014）「コレが欲しかった！と言われる「商品企画」のきほん　翔泳社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： クラスルーム上で質問に対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 商品企画プロセス 事例の競合商品が何かを調査して下さ
い。教科書の第2章に目を通してくださ
い。

4第 回 時間

商品開発における商品企画の目的と
役割を理解し、事例を通して商品企
画プロセスの全体的な流れを理解し
ます。

2 探索的調査（１）インタビュー法 事例について詳しく分析して下さい。教
科書の第3章に目を通してください。

4第 回 時間

ターゲットとなる消費者が本当に欲
しいものが何かを知るための調査方
法である「インタビュー法」を学び
ます。

3 探索的調査（２）観察法 事例の課題や改善点を自身の経験に基づ
いて考察して下さい。教科書の第4章に目
を通してください。

4第 回 時間

自分以外の「誰か」が求めているも
のを見つけだすための調査方法であ
る「観察法」を学びます。

4 探索的調査（３）リード・ユーザー
法

関心のあるものをアイデアにして、プラ
ンニングシートに書き出して下さい。教
科書の第5章に目を通してください。

4第 回 時間

自分に欲しいものが具体的にどのよ
うなものなのかを、商品企画として
まとめる作業を消費者自身に担って
もらうことを目的とする「リード・
ユーザー法」を理解します。

5 コンセプトデザイン（１）アイデア
創出

関心のあるものを任意の発想法を使って
書き出して下さい。教科書の第6章に目を
通してください。

4第 回 時間

商品企画において、アイデアをどの
ようにして創出しているのかを事例
を使って学習し、「アイデア発想法
」を学習します。

6 コンセプトデザイン（２）コンセプ
ト開発

類似の競争商品のコンセプト開発を調査
して下さい。教科書の第7章に目を通して
ください。

4第 回 時間

市場の拡大を目的に、新たな顧客や
競争の場を創り出す「コンセプト開
発」の考え方とその手順を学びます
。

7 コンセプトデザイン（３）プロトタ
イピング

浮かんだアイデアを板紙や段ボールなど
を使って試作して下さい。教科書の第8章
に目を通してください。

4第 回 時間

顧客の悩みの解消や、願望達成のた
めの新しいアイデアを実現するため
に作成する「試作品（プロトタイピ
ング）」の進め方とその意義を学び
ます。

8 検証的調査（１）市場規模の確認 店頭やインターネットなどから競合商品
を調べ、市場占有状況を推察して下さ
い。教科書の第9章に目を通してくださ
い。

4第 回 時間
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新商品の販売予想をする際に、購入
する人が誰で、その金額と数量がど
の程度見込めるかを事前に調べる「
市場規模の推定」の手法を学習しま
す。

9 検証的調査（２）競合・技術の確認 競合が圧倒的に売れている理由を考察し
て下さい。教科書の第10章に目を通して
ください。

4第 回 時間

創り出したコンセプトが適切である
かどうかをチェックするために、競
争相手の商品コンセプトとの違いや
、新商品が優位であることを確認す
るプロセスについて学習します。

10 探索的調査（３）顧客ニーズの確認 任意の広告に掲載されているデータを探
し、その信頼性を評価してください。教
科書の第11章に目を通して下さい。

4第 回 時間

商品企画において、アイデアやコン
セプトが適切であるかどうかを確認
する、探索的調査の1つである「顧
客のニーズの確認」について学びま
す。

11 企画書作成（１）販促提案 類似の業界で、販促提案でV字回復した事
例を見つけて下さい。教科書の第12章に
目を通して下さい。

4第 回 時間

大量に広告を打ち、営業が頻繁に店
を周れば直ちに商品が売れるわけで
はありません。新商品のコンセプト
を顧客が理解し、「なるほど」と思
ってもらえる作りこみが大切で、そ
のための「販売提案」の手法を学び
ます。

12 企画書作成（２）価格提案 事例と類似の商品を見つけ、互いの違い
や共通点を分析して下さい。教科書の第
13章に目を通してください。

4第 回 時間

新しい商品を企画した場合に、価格
をいくらに設定すべきか、どのよう
に決定すべきかを体系的に学習しま
す。

13 企画書作成（３）チャネル提案 事例の主力チャネルで販売されている類
似商品を見つけて下さい。教科書の第14
章に目を通して下さい。

4第 回 時間

新しい商品を売り出す場合、その商
品をどの「チャネル（販売店）」で
販売するのが適切であるのかを体系
的に学びます。

14 企画書作成（４）企画書作成 任意の商品について簡単な企画書を作成
して下さい。教科書の第15章に目を通し
て下さい。

4第 回 時間

企画書は、新商品の企画内容を経営
陣に伝え、経営陣から了承を得るた
めの大切なツールです。企画書に盛
り込む内容はどのようなものか、注
意すべき点は何かについて学習しま
す。
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授業科目名 商品開発論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2･3年 2

髙畑能久

講義

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネス・公共政策コース優先

授業概要

この授業では、新商品の企画・開発から販売促進に至る一連の商品開発プロセスについて、アイデアシートや商品企画書の作成
および、食品・アパレル・医薬品業界におけるヒット商品の開発事例のケーススタディなどを通して学びます。
また、商品開発に関する関連法令、知的財産権の遵守やイノベーションの重要性などについても解説します。商品開発に関する
専門知識は、経営戦略やマーケティングと共に重要であり、将来、企業で商品開発職を志望している方だけではなく、さまざま
な職場でも応用することができます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品開発の一連のプロセスを通し
て、商品の企画・開発に必要な専
門知識を学びます。

ペアワークで商品企画書を作成し
ながら、商品開発に関する理解を
深めます。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

消費者の課題を発見し、市場調査
やインタビュー等により情報を収
集・分析します。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での発言量・質

20

発問に対する回答の量と質やペアワークに積極的に参加
しているかどうかを評価します。

：

％

レポート課題・提出物

30

課題に対し、授業で学んだ知識に基づき読み手に分かり
やすく論述できているかどうかを評価します。

：

％

定期試験

50

専門知識を問われる課題に対して、授業で学んだ正しい
知識に基づき解答できているかどうかを評価します。

：

％
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2476
50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

末吉孝生（2017年）『コレが欲しかった！と言われる「商品企画」のきほん』翔泳社。
岩田直樹（2015年）『食品開発の進め方』幸書房。
片岡榮子、片岡二郎（2011年）『食品開発ガイドブック』地人書館。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、新商品に関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・企業における
商品開発の必要性

各自で好きな商品とその理由を考えて来
てください。

4第 回 時間

授業の進め方や評価方法などの説明
後、企業が成長していくためには消
費者ニーズを先取りし、魅力的な商
品を開発する必要があること、企業
における商品の役割と位置づけ、商
品ライフサイクルについて学びます
。

2 商品開発プロセス 各自で興味のある業界を考えて来てくだ
さい。

4第 回 時間

商品開発における一連のプロセス（
企画、商品設計、製造テスト、販売
促進）と担当部門の業務内容を理解
します。

3 商品企画（環境分析、商品コンセプ
ト）

各自で興味のある商品ジャンルを考えて
来てください。

4第 回 時間

企業の内部環境と外部環境を把握し
、アイデアから商品コンセプトなど
を考えていく手法を学びます。

4 市場調査（消費者ニーズ、競合分
析）

各自で開発したい商品を考えて来てくだ
さい。

4第 回 時間

商品開発段階での市場調査として、
消費者ニーズと競合分析の方法（3C
分析）を学びます。

5 商品アイデア（1）商品名・ター
ゲット

商品アイデアシートの商品名、ターゲッ
トの欄を記入してください。

4第 回 時間

商品アイデアシートを策定するため
、商品名やターゲット（誰のための
商品なのか）について考えます。

6 商品アイデア（2）キャッチコ
ピー・顧客ベネフィット

商品アイデアトシートのキャッチコ
ピー、ベネフィットの欄を記入してくだ
さい。

4第 回 時間

商品アイデアシートを策定するため
、キャッチコピーや顧客ベネフィッ
ト（商品による便益）について考え
ます。

7 商品アイデア（3）アイデアスケッ
チ

商品アイデアシートのアイデアスケッチ
の欄を記入してください。

4第 回 時間

商品アイデアシートを策定するため
、アイデアスケッチ（色付けも行う
）を作成します。

8 商品企画書（1）作成 各自で商品企画書を作成してください。 4第 回 時間
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前回までに作成した商品アイデアシ
ートに基づき、商品名、キャッチコ
ピー、ターゲット、ベネフィット、
アイデアスケッチ、価格、販売チャ
ネル、宣伝などについて商品企画書
にまとめます。

9 ヒット商品の成功事例（1）食品業
界

成功事例を参考にして、各自で商品企画
書を作成してください。

4第 回 時間

清涼飲料業界でヒット商品となった
カルピス㈱『カルピスウオーター』
の成功事例からその要因を学びます
。

10 ヒット商品の成功事例（2）アパレ
ル・医薬品業界

成功事例を参考にして、各自で商品企画
書を作成してください。

4第 回 時間

アパレル業界でヒット商品となった
東洋紡績㈱『東洋紡ミラクルケア』
と、医薬品業界でヒット商品となっ
たの小林製薬㈱『熱さまシート』の
成功事例からそれらの要因を学びま
す。

11 商品企画書（2）ブラッシュアップ 各自で商品企画書を完成させてくださ
い。

4第 回 時間

これまで学んだ成功事例に基づき、
第8回で作成した商品コンセプトシ
ートをブラッシュアップします。

12 商品企画書（3）プレゼンテーショ
ン

商品企画書を提出してください。 4第 回 時間

ペアで交互にプレゼンテーションを
行い、商品企画書の良い点、改善が
必要な点を考えます。

13 関連法令と知的財産権 企業の法令違反や特許訴訟の事例を調べ
て理解を深めましょう。

4第 回 時間

商品開発者にとって欠かせない関連
法令（PL法、不当景品類及び不当表
示防止法、薬事法など）と知的財産
権（特許、実用新案、商標、意匠、
著作権など）を学びます。

14 商品開発とイノベーション 定期試験は持込不可とし、定期試験期間
中に行います。この授業で学んだことを
振り返り、復習してください。

4第 回 時間

商品開発者に求められるイノベーシ
ョン（技術経営、人材育成など）に
ついて考察します。
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授業科目名 商品開発論

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

植田真司

講義

該当する

大手スポーツメーカーで、ゴルフクラブの企画開発を担当。その後、ブランド戦略も担当する。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、スポーツ用品やその他ヒット商品の開発事例を中心に、新商品の企画・開発におけるアイデアの出し方から商品
化、販売、顧客満足に至る一連の商品開発プロセスについて学びます。
また、商品開発に関する専門知識に留まらず、どのようにして独自性のある商品を企画し、売れる商品を開発するのか。マーケ
ティング、経営戦略、イノベーション、環境問題についても学びます。
さらに、アイデアシート、商品企画書、ビジネスモデルの作成も行い、ブラッシュアップしていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品開発の一連のプロセスを通し
て商品開発に必要な専門知識を学
びます。

商品企画書を作成しながら、商品
開発に関する理解を深めます。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

オリジナルの商品企画書を作成す
る。

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

オリジナルのビジネスモデルを作
成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での取り組み態度

20

授業に積極的に取り組んでいるかを評価します。：

％

レポート課題・提出物

30

授業で学んだ知識に基づき適切に作成できているかを評
価します。

：

％

定期試験

50

商品開発に関する知識を正しく理解しているか評価しま
す。

：

％
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50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で、必要な図書を紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　5限

場所： 植田：西館３F

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーション・商品開発の基
本

各自で好きな商品について考える。 4第 回 時間

授業の進め方や評価方法などの説明
その後、魅力的な商品を開発するた
めに必要なこと。
商品の役割と位置づけ、商品ライフ
サイクルについて説明。

２ 商品開発プロセス 各自で好きな商品の開発プロセスについ
て考える。

4第 回 時間

商品開発における一連のプロセス（
企画、設計、製造、販売促進）を学
び理解する。
事例、シューズの開発プロセス

３ 商品企画の基本 各自で好きな商品の４Pについて考える。 4第 回 時間
商品企画の基本となる項目、ターゲ
ット、USP、４Ｐ、４Ｃについて学
ぶ。

4 スポーツメーカーの役割について 各自で好きなメーカーの役割について調
べる。

4第 回 時間

スポーツメーカーの創業の目的や現
在の役割について学ぶ。

５ 商品アイデア　スキル編 技法を使いアイデアを出す。 4第 回 時間
アイデアをだすための方法、技法に
ついて学ぶ。

６ 商品アイデア　習慣編 生活習慣を見直す。 4第 回 時間
アイデアを出すための準備として、
場所、環境、時間、体調など日常の
習慣が重要である。
パフォーマンスを高めるための日所
の行動について学ぶ。

７ 商品アイデア　マインドセット編 日常生活における疑問や課題を見つけ
る。

4第 回 時間

普段からいろんなものに興味を持ち
、疑問や好奇心を持つことが重要で
ある。

８ ヒット商品の事例紹介（１） ヒット商品を見つける。 4第 回 時間
スポーツ用品を中心に、ヒット商品
の事例を紹介する。
水着やバットなど

９ ヒット商品の事例紹介（２） ヒット商品を見つける。 4第 回 時間
一般商品を中心に、ヒット商品の事
例を紹介する。
アイデア商品など

10 商品開発とイノベーション イノベーションについて事例を見つけ
る。

4第 回 時間

イノベーションについて学び、その
事例を紹介する。
事例、デジタルカメラ、スマホ

11 商品開発とマーケティング マーケティング事例を見つける。 4第 回 時間
よい商品でも、マーケティング戦略
を間違えると売れない。
売れなかった事例と、売れるように
なった事例を学ぶ。
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12 企画書の作成（１）　調べる 企画書を作成する。 4第 回 時間
生活の中での課題を見つける。
ターゲットを決める。
解決策を考える。
ライバルを調べる。

13 企画書の作成（２）　戦略を立てる 企画書を作成する。 4第 回 時間
ネーミング、
仕様をまとめる。
４Ｐ、４Ｃについてまとめる。

14 企画書の作成（３）　ブラッシュ
アップする

企画書を完成させる。 4第 回 時間

できた企画書を隣の人に説明し、ア
ドバイスをもらう。
ブラッシュアップする。
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授業科目名 外食・中食産業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2･3年 2

髙畑能久

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

この授業では、業界地図、主要企業の有価証券報告書、実際の入店調査などの最新情報に基づき、外食・中食産業の実態と課題
について学びます。消費動向をはじめ、外食・中食市場におけるマーケティング、各業態（ファストフード、ファミリーレスト
ラン、回転寿司、居酒屋、百貨店地下惣菜、集団給食、テイクアウト、宅配など）の特徴や主要企業の戦略などを調査しなが
ら、今後の外部環境変化に対応していくため食の流通過程の諸問題と解決策についても理解を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

外食・中食産業の業態毎の特徴や
戦略、業界動向を把握するための
調査方法を学びます。

将来の外食・中食産業の動向につ
いて、独自の見解がもてるレベル
まで理解を深めます。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

食の流通過程の諸問題を挙げ、そ
の解決策についてディスカッショ
ンする。

食の流通過程を設計し、問題解決
に資することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

外食・中食産業の業態毎に抱えて
いる課題を発見します。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

ペアワークでは自らの主張を上手
に伝え、相手の意見を引き出しま
す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での発言量・質

30

発問に対する回答の量と質やペアワークに積極的に参加
しているかどうかを評価します。

：

％

レポート課題 課題に対し、独自の見解をもち、具体的な例を示して読
み手に分かりやすく論述できているかどうかを評価しま
す。

：

2477
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2479

20

す。

％

定期試験

50

授業で学んだ知識に基づき、独自の見解を盛り込み解答
ができているかどうかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本経済新聞出版社（2022年）『（日経）業界地図2020年版』日経BP。
藤島廣二、宮部和幸、木島実、平尾正之、岩崎邦彦（2016年）『フード・マーケティング論』筑波書房。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・人口減少社会
と食品消費

「食品流通論」で学んだことを復習して
おいてください。

4第 回 時間

授業の進め方や評価方法などの説明
後、人口減少社会における食品消費
の特徴を学びます。

2 外食産業①（ハンバーガー） マクドナルド、モスバーガーの公式サイ
トで経営戦略を調べてください。

4第 回 時間

ハンバーガー業態の特徴、主要企業
の戦略を比較しながらハンバーガー
市場の今後の動向を考察します。

3 外食産業②（ファミリーレストラ
ン・焼肉）

すかいらーく、サイゼリア、デニーズお
よび物語コーポレーションの公式サイト
で経営戦略を調べてください。

4第 回 時間

ゲストスピーカー（専門家）を招い
て特別授業を開講します。
ファミリーレストラン・焼肉業態の
特徴、主要企業の戦略を比較しなが
らファミリーレストラン・焼肉市場
の今後の動向を考察します。

4 外食産業③（牛丼） すき家、吉野家、松屋の公式サイトで経
営戦略を調べてください。

4第 回 時間

牛丼業態の特徴、主要企業の戦略を
比較しながら牛丼市場の今後の動向
を考察します。

5 外食産業④（麺類） 丸亀製麺、餃子の王将、日高屋、リン
ガーハットの公式サイトで経営戦略を調
べてください。

4第 回 時間

麺類（うどん、ラーメン）業態の特
徴、主要企業の戦略を比較しながら
麺類市場の今後の動向を考察します
。

6 外食産業⑤（フライドチキン・ドー
ナツ）

日本ケンタッキーフライドチキン、ミス
タードーナツの公式サイトで経営戦略を
調べてください。

4第 回 時間

フライドチキン・ドーナツ業態の特
徴、主要企業の戦略を比較しながら
フライドチキン・ドーナツ市場の今
後の動向を考察します。

7 外食産業⑥（回転寿司） あきんどスシロー、無添加くら寿司、は
ま寿司、かっぱ寿司の公式サイトで経営
戦略を調べてください。

4第 回 時間

回転寿司業態の特徴、主要企業の戦
略を比較しながら回転寿司市場の今
後の動向を考察します。

- 282 -



8 外食産業⑦（居酒屋） モンテローザ、庄やグループ、チムニー
の公式サイトで経営戦略を調べてくださ
い。

4第 回 時間

居酒屋業態の特徴、主要企業の戦略
を比較しながら居酒屋市場の今後の
動向を考察します。

9 外食産業⑧（集団給食） 日清医療食品、エームサービス、グリー
ンハウスの公式サイトで経営戦略を調べ
てください。

4第 回 時間

集団給食業態の特徴、主要企業の戦
略を比較しながら集団給食市場の今
後の動向を考察します。

10 中食産業①（コンビニエンスストア
の弁当・惣菜）

セブン-イレブンジャパン、ファミリー
マート、ローソンの公式サイトで経営戦
略を調べてください。

4第 回 時間

コンビニエンスストアの弁当・惣菜
の特徴、主要企業の戦略を比較しな
がら中食市場の今後の動向を考察し
ます。

11 中食産業②（百貨店の地下惣菜） ロック・フィールド、柿安本店の公式サ
イトで経営戦略を調べてください。

4第 回 時間

百貨店の地下惣菜の特徴、主要企業
の戦略を比較しながら高級中食市場
の今後の動向を考察します。

12 中食産業③（テイクアウト・宅配業
態）

プレナス、ドミノ・ピザ、出前館の公式
サイトで経営戦略を調べてください。

4第 回 時間

テイクアウト・宅配業態（寿司、ピ
ザ、弁当など）の特徴、主要企業の
戦略を比較しながら宅配市場の今後
の動向を考察します。

13 グループワーク、レポート作成 次回の授業までにレポートを作成してく
ださい。

4第 回 時間

「30年後の外食・中食産業に消費者
が求めるものとは？」と題して、食
の流通過程の諸問題と解決策につい
てグループワークを行い、各自レポ
ートを作成します。

14 振り返り・今後の課題 定期試験は持込不可とし、定期試験期間
中に行います。この授業で学んだことを
振り返り、復習してください。

4第 回 時間

これまでの授業で学んだことを振り
返り、理解を深めます。また、外食
・中食産業の業態別動向と今後の課
題について考えます。
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授業科目名 食品安全マネジメント

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2･3年 2

伴みずほ

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

食品安全マネジメントでは、ヒトが口にする食品の安全と安心を、農場から食卓までのあらゆる場面において、確保するための
管理方法を学びます。安全と安心は必ずしも一致しません。絶対に安全な（ゼロリスク）食品というものはないといって過言で
はありませんが、可能な限り安全を求める必要があります。安全性を確保するのと同時に、その科学的根拠を十分に示し、消費
者が安心感を持てるようにすることを可能にするための方法を学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

リスクマネジメント能力 食品を安全に流通させるための知
識を身に付ける

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

多くの情報の中から必要な情報を
選び出し、根拠資料（過去の事件
記事や文献）を引用しながら論理
的にまとめられるようになる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・その他(以下に概要を記述)

ゲストスピーカーとして企業人を招き、さまざまな現状や最新の情報について学び、加工食品の試食などの演
習を行う。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

20

日本で過去に発生した事故事例を調べ、原因についての
分析および自分の考えを述べる事ができているかを評価
します。

：

％

小テスト

30

授業内容の理解度を確認します。：

％

定期試験

50

安全性が高く安心して食べられるための食品衛生の技術
とその意義が理解できているかを評価します。

：

％

2479
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2483
50 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

栄養科学イラストレイ
テッド　「食品衛生学」

田﨑達明　他著 羊土社・・ 年・2022

参考文献等

日本フードコーディネート協会（2014）『フードコーディネーター教本3級試験対応テキスト』柴田書店

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

・不定期で小テストを行うため配布プリントと教科書をよく読み復習しておいてください。
・衛生関連のニュース、特に食中毒について関心を持ち情報収集をこころがけてください。
・『フードコーディネーター教本3級試験対応テキスト』の該当するページをよく読み理解しておいてください。
・企業の方をお招きし現状や最新情報について学びます。
・ゲストスピーカーの都合等で授業の順番や内容を変更する場合があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 健康と食品衛生 安全・安心なたべものとはどういうもの
かを調べる。

4第 回 時間

健康の維持増進のために日々さまざ
まな飲食物を摂っている。またその
行為は食べる喜びや楽しみを伴うも
のであり、安全性が高く安心して食
べられるものでなくてはならない。
ここでは食品衛生の概念について学
ぶ。
具体的には、食品の安全性問題の対
象食品として、輸入食品、遺伝子組
み換え食品、放射線照射食品につい
て、また、トレーサビリティー・FC
P（フード・コミュニケーション・
プロジェクト）・食品ロスについて
も学ぶ。
半期の後半には、ゲストスピーカー
（企業の品質保証部）を招き、現場
の食品安全マネジメントについて学
ぶ。

2 食品衛生行政 保健所の業務について理解する。 4第 回 時間
戦前は有害化学物質の食品への悪質
な添加などを犯罪として取り締まる
ものであったが、戦後は取締りより
も科学的な根拠に基づく、指導と監
視に重点を移した現在の食品衛生行
政が始まった。ここでは現代の食品
の安全性確保のための考え方や、リ
スク管理のシステムを学ぶ。

3 食品衛生関連法規 関連法令が制定されるに至った事例につ
いて確認する。

4第 回 時間

食品衛生に関連した法令のうち、食
品安全基本法、農業取締法や食品衛
生法（および関連条例）など主要な
ものについて、それらの概要を学ぶ
。

4 食品と微生物 微生物の増殖と環境条件について調べ
る。

4第 回 時間

微生物とは、肉眼では見ることが出
来ない微小な背物の呼び名で、さま
ざまな種類が存在する。微生物は、
ヒトの生活に有益な働きをするもの
と、病原菌や腐敗菌などのような、
ヒトの生活に有害な働きをするもの
がある。それらの種類の特徴を知っ
た上で、食品と微生物との関係を学
ぶ。
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5 食品の変質とその防止 食品が変質する過程において、食品中に

含まれる、糖質・脂質・たんぱく質の変
化の過程を調べる。

4第 回 時間

食品がその保存中に、劣化により食
品本来の性質を消失し、”食品の外
観、内容、さらに官能的にも食用に
適さなくなる現象”のことを食品の
変質という。そのような食品の変質
の見極め方やその防止方法について
学ぶ。

6 食中毒１（微生物） 過去2－3年の間で起こった食中毒の事例
より1件を選び、原因菌、原因物質、発症
経路を調べ、予防方法（対策）について
まとめる。

4第 回 時間

一般に中毒とは、生理的に有害な物
質が体内に入り、その科学的作用に
よって生理的異常を起こす現象をさ
すが、このうち、有害な物質が飲食
物とともに経口的に摂取されて起こ
る中毒を特に食中毒という。過去の
食中毒発生状況より、予防方法を考
える。

7 食中毒２（ウイルス） 過去2－3年の間で起こった食中毒の事例
より1件を選び、原因菌、原因物質、発症
経路を調べ、予防方法（対策）について
まとめる。

4第 回 時間

食中毒１と同じ（一般に中毒とは、
生理的に有害な物質が体内に入り、
その科学的作用によって生理的異常
を起こす現象をさすが、このうち、
有害な物質が飲食物とともに経口的
に摂取されて起こる中毒を特に食中
毒という。過去の食中毒発生状況よ
り、予防方法を考える。）

8 食品の媒介による感染症 過去2－3年の間で起こった経口感染症の
事例より1件を選び、原因菌、原因物質、
発症経路を調べ、予防方法（対策）につ
いてまとめる。

4第 回 時間

感染症の病原体である微生物や寄生
虫が飲食物、手指、器具、昆虫など
を介して経口的に人体に入り、体内
に侵入して感染し、病気になること
を経口感染という。このような飲食
物の媒介による経口感染症の病原体
は食品衛生法では食中毒病因物質と
して取り扱われている。ここでは病
原体別に増殖と環境条件について学
ぶ。

9 食品・飲料水から感染する寄生虫 過去2－3年の間で起こった寄生虫症の事
例より1件を選び、原因菌、原因物質、発
症経路を調べ、予防方法（対策）につい
てまとめる。

4第 回 時間

寄生虫は、他の生物の犠牲により自
己に有利な生活を営む動物である。
寄生虫は、ヒトに感染してさまざま
な影響を与えて健康被害を引き起こ
す。寄生虫症の現状を知りその予防
方法を学ぶ。

10 食品中の汚染物質 これらの汚染物質には使用禁止になった
ものもあるが、避けようのないものもあ
る。過去に起こった事例より1件を選び、
今後の対策方法についてまとめる。

4第 回 時間

食品を汚染する物質には、カビ毒、
有害化学物質、重金属、食品成分の
変化による有害生成物質、混入異物
がある。これらの発生事例より、ど
のような対策が危険性を避けるのか
を考える。

11 食品添加物 加工食品の中からジャンル別に３つを選
び、それぞれの食品に含まれる食品添加
物の特徴を調べ、考えられるメリット・
デメリットについてまとめる。

4第 回 時間

消費者は食品添加物に対し不信感を
抱いているが、我が国の食生活が大
きく変貌し多様な生活スタイルの存
在には食品添加物が大きく寄与して
いる背景がある。ここでは食品添加
物のメリット・デメリットを学ぶ。
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12 食品用の器具と容器包装 加工食品の中からジャンル別に３つを選
び、それぞれの食品に使われている容器
や包装の材質を調べ、その妥当性や危険
性をまとめる。

4第 回 時間

戦後、高分子化学の発達により、新
しい原材料による容器や包装が、食
品の流通、保存に大きな役割をはた
している。しかし、中身である食材
によっては、容器に使用されている
材質の溶出が起こることがある。各
種材質の特徴を知り、過去に起こっ
た中毒の事例を学ぶ。

13 食品衛生管理の事例 自身の台所で行っている衛生管理につい
て列記し自己評価を行い、さらに追加す
べき予防方法について提案する。

4第 回 時間

食品衛生管理の最も重要な目的は食
中毒発生の防止である。食中毒の大
部分は細菌性食中毒であり、飲食店
では細菌性食中毒予防の３原則が重
要なポイントとなる。ここでは食中
毒の防止について学ぶ。また食品衛
生管理の事例を学ぶ。

14 ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰによる食品衛生
管理のプラン例

調理実習で実習したメニューの内、1品を
選び、その製造におけるＨＡＣＣＰプラ
ン表を作成する。

4第 回 時間

ＧＡＰとは農業において食品安全、
環境保全、労働安全等の持続可能性
を確保するための、関連する生産工
程管理の取組である。取引先や消費
者が直接確認できない生産工程にお
ける安全管理、持続可能性の取組を
、第三者が審査して、証明すること
が消費者にどのような影響を与える
のかを理解する。
ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは我が国
では一般に「危害分析重要管理点方
式」と呼ばれている。プラン例をも
とにＨＡＣＣＰプラン表作成の様式
を知ることで、加工食品が製造過程
でどのようなポイントを抑えるべき
かを理解する。

2483
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授業科目名 食文化とビジネス

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2・3年 2

岡村美里

講義

該当する

他校にて食文化についての講義授業を実施。自身で飲食店の開業を行い地域の食や文化についての業
務を経験。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

日本や世界の食文化について学びます。食をコーディネートするためには、食文化の知識が必要です。料理面（味の面）と食態
度・食行動・食生活面の両面から食文化について学び、さらに他の地域の食文化と比較することにより、文化相対主義的な見方
を養い、異なる食文化に対する寛容で受容的な態度を培うことを目指します。また、今日の国際化時代における食文化の共通
化、世界化現象を認識するとともに、食文化を創造していくための資質を養います。伝統を生かした食づくりや食ビジネス化に
どのような取り組みがあるのか今後の傾向などを学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

日本および世界の食文化の知識
や、文化相対主義的な態度を習得
する

日本や世界の食文化の文化的側面
を理解することができる

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

日本および世界の食文化の知識
や、文化相対主義的な態度を習得
し、自らの食文化を創造していく

日本や世界の食文化の文化的側面
を理解し、応用していく

汎用的な力

1．DP８.他者とのコミュニケー
ション

文化相対主義的な態度を習得し、
自らの食文化を創造していく中
で、学び合った内容を、分かりや
すい文書や発表資料が作成できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験の得点

60

定期試験の得点60点以上：到達目標を優れて満たしてい
る。
定期試験の得点40点以上：到達目標を十分に満たしてい
る。

：

％

授業への積極的参加度（レポートなど提
出物）

提出物の提出回数、文書表現の正確さなど内容について
評価します。

：

2483
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40 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新版フードコーディネー
ター教本

日本フードコーディネー
ター協会編

柴田書店・・ 年・2022

参考文献等

石毛直道『食文化入門』講談社、樋口清之『日本食物史』柴田書店、大塚滋『食の文化史』中公新書

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学習が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

高校で学習する家庭・日本地理・世界地理・日本史・世界史の知識を必要とする。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 教室

備考・注意事項： 質問は、授業時間内もしくは、前後に応える。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 食の歴史・文化・風土の概説 教科書１１～１３ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・食文化の成り立ちについて学ぶ。
・多様な食文化について知る。
・食文化の共通化と国際化について
理解する。
環境と主食となる穀物の違いなどを
知る。

2 日本料理の歴史１（原始・古代、中
世）

教科書１３～１４ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・縄文・弥生時代の食文化を学ぶ。
・古墳・飛鳥・奈良時代の食文化を
学ぶ。
・平安時代～安土桃山時代の食文化
を学ぶ。

3 日本料理の歴史2（近世・近代・現
代）

教科書１４～１５ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・江戸時代の食文化を学ぶ。
・明治・大正・昭和時代の食文化を
学ぶ。
・現代（第二次世界大戦以降）の食
文化を学ぶ。

4 日本の歴史と現代の食環境 教科書１５～１６ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・食環境の変化の要因を知る。
・広がる私たちの食生活、食物はど
こから来るのかを理解する。

歴史を振り返り当時食していた食べ
物を実際に体験。
現在どのように生かされているのか
を学ぶ。
食環境について食品や調理器具など
の変化を食卓を通じてみて行く。

5 日本料理の種類 教科書１６～１８ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・日本料理の特徴を理解する。
・日本料理様式（本膳料理、袱紗料
理、精進料理、普茶料理、卓袱料理
等）について学ぶ。
・日本料理の調理技術、食事作法を
知る。

6 日本料理の献立を立てる際の注意
点・行事食

教科書１８～２２ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・日本の食生活の特徴を理解する。
・食文化の地域性を知る。
・行事食・伝統料理を学ぶ。

7 日本の郷土料理 教科書２２～２４ページを読み復習す
る。

4第 回 時間
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・全国各地の郷土料理を知る。
・郷土料理を学ぶことにより日本各
地の食材を知る。
・郷土料理を学ぶことにより日本各
地の調味料，調理法を知る。

8 和菓子の歴史 　教科書２４～２６ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・和菓子の歴史、特徴を知る。
・年中行事と和菓子を理解する。

9 食文化と調味料 市場の調味料にどのようなものがあるの
か調べる

4第 回 時間

地方によって使用する調味料の違い
調理の簡易化による配合調味料の傾
向を見ていく。

調味料の歴史をまなぶ。
10 中国料理の歴史・種類・特徴・献立

その他の国の料理（欧米各国・エス
ニック各国）

教科書２６～３１ページを読み復習す
る。教科書４５～４８ページを読み復習
する。

4第 回 時間

・中国料理の変遷、特徴を理解する
。
・四大料理（北京、上海、四川、広
東）を学ぶ。
・中国料理様式、調理技術、食事作
法を学ぶ。

・アジアの料理を知る。
・中東の料理を知る。
・中南米の料理を知る

11 西洋料理の歴史・日本における西洋
料理

教科書３２～３９ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・古代・ギリシア、ローマ時代の西
洋料理の食文化を学ぶ。
・中世・ルネサンス期時代の西洋料
理の食文化を学ぶ。
・17～19世紀時代、現代の西洋料理
の食文化を学ぶ。

・西洋料理の特徴、西洋各国料理（
欧米各国）を学ぶ。
・西洋料理様式を知る。
・西洋料理の調理技術、食事作法を
学ぶ。

12 洋菓子の歴史・菓子とデザート・パ
ンの歴史

教科書３９～４５ページを読み復習す
る。

4第 回 時間

・洋菓子の歴史を学ぶ。
・デザート・パンの歴史を学ぶ。
・スイーツブームについて

13 食文化と食のビジネス化① 食生活の変化を調べる 4第 回 時間
食の変化について
未来の食について、環境保全と食「
昆虫食」「代替え肉」などについて
考える。

14 食文化と食のビジネス化② 食ブームや経済の傾向を調べる 4第 回 時間
・環境保全と食について
・食のコーディネートから食文化を
総括し、食ビジネス化について考え
る。
・試験にむけて総復習する。

2485
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授業科目名 食ビジネス経営論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

山岡正弘

講義

該当する

約30年ホテル料飲部門で開業業務勤務、退職後フードビジネスコンサルティングオフィス代表として
実務を経験。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

飲食店プロデューサーとしての専門知識を習得させる。食ビジネス経営の本質についてとフードサービス業の特性と市場動向、
外食産業におけるマーケティング、飲食店の出店戦略、柱となる「顧客管理」「店舗運営」「従業員教育」「利益の管理」「人
件費管理」「原価管理」「販売促進」「メニュー改定」「店舗リニューアル」を習得し、日本フードコーディネーター協会認定
試験2級合格レベルを目指し、次の「食のビジネス経営実践」に繋げる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

食ビジネス経営に関する知識を学
び、理解を深める

食ビジネス経営論を活用し、的確
な創造力と判断力が出来る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

理論的に課題発見ができる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

習得した知識・技能を実践の中で
応用することが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験（筆記）

60

食ビジネス経営に関する専門学力の習熟度を筆記試験で
実施します。

：

％

小テスト（授業内）

40

授業期間中に振り返りテストを実施し、理解度の評価を
する。
未提出者は減点とする。

：

％

使用教科書

2485
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特に指定しない

参考文献等

【参考文献】
フードコーディネーター教本　3級資格認定試験対応テキスト2016年版　日本フードコーディネーター協会柴田書店
フードコーディネーター教本　2級資格認定試験対応テキスト　日本フードコーディネーター協会
株式会社三恵社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 教室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
メールアドレス：ppp-yamaoka@ares.eonet.ne.jp
メールには必ず氏名と所属を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 顧客満足～飲食店の顧客満足要素と
は～　（1）新規客と固定客

新規客と固定客の特性について調べる 4第 回 時間

経営の本質についてと新規客と固定
客について解説。

2 顧客満足～飲食店の顧客満足要素と
は～　（2）分析手法

飲食店と小売店の満足要素の違いについ
て調べる

4第 回 時間

飲食店の顧客満足要素、アンケート
調査と活用法、来店動機と店舗コン
セプトについて解説。

3 店舗運営～飲食店のQSCとは～ 日本におけるQSCの歴史について調べる 4第 回 時間
QSC、店舗の快適性、QSCの評価方法
について解説。

4 従業員教育～やる気を起こす教育と
は～　（1）サービスの重要性

マクドナルドの従業員教育につてHPで調
べる

4第 回 時間

サービスの重要性、マニュアルの目
的について解説。

5 従業員教育～やる気を起こす教育と
は～　（2）評価とモチベーション

リッツカールトン大阪のクレドについて
調べる

4第 回 時間

従業員教育の心得、評価とモチベー
ションについて解説。

6 利益の管理～損益計算書の作成とは
～　（1）演習

勘定科目について調べる 4第 回 時間

損益計算書の理解と損益計算書の演
習。

7 利益の管理～損益計算書の作成とは
～　（2）応用

2020年度外食産業における売上ランクベ
スト10について調べる

4第 回 時間

利益に影響する3大要素、損益分岐
点、損益分岐点計算の応用問題。

8 人件費管理～利益を生む適正人件費
率とは～　（1）人件費の算出方法

ファミリーレストラン＆ファーストフー
ドにおける人件費率を調べる

4第 回 時間

人件費の算出方法、適正人件費率と
FL比率について解説。

9 人件費管理～利益を生む適正人件費
率とは～　（2）売上高予算と労働
時間予算

ファミリーレストラン＆ファーストフー
ドにおける人時売上高を調べる

4第 回 時間

人時売上高、労働時間計画とシフト
表、売上高予算と労働時間予算の作
成

10 原価管理～戦略的な原価設定とは～
（1）適正原価率

ファミリーレストラン＆ファーストフー
ドにおける原価率について調べる

4第 回 時間

原価の算出方法、棚卸し、適正原価
率について解説。

11 原価管理～戦略的な原価設定とは～
（2）異常値に対する対策

原価計算の仕組みを調べる 4第 回 時間

異常値に対する対策、原価表の演習
。

12 販売促進～利用客の購買行動を知る
とは～

市場における販売促進のトレンドを調べ
る

4第 回 時間

消費者の購買行動、販売促進の目的
と計画立案、告知方法とツール、顧
客管理の重要性について解説。
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13 メニュー改定～売上アップを狙うに
は～

HPなどで外食産業のメニューを調べる 4第 回 時間

メニュー改定の目的、メニュー改定
の検討項目、メニュー改定後のチェ
ック項目、メニュー改定のシステム
づくりについて解説。

14 店舗リニューアル～改装計画の立て
方とは～

ファミリーレストラン＆ファーストフー
ドの店舗リニュアルのサイクルを調べる

4第 回 時間

リニューアルの目的、コンセプトの
修正、改装場所と効果、リニューア
ルの優先度について解説。
第1回～第14回までの学修要素を用
いて、経営及び経営分析の基礎を解
説。

2486
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授業科目名 公共リスクマネジメント

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

大島博文

講義

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

  「リスクマネジメント」とは、発生しうるリスクを管理することであり、またリスクを回避する一連のプロセスを総称して呼
ぶこともある。公共経営においては、①行政組織、②地域の価値を高めるために、事前に発生し得るリスクを想定して、リスク
を最小にすることが求められる。そのため行政組織や地域に損失を与えるリスクに対して事前に対策をとることが重要となる。
本授業では、行政組織や地域を取り巻くリスクを把握するとともに、リスクへの対応を行う組織（主として、自治体等の危機管
理部門、警察、消防など）による取り組みや課題、今後新たに生じうるリスクへの対応等について学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

公共リスクマネジメントの内容、
対応方法について学ぶ。

公共リスクマネジメントの内容や
対応方法について説明できるよう
になる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

公共リスクマネジメントの内容や
対応方法に関する理解をに根ざし
政策提案の実施

自治体等に対し公共リスクマネジ
メントに向けた効果的な政策提案
をすることができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

行政組織や地域におけるリスクマ
ネジメントの方法を企画・立案で
きる

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

行政組織や地域におけるリスクマ
ネジメントを検討するうえでさま
ざまな主体とコミュニケーション
をとることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2486
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成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

行政組織や地域におけるリスクマネジメントに関する事
項を問う問題を出題し、その理解度と的確に記述や説明
ができているかを基準にして評価する。

：

％

授業内レポート（３回）

30

①リスクマネジメント、②警察、消防等のリスクマネジ
メントへの対応、③地域におけるリスクマネジメントの
あり方に関する授業内レポートを作成し、「内容理解」
「論理性」「独創性」を基準に評価する。

：

％

授業への貢献

30

授業での発表内容、グループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「生活リスクマネジメント」（奈良由美子／放送大学教育振興会／2017年）
「災害と防災～これまでと今」（志岐常正／／本の泉社／2018年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜・５限

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業オリエンテーション～公共リス
クマネジメントとは

公共リスクマネジメントとは何かを参考
図書やインターネット等で調べておく。

4第 回 時間

授業の進め方
公共リスクマネジメントとは何かを
学ぶ。

2 公共リスクマネジメントの現状と課
題

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

公共リスクマネジメントについて、
主として危機管理の視点から現状と
課題を学ぶ。

3 災害による公共リスクとマネジメン
ト

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

災害による公共リスクと行政組織や
地域によるリスクマネジメントの方
法等について学ぶ。

4 犯罪・事故による公共リスクとマネ
ジメント

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

犯罪や事故による公共リスクと行政
組織や地域によるリスクマネジメン
トの方法等について学ぶ。

5 消費行動に伴う公共リスクとマネジ
メント

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

消費行動に伴う公共リスクと行政組
織や地域によるリスクマネジメント
の方法等について学ぶ。

6 リスクコミュニケーションによるリ
スクマネジメント

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

リスクコミュニケーションによるリ
スクマネジメントの方法等について
学ぶ。
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7 信頼とリスクの関係性 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

公共リスクマネジメントを実現する
うえでの「信頼」の重要性等につい
て学ぶ。

8 【特別講義】自治体における危機管
理

自治体に危機管理について事前に学習
し、事後において特別講義の内容を復習
する。

4第 回 時間

自治体の危機管理担当者により、自
治体における危機管理の現状や課題
、今後の取り組み等について特別講
義を実施する。

9 自治体における危機管理に向けた方
策の検討（グループワーク）

自治体に危機管理の課題等について事前
に調べておく。

4第 回 時間

特別講義で学んだ自治体の危機管理
に関する課題等について、グループ
ワークにより解決策を検討し、まと
める。

10 【特別講義】警察における犯罪リス
ク等への対応

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

警察関係者により、警察による犯罪
リスク等への対応の現状や課題、今
後の取り組み等について特別講義を
実施する。

11 【特別講義】消防における火災・救
急リスク等への対応

参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習する。

4第 回 時間

消防関係者により、消防による火災
・救急事案等への対応の現状や課題
、今後の取り組み等について特別講
義を実施する。

12 公共リスクマネジメントへの対応策
を検討する（グループワーク）

各グループで第13回で発表できるようプ
レゼン資料を作成する。

4第 回 時間

警察、消防関係者の特別講義から学
んだリスクマネジメントの課題を解
決するための方策等を検討する。（
グループワーク）

13 公共リスクマネジメントに関する課
題解決に向けて（グループ発表）

各グループで第発表できるようプレゼン
資料を作成する。

4第 回 時間

警察・消防関係者を招き、グループ
により、課題解決に向けた方策を発
表し、評価・コメントを受ける。

14 授業全体まとめ 授業全体の復習をする。 4第 回 時間
・授業全体のふりかえり

2487
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授業科目名 自治体経営論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

大島博文

講義

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自治体経営は、公共経営、地域経営、都市経営などさまざまな概念を活用して自治体を経営するために必要な理論である。ま
た、自治体首長のリーダーシップ、トップマネジメントが必要とされる。本授業では、まず各理論をベースとした自治体経営に
必要な専門知識（組織、財政、会計、市民参加、経営改革等）を学ぶ。またトップマネジメントを学ぶために、自治体首長（市
長等）を招聘し、各自治体の現状・課題の把握、課題解決のためのリーダーシップの発揮、自治体経営の改革の必要性等につい
て、特別講義、グループディスカッション、グループ発表等を通じて理解を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

自治体経営に関するトップマネジ
メントなど専門的知識の理解およ
び課題解決の企画・運営への応用

自治体経営に関するトップマネジ
メントなど専門的な知識について
理解し、課題解決に向けた企画・
運営について提案することができ
る。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自治体経営における重要な課題を
発見し、解決のための計画を立案
することができる。

2．DP９.他者との協調・協働 自治体経営における重要な課題を
解決するための方策を、グループ
ワーク等で他者と協調・協働しな
がら計画を立案することができ
る。

学外連携学修

有り(連携先：豊中市、吹田市、池田市等)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

2487

- 297 -
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原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

自治体の経営課題、解決方法に関する基本的な事項を問
う問題を出題し、その理解度と的確に記述や説明ができ
ているかを基準にして評価する。

：

％

授業内レポート（３回）

30

自治体経営に関する授業内レポートを作成し、「内容理
解」「論理性」「独創性」を基準に評価する。

：

％

授業への貢献

30

授業での発表内容、グループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

金井利之「実践自治体行政学」第一法規(2010年）
秋吉貴雄ほか「公共政策学の基礎(第３版）」有斐閣(2020年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５時間目

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、自治体経営の意義を考
える

自治体経営の現状や課題について参考図
書やインターネット等で調べておく。

4第 回 時間

授業の進め方
自治体経営とは何かを学ぶ。

2 自治体の組織 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、自治体の組織に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

自治体の組織について、現状や課題
を学ぶ。特に最近の変化やトピック
について詳しく学ぶ。

3 自治体の財政、公会計 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、自治体の財政、公会
計に関する理解を深める。

4第 回 時間

自治体の財政、公会計について、現
状や課題を学ぶ。特に最近の変化や
トピックについて詳しく学ぶ。

4 自治体における市民参加 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、自治体における市民
参加に関する理解を深める。

4第 回 時間

自治体における市民参加について、
現状や課題を学ぶ。特に最近の変化
やトピックについて詳しく学ぶ。

5 自治体の経営改革 参考図書やインターネット、講義中の参
考資料等で復習し、自治体の経営改革に
関する理解を深める。

4第 回 時間

自治体の経営改革について、現状や
課題を学ぶ。特に最近の変化やトピ
ックについて詳しく学ぶ。

6 自治体経営の実践（特別講義）
（ケーススタディ１）

特別講義の対象となる自治体について、
参考文献やインターネット等でも適宜調
べて理解を深めておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体のトッ
プマネジメント（市長など）から、
自治体経営に関する理念、現状や課
題、経営改革などについて説明を受
け学ぶ。
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7 自治体経営への提案（グループワー
ク）（ケーススタディ１）

特別講義の対象となる自治体について、
特別講義での説明、参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて復習し、理解を
深めておく。

4第 回 時間

特別講義の対象となる自治体の経営
について、グループワークにより経
営改革を中心に提案を作成する。

8 自治体の現状と課題（ケーススタ
ディ２）

特別講義の対象となる自治体について、
特別講義での説明、参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて復習し、理解を
深めておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体のトッ
プマネジメント（市長など）から、
自治体経営に関する理念、現状や課
題、経営改革などについて説明を受
け学ぶ。

9 自治体経営への提案（グループワー
ク）（ケーススタディ２）

特別講義の対象となる自治体について、
参考文献やインターネット等でも適宜調
べて理解を深めておく。

4第 回 時間

特別講義の対象となる自治体の経営
について、現状と課題について学ぶ
。

10 自治体経営の実践（特別講義）
（ケーススタディ３）

特別講義の対象となる自治体について、
特別講義での説明、参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて復習し、理解を
深めておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体のトッ
プマネジメント（市長など）から、
自治体経営に関する理念、現状や課
題、経営改革などについて説明を受
け学ぶ。

11 自治体経営への提案（グループワー
ク）（ケーススタディ３）

特別講義の対象となる自治体について、
特別講義での説明、参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて復習し、理解を
深めておく。

4第 回 時間

特別講義の対象となる自治体の経営
について、グループワークにより経
営改革を中心に提案を作成する。

12 自治体経営の実践（特別講義）
（ケーススタディ４）

特別講義の対象となる自治体について、
特別講義での説明、参考文献やインター
ネット等でも適宜調べて復習し、理解を
深めておく。

4第 回 時間

【特別講義】として、自治体のトッ
プマネジメント（市長など）から、
自治体経営に関する理念、現状や課
題、経営改革などについて説明を受
け学ぶ。

13 自治体経営への提案（グループワー
ク）（ケーススタディ４）

自治体の経営改革について、特別講義で
の説明、参考文献やインターネット等で
も適宜調べて、理解を深めておく。

4第 回 時間

特別講義の対象となる自治体の経営
について、グループワークにより経
営改革を中心に提案を作成する。

14 まとめとふり返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。
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授業科目名 応用経済学

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

本間哲也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「企業の経済学」諸トピックを通じて，企業の戦略的行動の意味や，それが社会に与える影響などを経済学的に理解することを
目指す。また「産業組織論」のトピックを通じて，産業構造や市場環境の「健全さ」や，ビジネス社会のルール，そして競争政
策などの経済学的な根拠を理解することを目指す。
これらの理解は，社会人として実際のビジネスや政策（政治や行政への参加）に携わる際に，現状把握や意思決定を助けるであ
ろう。授業を通じて，社会の諸事象を見る「道具」としての「経済学の考え方」を身につけ，その有用性を実感してもらいた
い。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

意思決定を助けるツールとしての
経済学的アプローチを修得する。

前項の分析手段を用いて，具体的
事例（経済現象や政策）を理解
し，また説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経済学の考え方や接近方法を自ら
が関わる具体的場面に援用し，適
切な現状理解ができる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

前項の現状理解に基づき，適切な
判断・意思決定ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験

40

学習内容の理解，
適切な説明ができる文章力。
※表面的な用語知識よりも概念やメカニズムの理解を重
視する。

：

％

課題

40

授業内容の理解，
諸事例に対する応用力。
※提出資料の体裁や読みやすさも評価の対象。

：

％

授業への貢献

20

質問・発言などの「参加」状況。：

％
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20 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・小田切宏之『企業経済学 第２版』東洋経済新報社，2010年
・淺羽茂『企業の経済学』日本経済新聞社，2008年
・泉田成美・柳川隆『プラクティカル産業組織論』有斐閣，2008年
・小田切宏之『産業組織論』有斐閣，2019年
・その他必要に応じ適宜示す。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は２単位の科目であるため，平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え，その回の授業の内容を丁寧に復習し，次回の授業に向けて予習をすること。
・履修開始前の特段の予備知識は不要。
・授業中の発言・質問等の積極的な参加は高く評価する。
・本講義で紹介する諸概念・分析フレームワークは，経営戦略論・企業倫理・現代産業論・中小企業論など，経営学部で開講さ
れている諸科目と関連している。したがって本科目の履修はこれらの経営学諸科目の理解を深めるのにも役立つであろう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜４時限目

場所： 研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ 授業ガイダンス・企業と産業・新古
典派消費者理論

シラバスを読み直し，内容を確認する。
復習用教材等を用い，授業内容（「企
業」「市場」の概念など）を次回授業時
に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

・講義の目的・内容・授業の進め方
・評価方法など
・「企業」の定義，「会社」の実例
・歴史，「○○産業・○○市場」の
定義など
・効用・需要曲線・消費者余剰など

２ 新古典派企業理論 復習用教材等を用い，授業内容（企業行
動の経済学的理解など）を説明できるよ
うにしておく。

4第 回 時間

生産関数，費用関数，完全競争下の
利潤最大化，供給曲線など

３ 産業構造(1)：不完全競争市場 復習用教材等を用い，授業内容（不完全
競争市場の特徴など）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

独占，寡占，独占的競争など
４ 産業構造(2)：市場構造 復習用教材等を用い，授業内容（市場構

造と市場支配力の関係など）を説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

市場集中度，寡占市場の実例，ベル
トラン競争など

５ 独占禁止政策(1)：競争政策の理念 復習用教材等を用い，授業内容（競争均
衡の効率性と不完全競争の特徴など）を
次回授業時に説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

競争均衡と経済厚生，厚生経済学の
定理など

６ 独占禁止政策(2)：競争政策の事例 復習用教材等を用い，授業内容（カルテ
ルの問題点・競争政策の必要性など）を
次回授業時に説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

カルテル，独占禁止政策の目的・歴
史・現状

７ 競争戦略(1)：分析の基礎概念 復習用教材等を用い，授業内容（競争分
析の基礎概念）を次回授業時に説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

競争の類型，Ｍ.ポーターの「５つ
の力」，参入障壁など

８ 競争戦略(2)：競争の手段 復習用教材等を用い，授業内容（競争戦
略の理論と事例）を次回授業時に説明で
きるようにしておく。

4第 回 時間

競争優位，差別化，広告，ブランド
や評判の役割
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９ 技術革新と競争政策 復習用教材等を用い，授業内容（技術革
新を巡る企業行動・政策など）を次回授
業時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

Ｒ＆Ｄ，特許，ネットワーク外部性
，技術標準など

10 多角化 復習用教材等を用い，授業内容（事業多
角化の分析概念など）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

多角化の類型，多角化の目的など
11 Ｍ＆Ａ 復習用教材等を用い，授業内容（Ｍ＆Ａ

を巡る理論と事例など）を次回授業時に
説明できるようにしておく。

4第 回 時間

Ｍ＆Ａの目的，分類，市場への影響
など

12 国際化と競争政策(1)：企業活動の
国際化

復習用教材等を用い，授業内容（経済活
動・企業活動の国際化など）を次回授業
時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

経済のグローバル化，多国籍企業の
実情など

13 国際化と競争政策(2)：国際経営上
の課題

復習用教材等を用い，授業内容（国際経
営上の諸課題）を次回授業時に説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

国際カルテル，国際Ｍ＆Ａ，移転価
格など

14 まとめ 定期試験準備：全14回の授業内容を総復
習

4第 回 時間

授業の振り返りとまとめ，試験情報
など

2489

- 302 -



授業科目名 地域経済学

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

田村匡・山岡淳

講義

該当する

スポーツ関連企業や団体のマーケティング支援、スポーツイベント企画・実施、スポーツ施設の設計
施工・運営支援など(田村・8-14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

地域や都市に関する経済学的視点での理論や政策を実務的視点も踏まえながら学習する。具体的には、日本の地域構造（産業構
造、人口動態、情報化・国際化）、地域経済と所得形成（地域経済計算、地域所得、地域所得モデル、産業連関分析）、地域間
格差と人口移動（経済発展との関係性、労働市場）、産業立地（産業立地理論、工業立地理論、空間的競争、外部性と産業集
積）、自治体による産業政策・所得政策（インフラ整備、体制構築、新産業立地に向けた戦略性）、都市の成立・発展（中心地
理論、都市システム、輸送費と商圏、地価と地代、住宅立地）、土地問題と土地政策（歴史的経緯、土地政策の手段）、地域政
策（都市政策、まちづくり）等について学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地域経済学に関する理解 地域や都市について、経済学的視
点からの理論概要を理解するとと
もに、現実の問題点と対処の方向
性等について考察できる力をつけ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域や都市に関する経済学的視点
での理論や政策を実務的視点も踏
まえながら学習し、主として課題
発見力を修得する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

80

地域経済学に関する基本的な事項を問う問題を出題し、
その理解度と的確に記述や説明ができているかを基準に
して評価する。

：

％

授業内レポート（４回）

20

地域経済学に関する授業内レポートを作成し、「内容理
解」「論理性」「独創性」を基準に評価する。

：

％

使用教科書
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2499

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

地域経済学入門（第３
版）

山田浩之・徳岡一幸（編） 有斐閣・・ 年・2018

参考文献等

授業中に適宜資料等を配付する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５限

場所： 西館4階49研究室

備考・注意事項： アポイントが必要な際には事前にメールにて連絡すること。
山岡　yamaoka-a@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、地域経済学の主な論点 地域および経済についてこれまで学んだ
知識を復習しておく。

4第 回 時間

授業の進め方
地域経済学とは何かを学ぶ。

2 日本の地域構造 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、日本の地域構造に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

日本の地域構造について、地域構造
と①産業構造の変化、②人口動態と
の関係性を学ぶ。また、情報化・国
際化と東京一極集中との関係性につ
いて学ぶ。

3 地域経済と所得形成 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、地域経済と所得形成に
関する理解を深める。

4第 回 時間

地域経済計算とその概念、地域所得
の決定、単純な地域所得モデル、地
域の産業連関分析について学ぶ。

4 地域間格差と人口移動 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、地域間格差と人口移動
に関する理解を深める。

4第 回 時間

日本の地域間格差、経済発展と地域
間格差、地域間格差が存続する理由
、人口移動と労働市場について学ぶ
。

5 産業立地 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、産業立地に関する理解
を深める。

4第 回 時間

産業に関する立地論の考え方、工業
立地理論、空間的競争、外部性と産
業集積について学ぶ。

6 自治体による産業政策 各自治体の産業政策について、インター
ネット、講義中の参考資料等で復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

自治体による産業政策について、イ
ンフラの整備、産業誘致体制の整備
、新産業誘致に向けた戦略性等を学
ぶ。

7 自治体による所得政策 各自治体の所得政策について、インター
ネット、講義中の参考資料等で復習し、
理解を深める。

4第 回 時間

自治体による所得政策について、主
として産業構造の転換政策との関係
性を学ぶ。

8 都市の成立・発展 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、都市の成立・発展に関
する理解を深める。

4第 回 時間

都市とは何か、集積の経済と都市の
発展、都市化と都市圏の形成につい
て、そのメカニズムと諸説について
学ぶ。

9 都市の土地利用 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、地価と地代、土地利用
との関係についての理解を深める。

4第 回 時間
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地価と地代の関係、住宅立地と家計
の行動との関係、住宅とオフィス企
業の付け値地代との違いと土地利用
の入替り等について学ぶ。

10 土地問題と土地政策 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、土地政策に関する理解
を深める。

4第 回 時間

戦後日本を題材として、土地問題の
歴史的経緯、土地利用に関する土地
政策とその手段、都市計画制度等に
ついて事例をまじえて学ぶ。

11 住宅市場と住宅政策 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、住宅市場と住宅政策に
関する理解を深める。

4第 回 時間

住宅と住宅市場の特質、帰属家賃の
考え方、ヘドニック・アプローチに
よる住宅価格決定の考え方等につい
て学ぶ。

12 日本の地域政策 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、日本の地域政策に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

地域政策の目的と地域開発戦略につ
いての一般的な理論を概観したのち
、戦後日本の地域政策について、そ
の変遷と目的の変化について学ぶ。

13 日本の都市政策とまちづくり 教科書やインターネット、講義中の参考
資料等で復習し、日本の都市政策に関す
る理解を深める。

4第 回 時間

主に日本の都市政策の変遷を理解し
た上で、最近の都市再生政策、コン
パクトシティ、創造都市等について
学ぶ。

14 まとめと振り返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。
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授業科目名 公共政策論Ⅱ

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

大塚康央

講義

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会全体に関わる公共的課題を解決する「公共政策」について、個別事例を通じて、政策の目的、政策を実現するために行われ
る施策、事業の内容、政策推進における課題、関係する利害関係者や合意形成への取り組みなどを総合的に把握、理解し、公共
政策の意義や内容を深く理解する。
また、政策について考察することで、問題の発見から利害調整、合意形成、効率的・合理的な方策の検討・提案、客観的な評価
などの知識・能力を身につけ、政策的にものごとを考えることができる力を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

社会で発生する問題の解決のため
の公共政策を支える規範や基本的
な姿勢を理解する。

公共政策を進める際に求められる
公共性、公平性、公平性などの公
共規範について理解し課題解決の
ための政策の内容や政策間の連携
を説明できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

公共的問題について理解し、解決
策（政策）を検討・立案するため
に必要な知識、情報を身につけ
る。

政策の具体的な内容を学ぶこと
で、政策を支える基本的な考え方
を知り、関係する様々なステーク
ホルダーとの協働や施策の総合化
による課題解決について理解する
ことができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

公共的問題の原因を把握し、解決
が必要な課題を見つけることがで
きる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

課題に対応した解決策を検討し、
効率的・合理的な計画案を立案す
ることができる。

学外連携学修

有り(連携先：地方自治体)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。
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2500

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への貢献

20

授業で行う具体的事例に関して、質問や政策の理解、グ
ループワークでのまとめにおけるグループ活動での取り
組みにより授業への貢献度を評価する。

：

％

グループ発表

10

グループ発表の内容と、発表に対する質問や評価：

％

最終レポート

40

政策と公共的問題・課題の分析、実施されている内容の
整理と、当該政策に対する見解あるいは政策に関係する
立場からの考えについてのレポートの内容により評価す
る。

：

％

授業を通じての成長

30

各回の振り返りにより、授業の理解度や社会の中で果た
す役割などについて考え、これからの学びや活動につな
げていくために必要な学びを獲得できているかを確認、
評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

秋吉貴雄、伊藤修一郎、北山俊哉著「公共政策学の基礎（第3版）」有斐閣ブックス、2020
西尾隆著「現代の行政と公共政策」NHK出版、2016
新川達郎編「政策学入門－私たちの政策を考える」法律文化社、2013
新藤宗幸著「概説日本の公共政策（第2版）」東京大学出版会、2020
山崎義人ほか著「はじめてのまちづくり学」学芸出版社、2021

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
授業外学修課題に取り組むとともに、授業内容の復習・予習を行うこと。
公共政策に常に関心を払うため、新聞、ニュース等で、政策に関する情報を収集すること。
なお、ゲストスピーカーの予定により授業計画を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、研究室に在席中は対応可能です。この場合、あらかじめ連
絡すること。（otsuka-y@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 公共政策とは 公共政策論Ⅰで学んだ公共政策過程を復
習しておく。

4第 回 時間

公共政策について、対象とする問題
、政策決定の仕組みや特徴、政策体
系と実施における課題等、公共政策
全般について概括する。
この授業で身につけたい知識・能力
を各自で設定する。

2 特徴ある公共政策の事例収集 特色ある政策について報告できるよう概
要をまとめる。

4第 回 時間

既存資料を用い、自らが特に関心が
あり、実際に行われている公共政策
について調べ、詳細な調査対象を決
定する。

3 特色ある政策について（選定内容の
報告）

政策が生み出される背景、条件について
政策の窓モデルやごみ箱モデルを用いて
考察する。

4第 回 時間

特色ある政策について、政策の目的
、関係するステークホルダー、実施
内容、効果や評価を報告する。選定
した内容については、最終レポート
(政策研究レポート)として提出でき
るよう、調査を進めることとする。

4 都市計画 説明を受けた内容を整理し、都市計画の
実態と課題についてまとめておく。

4第 回 時間
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都市のまちづくりの基本となる都市
計画について、目的、社会環境の変
化に応じた制度の変更、これからの
都市計画のあり方などについて学修
する。
グループワークで都市計画について
意見交換を行い、都市計画の果たす
役割や限界、住民や事業者との関係
について考える。

6 交通政策（特別授業） 説明を受けた内容を整理し、交通政策の
実態と課題についてまとめておく。

4第 回 時間

自治体の交通政策担当者から、地域
交通をめぐる問題、自治体における
取り組みについて説明を受け、交通
政策の概要を学修する。

7 交通政策（政策内容と課題分析） 交通政策（特に地域の交通をめぐる状況
と対策）についてまとめを作成する。

4第 回 時間

グループワークで交通政策について
意見交換を行い、自治体が直面して
いる政策課題や解決が必要な事項に
ついて考える。地域の交通問題の解
決に必要な事項を考察する。

8 福祉政策（特別授業） 説明を受けた内容を整理し、福祉政策の
実態と課題についてまとめておく。

4第 回 時間

自治体の福祉政策担当者から、良好
な生活環境を実現するための自治体
における取り組みについて説明を受
け、環境政策の概要を学修する。

9 福祉政策（政策内容と課題分析） 福祉政策について、その歴史や現在の課
題をまとめる。

4第 回 時間

グループワークで環境政策について
意見交換を行い、自治体が直面して
いる政策課題や解決が必要な事項に
ついて考える。政策の効果と課題に
ついて考察する。

10 政策間の連携 都市計画、交通政策、福祉政策について
学んだ内容から､政策監の連携がどのよう
に行われているのかを考察しまとめる。

4第 回 時間

部門別に学んできた「都市計画」「
交通政策」「福祉政策」が、どのよ
うに連携しているのか、連携するこ
との必要性、重要性をグループ活動
により考える

11 政策間の連携（発表準備） 他のメンバーの報告から得た知見のまと
めを行う

4第 回 時間

特別授業で説明を受けた行政担当者
に、政策課題と連携の必要性、今後
のあり方について発表用資料（スラ
イド）を作成する

12 グループ発表 発表に対する評価から、政策に関する考
察を深める。

4第 回 時間

公共的問題の解決を図る公共政策に
ついてグループで協働してまとめて
きた内容を発表し、評価を受ける。

13 政策の変遷 作成したワークシートから政策・施策・
事業を考えレポートとしてまとめてい
く。

4第 回 時間

自治体におけるスポーツ政策の移り
変わりを分析し、スポーツとまちづ
くりや、関係団体との関係、重点的
な施策などから、政策における変化
と背景を考察する。
社会の状況やニーズと政策との関係
の理解を深める。

14 全体まとめ 学んできたことを振り返り、公共的問題
における政策の意義や課題を整理する。

4第 回 時間

まちづくりに向かう自分設定(ワー
ク)を行い、10年後、30年後の生活
を思いうかべながら、それを実現す
るための政策提案を行う。
公共政策が対象とする問題、問題が
政策・施策として取り上げられる過
程、利害調整や合意形成による決定
過程、行政職員を中心とする政策に
関わる組織・関係者、政策評価の実
態と課題など、公共政策全般を総括
する。

2500
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授業科目名 公共政策フィールドワークⅡ

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期
3年・公共政策コー
ス

2

山岡淳・荒木俊之

実習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

高齢化が進む日本社会において、高齢者の生活には数多くの課題が存在する。本講義では東淀川区社会福祉協議会と共同で、東
淀川区北部地域における高齢者の課題をフィールドワークを通して分析、発見し、その課題解決に向けた提言を行っていく。
本講義は大きく分けて2部構成となっている。第1回から第7回は地域の高齢者に関する課題をデータ、アンケート、政策担当者
の話から整理し、第8回に中間報告として全体に共有する。そこで見つけた課題を解決するための施策提案のために第9回から第
12回に調査を行い精査し、第13回の報告会で地域の関係者に対して報告を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

講義内で行政が実施したアンケー
トを分析し、政策担当者との「ま
ちあるき」フィールドワークとイ
ンタビュー調査を実施する。

フィールドワーク・アンケート分
析・インタビュー調査の手法を習
得する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

フィールドワーク・アンケート分
析・インタビュー調査から地域の
課題とその解決に向けた提案を政
策担当者に報告する。

フィールドワーク・アンケート分
析・インタビュー調査の手法を通
して、政策課題解決のための提言
を行う。

汎用的な力

1．DP９.他者との協調・協働 グループワークを通した協調性を
身につける。

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

フィールドワークとアンケート分
析で現場の課題を見つける。

3．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域社会の課題を解決する企画を
提案する。

4．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

フィールドワーク・アンケート分
析・インタビュー調査を実践す
る。

5．DP７.実践の完遂 調査内容を報告書にまとめる。

学外連携学修

有り(連携先：大阪市東淀川区社会福祉協議会)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2500
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各講義の課題

20

授業で出す課題の内容に応じて評価を行う。：

％

中間報告

15

中間報告の内容に応じて評価を行う。：

％

最終報告

25

最終報告の内容に応じて評価を行う。：

％

最終レポート

40

最終レポートの内容に応じて評価を行う。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

講義内で指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：

場所：

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：多世代協働のための
フィールドワーク

講義内容を参考に高齢社会における地域
の課題を整理する。

4第 回 時間

高齢社会と高齢者の生活に関するレ
クチャーを通して理解を深める。

2 対象地域データの事前調査 対象地域の高齢者の生活に関わるデータ
を取得する。

4第 回 時間

対象地域のデータを取得し整理を行
う。

3 社会福祉協議会の役割と地域の課題 政策担当者の講話を整理し、重要箇所を
まとめる。

4第 回 時間

政策担当者による高齢者の生活に対
して実施している行政サービスや地
域の課題についての講話を受けて、
当該領域への理解を深める。

4 アンケート分析 アンケートデータのクロス集計を用いて
仮説の検証をおこなう

4第 回 時間

行政の実施したアンケートのデータ
を読み取り、単純集計・クロス集計
を行う。

5 課題発見に向けたフィールドワーク
実施

フィールドワークを受けて対象地域にお
ける高齢者の生活上の課題を考察する。

4第 回 時間

対象地域に赴き高齢者の生活に関わ
る施設等のマッピングを行い、高齢
者の生活空間への理解を深める。

6 中間報告のための取りまとめ 中間報告に向けた資料作りと報告練習を
おこなう。課題を受けてどのような提案
が可能か個人で考え、事例を収集する。

6第 回 時間

中間報告のために、これまで内容か
ら地域の課題を取りまとめる。

7 中間報告 中間報告で寄せられた意見や質問を振り
返る。

4第 回 時間

これまでの授業内容をもとに地域の
課題について中間報告を実施する。

8 提案の方針決定 企画提案のために必要な情報をフィール
ドワークとインタビューでどのように収
集するか考える。

4第 回 時間

中間報告で発表した地域の課題を解
決するために個々人で調べた案を共
有し、グループで企画提案の方針と
内容を決定する。
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9 提案書作成のための調査設計 報告書のひな型を作成する。 4第 回 時間
提案に関わる報告書作成に必要なイ
ンタビューとフィールドワークの調
査内容を検討する。

10 インタビュー調査 インタビューの内容を提案に活用できる
よう取りまとめる。

4第 回 時間

政策担当者・介護事業者・住民への
企画提案に向けたインタビューを実
施する。

11 提案に向けたフィールドワークの実
施

フィールドワークの内容を提案に活用で
きるよう取りまとめる。

6第 回 時間

対象地域を訪問し、提案のために必
要な情報をフィールドワークから収
集する。

12 提案書の作成 調査報告会に向けた提案書をブラッシュ
アップし、報告の練習を行う。

4第 回 時間

これまでの内容を受けて企画の提案
書とその要旨を作成する。

13 報告会の発表練習 調査報告会に向けた提案書をブラッシュ
アップし、報告の練習を行う。

4第 回 時間

報告会の練習を行い、その中で見つ
かった課題を報告方法と内容に反映
させる。

14 調査報告会 調査報告会で受けた意見や質問を参考に
提案書を修正する。

4第 回 時間

1グループ10分程度の企画提案を行
う。

2502
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授業科目名 職業指導

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期３年 2

南谷雄司

講義

該当する

経理専門学校(２年) ・兵庫県立高等学校教諭(２４年) ・教頭(８年) ・校長(２年)・医療福祉専門
学校(４年) ・短期大学(１年)・大学(２年) ・コミュニテイカレッジ(１９年) ・進路指導(職業指導
１３年) 商品開発(５品目) ・ビジネスアイデア指導(５年)の勤務経験 (全１５回)

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

（商業教育の動向・職業教育の動向・ビジネスアイデア・ベンチャー企業・学生起業家発表・ジュニア・高等学校内株式会社紹
介）職業教育・職業指導について、知識社会、国際比較・高校現場教育の観点から詳述する。
知識社会・世界の職業教育・キャリア教育・ＡＩ・起業教育・産官学連携・アクティブ・ラーニング・企業分析・大学から仕事
へのトランジションにおける新しい能力・新学習指導要領・高等学校の進路指導（進学・就職）・時事・授業方法・面接指導・
教育委員会ホームページ研究

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

教職とは何かについて学び、教師
の使命や職責について考える。

自己の理想とする教師像を確立す
る。多様な職業で活躍できる自己
肯定感を育成する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

知識社会(AI・ロボット・グローバ
ル時代等)における仕事の大変化に
対応できる生きる力を養成する。

知識社会の大変化の中で、新たな
る課題を発見し、対応する力を養
成する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

知識社会の大変化の中で、なくな
る職業、新たなる職業課題を発見
し、対応する力を養成する。

学外連携学修

有り(連携先：日本商業教育学会兵庫支部・神戸ベンチャー研究会(異業種)・学外授業の交通費は自己負担となります。)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

討論・発表後個別・全体的にコメントする。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2502
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振り返りテスト(授業内試験)・レポート

50

講義内容を踏まえて、多様なキャリア等の基礎的理解が
あるかどうかについてレポート・テスト(短答・論述等)
で行います。

：

％

課題レポートの作成

30

知識社会の大変化に対応した新ビジネスプランと人生１
００年計画を考える。(事業計画・収益・経費等)・レポ
ート・発表(知識・理解・思考力・論理力)

：

％

授業への参加度

20

グループワーク・討論・発表・質疑応答・教員からの質
問に的確に回答できているか。論理的、積極的な発言等
評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『多様なキャリアを考え
る』

道幸哲也,原田順子 一般財団法人　放送大学
教育振興会

・・ 年・2015

参考文献等

『高等学校学習指導要領解説　総則編』（最新版）
『高等学校学習指導要領解説　商業編』（最新版）
　西川 純『アクティブ・ラーニングによるキャリア教育入門』東洋館出版社 2016年
　坂野慎二,藤田晃之編『海外の教育改革』一般財団法人　放送大学教育振興会 2015年
　溝上慎一,松下佳代編『高校・大学から仕事へのトランジション』ナカニシ出版 2014年
　伊藤一雄,佐々木英一,堀内達夫編『新時代のキャリア教育と職業指導』法律文化社 2018年
　堀内達夫,伊藤一雄,佐藤史人,佐々木英一編『日本と世界の職業教育』法律文化社 2013年
　菊池信一『キャリアデザイン入門』光生館 2014年
　大橋清貫,本間勇人『ＡＩに負けない自分で考える子どもを育てる２１世紀型教育』 秀和システム2018年
　日本商業教育学会編「新版キャリア教育概説」東洋館出版社　2020年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業時に周知します

場所： 初回授業時に周知します

備考・注意事項： 授業外での質問方法：初回授業時に周知します

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 １　オリエンテーション本授業の目
標、内容、授業の進め方、評価キャ
リアについて

１　キャリアの定義をまとめる。図１－
１「産業人材育成の基本フレーム」の３
つの輪の重なりにあてはまることについ
てまとめる。

4第 回 時間

１　職業キャリアを主軸にしながら
その他の多様なキャリアについて議
論を広げる。ライフコースの概念を
紹介し、職業キャリアと他のキャリ
アとの相互性について言及する。ラ
イフ・キャリア・レインボー・産業
人材育成・組織コーン
若者研究前編

2 ２　日本人の職業キャリアと勤続性
ＡＩ・ロボット時代の職業教育の動
向

２　職業キャリアの特徴を列挙する。日
本人の働く目的の特徴をまとめる。職業
キャリアの発達経路についてまとめる。

4第 回 時間

２　現代社会において、労働者が職
業キャリアを積んでいく現象の重要
性について解説する。人的資本・勤
続性・功績性・技能・生きがい・長
期雇用・働く目的
ＡＩ・ロボット時代の職業教育の動
向
若者研究後編

3 ３　日本の労働市場変化と職業キャ
リア起業家教育

３　日本人の賃金プロファイルの特徴を
性別・年齢別・産業別の統計を使いまと
める。賃金プロフアイルの国際比較から
特徴を解析しまとめる。賃金プロファイ
ルの全般的低下の意味をまとめる。

4第 回 時間
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３　賃金プロファイルは、年齢上昇
・勤続年数に応じて、どの程度の賃
金水準を得ているかを解説し、職業
キャリアの様相を間接的にみる。年
功賃金制度・職能資格制度・成果主
義
起業家教育の動向
野生の思考・答えは子供の中にある

4 ４　正規と非正規労働者の職業キャ
リア世界の職業教育

４　非正規雇用の性別・年齢別・職種
別・産業別特徴について事例を挙げて整
理する。少子高齢化という社会変化が非
正規雇用に対して、どのような経路をた
どって影響を及ぼしているかまとめる。
非正規雇用の産業構造変化が及ぼす影響
について具体例を挙げてまとめる。

4第 回 時間

４　非正規雇用の特徴を解説し、な
ぜ非正規雇用が増大するのかについ
て解説する。少子高齢化・サービス
経済化・グローバル化
世界の職業教育の動向・世界の入試
・定年退職は何歳か

5 ５　職業キャリアの形成持続可能社
会の構築と教育

５　あなたの職業能力はどのように積み
上げられたかをまとめる。公共職業訓練
の意義についてまとめる。

4第 回 時間

５　職業キャリアの形成に焦点をあ
て、人的資本は一定不変ではなく何
らかの訓練(学校教育・企業内教育
・その他の職業教育)により発達さ
せることができることを解説する。
人的資本論・一般的技能・企業特殊
的技能・ＯＪＴ・ＯＦＦ-ＪＴ・自
己啓発・学校教育論・内省的成長理
論・組織のフラット化・自律的キャ
リア開発
ＳＤＧＳの紹介・

6 ６　企業が求める人材の変化 ６　企業の求人広告を新聞やＷｅｂでみ
て、どのような人を求めているかまとめ
る。企業でのインターンシップで新たに
経験できる事を整理し、どんな力が身に
ついたかをまとめる。

4第 回 時間

６　企業が求める人材の変化を歴史
的に解説する。過去４０年、企業が
求める人材がどのように変化してき
たかを具体的データに基づき外観し
てみる。その背景にある企業社会や
産業構造の変化を理解し、企業が求
める人材の最近の特徴を把握する。
特に大卒新卒者に求められる能力を
分析する。サービス経済化・雇用形
態の多様化・コミュニケーション能
力・キャリア開発支援・基礎力
仕掛学・ルソンの壺ネスカフェー

7 ７　キャリア開発支援の動向　中間
振返りテスト

７　企業の採用面接で学生のどのような
面をみているか項目を列挙し整理する。
面接のポイント・今までに役立った経験
や勉強を整理する。入社後３年以内の早
期離職について長所・短所を整理する。

4第 回 時間

７　キャリア開発支援のゴールは就
職ではなく、学生個人のキャリア自
立であることを明確にし、学生時代
に獲得しておくべき要素を解説する
。キャリア開発・就業力育成・エン
プロイアビリティ・キャリア・アダ
プタビリティ・キャリア自立・就業
観・初年次教育・早期離職
ＡＩに負けない仕事術・AIが個人を
点数化

8 ８　職場の人間関係と法 8　職場いじめと学校でのいじめの違いに
ついて調べ、その原因について整理す
る。どうしたら職場において円滑なコ
ミュニケーションがとれるのかを、個人
の努力と制度的な工夫の双方から考え整
理する。

4第 回 時間
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８　職場の人間関係、とりわけ最近
のハラスメント紛争の背景や特徴、
法的紛争化を回避する工夫を検討す
る。セクハラ・パワハラ・労働者人
格権・プライヴアシー・自己決定権
・職場いじめ
アクティブラーニングを活用した職
業教育の実践について
西成高校の挑戦・知られざる天才ギ
フテッド

9 ９　企業内キャリア　１０　キャリ
ア権の考え方

９　人材育成について、正規・非正規労
働者の違いを整理する。「種まき型」
「刈り取り型」の人事ダイナミックスを
まとめる。あなたの身近な組織ポート
フォリオがどのようなものかをまとめ
る。１０　キャリア権を実現するために
どのような訴訟を考えることができるか
まとめる。キャリア権を実現するため
に、国、企業、学校、本人の役割や相互
関連について整理する。

4第 回 時間

９　人材育成を重視することは日本
の企業の特徴とされてきたが、コア
人材とそれ以外の人材の雇用ポート
フォリオ論を解説する。人事管理・
ＯＪＴ・ＯＦＦ-ＪＴ・コア人材・
企業特殊的技能・雇用ポートフォリ
オ

１０　職業キャリアを支えるキャリ
ア権の考え方を憲法規定や職業訓練
法制の関連規定に基づき検討し、更
に生成途上にある労働契約上の位置
づけについて裁判例を素材に考察す
る。キャリア権・幸福追求権・労働
契約・就労請求権・職業訓練法制・
労働者人格権・教育研修・競業避止
義務・リスキニング・高専ディープ
ラーニング

10 １１　多様な働き方と労働法の役割 １１　非正規労働者が増加した理由を調
べ、どうしたら正規化できるかを考えま
とめる。雇用されない自営的な働き方の
メリツト・デメリツトを比較し整理す
る。

4第 回 時間

１１　労働の現状とそれに対する政
府の基本方針を検討し、法的ルール
の観点、雇用と雇用以外との比較、
更に正規と非正規の働き方の違いを
考える。非正規労働・規制緩和・雇
用政策・労働者概念・賃金差別・職
務専念義務
ブラック校則・校長学校変える

11 １２　ライフコースの考え方　１３
社会の変動とライフコース

１２　ライフコース論の視点と特色を整
理し、成果と問題点についてまとめる。
自分自身のライフコースについて、キャ
リアごとに重要事項をならべ、どのよう
に連動しているか考察しまとめる。自分
自身のライフコースを振り返り、歴史的
社会的出来事、家族の出来事、自分の出
来事に分けて年表に整理する。産業化の
初期段階の家族親族が産業の担い手にな
り得たというハレーブンの主張や産業化
に伴う親族から相対的に孤立化した核家
族形成を主張するＴ．パーソンズの学説
を整理する。

4第 回 時間

１２　ライフコースの視点と考え方
は、1970年代にアメリカの社会学・
歴史学・心理学の研究者たちによっ
て開発され採用された。この章では
、ライフコース論に独自の視点や方
法、成果について説明する。ライフ
コース・キャリア・役割移行・ライ
フサイクル・ライフステージ
１３　ライフコース論の特質は、歴
史的社会的出来事と家族における出
来事、そして個人の出来事の３つ関
連を重視する点にあり、個人のキャ
リアとの関連を具体的にみる中で、
注意深く観察する。時機・出来事・
出生コーホート・家族キャリア・職
業キャリア・産業化
人生100年計画ライフシフト・
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12 １４　パーソナル・ネットワークと
ライフコース　１５　多様なキャリ
ア～女性のキャリアを考える～

１４　保管している年賀状の総枚数、カ
テゴリー別枚数を調査し分析する。年賀
状をやりとりしている人とのネツトワー
クの内容を確認し、自分のライフコース
に沿って、自分自身のパーソナルネツト
ワークの変化を整理する。女性労働の特
徴をまとめる。女性管理職を増加させる
方法をまとめる。ワーク・ライフ・バラ
ンスの施策の意義を整理する。

4第 回 時間

１４　個人のライフコースにそつて
、パーソナル・ネットワークもまた
変化を遂げていく。戦争という社会
的出来事や、就職、結婚、転勤、退
職という個人の人生にとって重要な
出来事も、パーソナル・ネットワー
クに大きな影響を与える。これらの
様相を事例分析する。パーソナル・
ネットワーク・第１次ゾーン・年賀
状・事例分析
１５　女性労働者の特徴を理解した
上で、組織内部における地位や課題
を考える。女性が継続して働く際の
支援と再就職支援の必要性を解説す
る。非正規の職員・従業員・労働力
率・カンター・モデル・コース別人
事制度・ポジティブ・アクション
データサイエンス

13 １６　評価(振り返りテスト)と総括 １６　これまでの講義内容を振り返り、
まとめておくこと。また、教師や他の職
業を目指す意志を明確にする。

4第 回 時間

１６　多様なキャリア、自己の目指
すべき教師像をまとめるとともに、
今後、教師や職業人としてどうある
べきかを確かなものにする。教育委
員会ホームページを研究する。

14 １７　ビジネスプランシート・人生
１００年計画シート発表・質疑応答

１７　ビジネスプランシートの作成と発
表の仕方を研究する。人生１００年計画
シートを作成し発表の仕方を研究する。

4第 回 時間

１７　ビジネスプランシートを事前
に作成し現代社会の課題を発見し解
決するビジネスを考える・知識社会
の中でＡＩ・ロボット・グローバル
化が進み、寿命が１００年を超える
時代の人生１００年計画シートを作
成し発表し質疑応答をする。

2503
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授業科目名 中小企業論

223

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

児山俊行

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

授業では、①大量生産に基づく大企業の強さについて理解する②グローバル化ビジネスの基本を理解する。③日本の今までのモ
ノづくりの強さと限界を知る（自動車産業の下請体制を中心として）。④停滞突破のため、米国シリコンバレーやイタリアのモ
ノづくりについて考える。⑤諸事例から大企業と中小企業、中小企業間のコラボレーションの動態を知る。⑥諸事例から「オン
リーワン」の中堅・中小企業知る。⑦新事業を生み出す地域の役割について考える。⑧最終的に「小が集まりネットワークを組
んで事業個性を成す」可能性について考える

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業コラボレーションの現代的動
態の分析。

企業間コラボレーションの基礎的
知識の習得。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

プロジェクトのコラボレーション
の可能性と課題を分析できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業レポート

45

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

指定図書を読んでのレポート

15

論者の内容把握と授業目的との関連付けで評価する。：

％

期末試験（筆記）

30

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

使用教科書

2503
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2504使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎授業ごとに1冊以上紹介します（それらがレポートの課題の対象図書となります）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日２限

場所： 担当教員の研究室（西館３F西側）

備考・注意事項： 研究室前に掲示しますが、研究日以外の昼休みやオフィスアワーに設けま
す。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 経済のグローバル化と日本産業 グローバル化に伴う日本大企業の海外生
産の現状について調べる。

4第 回 時間

グローバル化に伴う日本大企業の海
外生産の展開について学ぶ

2 「大量生産」とは 「規模の経済」「範囲の経済」について
調べる。

4第 回 時間

経済発展の基礎としての大量生産の
特性について学ぶ

3 大企業を支える中小企業 いわゆる「下請」とは何かについて調べ
る。

4第 回 時間

日本産業構造の｢二重性」について
学ぶ。

4 大企業と中小企業の「下請ネット
ワーク」の形成

日本の高度経済成長時の「系列」形成に
ついて調べる。

4第 回 時間

「下請」の形成ついて学ぶ。
5 「メイド・イン・ジャパン」を支え

る中小企業
世界の有名ブランドに納入している日本
の中小企業を調べる。

4第 回 時間

「下請」の取引特性について学ぶ。
6 「下請ネットワーク」の構造変化 日本大企業による生産のアジアシフトの

歴史を調べる。
4第 回 時間

グローバル化による「下請」構造の
変動について学ぶ。

7 ニッチ市場で活躍する独立型中小企
業

「ニッチ」の企業や市場についての基礎
的理解をしておく。

4第 回 時間

「下請」以外の独立系の中小企業の
事例から特性を学ぶ。

8 「脱・下請」への挑戦 下請中小企業の新規事業への挑戦事例に
つい調べる。

4第 回 時間

取引減少に見舞われた「下請」中小
企業の新事業展開について学ぶ。

9 「シリコンバレー」の誕生 ヒューレット・パッカード社について調
べる。

4第 回 時間

「シリコンバレー」誕生の歴史につ
いて学ぶ。

10 「シリコンバレー」の発展 インテル社やアップル社の成り立ちにつ
いて調べる。

4第 回 時間

「シリコンバレー」で誕生した企業
事例を通じてシリコンバレーの特性
を学ぶ。

11 中国の「ハイテクバレー」 中国の深セン発の世界企業を調べる。 4第 回 時間
「東洋のシリコンバレー」と言われ
る中国・深センでのメイカームーブ
メントからハイテク企業を次々と生
みだすダイナミズムを学ぶ。

12 地域での連携事業の可能性 地域発の連携事業の事例を調べる。 4第 回 時間
地域と企業がコラボレーションして
生み出せる新事業を考えてみる。

13 「メイド・イン・イタリー」の強み イタリア製のブランドについて調べる。 4第 回 時間
イタリアの地域産業の活力について
学ぶ。

14 「メイド・イン・イタリー」に学ぶ
日本のモノづくり

第13回の「メイド・イン・イタリー」の
特徴について復習しておく。

4第 回 時間
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イタリアの地域産業を日本の地場産
業の取り組みと比較して、その可能
性について考える。

2504
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授業科目名 サービスマネジメント

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2・3年 2

李美花

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

サービス（service）とは、人のために力を尽くす・奉仕という意味を持つ。これが商売では顧客のためになされる種々の奉仕
など多様な意味を持ち、広く使われている。
本講義では、まずサービスの本質及び特徴を理解してもらい、サービスをマネジメントするためにはいかなる手法があるのか
様々な事例を通じて学習する。
なお、学術的理論や専門用語、概念は覚えているだけでは意味がない。使いこなしてこそ知的意義をもつ。授業外時間に設定し
た予習と復習課題に取り組むことで高い学習効果が期待できる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

サービスマネジメントに係る実践
事例を取り上げながら学習する

事例を通じてサービスの本質を学
び、理論的な学習も並行する

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

オリジナル課題レポートを作成し
て発表する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

サービスマネジメント論に関わる基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケー
ススタディーについて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
期末筆記テスト、課題レポート、平常点の組み合わせによって、授業内容をきちんと理解できているか、総合
的に評価を行い、設定した尺度を超えた場合、合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末筆記テスト

45

授業内容をきちんと理解できているかの程度を評価：

％

期中レポート

15

自分の意見を論理的に述べているのか、簡潔に文章をま
とめているのか、独自性があるのかより評価

：

％

期末レポート 自分の意見を論理的に述べているのか、簡潔に文章をま
とめているのか、独自性があるのかより評価

：

2504
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2505
20 ％

平常点

20

発言、質問（グーグルクラスルームによる質問や意見な
どの発言も含む）、リアクションペーパー（コメントカ
ード）の内容など、積極的な授業への参加は高く評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
近藤 隆雄（2007）『サービスマネジメント入門－ものづくりから価値づくりの視点へ』生産性出版（第3版）。
佐藤 知恭 (2000)『顧客ロイヤルティの経営―CSを超えるサービス・マネジメント』日本経済新聞社。
講義中に適宜紹介する。
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

履修上の注意・備考・メッセージ

★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、Saai-MASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：自己紹介、講義の目
標、授業スケジュール、成績評価

授業のまとめ、サービスとホスピタリ
ティの違いについて調べる

4第 回 時間

サービスの語源、サービス派生語、
サービス産業について学習する

2 サービスとホスピタリティ、おもて
なし

授業のまとめ、サービス構成要素につい
てまとめる

4第 回 時間

サービスとは？顧客に便宜性や肉体
的・心理的な満足感を与えること。
ホスピタリティとは、語源は、ラテ
ン語のhospics。その起源は、共同
体外からの来訪者を歓待し宿舎や食
事・衣類を提供する異人歓待という
風習に遡る。共飲共食、宿舎・食事
の提供、家族と接するように、表裏
の無い心で見返りを求めない自然発
生的な対応

3 サービスの特徴と構成要素 授業のまとめ、顧客価値とは何かについ
て調べる

4第 回 時間

サービスの特徴（モノとサービスの
融合）、サービス構成要素（コア・
サービス、サブ・サービス、コンテ
ィンジェント・サービス）、サービ
スの本質、利用コストについて学習
する

4 顧客価値とリスクCase study#
「LCC」

授業のまとめ、サービス企業1社を選び、
サービスマネジメントシステム分析を行
う

4第 回 時間

お客と顧客の違い、顧客価値の創造
、顧客ロイヤリティの重要性につい
て学習する。
Case?study#「LCC」
Case Study#感動のサービスが客を
呼ぶ「TSUTAYA、カシタレストラン
」

5 「サービス・マネジメント・システ
ム」の5つの要素

授業のまとめ、顧客ロイヤリティとは何
かについて調べる

4第 回 時間
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最適なサービス生産システムを設計
する上で、どんな要素に注目し、ど
のようにそれらを組み立てたらよい
かを教えてくれるフレームワーク「
サービスマネジメントシステム」に
ついて学習する。
5つの要素：サービス・コンセプト
・セグメンテーション・サービス・
デリバリー・システム・イメージ（
又はブランド）・組織理念と文化

6 Case study#＆中間課題「良い・悪
いサービス事例」

授業のまとめ、旅館のサービスとは何か
について調べる

4第 回 時間

Case Study#「不便を便利に商機あ
り ～暮らしを変える新サービス～
」
：不便を便利にするサービスを提供
し、我々の暮らしを変える新サービ
ス事例として①「地方の人気スーパ
ー：平和堂」、②「タクシーの意外
なサービス：ANZENタクシー」、③
「高齢者向けの婦人服：マダムトモ
コ」について学習する。

演習課題として、記憶に残る最高の
サービスまたは、最悪のサービス体
験、いずれ1つを取り上げなさい。
例）テンプレート通りに4コマ漫画(
イメージなど）のように絵を描いた
り、箇条書きで説明する。
このワークシートに手書きまたは、
MSワードで作成して、PDFに変換し
てGoogle class roomに提出。

7 Case study#加賀屋 授業のまとめ、従業員教育とは何かにつ
いて調べる

4第 回 時間

『プロが選ぶ日本のホテル・旅館１
００選』（主催：旅行新聞新社）で
３３年連続の日本一に輝く石川県和
倉温泉にある「加賀屋」のサービス
マネジメントについて学習する

8 従業員教育 授業のまとめ、CRMとは何かについて調べ
る

4第 回 時間

人的資源（human assets）の重要性
を理解し、なぜ従業員教育は重要な
のか、その目的について学習する。

9 顧客関係管理（CRM） 授業のまとめ、CRMの事例を一社取り上げ
てまとめる

4第 回 時間

顧客関係管理（CRM：Customer Rela
tionship Management）：顧客満足
度を向上させるための顧客との関係
を構築する手法について学習する。
顧客階層、サービス品質、顧客の生
涯価値、顧客満足、顧客ロイヤルテ
ィ

10 Case study#CRM事例「ラッキーピエ
ロ」

授業のまとめ、サービス場面においての
MOTとは何かについて調べる

4第 回 時間

熱狂的ファンに愛される異色ハンバ
ーガーチェーン「ラッキーピエロ」
のリピーター重視の戦略を通じて顧
客を育てることとは何かについて考
察する

11 真実の瞬間と人の役割Case study#
「中央タクシー＆コメダ珈琲店」

授業のまとめ、シェアリングエコノミー
とは何かについて調べる

4第 回 時間

顧客接点で顧客の抱く印象「決定的
瞬間（Moment of Truth）」につい
て学習する。
サービス・エンカウンターの設計と
新しいMoment of Truth?ZMOTについ
て学習する。
Case Study#「中央タクシー＆コメ
ダ珈琲店」：長野市民から圧倒的な
支持を得るタクシー会社「中央タク
シー」の地域密着型サービス事例と
居心地のよい喫茶店「コメダ珈琲店
」が儲かる理由、人気の理由につい
て学習する。

12 成功するシェアリングエコノミー
サービス

授業のまとめ、メートル・ドテルについ
て調べる

4第 回 時間

シェアリング・エコノミーの概念と
その事例を取り上げながら学習する
。
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13 Case study#世界一のサービスマン
「宮崎辰」「ノードストローム」

授業のまとめ、AI、ロボット、AR、VRに
ついて調べる

4第 回 時間

＃世界一のサービスマンメートル・
ドテル「宮崎辰」のサービス精神と
、顧客にNoといわないことで知られ
ているアメリカの百貨店「ノードス
トローム」のサービス事例について
学習する。

14 サービス業におけるAI活用＆まとめ これまでの授業内容を振り返ってみる 4第 回 時間
サービス業におけるAI活用をテーマ
に、サービス分野におけるロボット
の活用事例を学習する。
スマートフォンの普及と位置情報を
正確に捕捉(ほそく)する技術の進展
により、AR・VRを企業のプロモーシ
ョンやキャンペーン、課題解決に活
用しようとする様々な取組み事例が
見られている。さらにサービス業に
おけるAI、ロボット技術の導入が増
加しつつある

2505
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授業科目名 財務諸表論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

財務会計は、株主、投資家、債権者等の企業外部の利害関係者に対し、経営成績や財政状態を報告することを目的とした会計で
ある。本講義では、財務諸表の作成にあたり、企業が遵守すべきルールである会計基準について理解を深めていく。主として、
財務会計の機能と制度、財務諸表における利益計算、企業会計原則の一般原則、および個々の会計項目における会計処理につい
て学んでいく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

貸借対照表および損益計算書項目
における会計処理の知識

財務諸表を構成する個別の会計項
目における会計処理を理解する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業の財務諸表を見て、その内容
の分析および問題点の発見ができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

与えられた課題の内容を把握した
上で、グループのメンバーとコ
ミュニケーションを取りながら課
題に取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

授業中に行う小テストにより内容理解の確認を行う。：

％

課題の提出

30

学習内容を理解し、課題の発見ができているかを確認す
る。

：

％

期末テスト

40

授業内容の理解度を評価する。：

％

使用教科書
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2506使用教科書

特に指定しない

参考文献等

桜井久勝『財務会計講義　第23版』中央経済社、2022年。
伊東邦雄『新・現代会計入門　第5版』日本経済新聞出版、2022年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F）

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。
メールアドレスは第1回目の授業時に連絡します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび財務会計
の機能

配布資料（財務会計の機能）の復習と次
回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

講義の進め方に関する説明
財務会計の利害調整機能と情報提供
機能
財務会計の法規制

2 貸借対照表と損益計算書 配布資料（貸借対照表と損益計算書）の
復習と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

貸借対照表と損益計算書における会
計項目

3 利益計算の仕組み 配布資料（利益計算の仕組み）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

企業活動と財務諸表
複式簿記の構造

4 会計基準 配布資料（会計基準）の復習と次回講義
内容の資料の予習

4第 回 時間

会計基準の必要性
会計基準の設定
企業会計原則の一般原則

5 利益測定の基礎概念 配布資料（利益測定の基礎概念）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

現金主義会計と発生主義会計
発生主義会計の基本原則

6 資産評価の基礎概念 配布資料（資産評価の基礎概念）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

資産評価の基準（取得原価、取替原
価、純実現可能価額、割引現在価値
）

7 現金預金と有価証券 配布資料（現金預金と有価証券）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

現金および預金
有価証券とは
有価証券の範囲と区分
有価証券の取得原価
有価証券の期末評価

8 売上高と売上債権 配布資料（売上高と売上債権）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

収益認識に関する会計基準
売上債権（売掛金、受取手形、貸倒
引当金）

9 棚卸資産と売上原価 配布資料（棚卸資産と売上原価）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

棚卸資産の範囲と区分
棚卸資産の取得原価
棚卸資産の原価配分
棚卸資産の期末評価

10 有形固定資産と減価償却 配布資料（有形固定資産と減価償却）の
復習と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

固定資産の範囲と区分（有形固定資
産、無形固定資産、投資その他の資
産）
有形固定資産の取得原価
減価償却
固定資産の期末評価
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11 無形固定資産 配布資料（無形固定資産）の復習と次回
講義内容の資料の予習

4第 回 時間

知的財産と研究開発
無形固定資産とは
無形固定資産の取得原価
無形固定資産の償却
繰延資産

12 負債 配布資料（負債）の復習と次回講義内容
の資料の予習

4第 回 時間

負債の範囲と区分
引当金
流動負債
固定負債
偶発債務

13 株主資本と純資産 配布資料（株主資本と純資産）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

純資産の構成
払込資本――資本金と資本剰余金
稼得資本――留保利益

14 まとめ 授業で配布した問題の見直し 4第 回 時間
第1回～第13回までの授業内容の復
習
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授業科目名 ビジネス法学/商法

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

橋谷聡一

講義

該当する

特に商法に関する事項としては、Jリートの開示や金融商品取引業について規定する金融商品取引法
等の法令適用、調査、Jリートの合併施策の立案等の実務経験がある。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

商法は、総則・商行為、会社法、保険法、海商法を含む広義の概念である。
しかし、実社会における経済活動という観点から見ると、会社法は必ず知っておかなくてはならない内容であることから、この
科目においては、会社法を含む企業法を中心として、学習を進めることとする。
また、ビジネス法という観点から、企業が行う取引についても知っておかなくてはならない。そのため、契約に関する基礎知識
から企業が行う取引についても論じることとしたい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

社会人であれば、だれもが知って
おく必要がある会社法を中心とし
た商法やビジネス法について、確
かな知識を身に着けること。

会社法を中心とした商法、ビジネ
ス法について、どのようなものか
を、説明できること。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

日本には、どのような企業類型が
あり、それぞれがどのような特徴
を有して経済活動を行っている
か、専門的知識を身に着けるこ
と。

日本の企業形態、人材、設備、資
金、情報について、実務で用いる
ことができる知識を身に着けるこ
と。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

レポート作成を通じ、学んだ内
容、調べた内容を文章にまとめる
力を涵養する。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

質疑、応答を繰り返すことで、問
いかけられている内容の理解と正
確な対応ができるようにする。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ、出席がなければ、成績評価を行いません。

講義中にレポート課題を出します。この提出がない場合も成績評価を行いません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート

50

レポート課題の内容に即して、調べたことを正しい日本
語で書くことができているか。

：

％

定期試験 講義で述べた基礎的な知識が身についているかどうか。：
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2507

50 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『ビジネス法入門（第4
版）』

中村信男/和田宗久/新井剛 中央経済社・・ 年・2023

参考文献等

使用教科書が昨年のものの新版に変更されています。間違えて購入しないよう注意してください。
葭田 英人『会社法入門(第六版) 』（同文館出版、2020年）
神田秀樹『ここだけ押さえる! 会社法のきほん』（ナツメ社、2017年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 講義終了後、30分。

場所： 非常勤講師室。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション テーマを決めてレポートを書いてみる。 4第 回 時間
これから学ぶビジネス法/商法が、
我が国の法体系の中でどのような位
置づけにあるのか説明する。また、
教科書を概観し、どのような流れで
この講義が進められていくのか説明
する。
さらに、この講義ではレポート課題
を必須としていることから、レポー
トを書くにあたってのリサーチ方法
、書き方などについても指示する。

2 企業取引と法律・企業取引と契約
契約の意義や種類

契約とルールについて何が同じで何が異
なるかについて考察を深める。

4第 回 時間

企業取引と法律では、法律とルール
は何が違うのか、という点やビジネ
スに適用される法律について学習す
る。企業取引と契約では契約の持つ
意味や契約の種類を学修する。

3 企業取引と契約　契約の締結方法や
効力　契約自由の原則　制限行為能
力者

受講生が日常、スーパーやコンビニで行
う売買契約と商取引で行われる契約の異
同について考察を深める。

4第 回 時間

前回に引き続き、契約について更に
学修を深める。契約を締結するため
に契約書は必要だろうか、という点
や契約が持つ効力の他、契約自由の
原則について学習する。制限行為能
力者については、未成年者を中心に
学習する。

4 企業取引と契約　意思の欠缺・瑕疵
ある意思表示

講義中に説明した概念について受講生が
まとめてみること。

4第 回 時間

意思の欠缺の具体例として心裡留保
、通謀虚偽表示、錯誤を瑕疵ある意
思表示として詐欺と強迫について学
習する。混乱しやすい箇所であるた
め、何が同じで何が異なるか、第三
者が関与した際にどのような関係が
生じるかについて解説する。

5 不動産および動産の取引 不動産の取引と動産の取引は、どのよう
に異なるかを整理する。

4第 回 時間

物権という強い権利と債権という権
利の違いが我が国における法学理解
においては重要である。物権と債権
が交錯する場面としての不動産売買
や不動産登記の制度、動産の売買に
ついて学習する。

6 商取引法の概要と特色　商取引の特
色・営利性・迅速性・代理の利用・
信用

特に代理制度について、社会でどのよう
に用いられているか、特に商人にどのよ
うに用いられているか考察を深める。

4第 回 時間
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商取引の特徴として、営利性、反復
継続性、迅速性などを挙げることが
できる。そして、商法もこれらに対
応した法制となっている。また、商
取引は代理制度の利用によりその範
囲を拡大することができる。やや難
しい論点として商取引と保証につい
ても触れる。

7 会社制度の特徴と会社の種類 身近な会社がどのような会社形態を採用
しているか、5社調べる。

4第 回 時間

営利社団法人としての会社にはどの
ような特徴があるのだろうか。また
、なぜ会社に権利能力が認められる
んだろうか、との点について考察を
深める。加えて、日本にはどのよう
な会社があるのか講義する。

8 株式会社の経営機構と監視・監督制
度

身近な株式会社の公開情報からどのよう
な機関設計がなされているか調べる。

4第 回 時間

身近な会社形態である株式会社には
、どのような役割を果たす機関があ
るのだろうか。また、所有と経営の
分離とは、法的にはどのような意味
を持つのだろうか。一方、会社の経
営の暴走を止めるための仕組みとし
て、どのような機関があるのだろう
か。これらの点について講義する。

9 上場会社とコーポレート・ガバナン
ス

東京証券取引所のホームページで実際の
コーポレートガバナンスコードを読むこ
と。

4第 回 時間

コーポレート・ガバナンスという言
葉は聞いたことがあるのではないか
と思われるが、具体的にはどのよう
なものか、上場会社を中心に学ぶ。
また、社外取締役導入がコーポレー
ト・ガバナンスに与えるメリットと
デメリットについて学ぶ。

10 役員等の義務と報酬規制 役員が負う善管注意義務と忠実義務につ
いて、判例を調べてみる。

4第 回 時間

株式会社の役員には善管注意義務と
忠実義務という二大義務が課されて
いる。商法においてこれらがどのよ
うに理解されているかを解説すると
ともに、取締役の利益相反行為規制
について解説する。また、役員の報
酬に関するルールについても解説を
加える。

11 役員等の民事責任と株主代表訴訟 教科書に載っている判例以外の株主代表
訴訟の判例を調べ、読む。

4第 回 時間

役員が負う責任については、責任が
ある場合の責任追及のシステムが株
主にとっては大きな問題となる。な
ぜ、株主代表訴訟制度があるのか、
具体的にはどのように運用されてい
るのか学ぶ。

12 ファイナンスに関する法制度 受講生が特定の会社に投資する際に、期
待する利回りは何パーセントだろうか。
具体的な企業の株式の利回りや社債の利
回りを調べてみよう。

4第 回 時間

会社の資産は、人、モノ、カネ、情
報である。そのうち、カネを集める
方法としては、株式・社債発行、借
り入れがある。これらの方法につい
て学習する。

13 M＆A及び組織再編等 新聞等で具体的な組織再編の例を調べて
みる。また、その際用いられている方法
について教科書を再度読みながら理解す
る。

4第 回 時間

これから、中小企業、中堅企業を中
心により効率的な経営のために組織
再編の知識は必須である。リストラ
クチャリング＝人減らし、という誤
った認識を脱却し、具体的にどのよ
うな方法があるのか学修する。

14 支払決済手段 講義中に示したHPの動画を視聴する。 4第 回 時間
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商品等を仕入れた際には、当然その
代金の支払いが必要である。商取引
では現金取引以外にも様々な方法が
用いられている。ファクタリング、
小切手、手形、為替、電子記録債権
について学ぶ。

2507
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授業科目名 環境経営論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3・4年 2

澤田彩

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、環境問題が現代社会に対して、どのようなリスクや課題を与えているのか、そしてそれを企業経営がどのように解
決していくかについて論理的に考える。
地球温暖化に代表される環境問題の発生とその対策の変遷を整理したうえで、企業経営の中にいかにして環境保全の視点を取り
入れるのかをケーススタディを取り入れながら学び、持続可能な環境経営のあり方を理解することを目的とする。また環境だけ
でなく、SDGｓを企業経営に取り込むことを意味するSDGｓ経営についても取り上げる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

環境経営論に関する重要な知識・
理論の理解

環境経営論に関する重要な知識・
理論について、その主要なポイン
トや論点を理解し説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

環境経営論に関する重要な機能・
役割について、その内容、特徴や
課題を発見・指摘できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

60

環境経営論に関する重要事項を問う問題を出題し、その
理解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にし
て評価します。

：

％

小レポート（毎回）

40

出題時の課題テーマに沿った内容であるか、文章力、論
理性などをもとに評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2507
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参考文献等

野村佐智代・山田雅俊・佐久間信夫［編著］『現代環境経営要論』創成社。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜日

場所： 2限

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　―環境経営論
とは何か―

環境経営論について、興味を持った点や
疑問点などを整理して授業に参加してく
ださい。

4第 回 時間

環境経営論とは何か、環境問題と企
業活動との関係について歴史を振り
返り、環境経営が現代社会において
必要とされているのはなぜかを理解
します。

2 環境問題 その１：有害物質　―公
害の発生と有害物質規制―

公害問題とその対策について、興味を
持った点や疑問点などを整理して授業に
参加してください。

4第 回 時間

公害の発生について振り返り、被害
を防止するための有害物質規制の歴
史について学びます。

3 環境問題 その２：地球温暖化①
―脱炭素社会に向けた世界的な枠組
みの形成―

地球温暖化とその対策について、興味を
持った点や疑問点などを整理して授業に
参加してください。

4第 回 時間

公害と地球温暖化の違いを理解し、
脱炭素社会に向けた世界的な枠組み
の形成がどのようになされてきたの
か学びます。

4 環境問題その２：地球温暖化②　―
再生可能エネルギーとその普及のた
めの政策―

再生可能エネルギーについて、興味を
持った点や疑問点などを整理して授業に
参加してください。

4第 回 時間

エネルギー産業の脱炭素化の重要性
について理解し、その手段としての
再生可能エネルギーについて理解す
る。

5 環境経営とは何か 環境経営について、興味を持った点や疑
問点などを整理して授業に参加してくだ
さい。

4第 回 時間

これまでの授業で学んできたことを
ふまえ、現代社会において、企業経
営が環境という観点を加えていくこ
との重要性と、その具体的内容のア
ウトラインを学びます。

6 企業経営と環境経営戦略 企業経営の環境への向き合い方の変化に
注目して、興味を持った点や疑問点など
を整理して授業に参加してください。

4第 回 時間

企業経営の環境への向き合い方の変
化について学びます。

7 環境経営におけるマネジメントシス
テム

ISO環境マネジメントシステム規格につい
て、興味を持った点や疑問点などを整理
して授業に参加してください。

4第 回 時間

環境経営におけるマネジメントシス
テムについて、その基本的内容を学
びます。

8 環境マーケティングと環境コミュニ
ケーション

環境マーケティングと環境コミュニケー
ションについて、興味を持った点や疑問
点などを整理して授業に参加してくださ
い。

4第 回 時間

顧客を含む社会全体と企業の収益性
を同時達成することを目指す環境マ
ーケティングを理解したうえで、企
業と多様なステークホルダー間のパ
ートナーシップ確立のための環境コ
ミュニケーションを学びます。

9 環境金融 ESG投資について、興味を持った点や疑問
点などを整理して授業に参加してくださ
い。

4第 回 時間

- 332 -



近年急速に普及してきている、環境
に配慮した投資や融資形態について
学びます。

10 分業構造の中での企業の立場の違い
による環境経営の違い その１

再生可能エネルギー関連産業について、
興味を持った点や疑問点などを整理して
授業に参加してください。

4第 回 時間

再生可能エネルギー関連産業の環境
経営について学びます。

11 分業構造の中での企業の立場の違い
による環境経営の違い その２

自動車産業の環境対応に注目して、興味
を持った点や疑問点などを整理して授業
に参加してください。

4第 回 時間

自動車産業の環境経営について学び
ます。

12 環境経営のための政策支援 その１ EUと米国の環境政策に注目して、興味を
持った点や疑問点などを整理して授業に
参加してください。

4第 回 時間

EUと米国の環境経営のための政策支
援について学びます。

13 環境経営のための政策支援 その２ 中国と日本の環境政策に注目して、興味
を持った点や疑問点などを整理して授業
に参加してください。

4第 回 時間

中国と日本の環境経営のための政策
支援について学びます。

14 まとめ：環境経営からサスティナビ
リティ経営へ

これまでの授業を振り返り、興味を持っ
た点や疑問点などを整理して授業に参加
してください。

4第 回 時間

これまでの授業を振り返り、履修者
の興味関心や理解の程度を踏まえて
補足説明を行います。また、環境経
営から、環境・社会・経済の持続可
能性へ配慮したサスティナビリティ
経営への展開についても学びます。

2509
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授業科目名 サプライチェーンマネジメント

223

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

児山俊行

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　サプライチェーンマネジメントの基本目的は、生産の良い流れを設計し、維持し、改善することにある。「良い流れづくり」
という観点から、生産プロセスをベースとして把握するとともに、プロセスを改善するための考え方やアプローチについてひと
まず学習する。 しかし現代経営を展望するに、生産のグローバル化にともなって時間的空間的に複雑化するサプライチェーン
全体のマネジメントが欠かせない。
　それを踏まえて本授業では、まずは生産管理の基本的な考え方と仕組みをおさえながら、サプライチェーンのマネジメントに
ついて、事例を通じて受講生が理論と実践を統合した複眼的視点を構築することを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

生産管理とサプライチェーンマネ
ジメントに関する知識

生産管理とサプライチェーンマネ
ジメントの諸概念、その生成され
た背景および歴史について理解で
きる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

生産管理とサプライチェーンマネ
ジメントに関する知識の応用

企業の生産管理及びサプライ
チェーンマネジメントの現況を説
明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

受講態度

10

講義の受講態度を評価する。：

％

授業レポート

50

毎回の授業内容の理解と課題に対して自らの考えを論理
的に説明できているかという点から評価する。

：

％

2509
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2510
50 ％

小レポート

15

（主として前半の）講義内容の理解度を評価。：

％

期末試験

25

授業内容全体の理解度を評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

神谷俊彦（2020）『図解でわかるSCM いちばん最初に読む本』、アニモ出版

苦瀬博仁(2017)『サプライチェーン・マネジメント概論: 基礎から学ぶSCMと経営戦略』、白桃書房

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日4限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：ＳＣＭとは何
か？なぜＳＣＭが現代で問題となる
のか？

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】SCMの講義概要を確認すること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「サプライチェーンマ
ネジメント（SMC）」とはどのよう
なものであるのか経営学における位
置づけと実務における重要性を確認
し、様々な事例を基にイメージをつ
かみ、学ぶ意義を受講生との間で共
有する。

2 大量生産の歴史：中世ベネチアの
「アルセナーレ」から英国の産業革
命、米国の量産システムの発展

大量生産の発展ついての基本事項を確認
する。

4第 回 時間

大量生産の形成プロセスを通じて、
構成する基本的要素について学ぶ。

3 大量生産の完成：フォード型大量生
産方式の確立と巨大企業体制の登場

フォード生産方式の特徴について確認す
る。

4第 回 時間

大量生産の完成形とされるフォード
型生産方式について学び、それを基
盤とした巨大企業の発展を理解する
。

4 大量生産の進化：トヨタ生産（リー
ン生産）方式への展開

トヨタ生産方式の特徴について確認す
る。

4第 回 時間

米国で発展した大量生産方式の限界
を突破しようとしたトヨタ生産方式
の発展について学ぶ。

5 ＳＣ重視の流れ：「購買・生産・販
売」の統合へ

企業の競争優位性とマーケティングの関
連について確認する。

4第 回 時間

企業の競争優位におけるマーケティ
ングでの優位性をサプライチェーン
の観点から分析・確保することにつ
いて学習する

6 新興国への製造シフト：生産のグ
ローバル化と「世界の工場」となる
東アジア

サプライチェーンマネジメントと経営戦
略の関連について確認する。

4第 回 時間

経営戦略に沿ったサプライチェーン
マネジメントのあり方について学習
する。

7 「巨大工場」の誕生：工場を持たな
いブランドメーカーのＳＣＭ

サプライチェーンマネジメントでの情報
システムの具体的あり方を確認する。

4第 回 時間

サプライチェーンマネジメントを情
報システムとみなし、購買・生産・
販売と連動したデータ活用のあり方
を学習する。
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8  事例研究：現代「巨大工場」のシ
ンボル・フォックスコンとアップル
社

サプライチェーンマネジメントでの意思
決定システムの具体的あり方について確
認する。

4第 回 時間

具体的な手法を通じて、サプライチ
ェーンマネジメントでの意思決定プ
ロセスについて学習する。

9  グローバルブランドメーカーの輝
きと暗影：グローバルSCから見て

サプライチェーンマネジメントにおける
物流・ロジスティックスでの競争優位の
確保について確認する。

4第 回 時間

サプライチェーンマネジメントにお
ける物流・ロジスティックスでの競
争優位性の確保について学習する。

10 国際問題とＳＣＭ（１）：「米中貿
易戦争」「英国のＥＵ離脱」の影響

世界各地の貿易問題へのサプライチェー
ンマネジメントでの対応を考える。

4第 回 時間

米中貿易戦争やブレクジット（英国
のＥＵ離脱）問題、中国市場でのサ
プライチェーンの課題等を通じたサ
プライチェーンマネジメントでの対
応について学ぶ。

11 国際問題とＳＣＭ（２）：ハイテク
機器の進化とＳＣＭ

サプライチェーンマネジメントでのＡＩ
活用の今後の展開可能性について考え
る。

4第 回 時間

サプライチェーンマネジメントでの
ＡＩ活用について事例を通じて学習
する。

12 ＳＣＭとリスク：事故、災害、犯
罪、紛争、テロ等への対処

近年の自然災害や暴動テロ、戦争に対す
るサプライチェーンマネジメントの対応
について考える。

4第 回 時間

様々なリスク（自然災害、事故、犯
罪、テロ、戦争等）に対するサプラ
イチェーンマネジメントのあり方に
ついて学習する。

13 ＳＤＧｓへの貢献：環境、社会、人
材育成等＆テクノロジーの可能性

サプライチェーンマネジメントのＳＤＧ
ｓに貢献しうる可能性を考える。

4第 回 時間

企業の社会的責任や環境問題、国際
的経済格差、防災減災等に対するサ
プライチェーンマネジメントの貢献
可能性やＤＸ（デジタル・トランス
フォーメーション）の影響等につい
て学習する。

14 まとめ：産業発展段階を踏まえたＳ
ＣＭの基本的内容と今後の展望

コロナ禍以降のサプライチェーンマネジ
メントのあり方について考える。

4第 回 時間

サプライチェーンのグローバル展開
に伴う課題（例えば現在のコロナ禍
の影響など）への対応やＥＶ・５Ｇ
等の新たな技術の活用可能性につい
て学習する。

2510
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授業科目名 ソーシャルビジネス論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

大島博文

講義

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

 「ソーシャルビジネス」とは、ビジネスを通して社会課題の解決を目指す活動であり、「まちづくり」「福祉」「教育」「子
育て」「環境保護」「国際協力」など、様々な分野で事業が展開されている。本授業では、ソーシャルビジネスの理念や事例を
学び、どのようにビジネスを通して社会課題を解決し、SDGｓについても目標を達成していくことにつながっていくかを学ぶ。
 また事例に応じて社会起業家をゲストとして授業に招き、取り組みの現状や課題、新たな方向性等について紹介をいただき、
事業に関する課題については、ディスカッションや解決策の提案なども行うことで主体的に学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ソーシャルビジネスの理念や意
義、活動内容についての理解

ソーシャルビジネスの内容や方
法、課題等について説明すること
ができる

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

ソーシャルビジネスの課題の理
解、課題解決に向けた方策の検討

ソーシャルビジネスの課題を理解
し、課題解決に向けた方策を提案
することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

格差・貧困、若者支援、障害者福
祉、国際協力などの分野で日本社
会が現在抱えている課題を説明で
きる

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

社会起業家やNPO関係者と良好な意
思疎通を行うことができる

3．DP10.忠恕の心 社会起業家やNPO関係者との出会い
や学びを通して、他者への思いや
りや共感の精神を学ぶ

学外連携学修

有り(連携先：東淀川区)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2510
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・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

40

ソーシャルビジネスに関する基本的な事項を問う問題を
出題し、その理解度と的確に記述や説明ができているか
を基準にして評価する。

：

％

授業内レポート（３回）

30

ソーシャルビジネスに関する授業内レポートを作成し、
「内容理解」「論理性」「独創性」を基準に評価する。

：

％

授業への貢献

30

授業での発表内容、グループワークでの役割など授業へ
の貢献度を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

坂本恒夫ほか「ＮＰＯ、そしてソーシャルビジネス」文真堂／2017年
風見正三ほか「コミュニティビジネス入門」学芸出版社／2009年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５限

場所： 西館3階37研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、ソーシャルビジネスの
意義を考える

ソーシャルビジネスとは何かを参考図書
やインターネット等で調べておく。

4第 回 時間

授業の進め方
ソーシャルビジネスとは何かを学ぶ
。

2 ソーシャルビジネスの特徴 提示した参考図書やインターネット等で
予習し、授業資料等で復習する。

4第 回 時間

ソーシャルビジネス出現の背景、ソ
ーシャル・アントレプレナー等につ
いて学ぶ。

3 世界におけるソーシャルビジネス 提示した参考図書やインターネット等で
予習し、授業資料等で復習する。

4第 回 時間

国内外のソーシャルビジネスの代表
事例について学ぶ。

4 ソーシャルビジネスとコミュニティ
ビジネス

提示した参考図書やインターネット等で
予習し、授業資料等で復習する。

4第 回 時間

ソーシャルビジネスとコミュニティ
ビジネスの共通点と相違点等を事例
を参考にしながら学ぶ。

5 ソーシャルビジネスの事例 提示した参考図書やインターネット等で
予習し、授業資料等で復習する。

4第 回 時間

まちづくり、子育て支援、環境、健
康などの分野についてのソーシャル
ビジネスの事例を学ぶ。

6 ソーシャルビジネスのマネジメント 提示した参考図書やインターネット等で
予習し、授業資料等で復習する。

4第 回 時間

ソーシャルビジネスの組織形態や経
営に関する特徴や課題について学ぶ
。

7 中間まとめ～ソーシャルビジネスを
理解する

これまで学んだ内容を復習しておく。 4第 回 時間
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ソーシャルビジネスについてこれま
で学んだ内容についてレポートを作
成し、発表する。

8 【特別講義】ソーシャルビジネスの
実践

特別講義で扱う実践事例について事前に
調べる。

4第 回 時間

ソーシャルビジネスを実践している
事業者による特別授業を実施し、事
業の現状、課題、今後の方向性等に
ついて学ぶ。

9 ソーシャルビジネスの課題解決策を
考える（グループワーク）

特別講義で扱う実践事例について詳細に
調べる。

4第 回 時間

特別講義で学んだ実践事例について
、これまで学んだことを活用して、
グループワークにより解決策を検討
する。

10 ソーシャルビジネスの課題解決に向
けた提案（グループ発表）

発表できるよう資料を作成する。 4第 回 時間

特別講義で学んだ実践事例について
、課題解決に向けた方策について、
グループ発表を行い、関係者により
評価・コメントを受ける。

11 ソーシャルビジネスにおけるビジネ
スプランの検討（１）（グループ
ワーク）

ＳＤＧsの目標の中のどれを目指すか検討
しておく。

4第 回 時間

ＳＤＧsの目標を実現するために、
実現可能で効果的なビジネスプラン
を検討する。

12 ソーシャルビジネスにおけるビジネ
スプランの検討（２）（グループ
ワーク）

第13回でグループ発表できるよう資料を
作成する。

4第 回 時間

ＳＤＧsの目標を実現するために、
実現可能で効果的なビジネスプラン
を検討する。

13 ソーシャルビジネスによるＳＤＧs
目標の実現（グループ発表）

グループ発表できるよう資料を作成す
る。

4第 回 時間

ＳＤＧsの目標を実現するために、
実現可能で効果的なビジネスプラン
を発表する。

14 授業全体まとめ これまで学んだ内容を復習する。 4第 回 時間
授業で学んだ内容についてまとめ・
ふりかえりを行い、理解を深める。

2514
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授業科目名 情報システム演習

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

中井秀樹

講義・演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

情報システムの使用にあたって、実際のシステムに関する知識習得と併せて、基幹技術として用いられている、情報ネットワー
クやデータベースについて、演習を通じて理解を深める。具体的には、ネットワークの標準とされるインターネットについて、
仕組みや扱われる情報についての解説を行う。データベースについてはSQLについての解説を行う。また、これらの技術の応用
として、現在拡大しているIoTやビッグデータ、AIについても理解も深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

実際の技術の活用を通じて、基本
的なスキルの修得と同時に、実現
可能な内容について推測するため
の理解を深める。

関する知識・技能）の習得。IoT・
ビッグデータ・AIといった用語の
理解と応用について考える

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

スキルの理解と習得のために行う
演習における実践

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

計画的な課題への取り組み、及び
社会における不足を補うための提
案を行う

3．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

学修上の課題を自分自身の課題と
捉え、取り組む姿勢を育む

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ棄権とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み

60

毎回の授業の取り組み状況を復習課題や演習課題によっ
て評価

：

％

定期試験（レポート試験）

40

学期末定期試験の正答率で評価：

％

使用教科書

特に指定しない

2514
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参考文献等

伏見正則著「最新情報システム開発」実教出版
浅井宗海著「情報通信ネットワーク」近代科学社
三輪真木子、柳沼良知著「データベースと情報管理」NHK出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位のため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業にむけて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 西館3階研究室

備考・注意事項： 授業内容以外でも、情報系資格や検定などについても自由に質問してくだ
さい。
メールでの問い合わせの場合は、nakai-hi@osaka-seikei.ac.jpまで。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業概要。社会における情報システ
ム

配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

授業概要と評価基準、予習・復習へ
の取り組みに関する基本的な説明の
後、これから学ぶ情報システムの実
際の活用の状況とその重要性に関す
る説明を行う。

2 情報システムの目的 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

初回説明の情報システムの目的につ
いて、情報システムの定義などを元
にきちんとした説明を行う。また、
企業での活用だけでなく、学校や自
治体などの非営利団体におけるひつ
ようせいについても説明する。

3 情報システムの構築手法 情報システムの構築段階において、利用
者の意見をきちんと汲み取ることは、そ
の目的からも重要である。きちんとした
要求定義を行うことができるように基本
的な情報システム構築についての理解を
促す。

4第 回 時間

情報システムの構築段階において、
利用者の意見をきちんと汲み取るこ
とは、その目的からも重要である。
きちんとした要求定義を行うことが
できるように基本的な情報システム
構築についての理解を促す。

4 実際の情報システムの例 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

企業で実際に活用されている情報シ
ステムの事例を紹介し、企業での活
用についての理解を深める。

5 基幹技術の理解①・情報ネットワー
ク

配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

情報ネットワークの基本的な構成と
してのLANと、グルーバルネットワ
ークとしてのインターネットについ
ての解説を行い、様々な規模のネッ
トワークについての理解を促す。

6 情報ネットワークの仕組み 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

イーサネット（LAN)及びインターネ
ット（WAN）における情報伝達の仕
組みについての理解と、インターネ
ットにおいて利用されるIPアドレス
の仕組みについての解説を行う。
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7 ネットワークプロトコル 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。演習に関する予習を行う。

4第 回 時間

情報ネットワークの枠組みとしてOS
I参照モデルと、また実際のネット
ワークとしてのTCP/IPモデルについ
ての説明を行い、ネットワーク全体
の機能についての理解を促す。

8 ネットワークプロトコルの確認と設
定

配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。演習問題の復習を行う。

4第 回 時間

IPアドレスによって、インターネッ
トが機能していることについての理
解を深めると同時に、IPアドレスに
関する演習を行う。

9 基幹技術の理解②・データベース 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

期間技術としてのデータベースにつ
いて、その種類や活用状況について
の解説を行い、基本的な理解を深め
る。

10 データベースと情報管理 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

データベースにおける情報管理につ
いて、情報の正規化という概念の理
解を通じて行う。また、情報管理に
おける基本的な操作についての解説
を行う。

11 DBMS 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

DBMSはデータベース管理システムの
事であり、データベースを運用する
上でその理解は必要不可欠である。
これについて、実際の操作を行うこ
とで、体感的な理解を促す。

12 DBMSとSQL 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。演習に関する予習を行う。

4第 回 時間

データベース操作言語として機能す
るSQLについて、データベースの機
能と併せて解説を行う。

13 SQLの活用演習 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。演習問題の復習を行う。

4第 回 時間

実際のSQLの記述を行う事で、デー
タベースの操作を行うと同時に、自
分の操作の目的をSQLによって実際
に行う演習へ取り組む。

14 IoT・ビッグデータ・AI 配布資料を基に学修をする。また、
ニュースにおいて関連する事項をピック
アップし、社会との関連についての考察
を行う。

4第 回 時間

近年の情報活用における重要キーワ
ードである、IoT、ビッグデータ、A
Iについて解説し、Society5.0にお
ける重要性を理解すると同時に、今
後の社会の在り方についても考える
。
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授業科目名 地域ビジネス論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

児山俊行

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

地域経済は私たちの社会生活において一層重要性を増していることをまず理解する。そのうえでビジネスの主体を大企業から中
堅企業、中小零細企業、ベンチャー企業に加え、コミュニティ・ビジネスまで多岐にわたっていることを確認する。そして地域
を事業ドメインとみなし、伝統産業や地場産業、ひいてはＮＰＯに至るまで地域の経済振興や社会問題解決を直接的・間接的に
目的とした様々なビジネス活動について様々なケーススタディを通じて学習していく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

地域での企業（起業）の動態 企業（起業家）活動が地域の経
済・社会発展につながる要因を理
解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域経済・地域社会における隠さ
れた課題の発見

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

質疑応答などの授業への参加の積極性で評価する。：

％

授業レポート

45

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

指定図書を読んでのレポート

15

論者の内容把握と授業目的との関連付けで評価する。：

％

試験（筆記）

30

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

使用教科書

2516
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2518使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業ごとに１～２冊紹介します（それらがレポートの課題図書の対象となります）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜２限や昼休み

場所： 担当教員の研究室（西館３F西側）

備考・注意事項： 研究室前に掲示するが、研究日以外の昼休みやオフィスアワーに設定す
る。

またメールでの質問はこちらまで。koyama_t@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：なぜ今「地域
創造」なのか

「極点社会」や「地方消滅」についての
将来予測について調べる。

4第 回 時間

「東京一極集中」と言われてきた日
本であるが、現代における「地域」
の経済的・社会的な持続的発展とそ
の重要性について学ぶ。

2 従来の地域産業と構造変化 各地の「企業城下町」の形成と発展、そ
して衰退について調べる。

4第 回 時間

日本の経済発展支えたのは大都市中
心の工業地帯だけでなく、各地方に
集積する産業（例えば「企業城下町
」など）でもあった。しかし円高や
バブル景気崩壊以降、製造業のアジ
アシフトやＩＴ化の進展などにより
構造変化を余儀なくされ、地方産業
が衰退してきた。それらの変動を事
例を通じて学ぶ。

3 地域連携事業による経済振興 「クラスター政策」の内容と展開につい
て調べる。

4第 回 時間

従来より地域内外の様々な資源・組
織を組み合わせて連携させることで
、新しい事業・産業を生み出そうと
する試みが政策・企業次元で行われ
てきたが、それらの経緯と意義を事
例を通じて学ぶ。

4 農業を起点とした地域創造～６次産
業化

６次産業化について基本的概念について
調べる。

4第 回 時間

各地域ごとに農業特産物が存在し販
売されているが（１次産業）、それ
に特殊な加工を施し（２次産業）、
物語を詰め込んで地域に人々を呼び
込む（３次産業）という農商工が互
いに連携した戦略的行動を６次産業
化と呼び、地域創造の有効な方向性
だと評価されている。まず、この６
次産業化について基本的理解を深め
る。

5 ６次産業化による地域創造～商品開
発について

各地の６次産業化による商品開発につい
て調べる。

4第 回 時間

地域の特産物に新たな付加価値を加
えて新商品を開発していくために、
地域の「エコシステム」と共創とい
う連携づくりも含めて市場的視点か
らいかに行っていくべきかを事例を
通じて学んでいく。

6 ６次産業化による地域創造～販路開
拓について

各地の６次産業化から生まれた新商品の
ユニークな販路について調べる。

4第 回 時間

地域の特産物に新たな付加価値を加
えて開発した新商品を販売していく
ために、地域の「エコシステム」と
共創という連携づくりも含めて市場
的視点からいかに行っていくべきか
を事例を通じて学んでいく。

7 都会から地方へ～その理想と現実 「Ｕターン」「Ｊターン」「Ｉターン」
とその現状について調べる。

4第 回 時間
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都会から理想をもって地方への「Ｕ
ターン」「Ｊターン」「Ｉターン」
する流れが以前より存在している。
なぜ人々は「地方」にあこがれるの
か。実はその理想と現実のギャップ
に成功・失敗の要因が隠されている
ことをまず理解していく。

8 都会と地方のコラボから生まれる新
事業・新製品

地域創造で「若者・よそ者・バカ者が必
要」と言われる由来について調べる。

4第 回 時間

都会のスキルと地方の固有資源を組
み合わせることで地域から新たなビ
ジネスが。そのポイントは「若者・
よそ者・バカ者」と言われるが、こ
こでは人的資源と組織づくりの観点
から事例を通じて学ぶ。

9 地域創造における金融の重要性 地域活性化のための新規プロジェクトの
ユニークな資金調達事例について調べ
る。

4第 回 時間

地域創造のため新商品開発や販路開
拓など様々な活動が行われるが、そ
のための資金調達の様々な手法と有
効性について事例を通じて学ぶ。

10 デザイン活用と地域創造 公園や住宅などのデザインで地域振興に
つなげた事例を調べる。

4第 回 時間

デザインの様々な活用を通して地域
活性化を図ろうとするを通して地域
活性化を図ろうとするして地域活性
化を図ろうとする試みを事例を通じ
て学ぶ。

11 「ソーシャルデザイン」と地域創造 「ソーシャルデザイン」の基本的意味と
事例について調べる。

4第 回 時間

「ソーシャルデザイン」を通して地
域活性化を図ろうとする事例を通じ
て学ぶ。

12 被災地の復興ビジネス 近年の自然災害による日本各地の被災状
況について調べる。

4第 回 時間

日本各地で頻発する甚大な自然災害
で被災した地域の復興のため起ち上
げられたビジネス事例を通じて復興
のポイントと可能性について学ぶ。

13 「無縁社会」の転換 「無縁社会」の基本的意味と内容につい
て調べる。

4第 回 時間

少子高齢化と東京一極集中に伴い各
地で深刻化する「無縁社会」現象と
その解決策ついて事例を通じて学ぶ
。

14 「マネー資本主義」から「里山資本
主義」へ

「里山資本主義」の基本的概念とその評
価ついて調べる。

4第 回 時間

世界を席巻するマッチョ経済といわ
れる「マネー（金融）資本主義」に
対し、金銭コストやエネルギーコス
トなどを浪費せず地域経済・地域社
会を活性化させるべく提唱されてい
る「里山資本主義」を理解し、その
可能性や是非について適用事例を通
して考えていく。

2518
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授業科目名 国際経営論

223

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年、4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年のグローバル化の流れの中で、企業活動は国を問わず、世界規模で展開されています。このような流れの中で、今後のビジ
ネスを担う世代には、国際的なセンスを身に付けることが求められています。こうした時代のニーズに合わせて、本講義では海
外のビジネス事情に関する応用的な知識や情報の習得を目指します。経済のグローバル化が進む中で、高い国際感覚を活かしな
がらビジネスを展開することは、大きなアドバンテージとなるでしょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

グローバルビジネスの実情を学び
ながら、グローバル企業の経営戦
略について論理的に理解する。

経営学の知識を応用しながら、グ
ローバルビジネスに関する様々な
現象を分析することができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学的視点から、グローバルビ
ジネス・国際経営の現状と課題を
分析する。

国際経営に関する諸問題について
理解し、その解決策を考えること
ができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

グローバル企業が直面するさまざ
まな問題について、その本質をき
ちんと理解することができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

グローバル企業が直面する問題の
解決策について、論理的かつ現地
事情を考慮しながら導き出すこと
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

70

国際ビジネスに関する基本的な知識を有し、かつ国際ビ
ジネスに関するさまざまな問題を理解し、適切に分析す
ることができているかを評価します。

：

％

小レポート 原則、毎回の授業で提出を求めます。授業内容を踏まえ
た上で、きちんと内容が記述されているかを評価します
。

：

2518
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2541
20 ％

中間レポート

10

授業内容をきちんと理解したうえで、自分なりの見解が
述べられているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

初回の授業でリーディングリストを配布します。また、講義内でも適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
本講義の内容を深く理解するためには、国際社会の動きを正しく理解することが必須です。新聞やニュースなどを通して、国際
情勢に常に注意を払ってください。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィスアワー（水
曜日3限）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～本科目の学びについて
～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（国際ビジネスを学ぶ意義について
考える）

4第 回 時間

講義に関するガイダンス。授業計画
・内容、到達目標などを説明すると
ともに、国際経営論を学ぶ意味につ
いて考えます。

2 グローバル化と国際経営 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（企業活動のグローバル化を推し進
める要因について考える）

4第 回 時間

企業活動のグローバル化とその背景
について学びます。

3 多国籍企業とビジネス（１）～多国
籍企業の概要～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（どのような多国籍企業が存在する
のかを調べる）

4第 回 時間

多国籍企業の定義およびその役割に
ついて学びます。

4 多国籍企業とビジネス（２）～多国
籍企業の歴史と展開～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（多国籍企業の誕生した背景につい
て理解する）

4第 回 時間

多国籍企業の誕生から発展、そして
現代に至る歴史を、経済的な背景を
理解しながら概観します。

5 アメリカのビジネス環境（１）～ア
メリカ企業の発展～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（多国籍企業の発展の歴史について
まとめる）

4第 回 時間

国際ビジネスに大きな影響を与えて
いるアメリカ企業が発展してきた歴
史を、アメリカの経済情勢と関連さ
せて理解していきます。

6 アメリカのビジネス環境（２）～ア
メリカのベンチャービジネス～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（シリコンバレーが発展した要因に
ついて考える）

4第 回 時間

IT企業を中心に、アメリカにおいて
ベンチャー企業が成長してきた要因
について考えていきます。

7 アメリカのビジネス環境（３）～ア
メリカ企業の今後の展望～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（アメリカ経済の現状を踏まえなが
ら、今後のアメリカ企業の戦略について
考える）

4第 回 時間

グローバル化が進展するなかで大き
な変貌を遂げているアメリカ企業の
現状を理解し、今後の問題について
検証します。
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8 欧州のビジネス環境 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（欧州型企業の特徴について考え
る）

4第 回 時間

アメリカや日本企業との比較を通し
て、欧州企業の特徴について理解を
深めます。

9 企業組織の国際比較 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日・米・欧の企業組織の違いを理
解する）

4第 回 時間

企業組織の構造やコーポレートガバ
ナンスの在り方などを、日・米・欧
の企業を中心に国際比較します。

10 ゲストスピーカーによる講義 ゲストスピーカーの講義内容を踏まえ
て、課題レポートに取り組む。

4第 回 時間

国際ビジネスの舞台で活躍する実業
家の方をお招きして講義をしていた
だきます。（予定）

11 新興国とビジネス（１）～アジアに
おけるビジネス事情～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（多国籍企業が新興国に進出する要
因について考える）

4第 回 時間

中国やインドをはじめとする、新興
国のビジネス事情について理解を深
めます。

12 新興国とビジネス（２）～アジアビ
ジネスの今後～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（アジアの経済統合の可能性を踏ま
えながら、今後の日系企業の国際戦略に
ついて考える）

4第 回 時間

アジアにおける経済統合の現状など
を理解しつつ、今後のアジアにおけ
る企業戦略の可能性について検証し
ます。

13 BOPビジネスの現状（３）～BOPビジ
ネスの現状～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（今、なぜBOPビジネスが注目されて
いるのかを理解する）

4第 回 時間

近年、注目を集めているBOPビジネ
スについて、その定義や現状、今後
の可能性について理解を深めます。

14 まとめ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（これまでの講義内容を振り返りつ
つ、その内容を自分自身の今後のキャリ
アにどう生かすのかを考える）

4第 回 時間

これまでの講義内容を振り返りなが
ら、特に日本企業の今後の国際戦略
のあり方について考えます。

2541
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授業科目名 スポーツメディア論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

丸朋子

講義

該当する

地方テレビ・ラジオ局においてアナウンサー・スポーツキャスター、番組制作業務のほか、プロ・ク
ラブスポーツのスタジアムDJ・MCを経験した。また、プロスポーツチームにおいて事業企画や広報業
務等に従事した。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツの経済的・社会的・文化的価値を高める媒体として、メディアの存在意義と果たす役割は極めて大きく、その手段や有
り様は著しい発展を遂げている。本講義では、スポーツメディアの歴史と現状や動向を理解した上で、スポーツメディアを通じ
た産業拡大への課題や発展可能性について検証するために必要な知識を養うことを目的とする。特に、授業で得た知識が、実践
の場でどのように活用されうるのかといった視野・視座を養うために、具体的事例を取り上げ多面的・多角的に考察していく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツとメディアの関連性に対
する理解。

スポーツとメディアの関係性を通
して、現象・事象を捉え、スポー
ツメディアの存在意義と役割、歴
史と現状を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツメディア領域における専
門知識の習得。

経営学的視点から、スポーツメ
ディアの専門知識をいかした市場
拡大施策や価値の最大化について
理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツメディア領域における専
門知識を適応・応用し、スポーツ
に関する諸問題を、事例を通して
理論を軸に考察し、自分の考えと
して表現することができる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

事例検証（グループワーク）にお
いて、他者の意見を傾聴し、自分
の考えを表現できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。
課題レポート未提出の場合は、評価の対象外とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2541
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小課題

10

適切に授業外学修課題を行い予習に取り組んでいるか、
かつ、授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。

：

％

課題レポート

30

設定されたテーマや条件に沿った適切なリサーチ・分析
内容であるか、かつ、論理性、根拠等を含む考察度合い
や相互評価を、独自のルーブルック評価表に基づいて評
価する。

：

％

学期末試験（筆記）

60

授業内容全体の理解度や、それを踏まえた論理性、根拠
等を含む考察度合いを独自のルーブルック評価表に基づ
いて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

スポーツ産業論　第6版．原田宗彦（編）（2015）. 杏林書院．および 第7版．原田宗彦（編）（2021）. 杏林書院.
スポーツビジネス論 -理論と実態-. 大野貴司・齋藤れい(編) (2021). 三恵社.

履修上の注意・備考・メッセージ

科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。授業3日前までにgoogle classroomで授業
資料を配布しますので必ず一読して予習してください。また「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の講義内容を丁
寧に復習すること。私語、居眠り、携帯電話（スマートフォン）の不要な場合の使用などを禁止します。講義では「自ら調べ、
考え、探究する」という自発的な姿勢を期待しています。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

備考・注意事項： メールによる事前予約が望ましいですが、講義時間外の月～水曜日はいつ
でもお越しください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス・授業科目の概要／ス
ポーツメディアとの関わりについて

「する」「みる」「ささえる」立場で、
自身が行ってきたスポーツに関する活動
をまとめておく。

4第 回 時間

本科目の概要、進め方、受講時の留
意点など。
スポーツメディアと自分自身とのこ
れまでの関わりを、「する」「みる
」「ささえる」視点から再認識する
。

2 スポーツメディアとは何か、その存
在意義と役割

スポーツ産業にはメディアの他にどのよ
うな領域があるのかをリサーチしてお
く。スポーツ産業論(7)pp.2-17.

4第 回 時間

スポーツメディアと何を指すのか。
また、スポーツ界におけるメディア
の存在意義および果たす役割につい
て、産業領域の視点から理解する。

3 スポーツとメディアの関係（1）活
字メディア～新聞報道～

スポーツの話題を一つ選び、一般紙、地
方紙、スポーツ専門紙をファイリングし
て読み比べ、記載されている内容の違い
をA4・1枚に整理してまとめておく。ス
ポーツ産業論(7)pp.29-32.

4第 回 時間

スポーツと新聞報道に関する歴史的
・社会的背景と現状を理解する。ス
ポーツメディアのなかでも、初めて
スポーツの話題を取り上げた印刷媒
体・活字メディアである新聞報道が
、いかにして黎明期をけん引したの
かを探る。（授業内に小課題の提出
あり）

4 スポーツとメディアの関係（1）活
字メディア～体育・スポーツ専門誌
～

興味のあるスポーツ誌の記事を一つ選
び、概要(５Ｗ１Ｈ)と記者の視点をまと
めておく。スポーツ産業論(7)pp. 29-32.

4第 回 時間
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スポーツと専門誌に関する歴史的・
社会的背景と現状を理解する。活字
メディアのなかでも、体育・スポー
ツ専門誌によって、スポーツに関連
した情報がどのようにして「コンテ
ンツ」としての価値を持つようにな
ったのかを探る。

5 スポーツとメディアの関係（2）放
送メディア～テレビ・ラジオ①～

最も興味があるスポーツのラジオ・テレ
ビ番組を一つ選び、番組概要と見どころ
を1分間スピーチできるようまとめてお
く。スポーツ産業論(7)pp.32-35.

4第 回 時間

スポーツとテレビ・ラジオに関する
歴史的・社会的背景と現状を理解す
る。印刷媒体との比較に加えて、電
波媒体であるラジオと電波・映像媒
体であるテレビの登場により、スポ
ーツメディアがいかにして転換期を
迎え、コンテンツ価値を高めたのか
を探る。

6 スポーツとメディアの関係（2）放
送メディア～テレビ・ラジオ②～

すでにまとめた番組概要と見どころに加
えて、コンテンツの事業化がどのように
展開されているかをまとめる。

4第 回 時間

スポーツとテレビ・ラジオにおいて
、「スポーツ中継」をはじめとした
スポーツコンテンツがどのように制
作されるのか、またどのように事業
化されていくのかを理解する。

7 スポーツとメディアの関係（3）
ネットメディア

授業外学修課題でまとめてきた各メディ
アが、どのようにネットメディアを展開
しているか、リサーチして比較検討して
おく。スポーツ産業論(6)pp.51-55.

4第 回 時間

モバイル端末とSNSという新たなメ
ディアの登場により、「する」「み
る」「ささえる」スポーツメディア
の範囲は急速に拡大し、消費者行動
に変容をもたらした。どのようなコ
ンテンツやサービスが登場したのか
、現状と動向を把握する。

8 スポーツとメディアの関係（4）ス
ポーツイベント

最も興味があるスポーツイベントを一つ
選び、学んできた各メディアがどのよう
な目的でどのように運用されているかを
まとめておく．スポーツ産業論(6)pp.
176-185.

4第 回 時間

商品やサービスを消費者に届けるた
めの「媒体」としてスポーツイベン
トを捉え、テレビやインターネット
放映などが果たす役割について理解
する。

9 スポーツと放映権 過去2.3年以内に行われたスポーツコンテ
ンツ放映権についてリサーチしておく。
必ず、過去や他組織との比較情報が掲載
されていること。

4第 回 時間

放映権のしくみを理解する。さらに
、スポーツイベント事例を踏まえて
、放映権の高騰がスポーツの商業化
にどのような影響を及ぼしたのか、
今後どのように市場が拡大していく
のかを考察する。

10 スポーツメディアミックス(1)戦略
と事例検証

第9回の最後に配布した資料を一読して予
習しておく。スポーツビジネス論-理論と
実践- pp.164-168.

4第 回 時間

これまで学んできた異なる複数のメ
ディアを組み合わせるメディアミッ
クスの狙いとプロモーションをはじ
めとした様々な成果・効果を理解す
る。最新事例を踏まえて業界の動向
を探る。

11 スポーツメディアミックス(2)アク
ティブラーニング実践

第9回の最後に配布した資料から必要な映
像全てに目を通し、自身の立場から検証
した内容を資料にまとめておく。スポー
ツビジネス論-理論と実践- pp.168-180.

4第 回 時間

メディアミックスを用いたプロスポ
ーツのデジタル戦略を事例に、グル
ープワークによるアクティブラーニ
ングを実践し、発表および相互検証
する。（課題レポート提出あり）
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12 メディア化するスポーツ組織 最も興味があるスポーツ組織（リーグや
球団・クラブなど）を一つ選び、そのス
ポーツ組織が保有するメディアを全て書
き出し、コンテンツの内容やSNSの登録
者・いいね数、工夫されている点をまと
めておく。

4第 回 時間

近年、リーグや球団・クラブなどス
ポーツコンテンツホルダー自身がメ
ディア化している。これまでスポー
ツ組織とメディアは一線を引いてい
たが、なぜそのような現象が起きた
のか、スポーツ組織はどのように視
聴者を増やし、マネタイズしている
のか、現状と動向を把握する。

13 スポーツメディアとテクノロジーの
融合

経産省(2022)スポーツDXレポート(概要)
を一読し、「ICT」と「DX」の違いは何か
を、リサーチしてまとめておく。

4第 回 時間

スポーツメディアにICTやDXを掛け
わせることによって、どのような変
容や機会が創造されうるのかを理解
し、最新の動向を探る。

14 スポーツとメディアの発展可能性・
本講義のまとめ

第13回の講義内容を踏まえた新しいス
ポーツメディアのなかでも、自身が興味
のある内容についてリサーチしておく。
スポーツ産業論(6)pp.55-67.スポーツ産
業論(7)pp.280-289.

4第 回 時間

eスポーツや競技分析・判定の高度
テクノロジー化、スポーツのエンタ
ーテイメント化など、新しいビジネ
スチャンスや動向を把握し、今後の
スポーツメディアの発展可能性を考
察する。本講義を総括する。

2543
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授業科目名 スポーツイベントマネジメント論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

田村匡

講義

該当する

スポーツイベントの企画・実施、スポーツ施設の設計施工・運営実施。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、まずは「イベント」自体の目的、構造、構成、種類等について理解する。また大規模スポーツイベント（オリン
ピック、ワールドマスターズゲームズ、大阪マラソン等）について、その歴史、分類、構造、組織等の知識を身につける。現実
のスポーツイベントを実例として、スポーツイベントにとって重要な6W2Hについて自分で考えて分析する。
さらにはスポーツイベントへの理解を通じて、具体的にスポーツイベントを企画・計画する手法等について学ぶ。
またイベントに関係する資格として「イベント検定」「スポーツイベント検定」「イベント業務管理士」について紹介する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツイベントを通じてスポー
ツ自体の課題や地域の課題を発見
する

スポーツイベントの構造や地域活
性化の関係について理解できる

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

スポーツイベント等を企画・計画
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小論文

40

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。

：

％

中間論文

30

授業の内容を理解しているか。：

％

期末試験

30

授業の内容を理解しているか。：

％

使用教科書
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2545

特に指定しない

参考文献等

一般社団法人日本イベント産業振興協会「スポーツイベント検定公式テキスト　スポーツイベントの企画・運営に携わる人のた
めの教科書」（2021年4月）
一般社団法人日本イベント産業振興協会「イベント検定公式テキスト　基礎から学ぶ、基礎からわかるイベント」（2015年4
月）
日本イベント産業振興協会「イベント業務管理士公式テキスト」（2019年4月）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツイベント・マネージメント
を学ぶ意義

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントのマネジメントに
ついて、それらを学ぶ意義や授業の
進め方等について説明する。今年度
についてはスポーツ施設についても
学習するがそれらを学ぶ意義につい
て考える。

2 イベントとは ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

まずはスポーツイベントの上位概念
であるイベントについて学ぶ。イベ
ントの基本構造（６Ｗ２Ｈ）等につ
いて解説する。また順次ワールドカ
ップ、オリンピック・パラリンピッ
ク、ワールドマスターズゲームズ等
について説明していく。

3 スポーツイベント概論 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントについての概論。
スポーツイベントの分類、特性など
の重要ポイント等について概観する
。

4 スポーツイベントの歴史 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

オリンピックや世界陸上、ワールド
カップラグビー、ＦＩＦＡワールド
カップ等の具体的な事例をもとに、
スポーツイベントの歴史について学
ぶ。

5 スポーツイベントの構造 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントの構造、組立て方
、マネジメント手法等について学習
。大阪マラソン等を題材として具体
的に考える。６Ｗ２Ｈに基づき、実
際にはそれらがどのような内容とな
るのかについて検討する。

6 スポーツイベントの組織、実施、リ
スクマネジメントなど

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントの組織について、
大阪マラソン組織委員会等を参考と
しながら学習する。また実施の際の
問題・課題や、リスクへの対処方法
等について学習する。

7 中間まとめ これまでの学習内容を復習する 4第 回 時間
これまでの授業の理解を確実にする
ため、これまでの授業を振り返って
復習をする。

8 ワールドマスターズゲームズ関西大
会

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間
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２０２６年に予定されているワール
ドマスターズゲームズ関西大会につ
いて、大会内容、組織等について学
習。

9 スポーツイベントの招致・誘致 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントを招致する、誘致
するとはどういうことか。ワールド
マスターズゲームズ等の招致活動を
例に、実際にはどのようなことが行
われたのか概括する。

10 スポーツイベントとスポーツ施設 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツイベントに不可欠なスポー
ツ施設について学んでいく。特に、
スポーツイベントを実施する立場か
ら、スタジアム建設についてはどの
ようなことを考える必要があるのか
等の課題について理解する。

11 地域活性化の理論と実践 ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

地域活性化の理論について、主に経
済学的な見地から学ぶ。特に、経済
波及効果や地域に残される金銭につ
いて、まずはその理論を概観し、次
に具体的な事例を踏まえた実践方法
等を学ぶ。

12 スポーツと地域活性化（様々な事
例）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツチームによる地域活性化や
、スポーツツーリズムによる地域活
性化など、スポーツを活用した地域
活性化の事例を学ぶ。具体的な事例
をもとに理解を進め、スポーツによ
る地域活性化の体系を把握する。

13 スポーツと地域活性化（スポーツコ
ミッション）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツを活用して地域を活性化す
る組織として、スポーツコミッショ
ンがある。アメリカや日本のスポー
ツコミッシヨンの現状等について、
スポーツコミッション関西の実例等
をもとに学ぶ。

14 総まとめ 授業全体を振り返り、復習する 4第 回 時間
スポーツイベント・マネジメントに
ついてのこれまでの授業を全て振り
返り、重要な点等をもう一度復習す
る。
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授業科目名 スポーツスポンサーシップ論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

田村匡

講義

該当する

スポーツ関連団体のスポンサー募集実務や各企業とのスポンサーアクティベーション作業の実施。
（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代のオリンピックやＦＩＦＡワールドカップなどのメガスポーツイベント、さらにはスポーツチームの運営上なくてはならい
スポンサーシップ。スポンサーシップや放映権、ライセンス、チケット販売など、スポーツイベント主催者等は、どのようにし
てスポーツをもとに企業等から収入を得るのか、その内容や課題等について実例を踏まえて学習する。またスポンサーとなった
企業等は、スポーツイベント主催者等からどのような権利を獲得し、それを使ってどのような広報・広告を行っているのか、具
体例を示して学習し、それらの権利を応用する方法（アクティベーション）を理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツスポンサーについて幅広
く理解する

スポーツにとってのスポンサー
シップや放映権、ライセンスの意
味を理解することができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

スポーツに関わるビジネスの課題
を発見できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小論文

40

授業の内容を理解しているか。また自分で考えて論理的
に説明できているか。

：

％

中間論文

30

授業の内容を理解しているか。：

％

期末試験

30

授業の内容を理解しているか。：

％

使用教科書
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2547

特に指定しない

参考文献等

一般社団法人日本イベント産業振興協会(2021)「スポーツイベント検定公式テキスト」

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツスポンサーシップを学ぶ意
義

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポーツスポンサーシップを学ぶ意
義や、授業の進め方等について説明
する。

2 国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）
等の収入構造

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）
やＦＩＦＡ等のメガスポーツイベン
トの収入構造等について学習。企業
やテレビ局等からのスポンサー収入
や放映権の必要性について理解する
。

3 東京2020組織委員会、FIFAとスポン
サー

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

東京2020オリンピック・パラリンピ
ックに関連して、その組織委員会の
収入構造について学ぶ。メガスポー
ツイベントには巨額の資金が必要で
ある。どのように資金を集めていた
のか、その種類、方法等について具
体的に学んでいく。

4 東京オリンピックでの比較（1964年
と2020の比較）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

ＩＯＣやＦＩＦＡ、オリンピック等
におけるスポンサーシステムはどの
ように発展してきたのか？それらに
ついてこれまでのオリンピックと、
東京オリンピックの1964年と2020の
比較等を踏まえて学んでいく。また
ロサンゼルスオリンピック以降採用
されている「一業種一社」システム
について、そのメリット・デメリッ
ト等について学ぶ。

5 スポンサー以外の収入源（放映権・
チケット）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポンサーシップ以外の収入源とし
て放映権やチケット収入等について
学ぶ。

6 スポンサー以外の収入源（ライセン
ス）、プロリーグ・チームのスポン
サー

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポンサーシップ以外の収入源とし
て、ライセンス（マーチャンダイジ
ング）等について学習する。さらに
プロスポーツチームのスポンサーに
ついて実例をもとに学んでいく。

7 中間まとめ これまでの授業等を一旦振り返り、復習
する

4第 回 時間

これまで学習してきた、国際組織や
イベント主催者、チームから見たス
ポンサーシップや放映権、ライセン
ス、チケット販売について中間総括
する。

8 ワールドマスターズゲームズ関西大
会とスポンサー

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間
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2027年に関西にて開催される予定の
ワールドマスターズゲームズについ
て、スポンサーシップの面から学習
する。

9 企業から見たスポンサーシップ ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

企業からみたスポンサーについて、
そのメリット・デメリット等をオリ
ンピックやワールドカップのスポン
サーとなっている企業等を実例とし
て学習する。

10 スポンサーが取得する権利１（世界
陸上大阪大会の事例）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

スポンサーが獲得するマーケティン
グ権とは何か。具体的に世界陸上大
阪大会の実例をもとに、理解を深め
ていく。

11 スポンサーが取得する権利２（企業
による具体的な活用事例）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティング権の詳細について学
習し、どのような権利がスポンサー
となることにより獲得できるかにつ
いて学ぶ。マーケティング権の法的
権原となる著作権や商標権等につい
ても学習する。

12 スポンサー活動の実際（契約、ＶＩ
Ｋ、アクティベーション）

ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

マーケティング権を得た企業等が、
実際にどのようなマーケティング活
動を行うのか、広告は販売促進の実
例を踏まえ学習。アクティベーショ
ンの重要性を学ぶ。また、スポンサ
ー契約の内容はどのようなものなの
か、ＶＩＫと呼ばれる物品・サービ
ス等の提供について学ぶ。

13 エンドースメント ネットや新聞・参考書等にて関係事項を
チェックする

4第 回 時間

個人のスポンサーである「エンドー
スメント」について、実例を元に学
ぶ。また選手のマネジメントやマネ
ジメント会社等についての情報も学
ぶ。

14 ＷＩＮ＝ＷＩＮ関係 授業全体を振り返り、復習する 4第 回 時間
スポンサー活動は、マーケティング
を与える団体等と企業がＷＩＮ=Ｗ
ＩＮの関係にならなければ成り立た
ない。ＷＩＮ＝ＷＩＮがどのように
実現されていくのか、その成立条件
について検討する。
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授業科目名 スポーツ用具論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

植田真司

講義

該当する

ゴルフクラブ等スポーツ用具の企画と設計及び研究に従事（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツで使用される用具・用品に関して、どのような素材が使用され、どのような科学が応用され、どのような機能があるの
か、シューズ、ゴルフ、野球、テニス、スポーツウエア、水着などの競技別の用具を例にまなびます。
また、その競技で使用されるスポーツ用具の歴史、製造方法、使用方法、及びその特徴と効用をより理解し、より良いスポーツ
用具を選択する力、および企画・設計するうえで必要とされる基礎的な知識を身につけることを目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツ用具には、どのような機
能があり、どのようにつくられて
いるのか理解する

スポーツ用具の機能と役割を理解
する

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

現状のスポーツ用具の問題点を発
見する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

最適な用具を選ぶ能力を養う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

20

授業に積極的に取り組んでいるかどうかを評価します。：

％

毎回の課題レポート

40

授業で学んだことを理解し、分かりやすく論述できてい
るかどうかを評価します。

：

％

定期試験

40

スポーツ用具を選択する知識、及び企画する知識を正し
く理解しているかを評価する。

：

％
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2562
40 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　5限

場所： 研究室（西館3F）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 スポーツ用具と記録の変遷 スポーツ用具の文献を購読する。 4第 回 時間
15回の講義内容と学びのポイントを
説明します。

2 スポーツ用具に使われる素材につい
て

スポーツ用具に使われる素材について文
献を購読する

4第 回 時間

プラスチック、金属、木、繊維など
、スポーツに使われる素材の特徴を
学びます。

3 シューズの選び方 シューズの文献を購読する。 4第 回 時間
シューズの選びの重要性と選び方を
説明し、間違ったシューズを履くと
どのようなトラブルが起きるのか学
びます。

4 シューズの機能・構造と競技別の特
徴

シューズの文献を購読する。 4第 回 時間

シューズがどのような構造で作られ
ているのか、競技別のシューズの特
徴を学びます。

5 特別な競技シューズが出来るまで シューズの文献を購読する。 4第 回 時間
トップレベルの選手が使用するシュ
ーズがどのように困難を乗り越えて
作られているのか、外部講師から現
場の話を説明して頂きます。

6 スポーツ用具と色彩心理 色彩心理の文献を購読する。 4第 回 時間
スポーツ用具や用品の色が異なるだ
けで、アスリートのパフォーマンス
が変わることを学びます。

7 競技別ボールの特徴 ボールに関する文献を購読する。 4第 回 時間
競技別にボールの特徴、及び製造方
法について学びます。

8 ゴルフ用具の特徴 ゴルフ用具に関する文献を購読する。 4第 回 時間
クラブ及びボールの機能、歴史と進
化について説明します。

9 野球用具の特徴 野球用具に関する文献を購読する。 4第 回 時間
グラブ、バットについて、その機能
、歴史と進化について説明します。

10 テニス用具の特徴 テニス用具に関する文献を購読する。 4第 回 時間
ラケット、ガットについて、その機
能、歴史と進化について説明します
。

11 スポーツウエアの進化１ スポーツウエアに関する文献を購読す
る。

4第 回 時間

水着の歴史と進化について、説明し
ます。

12 スポーツウエアの進化２ スポーツウエアに関する文献を購読す
る。

4第 回 時間

ウエアの役割はもちろん、競技ウエ
アがオリンピックの大会ごとにどの
ように進化しているいのか学びます
。

13  トラック等のサーフェイスの機能 サーフェイスの文献を購読する。 4第 回 時間
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土、全天候、芝生など競技の地面の
種類とその特長について学びます。

14  スポーツと環境問題 スポーツと環境に関する文献を購読す
る。

4第 回 時間

スポーツと環境問題の関係のついて
説明し、地球環境保護のために我々
に何が出来るのかを考えます。

2562
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授業科目名 食品開発実践

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2・3年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

この授業では、企業と連携したPBL学修によりヒット商品を開発するために必要となる商品企画やマーケティングに関する専門
知識を学びます。シミュレーション型学習として、食品企業のプロジェクトチームのメンバーとなり商品開発の一連のプロセス
を体験します。
個人ワークで新商品のアイデア出しを行い、グループワークでは市場調査、商品コンセプト、ターゲット、ベネフィット、ネー
ミング、販促施策などの新商品企画を立案します。最終回の新商品発表会では企業人からフィードバックを受けます。最近、注
目されている食の6次産業化についても学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

食品開発の一連のプロセスをシ
ミュレーション型学修により学び
ます。

個人ワークとグループワークによ
り食品開発を実践できるレベルま
で理解を深めます。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

消費者の潜在ニーズを捉え、ター
ゲットがもつお困りごと（課題）
を発見します。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

新商品アイデアを考案し、商品企
画や販促施策を立案します。

3．DP９.他者との協調・協働 グループで役割を分担し、チーム
ワーム良く取り組みます。

学外連携学修

有り(連携先：日本ハム株式会社)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

授業で与えられた課題や自らの役割に対し、自主的な取
り組み姿勢であったかどうかを評価します。

：

％

2562
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2568

ポートフォリオ（学びの記録）

20

新商品のアイデア、企画、販促施策などに独自性があり
、経営の観点から魅力的であったかどうかを評価します
。

：

％

新商品発表会

40

グループで開発した商品の特長をアピールできているか
、企業人から支持を得られるものであったかどうかを評
価します。

：

％

期末レポート

20

指定された日時までに提出されたレポートについて、独
自の視点からマーケットインの考え方に基づき、効果的
な提案ができているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

岩田直樹（2015年）『食品開発の進め方（第3版）』幸書房。
末吉孝生（2014年）『コレが欲しかった！と言われる「商品企画」のきほん』翔泳社。
片岡榮子、片岡二郎（2011年）『食品開発ガイドブック』地人書館。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・マーケティン
グ（基礎）

各自でどのような商品を開発したいのか
考えてきてください。

4第 回 時間

授業の進め方や評価方法などを説明
します。マーケティング（基礎）と
して「顧客と消費者」、「マーケテ
ィングの定義・考え方」、「マーケ
ティングプロセスの全体像」につい
て学びます。

2 連携先企業による特別授業（PBL課
題の提示）

日本ハムの公式サイトで商品情報を調べ
てきてください。

4第 回 時間

連携先からゲストスピーカー（専門
家）を招いて特別授業を開講します
。
最新の市場動向に基づき、新商品に
求められるものについて学ぶと共に
、PBL課題を提示していただきます
。

3 個人ワーク①（内部・外部環境分
析）

各自でアイデアシートを作成してくださ
い。

4第 回 時間

PBL課題を提示した連携先の公式サ
イトを閲覧して事業概要、商品の強
みや弱みなどについて把握します。
またSWOT分析の手法を用いて内部・
外部環境分析を行い、各自で商品ア
イデアを提案します。

4 個人ワーク②（商品コンセプト・顧
客ベネフィット）

各自でアイデアシートを作成してくださ
い。

4第 回 時間

連携先からのフィードバックを受け
て、新商品のコンセプトや顧客ベネ
フィットなどをブラッシュアップし
て商品アイデアを再提案します。

5 グループワーク①（顧客の絞込み・
顧客ストーリー）

グループ毎に顧客の絞込みと顧客ストー
リーを話し合ってください。

4第 回 時間
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グループワークに取り組むプロジェ
クトチームを発足します。連携先か
ら選ばれた商品アイデアにおける顧
客の絞込みと食シーンを具体化した
顧客ストーリーを検討します。

6 グループワーク②（競合商品・ポジ
ショニング・販促プラン）

グループ毎に競合商品とのポジショニン
グと販促施策を話し合ってください。

4第 回 時間

競合他社の類似商品など市場調査を
行い、ブレーンストーミング、KJ法
、SWOT分析によりグループで開発す
る新商品の優位性を検討します。

7 グループワーク③（商品企画書の作
成）

グループ毎に商品企画書を作成してくだ
さい。

4第 回 時間

これまでの一連の取り組み成果に基
づき、グループ毎に商品企画書を作
成します。

8 中間発表会の準備 グループ毎に発表練習を行ってくださ
い。

4第 回 時間

これまでの一連の取り組み成果を発
表するため、発表用パワーポイント
と発表原稿を作成します。グループ
毎に発表練習を行ってください。

9 中間発表会 グループ毎に中間発表の振り返りを行っ
てください。

4第 回 時間

グループ毎に進捗状況を発表して質
疑応答します。発表用パワーポイン
トは事前に提出してください。グル
ープ毎に専門家からフィードバック
を受けます。

10 食の6次産業化①（6次産業化の基礎
とその関連法規）

食の6次産業化プロデューサー（食Pro.）
について調べてきてください。

4第 回 時間

最近、注目されている6次産業化に
ついて「意味と目的」、「メカニズ
ム」、「パターン」を学びます。6
次産業化法、農商工連携法、それら
を推進するための各種支援制度につ
いても理解します。

11 食の6次産業化②（6次産業化の成功
事例）

食の6次産業化の成功事例を調べてきてく
ださい。

4第 回 時間

食品開発のヒントとして、食の6次
産業化の成功事例から6次産業化を
行う際に重要なファクターについて
も解説します。

12 食の6次産業化③（農業・水産業お
よび食品加工・流通関連法規）

食品表示法と食品衛生法、JAS法、健康増
進法の関係について調べてきてしてくだ
さい。

4第 回 時間

食品開発と係わりのある農地法、都
市計画法、家畜伝染病予防法、漁業
法、PL法および、食品衛生法、JAS
法、健康増進法、景表法、食品表示
法などについても学びます。

13 新商品発表会（グループ成果発表）
の準備・予演会

グループ毎に発表練習を行ってくださ
い。

4第 回 時間

中間発表での専門家からフィードバ
ックを参考にして、発表用パワーポ
イントと発表原稿をブラッシュアッ
プします。グループ毎に発表練習を
行ってください。

14 新商品発表会（グループ成果発表） グループ毎に新商品発表会の振り返りを
行ってください。期末レポートは指定さ
れた日時までに提出してください。

4第 回 時間

これまでグループワークで取り組ん
できた成果を発表し、プレゼンテー
ション資料を提出してください。発
表用パワーポイントは事前に提出し
てください。グループ毎に専門家か
らフィードバックを受けます。授業
の最後に期末レポートの課題を提示
します。

2568
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授業科目名 調理学実習Ⅰ/調理学実習１

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

吉田誠

実習

該当する

シェフ（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

調理学実習Ⅰは料理の基本から知識および技術を学ぶ授業です。フードサービス店の企画・運営・経営に役立つ力を身に付けま
す。初めて包丁を持つ場合を想定し、現場で経験のあるシェフ（教員）が、全ての調理器具の安全で衛生的な扱い方を、丁寧に
指導します。食品材料の下処理、切り方、基本加熱調理、味付け、盛り付けまで、一連の調理作業を行うことで、実践の場にに
即した技術を身に付けます。料理に興味を持ち、作る喜び、作る楽しさを感じながらも調理工程全般をとおして衛生的な配慮を
確実に行う方法も学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

基本の料理を一連の調理作業を通
じて仕上げることで、商品開発
（メニュープラン）を行う際の知
識や技術、フードサービス店の運
営や衛生管理が理解できる

学んだ知識・技術を正確に把握・
実践しようとする力を身に付ける

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

学んだ知識・技術を主体的に実
行・実践できる

2．DP９.他者との協調・協働 チームワークを大切にし和を持っ
て物事をやり遂げる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

実技テスト

40

課題メニューを時間内に作り上げ、5項目（衛生、下処理
、加熱作業、盛り付け、味）について評価する。

：

％

2568
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2569

毎回のレポート（調理実習ノート）

35

講義内容が理解出来ているか、調理手順が理解出来てい
るか、調理作業の効率化や調理理論が理解出来ているか
、完成品のイラストがカラーで描けているか、の全てを
評価する。

：

％

授業態度

25

積極的に取り組もうとする主体性や自分の役割を理解し
協働しようとするする態度があったかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献については開講時にそのテーマに沿って、都度紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回２時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 実習後30分間

場所： 346教室および準備室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 包丁の扱い方　切る　むく（切り揃
える　むき揃える）（講習・実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・包丁の種類とその用途について
・包丁の持ち方、握り方、その姿勢
について
・玉ネギのみじん切り、キャベツの
千切り、トマトのスライス⇒サラダ
に応用（試食あり）
・じゃがいものシャトーむき⇒フレ
ンチフライポテトに応用（試食あり
）
以上の内容を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）
授業のレポートを簡潔にまとめ、次
回提出

2 火の扱い方（焼く・茹でる） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・野菜の茹で方（ブロッコリー）
・ゆで卵の基本
・目玉焼きの基本（付け合わせにベ
ーコンも焼く）
・パン
以上の内容を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）
授業のレポートを簡潔にまとめ、次
回提出

3 美味しい炊飯と美味しい出汁のとり
方（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・一番出汁、二番出汁のとり方⇒「
旬の食材を使った吸い物」へ応用（
試食あり）
・他の出汁について
・炊飯（研ぎ方、浸水、水加減、炊
飯、蒸らし）について
・ご飯のおかずとして「豚肉とこん
にゃくの味噌炒め」
以上の内容を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）
授業のレポートを簡潔にまとめ、次
回提出。

4 　美味しい炊飯と美味しい出汁のと
り方（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

第3回の内容を学生が実習する。教
員は実習巡回し実意・親切・丁寧に
指導。
反省点、課題点を的確に指導。
授業のレポートを簡潔にまとめ、後
日提出。
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5 人気洋食の基本と応用（講習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提

出。
1第 回 時間

・ハンバーグ
・コールスロー
・ボイルブロッコリー
・ブラウンソース
・パン
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）
授業のレポートを簡潔にまとめ、次
回提出。

6 人気洋食の基本と応用（実習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

第5回のメニューを学生が実習する
。教員は実習巡回し実意・親切・丁
寧に指導。
反省点、課題点を的確に指導。
授業のレポート簡潔にまとめ、次回
提出。

7 すぐ作りたい基本の和食（講習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・出し巻き卵
・基本の肉じゃが
・あさりの味噌汁
・土鍋ご飯（土鍋の取り扱いと炊飯
）
以上の献立を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）
授業のレポートを簡潔にまとめ、次
回提出。

8 すぐ作りたい基本の和食（実習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

メニューを学生が実習する。教員は
実習巡回し実意・親切・丁寧に指導
。
反省点、課題点を的確に指導。
授業のレポート簡潔にまとめ、次回
提出。

9 世界三大料理の中国料理に学ぶ（講
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・辣黄瓜（胡瓜のラー油漬け）
・蕃茄蛋花湯（トマト入りかき玉ス
ープ）
・家常茄子（なすと挽肉の味噌炒め
）
・ご飯
・自家製辣油
以上のメニューを模範指導（模範実
技⇒試食）

10 世界三大料理の中国料理に学ぶ（実
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

メニューを学生が実習する。教員は
実習巡回し実意・親切・丁寧に指導
。
反省点、課題点を的確に指導。
授業のレポート簡潔にまとめ、次回
提出。

11 覚えておきたい、基本のイタリア料
理（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・コーンポタージュ
・ミートソーススパゲティ
・ティラミス
・パン
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）

12 覚えておきたい、基本のイタリア料
理（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

メニューを学生が実習する。教員は
実習巡回し実意・親切・丁寧に指導
。
反省点、課題点を的確に指導。
授業のレポート簡潔にまとめ、次回
提出。

13  調理学実習Ⅰの総括（講義）と調
理学実習Ⅰ総括料理制作試験（実
技）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間
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調理学実習Ⅰの履修メニューの復習
と応用編を講義として総括する。日
本料理・西洋料理・中国料理の現状
とこれからの方向性を解りやすく講
義する。
調理学実習Ⅰの履修メニューの中か
ら、日本料理、西洋料理、中国料理
各１品ずつ、計３品の料理製作試験
を実施する。班単位の試験とする。
衛生面、下処理作業面、加熱作業面
、盛り付け作業面、味を総合的に評
価をする。

14 調理学実習Ⅰの総括（講義）と調理
学実習Ⅰ総括料理制作試験（実技）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

調理学実習Ⅰの履修メニューの復習
と応用編を講義として総括する。日
本料理・西洋料理・中国料理の現状
とこれからの方向性を解りやすく講
義する。
調理学実習Ⅰの履修メニューの中か
ら、日本料理、西洋料理、中国料理
各１品ずつ、計３品の料理製作試験
を実施する。班単位の試験とする。
衛生面、下処理作業面、加熱作業面
、盛り付け作業面、味を総合的に評
価をする。
調理学実習Ⅰの履修メニューの復習
と応用編を講義として総括する。日
本料理・西洋料理・中国料理の現状
とこれからの方向性を解りやすく講
義する。
調理学実習Ⅰの履修メニューの中か
ら、日本料理、西洋料理、中国料理
各１品ずつ、計３品の料理製作試験
を実施する。班単位の試験とする。
衛生面、下処理作業面、加熱作業面
、盛り付け作業面、味を総合的に評
価をする。

2569
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授業科目名 調理学実習Ⅱ/調理学実習２

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 1

吉田誠

実習

該当する

シェフ（14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

前期”調理学実習１”で履修した基本編を、応用・活用した実践編が”調理学実習２”です。少し深く、広く、世界各国の料理
を学ぶ内容となっています。料理に対する興味を広げ、作る喜びを、作る楽しさを感じながらも、調理工程全般をとおして衛生
的な配慮を確実に行う方法を学ぶことで、オペレーション構築能力も高められます。美味しい料理を作る事を目標に、仕上げ作
業まで積極的に取り組むことで、飲食店経営に役立つメニュー開発力が身に付きます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

基本の料理を一連の調理作業を通
じて仕上げることで、商品開発
（メニュープラン）を行う際の知
識や技術、フードサービス店の運
営や衛生管理が理解できる

学んだ知識・技術を正確に把握・
実践しようとする力を身に付ける

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

学んだ知識・技術を主体的に実
行・実践できる

2．DP９.他者との協調・協働 チームワークを大切にし和を持っ
て物事をやり遂げる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

実技テスト

40

課題メニューを時間内に作り上げ、5項目（衛生、下処理
、加熱作業、盛り付け、味）について評価する。

：

％

2569
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2570

毎回のレポート（調理実習ノート）

35

講義内容が理解出来ているか、調理手順が理解出来てい
るか、調理作業の効率化や調理理論が理解出来ているか
、完成品のイラストがカラーで描けているか、の全てを
評価する。

：

％

授業態度

25

積極的に取り組もうとする主体性や自分の役割を理解し
協働しようとするする態度があったかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献については開講時にそのテーマに沿って、都度紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回２時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 実習後30分間

場所： 346教室および準備室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 基本技術による秋の日本料理（講
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・秋刀魚のかば焼き
・南瓜の炊いたん
・焼き茄子の赤だし
・土鍋ご飯
以上の献立を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）

2 基本技術による秋の日本料理（実
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

・秋刀魚のかば焼き
・南瓜の炊いたん
・焼き茄子の赤だし
・土鍋ご飯
教員は実習巡回し課題点を的確に指
導。

3 これからも伝えて行きたい、温かい
日本料理（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・のっぺい汁（汁物）
・豚肉と大根の煮物（煮物）
・揚げ出し豆腐（揚げ物）
・どら焼き
・土鍋ご飯
以上の献立を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）

4 これからも伝えて行きたい、温かい
日本料理（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

・のっぺい汁（汁物）
・豚肉と大根の煮物（煮物）
・揚げ出し豆腐（揚げ物）
・どら焼き
・土鍋ご飯
以上の献立を模範指導（教壇にて模
範実技⇒試食）

5  基本技術による人気の中国料理(講
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・腰果肉丁（豚肉とカシューナッツ
の炒め物）
・乳汁白菜（貝柱と白菜のクリーム
煮）
・酸辣湯（酸味・辛味のスープ）
・マンゴープリン
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）

6 基本技術による人気の中国料理（実
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間
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・腰果肉丁（豚肉とカシューナッツ
の炒め物）
・乳汁白菜（貝柱と白菜のクリーム
煮）
・酸辣湯（酸味・辛味のスープ）
・マンゴープリン
教員は実習巡回し課題点を的確に指
導。

7 いつまでも覚えておきたい、伝統の
西洋料理（講習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・じゃがいももポタージュスープ
・豚ロースのコートレット
・サラダ・ニソワーズ
・パン
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）

8 いつまでも覚えておきたい、伝統の
西洋料理（実習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

・じゃがいももポタージュスープ
・豚ロースのコートレット
・サラダ・ニソワーズ
・パン
教員は実習巡回し課題点を的確に指
導。

9 旬の野菜もしっかり摂れる和食（講
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・鶏団子のスープ
・白身魚の酒蒸し
・キノコの生姜きんぴら
・牛乳羹
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）

10 旬の野菜もしっかり摂れる和食（実
習）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

・鶏団子のスープ
・白身魚の酒蒸し
・キノコの生姜きんぴら
・牛乳羹
教員は実習巡回し課題点を的確に指
導。

11 魅惑のクリスマスメニュー（講習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

・オニオングラタンスープ
・骨付きもも肉のカチャトゥーラ風
・サンタスイーツプレート
・パン
以上のメニューを模範指導（教壇に
て模範実技⇒試食）

12 魅惑のクリスマスメニュー（実習） 授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。料理デッサンはカラーで描くこと。

1第 回 時間

・オニオングラタンスープ
・骨付きもも肉のカチャトゥーラ風
・サンタスイーツプレート
・パン
教員は実習巡回し課題点を的確に指
導。

13 調理学実習Ⅱの総括（講義）と調理
学実習Ⅱ総括料理制作試験（実技）

授業のレポートを簡潔にまとめ、後日提
出。

1第 回 時間

調理学実習Ⅱの総括をする。日本料
理、西洋料理、中国料理、アジアン
料理の概論。料理の大切さ、楽しさ
、面白さを実例に基づいて講義。
調理学実習Ⅱの履修メニューの中か
ら、料理製作試験を実施する。班単
位の試験とする。衛生面、下処理作
業面、加熱作業面、盛り付け作業面
、味を総合的に評価をする。
調理学実習Ⅱの総括をする。日本料
理、西洋料理、中国料理、アジアン
料理の概論。料理の大切さ、楽しさ
、面白さを実例に基づいて講義。
調理学実習Ⅱの履修メニューの中か
ら、料理製作試験を実施する。班単
位の試験とする。衛生面、下処理作
業面、加熱作業面、盛り付け作業面
、味を総合的に評価をする。
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調理学実習Ⅱの総括をする。日本料
理、西洋料理、中国料理、アジアン
料理の概論。料理の大切さ、楽しさ
、面白さを実例に基づいて講義。
調理学実習Ⅱの履修メニューの中か
ら、料理製作試験を実施する。班単
位の試験とする。衛生面、下処理作
業面、加熱作業面、盛り付け作業面
、味を総合的に評価をする。

2570
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授業科目名 食ビジネス経営実践

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

山岡正弘

講義

該当する

約30年ホテル料飲部門で開業業務勤務、退職後フードビジネスコンサルティングオフィス代表として
実務を経験。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

グループワーク又は個人による、繁盛店の分析調査から繁盛店のポイントを分析し新店舗開発に繋げます。次にグループワーク
又は個人による店舗開業計画立案を実施します。業種・業態、基本コンセプト、顧客コンセプト、店舗コンセプト、主な利用動
機、メニューコンセプト、サービスコンセプト、立地・商圏調査及び競合店調査、メニュー設計、原価表、厨房設計、サービス
マニュアル、所要資金、収入計画、資金調達、返済計画、損益計算書等の企画立案書の作成を行い、プレゼンテーションによる
発表を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

新店舗開発に必要な基礎専門知識
の実践活用

新店舗の創業企画書を作成する

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

習得した知識・技能を実践の中で
応用することができる

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループワークでの問題解決

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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最終課題提出（個人・グループ）

70

新店舗開業計画書の提出での内容評価をする：

％

テーマ別課題提出（個人・グループ）

30

テーマ毎で内容評価する：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新・フードコーディネー
ター教本 （2級資 格認定
試験対応テキスト）

日本フードコーディネー
ター協会

三恵社・・ 年・2022

参考文献等

フードコーディネーター教本3級資格認定試験対応テキスト　日本フードコーディネーター協会 柴田書店

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
メールアドレス：ppp-yamaoka@ares.eonet.ne.jp
メールには必ず氏名と所属を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 事業計画書の作成方法ガイド（1）
～企画書の基本～

2022年度の外食産業での営業利益、経常
利益、経常利益率ベスト10会社を調べて
おく。

4第 回 時間

飲食店事業計画書の作成方法ガイダ
ンス
企画書の基本
（1）企画のテーマを明確にします
。
（2）企画を立てる為に必要な社会
や市場の調査
（3）課題の抽出
（4）問題解決の為の方策を考えま
す。
（5）企画の流れを組み立てます。
（6）シンプルに仕上げる。
グループ・個人でのワークとする。

2 事業計画書の作成方法ガイド（2）
～企画書の書き方～

個人・グループ課題「繁盛店リサーチ」 4第 回 時間

企画書の書き方
（1）企画書の企画の目次を作成す
る。
（2）企画のテーマを決定する。
（3）課題の抽出
（4）課題解決する為の方法論の模
索。
（5）企画のコンセプトを策定する
。
（6）企画の内容を図表・チャート
で解説する。
（7）企画の問題点と効果を展開す
る。
（8）企画に対する予算とそのスケ
ジュールの明確化。
（9）企画に必要な基礎資料を作成
する。
（10）プレゼンテーション方法を考
える。
業種・業態と特徴と主な利用動機に
ついての考え方の解説。繁盛店のリ
サーチについて解説。

3 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「業種・業態」～

個人・グループ課題「業種・業態」を明
確にしておく。

4第 回 時間
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グループ課題「繁盛店リサーチ」の
プレゼンテーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「業種・業態についての基本的な考
え方」の解説。
グループワークで「業種・業態の基
本的な考え方」をまとめる。
課題「業種・業態の基本的な考え方
」について個人でまとめる。

4 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「基本コンセプト、店
名」～

個人・グループ課題「基本コンセプト、
店名」を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「業種・業態について
の基本的な考え方」のプレゼンテー
ション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「基本コンセプトと店名についての
基本的な考え方」の解説。
グループワークで「基本コンセプト
と店名の基本的な考え方」をまとめ
る。
課題「基本コンセプトと店名の基本
的な考え方」について個人でまとめ
る。

5 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「顧客コンセプト、利用
動機」～

個人・グループ課題「顧客コンセプト、
利用動機」を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「基本コンセプトと店
名の基本的な考え方」のプレゼンテ
ーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
顧客コンセプト、利用動機について
の考え方の解説。
グループワークで「顧客コンセプト
、利用動機の基本的な考え方」をま
とめる。
課題「顧客コンセプト、利用動機の
基本的な考え方」について個人でま
とめる。

6 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「商品コンセプト」～

個人・グループ課題「商品コンセプト」
を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「顧客コンセプト、利
用動機の基本的な考え方」のプレゼ
ンテーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「商品コンセプトについての基本的
な考え方」の解説。
グループワークで「商品コンセプト
についての基本的な考え方」をまと
める。
課題「商品コンセプトについての基
本的な考え方」について個人でまと
める。

7 グループによるプレゼンテーション
の実施（業種・業態～顧客コンセプ
ト、利用動機）（1）

グループによるプレゼンテーション資料
（パワーポイント）を作成しておく。

4第 回 時間

グループ課題「業種・業態～顧客コ
ンセプト・利用動機」までをパワー
ポイントを使ってのプレゼンテーシ
ョン。他のグループにコメントを求
める。
個別課題はパワーポイントデータで
提出し、講師がフィードバックする
。

8 グループによるプレゼンテーション
の実施（業種・業態～顧客コンセプ
ト、利用動機）（2）

グループによるプレゼンテーションの実
施（業種・業態～顧客コンセプト、利用
動機）

4第 回 時間
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グループ課題「業種・業態～顧客コ
ンセプト・利用動機」までをパワー
ポイントを使ってのプレゼンテーシ
ョン。他のグループにコメントを求
める。
個別課題はパワーポイントデータで
提出し、講師がフィードバックする
。
グループ課題「商品コンセプトにつ
いての基本的な考え方」のプレゼン
テーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。

9 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「サービスコンセプト」
～

グループ・個人課題「サービスコンセプ
ト」を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「商品コンセプトにつ
いての基本的な考え方」のプレゼン
テーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「サービスコンセプトについての基
本的な考え方」の解説。
グループワークで「サービスコンセ
プトについての基本的な考え方」を
まとめる。
課題「サービスコンセプトについて
の基本的な考え方」について個人で
まとめる。

10 飲食店プロデュース実践　コンセプ
トの立案～「店舗コンセプト」～

グループ・個人課題「店舗コンセプト」
を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「サービスコンセプト
についての基本的な考え方」のプレ
ゼンテーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「店舗コンセプトについての基本的
な考え方」の解説。
グループワークで「店舗コンセプト
についての基本的な考え方」をまと
める。
課題「店舗コンセプトについての基
本的な考え方」について個人でまと
める。

11 飲食店プロデュース実践　～「立地
と出店の為の商圏調査」～

グループ・個人課題「提案店舗の場所・
物件」を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「店舗コンセプトにつ
いての基本的な考え方」のプレゼン
テーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「立地と出店の為の商圏調査につい
ての基本的な考え方」の解説。
グループワークで「提案店舗の場所
・物件」をまとめる。
課題「提案店舗の場所・物件」につ
いて個人でまとめる。

12 飲食店プロデュース実践　～「商品
コンセプトに沿った品揃えと価格設
定」～

グループ・個人課題「メニュー設計によ
るコンセプトに沿った品揃えと価格設
定」を明確にしておく。

4第 回 時間

グループ課題「提案店舗の場所・物
件」のプレゼンテーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「メニュー設計～コンセプトに沿っ
た品揃えと価格設定」の解説。
グループワークで「メニュー設計～
コンセプトに沿った品揃えと価格設
定」をまとめる。
課題「メニュー設計～コンセプトに
沿った品揃えと価格設定」について
個人でまとめる。

13 飲食店プロデュース実践　事業計画
書の作成演習「事業計画書を仕上げ
る」

グループ・個人課題「収入計画」を明確
にする。

4第 回 時間
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グループ課題「メニュー設計～コン
セプトに沿った品揃えと価格設定」
までをパワーポイントを使ってのプ
レゼンテーション。他のグループに
コメントを求める。個別課題はパワ
ーポイントデータで提出し、講師が
フィードバックする。
グループ課題「商品コンセプトにつ
いての基本的な考え方」のプレゼン
テーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「収入計画についての基本的な考え
方」の解説。
グループワークで「収入計画につい
ての基本的な考え方」をまとめる。
課題「収入計画についての基本的な
考え方」について個人でまとめる。

14 飲食店プロデュース実践　グループ
による事業計画書のプレゼンテー
ション

個人課題を仕上げる 4第 回 時間

グループ課題「メニュー設計～コン
セプトに沿った品揃えと価格設定」
までをパワーポイントを使ってのプ
レゼンテーション。他のグループに
コメントを求める。個別課題はパワ
ーポイントデータで提出し、講師が
フィードバックする。
グループ課題「商品コンセプトにつ
いての基本的な考え方」のプレゼン
テーション。
個別課題は提出し、講師がフィード
バックする。
「収入計画についての基本的な考え
方」の解説。
グループワークで「収入計画につい
ての基本的な考え方」をまとめる。
課題「収入計画についての基本的な
考え方」について個人でまとめる。
自浄計画書を指定期日までに仕上げ
て提出する。提出方法はデータまた
は紙ベースとする。
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授業科目名 旅行業法関連法規

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2･3年 2

松田充史・松野麻里子

講義

該当する

長年旅行会社にて着型観光および地域イベントの企画・立案・商品造成および運営を担当。また自治
体プロモーションなどをおこなってきた。（第1・14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

2007年「観光立国推進基本法」が施行され、観光の重要性がより増しているのは言うまでもない。この授業では①旅行業及び関
連産業の根幹である「旅行業法」の基本的知識を得る、②「旅行業法」で規定されている旅行者と旅行業者の契約の根拠となる
「旅行業約款」の基本知識を得る、③「旅行業法」「旅行業約款」を体系的に学び、観光における唯一の国家試験である旅行業
務取扱管理者資格を取得することを目標としている。9月上旬に実施される「旅行業務取扱管理者試験」を受験する学生が履修
し、合わせて「旅行業務取扱管理者演習」も履修することが望ましい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

「旅行業法」それに付随する「施
行規則」「細則」の理解

旅行業の根幹となる法律を、「国
(行政)」と「旅行業者」のかかわ
りを通して理解し、活用できる

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

「旅行業法」で規定されている旅
行者と旅行業者の契約の根拠とな
る「旅行業約款」の理解

契約の根拠となる「約款」を理解
し、活用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

実際の現場に立った時に役に立つ
知識や賢い消費者になることがで
きる

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

理解した知識から問題を解き、自
分の長所・短所を発見し認識する
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：JTB総合研究所)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。
（出席回数が授業回数の3分の2に満たない場合成績処理を行わない）
試験（旅行業務取扱管理者資格模擬試験）をおこなう。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習

60

授業で行う演習を独自のルーブリックに基づいて60点満
点で評価します。

：

％

2572
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2574
60 ％

定期試験

40

旅行業務取扱管理者資格の必要知識を40点満点で評価し
ます。合格相当の知識があれば40点とします。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

旅行業法及びこれに基づ
く命令

旅行業実務シリーズ１ JTB総合研究所・・ 年・2023

旅行業約款、　運送・宿
泊約款

旅行業実務シリーズ２ JTB総合研究所・・ 年・2023

参考文献等

必ず使用教科書を購入すること。

・『旅行業実務六法』　著者名：観光庁観光産業課監修、 出版社：東京法令出版

・『国内旅行業務取扱管理者試験対策・科目別速習問題集』JTB総合研究所

履修上の注意・備考・メッセージ

・国家試験「旅行業務取扱管理者試験」を必ず受験すること。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
・旅行業務取扱管理者資格試験の科目は広範囲におよび、本授業の学習だけでは不足である。授業外においても自主的かつ積極
的に
   予習・復習を行うこと
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

・対面での講義を補足するためにGoogle Classroomを活用する可能性もあり。

・教育研究支援センター＊「旅行業務取扱管理者試験（国内）対策講座」も併せて受講することが望ましい。
①5/11（木）5限　②5/18（木）5限　③5/25（木）5限　④6/1（木） 5限　⑤6/8（木） 5限　⑥6/15（木）5限　⑦6/22（木）
5限　⑧6/29（木）5限　⑨7/6（木）5限　⑩7/13（木）5限　※模擬試験実施　⑪⑫8/31（木）3-4限　⑬⑭9/1（金）3-4限
（予定）

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3時限（13:10～14:50）

場所： 西館4階：松田研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えますが、メールでも対応します。
アドレス：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書いてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、「旅行業法」
「旅行業約款」の全体像

振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

今後の授業の進め方について、「旅
行業法」及び「旅行業約款」とは何
か、本科目の概略を理解する。

2 旅行業法① 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

旅行業法の「目的と手段」及び定義
を理解し、登録制度(営業保証金)、
登録の拒否事例等について学ぶ。

3 旅行業法② 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

旅行業の区分、旅行業務取扱管理者
、旅行業務取扱料金、旅行業法約款
、標識等について学ぶ。

4 旅行業法③ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

取引条件説明、契約書面の交付等に
ついて学ぶ。

5 旅行業法④ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

受託契約、旅程管理、旅行業協会（
弁済業務保証金）とその業務等につ
いて学ぶ。

6 旅行業法⑤ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読

4第 回 時間
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旅行業の禁止行為・罰則規定、旅行
サービス手配業等について学ぶ。

7 旅行業約款① 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

標準旅行業約款：募集型企画旅行契
約）用語の定義、特約、旅行契約等
について学ぶ。

8 旅行業約款② 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

標準旅行業約款：募集型企画旅行契
約）契約成立、契約内容の変更、契
約解除等について学ぶ。

9 旅行業約款③ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

標準旅行業約款：募集型企画旅行契
約）旅行業者の責任（損害賠償）、
旅程保証等について学ぶ。

10 旅行業約款④ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

標準旅行業約款：募集型企画旅行契
約）旅行業者の責任（特別補償）等
について学ぶ。

11 旅行業約款⑤ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

標準旅行業約款：受注型企画旅行契
約）「募集型」との相違点、特則等
について学ぶ。

12 旅行業約款⑥ 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等)

4第 回 時間

標準旅行業約款：手配旅行契約）企
画旅行との相違点等について学ぶ。
標準旅行業約款：旅行相談契約）旅
行契約との相違点等について学ぶ。

13 運送・宿泊約款① 振り返りシートの作成。次回に該当する
条文の通読等

4第 回 時間

JR、国内航空、フェリー、バス、宿
泊の約款について学ぶ。

14 運送・宿泊約款②　総まとめ(総合
演習)

振り返りシートの作成。今までの授業内
容の復習と振り返りシートを確認してお
く。

4第 回 時間

JR、国内航空、フェリー、バス、宿
泊の約款について学ぶ。
課題を用い「旅行業法」「旅行業約
款」の理解度の確認を行う。

2574
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授業科目名 スポーツツーリズム論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3・4年 2単位

青野桃子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、スポーツツーリズムを多面的に考察します。
日本は成長戦略として観光立国を目指しています。また地域社会の維持の一策として、スポーツによる交流人口や関係人口の増
加の必要性も指摘されています。スポーツは「みる」（スポーツ観戦など）、「する」（スポーツ実施、スポーツイベント参加
など）、「支える」（スポーツボランティアなど）、いずれの側面でも、ツーリズムとの親和性が高くなっています。
この授業を通して、今後の日本の産業発展について考察できる力を身につけることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツをツーリズムの観点で理
解し、実際の現象を考察できる。

スポーツツーリズムの基本的な考
え方を踏まえて、関連ビジネスが
どのように行われているか説明で
きる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

スポーツツーリズムの知識を活用
し都市・地域に対する貢献策を企
画できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

①ミニレポート②グループワーク・発表③期末レポートで評価します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ミニレポート

40

毎回の授業終了時に振り返りレポートを提出してもらい
ます。

：

％

グループワーク・発表

40

第10-13回はチーム制をとり、学生の共同学習をおこない
ます。内容、貢献度、積極性などの観点から、チーム・
個人評価をおこないます。

：

％

2574
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2603
40 ％

期末レポート

20

授業内容の理解度を評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本スポーツツーリズム推進機構編『スポーツツーリズム・ハンドブック』学芸出版社、2015年
ジェームス・ハイアム、トム・ヒンチ著、伊藤央二、山口志郎訳『スポーツツーリズム入門』晃洋書房、2020年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。その回の授業の内容を丁寧に復習し、次
回の授業に向けて各自で調べミニレポート執筆に生かしてください。また、後半は授業外学習課題に取り組むためにチーム制を
取り共同学習をおこないます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 西館4階　研究室

備考・注意事項： 授業前後の時間にも質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス・スポーツツーリズムと
は

授業内で紹介した言葉について、わから
ないものは自分で調べる。

4第 回 時間

・講師紹介をおこなう。
・今後の授業の進め方を確認し、ス
ポーツツーリズムのイメージを共有
する。

2 スポーツ×ツーリズムの背景と変遷 スポーツとツーリズムの共通点について
考え、調べる。

4第 回 時間

・スポーツの３つの側面「する」「
みる」「支える」を確認する。
・日本の観光立国戦略について解説
する。

3 スポーツを「みる」ツーリズム①：
メガイベント

興味のあるスポーツイベントの具体的な
ツアーを調べる。

4第 回 時間

・メガイベント（オリンピック、ワ
ールドカップ）の観戦ツアーについ
て解説する。

4 スポーツを「みる」ツーリズム②：
プロスポーツチーム

興味のあるプロスポーツチームのツーリ
ズム戦略を調べる。

4第 回 時間

・プロスポーツチームのスポーツツ
ーリズム戦略を解説する。

5 スポーツを「する」ツーリズム①：
シーズンスポーツ

出身地や身近な地域でおこなわれている
スポーツの様子を調べる。

4第 回 時間

・スキー、スノボなどのシーズンス
ポーツ、合宿の誘致などの事例を解
説する。

6 スポーツを「する」ツーリズム②：
スポーツイベント

大規模大会と地域の関係に注目して調べ
る。

4第 回 時間

・マラソン、サイクリング、トライ
アスロンなどの大会がツーリズムと
結びつく様子を解説する。

7 スポーツを「支える」ツーリズム
①：スポーツボランティア

ボランティアの募集状況と条件について
調べる。

4第 回 時間

・マラソン大会などのボランティア
の役割、意義について考える。

8 スポーツを「支える」ツーリズム
②：キャンプ・遠征

興味のあるスポーツの移動、遠征にかか
わる産業を調べる。

4第 回 時間

・キャンプ、遠征、移動に関する産
業について学ぶ。

9 プレゼンテーションに向けて①：企
画会議

チームで分担、進め方を検討する（企画
会議）

4第 回 時間

・第11-13回におこなうプレゼンテ
ーションに向けて、興味関心に合わ
せてチーム分けをおこなう。
・今後の進め方について、各チーム
で企画会議をおこなう。

10 プレゼンテーションに向けて②：調
査・資料作成

チームで進捗を確認し、発表資料作成を
すすめる（発表準備）

4第 回 時間
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・プレゼンテーションのための調査
、準備、発表資料の制作をおこなう
。

11 スポーツイベントをツーリズムから
考える①経済的効果

チームでの作業・復習（発表準備） 4第 回 時間

・スポーツツーリズムの経済的効果
に注目したプレゼンテーションとデ
ィスカッションをおこなう。

12 スポーツイベントをツーリズムから
考える②社会的効果

チームでの作業・復習（発表準備） 4第 回 時間

・スポーツツーリズムの社会的効果
に注目したプレゼンテーションとデ
ィスカッションをおこなう。

13 スポーツイベントをツーリズムから
考える③都市戦略・地方戦略

チームでの作業・復習（発表準備） 4第 回 時間

・スポーツツーリズムの都市戦略・
地方戦略に注目したプレゼンテーシ
ョンとディスカッションをおこなう
。

14 プレゼンテーションのまとめと振り
返り

チームでの作業・復習 4第 回 時間

・各チームのプレゼンテーションに
対するフィードバック、講評、総合
ディスカッションをおこなう。
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授業科目名 専門インターンシップ

222

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期2・3年 2

島雅則・東出加奈子・苗村淑子・大島博文・鳥羽賢二・辛川敬・青野桃子

講義・演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、大学における専門科目の学修と社会での経験とを結びつけることで、大学における学修を深化させ新たな学習意欲
を喚起すること、また、自己の職業適性や将来設計について考える機会を得て主体的な職業選択の意識を育むことを目的として
います。事前学習では、実習先企業･団体の概要調査や業界研究、実社会で求められる基本的マナーの研修などを行うととも
に、実習期間の達成目標を明確にするために｢インターンシップ･ポートフォリオ｣を作成します。就業体験先では、それぞれの
プログラムに従って、実働5～10日間の実習に取り組みます。事後学習では、実習を振り返り履修生同士での意見交換を行うと
ともに、各自が研修結果をまとめ、成果と自己成長の視覚化と言語化のために合同報告会でプレゼンテーションを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門分野に関連した企業の研究と
事前学習

受け入れ企業の事業分野と業務に
関する知識、必要とされるスキル
について十分に理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門分野に関連した企業での実習
と事後学習

受け入れ企業での業務実践を通じ
て、必要な知識・技能を習得しな
がら自らの課題を明らかにでき
る。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

業務を遂行しながら、業務特性と
自己の能力・行動を分析し課題を
整理できる。

2．DP７.実践の完遂 目標を具体的に設定し、その取り
組みの成果を言語化し、自己成長
を明確化できる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

自らの意思や役割、業務成果など
を分かりやすく伝えることができ
る。

4．DP９.他者との協調・協働 グループや組織内で、自身の役割
を理解して、その役割を遂行し、
組織目的達成に向けてメンバーと
協働することができる。

5．DP10.忠恕の心 実習の現場やグループでの課題へ
の取り組みにおいて、常に誠実さ
と思いやりを絶やさず、周りから
信用され、頼りにされる人になる
ことを目指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします
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2611・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなします。特に、特別な理由が無い限
り、実習中及び報告会の欠席は厳禁とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

インターシップ・ポートフォリオ

30

事前･事後学修への取組み度。受入先での就業体験目的の
把握レベル、及び受入先やその関連業界の事前調査の内
容。就業体験内容の整理と習得した知識・技能並びに自
らの課題の明確化、自己目標の達成度。

：

％

受入企業・団体による評価

50

受け入れ企業での就業態度や業務の理解と遂行、その際
の自己の役割認識や協同・連携の度合い。

：

％

合同発表会でのプレゼンテーション

20

自身の学修内容と課題をインターンシップでの実習内容
を結び付けた形で、分かりやすく伝えているかどうか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等は特に指定しないが、受け入れ先企業・団体の概要・業界知識などが掲載された専門誌や書籍、有価証券報告書等。
インターネット検索による受け入れ企業や関連業界内容の整理、就職関連ウェブサイト。

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められます。
２．履修上限単位には含まれません。
３．実習参加にあたっては、学業成績（主にGPA）とアドバイザー教員の推薦を参考に、学内選考を通過する必要があります。
場合によっては、受入先企業等の面接等が実施されることもあります。
４．事後学修集中講義は夏季休暇中や土曜日にも実施されます。あらかじめ日程を確認し、必ず出席してください。
５．マナー研修やインターンシップ報告会、及びそのリハーサルはスーツ着用です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 担当によって異なる（初回授業で案内）

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーにおいて質問・相談などを受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 インターンシップの意義（ガイダン
ス授業）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣の
フォーマットに従い、｢自己目標｣の初回
入力をする。

4第 回 時間

インターンシップの現状とそのメリ
ットについて学びます。自身のイン
ターンシップに参加する目的につい
て考えてもらい、目標の大枠決定の
サポートをします。実習先企業に提
出するプロフィールシート、並びに
インターンシップ・ポートフォリオ
のフォーマットを提示し、その作成
方法を説明します。

2 事前学修（１）業界･実習先企業の
研究

名刺を作成し、その扱い方のマナー研修
に備える。

4第 回 時間

実習先企業の強み・弱みや企業を取
り巻く環境について調べ、企業研究
シートにまとめ理解を深めます。併
せて、名刺作成アプリについて説明
し、作成準備をします。

3 事前学修（２）プロフィールシート
の作成

プロフィールシートを仕上げ、アドバイ
ザーに提出し添削を受ける。

4第 回 時間

自己PRや実習の志望動機の書き方や
基本マナーを学び、実習先に提出す
るプロフィールシートを作成します
。

4 事前学修（３）マナー研修（社会人
マナーの意義と実践）

学んだマナーについて振り返るととも
に、日常的に実践を繰り返す。

4第 回 時間

- 385 -



2611
社会人としての基本的マナーとその
意義を考え、実践する際の心構えや
ポイントについて学びます。（スー
ツ着用）
※この授業は学外講師のスケジュー
ルにより日程が変更されることがあ
ります。

5 事前学修（４）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成①（意
義の確認と目標の明確化）

作成中の｢インターンシップ･ポートフォ
リオ｣の内容を再点検し、次回の授業に備
える。

4第 回 時間

インターンシップ・ポートフォリオ
作成の意義と作成要領を詳説します
。第1回授業外課題で作成した｢自己
目標｣の素案を、担当教員の指導を
受け、各自の実習先企業が求める内
容に沿った形で具体化します。

6 事前学修（５）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成②（仮
説に基づく試案の作成）

実習前｢インターンシップ･ポートフォリ
オ｣を最終確認の上、期限内に提出する。

4第 回 時間

実習結果について仮説を立て、担当
教員の指導の下、具体的な成果と自
己成長の記載を試みます。実習前後
のマナーやお礼メールの基本を学ん
だ後、持参提出物の確認を含めて実
習直前チェックを実施します。

7 就業体験（実習）：前半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、前半の実地研修。

8 就業体験（実習）：後半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。お礼状
は、担当教員の下書きチェックを受け、
就業体験終了後速やかに送付する。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、後半の実地研修。（合計で原則
70時間）

9 事後学修（１）就業体験の共有 第9回と10回は同日に実施するため、第10
回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

各自の就業体験について、学生同士
で共有しディスカッションを通じて
相互検討を行います。実習後の｢イ
ンターンシップ・ポートフォリオ｣
の完成とプレゼン資料の作成要領の
説明を受けた後、自身の就業体験を
整理し、報告と発表のための骨子を
まとめる。

10 事後学修（２）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成③（仕
上げ）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
完成させる。

4第 回 時間

担当教員の指導とアドバイスを受け
ながら、就業体験を踏まえた｢イン
ターンシップ・ポートフォリオ｣の
作成を進める。

11 事後学修（３）プレゼン資料の作成 第11回と12回は同日に実施するため、第
12回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

担当教員のアドバイスを受けながら
、最終報告会用のスライドを作成す
る。

12 事後学修（４）プレゼン資料のリ
ハーサル

指摘された点を修正するとともに、合同
報告会に向けての準備をする。（時間を
計って発表練習を複数回行うこと。また
適宜スライドを修正すること）

4第 回 時間

プレゼン資料の初案を仕上げた後、
リハーサルを行い、学生相互並びに
教員も入れてアドバイスを出し合い
ます。

13 事後学修（５）授業の振り返り ｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
最終チェックし修正を加えた上で、期限
内に提出する。（成績評価対象）

4第 回 時間

本授業全体の振り返りを行います。
インターンシップの経験を今後のキ
ャリア形成にどう活かすのかについ
てグループでまとめ、その結果をク
ラス全体で共有します。

- 386 -



14 合同報告会 インターンシップ全体の振り返りを行
い、就職活動における自己アピールのポ
イントの一つとして整理する。合同発表
会での優秀選抜者は担当教員によるアド
バイスを受け、資料と発表のブラッシュ
アップを進める。

4第 回 時間

発表者によるプレゼンテーションを
行います。他の学生の発表を視聴し
、自らの経験と関連させ学びを深め
ます。学長、学部長にくわえ、実習
受入先のご担当者のご出席も予定し
ていますので、スーツ着用厳守のこ
と。全プレゼンテーションの中から
優秀発表を選抜します。選ばれた発
表者は次年度のインターンシップの
プロモーションのために、キャリア
関係授業の場で体験報告を行っても
らう予定です。（優秀選抜チームに
は景品贈呈を予定）

2611
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授業科目名 ビジネス実践入門

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

山崎哲弘

講義・演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義は大きく理論と実践から構成する。前半はビジネスで求められる論理的思考について学習する。後半は見学や調査などか
らビジネスの現場について学ぶ。具体的な学びは以下の通りである。
１．経営というビジネスやマネジメントの世界では何が求められ、今何が問題となっているのかを考える。
２．多様な体験学習を通じて、企業経営と経営学の学びへの関心と動機づけを図る。
３．企業が経営資源（ヒト、モノ、カネ等）を活用して、生産・販売活動を行ない、顧客のニーズにどのように対応しているか
の事例から「経営とは」を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営の基本的な知識を身につける 経営のプロセスやマーケティング
プロセスにおけるフレームワーク
分析を理解する

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

経営に積極的な取り組みが実践で
きる

学外連携学修

有り(連携先：アサヒビール・ナフコ・資生堂を予定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習・レポート

75

提出された課題・レポートを授業の内容理解度で評価す
る

：

％

見学、調査への取り組み

10

見学のレポートと調査の発表で評価する：

％

期末レポート

15

「何を学んだかわかるものになっているか」「学びの振
り返りができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2611
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2625特に指定しない

参考文献等

適宜、授業の中で紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階研究室

備考・注意事項： 月曜日１限をオフィースアワーとしているが、授業前後の質問も歓迎す
る。その他の連絡の取り方としてEメールで対応する。（yamasaki-
t@osaka-seikei.ac.jp）Eメール件名としては「ビジネス実践入門について
（氏名、学籍番号、グループNO）」とすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション 身近なビジネスを課題で確認 4第 回 時間
授業の進め方の解説
ビジネス実践入門とは何を学ぶか。
身近なビジネス・よく売れている製
品やサービスを調べます。
自身の知っている企業はどのくらい
あるか？を考えます。

2 ロジカルシンキングとは 配布された参考資料等の復習と予習。講
義で学んだ以外のフレームワーク（ベン
図やTOCなど）を調べる。

4第 回 時間

ロジカルシンキングにおける「帰納
法」「演繹法」の考え方を解説しま
す。
またMICEやロジックツリー、IPOと
いったロジカルシンキングのフレー
ムワークを学びます。

3 ロジカルシンキングの活用 配布された参考資料等の復習と予習。ま
た身近な問題・課題についてロジカルシ
ンキングの活用法を考える。

4第 回 時間

第2回で学んだフレームワークを活
用し、ケーススタディを行います。

4 ラテラルシンキングとは 配布された参考資料等の復習と予習。講
義で学んだ以外のフレームワーク（ブレ
インストーミングやミメーシス・ミミッ
ク等）を調べる。

4第 回 時間

ラテラルシンキングにおける「類推
思考」「仮説思考」の考え方を解説
します。
またブレーンストーミングやSCAMPE
R、シネクテクス法といったラテラ
ルシンキングのフレームワークを学
びます。

5 ラテラルシンキングの活用 配布された参考資料等の復習と予習。ま
た身近な問題・課題についてラテラルシ
ンキングの活用法を考える。

4第 回 時間

第4回で学んだフレームワークを活
用し、ケーススタディを行います。

6 クリティカルシンキングとは 配布された参考資料等の復習と予習。講
義で学んだ以外のフレームワーク
（フィットギャップ分析や認知バイアス
等）を調べる。

4第 回 時間

クリティカルシンキングにおける「
弁証法」「背理法」の考え方を解説
します。
またヒストグラムやフィットギャッ
プ分析、PAC思考といったクリティ
カルシンキングのフレームワークを
学びます。

7 クリティカルシンキングの活用 配布された参考資料等の復習と予習。ま
た身近な問題・課題についてクリティカ
ルシンキングの活用法を考える。

4第 回 時間

第6回で学んだフレームワークを活
用し、ケーススタディを行います。

8 起業家の思いと苦労を学ぶ 関心を持った企業について調べレポート
にまとめる。

4第 回 時間
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大阪起業家ミュージアムを見学する
。
大阪に所縁のある起業家の活動とそ
の足跡を学ぶ。
【学外授業】

9 企業の取り組みの学ぶ 事例企業の調査からの気づきをレポート
にまとめる。

4第 回 時間

ケーススタディを行うにあたり、事
例企業の事業やサービス等を調べて
纏めます。

10 ５フォース分析を行う 個人ワーク・グループワークでの解答が
事実であるかどうか、別の視点がないか
どうかレポートにまとめる。

4第 回 時間

事例企業について、マーケティング
プロセスに沿って、５フォース分析
を行う。
またグループワークにて、各人の分
析をもとに、グループとしての最適
解を検討する。

11 SWOT分析を行う 個人ワーク・グループワークでの解答が
事実であるかどうか、別の視点がないか
どうかレポートにまとめる。

4第 回 時間

事例企業について、マーケティング
プロセスに沿って、ＳＷＯＴ分析を
行う。
またグループワークにて、各人の分
析をもとに、グループとしての最適
解を検討する。

12 ＳＴＰ分析を行う 個人ワーク・グループワークでの解答が
事実であるかどうか、別の視点がないか
どうかレポートにまとめる。

4第 回 時間

事例企業について、マーケティング
プロセスに沿って、ＳＴＰ分析を行
う。
またグループワークにて、各人の分
析をもとに、グループとしての最適
解を検討する。

13 クロスSWOT分析を行う 個人ワーク・グループワークでの解答が
事実であるかどうか、別の視点がないか
どうかレポートにまとめる。

4第 回 時間

事例企業について、マーケティング
プロセスに沿って、クロスＳＷＯＴ
分析を行う。
またグループワークにて、各人の分
析をもとに、グループとしての最適
解を検討する。

14 企画書をまとめる 最終レポートのための全体的な復習と学
習

4第 回 時間

事例企業について行ってきたい、各
分析をもとに、課題解決のための企
画・提案書を作成する。
またグループワークにて、各人の企
画書をもとに、グループとしての企
画書をまとめる。

4第 回 時間

2625

- 390 -



授業科目名 スポーツビジネス研究調査

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

鳥羽賢二・坂中勇亮・青野桃子・丸朋子

演習

該当する

坂中：体育協会の職員として、地域スポーツ行政に従事（全14回）
鳥羽：民間企業でスポーツによる社会貢献事業、中央競技団体でスポーツ振興を担当（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスにはいろいろな仕事がある。するスポーツ分野、みるスポーツ分野、ささえるスポーツ分野から学ぶだけでな
く、製造業・サービス業・情報通信業等どんなスポーツ産業があるのか、開発・営業・経理等どんな職種があるのか、いろいろ
な角度からスポーツの仕事の種類と内容についてグループに分かれて、フィールドワークや現場の調査分析によって考えてい
く。他グループの発表内容への質疑応答で、情報理解力と質問力もつける。また、スポーツビジネスの知見を広げるために、現
場で活動されている方を講師として招く。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツビジネス業界に関する知
識

業界経験者の講義やビジネス調査
の情報共有から、スポーツビジネ
ス業界の特徴的な動向を理解でき
る

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネス業界の分析・考
察力

集めた情報を元に、調査対象ビジ
ネスに関する調査分析と報告資料
を作成することができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

調査した内容から、業界の課題を
理解し発表できる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

個人調査・グループ調査におい
て、課題を設定して主体的に調査
を遂行する

3．DP７.実践の完遂 自分の担当分野について、指定の
形式にそった資料を完成させるこ
とができる

4．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他グループの発表への意見・質問
を通じて研究テーマについての議
論と相互理解ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2625
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2628

注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

グループ調査の評価

30

グループ調査の発表会において、発表内容をルーブリッ
クに基づいて評価します（調査及びスライド作成におけ
る貢献度も評価）

：

％

個人調査の評価

30

2回実施する個人調査の報告書について、ルーブリックに
基づいて評価します。

：

％

授業参加態度

20

グループワークや発表に対するコメントや質問など、授
業全体へ積極関与する姿勢を評します。

：

％

期末試験（レポート）

20

ルーブリックに基づいて評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員によって異なる

場所： それぞれの研究室

備考・注意事項： 各教員に都度確認を取ること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 全体ガイダンスと個人調査①の検討 個人調査①の報告書を作成して提出する 4第 回 時間
ガイダンスを通じて、授業目的、授
業計画、課題内容等について理解す
る。グループ調査の調査対象となる
プロリーグ及びプロチームについて
、個人で調べて報告書を作成する（
個人調査①）。

2 調査方法と調査手順の検討 授業での学びについて、振り返りシート
に記述する。

4第 回 時間

調査概要（方法、手順、結果のまと
め方など）について理解する。個人
調査①に基づきながら、グループ調
査のリサーチクエスチョンを検討す
る。

3 発表資料の作成とプレゼン技法 授業での学びについて、振り返りシート
に記述する。

4第 回 時間

前年度の優秀発表に基づきながら、
調査結果のまとめ方、発表資料の作
成手順、プレゼンの技法について理
解する。

4 外部講師講演（１）スポーツショッ
プ

外部講師による講義を聴講した内容を振
り返りシートに記述する

4第 回 時間

スポーツビジネスを理解するために
、スポーツビジネス界で活躍される
外部講師（スポーツショップスタッ
フ）を招き、現場での業務に関する
話を聴き、質疑応答を通してスポー
ツビジネスに関する知見を広げる。

5 外部講師講演（２）フィットネスク
ラブ

外部講師による講義を聴講した内容を振
り返りシートに記述する

4第 回 時間
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スポーツビジネスを理解するために
、スポーツビジネス界で活躍される
外部講師（フィットネスクラブ）を
招き、現場での業務に関する話を聴
き、質疑応答を通してスポーツビジ
ネスに関する知見を広げる。

6 事後学習と個人調査②の検討 個人調査②の報告書を作成して提出する 4第 回 時間
第4回と第5回の講義内容を振り返り
スポーツビジネスについて理解を深
めた上で、個人調査②（スポーツシ
ョップ・フィットネスクラブ）の調
査内容を検討する。

7 外部講師講演（３）プロチーム 外部講師による講義を聴講した内容を振
り返りシートに記述する

4第 回 時間

スポーツビジネスを理解するために
、スポーツビジネス界で活躍される
外部講師（プロチームスタッフ）を
招き、現場での業務に関する話を聴
き、質疑応答を通してスポーツビジ
ネスに関する知見を広げる。

8 事後学習とグループ調査の計画 グループ調査の計画書を作成して提出す
る

4第 回 時間

第7回の講義内容を振り返りプロス
ポーツについて理解を深めた上で、
グループ調査（プロリーグ調査）の
調査計画を検討する。

9 グループ調査のまとめ＆発表資料の
作成

各グループで発表資料（パワーポイン
ト）を完成させる

4第 回 時間

グループで実施した調査の結果をま
とめ、発表資料を作成する。

10 グループ発表　A1～A４班 各グループで発表準備（パワーポイント
作成・発表練習）を進める

4第 回 時間

プロスポーツリーグ（Jリーグ、Bリ
ーグ、Vリーグ）の調査結果につい
て、グルーブごとに発表し合い、優
劣を決める。質疑応答を行うことで
、相互理解と議論する力の育成を図
る。

11 グループ発表　B１～B４班 各グループで発表資料（パワーポイン
ト）を完成させる

4第 回 時間

プロスポーツリーグ（Jリーグ、Bリ
ーグ、Vリーグ）の調査結果につい
て、グルーブごとに発表し合い、優
劣を決める。質疑応答を行うことで
、相互理解と議論する力の育成を図
る。

12 グループ発表　C１～C４班 各グループで発表準備（パワーポイント
作成・発表練習）を進める

4第 回 時間

プロスポーツリーグ（Jリーグ、Bリ
ーグ、Vリーグ）の調査結果につい
て、グルーブごとに発表し合い、優
劣を決める。質疑応答を行うことで
、相互理解と議論する力の育成を図
る。

13 グループ発表の事後学習 授業での学びについて、振り返りシート
に記述する。

4第 回 時間

優秀グループの発表を聴講した後、
各グループで発表内容を振り返り改
善点について検討する。グループメ
ンバー間での相互評価を実施して調
査・発表における貢献度を確認する
。

14 スポーツビジネスの理解、まとめ 授業での学びについて、振り返りシート
に記述する。

4第 回 時間

調査および外部講師による講演を通
じたスポーツビジネスに関する学び
について再確認する。本科目の振り
返りを行うと同時に、活動のまとめ
を行う。
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授業科目名 スポーツビジネス体験

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期（集中）1・2年 2

植田真司・村田正夫・菅文彦・小島大輔・丸朋子

講義（集中講義）

該当する

村田：柔道運営業務に従事（全14回）
植田：イベント企画、集客、マーケティング業務に従事（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、スポーツビジネスでもとめられる理論と実践をスポーツビジネス現場の体験を通じて習得する。
プロバスケットボール（大阪エヴェッサ）やラグビー（花園近鉄ライナーズ）などの大会運営現場、Jリーグクラブ（セレッソ
大阪）の社会連携活動イベントの体験実習を行う。
実際の大会・イベント運営の基礎的な知識や施設管理について習得を図る。具体的には、事前準備、会場のセッティング、チラ
シの配布、座席への案内、ショップでの販売などを体験する。

※受講生は各コースに分かれて実習や講義を受ける。詳細は履修ガイダンス時に説明を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

バスケットボール、サッカー等に
関する大会運営のボランティアを
行う。

大会運営を通じて、スタッフ、選
手、観客などさまざまな視点か
ら、スポーツビジネスに関す実践
的な知識を習得する。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

バスケットボール、サッカー等の
大会における役割と競技について
の基礎的能力及び専門に関する知
識と理解。

2．DP７.実践の完遂 実習や課題で果たすべきタスクを
計画的に実行して完遂する。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

チームのメンバーと協働し、良好
な意思疎通を行いながら実習や課
題を行う。

4．DP９.他者との協調・協働 チームとしての取り組みとして、
自らの役割を理解し、メンバーと
連携し、目標を達成する。

学外連携学修

有り(連携先：ヒューマンスポーツエンタテイメント株式会社（大阪エヴェッサ）、セレッソ大阪、花園近鉄ライナーズ)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2628
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2631注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

40

授業内の活動に対する、主体性、積極性に関して5段階で
評価する。

：

％

課題レポート（中間及び期末）

40

課題ごとにレポートを提出する。
現状の問題点が分析されているか、具体的な提案がされ
ているかを評価する。

：

％

プレゼンテーション

20

学びの内容及び改善点をプレゼンテーションする。
内容だけでなく、プレゼンテーンションの巧拙も評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員によって異なる

場所： 各研究室

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーを参照

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション Bリーグ、Ｊリーグ等についての調査 4第 回 時間
授業の説明、スポーツイベントの紹
介を行う。
※以下の授業計画は大阪エヴェッサ
の試合運営実習の内容を記載する。
※受講生は各コースに分かれて実習
や講義を受ける。そのため他コース
（Jリーグ、ラグビー等）の授業計
画は下記とは一部異なる。詳細は履
修ガイダンス時に説明を行う。

2 試合の見学 大阪エヴェッサ、セレッソ大阪について
事前調査

4第 回 時間

大阪エヴェッサ、セレッソ大阪の試
合を見学し、スタッフの目線で、観
客の動きなどを観察する。

3 プロチームについての講義 大阪エヴェッサ、セレッソ大阪について
事後調査

4第 回 時間

大阪エヴェッサ、セレッソ大阪の戦
略を考え方などを学ぶ。

4 学外体験実習１日目準備（大会運営
ボランティア）

スポーツマーケティングについて学習す
る

4第 回 時間

大会の準備を体験する。
【主な内容】
◆試合当日の設営・封入作業
◆ファンクラブブースでの対応
◆メディアへのスタッツ配布
◆メディアへのスタッツ配布

5 学外体験実習１日目大会中（大会運
営ボランティア）

スポーツマーケティングについて学習す
る

4第 回 時間

大会中のスタッフの仕事を体験する
。
【主な内容】
◆試合競技中のモッパー
◆再入場口・会場入り口でのお客様
誘導/対応
◆座席案内
◆来場者アンケートの促進
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6 学外体験実習２日目準備（大会運営
ボランティア）

スポーツマーケティングについて学習す
る

4第 回 時間

大会の準備を体験する。
【主な内容】
◆試合当日の設営・封入作業
◆ファンクラブブースでの対応
◆メディアへのスタッツ配布
◆メディアへのスタッツ配布

7 学外体験実習２日目大会中（大会運
営ボランティア）

スポーツマーケティングについて学習す
る

4第 回 時間

大会中のスタッフの仕事を体験する
。
【主な内容】
◆試合競技中のモッパー
◆再入場口・会場入り口でのお客様
誘導/対応
◆座席案内
◆来場者アンケートの促進

8 グループワーク 課題レポートの作成 4第 回 時間
２日間の前半の大会体験を通じて、
課題の発見及び対策などをグループ
ワークする。

9 学外体験実習３日目準備（大会運営
ボランティア）

集客イベントについて学習する 4第 回 時間

大会の準備を体験する。
【主な内容】
◆試合当日の設営・封入作業
◆ファンクラブブースでの対応
◆メディアへのスタッツ配布
◆メディアへのスタッツ配布

10 学外体験実習３日目大会中（大会運
営ボランティア）

集客イベントについて学習する 4第 回 時間

大会中のスタッフの仕事を体験する
。
【主な内容】
◆試合競技中のモッパー
◆再入場口・会場入り口でのお客様
誘導/対応
◆座席案内
◆来場者アンケートの促進

11 学外体験実習４日目準備（大会運営
ボランティア）

集客イベントについて学習する 4第 回 時間

大会の準備を体験する。
【主な内容】
◆試合当日の設営・封入作業
◆ファンクラブブースでの対応
◆メディアへのスタッツ配布
◆メディアへのスタッツ配布

12 学外体験実習４日目大会中（大会運
営ボランティア）

集客イベントについて学習する 4第 回 時間

大会中のスタッフの仕事を体験する
。
【主な内容】
◆試合競技中のモッパー
◆再入場口・会場入り口でのお客様
誘導/対応
◆座席案内
◆来場者アンケートの促進

13 グループワーク 発表資料作成 4第 回 時間
グループ毎に、気づいたこと（課題
発見）、提案（対策）をディスカッ
ションする。

14 発表会 期末レポート作成 4第 回 時間
グループ毎に、気づいたこと（課題
発見）、提案（対策）、学んだこと
、活かしたいこと。
パワーポイントを使って発表する。

2631
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授業科目名 海外スポーツビジネス調査

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期（集中）2～4年 2

岡田功・古川拓也・丸朋子

講義・演習

該当する

岡田：新聞記者として長年、スポーツビジネスの現場を取材。延べ３回留学し、スポーツビジネスを
研究した（全14回）
丸：スポーツメディア分野で長い経験がある（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

米国ボストンで先進的なビジネスモデルを展開するメジャーリーグ「ボストン・レッドソックス」の経営戦略を現地で学ぶとと
もに、スタジアムを核にした街づくりについてもフィールドワーク調査を通して学ぶ。9月上旬に実施予定。
①プロクラブの関係者による講義、スタジアムツアー、試合観戦
②スポーツメーカー本社訪問
③ハーバード・ビジネス・スクール教授による特別講義
④ボストンにおけるインキュベーション施設の見学
⑤甲子園球場のスタジアム調査
などを行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツマネジメントの幅広い基
礎知識を習得

メジャーリーグの先進的なスポー
ツビジネス、マネジメントと日本
のプロ野球とを比較し、違いを理
解できる

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

フィールワーク調査の設定と実行 海外での環境に適応しながら、自
身でテーマを設定し、フィールド
ワーク調査を実行し、日米のス
ポーツビジネスの違いを探る

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

米国の先進的なスポーツビジネス
モデルを学び、日本のスポーツビ
ジネスにおける課題を見つけ、解
決策を提案する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること

2631
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2632
原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

現地調査・視察の学習意欲

50

現地で積極的に学習に取り組み、語学の習得にも意欲的
に取り組んでいるかを評価

：

％

期末レポート

40

事前学習、事後学習において自ら課題をみつけて調査、
研究をまとめて作成する期末レポートを評価

：

％

現地特別講義の受講態度

10

外国人講師による講義をどこまで理解できているか、積
極的に質問しているか等の受講態度を評価

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められます。
２．実習参加にあたっては、アドバイザー教員の推薦を得るとともに、学内選考（書類・面接）を通過する必要があります。
３．研修は冬季休暇中や土・日曜日にも実施されます。あらかじめ日程を確認し、必ず出席してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 岡田研究室

備考・注意事項： 受講に関する質問や海外事情など必要な情報の入手はいつでも研究室へ。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 メジャーリーグのビジネス 値じゃ―リーグクラブの収入構造につい
て、事前に調べて理解する。英語初級会
話の自主学習

4第 回 時間

メジャーリーグはどのような収入源
から収入を得、どのようにお金を使
っているのかなど、基本的な収入・
支出構造について学ぶ。

2 レッドソックスのビジネス レッドソックスの独特な経営について、
事前に調べて理解する。または自転車産
業の動向について理解を深める。英語初
級会話の自主学習

4第 回 時間

他のスポーツクラブ（レーシングチ
ームや英プレミアリーグクラブなど
）の運営や、テレビ局の経営、他競
技のスポンサー獲得など、多角的で
戦略的なレッドソックスの経営につ
いて学ぶ。

3 プロ野球の経営 プロ野球のビジネスについて、本やネッ
トで調べる。台湾におけるスポーツツー
リズムについて本やネットで調べる。英
語初級会話の自主学習

4第 回 時間

日本のプロ野球とメジャーリーグの
ビジネスの違いについて学ぶ。1995
年時点ではメジャーリーグに匹敵す
る経済規模だった日本のプロ野球の
ビジネスだが、今や10倍近い開きが
ある。その差はなぜ生まれたのか、
、プロ野球界はビジネス拡大のため
にどのような努力を行おうとしてい
るのか、について学ぶ。

4 事前調査（甲子園球場の視察） 甲子園球場のマネジメントについて事前
に調べる

4第 回 時間

阪神甲子園球場を現地視察するとと
もに、阪神タイガースの試合を観戦
。日本のプロ野球の球場、ビジネス
の仕組みについて現地調査を行う。

5 事前研修（特別講義） レッドソックス元幹部による特別講義の
内容の振り返り

4第 回 時間
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レッドソックスの元幹部から、レッ
ドソックスの経営やスポンサー戦略
などについて、特別講義を受講する
。

6 現地研修① フェンウェイパークの視察資料のまとめ
と整理

4第 回 時間

レッドソックスの本拠地フェンウェ
イパークの視察。球場内を案内して
てもらいながら、観客席、スイート
ルーム、グッズ販売の状況やスタジ
アムの歴史などを実地調査し研究す
る。事前に行った甲子園球場と比較
してみる。

7 現地研修② レッドソックスの試合観戦を通した調査
資料のまとめと整理

4第 回 時間

レッドソックスの試合観戦。攻守が
交代するイニング間の短い時間をど
のように集客やファンを楽しませる
ために利用しているのか、集客の工
夫、試合観戦とIT（情報通信）技術
の融合などを体験しながら学ぶ。

8 現地研修③（特別講義） ブランド戦略、スポーツ政策の講義内容
の振り返り

4第 回 時間

50年以上前から米国で初めてスポー
ツビジネスの講義を、ハーバード・
ビジネス・スクールで始めた、世界
的に著名なStephen Greyser教授に
よるブランド戦略の特別講義を受講
する。

9 現地研修④ ニューバランス社に関する調査資料のま
とめと整理

4第 回 時間

世界的なスポーツメーカー「ニュー
バランス」本社を訪問し、同社が推
進するスタジアムを核にした街づく
りの現場をフィールドワーク調査す
る。

10 現地研修⑤ スポーツショップの現地調査資料をまと
める

4第 回 時間

ボストン市内のスポーツショップを
現地調査する。

11 現地研修⑥ Cambridge Innovation Centerに関する調
査資料のまとめと整理

4第 回 時間

世界的なインキュベーション施設で
あるCambridge Innovation Center
を訪問し、起業の取り組みの現場を
見学する。

12 事後研修、調査報告書の作成 事前調査と現地調査のレポート資料の整
理

4第 回 時間

事前調査と現地調査の資料を基に、
受講生各自で報告書・レポートの作
成を行う。

13 調査報告書の提出 事前調査と現地調査の報告書・レポート
の見直し作業

4第 回 時間

事前調査と現地調査の資料を基に作
成した報告書・レポートを完成させ
、提出する。

14 発表会 発表用資料づくり 4第 回 時間
受講生一人一人がフィールドワーク
で体験したことを発表。また、調査
計画をもとに米国と日本のスポーツ
ビジネスの比較も発表する。

2632
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授業科目名 トップスポーツビジネス論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

岡田功・久保田剛

講義

該当する

岡田：新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材した（12回分）
久保田：パナソニックスポーツ株式会社社長。Jリーグ大宮の元取締役の経験もあり、スポーツマー
ケティングの現場に詳しい（2回分）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

米メジャーリーグの経営をベースに、他のプロスポーツリーグや社会人リーグとの比較を通しながら、トップスポーツのビジネ
スの仕組みと運営方法を学びます。毎回の授業で取り上げるトピックについて各自調べ、授業内で順次発表してもらいます。ま
た、一部の授業ではトップスポーツの現場で働く人をゲストスピーカーに招き、講義していただきます。
本科目は基本的に講義形式で行いますが、Google Classroomや毎回の授業へのコメントシートを活用し、受講生の考えや疑問を
共有・検討するアクティブラーニングを取り入れます。一部の授業はオンライン形式で行う場合もあります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

プロスポーツビジネスの専門的知
識を習得するとともに、研究課題
の調査・分析を行います

専門的知識と職業理解を背景に、
プロスポーツクラブの課題解決に
向けての提案を行えるようにする

2．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

プロスポーツクラブ・リーグの運
営

プロスポーツクラブ・リーグの収
入構造を深く知り、効果的な運営
には何が必要かを理解する

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

豊かな発想力によって、未知の課
題にも創造的に取り組み、研究課
題の計画を立案する力を身に付け
る

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研究発表の評価 専門性としてテーマや内容の妥当性、オリジナリティー
、データ・先行研究の参照▼実践力として論理的構成、
資料の活用、プレゼン技術、発表時間、質疑応答の内容
▼忠恕として適切なコメント内容を評価する

：

2632
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2633

30

▼忠恕として適切なコメント内容を評価する

％

期末試験

50

年間を通じてスポーツビジネスの講義内容を理解できて
いること。

：

％

授業への参加度

20

授業中に行うディスカッションへの参加度を独自の評価
指標に基づいて評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

メジャーリーグ　なぜ
「儲かる」

岡田功 集英社新書・・ 年・2010

参考文献等

必要に応じ、授業内で指示します

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜3限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、スポーツリーグとその
経営構造

スポーツリーグについて、下調べをして
おく

4第 回 時間

初めに講義概要について説明する。
その後、成績次第で昇降格のある「
欧州型」と、チームが固定された「
アメリカ型」に大別されるスポーツ
リーグそれぞれの特徴や強み、弱み
などの理解を深める。さらにリーグ
によってそのビジネス構造に違いが
あることを学ぶ

2 チケット販売 チケット販売に関するニュースにアンテ
ナを張り、授業での発表の準備をする。
また、授業で取り上げるトピックに関連
して、他チーム、他リーグのデータを調
べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのチケット販売戦略、チケットの
再販制度と、自身が調べた他球団、
他リーグ、または他のプロスポーツ
競技のチケット販売戦略とを比較・
分析、発表後、ディスカッションす
る。

3 ホスピタリティ スイートルーム販売に関するニュースに
アンテナを張り、授業での発表の準備を
する。また、授業で取り上げるトピック
に関連して、他チーム、他リーグのデー
タを調べ、メジャリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのスイートルーム販売戦略と、自
身が調べた他球団、他リーグ、また
は他のプロスポーツ競技の同戦略と
を比較・分析、発表後、ディスカッ
ションする。

4 スポンサーシップと命名権 スポンサーシップに関するニュースにア
ンテナを張り、授業での発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

- 401 -



2633
教科書で取り上げた米メジャーリー
グのスポンサーシップ戦略と命名権
戦略を、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
のスポンサーシップ戦略とを比較・
分析、発表後、ディスカッションす
る。

5 飲食物販売 スタジアム内での飲食物販売に関する
ニュースにアンテナを張り、授業での発
表の準備をする。また、授業で取り上げ
るトピックに関連して、他チーム、他
リーグのデータを調べ、メジャリーグの
戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの球場内における飲食物販売と、
自身が調べた他球団、他リーグ、ま
たは他のプロスポーツ競技の飲食物
販売とを比較・分析、発表後、ディ
スカッションする。

6 グッズ販売 グッズ販売に関するニュースにアンテナ
を張り、授業での発表の準備をする。ま
た、授業で取り上げるトピックに関連し
て、他チーム、他リーグのデータを調
べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのロゴ入りグッズの販売戦略と、
自身が調べた他球団、他リーグ、ま
たは他のプロスポーツ競技のグッズ
販売戦略とを比較・分析、発表後、
ディスカッションする。

7 放映権 放映権に関するニュースにアンテナを張
り、授業での発表の準備をする。また、
授業で取り上げるトピックに関連して、
他チーム、他リーグのデータを調べ、メ
ジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの放映権販売と、自身が調べた他
球団、他リーグ、または他のプロス
ポーツ競技の放映権販売とを比較・
分析、発表後、ディスカッションす
る。

8 選手年俸（FA制度、サラリーキャッ
プ）

選手年俸とフリーエージェント制度に関
するニュースにアンテナを張り、授業で
の発表の準備をする。また、授業で取り
上げるトピックに関連して、他チーム、
他リーグのデータを調べ、メジャリーグ
の戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの選手年俸とフリーエージェント
制度と、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
における同様の制度・選手年俸とを
比較・分析、発表後、ディスカッシ
ョンする。

9 Jリーグの経営 Jリーグのビジネスについて、あらかじめ
調べておく

4第 回 時間

Jリーグ経営に携わった経験のある
講師が、実体験を交えながらJリー
グクラブ運営の現場について講義す
る。

10 社会人リーグの運営 社会人リーグについて、あらかじめ調べ
ておく

4第 回 時間

社会人リーグの運営に携わる講師が
、社会人トップリーグ運営の現場に
ついて講義する。

11 ネット事業 プロクラブのネット事業に関するニュー
スにアンテナを張り、授業での発表の準
備をする。また、授業で取り上げるト
ピックに関連して、他チーム、他リーグ
のデータを調べ、メジャーリーグの戦略
と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのネット事業と、自身が調べた他
球団、他リーグ、または他のプロス
ポーツ競技のネット事業とを比較・
分析、発表後、ディスカッションす
る。
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12 海外事業 プロクラブの海外事業に関するニュース
にアンテナを張り、授業での発表の準備
をする。また、授業で取り上げるトピッ
クに関連して、他チーム、他リーグの
データを調べ、メジャーリーグの戦略と
比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げたワールド・ベー
スボール・クラシック（ＷＢＣ）を
含めた米メジャーリーグの海外事業
戦略と、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
の海外事業戦略とを比較・分析、発
表後、ディスカッションする。

13 スター選手の獲得と商業化 プロクラブによる外国人スター選手の獲
得による商業化の実例を探す

4第 回 時間

教科書で取り上げたMLB球団による
日本人スター選手獲得後の商業化の
実例と、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
の海外事業戦略とを比較・分析、発
表後、ディスカッションする。

14 スタジアム建設 新スタジアム建設に関するニュースにア
ンテナを張り、授業での発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャーリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの相次ぐ新球場建設の実態と、自
身が調べた他球団、他リーグ、また
は他のプロスポーツ競技の同種のト
ピックとを比較・分析、発表後、デ
ィスカッションする。
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授業科目名 スポーツ流通論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツ流通論では、
①スポーツ品の生産から、どのようにユーザーの手に渡っているのかという構造を学び、②地球規模での生産・販売・消費の中
の様々な社会問題・企業課題についても考察し、③日々の社会・国際問題にも注目することで、流通を取り巻く様々な課題にも
目を向ける。
スポーツ流通論の対象は、スポーツ商品にとどまらず、スポーツのサービスも含めて学ぶ。流通・サービスは社会や科学の発展
とともに日々変化している。知識習得のみにとどまらず、時代の進歩を認識して考察できる力を育成することが本科目の目的で
ある。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツ流通の具体的事例を自身
で考える課題を実施。

流通の業務を実践できるように、
流通の問題に自身で取り組むこと
ができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

現実社会で日々発生しているス
ポーツ流通課題に対し、自己の見
解を持ち、企画立案を形成するこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

期末レポートもしくは試験での成績を4割、それ以外の授業中での小レポートや発表内容を6割で評価を行う。
小レポートについては講義内容に応じて不定期で行う。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内容からの小テスト・課題レポート

60

授業の内容やゲストスピーカーの講義を理解し、個人の
考えを記述できること

：

％

期末レポートもしくは試験

40

スポーツ流通論の授業の内容から自ら問題意識を持ちテ
ーマを選んで個人での分析と結論が述べられること

：

％

使用教科書

2633
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2634使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テーマによって参考文献の紹介をすることがある。

履修上の注意・備考・メッセージ

こちらの科目の履修前に、学部共通の「流通論」を単位取得し内容を理解しておくこと。
専門科目の応用内容となるため、グループでの自主的学びや発表なども含まれる。
現場で実際に働いておられるゲストスピーカーからの講義もいただき、その内容からのレポートやグループワークにより、自ら
課題を探求する授業とする。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室（西館３階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～スポーツ商品流通の概
要

スポーツ流通における生産から消費まで
の概要を復習する。

4第 回 時間

商品の生産を出発点として、どのよ
うに自分の手にスポーツ品が到達す
るのかという「流通」の基礎と概観
を把握する。

2 スポーツ品の流通戦略（商品製造・
販売戦略）

スポーツ品の流通戦略の特色を復習す
る。

4第 回 時間

スポーツ品独自の流通戦略の特色を
学ぶ。
商品製造は現状アジア圏に集中して
おり、消費は欧米等先進国に広がっ
ている。
メーカー・ブランド各社の流通実態
を理解する。

3 スポーツ品固有のマーケティングと
プロモーション

製品やスポーツブランドの価値向上に
マーケティングとプロモーションが重要
な事例を考える。

4第 回 時間

スポーツ品であるが故のマーケティ
ングの特色がある。
スポーツ品の流通と「マーケティン
グ」「プロモーション」は切り離せ
ない。
固有の活動やその背景を理解する。

4 販売チャネルとその特性 消費者としてどのようなチャネルにニー
ズがあるかを復習で考えてみる

4第 回 時間

スポーツの流通の最終消費者への接
点にはいくつかのチャネルがある。
それぞれのチャネルの違いを把握す
る。歴史的経緯と現状の姿を理解す
る。

5 専門店チャネルの現場を学ぶ ゲストスピーカーからの学びをまとめ
る。

4第 回 時間

専門店の方をゲストスピーカーにお
呼びして、その内容を学ぶ。
そのチャネルが、消費者にとってど
のように位置づけられているのか、
今後の課題についても考えてもらう
。

6 量販店チャネルの現場を学ぶ 量販店の特色を理解し、今後の課題につ
いても検討する。

4第 回 時間

量販店の販売についてゲストスピー
カーをお呼びして、その内容を学ぶ
。
日本市場での成長の経緯を学び、現
在直面する問題を考える。

7 スポーツ品販売の全体像 チャネルの多様性を理解し、それぞれの
特徴を理解して準備をする。

4第 回 時間
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いくつかの典型的なチャネルの現場
から学んだことから、日本における
スポーツ品流通の将来像を考える。
消費者にとって、多様な流通チャネ
ルの存在意義は大きい。今後ECの拡
大に対し既存チャネルがどのように
取り組むかなどの課題も考える。
将来にわたりチャネルとして存在意
義を維持し、成長するための方策を
議論する。

8 グローバルロジスティックス スポーツ品の特性からどのように生産・
流通が行われているかを学び、そこから
派生した問題の事例を見る。

4第 回 時間

グローバル商品調達を実施している
企業も多い。
どのようにグローバル視点で商品調
達をして、グローバルに供給をして
いくのかを学ぶ。
また、社会的に議論がされてきてい
る、持続可能な調達についても理解
する。

9 スポーツイベントでの商品流通 スポーツイベントでの物販の現実を理解
する。

4第 回 時間

スポーツイベントで物販は大変重要
である。
イベント物販において、商品がどの
ように企画・調達・販売されている
実態を学ぶ。

10 スポーツイベントの流通を考える スポーツイベントでの物販の具体例を調
査する。

4第 回 時間

前週の講義を受けて、イベントでの
販売について、グループで考えてみ
る。
近年ではプロチームの物販に加え、
地方創生イベントなどでも物販は重
要になっている。
イベントでの販売の重要性について
、議論・レポート提出を行う。

11 スポーツサービス業の流通を学ぶ スポーツのサービスは商品から形を変え
て拡大する潜在市場のため、商品市場が
どのように代替されるかを考える。

4第 回 時間

スポーツサービスに係るゲストスピ
ーカーをお呼びして、その内容を学
ぶ。
どのようにして日本市場で拡大をし
てきたのかを理解する。

12 スポーツサービス産業の市場を考え
る

前回の講義からサービスの発展可能性に
ついてグループで議論する。

4第 回 時間

スポーツはサービスも市場として非
常に重要である。サービスの市場も
規模は大きい。
スポーツのサービスに関しての流通
をとらえて、どのような市場がなぜ
発展しているのかを理解する。

13 スポーツサービスのグローバル展開 スポーツサービスのグローバル展開の一
般化が図れるかを考察する。

4第 回 時間

スポーツのソフトウエアをグローバ
ル展開させるようなビジネスが拡大
している。
ゲストスピーカーをお呼びして、そ
のような取り組みの話を聞き、将来
的な新たなビジネス拡大になりうる
かを考える。

14 スポーツサービスのグローバル展
開、課題と発表

グローバル展開の将来可能性について考
える

4第 回 時間

スポーツサービスをグローバル展開
することに関し、日本にその可能性
があるかをグループワークで検討し
、発表を実施する。
期末課題を提示して、最終レポート
を提出してもらう。

2634
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授業科目名 スポーツファイナンス応用

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

菅文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツファイナンス応用では、入門で基礎を習得しているという前提で、①現実社会で発生しているスポーツ産業での資金調
達・投資・ビジネス活動のそれぞれの内容を見ながら、②スポーツ産業で現在進行している問題や課題を理解しする。さらに、
③スポーツの現場で発生しているケースを各自あるいはグループワークで問題を深く考えてもらう。
課題として考察検討してもらった内容は、発表と討論の場を設け、社会にでても活用できるレベルの高いコミュニケーション力
を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

多様なスポーツビジネスでのファ
イナンスの実践への応用。

ケーススタディーによる課題解
決。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

ファイナンス面から組織事業体の
課題を解決する方策を立案する能
力を養う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

課題提出は期限までに提出したもののみを評価対象とし、遅れた場合はゼロとする。授業内の小テスト・小レ
ポートについては内容に応じて随時実施する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での課題提出

60

講義内容に関係した具体的問題から、ポイントを把握し
てその解決が導けること。講義の内容をベースとして、
個人の考えを適切に記述できていること。

：

％

期末レポート

40

最終課題テーマで、課題を理解して適切に文書化できる
こと。

：

％

使用教科書

特に指定しない

2634

- 407 -



2651特に指定しない

参考文献等

講義によって分野を深めたい学生には参考文献の紹介をする。
深めたいテーマに関しては、各自読了すること。

履修上の注意・備考・メッセージ

スポーツファイナンス応用は、「スポーツファイナンス入門」の習得を前提として、内容を一層深めるための講義となる。「入
門」で修得した延長での内容となっている。
履修にあたっては簿記・会計などが履修済みであれば内容理解の助けとなり好ましい。
授業中は必ずノートをとり、記述した内容を見直しながらクラスルームの資料を使って復習し、一層理解を深めてもらいたい。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を講義のスライドを見ながら復習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室（西館３階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス＋スポーツファイナンス
応用の領域

最近のトピックからスポーツファイナン
スの領域を考える。

4第 回 時間

スポーツファイナンス応用の領域と
学修の意義をガイダンスで紹介する
。
スポーツで話題となった事象を取り
上げ、スポーツビジネスと「ファイ
ナンス」の重要性を理解する。

2 スポーツ組織でのファイナンス思考
での課題解決

課題解決での数量的問題把握と、課題解
決ツールとしての活用を学ぶ

4第 回 時間

ファイナンスにおける数字による定
量分析の意義を理解する。
スポーツビジネスにおける課題解決
においてファイナンス思考での問題
解決を行うことの実例から重要性を
学ぶ。

3 スポーツビジネスのファイナンスア
プローチ

スポーツビジネスを銀行から見るとどの
ようになるかを課題を通じて復習する

4第 回 時間

「資金供給側からのスポーツビジネ
ス」についての講義から、スポーツ
ビジネスについて受講者で考える。
翌週のグループ討議に向けて、課題
に取り組む。

4 グループワーク（スポーツビジネス
のファイナンスアプローチ）

スポーツビジネスで多面的にファイナン
ス的アプローチを行う。

4第 回 時間

スポーツビジネスの形態について学
び、スポーツビジネスでの資金の動
きを理解する。
前回の授業を受けて課題についてグ
ループワークで理解を深める。

5 スポーツのグローバルブランドと企
業財務

講義内容を参考に、ブランドの価値につ
いてそれぞれ考える

4第 回 時間

スポーツブランドの財務内容を実際
に分析する。財務諸表を理解し、成
長の要素や業績改善方法についても
学ぶ。
グローバルブランドの財務諸表の入
手方法を伝えるので、実際に入手し
てその内容を分析する。
各ブランドの企業内容から、その企
業特性も考察する。

6 プロリーグの選手契約に関わるファ
イナンス

プロ契約の具体的なやり方を学び、興味
あるエリアのプロ選手の報酬実態も調べ
てみる。

4第 回 時間

スポーツファイナンスの領域の中で
プロ・アスリートに支払われる報酬
についての内容は一般的に年俸金額
などでの話題に終始する。
プロ選手のチームとの契約に際して
は、エージェントを使うことが一般
的になっており、その具体的内容を
エージェントを行っている企業より
説明を受け、質疑応答を通じて理解
を深める。

7 スポーツ施設ファイナンス 次週のグループワークの準備として出さ
れた課題を完了する。

4第 回 時間
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スポーツ施設に関わるファイナンス
では、建築計画・運営収支など投資
金額が莫大なために、一般的な企業
の事業運営以上の事前の分析が重要
である。
実践的にどのように行われているか
を学び、コストセンターからプロフ
ィットセンターへの施設の改革の現
実を理解する。

8 スポーツ施設ファイナンス（グルー
プワーク）

スポーツ施設の投資計画・運営計画など
の現実性を振り返る。

4第 回 時間

現代のスポーツ施設に求められる要
素の理解の上に、グループワークで
その内容を深める討議を実施しても
らう。各グループで、モデルケース
を設定して、収益計画を立てて、発
表を行う。

9 スタジアム建設運営 次週の講義に向けての予備知識を復習す
る。

4第 回 時間

スタジアムの成り立ちを学修する。
スタジアム建設運営をファイナンス
の観点から理解し、レポートを作成
する。

10 スタジアム建設運営の実践 施設への投資と運営の収支を理解し、翌
週のグループワークに備える。

4第 回 時間

具体的なスタジアム建設における資
金調達と運営収支の事例分析を行う
。

11 スポーツ施設の建設運営のグループ
ワーク

スタジアムのファイナンスに関してのポ
イントを理解し、吹田以外のスタジアム
も考察してみる。

4第 回 時間

スポーツ施設の建設と運営に関して
のグループワークとレポート作成を
行う。結果をまとめて、報告もしく
は発表を行う予定である。

12 Bリーグ経営における経営分析実践
（ファイナンス分析）

政府の政策が自らの将来の仕事にどう影
響するかを考える

4第 回 時間

日本におけるスポーツ行政が今後ど
うなっていくかを、スポーツ庁の誕
生から存在意義を理解することで学
んでいく。
スポーツ行政で目標としていること
は何かを理解する。
スポーツイベントなどの経済波及効
果についてどのような計算をしてい
るのかも理解する。

13 Bリーグ経営における経営実践 次週に向けてのグループワークの課題を
考える

4第 回 時間

プロスポーツクラブの経営について
実際の経営者から話を聞き、チーム
経営の実態を学ぶ。
日本においてプロスポーツクラブ経
営は容易ではないが、成長へのチャ
レンジの具体的な内容を知る。

14 Bリーグ経営に関するグループワー
ク

グループワークからレポートもしくは発
表を実施予定

4第 回 時間

プロチーム運営の学びの中から、グ
ループ毎にテーマを決めて議論をし
、報告もしくは発表を実施する。
学期最後のレポート課題を提示する
。
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授業科目名 テーブルコーディネート実習Ⅰ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

土田彩華

実習

該当する

食空間コーディネート協会認定講師。大阪・東京にてコーディネーター養成講座を開催。企業研修、
デパート催事の講師も行う。大手インテリアメーカー、百貨店、商業施設のディスプレイも手掛け、
その他イベント企画やコンテストの開催も行っている。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

コーディネートに必要な基礎知識の器・装飾アイテムの知識、セッティング、色彩学、ライティングテクニックなどを学び、快
適な食空間演出方法を考えます。また海外の食文化と日本食文化の、行事・スタイル・マナーの違いも学び、それら行事に合わ
せたコーディネート実習を通し文化の違いの理解を深め、表現スキルを磨きます。食卓は、美しいテーブルを作ること以外に、
皆で楽しく食事をする場であること、そして常に相手がいることを心に留め、いかに心豊かな時を過ごせるかを、演習１と２を
通し考えていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食空間コーディネート企画・表現
力

理論とコーディネートに必要な組
み立て力をつける

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

カラーワークの作成、テーブル
コーディネートの基礎から応用ま
での実施

実技を通し、コーディネートに必
要な技術、スタイリングを身につ
ける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題、テーマを発見する力を
つける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

コンセプトある企画力、コーディ
ネートの組立て力をつける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

企画表現能力を付ける。グループ
課題ではコミュニケーション能
力、協調性、積極性をつける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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試験

50

食空間コーディネートに必要な知識と実習を理解できた
か評価する。

：

％

提出物

40

テーブルコーディネート企画実習に際し、所定のプリン
トでの企画力と内容分析力、情報収集力を評価する。

：

％

受講状況<積極的参加・マナー>

10

グループワークへ積極的に取り組もうとする主体性や、
自分の役割を理解し、協働しようとする態度があったか
を評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新フードコーディネー
ター3級試験対応テキスト

フードコーディネーター協
会編

柴田書店・・ 年・2022

参考文献等

NPO法人食空間コーディネート協会　：　TALK食空間コーディネートテキスト3級　株式会社優しい食卓
（公社）日本フードスペシャリスト協会　：　三訂フードコーディネート論　　株式会社建帛社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
毎回授業で学んだ内容のポイントを、プリントや教科書の指定されたページを読むことで復習し、「授業外学修課題」の実習企
画プリントを丁寧に仕上げること。
常にショップやインテリアショールーム、レストランなどでの演出方法のテクニックを観察し分析をする。また雑誌・広告・
ニュース情報にも注意を向けトレンド情報にも関心を持ち、コーディネートに反映させれるように分析をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 実習室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 フードビジネス論と食空間コーディ
ネート概論

教本P194～197,266～280を読み復習をす
る。「食空間コーディネーターの仕事に
ついて」レポート調べる

1第 回 時間

フード業界でのコーディネーターの
役割、仕事内容・範囲、業界の現状
とビジネスに求められる資質を考え
る。

食空間コーディネート論：「おいし
い」とは何か、おいしいを演出する
「食空間コーディネート」について
考える。
食空間の基本、8つの要素を通し理
解し、コーディネートの企画に必要
な「三間・３Ｋ・三風」の意味と重
要性を理解する。

2 食空間の構成～洋食・洋食器につい
て～　基本セッティング実習

配布プリントと教本P202～205，218～224
を読み食空間とコーディネート構成方法
について復習する。

1第 回 時間

グループ実習にて、洋食の基本セッ
ティングを作り、テーブルトップの
構成を理解する。
食空間構成の基本的な考え「三間・
3K・三風」でコーディネートコンセ
プトを考え、実習をした内容の企画
シートを作成する。

3 コーディネートアイテム～洋食器～ 配布プリントと教本「西洋料理の歴史」
P38～48、「食空間構成～洋食～」P226～
234を読み復習をしておく。

1第 回 時間
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ヨーロッパ・日本における「洋食と
器の歴史」を学ぶ。
洋食器の種類と扱い方、基本アイテ
ム、特徴を説明。実際に実物を見て
、触り、実感し、それぞれの素材や
種類、使う目的を理解する。

4 基本セッティングとテーブルコー
ディネート実習

教本空間構成P226～227を読み復習をして
おくこと。実習の企画組立てシートを丁
寧に仕上げること。（今後丁寧でない場
合は再提出となります。）

1第 回 時間

洋食のコース別セッティングとメニ
ュー構成に必要な皿・グラス・カト
ラリーのセッティングを実習し、図
面への落とし込みをすることで理解
する。
テーブルコーディネートの実習を通
しコーディネートの作り方を学ぶ。

5 コーディネートアイテム～フィギュ
ア・キャンドル・センターピース・
リネン類～

配布プリントと教本コーディネートアイ
テムP227～231を読み復習をしておくこ
と。教本「カラーコーディネート」
P224~225を読み予習をしておくこと。

1第 回 時間

テーブル装飾（フィギュア:キャン
ドル・センターピース・小物類）に
関して学ぶ。
テーブルリネンについて学ぶ。ナプ
キンワークの実習。
第１～５回の復習チェックシート（
ミニ復習テスト）の実施。

6 カラーコーディネートの基本 配布プリントの復習。配色テクニックの
課題を仕上げる。

1第 回 時間

カラーシステムを知る。色相やトー
ンを知り、配色テクニックを学ぶ。
食空間における色の心理的影響力に
ついて学ぶ。
カラー分析・配色テクニックの実習
を行う。

7 カーラーコーディネート　テーブル
コーディネート実習

実習の企画組立てシートを完成させる。 1第 回 時間

出されたテーマを、カラーシステム
を使い表現するテーブルコーディネ
ート実習を行う。

8 欧米の行事食と文化① 配布プリントの復習。第5～8回の復習。
次回行う実習の行事を詳しく調べ、コー
ディネートに使えるものを考える

1第 回 時間

欧米の行事と食文化について学ぶ。
海外の歳時記のメニュー構成・テー
ブルセッティングを考える。

9 テーブルマナーとサービス　～洋食
～

教本P242～247，P256を復習しておく。 1第 回 時間

第5～8の復習チェックシート（ミニ
復習テスト）の実施
西洋料理のサービス・マナー、席次
について学ぶ。

10 欧米の行事食と文化②　実習 実習でのコーディネートを、提出用指定
用紙に貼り、コンセプトを完成させる。

1第 回 時間

グループ実習にて、欧米の歳時記の
コーディネートを作る。実習で作っ
たコーディネートと行事やメニュー
に関して発表することで、欧米の行
事の理解を深める。
コーディネートの撮影も行う。

11 テーブルマナーとサービス　～プロ
トコール～

配布プリントと教本P259～264を読み予習
をすること

1第 回 時間

プロトコールの基本理念について学
ぶ。
アフタヌーンティーパーティーにつ
いて、紅茶文化と歴史について学ぶ
。

12  ホームパーティーコーディネート
実習

実習でのコーディネートを、提出用指定
用紙に貼り、コンセプトを完成させる。

1第 回 時間

ホームパーティー、家でのおもてな
しコーディネートについて学ぶ。
ホームパーティー・ティーパーティ
ーのテーブルコーディネートを作る
。発表と撮影を行う。

13 パーティーの歴史 P95～103を読み復習をする。 1第 回 時間
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パーティーの種類・スタイル・パー
ティープラニングついて学ぶ。酒・
ドリンク類について学ぶ。日本と西
洋とのパーティーに対しての考え方
の違いについて考える。

第９～13回の復習チェックシート（
ミニ復習テスト）の実施。

14 総復習 テストに向け総復習をする。 1第 回 時間
復習チェックシートの解説を行い、
第1回~13回までのポイントの説明。
食空間とテーブルコーディネートの
理解を深める。

2653
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授業科目名 テーブルコーディネート実習Ⅱ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 1

土田彩華

実習

該当する

食空間コーディネート協会認定講師。大阪・東京にてコーディネーター養成講座を開催。企業研修、
デパート催事の講師も行う。大手インテリアメーカー、百貨店、商業施設のディスプレイも手掛け、
その他イベント企画やコンテストの開催も行っている。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

食ビジネスコース指定

授業概要

コーディネートに必要な基礎知識の器・装飾アイテムの知識、セッティング、色彩学、ライティングテクニックなどを学び、快
適な食空間演出方法を考えます。また海外の食文化と日本食文化の、行事・スタイル・マナーの違いも学び、それら行事に合わ
せたコーディネート実習を通し文化の違いの理解を深め、表現スキルを磨きます。食卓は、美しいテーブルを作ること以外に、
皆で楽しく食事をする場であること、そして常に相手がいることを心に留め、いかに心豊かな時を過ごせるかを、演習１と２を
通し考えてゆきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

食空間コーディネート力 理論とコーディネートに必要な組
み立て力をつける

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

カラーワークの作成、テーブル
コーディネートの基礎から応用ま
での実施

実技を通し、コーディネートに必
要な技術、スタイリングを身につ
ける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題、テーマを発見する力を
つける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

コンセプトある企画力、コーディ
ネートの組立て力をつける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

企画表現能力を付ける。グループ
課題ではコミュニケーション能
力、協調性、積極性をつける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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定期試験

50

食空間コーディネートに必要な知識と技術を理解できた
か評価する。

：

％

提出物

40

テーブルコーディネートの企画に際し、所定のプリント
での企画力と内容分析力、情報収集力を評価する。

：

％

受講状況<積極的参加・マナー>

10

グループワークへ積極的に取り組もうとする主体性や、
自分の役割を理解し、協働しようとする態度があったか
を評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新フードコーディネー
ター3級試験対応テキスト

フードコーディネーター協
会編

柴田書店・・ 年・2022

参考文献等

NPO法人食空間コーディネート協会　：　TALK食空間コーディネートテキスト3級　株式会社優しい食卓
（公社）日本フードスペシャリスト協会　：　三訂フードコーディネート論　　株式会社建帛社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
毎回授業で学んだ内容のポイントを、プリントや教科書の指定されたページを読むことで復習し、「授業外学修課題」の実習企
画プリントを丁寧に仕上げること。
季節の節目ごとに行われる身の回りの日本の伝統文化・行事内容を調べ、海外での歳時記との違いを確認理解すること。
常にショップやインテリアショールーム、レストランなどでの演出方法のテクニックを観察し分析をする。また雑誌・広告・
ニュース情報にも注意を向けトレンド情報にも関心を持ち、コーディネートに反映させれるように分析をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 実習室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イメージ感性分類法 配布プリントでの8分類を復習し理解す
る。店舗・インテリア・食器・ファッ
ションなど食空間に関わることを、分類
別に分析し課題を作成する。丁寧に作成
すること。（丁寧でない場合は再提出と
する）

1第 回 時間

テーブルコーディネートに必要な内
容について説明。
カラーイメージスケールを通し、コ
ーディネートイメージを大きく８つ
に分類し、スタイル別イメージの言
語、カラー、テイストを理解する。
食とコーディネートのカラーバラン
スについて考える。

2 インテリア様式によるテイストとス
タイル、格付けについて

配布プリントを用いて復習を行う。実習
コーディネートを指定の用紙にまとめ
る。

1第 回 時間

西洋の食空間演出に必要な、欧米の
インテリア様式を学ぶ。

様式に対してのクラシックからモダ
ンスタイルまで、また格調を示すフ
ォーマルからカジュアルまでをまと
めたマトリックスでの、各スタイル
分布を理解する。

8分類の各に合わせた食器を選びコ
ーディネートをする。

3 デザインから考える盛付けと食器の
選び方

配布プリントを用いて復習を行う。雑誌
やネットで、現代的なの盛り付け方、
コーディネートを探しスタイル別にまと
める。

1第 回 時間

盛付けの意図を考え、お皿のセレク
ト方法を学ぶ。テーブルコーディネ
ートに必要なお皿の形、大きさ高さ
、色をセレクトし、器を使ったコン
セプトの表現方法を考える。
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4 和食器の基本①　アイテムについて 講義の内容を配布プリントを用いて復習

を行う。実習コーディネートを指定の用
紙にまとめる。

1第 回 時間

和食器の基本アイテムについて、真
行草について、季節感について学ぶ
。
グループ実習にて、和食の基本セッ
ティングを作り、テーブルトップの
構成を理解する。セッティングをも
とに、プラニングシートの作成を行
う。

5 和食器の基本②　歴史と種類 復習を配布プリントと教科書を用いて行
う。  特に歴史・基本アイテム、洋食器
との違いはまとめ理解しておくこと。教
本P234～239を読み予習をしておく。

1第 回 時間

和食器の歴史、種類と扱い方、特徴
を学び、洋食器の特徴との違いを考
える。
陶器・炻器・磁器の違いを理解する
。
その他、漆器、箸についても学ぶ。
和食の基本メニュ構成、「走り・旬
・なごり」季節の移ろいを楽しむ和
食文化を理解する。

6 日本の行事食と文化①　歳時記1月
～6月の文化と食について

教本P27～31を読み予習をする。 1第 回 時間

日本の歳時記、文化、しつらい、食
について学ぶ。

第1～5回の復習チェックシート（ミ
ニ復習テスト）の実施

7 日本の行事食と文化②　歳時記7~12
月の文化と食について

教本P15～26を読み予習をする。 1第 回 時間

日本の歳時記、文化、しつらい、食
について学ぶ。
日本料理の歴史、本膳料理・懐石料
理・会席料理の違いについて学ぶ。

8 日本の歳時記のコーディネート企
画・実習

実習内容を指定の企画コンセプト用紙に
纏める。

1第 回 時間

グループ実習にて、日本の歳時記の
テーブルコーディネートを作り、発
表と撮影を行う。

9 陰陽五行と日本文化について 配布プリントを読み復習をする。 1第 回 時間
身近にある陰陽五行の文化について
学ぶ。
日本酒について、酒の種類と器につ
いて学ぶ。
第6～9回の復習チェックシート（ミ
ニ復習テスト）の実施

10 クロスオーバーテーブルコーディ
ネート①　和・洋食器の特徴につい
て

実習内容を指定の企画コンセプト用紙に
纏める。和と洋の食器の違い・特徴を復
習する。

1第 回 時間

和食器と洋食器の違いを復習し理解
する。クロスオーバーのコーディネ
ートについて学ぶ。

和と洋の器を使い、コーディネート
をする。
グループ実習にて、各グループごと
にテーマを決め、コーディネート企
画を考え、テーブルコーディネート
を作る。発表と撮影を行う。

11 テーブルマナーとサービス　～和食
～

配布プリントと教本P248～251を読み復習
をする。

1第 回 時間

和食のサービスとマナーについて学
ぶ。和食と洋食の基本セッティング
（復習）も作り、西洋との違いを確
認する。

12 クロスオーバーテーブルコーディ
ネート②　和と洋のコーディネート
実習

実習内容を指定の企画コンセプト用紙に
纏める。

1第 回 時間

和と洋の器を使い、コーディネート
をする。
グループ実習にて、各グループごと
にテーマを決め、コーディネート企
画を考え、テーブルコーディネート
を作る。発表と撮影を行う。
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13 クロスオーバーテーブルコーディ
ネート③　発表と撮影

実習内容を指定の企画コンセプト用紙に
纏める。和と洋の食器の特徴を再復習
し、クロスオーバーコーディネートにつ
いてまとめる。

1第 回 時間

和と洋の器を使い、コーディネート
をする。
グループ実習にて、各グループごと
にテーマを決め、コーディネート企
画を考え、テーブルコーディネート
を作る。発表と撮影を行う。

14 総復習 配布プリント、チェックシート、教本を
用いテストに向け復習を行う

1第 回 時間

配布プリント、教本、復習チェック
シートを用い総復習を行う。

2665
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授業科目名 旅行業取扱管理者演習

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2単位

松田充史・松野麻里子

講義

該当する

長年旅行会社にて着型観光および地域イベントの企画・立案・商品造成および運営を担当。また自治
体プロモーションなどをおこなってきた。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、観光における唯一の国家試験である旅行業務取扱管理者資格の問題演習を通じて、旅行実務等について体系的に学
ぶ。JR・航空・バス・フェリー・宿泊で構成される5分野の運賃・料金の知識、国内観光資源（＝地理）といった旅行会社のみ
ならず、あらゆる観光関連事業者に必要とされる知識を体系的に学び、観光における唯一の国家試験である「旅行業務取扱管理
者資格」を習得することを目標としている。
9月上旬に実施される旅行業務取扱管理者試験を受験する学生が履修し、合わせて「旅行業法関連法規」も履修することが望ま
しい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

旅行実務への理解 旅行業務取扱責任者資格の知識を
得ることで、旅行実務の理解を深
める。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

理解した知識から問題を解き、自
分の長所・短所を発見し認識する
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。
（出席回数が授業回数の3分の2に満たない場合成績処理を行わない）
定期試験

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習

60

授業で行う演習を独自のルーブリックに基づいて60点満
点で評価します。

：

％

定期試験

40

国内旅行業務取扱管理者資格の必要知識を40点満点で評
価します。合格相当の知識があれば40点とします。

：

％

使用教科書

2665
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2701

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

国内運賃・料金旅行業実務シリーズ３ JTB総合研究所・・ 年・2023

国内観光資源旅行業実務シリーズ４ JTB総合研究所・・ 年・2023

参考文献等

 ・『ユーキャンの旅行業務取扱管理者　観光資源（国内・海外）ポケット問題集＆要点まとめ 』自由国民社
 ・『国内旅行業務取扱管理者試験対策：科目別速習問題集』JTB総合研究所

履修上の注意・備考・メッセージ

・必ず使用教科書を購入すること。
・国家試験「旅行業務取扱管理者試験」を必ず受験すること。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
・旅行業務取扱管理者資格試験の科目は広範囲におよび、本授業の学習だけでは不足である。授業外においても
   自主的かつ積極的に予習・復習を行うこと。
・「旅行業法関連法規論」も合わせて履修することが望ましい。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

・対面での講義を補足するためにGoogle Classroomを活用する可能性もあり。

・教育研究支援センター＊「旅行業務取扱管理者試験（国内）対策講座」も併せて受講することが望ましい。
①5/11（木）5限　②5/18（木）5限　③5/25（木）5限　④6/1（木） 5限　⑤6/8（木） 5限　⑥6/15（木）5限　⑦6/22（木）
5限　⑧6/29（木）5限　⑨7/6（木）5限　⑩7/13（木）5限　※模擬試験実施　⑪⑫8/31（木）3-4限　⑬⑭9/1（金）3-4限
（予定）

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3時限（13:10～14:50）

場所： 西館4階：松田研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
アドレス：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、「運賃・料
金」「観光資源（=地理)」の全体像

振り返りシートの作成。教科書の該当す
る箇所の通読等。

4第 回 時間

今後の授業の進め方について、「運
賃・料金（JR、航空、バス、フェリ
ー、宿泊）」及び
「観光資源(＝地理)」の概略を含め
、旅行業務取扱管理者試験について
理解する。

2 JR運賃・料金（１）JRの概要 振り返りシートの作成。教科書の該当す
る箇所の通読等。

4第 回 時間

JRの概要（運賃と料金の違い、年齢
区分等）及び運賃の基本等について
学ぶ。

3 JR運賃・料金（２）JR運賃 振り返りシートの作成。教科書の該当す
る箇所の通読等。

4第 回 時間

運賃の例外、割引（往復、学生、重
複）及び発売日、有効期間、途中下
車等について学ぶ。

4 JR運賃・料金（３）特急料金 振り返りシートの作成。教科書の該当す
る箇所の通読等。

4第 回 時間

特急料金の基本、新幹線7路線と運
行列車に関する知識等について学ぶ
。

5 JR運賃・料金（４）新幹線 振り返りシートの作成。教科書の該当す
る箇所の通読等。

4第 回 時間

特急料金：新幹線内乗継等について
学ぶ。

6 JR運賃・料金（５）乗継割引 振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間
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特急料金：乗継割引等について学ぶ
。

7 JR運賃・料金（６）グリーン料金等 振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

その他の料金（グリーン、寝台、個
室）、山形・秋田新幹線等について
学ぶ。

8 R運賃・料金（７）払戻・変更、団
体

振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

運賃・料金に関する払戻・変更、団
体の取り扱い等について学ぶ。

9 国内航空 振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

年齢区分、予約、購入期限、有効期
間、運賃概要、取消・払戻等につい
て学ぶ。

10 バス、フェリー、宿泊 振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

年齢区分、運賃・料金の詳細、購入
期限、有効期間、取消・払戻等につ
いて学ぶ。

11 国内観光資源（１）北海道、東北地
方

振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

それぞれの地域の観光地、特に世界
遺産に登録されているものを学習す
る。その他、祭り、名産品、文学作
品、民謡などその地域に関連して観
光資産になるものを中心に学習する
。
特に、半島、岬、湖の正しい位置を
把握する。

12 国内観光資源（２）東北、関東、中
部地方

振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

それぞれの地域の観光地、特に世界
遺産に登録されているものを学習す
る。その他、祭り、名産品、文学作
品、民謡などその地域に関連して観
光資産になるものを中心に学習する
。
特に、半島、岬、湖の正しい位置を
把握する。

13 国内観光資源（３）中部、近畿、中
国地方

振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

それぞれの地域の観光地、特に世界
遺産に登録されているものを学習す
る。その他、祭り、名産品、文学作
品、民謡などその地域に関連して観
光資産になるものを中心に学習する
。
特に、半島、岬、湖の正しい位置を
把握する。

14 国内観光資源（４）四国、九州、沖
縄地方

振り返りシートの作成。学習内容の復
習、例題の理解等。

4第 回 時間

それぞれの地域の観光地、特に世界
遺産に登録されているものを学習す
る。その他、祭り、名産品、文学作
品、民謡などその地域に関連して観
光資産になるものを中心に学習する
。
特に、半島、岬、湖の正しい位置を
把握する。

2701
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授業科目名 専門演習１【経営】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

児山俊行・千代原亮一・海野大・中井秀樹・笠岡恵理子・澤田彩・李美花・沼賢二

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習１では経営コースが目指す「マネジメント能力が発揮できる人材の育成」の基盤づくりに取り組みます。そのため前期
は後期とともに、現代のビジネスとマネジメントの基礎力を育てることを目指し、特に前期は理論的基礎の修得を中心に行いま
す。その際、理論とはいっても具体的な企業事例の分析・考察を通じ、授業内や課外での個人学習やグループ活動によって進め
ていきます。これは後期からの実践的演習の準備ともなります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

現代の様々な経営事象について基
本的知識を諸事例を調べて分析・
考察し発表・議論する。

自ら問題意識をもって、問題に対
して適切に調べまとめ、発表・議
論することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経営現象を観察して因果関係を理
解し、そこにある（発展・停滞
の）課題を見出す。

2．DP９.他者との協調・協働 ゼミメンバーと時に協力・協調
し、特に切磋琢磨し、目的を達成
するよう行動する。

学外連携学修

有り(連携先：池田市（海野ゼミ）、大阪モノレール（中井）)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

経営に係る基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケーススタディーについ
て、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。
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2703

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業での活動の評価

45

グローバルな視点やそれに基づく思考が深まっているい
るかどうか、授業での発表や議論、課題の提出などの成
果で評価する。

：

％

グループワーク活動

20

提示された課題解決へのグループ活動での自己の役割遂
行や解決提案の策定などの成果で評価する。

：

％

試験（レポート）

25

自らの演習を振り返りながら学びの修得度と自身のどこ
が成長したかについてふりかえるレポートを作成し評価
する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献は必要に応じて紹介・指示する予定。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員のオフィスアワー

場所： 担当教員の研究室（西館２・３階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：現代の経営事
象の特徴、研究倫理教育

１年次の経営学領域授業の復習 4第 回 時間

現代に顕著となってきている経営事
象の特徴についての概要講義を行い
、演習内容や進め方について全体的
説明を行なう。また、研究倫理教育
の実施。

2 現代のビジネス課題の現状 現在のビジネスのトピックスについて調
べる。

4第 回 時間

現代のビジネス課題についてグルー
プ活動を通じて調べ分析、考察する
。

3 現代のビジネス課題～会社の形態の
変化

企業形態の変遷について調べる。 4第 回 時間

会社の形態の変化についてグループ
活動を通じて調べ分析、考察する。

4 現代のビジネス課題～経営組織のあ
り方

経営組織の変遷について調べる。 4第 回 時間

経営組織のあり方についてグループ
活動を通じて調べ分析、考察する。

5 現代のビジネス課題～有効な経営戦
略

経営戦略のタイプについて調べる。 4第 回 時間

有効な経営戦略についてグループ活
動を通じて調べ分析、考察する。

6 現代のビジネス課題～経営のグロー
バル化

経営のグローバル化の変遷について調べ
る。

4第 回 時間

経営のグローバル化についてグルー
プ活動を通じて調べ分析、考察する
。

7 現代のビジネス課題～人的資源管理 人的資源管理の変遷について調べる。 4第 回 時間
人的資源管理についてグループ活動
を通じて調べ分析、考察する。

8 現代のビジネス課題～マーケティン
グ

マーケティングの変遷について調べる。 4第 回 時間

マーケティングについてグループ活
動を通じて調べ分析、考察する。
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9 現代のビジネス課題～生産管理 生産管理の変遷について調べる。 4第 回 時間
生産管理についてグループ活動を通
じて調べ分析、考察する。

10 現代のビジネス課題～情報システム 情報システムの発展について調べる。 4第 回 時間
情報システムについてグループ活動
を通じて調べ分析、考察する。

11 現代のビジネス課題～財務管理 財務管理の流れについて調べる。 4第 回 時間
財務管理についてグループ活動を通
じて調べ分析、考察する。

12 現代のビジネス課題～ベンチャー企
業

ベンチャー企業の歴史について調べる。 4第 回 時間

ベンチャー企業についてグループ活
動を通じて調べ分析、考察する。

13 現代のビジネス課題～企業の社会的
責任

企業の社会的責任の発展について調べ
る。

4第 回 時間

企業の社会的責任についてグループ
活動を通じて調べ分析、考察する。

14 現代のビジネス課題～ナレッジマネ
ジメント

知識創造経営への発展について調べる。 4第 回 時間

ナレッジマネジメントについてグル
ープ活動を通じて調べ分析、考察す
る。

2703
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授業科目名 専門演習１【スポーツ】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

植田真司・藤森梓・村田正夫・胡山喬・小島大輔・青野桃子・鳥羽賢二・丸朋子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習１では、卒業研究を行う上で必要となる知識や能力を身につけます。スポーツマネジメントの研究対象領域や調査方法
等の基本的な考え方を学んでいきます。それらの講義や活動を通して以下の4点を目指します。
①スポーツマネジメントにおける研究対象領域を理解する。
②研究の基本的な手法を学ぶ
③エビデンスに基づいた説明や主張ができるようになる。
④スポーツに関する事象に興味関心を持ち、自ら問いを立てることができるようになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

研究の基本的な手法 研究の基本的な手法を身に付けて
いる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツマネジメントにおける研
究対象領域

スポーツマネジメントにおける研
究対象領域を理解している。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

エビデンスに基づいた説明や主張
ができる。

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究/企画書に関する知識を習得し
自らの課題を発見できる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

スポーツに関する事象に興味関心
を持ち、自ら問いを立てることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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2705

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題への取り組み

40

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする。

：

％

プレゼンテーション評価

40

独自のルーブリックに基づき評価する。：

％

講義に対する態度や姿勢

10

普段の講義に対する態度や学習での姿勢を評価する。：

％

期末レポート

10

独自のルーブリックに基づき評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員によって異なる

場所： 各研究室

備考・注意事項： 各教員に都度確認を取ること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習１の狙いと研究倫理につい
て

スポーツマネジメント領域の内容を確認
して授業に臨むこと

4第 回 時間

専門演習１の概要を確認し、レポー
ト・論文、プレゼンテーションを実
施する上での諸注意事項を学びます
。

2 研究とは何か・卒業論文の全体像 「興味を持てそう、おもしろそうな研究
テーマ」をあげてみること

4第 回 時間

研究と勉強、レポートと論文の違い
、卒業研究における問題設定につい
て学び、卒業論文のテーマについて
議論します。

3 文献調査の理解（１）解説、演習 自身が調べた論文の内容をまとめること 4第 回 時間
文献調査の方法、先行研究の検討方
法について学び、実際に論文検索サ
イトを用いてスポーツマネジメント
領域の研究を調べてもらいます。さ
らに、各自が関心のある論文の内容
をまとめてもらいます。

4 文献調査の理解（２）課題の提出・
発表

論文の内容を紹介する資料を準備してく
ること

4第 回 時間

各自がまとめてきた論文の内容につ
いてプレゼンテーションしてもらい
ます。

5 データの特性と収集方法の理解
（１）解説、演習

授業内で提示された調査方法についてま
とめること

4第 回 時間

一次データ、二次データの違い、調
査の方法、参考文献の書き方などに
ついて学び、既存研究の調査方法に
ついて検討してもらいます。

6 データの特性と収集方法の理解
（２）課題の提出・発表

既存研究の調査方法に対する検討結果を
まとめ、発表用資料を作成すること

4第 回 時間
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既存研究の調査方法に対する検討結
果ついてプレゼンテーション・議論
してもらいます。

7 統計を用いた研究の理解（１）解
説、演習

授業内で提示された統計データの分析を
まとめること

4第 回 時間

統計を用いた研究方法について学び
ます。実際にスポーツマネジメント
に関連する統計データを提示し、そ
の内容を分析してもらいます。

8 統計を用いた研究の理解（２）課題
の提出・発表

統計データの分析結果をまとめ、プレゼ
ンテーション用の資料を作成してくるこ
と。

4第 回 時間

統計データの分析結果についてプレ
ゼンテーションしてもらいます。

9 インタビュー調査の理解（１）解
説、演習

インタビュー調査を実施して結果をまと
めてくること

4第 回 時間

インタビュー調査を用いた研究方法
について学びます。また、授業内で
簡単なインタビュー調査を実施して
もらいます。

10 インタビュー調査の理解（２）課題
の提出・発表

簡単なインタビュー調査を行って結果を
まとめ、プレゼンテーション用の資料を
作成してくること

4第 回 時間

ゼミ内で、各自が行ったインタビュ
ー調査の結果を発表してもらいます
。また、プレゼンテーション終了後
には、より良いインタビュー調査を
行うための改善点について議論しま
す。

11 スポーツマネジメント領域の理解 自身が興味を持ったスポーツマネジメン
トの研究領域を確認しておくこと

4第 回 時間

卒業研究のプロポーザル発表会を聴
講し、発表に対してコメントしても
らいます。

12 アンケート調査の理解（１）解説、
演習

簡単なアンケート調査を実施して結果を
まとめる

4第 回 時間

アンケート調査を用いた研究方法に
ついて学びます。その上で、アンケ
ートを作成して簡単な調査を行って
もらいます。

13 アンケート調査の理解（２）課題の
提出・発表

アンケート調査の結果をまとめ、プレゼ
ンテーション用の資料を準備してくるこ
と

4第 回 時間

前回の授業で実施したアンケート調
査の結果を分析して、プレゼンテー
ションしてもらいます。

14 まとめ 専門演習1の学修内容と自身が会得した知
識・能力の振り返りを行うこと

4第 回 時間

本講義のまとめを行います。研究手
法の振り返りとスポーツマネジメン
ト領域の再確認を行います。
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授業科目名 専門演習１【食】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習１・２では、生産地・食品工場・小売店などでの体系的な視察や演習を通して食ビジネスの幅広いフィールド（フード
チェーン）の仕組みを学びます。
この授業では、食に関わるマクロ環境・製造業・流通業・一次産業などの最新情報を調査・分析して経営分析資料を作成しま
す。さらに、連携先の食品企業から提示されたPBL課題「オリジナル弁当を開発・販売しよう」にグループワークで取り組むこ
とにより、新商品の企画・開発および販売促進などについて体験学修します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営分析資料の作成、産学連携授
業によるPBL学修（商品開発・販売
促進）に取り組む。

グループで協力し、与えられた課
題に対して関連する情報を集め、
課題を発見し、改善策を提案する
ことができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

商品開発と販売促進の企画を立案
することができる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

課題解決に向けてグループで行
動・実践することができる。

3．DP７.実践の完遂 困難な課題であってもあきらめ
ず、最後までやり遂げることがで
きる。

4．DP９.他者との協調・協働 グループ内で自らの役割を理解
し、協働して周囲の期待に応える
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：中日本フード株式会社、佐竹食品株式会社)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。
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2706原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

グループ内で自らの役割を理解し、周囲の期待に応える
ことができたかどうか、あきらめずに最後までやり遂げ
ることができたかどうかを評価します。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

PBL学修により何を学んだのか分かるものになっているか
、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

中間・期末発表会

40

PBL課題に対し、関連情報を集め、問題点を把握し、改善
策を提案することができたかどうか、成果を良くアピー
ルできたかどうかを評価します。

：

％

期末レポート

20

指定された日時までに提出されたレポートについて、独
自の視点から課題に対する効果的な解答できているかを
評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本大学食品ビジネス学科編（2016年）『人を幸せにする食品ビジネス学入門』オーム社。
朝倉敏夫、井澤裕司、新村猛、和田有史（2018年）『食科学入門-食の総合的理解のために-』昭和堂。
その他、必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。
日頃からテレビ、新聞、雑誌、Webサイト等を活用し、食ビジネスに関するニュースや最新情報の把握に努めてください。
※なお、連携先の都合に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館2階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・研究倫理 研究倫理の冊子を読み直しておいてくだ
さい。

4第 回 時間

授業の進め方などの説明後、研究倫
理や食ビジネスの現場で役立つマナ
ーについて学びます。また、グルー
プメンバーと話し合いリーダー選出
やチームビルディングも行います。

2 経営分析資料①（章立て・各章の
テーマ設定）

食ビジネスに関する業界新聞やWebサイト
の記事を持ち寄ってください。

4第 回 時間

最新情報を収集・整理し、グループ
毎に経営分析資料の章立てを行った
後、食品業界にとって重要なテーマ
を選び、各章毎のテーマ設定と担当
者を決めます。

3 経営分析資料②（情報収集・資料作
成）

食ビジネスに関する業界新聞やWebサイト
の記事を持ち寄ってください。

4第 回 時間

各自で担当したテーマの情報収集を
行い、各テーマ毎に経営分析資料を
作成します。

4 経営分析資料③（資料作成・発表準
備）

グループ毎に成果発表の準備を行ってく
ださい。

4第 回 時間

各自で作成した資料をグループ毎に
まとめ、互いに共有します。グルー
プ毎に発表準備を行います。

5 経営分析資料④（成果発表） グループ毎に成果発表の振り返りを行っ
てください。

4第 回 時間
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グループ毎に成果発表と質疑応答を
行います。成果発表の様子を撮影し
た動画を視聴ながらグループ毎に振
り返りします。発表用パワーポイン
トは事前に提出してください。

6 特別授業（PBL課題の提示） 各自で市場調査を行い、商品アイデアを
考えてきてください。

4第 回 時間

連携先の企業からゲストスピーカー
（専門家）を招いて特別授業を開講
します。市場動向や商品開発のヒン
トを学んだ後、PBL課題について説
明を受けます。

7 商品企画・開発①（アイデア出し） グループ毎にアイデアから新商品の企画
書を作成してください。

4第 回 時間

前回の特別授業の内容を踏まえ、各
自で市場調査を行い、新商品のアイ
デアを出し合います。

8 商品企画・開発②（商品企画書の作
成）

グループ毎に選ばれた新商品の企画書を
ブラッシュアップしてください。

4第 回 時間

複数の商品アイデアを絞込みグルー
プ毎に商品企画書を作成し、連携先
へ提案します。

9 商品企画・開発③（商品企画書のブ
ラッシュアップ・試作）

各自で試作のレポートを作成してくださ
い。

4第 回 時間

連携先から選ばれた商品企画書をブ
ラッシュアップして最終の商品企画
書を再提案します。必要に応じ、連
携先のテストキッチンで試作を行う
。

10 学外授業①（農場実習） 各自で農場実習のレポートを作成してく
ださい。

4第 回 時間

生産地を訪問し、外部講師による農
業経営、農業技術と水産技術（栽培
技術／漁法・養殖技術）、農林水産
・中小企業向け金融支援制度等に関
する講義を受けた後、圃場での農場
実習および収穫作物の試食体験など
を行います。

11 販促物（POP）①（アイデア出し） グループ毎にオリジナルのPOPを作成して
ください。

4第 回 時間

企画・開発した新商品を店頭で販売
する際に必要な販促物POPのアイデ
アを出し、連携先へ提案します。

12 販促物（POP）②（制作） グループ毎にオリジナルのPOPを作成して
ください。

4第 回 時間

企画・開発した新商品を店頭で販売
する際に必要な販促物POPを制作し
、連携先へ提案します。

13 学外授業②（売場実習） 各自で売場実習のレポートを作成してく
ださい。

4第 回 時間

メーカー営業を理解するため連携先
の店舗を訪問し、業務内容の説明、
バックヤード見学、商品試食やシフ
トを組み企画・開発した新商品の販
売実習を行います。

14 PBL成果発表会 期末レポートは、指定された日時までに
提出してください。この授業で学んだこ
との振り返りを行ってください。

4第 回 時間

グループ毎に一連のPBL学修を通し
て学んだ成果をパワーポイントを用
いて発表します。また、他のグルー
プの発表に対して質疑応答を行って
ください。発表用パワーポイントは
事前に提出してください。授業の最
後に期末レポートの課題を提示しま
す。
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授業科目名 専門演習１【公共】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

大塚康央・荒木俊之

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（大塚）（全14回）
民間企業に従事し、都市計画プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関する調
査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（荒木）（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習１では、住民生活と行政の関係を、さまざまな具体的事例をひもときながら学んでいきます。身の回りには、行政
（国、都道府県、市町村）の活動が深く関係し、また、住民は多くの行政サービスを受けています。人が生まれてから亡くなる
までの様々な場面、あるいは地域の環境や子育て、住宅建設など、暮らしていく中での行政の役割や、住民生活にどのように関
係しているのかを学修していきます。これは、公共政策コースでの学びの基礎的な内容になり、これからの学修、調査、研究の
基盤となります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

実社会で起きている事例から、公
共政策の役割を考え理解する。

社会的課題に関する基礎的な知識
を獲得し、行政の活動や社会の仕
組み,
公共と住民、民間事業者との連携
を考えることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会と地域における課題を理解
し、発見できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループワークを通して自分の意
見を簡潔に説明し、他者の意見を
傾聴して理解し、互いの意見をす
り合わせて新たな解をつくった
り、場の合意形成を導くことがで
きる。

3．DP９.他者との協調・協働 グループワークにおいて自分の役
割や専門性を掴み、それを通して
より良い学びや創造的な合意形成
に向けて積極的に場づくりができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2706
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2707

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での個人ワーク

30

与えられた個人ワーク資料に基づき知識が身に付き思考
が深まっているかを評価する。

：

％

グループワーク活動

20

提示した資料に基づくグループでの情報収集、まとめの
作成、発表及びグループ内での役割遂行などを評価する
。

：

％

授業に対する姿勢

10

授業への集中度や質疑応答、意見交換などの積極的な取
り組みに基づき評価する。

：

％

最終レポート

40

学んできた内容を理解しているか、今後の学修に活かし
ていくことができるかについて振り返るレポートにより
評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大橋洋一「社会とつながる行政法入門（第2版）」有斐閣

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えて、社会。市民と行政に関する新聞、テレビ、インターネット等での報道に常に留意
しておくこと。
なお、授業内容の順序については、政治や社会において関連する事象がある場合に、適宜変更することがありうる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員のオフィスアワー

場所： 各研究室

備考・注意事項： 上記以外での対応は、各教員にあらかじめメール等で連絡すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 市民生活と行政について、研究倫理
教育の実施（合同授業）

関心のある社会的な課題について、現状
と、取られてきた対応、対応の妥当性に
ついて調べておく。

4第 回 時間

専門演習１の概要と学修の狙いにつ
いて説明し、住民のライフサイクル
と行政活動との関係について考える
。また、研究倫理教育を実施する。

2 危機管理（合同授業） 社会問題に関する問（1）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

危機事象に対する行政の対応（意思
決定から行動まで）について、事例
を用いて、その妥当性をグループワ
ークにより考える。

3 社会問題に関する考察（1） 社会問題に関する問（2）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

4 社会問題に関する考察（2） 実際に行われた政策を事例に、自分の生
活や社会との関係を調査しておく。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。
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5 政策検証（合同授業） 社会問題に関する問（3）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

身近な政策（コロナ対策を予定）を
事例に、法制度の内容、意思決定、
国と地方との関係、生活への影響な
どを考える。

6 社会問題に関する考察（3） 社会問題に関する問（4）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

7 社会問題に関する考察（4） 住んでいる地域の都市計画やまちづくり
に関する計画の内容を調べる。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

8 まちづくり（合同授業） 社会問題に関する問（5）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

人口減少社会の中で取り組まれてい
る「まちづくり」に関する計画の背
景、内容、課題を学修し、実現に向
けた課題を考える。

9 社会問題に関する考察（5） 社会問題に関する問（6）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

10 社会問題に関する考察（6） 大規模商業施設の立地状況や、それがも
たらす問題を調査する。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

11 土地利用（商業立地）（合同授業） 社会問題に関する問（7）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

ショッピングセンターなどの商業施
設の立地を題材に、まちづくりや住
民の生活との関係などから、土地利
用誘導の状況と課題を学修する。

12 社会問題に関する考察（7） 社会問題に関する問（8）を提示するの
で、問に対する答えを作成する。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

13 社会問題に関する考察（8） 提示した社会問題に関する問いから一つ
選び、学んだこと、政策に関する考えを
まとめる。

4第 回 時間

提示された問いに対する答え（意見
）をグループで共有し、社会問題の
実際と政策実施における課題を考え
る。

14 本演習のまとめ（合同授業） 授業内容を振り返り、これまでの生活
や、関心があることと、行政との関係を
考える。

4第 回 時間

本講義で学んできたことを振り返り
、実際に起きている社会問題に対す
る関心や、解決のための公共部門の
対応の妥当性や判断の根拠などを総
括的に振りかえる。
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授業科目名 専門演習１【国観】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

西釜義勝・中野毅

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。国際ビジネスコースの当ゼミの専門演習1では、受講生はグローバル
ビジネスやイノベーションマネジメントを中心に幅広く経営学に対する理解を深めていくと同時に、文献の読み方、文章の書き
方、報告の方法、質疑応答の方法、問題の理解の仕方など、大学で身に付けるべき論理的思考能力と方法論を習得する。具体的
には、文献研究やフィールド調査を通して、グローバル企業を中心に実態を理論的かつ実践的に把握して考察することになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

3．DP９.他者との協調・協働 グループワークにおいて、自らの
役割を理解し、連携して協働する
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：グローバル企業を予定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等
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2709注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1からのグローバル・マー
ケティング

小田部正明・栗木契・太田
一樹編著

碩学舎・・ 年・2017

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
西川英彦・廣田章光編著（2012）『1からの商品企画』碩学舎．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 西釜義勝：金曜日3限　中野毅：火曜日4限

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義、研究倫理教育

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習1の講義概要を確認する
こと。自己の目標を定め、関心のある分
野について考え関連する文献を調べるこ
と。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 社会科学の研究意義と社会調査の全
体像の把握

【予習】社会調査を進める上での必要な
事項を調べること。　【復習】第2回講義
の内容を見直すこと。

4第 回 時間

　社会科学の研究意義を確認し、調
査プロセスを進めるための基本的事
項を説明する。

3 資料の収集方法 【予習】自らの関心のある領域を検討し
ておくこと。　【復習】第3回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
ての文献調査の進め方を説明する。

4 文献の読み方 【予習】自らの関心のある分野を検討し
ておくこと。　【復習】第4回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間
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　文献を読み込み、内容をレビュー
して報告する。

5 進むグローバル化（1）グローバ
ル・マーケティングの概要

【予習】教科書の第1章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　グローバル時代のマーケティング
に関して、その概要を学ぶ。

6 進むグローバル化（2）グローバ
ル・マーケティングの発展

【予習】教科書の第2章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　グローバル企業の典型的な発展プ
ロセス、並びにその展開を支える組
織構造に関して検討を行う。

7 グローバル市場の把握（1）グロー
バルな文化環境

【予習】教科書の第3章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　グローバル化について、嗜好の違
い、宗教の違い、法律の違いなど文
化環境の多様性という側面から考え
る。

8 グローバル市場の把握（2）グロー
バル市場調査

【予習】教科書の第4章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　グローバルなマーケティング・リ
サーチにおける考え方について、そ
の論点を検討する。

9 グローバル市場の把握（3）グロー
バルな市場規模推定

【予習】教科書の第5章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　市場規模の推定に関する論点と課
題について考える。

10 グローバル市場の把握（4）グロー
バル市場セグメンテーション

【予習】教科書の第6章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グローバルな市場において、企業
がどのように買い手をグループ分け
し、狙いを定めたセグメントにアプ
ローチしていくのか、その方法を考
える。

11 グローバル市場の攻略（1）グロー
バル・マーケティング戦略

【予習】教科書の第7章を読みまとめてお
くこと　【復習】第11回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　世界の様々な国や地域でのマーケ
ティング活動を統合しながら事業を
展開するグローバル企業の実態につ
いて考える。

12 グローバル市場の攻略（2）グロー
バル市場参入戦略

【予習】教科書の第8章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第12回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　海外事業の所有の形態の違いに注
目しながら、海外市場への参入の方
法について考える。

13 グローバル市場の攻略（3）グロー
バル製品戦略

【予習】教科書の第9章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第13回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グローバル企業は、どのような新
製品や新サービスを、ど のような
国や地域の市場に向けて開発し、ど
のようなタイミ ングで導入するべ
きであるのか。そのためには、どの
よう な組織の仕組みが必要となる
のかという製品戦略の側面につ い
て考える。

14 前期のまとめ 講義内容について見直しをすること。期
末レポートを期日までにまとめること。

4第 回 時間

　前期の演習で学習した内容を振り
返り、グローバルビジネス等の経営
学を学ぶ意義と要点を確認する。自
ら考えた内容を発表してもらい、全
員で議論を深めてから、最後に担当
教員が総括する。
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授業科目名 専門演習１【国観】

532

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

松田充史・原田弘之・金蘭正・辛川敬

演習

該当する

松田・原田・辛川は本科目に関連した観光産業・まちづくりの実務経験を有している。実務経験を十
分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、日本が基幹産業のひとつとして位置づける「観光」について現状を把握しながら、これまでの研究の流れや観光産
業の仕組みなどを幅広く学んでいきます。具体的には、文献研究等を行い、経営学の主要な概念（例えば経営組織、流通システ
ム、マーケティング、経営戦略等）を用い、さまざまなケースも取り上げ観光産業の課題に関する考察を行います。また外部講
師による講義も取り入れ、グローバルな視野にたった持続可能な観光に対する理解を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

確かな専門性を磨くため観光関連
産業の基本的な知識を身につける

先行研究・文献やインターネット
の情報をもとに、観光関連産業の
動向を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光関連産業における経営戦略に
ついて理解する方法を身につける

経営学の点から観光関連産業を理
解することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

論理的に考え、課題を明らかに
し、主体的・自主的に文献研究が
できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他者の意見をよく聞き、自己の意
図を正確に伝えることができる。

3．DP９.他者との協調・協働 集団やチームの中で自分の役割を
果たし、全体に貢献することがで
きる。

学外連携学修

有り(連携先：UNWTO)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。
フィールド調査の参加、プレゼンテーション内容、発表のスキル、テスト、最終レポートを独自のルーブリッ
クに基づいて評価する。
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2711

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

30

プロジェクトテーマに沿って書かれているか、指定の形
式に沿って書かれているかについて独自のルーブリック
に基づいて評価する。

：

％

プレゼンテーション

20

グループおよび個人の研究成果の発表内容、発表のスキ
ルなど独自のルーブリックに基づいて評価する。

：

％

受講態度

20

演習への積極的な取り組み方に対し、独自のルーブリッ
クに基づいて評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を独自のルーブリックに基
づいて評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

１からの観光事業論高橋一夫、柏木千春編著 碩学舎・・ 年・2016

参考文献等

随時、文献、論文等紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金/火3限、辛川/未定、松田/水3限、原田/

場所： 各研究室（西館）

備考・注意事項： 質問は各担当教員へのメールでも受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション、研究倫理 図書館等での文献検索方法を復習してお
くこと

4第 回 時間

授業の目的や目標、進め方など前期
・後期授業の概要を説明し、卒業論
文までのプロセスを解説する。
「研究倫理教育」：研究倫理、著作
権と個人情報の取り扱いについての
確認を行う。

2 観光産業と観光の現状 観光産業についての最新の情報をネット
等で調べ、クラスで共有できるようにま
とめておく。

4第 回 時間

現在日本における観光の現状を把握
する。
観光関連の研究の紹介を行い、どの
ような課題について研究が行われて
いるかを学ぶ。

3 観光産業の経営課題１（旅行業分
野：旅行会社）

教科書の第6章「旅行業」を読んでまとめ
ておく。

4第 回 時間

旅行会社の仕組みと経営の観点から
課題を考察する。
旅行会社に関する事前提示文献につ
いてグループで概要をまとめ、発表
し共有する。

4 観光産業の経営課題２（旅行業分
野：OTA）

教科書の第5章「観光とWebビジネス」を
読んでまとめておく。

4第 回 時間

旅行会社の仕組みと経営の観点から
課題を考察する。
OTA（オンライン・トラベル・エー
ジェント）に関する事前提示文献に
ついてグループで概要をまとめ、発
表し共有する。

5 観光産業の経営課題３（宿泊業分
野）

教科書の第7章「宿泊業」を読んでまとめ
ておく。

4第 回 時間
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宿泊業の仕組みと経営の観点から課
題を考察する。
宿泊業（特にホテル経営）に関する
事前提示文献についてグループで概
要をまとめ、発表し共有する。ホテ
ル以外の宿泊業（旅館、民泊等）に
ついても考察する。

6 観光産業の経営課題４（ブライダル
分野）

ブライダル業に関する事前配布文献を読
んでまとめておく。

4第 回 時間

ブライダル業の仕組みと経営の観点
から課題を考察する。
ブライダル業に関する事前提示文献
についてグループで概要をまとめ、
発表し共有する。

7 観光産業の経営課題５（航空ビジネ
ス）

教科書の第8章「航空輸送業」を読んでま
とめておく。

4第 回 時間

航空事業の仕組みと経営の観点から
課題を考察する。
航空事業に関する事前提示文献につ
いてグループで概要をまとめ、発表
し共有する。

8 観光産業の経営課題６（鉄道事業） 教科書の第9章「鉄道事業」を読んでまと
めておく。

4第 回 時間

鉄道事業の仕組みと経営の観点から
課題を考察する。
鉄道事業に関する事前提示文献につ
いてグループで概要をまとめ、発表
し共有する。
他の交通事業（バス、船舶）につい
ても考察する。

9 外部講師による講演会 事前に配布の資料を読んでまとめてお
く。また疑問点、質問を準備する。

4第 回 時間

外部講師による講義により、グロー
バル社会における持続可能な観光を
考察する。

10 グループ発表会 グループ発表会に向け、準備をしてお
く。

4第 回 時間

提示された課題に対し、その解決策
をグループでまとめ、発表する。
各発表に対し、その内容を議論する
。

11 観光産業の経営課題７（テーマパー
ク事業分野）

教科書の第10章「テーマパーク」、第1章
「観光事業のマネジメント特性」を読ん
でまとめておく。

4第 回 時間

テーマパーク事業の仕組みと経営の
観点から課題を考察する。
テーマパーク事業に関する事前提示
文献をグループで概要をまとめ、発
表し共有する。

12 個人テーマ設定と文献研究 興味ある観光分野を絞り、教科書以外の
文献を2つ以上探しておく。

4第 回 時間

個人で興味ある観光産業分野を特定
し、テーマを設定し、検索した文献
をまとめる。

13 個人発表会１（前半） 他学生発表の評価をする。個人発表にむ
け準備をしておく。

4第 回 時間

個人でまとめた興味ある観光産業分
野の発表会を2回に分け催す（前半
）。各自プレゼン、質疑応答に対応
する。

14 個人発表会２（後半）、演習のまと
め

他学生発表の評価をする。個人発表にむ
け準備をしておく。

4第 回 時間

個人でまとめた興味ある観光産業分
野の発表会を2回に分け催す（後半
）。各自プレゼン、質疑応答に対応
する。
演習全体の総括。
期末レポート課題の提供。
レポート作成にあたり研究倫理のも
と、著作権と個人情報の取り扱いに
ついて再確認する。
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授業科目名 専門演習２【経営】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

児山俊行・千代原亮一・海野大・中井秀樹・笠岡恵理子・澤田彩・李美花・沼賢二

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習２では経営コースが目指す「マネジメント能力が発揮できる人材の育成」の基盤づくりに取り組みます。そのため後期
は前期に引き続き、現代のビジネスとマネジメントの基礎力を育てることを目指し、特に後期は実践的基礎の修得を中心に行い
ます。その際、企業へのヒアリングやアンケートを行うなど、授業内や課外での個人学習やグループ活動によって経営の実践力
を養います。これは３年次からの本格的演習の準備ともなります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営実践について基本的知識を自
らで調査・分析・考察し、発表・
議論する。

自ら問題意識をもって、問題に対
して適切に調べまとめ、発表・議
論することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経営事象を観察して因果関係を理
解し、そこにある（発展・停滞
の）課題を見出す。

2．DP９.他者との協調・協働 ゼミメンバーと時に協力・協調
し、特に切磋琢磨し、目的を達成
するよう行動する。

学外連携学修

有り(連携先：池田市（海野ゼミ）、大阪モノレール（中井）)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

経営に係る基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケーススタディーについ
て、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

2711

- 439 -



2713

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業での活動の評価

45

グローバルな視点やそれに基づく思考が深まっているい
るかどうか、授業での発表や議論、課題の提出などの成
果で評価する。

：

％

グループワーク活動

20

提示された課題解決へのグループ活動での自己の役割遂
行や解決提案の策定などの成果で評価する。

：

％

試験（レポート）

25

自らの演習を振り返りながら学びの修得度と自身のどこ
が成長したかについてふりかえるレポートを作成し評価
する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献は必要に応じて紹介・指示する予定。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員のオフィスアワー

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、後期の演習の
進め方について

各自、関心ある分野の最新ニュースを調
べ整理する。

4第 回 時間

現代の経営事象について、分野ごと
に顕著となってきている特徴につい
ての概要講義を行い、演習内容や進
め方について全体的説明を行なう。

2 調査・マーケティングリサーチとは 当日の授業内容（マーケティングリサー
チ）についての復習を行う。

4第 回 時間

調査の意義や調査の種類（定量調査
と定性調査）、マーケティングにお
ける調査とその活用（事例を交えて
）について学ぶ。

3 調査の技法（定性調査編） 当日の授業内容（マーケティングリサー
チの定性的技法）について復習を行う。

4第 回 時間

「調査設計～調査実施～集計分析～
報告の流れ」の事例から調査設計の
ポイント（課題、仮説、対象者条件
、質問項目 など）を学び、インタ
ビューの基本を修得する。

4 調査の技法 （定量調査編） 当日の授業内容（マーケティングリサー
チの定量的技法）について復習を行う。

4第 回 時間

定量調査の基本と調査票作成のポイ
ント（質問文、選択肢、集計計画）
、そして分析の流れについて学ぶ。

5 企業研究の開始 関心ある事業分野の企業について調べ整
理する。

4第 回 時間

事業分野ごとに調査対象企業を決定
する。

6 企業研究①（対象企業の抱える課題
の抽出）

対象企業の歴史を調べ整理する。 4第 回 時間

対象企業の抱える課題を抽出し、そ
の背景や要因を分析する。

7 企業研究②（課題解決策の策定計画
の作成）

対象企業の現在の経営状況を調べる。 4第 回 時間

対象企業の課題解決策の策定計画を
作成する。
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8 企業研究③（課題解決の方向性につ
いての議論）

類似の課題解決事例を調べ整理する。 4第 回 時間

対象企業の課題解決の方向性につい
て議論する。

9 企業研究④（調査項目の検討） 調査項目と調査方法を整理して確定す
る。

4第 回 時間

解決案策定のための調査項目を挙げ
、調査方法を検討する。

10 企業研究⑤（調査結果の収集および
整理）

調査を実施する。 4第 回 時間

調査結果を収集・整理し分析、発表
。教員や他学生から示唆をもらう。

11 企業研究⑥（調査の中間結果の分析
および考察）

調査を継続する。 4第 回 時間

調査の中間結果を分析・考察し、最
終案の方向性をいくつか決める。

12 企業研究⑦（解決策の最終案のブ
ラッシュアップ）

解決案をブラッシュアップする。 4第 回 時間

調査の最終結果を分析、考察し、最
終案の方向性と概略を定める。

13 企業研究⑧（解決案の策定） 解決案をまとめる。 4第 回 時間
調査の最終結果にもとづき、解決案
策定を行う。

14 発表会 発表資料の完成。発表方法など諸準備に
取り組む。

4第 回 時間

各グループから課題解決の提案につ
いて発表を行う。

2713
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授業科目名 専門演習２【スポーツ】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

植田真司・藤森梓・村田正夫・胡山喬・小島大輔・青野桃子・鳥羽賢二・丸朋子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習２では、卒業研究を行う上で必要となる知識や能力を身につけます。スポーツマネジメントの研究対象領域や調査方法
等の基本的な考え方を学んでいきます。それらの講義や活動を通して以下の4点を目指します。
①スポーツマネジメントにおける研究対象領域を理解する。
②研究の基本的な手法を学ぶ
③エビデンスに基づいた説明や主張ができるようになる。
④スポーツに関する事象に興味関心を持ち、自ら問いを立てることができるようになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

研究の基本的な手法 研究の基本的な手法を身に付けて
いる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツマネジメントにおける研
究対象領域

スポーツマネジメントにおける研
究対象領域を理解している。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

エビデンスに基づいた説明や主張
ができるようになる。

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究/企画書に関する知識を習得し
自らの課題を発見できる。

3．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自らの課題に対して計画し立案で
きる。

4．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

スポーツに関する事象に興味関心
を持ち、自ら問いを立てることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2713
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注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題への取り組み

70

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする。

：

％

研究計画書の評価

10

独自のルーブリックに基づき評価する。：

％

講義に対する態度や姿勢

10

普段の講義に対する態度やグループ学習での姿勢を評価
する。

：

％

期末レポート

10

独自のルーブリックに基づき評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員によって異なる

場所： 各研究室

備考・注意事項： 用事がある際は、随時担当教員に事前に確認をとること

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習２の狙いと進め方について 専門演習１の振返りをしてくること 4第 回 時間
専門演習２の概要を確認し、卒業論
文の計画を作成するまでのプロセス
を学びます。

2 研究論文としての文章作法 授業内で提示されたレポートをさらに改
善できないか検討すること

4第 回 時間

良いレポート・論文の条件、知的な
文章を書くポイント、文章力をアッ
プさせる方法について学び、レポー
トの改善方法について検討してもら
います。

3 卒業研究中間発表会の見学 興味・関心を持った中間発表内容につい
てまとめること

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会の見学
を行い、発表に対してコメントして
もらいます。

4 定量的分析の理解（１）：単純/ク
ロス集計、平均、検定等

授業時に使用したデータを別の集計方法
で分析してみること

4第 回 時間

集計方法の違いとその特徴について
学び、データの集計とその分析をし
てもらいます。

5 定量的分析の理解（２）：相関、因
果関係等

実際のデータを入手し、統計的手法を実
践すること

4第 回 時間

相関、因果関係等の統計的手法を用
いて、データを分析してもらいます
。

6 定量的分析の理解（３）：分析結果
の発表

実際のデータを入手し、統計的手法を実
践し、発表資料作成をすること

4第 回 時間

グループで統計的手法を用いて分析
した結果をまとめ、プレゼンテーシ
ョンをおこないます。

7 定性的分析の理解（１）：KJ法 KJ法を実践してわかった点をまとめてお
くこと

4第 回 時間
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KJ法等を用いた定性的データの整理
手法について学び、グループで実践
してもらいます。

8 定性的分析の理解（２）：内容分析 実際の資料を入手し、内容分析を試みる
こと

4第 回 時間

内容分析等の定性的データの分析方
法について学び、資料を基に分析を
体験してもらいます。

9 分析方法の選び方 研究をすすめるために定量的・定性的分
析の特徴について理解すること

4第 回 時間

定量的・定性的分析等の適切な選択
方法について学びます。

10 スポーツマネジメント研究の概観
（１）グループA

予めスポーツマネジメントに関するどの
様な事象に興味があるのか考えてくるこ
と

4第 回 時間

スポーツマネジメントにおける研究
領域を概観します。自身の卒業論文
として興味のあるテーマを考えます
。
・スポーツの価値、スポーツの社会
・経済的価値、スポーツが生まれる
意味
・スポーツとＳＤＧｓ、商品企画開
発、地域経済学、スポーツマンシッ
プ
・スポーツ政策論、学校運動部活動
政策
・スポーツ行政、地域スポーツ組織
、スポーツ少年団、スポーツ史

11 スポーツマネジメント研究の概観
（２）グループB

予めスポーツマネジメントに関するどの
様な事象に興味があるのか考えてくるこ
と

4第 回 時間

スポーツマネジメントにおける研究
領域を概観します。自身の卒業論文
として興味のあるテーマを考えます
。
・スポーツリーグ・クラブの経営、
メガスポーツイベント、スタジアム
の建設・ファイナンス・運営
・スポーツイベント、イベント企画
・計画、スポンサー、地域活性化
・スポーツ経済学、グローバルビジ
ネス、海外事情、地域活性化とスポ
ーツ、地方創生
・スポーツ社会学、余暇ツーリズム
、レジャースタディーズ

12 研究計画の作成 研究計画の概要書を作成すること 4第 回 時間
ゼミの教員が提示するテーマを基に
、各自が興味・関心のある研究課題
を選定して量的調査を用いた研究計
画を立ててもらいます。

13 卒業研究発表会の見学 興味・関心を持った発表内容についてま
とめること

4第 回 時間

４年生の卒業研究発表会の見学を行
い、発表に対してコメントしてもら
います。

14 まとめ 専門演習1の学修内容と自身が会得した知
識・能力の振り返りを行うこと

4第 回 時間

本講義のまとめを行います。研究手
法の振り返りとスポーツマネジメン
ト領域の再確認を行います。

2715
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授業科目名 専門演習２【食】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

伴みずほ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習１・２では、生産地・食品工場・小売店などでの体系的な視察や演習を通して食ビジネスの幅広いフィールド（フード
チェーン）の仕組みを学びます。この授業では、フードチェーンのうち生産地、卸売市場、物流センター、小売までの商品の流
れを学んだあと、小売り販売店の売場にフォーカスした販促手法を学びます。また、大阪府中央卸売市場等の連携先から与えら
れたPBL課題に対し、関連する情報の収集・整理を行い、企画提案および売場実習を行います。また学期末には一連のPBL学修成
果を連携先の方々（大阪府中央卸売市場等）に対し発表を行い総評を頂きます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

大阪府中央卸売市場等の連携授業
であるPBL学習に取り組みます。

グループ毎に協力し、与えられた
課題に対して関連する情報を集
め、問題点を把握、改善策を提案
することができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

売場提案と販売促進の企画を立案
することが出来る。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

課題解決に向けてグループで行
動・実践することが出来る。

3．DP７.実践の完遂 困難な課題であってもあきらめず
に、最後までベストを尽くすこと
ができる。

4．DP９.他者との協調・協働 グループ内で自分の役割を理解
し、その役割を果たすことができ
る。

学外連携学修

有り(連携先：大阪府中央卸売市場他)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

グループ内で自分の役割を理解し、その役割を果たすこ
とができたかどうか、途中であきらめずに最後までベス
トを尽くすことができたかどうか評価します。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

PBL学修に取り組み、何を学んだかわかるものになってい
るか、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

発表会

40

与えられた課題に対して、関連する情報を集め、問題点
を把握し、改善策を提案することができたかどうか、グ
ループで協力し成果をアピールできたかどうか評価しま
す。

：

％

期末レポート

20

指定された日時までに提出された期末レポートについて
、独自の視点から課題に対する効果的な解決策を提案出
来ているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

食のPOPイラスト＆タイトル　マール社
売れる！！手書きPOP　マール社
新POP入門　マール社
POPのパターンとレイアウト　マール社
年中行事カットCD－ROM　マール社
フードサービス用語辞典: 現場で役立つ外食マン必携の経営用語576
青果物購買行動の特徴と店頭マーケティング　農林統計出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業の順番や内容を変更する場合があります。
市場見学を行う（zoomまたは対面（特別講義）)　1回/14回。
POPの理論と記述を学ぶ（特別講義）　　　　　　2回/14回。
青果売り場見学を行う　　　　　 　　　　　　　2回/14回。
食品工場又は物流の見学を行う　　　　　　　　 1回/14回。
売場実習を行う　　　　　　　　　　　　　　　 1回/14回。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよびPBL課題
確認

グループ毎にPBL課題のための市場調査準
備を行うこと

4第 回 時間

連携先からのPBL課題を確認します
。
専門演習１で学んだ生産地で外部講
師により受けたPBL課題や、圃場見
学や生産者との意見交換などを、各
グループで整理した内容をお互い発
表し情報を共有することで理解を深
めます。
小売店におけるPBL課題への過去の
取組みを参考にし、授業の進め方を
説明します。グループメンバーと話
し合いリーダー選出やチームビルデ
ィングなどを行います。

2 職場見学（卸売市場・物流セン
ター・小売り販売店・PBL課題提
示）

職場見学のレポート作成を行うこと 4第 回 時間
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卸売市場・物流センター・小売り販
売店を視察し、業務内容説明、店舗
見学、商品試食や企業人との意見交
換を行います。また、PBL課題につ
いて説明を受けます。

3 売場作り提案（フィールド調査・小
売り販売店見学）

フィールド調査のpptおよび原稿作成を行
うこと

4第 回 時間

売場作り提案を行うにあたって、業
態別（百貨店、大型スーパー、道の
駅、コンビニ、個人商店、生産地等
）の売場づくりを調査します。

4 売場作り提案（POP理論） 特別授業の内容を復習すること 4第 回 時間
売場作り提案を行うにあたって、第
４・５回を通して外部講師によるPO
P技術を習得します。
販売促進のための広告媒体であるPO
P広告（Point of purchase adverti
sing）の理論を学びます。

5 売場作り提案（POP作成） 特別授業のレポートを作成すること 4第 回 時間
売場作り提案を行うにあたって、第
４・５回をとおして外部講師による
POP技術を習得します。
販売促進のための広告媒体であるPO
P広告により、人を惹きつけ人を動
かす文章を書く方法を学びます。

6 企画書の立案 グループ毎に企画書を作成すること。コ
ンセプト作りは専門演習１で学んだ考え
方を復習しておくこと

4第 回 時間

企画書の作成

連携先からのPBL課題について、複
数のアイデアの中から各グループで
整理した企画書を作成します。最終
の企画書は連携先に提出します。企
画書は、第7回、8回において見直し
ます。

7 売場の作製①（POPのアイデア出
し）

グループ毎にPOP等を作成すること 4第 回 時間

企画内容に従い、売場を実際に商品
を陳列しながら作ります。商品がよ
く売れるようグループで工夫を凝ら
したPOP作成も同時に行います。
また、各グループの代表者は、売り
場実習当日のシフト表の作成、現場
での役割を確認します。

8 売場の作製②（POPの作成と商品の
陳列）

グループ毎にPOP等を作成すること 4第 回 時間

企画内容に従い、売場を実際に商品
を陳列しながら作ります。商品がよ
く売れるようグループで工夫を凝ら
したPOP作成も同時に行います。
また、各グループの代表者は、売り
場実習当日のシフト表の作成、現場
での役割を確認します。最終の企画
書を連携先に提出します。

9 売場実習事前打ち合わせ（実習先で
の商品の陳列確認：学外）

グループ毎にPOP等を作成すること 4第 回 時間

企画内容に従い、売場を実際に商品
を陳列しながら作ります。商品がよ
く売れるようグループで工夫を凝ら
したPOP作成も同時に行います。
また、各グループの代表者は、売り
場実習当日のシフト表の作成、現場
での役割を確認します。

10 売場実習（学外） 売場実習のレポート作成を行うこと 4第 回 時間
実際の売り場で、グループで作成し
た企画書の売場を作り（商品陳列、
POPなど）商品を販売します。現場
ではシフト表に従い与えられた役割
を果たしながら、接客およびデータ
収集を行います。また売り場でのバ
ックヤード作業も経験します。

11 成果発表会の準備①（役割分担・成
果のリストアップ）

グループ毎にpptと原稿を準備すること 4第 回 時間

一連の演習を通して学んだ成果を発
表するため、パワーポイントと発表
原稿を作成します。
グループ毎に発表練習も行ってくだ
さい。
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12 成果発表会の準備②と予演会 グループ毎に発表練習を行うこと 4第 回 時間
一連の演習を通して学んだ成果を発
表するため、パワーポイントと発表
原稿を作成します。
発表練習を行い最終確認を行います
。

13 職場見学（工場） 見学内容のレポートを作成して下さい 4第 回 時間
工場の仕事を理解するため企業を訪
問し、業務内容説明、工場見学、商
品試食や企業人との意見交換を行い
ます。

14 成果発表会 期末レポートは指定された日時までに提
出して下さい

4第 回 時間

連携先を招いてグループ毎に一連の
演習を通して学んだ成果をパワーポ
イントを用いて発表します。グルー
プの発表に対する連携先からの質問
や意見に対応してください。
授業の最後に期末レポートの課題を
提示します。
一連の成果内容のレポート作成とこ
の1年間を通しての振り返りも行っ
てください。
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授業科目名 専門演習２【公共】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

大塚康央・荒木俊之

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（大塚）（全14回）
民間企業に従事し、都市計画プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関する調
査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（荒木）（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習2では、社会的な問題解決や地域の活性化に取り組む能力を身につけることができるよう、具体的な政策、施策・事業
を考え、国や地方自治体への政策提案事業に応募する案をグループで作成します。この過程で、問題の発見、解決することが必
要な課題の設定、政策課題の解決に関係し協働をすすめることが必要なアクターとの連携、公正で効果的、かつ新規性があり魅
力あふれる施策・事業の立案といった政策形成過程を学ぶことができます。また、公共性を養成するともに、グループ活動を通
じて協働の実践を行うことができます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地域課題を理解したうえで、解決
策を考え自分たちでできる実行計
画を作成する。

地域の状況の正確な理解、関係す
る主体との協働などを踏まえたグ
ループでの活動計画の立案でき
る。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

まちづくり及び協働に関する基礎
知識を踏まえ、グループで協同し
てまちづくり課題に応える解決策
を編み出し実践する。

地域課題への有効な解決アイデア
をグループで生み出し、カウン
ターパートナーとコミュニケー
ションを取りながらアイデアを実
践することができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域社会やまちづくりに関わる組
織の課題を発見できる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

まちづくりや組織の課題に対し、
創造的な解をもたらすアクション
を協働で計画・立案できる

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画・立案したまちづくりアク
ションを協働で実践できる

学外連携学修

有り(連携先：地方自治体、NPO、住民)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2716
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2717

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ、成績評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での個人ワーク

30

問題発見、課題分析、事例調査、施策・事業の方向など
、施策・事業の立案に必要な事項への理解を、個人ワー
クシートにより評価する。

：

％

グループワーク活動

20

グループでの活動に対し、意見・提案、情報の提供、ま
とめへの協力など果たすべき役割を理解し活動したかを
評価する。

：

％

提案施策・事業

20

グループでまとめた施策・事業について、その内容の合
理性、効果などの内容とプレゼンテーション力を評価す
る。

：

％

最終レポート

30

問題解決のための政策立案過程の理解と自らの成長を振
り返るレポートにより評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献や先行事例等は必要に応じ紹介する予定

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
地域課題の解決策を考えまとめることとしており、学外学修やヒアリングをはじめとする授業全般に積極的に参加することが必
要である。また、「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を
すること。
実施予定のヒアリングなどにより授業の内容、順序を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員のオフィスアワー

場所： 各研究室

備考・注意事項： 上記以外での対応は、各教員にあらかじめメール等で連絡すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、目標の説明 関心のある社会的問題を設定し、どのよ
うな公共政策が進められているか調べ
る。

4第 回 時間

本科目において取り組み、まとめて
いく政策（施策・事業）について、
検討の進め方や、獲得しようとする
知識、能力について説明する。

2 提案候補先の説明、先行事例の理解 近隣自治体での公募提案事業や学生のイ
ベント参加についてインターネット等で
調べる。特に特徴と魅力のある事例を見
つけ、他のメンバーに説明できるよう準
備する。

4第 回 時間

学生として、どのようなことが出来
るのかを基本に検討することとし、
対象とする提案先の候補を紹介し、
内容を確認し、対象を絞る。先行事
例を共有する。

3 先行採択提案事業の特徴・魅力分析 政策課題と施策・事業の内容との関係
を、事例から理解し、まとめておく。

4第 回 時間

取り組まれてきた事業・活動につい
て、問題・課題の設定、データ分析
、関係者との連携・協働体制、内容
の新規性や魅力、実現性、効果測定
の妥当性などを分析する。
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2717
4 政策テーマの検討（問題の発見、定

義）
ヒアリングシートを作成するなど、円滑
で効果的なヒアリングとなるよう準備す
る。

4第 回 時間

提案する施策により解決しようとす
る問題を定める。地域のデータを収
集するとともに、関係するアクター
の存在を調査する。次回に実施する
ヒアリングに向け、調査項目をまと
める。

5 関係者ヒアリング（学外学修） ヒアリングで得られた内容を整理し、今
後の方針を考える。

4第 回 時間

提案先自治体や協力を期待するNPO
等の担当者にヒアリングを行い、地
域課題の現状、各主体の取り組みの
状況、今後の取組を把握する。

6 調査結果の共有、方針の検討 固まった方向に基づき、実施することが
考えられる施策・事業について他事例な
ども調査しまとめておく。

4第 回 時間

ヒアリング結果をグループ内で共有
し、解決を図ろうとしている政策課
題について、どのような方針、内容
で取り組むことが必要かをまとめる
。
必要に応じて、グループそれぞれの
ミッションを定め、役割分担により
進めることについても検討する。

7 課題解決策（施策・事業の案）の検
討

検討中の施策・事業の内容が、自治体等
ですでに実施されていないかどうか調べ
る。

4第 回 時間

解決策のアイデアを出し合い、設定
した方向性、方針とのつながりを確
認しながら案をまとめていく。また
、事業実施で解決しようとしている
ものを明確に設定し、効果測定の設
定（成果指標）が可能かどうかを検
討する。

8 中間まとめ 発表会に向け、発表・説明内容の確認
と、想定される質問の想定、回答の準備
を行う。

4第 回 時間

政策課題に対する解決策について、
問題・課題の設定と分析、対応方針
と方向性、実施する施策・事業、協
働の相手方、得ようとする効果など
の概要を示す中間まとめを作成する
。
次回の発表会の準備を進める。

9 中間報告会（合同授業） 指摘を受けた事項を整理し、改善が必要
な事項、充実させる事項をまとめてお
く。

4第 回 時間

各グループから、グループで作成し
た案を報告する。報告内容について
、他グループとの質疑応答、意見交
換を行い、提案内容の課題や改善点
を確認する。

10 施策・事業の見直し検討 連携・協働の相手方との調整準備を進め
る。

4第 回 時間

中間報告会の内容を踏まえ見直しを
行う。施策・事業を行う際に連携、
協働の相手方となる組織との調整に
向け、意見交換の内容を確認、整理
する。

11 連携・協働先との調整・確認 協議・調整内容を整理し最終まとめに備
える。

4第 回 時間

施策・事業を実施する際の連携・協
働、あるいは調整（許可・認可等）
が必要な主体と、施策・事業実施の
問題点、課題はないかの確認を行い
、最終まとめにつなげる。

12 最終まとめ 最終報告会に向け、報告内容の確認など
の準備をする。

4第 回 時間

グループで、検討・調整し作成して
きた提案施策・事業をまとめる。分
かりやすい説明資料や提案書を作成
する。

13 最終報告会（合同授業） 質疑応答、意見交換の内容をまとめ、さ
らに改善すべき事項がないか点検する。

4第 回 時間
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各グループから、取りまとめた施策
・事業提案を報告し、質疑応答、意
見交換を行う。グループの提案内容
、プレゼン資料や内容に対し評価す
る。

14 学修のまとめ、個人振り返り 振り返りの最終レポートを作成する。ま
た、次年度の正式の事業提案に向け、改
善が必要なところなどの点検を継続して
行う。

4第 回 時間

演習全体のまとめを行う。政策課題
の解決策と学生（グループ）として
事業実施に参加することを前提にし
た施策・事業の提案をまとめてきた
ことにより得たものは何かなどの振
り返りを行う。

2717
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授業科目名 専門演習２【国観】

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

西釜義勝・中野毅

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。国際ビジネスコースの当ゼミの専門演習2では、専門演習1に続いて受
講生はグローバルビジネスやイノベーションマネジメントを中心に幅広く経営学に対する理解を深めていくと同時に、文献の読
み方、文章の書き方、報告の方法、質疑応答の方法、問題の理解の仕方など、大学で身に付けるべき論理的思考能力と方法論を
習得する。具体的には、文献研究やフィールド調査を通して、グローバル企業を中心に実態を理論的かつ実践的に把握して考察
していく。3年次以降の卒業研究等のより高度かつ専門的な学修活動を受講生が円滑に自ら進められるようにすることを目指
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

3．DP９.他者との協調・協働 グループワークにおいて、自らの
役割を理解し、連携して協働する
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：グローバル企業を予定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2717
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2719成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1からのグローバル・マー
ケティング

小田部正明・栗木契・太田
一樹編著

碩学舎・・ 年・2017

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
西川英彦・廣田章光編著（2012）『1からの商品企画』碩学舎．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 西釜義勝：金曜日3限　中野毅：火曜日4限

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義、研究倫理教育

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習2の講義概要を確認する
こと。自己の目標を定め、関心のある分
野について考え関連する文献を調べるこ
と。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 グローバル市場の攻略（4）グロー
バル・ブランド戦略【専門演習1か
らの続き】

【予習】教科書の第10章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第2回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グローバル・ブランディングを戦
略的に展開するための考え方につい
て検討する。

3 グローバル市場の攻略（5）グロー
バル価格戦略

【予習】教科書の第11章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第3回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グローバルに流通する製品やサー
ビスの価格は、どのような枠組みの
もとで決定されるのか、価格戦略に
ついて考える。
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4 グローバル市場の攻略（6）グロー
バル・コミュニケーション戦略

【予習】教科書の第12章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第4回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グローバル企業は、標準化と適応
化というトレード・オフ関係の中で
、どのようにコミュニケーションを
進めるのか、そのアプローチ方法に
ついて考える。企業はグローバル市
場における営業案件を、いかにマネ
ジメントしているのかということを
考え、その際に生じる課題を検討す
る。

5 グローバル市場の攻略（7）グロー
バル営業戦略

【予習】教科書の第13章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第5回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　企業はグローバル市場における営
業案件を、いかにマネジメントして
いるのかということを考え、その際
に生じる課題を検討する。

6 グローバル競争の場としての日本
（1）グローバル小売の店舗戦略

【予習】教科書の第14章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第6回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　外資系企業は、日本の産業にどの
ような影響を及ぼすのか、日本の国
内市場でも進むグローバル化の動き
を検討する。

7 グローバル競争の場としての日本
（2）グローバル企業の日本市場参
入

【予習】教科書の第15章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第7回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　日本市場に参入し活躍するのは、
どのような企業であるのか、参入戦
略について検討する。

8 社会科学の研究方法 【予習】研究方法にはどのようなものが
あるか事前に調べておくこと。　【復
習】第8回講義の内容を見直すこと。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
て「インタビュー調査」等の進め方
を学習する。

9 フィールド調査（1）企業及び産業
の事前調査

【予習】研究方法の特性を確認しておく
こと。　【復習】企業に関して明らかに
なった内容を見直すこと。

4第 回 時間

　フィールド調査の対象となる企業
及び産業の特徴について調査する。

10 フィールド調査（2）現地調査の実
施

【予習】事前調査内容をまとめ現地調査
の準備をすること。　【復習】調査内容
を整理すること。

4第 回 時間

　企業活動等を対象とする現地調査
を実施する。

11 フィールド調査（3）ケース・スタ
ディ

【予習】調査を通して得られた気づきを
確認すること。　【復習】企業が抱える
課題を整理すること。

4第 回 時間

調査対象企業に関する課題を分析す
る。

12 フィールド調査（4）考察、課題解
決策の提案

【予習】企業が抱える課題の解決策を事
前に考えておくこと。　【復習】報告資
料を完成させ、発表準備を行うこと。

4第 回 時間

　ディスカッションを通して、企業
が抱える課題の解決策を検討する。

13 フィールド調査（5）成果発表会の
開催

【予習】発表のリハーサルを行うこと。
【復習】報告内容を振り返り、自己評価
と相互評価を行うこと。

4第 回 時間

　調査結果の発表会を開催する。
14 後期のまとめ 講義内容について見直しをすること。期

末レポートを期日までにまとめること。
4第 回 時間

　後期の演習で学習した内容を振り
返り、グローバルビジネス等の経営
学を学ぶ意義と要点を確認する。3
年次での学修活動を見据えて自ら考
えた内容を発表してもらい、全員で
議論を深めてから、最後に担当教員
が総括する。

2719
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授業科目名 専門演習２【国観】

532

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

松田充史・原田弘之・金蘭正・辛川敬

演習

該当する

松田・原田・辛川は本科目に関連した観光産業・まちづくりの実務経験を有している。実務経験を十
分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、日本が基幹産業の一つとして位置づける「観光」について現状を把握しながら、これまでの研究の流れや観光産業
の仕組み、地域の観光振興事業など幅広く学んでいきます。具体的には、フィールド調査や文献研究等を行い、経営学の主要な
概念（例えば流通システム、経営組織、マーケティング戦略等）を用いて企業のみならず地域の課題に関する考察を行い理解を
深めます。本演習を通じて、企業や地域における経営者や経営に関わる人材に求められる総合的な課題解決力や思考力を身につ
けることができます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

確かな専門性を磨くため地域・自
治体等地域組織の基本的な知識を
身につける

先行研究・文献やインターネット
の情報をもとに、地域・自治体等
地域組織の動向を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

地域・自治体等地域組織について
理解する方法を身につける

経営学の視点から地域・自治体等
地域組織を理解することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

論理的に考え、課題を明らかに
し、主体的・自主的に地域研究が
できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他者の意見をよく聞き、自己の意
図を正確に伝えることができる。

3．DP９.他者との協調・協働 集団やチームの中で自分の役割を
果たし、全体に貢献することがで
きる。

学外連携学修

有り(連携先：ＪＴＢ・高槻市観光協会など)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。
フィールド調査参加、プレゼンテーション内容、発表のスキル、最終レポートを独自のルーブリックに基づい

2719
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2722
フィールド調査参加、プレゼンテーション内容、発表のスキル、最終レポートを独自のルーブリックに基づい
て評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

フィールド調査参加

20

積極的にプロジェクトに参加し、グループ活動内の役割
を果たしたかどうかについて、独自のルーブリックに基
づいて5段階で評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

グループの研究成果の発表内容、発表のスキルなど独自
のルーブリックに基づいて5段階で評価する。

：

％

期末レポート

50

深く内容を掘り下げているか、考察は十分かなど独自の
ルーブリックに基づいて5段階で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

高橋 一夫、柏木 千春 他　　『1からの観光事業論』　（碩学舎　2016）
吉兼 秀夫、国枝 よしみ 他　『地域創造のための観光マネジメント講座』　（学芸出版社　2016）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 松田/金3限、金/火3限、辛川/未定、原田

場所： 各研究室（西館）

備考・注意事項： 各担当教員のオフィスアワーは、初回授業で再度確認してください。
オフィスアワー時間以外も、教員が研究室にいる時は質問に応じる。
また、質問は各担当教員のメールでも受け付けます

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション 前期の授業の復習をしておくこと 4第 回 時間
授業の目的や目標、進め方など後期
授業の概要を説明する。卒論までの
プロセスを確認しながら、前期で学
んだことを振り返る。観光関連の研
究の紹介については、地域探究を行
い、どのような課題があるか、その
解決策を議論する。
また、研究倫理のもと、著作権と個
人情報の取り扱いについての確認も
行います。

2 調査・フィールドワークとは  第２回授業で学習した内容を復習のこと 4第 回 時間
調査の手法の違いと特性について解
説します。卒業論文で調査をする場
合に必要となるので内容を理解して
不明な点は必ず質問すること。

3 定性調査 第3回授業で学習した内容を復習のこと 4第 回 時間
フィールドワーク調査についてグル
ープ討論する。

4 外部講演　地域の現状と課題①（都
市観光）

外部講演に関する内容を復習すること 4第 回 時間

都市観光の現状を把握する。ニュー
ツーリズムや着型観光、観光戦略な
どについて、実際の取り組みから議
論する。

5 外部講演　地域の現状と課題②（地
域づくり）

外部講演に関する内容を復習すること 4第 回 時間

観光による地域創生の現状を把握す
る。なぜ観光に取り組むのかなどに
ついて、実際の取り組みから議論す
る。

6 地域探究①（与件の整理） 資料を整理しまとめておく 4第 回 時間
前回の外部講演による議論から、地
域の現状と課題をまとめる。地域探
究の進め方をグループで行う。

7 地域探究②（課題を具体化する） 先行研究や先行事例を調べておく 4第 回 時間
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前回取り組んだ与件の整理から、研
究対象を絞り、研究対象についてよ
り詳細に先行研究や先行事例の調査
を行い、グループで探究する課題を
具体的に考える。

8 フィールドワーク事前学習 フィールドワークに向け、対象地域の取
り組みを調べておく

4第 回 時間

研究対象のフィールドワークを計画
する。地域を取り巻く役割や機能、
価値などを理解する。

9 フィールドワーク フィールドワーク発表の準備をしておく 4第 回 時間
各グループに分かれて、フィールド
ワークに行く。調査内容をまとめ次
週発表する。

10 フィールドワーク発表会の準備 発表のリハーサルを行っておく 4第 回 時間
フィールドワークの結果をグループ
で議論し、事前に検討した課題の解
決策を考える。それをパワーポイン
トにまとめ発表原稿を作成する。

11 フィールドワーク発表会①（1日
目）

質疑応答を考えておく 4第 回 時間

発表をおこなう。
12 フィールドワーク発表会②（2日

目）
発表会から得た解決策について考えてお
く

4第 回 時間

他のゼミ生の発表を聞き、提案およ
び仮説の検証をおこなう。

13 フィールドワーク事後学習 グループでの議論をまとめておく 4第 回 時間
発表後ディスカッションし、どのよ
うな点がすぐれているか等をグルー
プで話しあう。卒業研究テーマにつ
いて検討をはじめる。

14 学習のまとめ これまでの学習内容を復習、まとめてお
く

4第 回 時間

演習全体の総括を行う。
期末レポート課題提供。
レポート作成にあたり研究倫理のも
と、著作権と個人情報の取り扱いに
ついて再確認をおこなう。

2722
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授業科目名 専門演習３【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

山崎哲弘

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習３では、人的資源管理論の諸管理を学ぶとともに、労政時報など人事系専門紙などから具体的な企業の人事施策例を調
査し、今後企業における人材育成施策や人事評価などがどのように変化していくのか、また求められるのかを皆さんとともに探
求していく。前半は指定のテキストを輪読し、グループ学習・発表を行う。後半は各自の興味・関心ごとに個人研究を行い、最
終的には研究計画書のアウトラインまで作成することを目標とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

文献購読やニュースの情報理解を
通して基礎知識を習得する

幅広い教養とスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

人的資源管理の専門知識と研究課
題の調査分析を行う

課題の発見力・解決力を身に付け
る

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

様々な活動に積極的に参加し、自
ら体験し、実践に活かせる

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

自主的に発言・行動し、他社を巻
き込むことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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課題提出

70

与えられた課題に対して、論理的に論述できているかど
うかを評価する。

：

％

授業態度

20

チームで取り組む課題については「主体的に取り組めて
いるか」「他者と協調性を持って取り組めているか」の
２点から評価する。また課題発表は報告の内容によって
評価する。

：

％

期末レポート

10

「何を学んだかわかるものになっているか」「学びの振
り返りができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

太田肇（2008）『日本的人事管理論』中央経済社。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階研究室

備考・注意事項： 通常開講時間以外の実施を行います。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスー専門演習と卒業研究に
関する説明

自身の興味のある分野について考えてお
く。また与えられた自己紹介課題を作成
する。

4第 回 時間

授業計画の説明と大学での研究活動
に関する基本の理解。
研究倫理教育の実施。

2 プレゼン演習とレクチャー 各自、興味のある分野についての発表資
料をまとめる。

4第 回 時間

ゼミメンバーの自己紹介、レポート
と論文の違いについて学習する。

3 個人研究テーマの探索 指定テキストの第1章のまとめ及び個人研
究テーマ資料作成

4第 回 時間

各自興味があるテーマについて、現
状を調査し、問題意識や明らかにし
たい点を発表する（３分程度）

4 テキストまとめ＆個人研究① 指定テキストの第1章のまとめ及び個人研
究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第１章１、２節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：テーマ（仮）の発表

5 テキストまとめ＆個人研究② 指定テキストの第２章のまとめ及び個人
研究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第１章３、４、５
節」をまとめた配布資料を配り、発
表を行う。
個人研究：テーマ（修正版）および
問題意識の発表

6 テキストまとめ＆個人研究③ 指定テキストの第２章のまとめ及び個人
研究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第２章１、２節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：課題に対する現状分析の
発表

7 テキストまとめ＆個人研究④ 指定テキストの第３章のまとめ及び個人
研究テーマ資料作成

4第 回 時間
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発表担当者は、「第２章３節」をま
とめた配布資料を配り、発表を行う
。
個人研究：テーマに関する文献調査
の報告

8 テキストまとめ＆個人研究⑤ 指定テキストの第３章のまとめ及び個人
研究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第２章４節、第３
章１節」をまとめた配布資料を配り
、発表を行う。
個人研究：テーマに関する文献調査
の報告

9 テキストまとめ＆個人研究⑥ 指定テキストの第３章のまとめ及び個人
研究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第３章２、３節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：テーマに関する課題につ
いて

10 テキストまとめ＆個人研究⑦ 指定テキストの第4章のまとめ及び個人研
究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第３章４、５節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：テーマに関する課題につ
いて

11 テキストまとめ＆個人研究⑧ 指定テキストの第4章のまとめ及び個人研
究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第４章１、２節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：テーマに関する研究方法
の発表

12 テキストまとめ＆個人研究⑨ 指定テキストの終章のまとめ及び個人研
究テーマ資料作成

4第 回 時間

発表担当者は、「第４章３、４節」
をまとめた配布資料を配り、発表を
行う。
個人研究：研究計画書の発表１

13 テキストまとめ＆個人研究⑩ 個人研究の最終発表資料の作成 4第 回 時間
発表担当者は、「第４章５節、終章
」をまとめた配布資料を配り、発表
を行う。
個人研究：研究計画書の発表２

14 研究計画書の作成 前期の取り組みを振り返る 4第 回 時間
テキストの総括
個人研究：研究計画書のスケジュー
ル作成

2723
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授業科目名 専門演習３【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

中井秀樹

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会におけるICTの利活用に関して、様々な調査・研究を行う。特に、今後の専門的な研究活動に備えて、比較的短い期間での
調査・報告を行う事で、研究活動の実践的経験を積むと同時にその精度を高めていく。
また、研究における批判的思考能力の向上を目指して、アカデミックディベートを実施する予定であり、可能であれば学外との
連携でのディベートなどにも参加する。
年度末には、次年度取組予定の卒業研究に関する調査活動を開始する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

調査活動に必要となる様々なスキ
ルや実際に調査することによる知
識の習得を目指す。

論文執筆や発表のスキルの修得
し、きちんと執筆・発表ができる

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

自己や他者の考えに触れ、その内
容について論理的矛盾点などの検
証を行う

ディベート活動により、批判的思
考が身につき、自己評価・他者評
価をきちんとできる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

身近な環境における技術の応用や
工夫に気付き、分析ができる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

様々な活動に積極的に参加し、自
ら体験をし、実践に活かせる

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループでの活動におけるコミュ
ニケーションがきちんとできる

4．DP９.他者との協調・協働 ゼミメンバーと時に協力・協調
し、特に切磋琢磨し、目的を達成
するよう行動する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2723
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2724

授業への参加・貢献度

50

各人の活動やグループにおける活動での積極性や発言の
度合いなどで評価
活動への参加および発言がない場合は、0点とする

：

％

報告内容

30

提出物や発表の内容によって評価
発表・レポートはルーブリック評価を行う

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

10

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」を評価の基準とする。

：

％

試験(期末レポート)

10

15回の学びに対してのふりかえりときちんと行えており
、今後の学修目標の設定に結び付けられている。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等:なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 西館3階研究室

備考・注意事項： 通常開講時間以外の実施を行う場合があります。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス-専門演習と卒業研究に
関する説明と理解、研究倫理の説明
-

時事関連の調査 4第 回 時間

授業計画の説明と大学での研究活動
に関する基本の理解。
また、研究活動を進める上で注意が
必要な研究倫理についての説明を行
う。

2 プレゼン演習１ 自己紹介 時事関連の調査 4第 回 時間
内容としてはよく認識している自己
の情報を用いて、自己紹介として発
表資料の作成とプレゼンテーション
を行う事で、プレゼン技能の現状認
識を行う。

3 プレゼン演習２ 事例紹介による自
己技能の向上

時事関連の調査 4第 回 時間

調査した事例紹介をプレゼンテーシ
ョンを行う。
主に自己の能力について、新しい取
り組みによる技能向上を目指し、次
回の目標設定につなげる。

4 プレゼン演習３　事例紹介による他
者技能の確認

時事関連の調査 4第 回 時間

調査した事例紹介をプレゼンテーシ
ョンを行う。
主に他社の実施を観察し、内容の理
解にとどまらず、プレゼン技能につ
いての客観的な認識と橋上のための
知見を得る。

5 事例研究１　テーマ決定 時事関連の調査 4第 回 時間
自己テーマの選択・決定の実施
様々な資料から、ショートタームの
テーマ選定を行い、研究計画を立て
る。

6 事例研究２　テーマの調査 時事関連の調査 4第 回 時間
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テーマ研究における調査活動
決定したテーマに関しての調査活動
を行う。

7 事例研究３　資料整理、発表準備 時事関連の調査 4第 回 時間
論理的展開のための資料集めと整理
・管理

8 報告会 時事関連の調査、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

テーマ内容の報告を行い、学修者間
で評価を行う。

9 事例研究４　テーマ決定 時事関連の調査 4第 回 時間
自己テーマの選択・決定の実施
様々な資料から、ショートタームの
テーマ選定を行い、研究計画を立て
る。

10 事例研究5テーマの調査 時事関連の調査 4第 回 時間
テーマ研究における調査活動
決定したテーマに関しての調査活動
を行う。

11 事例研究6　資料整理、発表準備 時事関連の調査 4第 回 時間
論理的展開のための資料集めと整理
・管理

12 報告会 時事関連の調査、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

テーマ内容の報告を行い、学修者間
で評価を行う。

13 グループによる課題解決学習　役割
分担

時事関連の調査 4第 回 時間

グループによる課題への取り組み
14 グループによる課題解決学習　まと

めとふりかえり
時事関連の調査、学修ポートフォリオ 4第 回 時間

グループによる課題への取り組み

2724
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授業科目名 専門演習３【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

李美花

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、日本のサービス産業はどのような変遷を経て、どのような特徴をもち、今後どのように変化していくのかを皆さん
とともに探求していく。具体的には、サービス産業に関する知識やスキールを中心にサービス理論と実践事例を学習する。専門
演習３では、指定のテキストに沿って授業を進めるが、サービス事例を多く取り入れながらサービス業の理解を深めていく。各
自、興味・関心ごとに個人研究を行い、最終的には報告書を仕上げることを目標とする。希望者がいれば、工場見学、企業訪問
調査（国内外を含む）も行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

問題を発見し、解決方法を見つけ
る能力を身に付ける

個人研究の調査・発表を行い研究
作業を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究課題を発見できる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究課題の計画を立て、実行でき
る。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

研究課題について、ディスカッ
ションおよびプレゼンテーション
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

サービスマーケティングに係る基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケース
スタディーについて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（報告・議論など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2724
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2725

試験（課題作成・最終レポート）

40

試験（課題作成・最終レポート）、領域に関する基礎的
な事項を理解し、整理・論述ができたかどうか、の観点
より評価する。

：

％

平常点

30

「グループワークでの貢献度」「取り組む姿勢」の観点
より評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」の観点より評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

サービス・マーケティン
グ

近藤 隆雄 生産性出版・・ 年・2010

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

履修上の注意・備考・メッセージ

★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、Saai-MASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること
★毎回の授業後は、学習日誌を作成して授業中配布した資料などをまとめておく
★レポート・論文を作成するにあたり、学修・研究活動にかかわる時には、研究倫理のもと、著作権（盗用、引用）と個人情報
に注意すること。
★授業のお知らせや課題などは、グーグルクラスルームを活用する予定である。詳細な事項は、第1回目の授業でも告知する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 全体のガイダンス：授業の進め方、
成績評価、研究倫理

配布した「自分の自己紹介」を作成する 4第 回 時間

ゼミナールの学びについて考える。
また、研究倫理教育の実施。

2 レクチャー「レポートと論文の違
い」

各自、興味のある分野について考えてお
く

4第 回 時間

ゼミメンバー紹介、「レポートと論
文の違い」について学習する

3 個人研究のテーマ探し①レビュー探
しをする

テキストの輪読＆まとめ（第4章）をする 4第 回 時間

各自興味のある分野について市場の
規模、現況について調べて発表する
（3分程度）

4 個人研究のテーマ探し②仮のテーマ
を決める

指定テキストの目次を読んでおく 4第 回 時間

前回の発表をレベルアップさせて個
人研究の仮テーマを決め、発表する
（3分程度）

5 テキストのまとめ（第4章：サービ
ス商品の特徴：モノ製品とどこが違
うのか）＆個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第5章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第4章　サービス
商品の特徴：モノ製品とどこが違う
のか」テキストのまとめた配布物を
配り、発表する。個人研究のテーマ
（仮）発表①
★学外授業：鶴橋商店街振興組合（
予定）

6 テキストのまとめ（第5章：サービ
スプロダクトとモノ・プロダクト）
＆個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第6章）をする

4第 回 時間
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発表担当者は、「第5章　サービス
プロダクトとモノ・プロダクト」テ
キストのまとめた配布物を配り、発
表する。個人研究のテーマ（仮）発
表②

7 テキストのまとめ（第6章：サービ
スの達人）＆個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第7章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第6章　サービス
の達人」テキストのまとめた配布物
を配り、発表する。個人研究発表「
産業分析」

8 テキストのまとめ（第7章：サービ
ス商品の特徴―サービス・エンカウ
ンターの設計）＆個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第8章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第7章　サービス
商品の特徴―サービス・エンカウン
ターの設計」テキストのまとめた配
布物を配り、発表する。個人研究発
表「現状分析」

9 テキストのまとめ（第8章：サービ
スの分類と構成要素）＆個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第9章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第8章　サービス
の分類と構成要素」テキストのまと
めた配布物を配り、発表する。個人
研究発表「課題発見＆文献調査」

10 テキストのまとめ（第9章：サービ
ス品質）＆個人研究：学外授業

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第10章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第9章　サービス
品質」テキストのまとめた配布物を
配り、発表する。個人研究発表「仮
説設定」
学外授業：鶴橋商店街振興組合を訪
問し、在来市場の現状と課題につい
てフィールドサーベイを行う。

11 テキストのまとめ（第10章：顧客価
値の実現とサービス組織）＆個人研
究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第11章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第10章　顧客価値
の実現とサービス組織」テキストの
まとめた配布物を配り、発表する。
個人研究発表「研究方法選定」

12 テキストのまとめ（第11章：サービ
ス・マーケティング・ミックス）＆
個人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第12章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第11章　サービス
・マーケティング・ミックス」テキ
ストのまとめた配布物を配り、発表
する。個人研究発表「研究計画書の
作成」①

13 テキストのまとめ（第12章：サービ
ス・マネジメント・システム）＆個
人研究

事前学習としてテキストの輪読＆まとめ
（第13章）をする

4第 回 時間

発表担当者は、「第12章　サービス
・マネジメント・システム」テキス
トのまとめた配布物を配り、発表す
る。個人研究発表「研究計画書の作
成」②

14 テキストのまとめ（第13章：サービ
ス・プロフィット・チェーン）＆個
人研究

これまでの授業内容を振り返ってみる 4第 回 時間

発表担当者は、「第13章　サービス
・プロフィット・チェーン」テキス
トのまとめた配布物を配り、発表す
る。個人研究発表「研究計画書のス
ケジュール作成」
個人研究の最終発表＆これまでの学
びの確認と反省会：前期の総括及び
、これまでの個人研究の最終発表を
行う

2725
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授業科目名 専門演習３【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

児山俊行

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習３では新製品・新サービスの開発・イノベーションについて考えていきます。例えば、テクノロジーの進展が自動的に
人々の生活をよりよくするとは限りません。生活の「意味」を変革する「デザイン」的発想があってこそ、人々と企業自らに価
値創造の喜びを与えるからです。従来の狭い「デザイン」の枠を飛び越えた新たな「デザイン」、また新たなイノベーションに
よる「文化開発」のあり方を、テキストを読み込んでゼミナールに参加した学生間の議論を通じて探っていきたい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

テキストの予習による基礎知識を
習得した上でのゼミナール議論を
通じて、一層の専門的知識の理解
を深めていく。

議論を通じてのイノベーションの
立体的理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

イノベーションによる組織成果の
成否の要因を分析する力の習得

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自主的にリサーチを行い、新製品
の特別な意味を紡ぎ出す熟慮

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

新製品に関するリサーチやコンセ
プトについて相互批評を行う

4．DP９.他者との協調・協働 新製品のプレゼンにおいて相互評
価を行うことでコンセプトをブ
ラッシュアップさせる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2725
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2731

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業ごとの課題の提出

70

課題の提出などの成果で評価する。提示された課題解決
へのグループ活動での自己の役割遂行や解決提案の策定
などの成果で評価する。

：

％

試験（レポート）

20

自らの演習を振り返りながら学びの修得度と自身のどこ
が成長したかについてふりかえるレポートを作成し評価
する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新しい市場のつくりかた三宅秀道 東洋経済新報社・・ 年・2012

参考文献等

参考文献は必要に応じて紹介・指示する予定。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日２限

場所： 担当教員の研究室（西館３F西側）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション―イノベーショ
ンとは何か

イノベーションの多義性について調べ
る。

4第 回 時間

イノベーションの定義について学ぶ
。また、研究倫理教育の実施。

2 デザインによるイノベーション ジョブズのイノベーションの歴史につい
て調べる。

4第 回 時間

モノに意味を与える「デザイン」―
ジョブズの発明より

3 デザインと意味① ユニークなイタリア製品を調べる 4第 回 時間
全ての製品が持つ意味について―メ
イド・イン・イタリーを考える

4 デザインと意味② ユニークな（過去の）日本製品について
調べる。

4第 回 時間

デザインについての諸説の理解
5 ラジカルなイノベーションとは 日本の最近の家電メーカーの新製品につ

いて調べる
4第 回 時間

ユーザー中心のイノベーションと意
味のイノベーションの違いについて

6 技術とデザインの「結婚」 任天堂の製品の歴史について調べる 4第 回 時間
Wiiと任天堂、スウォッチの事例研
究

7 デザインによる価値創造 プロダクトライフサイクルに基づく新製
品の成長・成熟化について調べる

4第 回 時間

プロダクトライフサイクルからの解
放

8 中間テスト デザイン展示会への参加 4第 回 時間
今までの「デザイン」と意味のイノ
ベーションの確認と理解度を見る。

9 社会文化の解釈者たち ウォシュレットの誕生について調べる 4第 回 時間
クリエイティブな人々との「対話」
の重要性

10 微弱な徴候をつかむ 水泳帽の普及について調べる 4第 回 時間
地理的近接性と「対話」

11 新たなビジョンの構築 アレッシィ製品の特性や売れ行きを調べ
る。

4第 回 時間
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アレッシィやアルテミデの製品につ
いての事例研究

12 「対話」の重要性 ユニークなイタリア＆北欧製品を調べ
る。

4第 回 時間

イタリアや北欧のデザイナーたちか
ら学ぶ

13 経営者とデザイン 歴代の著名な起業家について調べる 4第 回 時間
新ビジョンを得るための経営者の役
割について考える

14 最終テスト ラジカルな意味イノベーションとデザイ
ンとの関連について総体的理解度の確認

4第 回 時間

ラジカルな意味イノベーションとデ
ザインとの関連について総体的理解
度の確認

2731
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授業科目名 専門演習３【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

稲村昌南

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「企業の成長と進化、これからのビジネスにおける企業間競争の在り方」を大きなテーマとして経営戦略に関する基礎知識を習
得し、ICTを活用した企業のグローバルな活動を概念レベルで理解できるようにすることを目標とします。一方で、データ分析
の基本的な手法を学習し、情報の利活用能力の向上も目指します。なお、14回の授業のうちの5回については、主体性や協調性
といった社会で求められる汎用的な能力の育成を目的としたグループ学習を実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業の戦略的行動に関する知識 企業の行動の背後にある戦略的な
思惑について理解できる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

与えられた課題に対して主体的に
取り組み、一定の成果を出すこと
ができる。

2．DP９.他者との協調・協働 グループでの活動において発言・
行動し、目的に向かって協力して
取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

40

「自分の考えを明確かつ論理的に表現できているか」、
「課題テーマに対して適切な情報を収集できているか」
という2つの観点から評価する。

：

％

取組む姿勢

30

チームで取り組む課題については「グループワークに主
体的に取り組めているか」、「他者と協調性を持って取
り組めているか」という2つの観点から評価する。

：

％

2731
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2732

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 研究倫理について 研究における著作権の侵害に関する事例
とその問題点について調査します。

4第 回 時間

研究における著作権と個人情報保護
の重要性について理解します。

2 情報化の進展 社会が情報化している具体的な事例につ
いて調査します。

4第 回 時間

就労人口、GDPといった数値から情
報化の意味を理解します。

3 企業経営と情報化（１）情報化のプ
ロセス

スマートアグリなど近年の情報化の広が
りについて調査します。

4第 回 時間

情報化は、産業の情報化、情報の産
業化、企業の情報化といったプロセ
スを経て深化していったことを確認
します。

4 企業経営と情報化（２）企業の知識
集約化

企業のデータ活用の事例について調査し
ます。

4第 回 時間

企業があらゆる情報を駆使して経営
している姿を学びます。

5 企業のグローバル戦略 自動車産業に起きている課題について調
査します。

4第 回 時間

企業に押し寄せるグローバル化の波
がどのような課題を突きつけている
か学びます。

6 ローカライゼーション ローカライゼーションに成功している日
本企業の事例について調査します。

4第 回 時間

日本企業が現地化（ローカライゼー
ション）という課題に直面し、どの
ように対応しようとしているかを学
びます。

7 グローバライゼーション トヨタの世界戦略について調査します。 4第 回 時間
日本企業が海外の子会社をどのよう
にコントロールして世界戦略を展開
しているかを学びます。

8 グループ学習（１）ブレーンストー
ミングとKJ法

グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

課題テーマに対して、できるだけ多
くの意見を出し合います。

9 グループ学習（２）問題の発見 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

出された意見の中から、課題テーマ
に対して重要と思われる問題を抽出
します。

10 グループ学習（３）提案書の作成 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

問題に対してそれを解決すると思わ
れる提案をまとめます。

11 グループ学習（４）プレゼン準備 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

発表資料をパワーポイントで作成し
ます。
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12 グループ学習（５）提案のプレゼン
テーション

次週までにふり返りシートを完成させま
す。

4第 回 時間

各グループの提案をプレゼンし、意
見交換します。

13 データ分析実習（１）表とグラフの
作成、相関分析

表とグラフの作成に関する課題を完成さ
せます。

4第 回 時間

データ分析の基本となる表計算とグ
ラフの作成および相関分析を学びま
す。

14 データ分析実習（２）時系列分析 時系列分析を使った課題を完成させま
す。

4第 回 時間

周期的な売上の傾向を見るための時
系列分析の方法を学びます。

2732
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授業科目名 専門演習３【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

大島博文

演習

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公共経営、都市政策、地域防災をテーマとした書籍を指定し、分担して内容を調べ発表（ペアワーク）することで、専門分野の
知識を理解する。また、自治体と連携してフィールドワークを実施する。具体的には自治体広報の業務を体験することで、住民
ニーズの適確な理解、ニーズに応じた政策の立案、政策の実施、広報といった一連の業務を体験することで、専門的な知識やス
キルを修得する。また、新しい公共を目指して企業や住民との協働により自治体業務を進めることを体験することで、協働力を
修得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

行政等における情報収集、資料作
成、プレゼン、業務実践のための
知識・技能を修得する。

情報収集、資料作成、プレゼン、
業務実践のための知識・技能を修
得し、実践することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

行政等における課題発見のための
情報の収集・分析・活用を実践で
きる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

行政等における課題解決のための
方策を企画・立案できる。

学外連携学修

有り(連携先：摂津市)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

2732
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原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

40

情報収集、自己表現の観点から評価する。：

％

授業への貢献

30

授業内でのペアワーク、グループワーク、取り組む姿勢
の観点から評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

自らが記述するポートフォリオにおいて学修成果が適切
に表現され、効果がみられるかという観点から評価する
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で適宜指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５時間目

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 研究倫理について 研究における著作権の侵害に関する事例
とその問題点について調査する。

4第 回 時間

研究における著作権と個人情報保護
の重要性について理解する。

2 プレゼン演習１　レポート作成 参考書等によるレポート作成に関する復
習により理解を深める。

4第 回 時間

レポート作成のポイント等を学ぶ。
3 プレゼン演習２　研究発表のポイン

ト
参考書等による研究発表に関する復習に
より理解を深める。

4第 回 時間

研究発表のポイントを学ぶ。
4 事例研究　テーマの検討 参考書等によるテーマ選定等に関する復

習により理解を深める。
4第 回 時間

研究を行うテーマの選び方等を学ぶ
。

5 地域課題に関する分析 参考書等による地域課題の分析に関する
復習により理解を深める。

4第 回 時間

公共経営、都市政策、地域防災をテ
ーマとして、地域課題の現状と分析
方法について学ぶ。

6 事例研究を行うテーマの選定 テーマを選定できるよう、関連情報の収
集・理解のための学修を行う。

4第 回 時間

公共経営、都市政策、地域防災をテ
ーマとして、連携自治体から提示を
受ける地域課題の中から研究するテ
ーマを検討する。

7 地域課題に関するヒアリング（グ
ループワーク）

連携自治体にヒアリングを行えるよう項
目や内容について検討しておく。

4第 回 時間

選定した地域課題に関するテーマに
基づき、連携自治体に対してヒアリ
ングを実施する。

8 ヒアリング内容の整理、分析（グ
ループワーク）

ヒアリング内容を整理、分析できるよう
ヒアリング内容をまとめておく。

4第 回 時間

連携自治体よりヒアリングした内容
を整理、分析する。

9 地域課題を解決するための解決策の
検討（グループワーク）

地域課題の解決策を検討できるようヒア
リング内容の整理、分析を行っておく。

4第 回 時間

地域課題を解決するための解決策の
検討を行う。
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10 地域課題解決に向けた中間発表（グ
ループ発表）

発表資料、プレゼンの準備を行う。 4第 回 時間

地域課題の解決策について中間発表
を行う。連携自治体により評価・コ
メントを受ける。

11 解決策の再検討（グループワーク） 発表内容の再検討ができるよう連携自治
体から受けた評価・コメントを整理・分
析しておく。

4第 回 時間

地域課題の解決策の発表内容につい
て、連携自治体により受けた評価・
コメント等を参考としながら、再検
討する。

12 地域課題解決に向けた最終提案発表
（グループ発表）

発表資料、プレゼンの準備を行う。 4第 回 時間

地域課題の解決策についてグループ
発表を行う。連携自治体により評価
・コメントを受ける。

13 発表内容の実践 発表内容の実践に向けた準備を行う。 4第 回 時間
発表した内容の一部を連携自治体の
協力を得て実践する。

14 まとめとふり返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。
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授業科目名 専門演習３【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

山岡淳

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公共を支える主要な主体である地方自治体について、人口動向、地勢や産業、政策内容とその特色などを、ゆかりのある自治体
を対象に、総合的、概括的に調査研究する。この過程を通じて、行政が果たしている社会的問題、公共的問題の解決の取り組み
や地域の魅力づくり政策を理解するとともに、住民が地域に果たす役割についても考察する。各自、各項目について調査し、発
表することを繰り返し実施し、質疑応答を重なることで自治体経営や政策の特徴を理解する。この過程を通じて、大学生活での
研究の進め方（資料収集、分析、まとめ）を学ぶとともに、公共を担う人材としての必要な能力、知識の養成を図る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

自治体研究を通じて、公共政策の
目的や役割、進め方を理解する。

公共政策を進めるための組織、法
制度、政策手段、関係するアク
ターなどについて、包括的にとら
え理解する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

自治体の政策形成の背景（問題、
課題や地域の特性）と具体的な政
策、施策の関係を論理的に理解す
る。

公共政策、公共経営の実際を総合
的に把握し、問題の把握から解決
の手段などを構築することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域の状況を分析することで、解
決が必要な問題、課題を発見する
ことができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

課題解決に必要な政策、事業を企
画立案し、現行制度の中でどのよ
うに進めていくことができるかを
示すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各調査項目のまとめ（レポート）・発表

30

調査項目に関する調査を適切に行い、必要なデータの収
集、分析を行うことができているか（5回を予定）

：

％

2733
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2734

発表に対する質問、意見交換などの授業
への参

20

他の発表に対する意見、質問や、他の発表を受けての自
分の調査へのフィードバックができているか。

：

％

最終まとめ（自治体調査報告）

50

総合的な自治体研究のまとめについて、当該自治体の現
状と課題、特徴と魅力、政策方針などを総合的に分析・
評価することができているか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

北山俊哉、稲継裕昭編（2021）『テキストブック地方自治（第3版）』東洋経済新報社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むとともに、授業内容の復習、次回授業に向け予習すること。
特に、各自が自ら資料の収集、分析、まとめ等を行う主体的な活動を基本に進めていくことになる。計画的に準備し実行できる
よう留意して取り組むことが求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水3限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、質問、相談があれば対応する。あらかじめメール等で予定
を確認すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習と、3年次、4年次の取り組
みについて

研究対象自治体の選定資料の作成、学修
目標、成長目標の設定と身につけたい能
力、課題の分析

4第 回 時間

専門演習で実施すること（調査項目
）の理解
獲得したい知識、能力などの目標を
定め、学修に取り組むことの理解
研究倫理教育の実施

2 対象自治体の報告 対象自治体の調査（人口動向、地勢、産
業など）実施

4第 回 時間

調査研修対象とする自治体について
、選定理由、選定時点での当該自治
体の理解、重点的に調査したいこと
の説明・報告を行い、調査方法につ
いて考察し必要な準備項目を確認す
る。

3 調査発表1－1（人口動向等） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

前半グループメンバーにより「人口
等」の調査結果についての報告・発
表を行う。
質疑、意見交換を通じて、今後の調
査の進め方について考察する。

4 調査発表1‐2（人口動向等） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

後半グループメンバーにより「人口
等」の調査結果等についての報告、
発表を行う。
前半メンバーへの指摘、アドバイス
を踏まえ、あらかじめ見直しを行っ
たうえで報告・発表すること。
前半メンバーは、自ら調査した事項
と指摘による見直しを踏まえた質疑
アドバイスを行い、調査分析の質を
高める。

5 調査発表2‐1（文化・歴史） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間
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2734
前半グループメンバーにより「文化
・歴史」に関する調査結果について
の報告・発表を行う。
質疑、意見交換を通じて、今後の調
査の進め方について考察する。

6 調査発表2‐2（文化・歴史） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

後半グループメンバーにより「文化
・歴史」の調査結果等についての報
告、発表を行う。
前半メンバーへの指摘、アドバイス
を踏まえ、あらかじめ見直しを行っ
たうえで報告・発表すること。
前半メンバーは、自ら調査した事項
と指摘による見直しを踏まえた質疑
アドバイスを行い、調査分析の質を
高める。

7 調査発表3‐1（財政状況） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

前半グループメンバーにより「財政
状況」に関する調査結果についての
報告・発表を行う。
質疑、意見交換を通じて、今後の調
査の進め方について考察する。

8 調査発表3-2（財政状況） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

後半グループメンバーにより「財政
状況」の調査結果等についての報告
・発表を行う。
前半メンバーへの指摘、アドバイス
を踏まえ、あらかじめ見直しを行っ
たうえで報告・発表すること。
前半メンバーは、自ら調査した事項
と指摘による見直しを踏まえた質疑
アドバイスを行い、調査分析の質を
高める。

9 調査発表4-1（首長・議会） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

前半グループメンバーにより「首長
・議会」に関する調査結果について
の報告・発表を行う。
質疑、意見交換を通じて、今後の調
査の進め方について考察する。

10 調査発表4-2（首長・議会） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

後半グループメンバーにより「首長
・議会」の調査結果等についての報
告・発表をを行う。
前半メンバーへの指摘、アドバイス
を踏まえ、あらかじめ見直しを行っ
たうえで報告・発表すること。
前半メンバーは、自ら調査した事項
と指摘による見直しを踏まえた質疑
アドバイスを行い、調査分析の質を
高める。

11 調査発表5‐1（政策・計画） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間

前半グループメンバーにより「政策
・計画」に関する調査結果について
の報告・発表を行う。
質疑、意見交換を通じて、今後の調
査の進め方について考察する。

12 調査発表5‐2（政策・計画） 発表で得た指摘やアドバイスを踏まえ、
調査の充実を図る。また、次の調査項目
の資料収集等と発表内容のまとめを行
う。

4第 回 時間
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後半グループメンバーにより「政策
・計画」の調査結果等についての報
告・発表をを行う。
前半メンバーへの指摘、アドバイス
を踏まえ、あらかじめ見直しを行っ
たうえで報告・発表すること。
前半メンバーは、自ら調査した事項
と指摘による見直しを踏まえた質疑
アドバイスを行い、調査分析の質を
高める。

13 総括・まとめの発表1 後期での学修や、今後の大学での活動に
ついて方向性を定め準備を始める。

4第 回 時間

調査を通じて気づいたことのとりま
とめを行い、対象自治体の特徴、魅
力と課題などについて調査・分析を
行ったことにより深く理解・把握で
きたことを発表。
今後の学修や学生生活にどのように
活かしていくかについても発表する
。

14 総括・まとめの発表２，全体振り返
り

後期での学修や、今後の大学での活動に
ついて方向性を定め準備を始める。

4第 回 時間

調査を通じて気づいたことのとりま
とめを行い、対象自治体の特徴、魅
力と課題などについて調査・分析を
行ったことにより深く理解・把握で
きたことを発表。
今後の学修や学生生活にどのように
活かしていくかについても発表する
。
この授業で得たものについて全体で
話し合い共有する。

2734
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授業科目名 専門演習３【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

荒木俊之

演習

該当する

民間企業に従事し、認定都市プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関す
る調査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習３では、都市計画やまちづくり、都市問題、都市政策に関する基本書・専門書を輪読し、研究テーマや研究方法、研究
全体の構成や内容などを概観したうえで、受講者が関心ある分野を捉えられるよう授業を進める。また、専門演習３では、ペア
ワーク・グループワークなどを通じて、文献研究、統計データの分析、フィールドワーク等の実施による地域の問題把握やその
解決策の検討や提案を行い、専門演習４に繋げられるようにする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

統計データなどの収集や整理、資
料を作成し発表する知識やスキル

地域の現状に関する統計データを
収集、整理し、そのうえで資料を
作成し、発表することができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域の現状を把握し、分析するこ
とで、解決が必要な地域の問題、
課題を発見することができる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域の課題に対して解決するため
の方策を検討し、どのように進め
るかを示すことができる

学外連携学修

有り(連携先：受講者のテーマに応じた自治体等を想定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内の発表

30

研究の視点や研究方法、構成や調査結果など発表内容に
応じて評価する。

：

％

2734
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2736

ゼミへの参加・貢献

30

ゼミメンバーの研究に対する質問や意見など、専門演習
での学びを高める行動を評価する。

：

％

期末レポート

40

資料や文献の収集・分析、課題の設定、レポートの構成
、文章のわかりやすさなど、妥当かつ適切かどうかを評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各受講生のテーマに応じて紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組み、次回の報告に向けて準備をすること。
なお、フィールドワークの実施状況などにより、授業内容や順序を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3時間目

場所： 研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（●●●@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：専門演習３の進め方お
よび研究倫理教育

授業内容を再確認し、今後の進め方を検
討、確認するとともに、研究倫理につい
ても理解を深める。

4第 回 時間

専門演習３の進め方を理解する。ま
た、レポートや論文を作成するにあ
たって必要な研究倫理（著作権と個
人情報保護等）の重要性について理
解する。

2 基本書・専門書の輪読①：研究テー
マを知る

学修した内容を復習し、理解を深めたう
えで、関心のある研究分野の研究テーマ
を考える。

4第 回 時間

専門書・基本書を輪読し、様々な分
野の研究テーマを概観する。

3 基本書・専門書の輪読②：研究方法
を知る

学修した内容を復習し、理解を深めたう
えで、関心のある研究分野の研究方法を
考える。

4第 回 時間

専門書・基本書を輪読し、様々な分
野における研究の方法を概観する。

4 基本書・専門書の輪読③：研究内容
や構成を知る

学修した内容を復習し、理解を深めたう
えで、関心のある研究分野の研究内容や
その構成を考える。

4第 回 時間

専門書・基本書を輪読し、研究内容
や構成など研究全体を概観する。

5 事例研究を行うテーマや研究方法等
の選定

グループワークで選定したテーマや研究
方法等について復習し、その内容等につ
いての理解を深める。

4第 回 時間

第2～4回を踏まえて、事例研究を行
うテーマや研究方法等を検討、選定
する。

6 地域の特性把握と課題の分析 各研究テーマごとに選定した地域の特性
把握や課題の分析を復習し、その内容や
方法についての理解を深める。

4第 回 時間

各研究テーマごとに、地域の特性把
握や課題の分析などを学修する。

7 フィールドワークの準備 フィールドワークに必要な調査表などの
資料や備品等を準備する。

4第 回 時間

各研究テーマごとに、フィールドワ
ークの準備を行う。

8 フィールドワークの実施 フィールドワークのメモ等を整理する。
整理したメモ等をもとに、結果の整理や
分析方法を考える。

4第 回 時間

選定した地域においてフィールドワ
ーク等を実施する。
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9 フィールドワーク結果等の整理・分
析

整理・分析したフィールドワークの結果
等をもとに、その内容等についての理解
を深めるとともに、地域課題の解決策を
考える。

4第 回 時間

第8回で実施したフィールドワーク
の結果等を整理、分析する。

10 地域課題を解決するための解決策の
検討①

検討した地域課題の解決策について、そ
の内容等について理解を深め、不足して
いる事項等を考える。

4第 回 時間

各テーマごとに地域課題を解決する
ための解決策を検討する。

11 地域課題を解決するための解決策の
検討②

追加のフィールドワーク調査等のメモを
整理するとともに、解決策の再検討を行
う。

4第 回 時間

第10回の検討を踏まえて、フィール
ドワーク等、追加の調査、分析、検
討を行う。

12 最終発表・報告に向けての準備 発表報告内容について復習し、理解を深
めたうえで、最終発表に向けての準備を
行う。

4第 回 時間

これまでの調査、分析、検討結果を
整理し、最終発表の準備を進める。

13 最終発表・報告 最終発表でのコメントをもとに、解決策
についてまとめる。

4第 回 時間

各研究テーマごとに、地域課題の解
決策についてグループ発表を行う。

14 まとめとふりかえり 専門演習3で学修した内容の理解を深め、
専門演習4に向けた個人研究の取り組み方
を考える。

4第 回 時間

これまでの学修内容を再確認し、専
門演習４での学修を考える。

2736
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

青野桃子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

卒業研究に向けて、スポーツに関する文献や先行研究を批判的に読み込むことを学びます。そして、個別の問題関心を研究課題
へと発展させていきます。主なテーマは、スポーツ文化とは何か、スポーツの価値、意義、スポーツの教育的活用などです。
個人、グループでおこなう研究発表、ディスカッションを通じて問題意識を深めます。４年次に卒業研究がスムーズにおこなえ
るよう、研究手法や文献読解の方法も確認し、準備をすすめます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

文献、先行研究を通して、基礎知
識を習得する。

幅広い教養やスキルを身につけ
る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識、研究手法を学ぶ。 専門的知識を獲得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を発見する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究計画を立案する。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて、実際に研究を進
める。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2736
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原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

テーマ選定が研究課題に対して適切であるかどうか、デ
ータや先行研究が参照できているかどうかを評価する。

：

％

研究過程の評価

30

研究に取り組む姿勢、自主性、グループでの活動におい
ては協調性を評価する。

：

％

研究発表の評価

10

自身の研究について、論理的に、資料にもとづいて発表
ができていることを評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

学んだことについて理解ができているかどうかを評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業のなかで適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 西館4階　研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習の意
義と研究倫理

研究倫理についての予習復習 4第 回 時間

ゼミの目的や進め方を確認する。研
究倫理教育をおこなう。

2 卒業論文執筆にむけて 自身の研究課題についての情報収集 4第 回 時間
研究とは何か、卒業論文執筆に向け
て取り組むべきことを確認する。

3 問題意識の検討1：グループディス
カッション

自身の研究課題についての情報収集 4第 回 時間

各自の問題意識について引き続きデ
ィスカッションをおこなう。
質問やコメントに対して、関心の広
げ方を学ぶ。

4 問題意識の検討2：リサーチクエス
チョンの設定

自身の研究課題についての情報収集 4第 回 時間

ディスカッションの内容を踏まえて
、問題意識をリサーチクエスチョン
へと深めていく。

5 研究課題に関する情報収集1：資
料・データ収集

研究課題に関する資料・データ収集 4第 回 時間

研究に関連する資料、データの収集
方法について学ぶ。

6 研究課題に関する情報収集2：文献
調査

研究課題に関する文献収集 4第 回 時間

研究に関連する文献の収集方法につ
いて学ぶ。

7 研究課題に関する情報収集3：先行
研究調査

研究課題に関する先行研究収集 4第 回 時間

研究に関連する先行研究の収集方法
について学ぶ。

8 卒業研究中間発表会の見学 前期中間発表の聴講 4第 回 時間
4年生の卒業研究中間発表を聴講す
る。

9 ４年生の卒業研究発表の評価 ４年生の卒業研究発表の内容の復習 4第 回 時間
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４年生の卒業研究発表についてゼミ
でディスカッションし、評価をおこ
なう。

10 研究進捗状況の報告1：先行研究で
明らかになっていること

報告資料の作成・復習 4第 回 時間

各自の問題関心をもとに、先行研究
をレビューし、その結果を報告する
。

11 研究進捗状況の報告2：今後明らか
にすべき点

報告資料の作成・復習 4第 回 時間

各自の問題関心をもとに、先行研究
をレビューし、その結果を報告する
。

12 研究進捗状況の報告3：研究方法・
計画の立案

報告資料の作成・復習 4第 回 時間

各自の問題関心をもとに、先行研究
をレビューし、その結果を報告する
。

13 前期期末発表会の準備 発表用資料の作成 4第 回 時間
期末発表会の準備として、当日使用
する資料の作成をおこなう。

14 前期期末発表会（ゼミ内） 資料の作成・復習 4第 回 時間
前期学んだことをもとに、今後の研
究計画を発表し、検討する。

2737
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

丸朋子

演習

該当する

地方テレビ・ラジオ局においてアナウンサー・スポーツキャスター、番組制作業務のほか、プロ・ク
ラブスポーツのスタジアムDJ・MCを経験した。また、プロスポーツチームにおいて事業企画や広報業
務等に従事した。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究に向けて、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。丸研究室のテーマは「ス
ポーツによる価値創造」です。スポーツと地域マネジメント、とりわけ「協働」による新たな価値共創や、スポーツエンターテ
イメントにおける価値創造・向上などです。自らの課題に対する主体的な探究を通じて問題意識を深めつつ、2回生までに学習
してきた基礎知識をいかし、スポーツマネジメントの専門性をさらに深め、グループディスカッションや研究発表を通じて、卒
業研究を進めるために必要な基礎知識とスキルを身につけます。また、これらを通して、自らが積み重ねる専門性と進路との関
連性を意識し、大学卒業後のキャリアデザインも手掛けていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

文献や先行研究などを通して、基
礎知識を習得する

幅広い教養やスキルを身につける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識と研究課題の調査、分
析を学ぶ

専門的知識と研究課題の調査・分
析手法を身につける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題を発見する

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画を立案する

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて実践し、発表や意
見交換を通じて自己評価と再検証
をする

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2737
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成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画の評価

30

専門性：内容の妥当性・論点の明確さ、テーマや設定課
題に対する適切さ、データと先行研究の参照など。
取り組む姿勢：意思疎通、自発的行動、協調性（グルー
プ研究のみ）、忠恕の心を持ったコメントなど。

：

％

研究過程の評価

30

専門性：論理的構成、内容の妥当性・オリジナリティ、
データ・先行研究の参照など。

：

％

研究発表の評価

30

実践力：論理的構成、妥当性、資料の活用、発表技術、
発表時間、質疑応答など。

：

％

学びの記録

10

何を学んだかわかるものになっているか。学びのふりか
えりができているか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理教育 専門演習３の進め方と諸注意をよく聞
く。研究倫理について理解を深める。

4第 回 時間

専門演習3の進め方と諸注意を伝え
る。また、専門演習や卒業研究に取
り組むことの意義について学ぶ。さ
らに、研究倫理教育を行う。

2 問題意識の検討１：研究テーマを探
る

自らの問題意識に関する情報を収集し、
簡易なプレゼン資料を作成する。

4第 回 時間

自らの研究課題に繋がる問題意識に
ついて、プレゼンテーションとグル
ープディスカッションを行う。質問
やコメントの仕方を学び、興味関心
を拡げる。

3 問題意識の検討２：問いを探る 自らの研究課題に関する情報をさらに収
集する。

4第 回 時間

適切な情報・データを収集し、ディ
スカッションをさらに深めて、素朴
な疑問や本質的な問いを探る。

4 卒業研究の進め方１：文献調査と先
行文献レビュー

事前配布された課題を熟読し、予習復習
を行う。

4第 回 時間

意味ある文献の抽出方法、先行研究
のレビューの仕方について学ぶ。

5 卒業研究の進め方２：論文の構成と
妥当性･信頼性

事前配布された課題を熟読し、予習復習
を行う。

4第 回 時間

論文の構成と妥当性･信頼性につい
て学ぶ。

6 卒業研究の進め方３：問題の構造
化、変数間の影響と関係性

事前配布された課題を熟読し、予習復習
を行う。

4第 回 時間

- 488 -



原因･要因の細分化と問題の構造化
、変数間の影響と関係性について学
ぶ。

7 卒業研究の進め方４：分析枠組みの
設定、定量的・定性的方法論

事前配布された課題を熟読し、予習復習
を行う。

4第 回 時間

分析枠組みの設定、定量的・定性的
方法論、調査方法論について学ぶ。

8 前期 卒業研究中間発表会(４年
生)：聴講

４年生の卒論中間発表を聴講し、評価を
まとめる。

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会を聴講
する。

9 前期 卒業研究中間発表会(４年
生)：評価と検証

評価を自らの問題意識と関連づけて考察
し、前期期末発表会に向けた研究計画作
成を始める。

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会の評価
を基に、ゼミ内でディスカッション
する。

10 研究のプロセス１：リサーチクエス
チョン（RQ）

これまでの資料を基に、本質的な問いを
さらに突き詰める。

4第 回 時間

RQとは何かを知り、RQを立てる筋道
を学ぶ。

11 研究のプロセス２：仮説の設定 素朴な疑問や問いに対する仮説を立てて
みる。

4第 回 時間

仮説の重要性と、仮説を立てる筋道
を学ぶ。

12 前期期末発表会の準備：前半 質疑応答を踏まえて、発表資料を修正す
る。

4第 回 時間

前期期末発表会の準備として、資料
の作成やリハーサルを行う。

13 前期期末発表会の準備：後半 質疑応答を踏まえて、発表資料を修正す
る。

4第 回 時間

前期期末発表会の準備として、資料
の作成やリハーサルを行う。

14 前期期末ゼミ内発表会 発表後の復習と研究課題の修正を行い、
夏休みの計画を立てる。

4第 回 時間

前期期末のゼミ内発表会を行う。夏
休みの課題を設定する。

2739
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

岡田功

演習

該当する

新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材。折に触れて日本のプロスポーツクラ
ブに経営のアドバイスを行ってきた（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

米メジャーリーグの経営を深掘りして学ぶとともに、他球団や他リーグまたは他のプロスポーツ競技との比較を通して、プロス
ポーツビジネスの仕組みと基礎になる考え方を徹底的に学びます。またゼミでは、毎回の授業で取り上げるトピックについて発
表してもらうことに加え、毎週のニュースの中から興味を持ったトピックや個人研究につながりそうなトピックをレポートにま
とめ、順次発表してもらいます。４年生時の卒業研究に向けた準備ともなります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

プロスポーツビジネスに関する文
献購読などを通して基礎知識を習
得します

確かな専門性を磨くための幅広い
教養やスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

プロスポーツビジネスの専門的知
識を習得するとともに、研究課題
の調査・分析を行います

専門的知識と職業理解を身につけ
ている

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

論理的に考え、自らの研究課題を
発見する力を身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

豊かな発想力によって、未知の課
題にも創造的に取り組み、研究課
題の計画を立案する力を身に付け
る

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他者の意見をよく聴き、自己の意
図を正確に伝えることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2739
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注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業テーマに関するゼミ内発表

60

授業テーマに関するゼミ内発表において、内容の妥当性
、論理的構成、発表技術、発表時間、質疑応答の様子な
どを評価する

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として、意思疎通、自発的行動、協調性（
グループ研究）、忠恕の心を持ったコメントなどを評価
する

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

10

「何を学んだかわかるものになっているか」「学びのふ
りかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

メジャーリーグ　なぜ
「儲かる」

岡田功 集英社新書・・ 年・2010

参考文献等

必要に応じ、授業内で指示します

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理教育 専門演習３の進め方と諸注意をよく聞
く。研究倫理について理解を深める

4第 回 時間

専門演習３の進め方と諸注意を伝え
る。また、専門演習や卒業研究に取
り組むことの意義について学ぶ。ま
た、レポートや論文を作成するにあ
たって必要な研究倫理教育も行う。

2 チケット販売①：シーズンチケッ
ト、グループチケット、シングルチ
ケット、変動価格制

チケット販売に関するニュースにアンテ
ナを張り、ゼミでの発表の準備をする。
また、授業で取り上げるトピックに関連
して、他チーム、他リーグのデータを調
べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのチケット販売戦略と、自身が調
べた他球団、他リーグ、または他の
プロスポーツ競技のチケット販売戦
略とを比較・分析し、発表する。

3 チケット販売②：再販制度、スイー
トルーム

チケットの再販制度やスイートルーム販
売に関するニュースにアンテナを張り、
ゼミでの発表の準備をする。また、授業
で取り上げるトピックに関連して、他
チーム、他リーグのデータを調べ、メ
ジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのチケット販売戦略（再販制度と
スイートルーム）と、自身が調べた
他球団、他リーグ、または他のプロ
スポーツ競技の同戦略とを比較・分
析し、発表する。
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2740
4 スポンサーシップ スポンサーシップに関するニュースにア

ンテナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのスポンサーシップ戦略と、自身
が調べた他球団、他リーグ、または
他のプロスポーツ競技のスポンサー
シップ戦略とを比較・分析し、発表
する。

5 命名権 命名権ビジネスに関するニュースにアン
テナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの命名権販売と、自身が調べた他
球団、他リーグ、または他のプロス
ポーツ競技の命名権販売とを比較・
分析し、発表する。

6 飲食物販売 スタジアム内での飲食物販売に関する
ニュースにアンテナを張り、ゼミでの発
表の準備をする。また、授業で取り上げ
るトピックに関連して、他チーム、他
リーグのデータを調べ、メジャリーグの
戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの球場内における飲食物販売と、
自身が調べた他球団、他リーグ、ま
たは他のプロスポーツ競技の飲食物
販売とを比較・分析し、発表する。

7 グッズ販売 グッズ販売に関するニュースにアンテナ
を張り、ゼミでの発表の準備をする。ま
た、授業で取り上げるトピックに関連し
て、他チーム、他リーグのデータを調
べ、メジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのロゴ入りグッズの販売戦略と、
自身が調べた他球団、他リーグ、ま
たは他のプロスポーツ競技のグッズ
販売戦略とを比較・分析し、発表す
る。

8 春の中間発表（4年生の卒論中間発
表）を聞く

4年生の卒論中間発表を聞き、評価する 4第 回 時間

4年生の卒論中間発表を聞く
9 放映権 放映権に関するニュースにアンテナを張

り、ゼミでの発表の準備をする。また、
授業で取り上げるトピックに関連して、
他チーム、他リーグのデータを調べ、メ
ジャリーグの戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの放映権販売と、自身が調べた他
球団、他リーグ、または他のプロス
ポーツ競技の放映権販売とを比較・
分析し、発表する。

10 選手年俸とフリーエージェント制度 選手年俸とフリーエージェント制度に関
するニュースにアンテナを張り、ゼミで
の発表の準備をする。また、授業で取り
上げるトピックに関連して、他チーム、
他リーグのデータを調べ、メジャリーグ
の戦略と比較する

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの選手年俸とフリーエージェント
制度と、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
における同様の制度・選手年俸とを
比較・分析し、発表する。

11 各自の研究テーマの進捗報告①前半
＝6人発表

議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間

期末に各自が発表する研究テーマに
ついて議論し、テーマを固める。

12 各自の研究テーマの進捗報告②後半
＝6人発表

議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間

期末に各自が発表する研究テーマに
ついて議論し、テーマを固める。

13 前期期末発表準備・ゼミ内発表と質
疑応答

期末発表のために、資料・発表方法を検
討し、指摘事項については期末発表まで
に修正をする

4第 回 時間
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期末発表の準備として、ゼミ内発表
と質疑を行い、本発表に備える。

14 前期期末合同発表会 前期期末発表会の準備を行う 4第 回 時間
スポーツマネジメント学科専門演習
３を行っている各ゼミ合同で、ゼミ
代表による前期期末発表会を行う。

2740
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3 2

菅文彦

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究へとつながるように、スポーツマネジメントに関する研究を主体的に進めていきます。主なテーマは、スポーツ
政策、スポーツを通じた地域活性化、地域スポーツクラブ経営です。先行研究についての精読・発表を通して自らの問題意識を
深め、その問題意識を基づくディスカッションを通じて、自身の研究のリサーチ・クエスション（RQ）を発見します。 また、
フィールドワーク実践も重視します。4年時の卒業研究の論文作成と研究発表に向けて準備を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツ政策やスポーツを通じた
地域活性化などの文献購読なと？
を通して基礎知識を習得します

幅広い教養やスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツ政策ややスポーツを通じ
た地域活性化の専門的知識と研究
課題の調査、分析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などを通じて実践していく力を
身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2740
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2741

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験：論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性・論点の明確さ、テーマや
設定課題に対して適切な内容となっているか、データと
先行研究の参照、主張や提案の根拠

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性(グル
ープ研究のみ)、忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験：研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として不適
切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業の中で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 質問などいつでも歓迎します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究倫理に関する予習復習 4第 回 時間

ゼミの目的や進め方について確認し
ます。あわせて研究倫理教育を実施
します。

2 各自の問題意識を深堀りするディス
カッション１　キーワード選出

自身の関心テーマ領域に関する時事的な
話題・動向を調べる。

4第 回 時間

各自の問題意識をテーマに全体でデ
ィスカッションを行い、本質的な問
いを見つけ出すことを試みます。

3 各自の問題意識を深堀りするディス
カッション2　関連連想キーワード
構造化

自身の関心テーマ領域に関する時事的な
話題・動向を調べる。

4第 回 時間

各自の問題意識をテーマに全体でデ
ィスカッションを行い、本質的な問
いを見つけ出すことを試みます。

４ 各自の問題意識を深堀りするディス
カッション3　リサーチクエスショ
ン形成

自身の関心テーマ領域に関する時事的な
話題・動向を調べる。

4第 回 時間

各自の問題意識をテーマに全体でデ
ィスカッションを行い、本質的な問
いを見つけ出すことを試みます。

5 関心分野の情報収集　【資料・デー
タ編】

関心分野・領域に関わる資料・データを
収集する。

4第 回 時間

研究に関連する資料やデータの収集
・整理の方法を習得します。

6 関心分野の情報収集　【文献・先行
研究編】

関心分野・領域に関わる文献・先行研究
を収集する。

4第 回 時間
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研究に有用な文献や先行研究の収集
・整理の方法を習得します。

7 関心分野の情報収集　【文献レ
ビュー】

前期中間発表の発表準備・聴講 4第 回 時間

収集した文献のレビュー方法を習得
します。

8 前期中間発表 前期中間発表の発表準備・聴講 4第 回 時間
前期の卒業研究中間発表を聴講しま
す。

9 研究プロセスを学ぶ　【リサーチク
エスション（RQ）】

関心分野・領域におけるる素朴な疑問や
問いを明らかにする。

4第 回 時間

RQとは何かを知り、RQを立てる道筋
を学びます。

10 研究プロセスを学ぶ　【仮説の構
築】

関心分野・領域におけるる素朴な疑問や
問いに対する簡易な仮説を作ってみる。

4第 回 時間

研究における仮説構築の重要性を知
り、仮説を立てる道筋を学びます。

11 研究プロセスを学ぶ　【調査】 作成してみた簡易な仮説を検証するため
に妥当な調査方法は何かを考えてみる。

4第 回 時間

調査方法の選定について学びます。
12 卒業研究プロポーザル聴講 プロポーザル内容に関するコメント・質

問の提起。
4第 回 時間

４年生の卒業研究プロポーザルを聴
講して、卒業研究の基本的枠組みと
構成を理解する。

13 研究プロセスを学ぶ　【考察】 考察の書き方について参考文献・先行研
究を通読する。

4第 回 時間

研究における考察の位置づけを知り
、考察をまとめる方法を学びます。

14 前期期末発表 期末発表で得たコメントをもとに計画書
のブラッシュアップを行う。

4第 回 時間

前期期末発表を行います。
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

藤森梓

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習では、２年間を通して卒業論文を作成します。なお、本格的に卒業研究をスタートさせるのは４回生になってからです
が、３回生の専門演習ではその準備を行います。専門演習３では、卒業研究を行う上で必要なリサーチスキルおよび研究のバッ
クグランドとなる専門知識の習得を目指すと同時に、実践的な課題探求・解決能力のトレーニングも行います。具体的な専門演
習のテーマについては、受講生の意向を尊重しつつ、担当者と相談の上で決定します。なお、担当者の専門領域は、「経済一
般・グローバルビジネス・国際問題」となります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

自身の研究分野に関連した幅広い
教養と知識の習得する。

卒業研究のバックグラウンドの知
識として役立てる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究を遂行する技術・能力の習得
する。

研究を自分自身で進めることがで
きるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見する力を身に付け
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う力を
身に付ける。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究発表などの実践力を涵養す
る。

4．DP７.実践の完遂 研究課題の探究について、自分自
身で調査、研究を行う力を身に付
ける。

5．DP９.他者との協調・協働 他のゼミメンバーとのグループ
ワーク等を通して、他者との協働
する力を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価
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2742成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート（研究プロポーサル）の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義 実
践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研究
の完遂 忠恕として適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

研究発表の評価

20

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として適切
な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

研究分野に関連する文献を多数、紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 随時、研究や学生生活を含め、幅広く相談に乗ります。オフィスアワー以
外も気軽に研究室にお越しください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習３の
意義につて

卒業研究のイメージをつかむ 4第 回 時間

卒業研究とはどのようなものか、そ
の概要について説明します。また、
卒業研究を進める上での研究倫理に
ついて、本学の定めるガイドライン
に従って解説します。

2 研究テーマを探求する①～研究とは
何かを考える～

資料・文献の検索 4第 回 時間

自分自身の興味や関心を整理し、ど
のような研究ができそうなのかを検
証します。

3 研究テーマを探求する②～研究分野
を知る～

資料・文献の検索 4第 回 時間

自分自身が興味・関心のある研究領
域について、現状を認識し、どのよ
うなテーマが設定可能なのかを考え
ます。

4 研究テーマを探求する③～資料・文
献検索～

資料・文献の検索 4第 回 時間

自分自身が興味ある研究分野につい
て、関連の資料や文献を検索します
。

5 研究テーマを探求する④～問題意識
の共有～

資料・文献の検索 4第 回 時間

各自の研究分野に関する問題意識を
ディスカッションや意見交換を通し
て共有します。

6 研究テーマを探求する⑤～問題意識
の醸成～

資料・文献の検索 4第 回 時間
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これまで収集した文献・資料をまと
め、自分自身の研究テーマについて
深く探求します。

7 研究テーマを探求する⑥～研究領域
の検証～

資料・文献の検索 4第 回 時間

研究領域について理解を深め、自分
自身の研究テーマのポジショニング
を行う。

8 ゼミ発表会の準備～発表資料の作成
～

期末発表の準備・研究計画書の作成 4第 回 時間

発表のための、資料・発表方法を検
討します。

9 ゼミ内発表会①（研究内容の報告） 研究発表の準備及び振り返り 4第 回 時間
ゼミ内で研究計画を発表し、その内
容について議論します。

10 ゼミ内発表会②（各自の研究内容に
ついてのディスカッション）

研究発表の準備及び振り返り 4第 回 時間

ゼミ内で研究計画を発表し、その内
容について議論します。

11 ゼミ内発表会③（修正コメントを踏
まえた研究計画の再発表）

研究発表の準備及び振り返り 4第 回 時間

ゼミ内で研究計画を発表し、その内
容について議論します。

12 卒論中間発表会の見学 4回生の研究内容を評価する 4第 回 時間
4回生の卒論発表会を見学し、卒業
研究に対するイメージをつかみます
。

13 卒論中間発表会の振り返り 4回生の研究内容を評価する 4第 回 時間
4回生の卒論発表会の内容について
ゼミ内で議論します。

14 前期の振り返り 研究計画書の再検討・修正 4第 回 時間
研究発表の内容を振り返り、今後の
研究計画を立てます。

2742

- 499 -



授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

田村匡

演習

該当する

スポーツイベントやスポーツ施設、スポーツマネジメントに係る組織、資金、運営方法等について業
務として取り組んできた。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究へとつながるように、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。また、課題を主
体的に探究するうえで、先行研究についての精読・発表を通じて自らの問題意識を深めていきます。
田村研究室では、毎週ニュースから個人研究につながるトピックをレポートにまとめて発表・質疑応答することで、スポーツビ
ジネスのさまざまな分野や基礎知識を習得し、自らの研究課題を発見します。
個人のテーマを探しながら、最終的には4年生に向けて卒業研究の論文作成と研究発表に向けて準備を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツマネジメントの専門的知
識と研究課題の調査、分析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行うことができる

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネスの環境の変化に
適応し、解決方策を立案する

具体的なスポーツビジネスに関す
る解決策を自分で立案することが
できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などで実践していく力を身に付
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2742
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2743

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性 研究テーマは学部・
学科・コースの専門性と適合的か、内容の妥当性・論点
の明確さ、テーマや設定課題に対して適切な内容となっ
ているか、データと先行研究の参照、主張や提案の根拠

：

％

研究過程の評価

20

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力としはて論理的構成、資料の活用
、発表技術、発表時間 協調性、質疑応答

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

期末レポート

20

授業終了後のレポート：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限目

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

自分の研究したい事柄について事前調査
する

4第 回 時間

専門演習3の計画と諸注意を伝える
。また、専門演習や卒業研究に取り
組むことの意義について学ぶ。また
、研究倫理教育を実施する。

2 グループワーク：研究テーマ１選定
のための議論

毎週ニュースからトピックを取り上げ発
表する。質疑応答ができるように問題意
識をもって情報を集めておく。

4第 回 時間

３つのグループにわけ、スポーツ＆
ビジネス・マネジメントの研究テー
マ１を選ぶ。

3 グループワーク：研究テーマ１につ
いての情報収集と調査

毎週ニュースからトピックを取り上げ発
表する。質疑応答ができるように問題意
識をもって情報を集めておく。

4第 回 時間

研究テーマ１についての情報収集と
調査をインターネット等を使いニュ
ースや資料等を探索し調査する。

4 グループワーク：研究テーマ１につ
いての発表準備

毎週ニュースからトピックを取り上げ発
表する。質疑応答ができるように問題意
識をもって情報を集めておく。

4第 回 時間

研究テーマ１について、グループワ
ークによる発表の準備を行う。

5 各グループごとの研究テーマ１の発
表会

議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間
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各グループごとに研究テーマ１につ
いて発表と質疑応答を実施する。ま
た他の班について質問を行う。質疑
応答の後、各グループごとに反省会
を行う。

6 グループワーク：研究テーマ２につ
いての選定、情報収集と調査

卒業発表から自己のテーマを見直す 4第 回 時間

新たなグループに分かれ、研究テー
マ２を決める。早速、そのテーマ２
についての情報収集と調査を行う。

7 グループワーク：研究テーマ２につ
いての議論、発表準備

指摘された修正事項について検討、研究
テーマ等を修正する

4第 回 時間

研究テーマ２について、グループ内
で議論し、発表準備を行う。

8 前期中間発表会を聴講する。 ４年生の中間発表の評価等を行う 4第 回 時間
４年生の行う前期中間発表を聴講す
る。

9 各グループごとの研究テーマ２につ
いての発表会

自分の研究テーマと4年生のテーマ等との
比較

4第 回 時間

各グループごとに研究テーマ２につ
いて発表と質疑応答を実施する。ま
た他の班について質問を行う。質疑
応答の後、各グループごとに反省会
を行う。

10 各自の研究テーマの選定 議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間

自己のテーマの選定を行う。仮でも
よいので各自の研究テーマの報告を
順番に発表して、ゼミ内で批評と議
論を行う。

11 各自の研究テーマの進捗報告 議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間

自己のテーマの進捗と先行研究や仮
説についての報告を順番に発表して
、ゼミ内で批評と議論を行う。

12 各自の研究テーマの資料収集と調査
研究

議論からの課題を考察して、自己のテー
マを深める

4第 回 時間

自己のテーマの資料収集と調査研究
を行う。発表資料の作成を自分で行
う。

13 前期期末発表準備・ゼミ内発表質疑
応答

指摘事項に関して、期末発表までに修正
をすること。

4第 回 時間

期末発表の準備として、ゼミ内発表
と質疑を行い、本発表に備える。

14 前期期末発表会 前期期末発表の準備（資料等）を行う。 4第 回 時間
前期期末発表会にて自分の研究テー
マの発表を行う。
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

古川拓也

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究へとつながるように、前半では研究手法や論文作成技法について、後半ではスポーツ政策に関連する研究の概観
をしつつ自身の研究計画を立案していきます。あつかう研究のキーワードは「スポーツ政策」「スポーツ実施率向上政策」「競
技力向上政策」「スタジアム・アリーナ政策」「学校運動部活動政策」「総合型地域スポーツクラブ政策」などです。専門演習
3ではこれらのキーワードをベースに資料を集めていきながら、自身で執筆する卒論のテーマを確定することを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

研究関連の文献購読などを通して
基礎知識を習得します

幅広い教養やスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究関連の専門的知識と研究課題
の調査、分析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などで実践していく力を身に付
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

2743
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2746
原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性 研究テーマは学部・
学科・コースの専門性と適合的か、内容の妥当性・論点
の明確さ、テーマや設定課題に対して適切な内容となっ
ているか、データと先行研究の参照主張や提案
の根拠

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）、忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力としはて論理的構成、資料の活用、発表技術、発
表時間
協調性、質疑応答
忠恕として不適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

15

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

期末レポート

15

独自のルーブリックに基づき評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日1・2限（9：00～12：00）

場所： 研究室　西館2階

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究倫理の振返り 4第 回 時間

専門演習3の計画と諸注意を伝える
。また、専門演習や卒業研究に取り
組むことの意義について学ぶ。

2 論文を執筆する前に 改めて、自身が関心を持つ研究領域なら
びに事象について、実態の把握に努める
こと

4第 回 時間

・研究とは何か？
・卒業論文に取組む姿勢として心が
けておくこと
・批判的に読む・考える
・問いを立てる

3 タイトル・緒言 自身が興味を持つ事象について、簡易的
な緒言構成を考えてみること

4第 回 時間

・タイトル設定の考え方
・問題の所在
・解決すべき課題

4 先行研究の検討方法 自身が興味を持つ事象について、先行研
究を検索しまとめてくること

4第 回 時間

・文献検索の手法
・仮説の設定
・先行研究のまとめ方
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5 研究の手法 自身が興味を持つ事象について、研究方
法の作成してみること

4第 回 時間

・定量調査、定性調査
・対象者
・調査時の心得

6 結果と図表 自身が興味を持つ事象について、予想さ
れる結果を作成すること。また、どの様
な図と表で表現することが相応しいか考
えてみること。

4第 回 時間

・結果には何を書くか
・図と表の読み取り方

7 考察 自身が興味を持つ事象について、予想さ
れる結果を踏まえて、何を考察すべきか
考えまとめてくること

4第 回 時間

・研究において、何を考察すること
が考察なのか
・考察の方法

8 春の中間発表会を聞く 自身の関心のある研究テーマについて考
えておきましょう。

4第 回 時間

4年生の卒業研究の中間発表会を聴
講します。

9 文献の引用 先行研究を用いて、自身の考えを主張す
る課題に取組むこと。

4第 回 時間

・引用するとは
・引用の方法

10 スポーツ政策研究の概観－研究の範
囲から国策を対象とした研究につい
て－

自身が興味を持つ事象について、先行研
究を探しておくこと

4第 回 時間

・スポーツ政策研究の範囲
・スポーツ実施に関する研究
・競技力向上政策に関する研究
・スポーツキャリアに関する研究

11 スポーツ政策研究の概観－非営利セ
クターに着目した研究－

自身が興味を持つ事象について、先行研
究を探しておくこと

4第 回 時間

・学校運動部活動政策の研究
・競技団体に関する研究

12 研究計画プレゼンテーションに向け
て－研究テーマの設定－

研究テーマに関して実態を調べてくるこ
と

4第 回 時間

自身の研究計画についてプレゼンテ
ーションを行います。
これまで学んだ視点から、研究計画
を立案してみましょう。

13 研究計画プレゼンテーション－研究
計画の立案－

研究テーマに関して計画を立案してくる
こと

4第 回 時間

自身の研究計画についてプレゼンテ
ーションを行います。
これまで学んだ視点から、研究計画
を立案してみましょう。

14 研究計画プレゼンテーション－プレ
ゼンテーション－

研究テーマに関して発表資料を作成する
こと

4第 回 時間

自身の研究計画についてプレゼンテ
ーションを行います。
誰もがわかりやすいように、発表の
工夫を心がけましょう。
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授業科目名 専門演習３【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

坂中勇亮

演習

該当する

・スポーツ協会に勤務し、スポーツ行政に従事（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自身の卒業研究につながるように、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。また、課題を主体
的に探究する中で、先行研究についての精読・発表を通じて自らの問題意識を深めます。 特に、担当教員の専門領域であるス
ポーツ行政を中心とした課題について、各自の関心や問題意識より、４年生で作成する卒業論文に向けての準備を進めると共
に、ゼミ内での議論や中間発表会を通じて研究内容の充実を図っていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

各自の研究報告を通じて、研究を
進める能力やプレゼンする能力を
習得する。

研究を遂行する能力や発表する能
力を身に付ける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究課題の発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

10

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

期末レポート

20

ルーブリックに基づき評価します：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、授業内で指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日　13：00－15：00

場所： 研究室

備考・注意事項： 本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求
められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内
容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習３のガイダンス及び研究倫
理に関する講義

専門演習３の進め方と諸注意をよく聞
く。研究倫理についての理解を深める。

4第 回 時間

専門演習３の授業計画と研究倫理に
ついて説明する

2 研究テーマの検討 研究に関連する資料・文献の収集 4第 回 時間
ゼミ選択の際に作成した研究計画書
に基づいて、興味・関心のある研究
テーマについて考える

3 研究テーマについての報告 研究に関連する資料・文献の収集 4第 回 時間
自身が興味・関心のあるテーマをま
とめゼミ内で報告する

4 先行研究の収集 研究に関連する先行研究を最低５本は収
集する

4第 回 時間

研究テーマに関連する先行研究の検
索方法について学ぶ

5 先行研究のまとめ 研究に関連する先行研究の内容をまとめ
る

4第 回 時間

研究テーマに関連する先行研究の内
容をまとめる

6 先行研究の報告 ゼミ内での報告内容を振り返る 4第 回 時間
前回の授業でまとめた先行研究につ
いてゼミ内で報告する

7 研究課題の決定 自身の研究課題を決定する 4第 回 時間
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これまでの授業(研究テーマの選定
・先行研究レビュー)を通じて、各
自が取り組む研究課題を決定する。

8 卒業研究中間発表会の見学 ４年生の卒業研究の内容を振り返る 4第 回 時間
４年生の卒業研究中間発表会を見学
して、今後の研究について考える。

9 ４年生の卒業研究中間発表会の評価 ４年生の卒業研究の内容を振り返る 4第 回 時間
ゼミ内での議論を通して、４年生の
卒業研究について評価を行う。

10 研究の進捗状況の報告（グループ
１）

ゼミ内での議論を通して、各自の研究内
容を再考する。

4第 回 時間

各自の研究に関して、研究テーマ及
び先行研究レビューの結果を報告し
、ゼミ内で議論する。

11 研究の進捗状況の報告（グループ
２）

ゼミ内での議論を通して、各自の研究内
容を再考する。

4第 回 時間

各自の研究に関して、研究テーマ及
び先行研究レビューの結果を報告し
、ゼミ内で議論する。

12 研究の進捗状況の報告（グループ
３）

ゼミ内での議論を通して、各自の研究内
容を再考する。

4第 回 時間

各自の研究に関して、研究テーマ及
び先行研究レビューの結果を報告し
、ゼミ内で議論する。

13 前期期末発表会の準備（発表用資料
の作成）

発表用資料の作成 4第 回 時間

期末発表会の準備として、発表時に
使用する資料を作成する

14 前期期末発表会（ゼミ内での発表
会）

前期期末発表の準備を行う 4第 回 時間

前期期末発表を行い、今後の研究計
画について検討する。

2747
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授業科目名 専門演習３【食】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、興味をもった分野の先行研究・事例を調査し、自ら設定した研究課題を探究するため仮説を立て、多くの選択肢
の中から最適な検証手段を選択し、調査研究の過程を通して、その解決策を探究します。研究倫理、文献検索の方法、実地調査
の進め方、専門知識やスキルを修得しながら、自ら主体的に卒業研究に取り組むことが求められます。食ビジネスの新たな価値
創造と更なるスキルアップを目指し、食の安全マネジメント、食品開発、食の持続可能性を中心とした研究領域に挑戦します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、実地
調査の進め方、専門知識やスキル
を修得し、主体的に卒業研究に取
り組む。

自ら設定した研究課題を解決する
ため仮説を立て、最適な検証手段
を選択し、その解決策を探究す
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を設定し、その真因
を探ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するため、最適な検証
手段やアクションプランを策定で
きる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら主体的に行動し、PDCAサイク
ルを回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

有り(連携先：大阪府、株式会社ローソン他)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。
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2751

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あったか、主体的な取り組み姿勢であったかどうかを評
価します。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

卒業研究を通して何を学んだのか分かるものになってい
るか、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容（専門性・実践力）が適切であり、自らの主張
を伝えられたかどうか、相手の意図を理解して適切に応
答できたかどうかを評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、問いに対して明確に主張し、
エビデンスを示して論述できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

戸田山和久（2017年）『新版　論文の教室-レポートから卒論まで-』NHK出版。
その他、テーマ毎に必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
※各自のテーマ毎の進捗状況に合わせ、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方・研究倫理 研究倫理に関する事例を調べておいてく
ださい。

4第 回 時間

卒業研究の進め方、研究倫理、文献
検索や資料収集、図書館の活用方法
、ビジネスマナーについて学びます
。

2 研究テーマの設定①（アイデア出
し）

各自でテーマ設定のため先行研究・事例
の調査を行ってください。

4第 回 時間

興味をもった課題の現状と今後の動
向を見据え、先行研究や先行事例の
調査を行い、各自で解決すべき最も
重要なテーマとは何かを考えます。

3 研究テーマの設定②（課題を具体化
する）

各自でテーマ設定のため先行研究・事例
の調査を行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究領域についてより詳
細に先行研究や先行事例の調査を行
い、変革が求められる領域を特定し
、各自で研究したいテーマを具体的
に考えます。

4 研究テーマの設定③（課題を絞り込
む）

各自でテーマ設定のため先行研究・事例
の調査を行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究領域をさらに細分化
し、先行研究や先行事例の調査を行
い、各自で卒業研究として取り組め
るテーマを絞り込みます。

5 仮説を立てる①（真因を探る） 各自で仮説を立てるための情報収集、分
析を行ってください。

4第 回 時間

前回絞り込んだ研究テーマについて
、想定される真因や対策について仮
説を立てます。

6 仮説を立てる②（解決策を考える） 各自で仮説を立てるための情報収集、分
析を行ってください。

4第 回 時間
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前回考えた研究テーマの仮説につい
て、その根拠を示し、最適な解決策
を検討します。

7 仮説を立てる③（検証する） 各自で仮説を検証するための情報収集、
分析を行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究テーマの仮説、解決
策について妥当であるか（矛盾がな
いか）を検証します。

8 ゼミ内中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
ここまで検討してきた研究テーマと
仮説、その解決策を発表するためパ
ワーポイントと発表原稿を作成しま
す。

9 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

研究テーマの進捗状況をパワーポイ
ントを用いて発表し、質疑応答しま
す。他のゼミ生の発表に対するコメ
ントを記入します。発表用パワーポ
イントは事前に提出してください。

10 検証手段の立案①（調査対象を選
ぶ）

各自でアクションプランを作成してくだ
さい。

4第 回 時間

自ら立てた仮説を検証するため調査
対象や方法を考え、最適な検証手段
を選択します。

11 検証手段の立案②（調査内容を決め
る）

各自でアクションプランを作成してくだ
さい。

4第 回 時間

前回選定した調査対象や方法、検証
手段に沿って、具体的にアクション
プランを作成します。

12 コース期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
ここまで取り組んできた研究テーマ
と仮説、調査対象と方法、検証手段
を発表するため発表用パワーポイン
トと発表原稿を作成します。

13 コース期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

研究テーマの進捗状況をパワーポイ
ントを用いて発表し、質疑応答しま
す。他のゼミ生の発表に対するコメ
ントを記入します。発表用パワーポ
イントは事前に提出してください。

14 コース期末発表会（後半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。試験（期末レポート）は指定され
た日時までに提出してください。また、
前期で学んだことを踏まえ、各自で夏休
みの研究計画を立ててください。

4第 回 時間

研究テーマの進捗状況をパワーポイ
ントを用いて発表し、質疑応答しま
す。他のゼミ生の発表に対するコメ
ントを記入します。発表用パワーポ
イントは事前に提出してください。
授業の最後に、試験（期末レポート
）の課題を提示します。

2751
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授業科目名 専門演習３【食】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

伴みずほ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習では、興味をもった分野の先行研究・事例を調査し、自ら設定した研究課題を解決するため仮説を立て、調査研究の過
程を通してその解決策を提案します。研究倫理、文献検索の方法、フィールド調査の進め方など、専門知識やスキルを習得しな
がら自ら主体的に卒業研究に取り組むことが求められます。食ビジネスの新たな価値創造を目指し、食の安全マネジメント、食
と健康、食の持続可能性を中心としたテーマに挑戦します。専門演習3では興味をもった分野の先行研究・事例を調査し課題を
発見に取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、
フィールド調査の進め方、専門知
識やスキルを習得し、主体的に卒
業研究に取組む。

自ら設定した課題を解決するため
仮説を立て、最適な検証手段を立
案し、その解決策を提案する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題を設定し、その真因を探
ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するために必要な検証
手段、計画を立案できる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら行動に対してPDCAサイクルを
回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当、効果的であ
ったかどうか、自主的な取り組み姿勢であったかどうか
を評価します。

：

％

2751
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2762
20 ％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

卒業研究に取り組み、何を学んだかわかるものになって
いるか、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容が適切であり、自らの主張を伝えられたかどう
か、相手の意図を理解して適切に応答できたかどうかを
評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、独自の問いに対して明確な答
えを主張し、論証できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考書：「現代の食生活と消費行動」斎藤修監修、農林統計出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業の順番や内容を変更する場合があります。

専門書や報文の輪読を行います。各自でpptの資料準備を行っておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方および研究倫理 研究倫理に関する事例を調べておいてく
ださい。

4第 回 時間

卒業研究の進め方、研究倫理につい
て学び、文献検索や資料収集、図書
館の活用方法、ビジネスマナーなど
についても習得します。

2 研究テーマの設定①（アイデア出
し）

テーマ設定のため先行研究の調査を行っ
てください。

4第 回 時間

食ビジネスの現状と将来の課題を見
据え、先行研究や先行事例の調査を
行い、各自で解決すべき最も重要な
テーマとは何かを考えます。

3 研究テーマの設定②（課題を具体化
する）

各自でテーマ設定のため先行研究の調査
を行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究領域の先行研究調査
をより詳細に行い、変革が求められ
る領域を特定し、各自で研究したい
テーマを具体的に考えます。

4 研究テーマの設定③（課題を絞り込
む）

各自でテーマ設定のため先行研究の調査
を行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究領域をさらに細分化
し、先行研究の調査より、各自で卒
業研究として取り組めるテーマを絞
り込みます。

5 仮説を立てる①（真因を探る） 各自で仮説を立てるための情報収集、分
析を行ってください。

4第 回 時間

前回絞り込んだ研究テーマについて
想定される真因と対策について仮説
を立てます。

6 仮説を立てる②（解決策を考える） 仮説を立てるための情報収集、分析を
行ってください。

4第 回 時間

前回考えた研究テーマの仮設につい
て、その根拠を示し、最適な解決策
を検証します。

7 仮説を立てる③（検証する） 仮説を立てるための情報収集、分析を
行ってください。

4第 回 時間
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前回考えた研究テーマの仮設につい
て、解決策について妥当であるか（
矛盾がないか）を検証します。

8 ゼミ内発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
ここまで検討してきた研究テーマと
仮説、その解決策を発表するためパ
ワーポイントと発表原稿を作成しま
す。

9 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

研究テーマの進捗状況をパワーポイ
ントを用いて発表し、質疑応答しま
す。他のゼミ生の発表に対するコメ
ントをコメントシートに記入します
。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

10 検証手段の立案①（調査対象を選
ぶ）

各自でアクションプランを作成してくだ
さい。

4第 回 時間

自ら立てた仮説を検証するため調査
対象や方法を考え、最適な検証手段
を選択します。

11 検証手段の立案②（調査内容を決め
る）

各自でアクションプランを作成してくだ
さい。

4第 回 時間

前回選定した調査対象や方法、検証
手段に沿って、具体的にアクション
プランを作成します。

12 コース期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
ここまで検討してきた研究テーマと
仮説、調査の対象と方法、検証手段
を発表するためパワーポイントと発
表原稿を作成します。

13 コース期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トをコメントシートに記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

14 コース期末発表会（後半） 試験（期末レポート）は指定された日時
までに提出して下さい。各自で期末発表
の振り返りを行ってください。また、前
期で学んだことを踏まえ、各自で夏休み
の計画を立ててください。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トをコメントシートに記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。
授業の最後に試験（期末レポート）
の課題を提示します。

2762
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授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

中井秀樹

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会におけるICTの利活用に関して、様々な調査・研究を行う。特に、今後の専門的な研究活動に備えて、比較的短い期間での
調査・報告を行う事で、研究活動の実践的経験を積むと同時にその精度を高めていく。
また、研究における批判的思考能力の向上を目指して、アカデミックディベートを実施する予定であり、可能であれば学外との
連携でのディベートなどにも参加する。
年度末には、次年度取組予定の卒業研究に関する調査活動を開始する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

調査活動に必要となる様々なスキ
ルや実際に調査することによる知
識の習得を目指す。

論文執筆や発表のスキルの修得
し、きちんと執筆・発表ができる

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

自己や他者の考えに触れ、その内
容について論理的矛盾点などの検
証を行う

ディベート活動により、批判的思
考が身につき、自己評価・他者評
価をきちんとできる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

身近な環境における技術の応用や
工夫に気付き、分析ができる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

様々な活動に積極的に参加し、自
ら体験をし、実践に活かせる

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

グループでの活動におけるコミュ
ニケーションがきちんとできる

4．DP９.他者との協調・協働 ゼミメンバーと時に協力・協調
し、特に切磋琢磨し、目的を達成
するよう行動する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献度 各人の活動やグループにおける活動での積極性や発言の
度合いなどで評価
活動への参加および発言がない場合は、0点とする

：

2762
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2765

50

活動への参加および発言がない場合は、0点とする

％

報告内容

30

提出物や発表の内容によって評価
発表・レポートはルーブリック評価を行う

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

10

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」を評価の基準とする。

：

％

試験（期末レポート）

10

卒業研究計画に関する最終レポートを提出し、研究の実
現可能性などから評価を行う。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等:なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 西館3階研究室

備考・注意事項： 通常開講時間以外の実施を行う場合があります。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 これまでのふりかえりと今後の計画 時事関連の調査 4第 回 時間
前期の活動を踏まえた後期の研究活
動に対する計画を考える

2 プレゼン演習１ 自己紹介 時事関連の調査 4第 回 時間
前期に実施した内容をブラッシュア
ップし、自己流の自己紹介に挑戦す
る。
主に自己の能力について、新しい取
り組みによる技能向上を目指し、次
回の目標設定につなげる。

3 プレゼン演習２ 事例紹介による自
己技能の向上

時事関連の調査 4第 回 時間

調査した事例紹介をプレゼンテーシ
ョンを行う。
主に自己の能力について、新しい取
り組みによる技能向上を目指し、次
回の目標設定につなげる。

4 プレゼン演習３　事例紹介による他
者技能の確認

時事関連の調査 4第 回 時間

調査した事例紹介をプレゼンテーシ
ョンを行う。
主に他社の実施を観察し、内容の理
解にとどまらず、プレゼン技能につ
いての客観的な認識と橋上のための
知見を得る。

5 事例研究１　テーマ決定 時事関連の調査 4第 回 時間
自己テーマの選択・決定の実施
様々な資料から、ショートタームの
テーマ選定を行い、研究計画を立て
る。

6 事例研究２　テーマの調査 時事関連の調査 4第 回 時間
テーマ研究における調査活動
決定したテーマに関しての調査活動
を行う。

7 事例研究３　資料整理、発表準備 時事関連の調査 4第 回 時間
論理的展開のための資料集めと整理
・管理

8 報告会 時事関連の調査、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間
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テーマ内容の報告を行い、学修者間
で評価を行う。

9 事例研究４　テーマ決定 時事関連の調査 4第 回 時間
自己テーマの選択・決定の実施
様々な資料から、ショートタームの
テーマ選定を行い、研究計画を立て
る。

10 事例研究5テーマの調査 時事関連の調査 4第 回 時間
テーマ研究における調査活動
決定したテーマに関しての調査活動
を行う。

11 事例研究6　資料整理、発表準備 時事関連の調査 4第 回 時間
論理的展開のための資料集めと整理
・管理

12 報告会 時事関連の調査、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

テーマ内容の報告を行い、学修者間
で評価を行う。

13 グループによる課題解決学習　役割
分担

時事関連の調査 4第 回 時間

グループによる課題への取り組み
14 グループによる課題解決学習　まと

めとふりかえり
時事関連の調査、ポートフォリオの作成 4第 回 時間

グループによる課題への取り組み

2765

- 517 -



授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

児山俊行

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

卒業論文を視野にその準備を行っていきます。
①まず、最も重要な「問題や課題の発見」から行います。現象を当たり前と思った ところから、ビジネスでも組織でも停滞が
起こります。したがって、常に社会や組織の問題や課題を見つけることは、自己と環境を変えるために不可欠な事柄です。
②活字に苦手な人が多い世の中です。よって、当演習ではあえて書籍を中心に論文作成を進めていきます。もちろん、必要に応
じてアンケートなど実施してもらいます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

製品開発における基本的プロセス
と現代的課題を理解する。

ビジネスの実情・背景を理解し、
基本的視角を持つことができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会現象を観察して因果関係を理
解し、そこにある（発展・停滞
の）課題を見出すことができる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自主的にリサーチを行い、新製品
の特別な意味を紡ぎ出す熟慮

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

新製品に関するリサーチやコンセ
プトについて相互批評を行う

4．DP９.他者との協調・協働 新製品のプレゼンにおいて相互評
価を行うことでコンセプトをブ
ラッシュアップさせる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

2765
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2771原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業中での活動

35

授業での発表や議論、授業前に提出された課題などの成
果で評価する。

：

％

課題作成

35

提示された課題解決へのグループ活動での自己の役割遂
行や解決提案の策定などの成果で評価する。

：

％

試験（レポート）

20

自らの演習を振り返りながら学びの修得度と自身のどこ
が成長したかについてふりかえるレポートを作成し評価
する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新しい市場のつくりかた三宅秀道 東洋経済新報社・・ 年・2012

参考文献等

参考文献等:学生の卒業論文のテーマごとに指導します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜２限と昼休み

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション テキスト第5章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
日本企業の製品開発の事例を通じて
、製品開発プロセスに関する学びに
ついての動機づけを行う。また、研
究倫理教育の実施。

2 大組織病 テキスト第５章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
模倣型製品開発について理解する。

3 「現場の本社主義」（黎明期の特
性）

テキスト第６章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

工業黎明期の製品開発について理解
する。

4 「現場の本社主義」（事例研究） テキスト第６章中盤の読了とレジメ作成 4第 回 時間
具体的な例（水着）の製品開発につ
いて議論する。

5 「現場の本社主義」（組織のあり
方）

テキスト第６章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

アイデアを生かしやすい組織につい
て理解する。

6 価値のエコシステムのデザイン（改
善と革新）

テキスト第７章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

製品の改善と革新の違いについて理
解する。

7 価値のエコシステムのデザイン（文
化人類学的素養の必要性）

テキスト第７章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

製品開発における文化人類学的素養
の重要性を理解する。

8 製品のステータス テキスト第８章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
過去の製品事例を通じて、製品のス
テータス特性を理解する。

9 製品の仲間づくり テキスト第８章中盤の読了とレジメ作成 4第 回 時間
ハーレーダビットソンを事例とした
製品をめぐる「仲間づくり」につい
て理解する。
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10 「ラグジュアリー」製品とは テキスト第８章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
ラグジュアリーの特性について、製
品開発の視点から議論する。

11 ビジネス分野以外の視野 テキスト第９章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
具体的な例（椅子）を通じて、製品
と生活の関係を理解する。

12 産官学連携の可能性 テキスト第９章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間
産官学連携による製品開発の可能性
について議論する。

13 地域コミュニティにおける製品開発
（知識のマネジメント）

テキスト第10章前半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

企業と社会間での知識のマネジメン
トについて理解する。

14 地域コミュニティにおける製品開発
（満足解を求めて）

テキスト第10章後半の読了とレジメ作成 4第 回 時間

企業のユーザーの「満足解」への探
求について議論する。

2771
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授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

稲村昌南

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、近年のモノづくりにおける戦略的な観点から「モジュール化」をテーマとしてグローバルな規模で展開されるビジ
ネス活動について理解を深めます。一方、3年次に本格化する就職活動を見据え、企業研究・業界研究も行います。なお、前期
と同様、14回の授業のうちの5回については、企業や社会が抱える課題の解決を行うグループ学習を実施します。また、卒業研
究発表会に参加し、卒業論文作成に向けた意識の向上も図ります。そして、卒業研究計画書3年次版を作成し、研究テーマと研
究目的の設定を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業の戦略的行動に関する知識 企業の行動の背後にある思惑につ
いて分析し、客観的に説明でき
る。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

与えられた課題に対して主体的に
取り組み、一定の成果を出すこと
ができる。

2．DP９.他者との協調・協働 グループでの活動において発言・
行動し、目的に向かって協力して
取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート（研究計画書）

40

「研究テーマについての背景が一定のデータに基づいて
示されているか」、「研究目的がテーマに対して適切か
」という2つの観点から評価する。

：

％

取組む姿勢

30

チームで取り組む課題については「グループワークに主
体的に取り組めているか」、「他者と協調性を持って取
り組めているか」という2つの観点から評価する。

：

％

2771
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2772
30 ％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イノベーションの重要性を考える 特許数ランキングと国別のイノベーショ
ン力ランキングについて調査します。

4第 回 時間

国の経済的成長と企業のイノベーシ
ョン力の関係について考えます。

2 日本のモノづくりの現状と課題 日本家電メーカーの世界におけるポジ
ションについて調査します。

4第 回 時間

家電業界を中心に日本のモノづくり
が苦戦している現状とその背後にあ
る課題について考えます。

3 モジュール化の意味 製品のモジュール化が進んでいる業界に
ついて調査します。

4第 回 時間

モジュールとは何か、またモジュー
ル化とはどのような現象か学びます
。

4 モジュール生産方式とは何か モジュール生産方式のメリットについて
調査します。

4第 回 時間

モジュール生産方式の特徴について
学びます。

5 日本企業とモジュール化 日本のモノづくりのメリットとデメリッ
トについて調査します。

4第 回 時間

モジュール化が日本のモノづくりに
どのような影響を与えたか考えます
。

6 ICTの活用とイノベーション（１）
クローズドイノベーション

「擦り合わせ」型のメリットデメリット
について調査します。

4第 回 時間

日本企業の伝統的な製品開発手法に
ついて学びます。

7 ICTの活用とイノベーション（２）
オープンイノベーション

「組み合わせ型」のメリットとデメリッ
トについて調査します。

4第 回 時間

オープンなインターネット環境を利
用した製品開発手法について学びま
す。

8 グループワーク（１）ブレーンス
トーミングとKJ法

グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

課題テーマに対して、できるだけ多
くの意見を出し合います。

9 グループワーク（２）課題の抽出 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

出された意見の中から、課題テーマ
に対して重要と思われる問題を抽出
します。

10 グループワーク（３）提案書の作成 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間

問題に対してそれを解決すると思わ
れる提案を企画案としてまとめます
。

11 グループワーク（４）プレゼン準備 グループの中で決められた自分の課題を
次週までに行います。

4第 回 時間
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発表資料をパワーポイントで作成し
、発表のポイントをグループメンバ
ーで話し合います。

12 グループワーク（５）提案のプレゼ
ンテーション

ふり返りシートを次週までに完成させま
す。

4第 回 時間

各グループの提案をプレゼンし、意
見交換します。

13 企業研究－情報収集と分析、論点整
理－

企業研究・業界研究のプレゼン資料を作
成します。

4第 回 時間

企業研究・業界研究を行うに当たっ
ての資料収集と分析の観点、および
論点整理の仕方について学びます。

14 企業研究発表 評価シートを参考に、ふりかえりシート
を完成させます。

4第 回 時間

発表者は自身の分析資料とプレゼン
するとともに、他の学生は発表者の
発表内容とプレゼン技術を評価しま
す。

2772
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授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

笠岡恵理子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、財務諸表を作成する際のルールである会計基準について、会計処理の方法および開示項目を理解するとともに、
それぞれの会計基準における論点についても学習を行っていく。また、財務情報だけでなく、企業のCSR（企業の社会的責任）
やSDGs（持続可能な開発目標）への取り組みなどの非財務情報の重要性についても検討を行っていく。これらの学習を通じて、
会計に関する知識の理解を深め、研究方法を習得していくことを目的としている。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

個人研究の調査・発表を行う。 会計における問題を発見し、それ
を論理的に解決することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究課題を発見することが
できる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究課題の計画を立て、実行する
ことができる。

3．DP７.実践の完遂 与えられた課題を詳細に調べ、や
り遂げることができる。

4．DP８.他者とのコミュニケー
ション

研究課題について、ディスカッ
ションおよびプレゼンテーション
を行うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出課題 与えられた課題について、授業で学習した内容を踏まえ
て、論理的に記述されているかで評価する。

：

2772
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2773提出課題

40

与えられた課題について、授業で学習した内容を踏まえ
て、論理的に記述されているかで評価する。

：

％

授業への積極的参加

30

グループワークおよびプレゼンテーションについて、積
極性および他との協調性を持って、相手に伝わる説明が
できているかという点から評価を行う。

：

％

期末レポート

30

授業内容の理解度を評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

桜井久勝『財務諸表講義（第23版）』中央経済社、2022年。
井上達男、山地範明『エッセンシャル財務会計（第4版）』中央経済社、2021年。
平松一夫編著『IFRS国際会計基準の基礎（第6版）』中央経済社、2020年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館2F）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：前期の振り返りと今後
の授業計画、および論文の書き方

収益と費用の意義、および収益と費用の
分類について調べる。

4第 回 時間

前期における学習内容の振り返り、
ゼミにおけるこれからの授業計画、
および論文の書き方についての説明
を行う。

2 収益と費用 リース会計の意義、およびリース取引の
分類について調べる。

4第 回 時間

収益と費用の意義、収益と費用の分
類、および収益と費用の認識と測定
について学習する。

3 リース会計 減損会計の意義、減損処理の対象となる
資産および減損の兆候について調べる。

4第 回 時間

リース会計の意義、リース取引の分
類、ファイナンス・リース取引の会
計処理、およびオペレーティング・
リースの会計処理について学習する
。

4 減損会計 退職給付の意義、および退職給付会計に
おける構成要素について調べる。

4第 回 時間

減損会計の意義、減損処理の対象と
なる資産、減損の兆候と減損損失の
認識、減損損失の測定等について学
習する。

5 退職給付会計 金融商品の意義、および金融商品の認識
について調べる。

4第 回 時間

退職給付の意義、退職給付債務と退
職給付に係る負債、および退職給付
費用の算定について学習する。

6 金融商品会計 企業結合の意義、および企業結合の会計
処理について調べる。

4第 回 時間

金融商品の意義、金融資産および金
融負債の発生および消滅の認識、金
融資産および金融負債の貸借対照表
額等について学習する。

7 企業結合会計 第2回から第7回で学習したことを振り返
り、個別研究のテーマを考える。

4第 回 時間

企業結合の意義、企業結合の会計処
理、取得の会計処理、株式交換およ
び株式転換の処理、および共同支配
企業の形成と共通支配下の取引等の
会計処理について学習する。
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8 文献調査と個別研究（1）研究テー
マの設定

個別研究のテーマ設定とそれに関連する
文献調査を行った結果をパワーポイント
にまとめ、発表の準備をする。

4第 回 時間

個別に財務会計において興味のある
テーマを設定し、文献調査を行う。

9 文献調査と個別研究（2）研究テー
マの発表

発表から得られたコメントを基にして、
研究内容の構成を考え直す。

4第 回 時間

各自興味のあるテーマおよび第8回
の授業で調査を行った内容について
、発表を行う。

10 文献調査と個別研究（3）研究資料
の収集

収集を行った文献およびデータから、こ
れらの情報をどの章や節で取り扱うのか
を考える。

4第 回 時間

第8回の文献調査に加え、必要なデ
ータ等の収集を行う。

11 文献調査と個別研究（4）研究内容
のまとめ

これまでの研究内容を小論文にまとめ、
完成させるとともに、発表の際に伝える
べき内容について考える。

4第 回 時間

テーマに沿って調査した内容を小論
文にまとめる。

12 文献調査と個別研究（5）発表の準
備

繰り返し発表を練習し、質疑応答に対し
ても十分な準備をしておく。

4第 回 時間

これまで行ってきた研究内容につい
て、パワーポイントを作成し、発表
の準備をする。

13 文献調査と個別研究（6）研究内容
の発表

発表によるコメントを受け、小論文にお
いて改訂を行うべき箇所を考える。

4第 回 時間

これまで調査した研究内容について
、発表を行う。

14 文献調査と個別研究（7）小論文の
内容の改訂

これまで研究してきたことを振り返り、
次年度の研究内容および研究計画を考え
る。

4第 回 時間

第13回における研究内容の発表から
得られたコメントを基にして、内容
の改訂を行う。

2773
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授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

山崎哲弘

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習４では、人的資源管理論の諸管理を学ぶとともに、労政時報など人事系専門紙などから具体的な企業の人事施策例を調
査し、今後企業における人材育成施策や人事評価などがどのように変化していくのか、また求められるのかを皆さんとともに探
求していく。また３年次末より本格化する就職活動を見据え、企業研究や業界研究も行います。
また、研究における批判的思考能力の向上を目指して、アカデミックディベートを実施する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

個人の研究テーマに関した専門的
知識と研究課題の調査、分析を行
う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

個人研究の調査・発表を行う 論文執筆や発表のスキルの修得
し、きちんと執筆・発表ができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画を立案する力を身
に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づき行動し、発表会など
でプレゼンテーションできる力を
身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題提出

70

与えられた課題に対して、論理的に論述できているかど
うかを評価する。

：

％

2773
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授業態度

20

チームで取り組む課題については「主体的に取り組めて
いるか」「他者と協調性を持って取り組めているか」の
２点から評価する。また課題発表は報告の内容によって
評価する。

：

％

期末レポート

10

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

高橋伸夫（2004）『虚妄の成果主義』日経BP社。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階研究室

備考・注意事項： 通常開講時間以外の実施を行います。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 これまでのふりかえりと今後の計画 各自の学習分野についてレビューを行う 4第 回 時間
前期の活動を踏まえた後期の研究活
動に対する計画を考える

2 文献調査と論文指導① 興味のある分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
研究の進め方をレクチャーする。レ
ポートと論文の違いを確認する。

3 文献調査と論文指導② 興味のある分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
各自の学習分野についてレビューし
た内容を発表する。

4 文献調査と論文指導③ 興味のある分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
前回発表したレビュー内容について
、小論文の形式でまとめる。

5 文献調査と論文指導④ 研究を行う分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
学習分野について、最終的に取り組
んでいくテーマを決定する。

6 文献調査と論文指導⑤ 研究を行う分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
各自で取り組んでいる研究テーマの
現状分析を行い、そのまとめた内容
を発表する（一人５分程度）

7 発表とディスカッション 研究を行う分野の文献を読み、まとめる 4第 回 時間
前回発表した内容をもとに、ディス
カッションを行う

8 事例研究① チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
研究テーマに関する業界や企業など
について、グループによる調査活動
を行う。
初回は、チーム分けとテーマ決め、
役割分担を決定する。

9 事例研究② チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
各メンバーが決まった役割分担をも
とに資料収集を行う。

10 事例研究③ チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
各メンバーが収集した資料について
、必要性の有無など検討し、取捨選
択を行う。

11 事例研究④ チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
企業の人事担当者による企業目線の
採用動向などについての特別講義を
実施する。

12 事例研究⑤ チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
特別講義の内容も踏まえ、事例研究
報告の資料を作成する
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13 事例研究⑥ チームメンバーと協働で調査活動を行う 4第 回 時間
最終発表用の事例研究報告資料を作
成する

14 事例研究発表 次年度の研究スケジュールを作成する 4第 回 時間
グループによる事例研究報告を行う

2774
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授業科目名 専門演習４【経営】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

李美花

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本ゼミでは、サービスに関する様々な文献を批判的に検討し、ディスカッションを行ったり、レポート・論文を執筆することを
通じて、卒業論文の執筆能力を高めていくことを目的とする。
ゼミは、受講生の皆さんと担当教員で、一緒に作り上げていくもので、よりよいゼミになるには、みなさんの主体性が欠かせな
い。前期学習したテキストを参考にゼミレポート・論文の執筆など、他のゼミに比べてハードなので、皆さんには真面目に取り
組めることや学習意欲があることを期待する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

問題を発見し、解決方法を見つけ
る能力を身に付ける

個人研究の調査・発表を行い研究
作業を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究課題を発見できる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の計画を立て、実行できる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

研究に対するディスカッションと
プレゼンテーションができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

サービスマーケティングに係る基礎知識と具体的な事例も交えながら講義による解説の進行にあわせ、ケース
スタディーについて、受講者への問いかけやレポート課題を組み合わせて進めていく。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（報告・議論など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（課題作成・最終レポート） 試験（課題作成・最終レポート）、領域に関する基礎的
な事項を理解し、整理・論述ができたかどうか、の観点
より評価する。

：

2774
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2776

40 ％

平常点

30

「グループワークでの貢献度」「取り組む姿勢」の観点
より評価する

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」の観点より評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

サービス・マーケティン
グ

近藤 隆雄 生産性出版・・ 年・2010

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

履修上の注意・備考・メッセージ

★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
★必ず、SAIMASによる出席登録を行っているために、毎回の授業の出席状況を各自確認すること
★欠席者には、欠席日の授業内容を自習して手書き、A4サイズ、1枚以内でまとめて授業で提出すること

★ポートフォリオ(15回授業）ファイルを準備すること
★毎回の授業後は、学習日誌を作成して授業中配布した資料などをまとめておく

レポート・論文を作成するにあたり、学修・研究活動にかかわる時には、研究倫理のもと、著作権（盗用、引用）と個人情報に
注意すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日、4時限

場所： 研究室、西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：前期のふりか
えと後期のスケジュール

各自の学習分野（興味のある）について
レビューを行う

4第 回 時間

講義の目標、授業スケジュール、成
績評価、研究とは何か

2 文献調査その一＆レクチャー「レ
ポートの書き方と学術論文の違い」

興味のある分野を決めておく 4第 回 時間

研究の仕組みとゼミの進め方、レポ
ートについてレクチャーを行う

3 文献調査その二＆事例研究 レポートと小論文の違いを調べる 4第 回 時間
各自の学習分野（興味のある）につ
いてレビューした内容を発表する。
事例をDVDなどのビジュアル資料を
通じて学習する

4 文献調査その三＆小論文の作成 論文の書き方について予習する 4第 回 時間
小論文についてレクチャーを行う。
前回発表したレビュー発表の内容を
小論文にしてまとめる

5 文献調査その四＆論文 現状分析について調べる 4第 回 時間
学術論文についてレクチャーを行う
。前回発表したレビュー発表の内容
はフォーマルな論文形式にまとめる

6 現状分析その一＆プレゼンテーショ
ン

ディスカッションについて調べる 4第 回 時間

各自の取り組んでいるテーマの現状
分析を行い、そのまとめ内容を発表
する（3分程度）

7 現状分析その二＆ディスカッション 産業分析について調べる 4第 回 時間
前回、まとめ発表した現状分析を元
に、ディスカッションをする
（予定）学外授業：黒門市場

8 産業分析その一＆プレゼンテーショ
ン：学外授業

発表スキルについて調べる 4第 回 時間
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各自の取り組んでいるテーマの産業
分析を行い、そのまとめ内容を発表
する（3分程度）
学外授業：ミスドミュージアムを訪
問し、ダスキンの経営についてヒア
リング調査を行う。

9 産業分析その二＆ディスカッション チームメンバーとの共同作業（テーマ選
定）を行う

4第 回 時間

前回、まとめ発表した産業分析を元
に、ディスカッションをする

10 チームワーク①テーマ選定を行う チームメンバーとの共同作業（役割分
担）を行う

4第 回 時間

各グループごとに研究テーマを決め
てもらう。演習以外の時間でもチー
ムワークができるように計画を立て
る

11 チームワーク②役割分担を決める チームメンバーとの共同作業（資料収
集）を行う

4第 回 時間

各グループごとの研究テーマに沿っ
てメンバーの役割分担を行い、効率
よく作業を進めてもらう

12 チームワーク③資料収集を行う チームメンバーとの共同作業（取捨作
業）を行う

4第 回 時間

各メンバーの役割分担通りに調査分
野、範囲を決め、資料収集を行う。
そして共同で資料をまとめる作業を
行う

13 チームワーク④資料の取捨作業を行
う

チームメンバーとの共同作業（プレゼン
テーション）を行う

4第 回 時間

集めた資料の分類作業と補強調査に
ついて検討する

14 チームワーク④プレゼンテーション チームメンバーとの共同作業（最終まと
め）を行う

4第 回 時間

各グループの研究についてプレゼン
テーションを行う

2776
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

青野桃子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

卒業研究に向けて、スポーツ文化に対する各自の問題関心を主体的に深めていくことを目指す。前期の専門演習３で学習したこ
とをふまえて、先行研究や既存のデータを収集し、批判的に読み解く力を発展させる。また、ゼミ内での発表とディスカッショ
ンを繰り返しおこなうことで、他者に自身の研究を伝える方法、議論の展開の方法を実践的に学ぶ。最終的に、卒業研究だけで
なく、批判的思考、論理的思考、議論する能力の向上も目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

文献、先行研究を通して、基礎知
識を習得する。

幅広い教養やスキルを身につけ
る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識、研究手法を学ぶ。 専門的知識を獲得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を発見する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究計画を立案する。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて、実際に研究を進
める。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2776
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2777

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

テーマ選定が研究課題に対して適切であるかどうか、デ
ータや先行研究が参照できているかどうかを評価する。

：

％

研究過程の評価

30

研究に取り組む姿勢、自主性、グループでの活動におい
ては協調性を評価する。

：

％

研究発表の評価

10

自身の研究について、論理的に、資料にもとづいて発表
ができていることを評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

学んだことについて理解ができているかどうかを評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業のなかで適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 西館4階　研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習の意
義と研究倫理

前期のゼミ・議論の復習 4第 回 時間

ゼミの目的や進め方を確認する。研
究倫理教育をおこなう。
前期の活動を振り返る。

2 研究内容について再考する 後期の研究計画の再考 4第 回 時間
前期に取り組んできたことを復習し
、後期の研究計画を再検討する。

3 先行研究の再検討 先行研究の収集 4第 回 時間
再検討した研究計画を踏まえて、先
行研究を収集する。

4 先行研究の報告1：先行研究で明ら
かになっていること

自身の研究課題についての情報収集 4第 回 時間

収集した先行研究についてまとめ、
報告をおこなう。

5 先行研究の報告2：今後明らかにす
べきこと

研究課題に関する資料・データ収集 4第 回 時間

収集した先行研究についてまとめ、
報告をおこなう。

6 研究の進捗報告1：研究手法の確認 研究課題に関する文献収集 4第 回 時間
研究テーマおよび先行研究レビュー
の結果を報告し、議論を通して今後
の課題を明らかにする。

7 研究の進捗報告2：研究スケジュー
ルの設定

研究課題に関する先行研究収集 4第 回 時間

研究テーマおよび先行研究レビュー
の結果を報告し、議論を通して今後
の課題を明らかにする。

8 ４年生の卒業研究中間発表会の見学 発表会の内容理解 4第 回 時間
４年生の卒業研究中間発表を聴講す
る。

9 ４年生の卒業研究発表の評価 ４年生の卒業研究発表の内容の復習 4第 回 時間
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４年生の卒業研究発表についてゼミ
でディスカッションし、評価をおこ
なう。

10 卒業研究計画書発表会の準備（研究
計画書の作成）

報告資料の作成・復習 4第 回 時間

研究計画書発表会の準備として、現
時点の研究計画書を作成する。

11 卒業研究計画書発表会の準備（研究
計画書の報告）

議論の復習 4第 回 時間

作成した計画書について、ゼミ内で
報告・議論をおこなう。

12 卒業研究計画書発表会の準備（発表
資料の作成）

報告資料の作成 4第 回 時間

計画書についての議論をもとに、発
表資料の作成をおこなう。

13 卒業研究計画書発表会 資料の作成、議論の復習 4第 回 時間
卒業研究計画書について発表をおこ
ない、現時点での研究の見通しを明
らかにする。

14 ４年生卒業研究発表会の見学 卒業研究についての再考 4第 回 時間
４年生の卒業研究発表会を聴講する
。

2777
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

岡田功

演習

該当する

新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材。折に触れて日本のプロスポーツクラ
ブに経営のアドバイスを行ってきた（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

米メジャーリーグの経営を深掘りして学ぶとともに、他球団や他リーグまたは他のプロスポーツ競技との比較を通して、プロス
ポーツビジネスの仕組みと基礎になる考え方を徹底的に学びます。またゼミでは、毎回の授業で取り上げるトピックについて発
表してもらうことに加え、毎週のニュースの中から興味を持ったトピックや個人研究につながりそうなトピックをレポートにま
とめ、順次発表してもらいます。４年生時の卒業研究に向けた準備ともなります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

プロスポーツビジネスに関する文
献購読と卒業研究計画の検討

プロスポーツビジネスに関する文
献購読などを通して確かな専門性
を磨くための幅広い教養やスキル
を身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

プロスポーツビジネスの専門的知
識を習得するとともに、研究課題
の調査・分析を行います

専門的知識と職業理解を身につけ
ている

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

論理的に考え、自らの研究課題を
発見する力を身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

豊かな発想力によって、未知の課
題にも創造的に取り組み、研究課
題の計画を立案する力を身に付け
る

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他者の意見をよく聴き、自己の意
図を正確に伝えることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2777
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2780成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業テーマに関するゼミ内発表

60

授業テーマに関するゼミ内発表において、内容の妥当性
、論理的構成、発表技術、発表時間、質疑応答の様子な
どを評価する

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として、意思疎通、自発的行動、協調性（
グループ研究のみ）、忠恕の心を持ったコメントなどを
評価する

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

10

「何を学んだかわかるものになっているか」「学びのふ
りかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

メジャーリーグ　なぜ
「儲かる」

岡田功 集英社新書・・ 年・2010

参考文献等

必要に応じ、授業内で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜３限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、専門演習４の
意義について

専門演習4の計画と諸注意をよく理解する 4第 回 時間

専門演習4の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、後
期の研究活動の取り組み方を考える
。

2 副業収入 スポーツビジネスに関するニュースにア
ンテナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャーリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの副業収入戦略と、自身が調べた
他球団、他リーグ、または他のプロ
スポーツ競技の副業収入戦略とを比
較・分析し、発表する。

3 新球場建設 スポーツビジネスに関するニュースにア
ンテナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャーリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グの相次ぐ新球場建設の実態と、自
身が調べた他球団、他リーグ、また
は他のプロスポーツ競技の同種のト
ピックとを比較・分析し、発表する
。
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4 ネット事業 スポーツビジネスに関するニュースにア
ンテナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャーリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げた米メジャーリー
グのネット事業と、自身が調べた他
球団、他リーグ、または他のプロス
ポーツ競技のネット事業とを比較・
分析し、発表する。

5 海外事業、ワールド・ベースボー
ル・クラシック（WBC)

スポーツビジネスに関するニュースにア
ンテナを張り、ゼミでの発表の準備をす
る。また、授業で取り上げるトピックに
関連して、他チーム、他リーグのデータ
を調べ、メジャーリーグの戦略と比較す
る

4第 回 時間

教科書で取り上げたワールド・ベー
スボール・クラシック（ＷＢＣ）を
含めた米メジャーリーグの海外事業
戦略と、自身が調べた他球団、他リ
ーグ、または他のプロスポーツ競技
の海外事業戦略とを比較・分析し、
発表する。

6 論文査読ゼミ内発表会①3人 スポーツビジネスのさまざまな分野と基
礎知識を習得するため、文献購読を行う

4第 回 時間

スポーツビジネスのさまざまな分野
と基礎知識を習得するため、各個人
の卒業研究テーマに沿った文献購読
を行う。

7 論文査読ゼミ内発表会②3人 スポーツビジネスのさまざまな分野と基
礎知識を習得するため、文献購読を行う

4第 回 時間

スポーツビジネスのさまざまな分野
と基礎知識を習得するため、各個人
の卒業研究テーマに沿った文献購読
を行う。

8 秋の中間発表（4年生卒論中間発表
会）を聞く

4年生卒論中間発表会を聞き、評価する 4第 回 時間

4年生卒論中間発表会を聞く。
9 論文査読ゼミ内発表会③3～4人 スポーツビジネスのさまざまな分野と基

礎知識を習得するため、文献購読を行う
4第 回 時間

スポーツビジネスのさまざまな分野
と基礎知識を習得するため、各個人
の卒業研究テーマに沿った文献購読
を行う。

10 論文査読ゼミ内発表会④3～4人 スポーツビジネスのさまざまな分野と基
礎知識を習得するため、文献購読を行う

4第 回 時間

スポーツビジネスのさまざまな分野
と基礎知識を習得するため、各個人
の卒業研究テーマに沿った文献購読
を行う。

11 卒論計画書の準備と発表資料まとめ 期末発表会のために、資料・発表方法を
検討する

4第 回 時間

期末発表会に向けて、資料・発表方
法を検討する。

12 卒論計画期末発表会（ゼミ内発表
会）

後期期末発表会に向けて準備を行う 4第 回 時間

ゼミ内で、卒論計画の期末発表会を
行う。

13 卒論計画の合同発表会 合同発表会を聞き、評価を行う 4第 回 時間
全ゼミ合同で、代表者による期末発
表会を行う。

14 4年生卒論発表会の見学 4年生卒業研究発表会の見学を行い、評価
する

4第 回 時間

4年生の卒論発表会の見学を行う。

2780
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

菅文彦

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究へとつながるように、スポーツマネジメントに関する研究を主体的に進めていきます。主なテーマは、スポーツ
政策、スポーツを通じた地域活性化、地域スポーツクラブ経営です。先行研究についての精読・発表を通して自らの問題意識を
深め、その問題意識を基づくディスカッションを通じて、自身の研究のリサーチ・クエスション（RQ）を発見します。 また、
フィールドワーク実践も重視します。4年時の卒業研究の論文作成と研究発表に向けて準備を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツ政策やスポーツを通じた
地域活性化などの文献購読どを通
して基礎知識を習得します

幅広い教養やスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツ政策ややスポーツを通じ
た地域活性化の専門的知識と研究
課題の調査、分析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などを通じて実践していく力を
身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2780
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2781

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験：論文･企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性 容の妥当性・論点の明確さ
、テーマや設定課題に対して適切な内容となっているか
、データと先行研究の参照、主張や提案の根拠

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性(グル
ープ研究のみ)、忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験：研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として不適
切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業の中で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 質問などいつでも歓迎します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション 検証資料と反証資料の両側面からのエビ
デンス収集に努めること。

4第 回 時間

ゼミの目的や進め方について確認し
ます。

2 先行研究の抽出・レビュー 検証資料と反証資料の両側面からのエビ
デンス収集に努めること。

4第 回 時間

各自の研究テーマに示唆を与える先
行研究を選んでレビューを行います
。

3 卒業研究中間発表会の聴講 計画発表内容に対するコメント・質問の
提起

4第 回 時間

卒業研究中間発表会の聴講を通して
、研究計画の立案・実施・分析方法
のプロセスを理解する。

4 着眼点　～何が明らかで、何を明ら
かにすべきか～

検証資料と反証資料の両側面からのエビ
デンス収集に努めること。

4第 回 時間

先行研究をふまえて、各自の研究テ
ーマ・領域でまだ明らかになってい
ないことは何かを追究します。

5 研究テーマ・目的の設定 反証資料の両側面からのエビデンス収集
に努めること。

4第 回 時間

各自の研究テーマ・目的の設定を試
みます。

6 研究の個人的意義・学術的意義・社
会的意義

フィードバック内容をもとに研究意義の
文章化する。

4第 回 時間
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設定した研究テーマ・目的が如何な
る意義（個人的・学術的・社会的）
を持っているのか考えてみます。

7 研究意義フィードバック フィードバック内容をもとに研究意義の
文章を改良する。

4第 回 時間

文章化した研究意義の内容について
フィードバックを行います。

8 後期卒業研究中間発表 中間発表を聴講し、自らの研究テーマの
見直し、補強を実施する。

4第 回 時間

卒業研究中間発表を聴講します。
9 後期中間発表の振り返り 自らの研究テーマの見直し、補強を実施

する。
4第 回 時間

後期卒業研究中間発表の振り返りを
行います。

10 研究計画書の作成 検証資料と反証資料の両側面からのエビ
デンス収集に努めること。

4第 回 時間

各自のテーマ・目的に沿った研究計
画書の作成を進めます。

11 研究計画書フィードバック 研究計画書をいったん仕上げる。 4第 回 時間
研究計画書の内容についてフィード
バックを行います。

12 研究計画書の完成 ゼミの他メンバーの計画書を自身のもの
を比較すること。

4第 回 時間

フィードバックをもとに記述形式や
内容、ロジックの確認をもとに計画
書を完成させます。

13 後期期末発表会 期末発表で得たコメントやフィードバッ
クをもとに卒業研究計画書を改良する。

4第 回 時間

後期期末発表を行います。
14 4年生卒業研究発表会の聴講 4年生卒業研究発表会の聴講をふまえて自

身の研究計画を見直す。
4第 回 時間

4年生卒業研究発表会を聴講します
。

2781

- 541 -



授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

藤森梓

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習では、２年間を通して卒業論文を作成します。なお、本格的に卒業研究をスタートさせるのは４回生になってからです
が、３回生の専門演習ではその準備を行います。専門演習４では、卒業研究の方向性を定め、関連する分野の知識を深めていき
ます。また、学外授業なども取り入れながら、実践的な課題探求・解決能力のトレーニングも行います。具体的な専門演習の
テーマについては、受講生の意向を尊重しつつ、担当者と相談の上で決定します。なお、担当者の専門領域は、「経済一般・グ
ローバルビジネス・国際問題」となります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

自身の研究分野に関連した幅広い
教養と知識の習得する。

卒業研究のバックグラウンドの知
識として役立てる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究を遂行する技術・能力の習得
する。

研究の自分自身で進めることがで
きるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見する力を身に付け
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う力を
身に付ける。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究発表などの実践力を涵養す
る。

4．DP７.実践の完遂 研究課題の探究について、自分自
身で調査、研究を行う力を身に付
ける。

5．DP９.他者との協調・協働 他のゼミメンバーとのグループ
ワーク等を通して、他者との協働
する力を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2781
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2782・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート（研究プロポーサル）の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義 実
践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研究
の完遂 忠恕として適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるもになっているか」、「学びのふ
りかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

研究発表の評価

20

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として適切
な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

研究分野に関連する文献を多数、紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 随時、研究や学生生活を含め、幅広く相談に乗ります。オフィスアワー以
外も気軽に研究室にお越しください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習４の
意義につて

3回生後期の研究スケジュールを考える 4第 回 時間

専門演習４のガイダンスを行い、後
期の研究スケジュールについて説明
します。

2 「卒業研究」の意義について考える 卒業研究の概要を理解する 4第 回 時間
前期の内容を復習しながら、卒業研
究の目的について考えます。

3 4回生の中間発表会の見学 4回生の卒業研究を評価しながら、自分自
身の研究計画について考える

4第 回 時間

4回生の中間発表会を見学し、自ら
の卒業研究との関連性について考え
ます。

4 Literature Reviewの作成①～先行
研究の整理～

先行研究を熟読する 4第 回 時間

これまで収集した先行研究に関する
情報を整理します。

5 Literature Reviewの作成②～先行
研究を評価する～

Literature Reviewを作成する 4第 回 時間

具体的なLiterature Reviewの作成
方法を学びます。

6 仮説の設定①～仮説の立て方を学ぶ
～

仮説の立て方について理解を深める 4第 回 時間

自らの研究テーマに対して、どのよ
うに仮説を立てればいいのか、その
方法について学びます。

7 仮説の設定②～先行研究の熟読～ 先行研究を読んで、仮説の立て方を学ぶ 4第 回 時間
先行研究の熟読を通して、自分自身
の問題意識を明確化します。
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8 仮説の設定③～具体的な仮説を考え
る～

自らの卒論の中での仮説を考える 4第 回 時間

これまでの調査・研究で得た知識を
もとに、各自の卒業論文の仮説を設
定します。

9 研究計画の立案①～調査・研究手法
を考える～

様々な研究手法を理解する 4第 回 時間

先行研究などを参考に、各自の調査
・研究手法について考えます。

10 研究計画の立案②～調査・研究計画
の検討～

詳細な研究計画書を作成する 4第 回 時間

各自の調査・研究の具体的な進め方
について考えます。

11 研究計画の立案③～研究計画書の評
価～

コメントを踏まえて研究計画書を改訂す
る

4第 回 時間

ゼミ内で研究計画を発表し、意見交
換を行います。

12 期末発表会の準備～発表資料の作
成・検討～

期末発表会の資料を作成する 4第 回 時間

期末発表のために、資料・発表方法
を検討します。また、ゼミ内で各自
の研究計画を発表し、その内容につ
いて議論します。

13 期末発表会 期末発表を振り返り、自身の研究計画を
再検討する

4第 回 時間

期末発表を行い、自らの研究計画の
方向性・問題点について検証します
。

14 卒論公聴会の見学 4回生の卒業研究を評価しながら、自分自
身の研究計画について考える

4第 回 時間

4回生の卒論公聴会を見学し、自ら
の卒業研究との関連性について考え
ます。

2782
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

丸朋子

演習

該当する

地方テレビ・ラジオ局においてアナウンサー・スポーツキャスター、番組制作業務のほか、プロ・ク
ラブスポーツのスタジアムDJ・MCを経験した。また、プロスポーツチームにおいて事業企画や広報業
務等に従事した。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究に向けて、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。丸研究室のテーマは「ス
ポーツによる価値創造」です。スポーツと地域マネジメント、とりわけ「協働」による新たな価値共創や、スポーツエンターテ
イメントにおける価値創造・向上などです。先行研究の精読、プレゼンテーションやグループディスカッションを通じて、研究
テーマを決定し、リサーチクエスチョンおよび仮説の設定を進め、４年生時の卒論作成と研究発表に向けた素地を固めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツによる価値共創や協働、
エンターテイメント創造などの文
献精読を通して、基礎知識を習得
する

幅広い教養やスキルを身につける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツによる価値共創や協働、
エンターテイメント創造などの専
門知識と研究課題の調査、分析を
行う

専門知識と研究課題の調査、分析
手法を身につける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究テーマ・課題に応じた意味あ
る先行研究や資料をレビューし、
論理展開する

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画を立案する

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて実践し、発表や意
見交換を通じて自己評価と再検証
をする

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

2782
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2784

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画の評価

30

専門性：内容の妥当性・論点の明確さ、テーマや設定課
題に対する適切さ、データと先行研究の参照など。
取り組む姿勢：意思疎通、自発的行動、協調性（グルー
プ研究のみ）、忠恕の心を持ったコメントなど。

：

％

研究過程の評価

30

専門性：論理的構成、内容の妥当性・オリジナリティ、
データ・先行研究の参照など。

：

％

研究発表の評価

30

実践力：論理的構成、妥当性、資料の活用、発表技術、
発表時間、質疑応答など。

：

％

学びの記録

10

何を学んだかわかるものになっているか。学びのふりか
えりができているか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 研究室

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習4の
意義について

専門演習4の計画と諸注意をよく理解す
る。

4第 回 時間

専門演習4の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、後
期の研究活動の取り組み方を考える
。

2 先行研究の検討 検証・反証の両側面から資料を収集す
る。

4第 回 時間

自らの研究テーマに意味のある重要
な先行研究レビューを行い、論理の
筋道の立て方を学ぶ。

3 先行研究の報告１：明らかになって
いること・いないこと

フィードバックを基に、先行研究レ
ビューによる論理の筋道の立て方を修正
する。

4第 回 時間

先行研究を踏まえて、明らかになっ
ていること、明らかになっていない
ことは何かを明確にする。

4 先行研究の報告２：研究の意義と新
規性

フィードバックを基に、研究の意義と新
規性を修正する。

4第 回 時間

設定した研究テーマや目的にどのよ
うな研究意義があるのか、また、ど
のような新規性があるのかを確認す
る。

5 研究プロセス：研究目的と仮説の決
定

フィードバックを基に、研究目的と仮説
を修正する。さらなる先行文献の収集に
努める。

4第 回 時間
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自らの研究目的と仮説を決定する。
6 研究プロセス：研究スケジュールの

作成
フィードバックを基に、調査の詳細に関
して修正する。

4第 回 時間

調査・分析を見据えた研究スケジュ
ールを立てる。調査対象やデータ収
集方法の妥当性を検証する。

7 研究プロセス：質的・量的方法の検
討

フィードバックを基に、分析方法の詳細
に関して修正する。

4第 回 時間

量的・質的分析方法の妥当性を検証
し、分析を進めるために必要な文献
やソフト、マニュアルを確認する。

8 後期 卒業研究中間発表会(４年
生)：聴講

４年生の卒論中間発表を聴講し、評価を
まとめ、自らの研究計画を振り返る。

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会を聴講
する。

9 後期 卒業研究中間発表会(４年
生)：評価と検証

評価を自らの研究計画と関連づけて考察
し、後期期末発表会に向けた研究計画作
成をさらに進める。

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会の評価
を基に、ゼミ内でディスカッション
する。

10 研究計画書の作成 さらに文献の補強を進める。 4第 回 時間
自らのテーマ・目的に沿った研究計
画書の作成を進める。

11 研究計画書のフィードバック 研究計画書を一旦仕上げる。 4第 回 時間
研究計画書の内容についてフィード
バックを行う。

12 研究計画書の完成 ゼミ生間での相互比較や検証を行う。 4第 回 時間
これまでのフィードバックを基に、
研究計画書を完成させる。

13 後期 期末ゼミ内発表会 発表後の復習と研究計画書の修正を行
う。

4第 回 時間

後期期末のゼミ内発表会を行う。
14 4年生 卒業研究発表会：聴講 発表会の内容を踏まえて、自らの研究計

画書を最終修正し、春休みの計画を立て
る。

4第 回 時間

４年生の卒業研究発表会を聴講する
。

2784
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

古川拓也

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

創造性が高い卒業論文を執筆するためには、既存の研究で何がわかっているのか、わかっていないことは何かを明確にすること
が大切です。専門演習４では、自らの卒業研究へとつながるように、前半では専門演習３で身につけた先行研究の検討手法に基
づいて先行研究を精読します。後半では、各々の研究計画についてゼミ内でディスカッションしつつ研究の質を高めていきま
す。最終的に、卒業論文のみならず、批判的思考や論理的思考、議論する能力、質疑応答の能力が高まることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

先行研究や文献などを通して基礎
知識を習得します

幅広い教養やスキルを身に付ける

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析手法を習得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身に付ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などで実践していく力を身に付
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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2785

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性 研究テーマは学部・
学科・コースの専門性と適合的か、内容の妥当性・論点
の明確さ、テーマや設定課題に対して適切な内容となっ
ているか、データと先行研究の参照主張や提案
の根拠

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）、忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力としはて論理的構成、資料の活用、発表技術、発
表時間
協調性、質疑応答
忠恕として不適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

15

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

期末レポート

15

独自のルーブリックに基づき評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日1・2限（9：00～12：00）

場所： 研究室　西館2階

備考・注意事項： 研究室にはオフィスアワーに関わらずどうぞ。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習３の
意義について

専門演習３の振返りをしておくこと 4第 回 時間

専門演習4の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、後
期の研究活動の取り組み方を考える
。

2 先行研究の検討－スポーツ実施・参
加に関する研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

3 先行研究の検討－競技力向上政策に
関連する研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

4 先行研究の検討－エリートアスリー
トに関する研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

- 549 -



課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

5 先行研究の検討－競技団体に関する
研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

6 先行研究の検討－スポーツ施設に関
する研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

7 先行研究の検討－ユース・スポーツ
に関する研究－

課題論文を読んでくること 4第 回 時間

課題の論文を提示します。概要の把
握と研究に関するディスカッション
を中心に進めていきます。

8 秋の中間発表会を聞く 自身の関心がある研究テーマを考えてお
くこと

4第 回 時間

卒業研究の中間発表会を聴講し、自
身の研究イメージを高めるとともに
、研究に対する批判的思考スキルを
身につけましょう。

9 研究計画プレゼンテーション－テー
マの設定－

自身の関心テーマについて、仮説を考え
ましょう。

4第 回 時間

研究計画のプレゼンテーションを行
います。
先行研究の検討から仮説を考えまし
ょう。

10 研究計画プレゼンテーション－研究
計画の策定－

自身の関心テーマについて、研究計画を
作りましょう。

4第 回 時間

研究計画のプレゼンテーションを行
います。
テーマ、目的、調査計画、予想され
る結果が一貫性を保っているか、確
認します。

11 研究計画プレゼンテーション－発表
－

プレゼンテーションの準備をしてくるこ
と。

4第 回 時間

研究計画のプレゼンテーションを行
います。
聞き手の人たちも傾聴し、積極的に
質疑を行いましょう。

12 卒論計画発表準備 期末発表のために、資料の作成並びに発
表練習をしてくること

4第 回 時間

期末発表のために、資料・発表方法
を検討します。

13 3年の卒論計画発表 期末発表のために、資料の作成並びに発
表練習をしてくること

4第 回 時間

自身の卒業研究発表会を行います。
14 4年生卒業研究発表会の見学 4年生卒業研究発表会の見学をしたうえで

感想・自身の研究に生かすことができる
ことを整理しておくこと

4第 回 時間

4年生卒業研究発表会の見学を行い
ます。
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

田村匡

演習

該当する

スポーツイベントやスポーツ施設、スポーツマネジメントに係る組織、資金、運営方法等について業
務として取り組んできた。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自らの卒業研究へとつながるように、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。また、課題を主
体的に探究するうえで、先行研究についての精読・発表を通じて自らの問題意識を深めていきます。
田村研究室では、学外でのインターカレッジコンペティション等を通じて他流試合を行い、企画から調査、資料のまとめ、発表
までを体験します。
個人のテーマを探しながら、最終的には4年生に向けて卒業研究の論文作成と研究発表に向けて準備を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツマネジメントの専門的知
識と研究課題の調査、分析を行
う。

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネスの環境の変化に
適応し、解決方策を立案する

具体的なスポーツビジネスに関す
る解決策を自分で立案することが
できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身に付ける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題を立案する力を身に付
ける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などで実践していく力を身に付
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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2790

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

30

専門性としてテーマの妥当性 研究テーマは学部・
学科・コースの専門性と適合的か、内容の妥当性・論点
の明確さ、テーマや設定課題に対して適切な内容となっ
ているか、データと先行研究の参照、主張や提案の根拠

：

％

研究過程の評価

20

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力としはて論理的構成、資料の活用
、発表技術、発表時間 協調性、質疑応答

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
振返りが出来ているか」を評価の基準とする

：

％

期末レポート

20

授業終了後のレポート：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限目

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習４の
意義について

学外提案競技等について調べ、理解する 4第 回 時間

専門演習４の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、後
期の研究活動の取り組み方を考える
。

2 インターカレッジコンペティション
等の学外提案競技会の説明

グループに分かれて、どのようなテー
マ、内容で発表を行うのか、検討する

4第 回 時間

インターカレッジコンペティション
等の学外の提案競技会についての説
明と、それに参加するために心構え
等を理解する。
まずは企画の骨子をどのようにする
か、グループで考えていく。

3 企画提案の素案の作成 グループに分かれて企画提案素案につい
て検討し、作成する。

4第 回 時間

学外提案競技会に発表するための企
画づくり。グループでのブレインス
トーミングや過去の事例等を学び、
自分たちがどのようなテーマで企画
を作成していくのか、討議する。

4 企画提案素案の相互議論 議論からの課題を考察し提案内容を深め
る。

4第 回 時間
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企画提案の素案をもとに相互議論し
、内容を深める。何が問題点で何が
課題かを明確にする。

5 企画提案素案のさらなる資料収集と
調査

議論からの課題を考察し提案内容を深め
る。

4第 回 時間

企画提案を検討、問題点、課題、解
決方法について相互議論する。また
資料収集やインターネット上の調査
等を行う。場合によりアンケート調
査を行う。

6 資料や調査を元にした相互議論とま
とめ

レポート作成。議論からの課題を考察し
て、自己のテーマを深める。

4第 回 時間

資料や調査を元にして相互議論し、
内容を深める。研究目的や研究方法
にいきつもどりつしながら提案内容
をまとめていく。

7 素案から企画書案へ レポート作成。議論からの課題を考察し
て、自己のテーマを深める。

4第 回 時間

具体的に提案内容を企画書へ固定化
していく。最終的なプレゼンテーシ
ョンに向けて作業を行う。

8 後期中間発表会を聞く 各自の視点から４年生の中間発表を評価
する。

4第 回 時間

４年生の行う中間発表会に出席、自
分ごととして様々な視点から発表を
聴講する。

9 提案する企画内容の再検討 議論からの課題を考察して、企画内容を
深める

4第 回 時間

提案する企画内容を再検討し、内容
を深化するとともに、プレゼンテー
ションの準備を行う。

10 企画書作成とプレゼンテーション内
容の練上げ

議論からの課題を考察して、企画内容を
深める

4第 回 時間

企画書を作成する。さらにプレゼン
テーション内容を練り上げていく。

11 各グループの発表内容等の相互議論 発表資料作成。議論からの課題を考察し
て、自グループの企画内容を深める。

4第 回 時間

自グループのテーマを順番に発表し
て、ゼミ内で批評と議論を行う。そ
れをもとに、発表内容を修正し、さ
らにブラッシュアップしていく。

12 インターカレッジコンペティション
提案発表会準備

発表のために、資料準備・発表練習をす
る。

4第 回 時間

インターカレッジコンペティション
提案発表会の準備を行う。

13 インターカレッジコンペティション
発表会実施

発表に対するコメント等を参考にし、自
分の卒業研究に活用する

4第 回 時間

インターカレッジコンペティション
にて発表をする。他校や関係社会人
の眼前にてこれまで準備してきた内
容を披露、質疑応答に答える。

14 ４年生卒業研究発表会の聴講 4年時の卒業研究に向けてのテーマの再検
討を行う。

4第 回 時間

４年生の卒業研究発表会を聴講する
。自分ごととして様々な視点から発
表を聴講する。
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授業科目名 専門演習４【スポーツ】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 ２

坂中勇亮

演習

該当する

・スポーツ協会に勤務し、スポーツ行政に従事（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自身の卒業研究につながるように、スポーツマネジメントに関する諸分野の研究を主体的に進めていきます。また、課題を主体
的に探究する中で、先行研究についての精読・発表を通じて自らの問題意識を深めます。 特に、担当教員の専門領域であるス
ポーツ行政を中心とした課題について、各自の関心や問題意識より、４年生で作成する卒業論文に向けての準備を進めると共
に、ゼミ内での議論や中間発表会を通じて研究内容の充実を図っていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

各自の研究報告を通じて、研究を
進める能力やプレゼンする能力を
習得する。

研究を遂行する能力や発表する能
力を身に付ける

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究課題の発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート（論文・企画書の評価）

30

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

30

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験（研究発表の評価）

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
忠恕として不適切な内容

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、授業内で指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日　13：00－15：00

場所： 研究室

備考・注意事項： 本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求
められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内
容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習４のガイダンス及び研究倫
理について

専門演習４の計画と諸注意から学期計画
を立案する

4第 回 時間

専門演習４の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえ て、
後期の研究活動の取り組み方を考え
る。

2 各自の研究内容について再検討する これまでの研究内容及び進捗状況を確認
する

4第 回 時間

前期に取り組んできた研究内容を評
価し、研究の方向性を再検討する。

3 先行研究の再検討 研究に関連する先行研究の内容をまとめ
る

4第 回 時間

再検討した研究内容について、各自
で先行研究を調べて内容をまとめる
。

4 先行研究の報告（グループ１） ゼミ内での報告内容を振り返る 4第 回 時間
前回の授業でまとめた先行研究につ
いてゼミ内で報告する

5 先行研究の報告（グループ２） ゼミ内での報告内容を振り返る 4第 回 時間
前々回の授業でまとめた先行研究に
ついてゼミ内で報告する

6 研究の進捗状況の報告（グループ
１）

ゼミ内での議論を通して、各自の研究内
容を再考する。

4第 回 時間

各自の研究に関して、研究テーマ及
び先行研究レビューの結果を報告し
、ゼミ内で議論する。

7 研究の進捗状況の報告（グループ
２）

ゼミ内での議論を通して、各自の研究内
容を再考する。

4第 回 時間
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各自の研究に関して、研究テーマ及
び先行研究レビューの結果を報告し
、ゼミ内で議論する。

8 ４年生の卒業研究中間発表会の見学 中間発表会の内容を振り返り、各自の研
究内容を再考する。

4第 回 時間

４年生の卒業研究中間発表会を見学
して、各自の研究について考える。

9 卒論研究計画書発表会の準備（研究
計画書の作成）

発表用資料の作成 4第 回 時間

研究計画書発表会の準備として、現
段階での研究計画書を作成する。

10 卒論研究計画書発表会の準備（ゼミ
内での報告）

ゼミメンバーや指導教員より指摘された
事項を修正する

4第 回 時間

研究計画書発表会の準備として、前
回の授業で作成した研究計画書につ
いてゼミ内で報告する。

11 卒論研究計画書発表会の準備（発表
会用資料の作成）

発表用資料を作成して完成させる 4第 回 時間

研究計画書発表会の準備として、発
表用資料を作成する。

12 卒論研究計画書発表会の準備（ゼミ
内での発表）

ゼミ内発表会での指摘事項や質問事項に
対する対応を検討する

4第 回 時間

前回の授業で作成した発表会資料に
基づきゼミ内で発表する。

13 卒論研究計画書発表会 発表会を踏まえて、今後の研究計画を検
討する。

4第 回 時間

卒論研究計画書発表会を行い、現段
階での研究計画について発表する。

14 ４年生卒業研究発表会の見学 卒業研究に向けてのテーマ及び内容につ
いて、再度、検討を行う。

4第 回 時間

４年生卒業研究発表会の見学を行う

2791
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授業科目名 専門演習４【食】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

伴みずほ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習では、専門演習３での学びを踏まえ、興味をもった分野の先行研究・事例を調査し、自ら設定した研究課題を解決する
ため仮説を立て、調査研究の過程を通してその解決策を提案します。研究倫理、文献検索の方法、フィールド調査の進め方な
ど、専門知識やスキルを習得しながら自ら主体的に卒業研究に取り組むことが求められます。食ビジネスの新たな価値創造を目
指し、食の安全マネジメント、食と健康、食の持続可能性を中心としたテーマに挑戦します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、
フィールド調査の進め方、専門知
識やスキルを習得し、主体的に卒
業研究に取組む。

自ら設定した課題を解決するため
仮説を立て、最適な検証手段を立
案し、解決策を提案できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題を設定し、その真因を探
ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するために必要な検証
手段、計画を立案できる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら行動に対してPDCAサイクルを
回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当、効果的であ
ったかどうか、自主的な取り組み姿勢であったかどうか
を評価します。

：

％
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ポートフォリオ（学びの記録）

20

卒業研究に取り組み、何を学んだかわかるものになって
いるか、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容が適切であり、自らの主張を伝えられたかどう
か、相手の意図を理解して適切に応答できたかどうかを
評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、独自の問いに対して明確な答
えを主張し、論証できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テーマ毎の進捗に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業の順番や内容を変更する場合があります。
専門書や報文の輪読を行います。
各自でpptの資料準備を行っておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび卒業研究
の進め方

知的財産権に関する事例を調べておいて
ください。

4第 回 時間

卒業論文・要旨の執筆方法、研究計
画書の作成、知的財産権（特許・商
標・意匠など）について学びます。

2 フィールド調査①（計画を立てる） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

アンケート調査やヒアリング調査な
どの計画（5W1H）を立案します。

3 フィールド調査②（調査票の作成） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票の作成を行います。
企業ではなく、ヒトを対象とした調
査の場合は、事前に倫理審査を受け
ます。

4 フィールド調査③（調査の実施） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票を配布し、記入を依頼します
。

5 フィールド調査④（調査票の回収・
集約）

フィールド調査結果の回収、集約を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票を回収し、集約を行います。

6 フィールド調査⑤（結果の解析） フィールド調査結果の分析を行ってくだ
さい。

4第 回 時間

前回集約したインタビュー調査や市
場調査などの調査票を解析、独自の
視点から結果を考察します。

7 ゼミ内中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するためパワーポイ
ントと発表原稿を作成します。

8 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間
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卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

9 研究計画書の作成①（社会的・学術
的背景、目的）

研究計画書を作成してください。 4第 回 時間

卒業論文のタイトル・目的・背景を
考え、先行研究・事例を踏まえ研究
計画書に記入します。

10 研究計画書の作成②（明らかにする
こと・企画する内容）

研究計画書を作成してください。 4第 回 時間

卒業論文で何を明らかにするのか、
企画するのかを考え、研究計画書を
作成します。

11 研究計画書の作成③（予想される結
果・意義）

次週までに研究計画書を提出してくださ
い。

4第 回 時間

卒業論文の想定される結果、その意
義を考え、研究計画書を作成します
。

12 期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた研究成果を
発表するためパワーポイントと発表
原稿を作成します。

13 コース期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

14 コース期末発表会（後半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。試験（期末レポート）は指定され
た日時までに提出してください。また、
後期で学んだことを踏まえ、各自で春休
みの計画を立ててください。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。
授業の最後に試験（期末レポート）
の課題を提示します。
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授業科目名 専門演習４【食】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、専門演習３での学びを踏まえ、興味をもった分野の先行研究・事例を調査し、自ら設定した研究課題を探究する
ため仮説を立て、多くの選択肢の中から最適な検証手段を選択し、調査研究の過程を通して、その解決策を探究します。研究倫
理、文献検索の方法、実地調査の進め方、専門知識やスキルを修得しながら、自ら主体的に卒業研究に取り組むことが求められ
ます。食ビジネスの新たな価値創造と更なるスキルアップを目指し、食の安全マネジメント、食品開発、食の持続可能性を中心
とした研究領域に挑戦します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、実地
調査の進め方、専門知識やスキル
を修得し、主体的に卒業研究に取
り組む。

自ら設定した研究課題を解決する
ため仮説を立て、最適な検証手段
を選択し、解決策を探究する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を設定し、その真因
を探ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するため、最適な検証
手段やアクションプランを立案で
きる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら主体的に行動し、PDCAサイク
ルを回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

有り(連携先：大阪府、株式会社ローソン他)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

2793
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あったか、主体的な取り組み姿勢であったかどうかを評
価します。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

卒業研究を通して何を学んだのか分かるものになってい
るか、学びの振り返りができているかを評価します。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容（専門性・実践力）が適切であり、自らの主張
を伝えられたかどうか、相手の意図を理解して適切に応
答できたかどうかを評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、問いに対して明確に主張し、
エビデンスを示して論述できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

戸田山和久（2017年）『新版　論文の教室-レポートから卒論まで-』NHK出版。
その他、テーマ毎に必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
※各自のテーマ毎の進捗状況に合わせ、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方 知的財産権に関する事例を調べておいて
ください。

4第 回 時間

卒業論文の構成や研究計画書の作成
、知的財産権（特許・商標・意匠な
ど）について学びます。

2 実地調査①（計画を立てる） 各自で調査計画の作成を行ってくださ
い。

4第 回 時間

アンケート調査やインタビュー調査
などの具体的な調査計画（5W1H）を
検討します。

3 実地調査②（調査票の作成） 各自で実地調査のため調査票を作成を
行ってください。

4第 回 時間

アンケート調査やインタビュー調査
などの調査票を作成します。企業（
法人）ではなく、個人を対象とした
調査の場合は、事前に倫理審査を受
ける必要があります。

4 実地調査③（調査の実施） 各自でフィールド調査のため調査票を作
成を行ってください。

4第 回 時間

アンケート調査やインタビュー調査
などの調査票を配布し、記入を依頼
します。

5 実地調査④（調査票の回収・集計） 各自で実地調査結果の回収、集計を行っ
てください。

4第 回 時間

アンケート調査やインタビュー調査
などの調査票を回収し、集計を行い
ます。

6 実地調査⑤（結果および考察） 各自で実地調査結果の解析、考察を行っ
てください。

4第 回 時間
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前回集計したアンケート調査やヒア
リング調査などの調査結果を解析し
、独自の視点から結果を考察します
。

7 ゼミ内中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するため発表用パワ
ーポイントと発表原稿を作成します
。

8 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。

9 研究計画書の作成①（社会的・学術
的背景、目的）

各自で研究計画書を作成してください。 4第 回 時間

卒業論文のタイトル・目的・背景を
考え、先行研究・事例を踏まえ研究
計画書を作成します。

10 研究計画書の作成②（明らかにする
こと、企画すること）

各自で研究計画書を作成してください。 4第 回 時間

卒業論文で何を明らかにするのか、
何を企画するのかを考え、研究計画
書を作成します。

11 研究計画書の作成③（予想される結
果、意義）

次週までに研究計画書を提出してくださ
い。

4第 回 時間

卒業論文の想定される結果と意義を
考え、研究計画書を作成します。

12 期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた研究成果を
発表するため発表用パワーポイント
と発表原稿を作成します。

13 期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。

14 期末発表会（後半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。試験（期末レポート）は指定され
た日時までに提出してください。また、
後期で学んだことを踏まえ、各自で春休
みの計画を立ててください。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。
授業の最後に試験（期末レポート）
の課題を提示します。

2797
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授業科目名 専門演習４【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

大島博文

演習

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、卒業論文のテーマ選択に資する知識、スキルを学ぶための個人研究をベースとした学習を行う。選択した研究テーマ
に関する専門書を指定し、内容を調べ発表することで、専門分野の知識を理解する。また、自治体と連携して選択テーマに関す
る調査を実施する。具体的には自ら自治体と交渉して連携自治体を設定し、地域課題を解決するための政策を立案したうえで、
自治体に中間提案する。自治体から得た評価・コメントに基づき提案内容を再検討し、再提案を行う。繰り返し提案を行うこと
で、政策立案等のスキルの向上を図る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

行政等における情報収集・資料作
成、プレゼン、業務実践のための
知識・技能を修得する。

行政等における情報収集・資料作
成、プレゼン、業務実践のための
知識・技能を修得し、実践するこ
とができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

行政等における課題発見のための
情報の収集・分析・活用を実践で
きる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

行政等における課題発見のための
方策を企画・立案できる。

学外連携学修

有り(連携先：自治体)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2797
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2798注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

40

情報収集、自己表現の観点から評価する。：

％

授業への貢献

30

授業内での発表、取り組む姿勢の観点から評価する。：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

自らが記述するポートフォリオにおいて学修成果が適切
に表現され、効果がみられるかという観点から評価する
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内で適宜指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えその回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５時間目

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ ガイダンス、専門演習と卒業研究に
関する理解

参考書等による大学での研究活動に関す
る復習により理解を深める。

4第 回 時間

授業計画の説明と大学での研究活動
に関する基本の理解。

２ 事例研究を行うテーマの選定 参考書等により事例研究テーマを検討す
る。

4第 回 時間

事例研究を行うテーマを検討し選択
する。選択したテーマについて連携
できる自治体を検討する。

3 専門書要約の発表 専門書の要約を発表できるよう準備す
る。

4第 回 時間

選択したテーマに基づく専門書の内
容の要約について発表する。また発
表内容についてディベートを行う。

4 専門書要約の整理・分析 専門書の要約を整理・分析できるよう準
備する。

4第 回 時間

発表した専門書要約の内容について
ディベート等で得た示唆等に基づき
整理・分析を行う。

5 連携自治体、事例の検討 連携自治体、事例を検討できるよう準備
する。

4第 回 時間

研究テーマに基づき連携する自治体
、事例の検討を行い発表する。

6 連携自治体へのヒアリング、事例調
査の実施

連携自治体にヒアリングできるよう準備
する。

4第 回 時間

連携自治体に対して、選定した事例
に関してヒアリングを行う。ヒアリ
ング内容を発表する。

7 政策提案の検討 ヒアリング内容を整理・分析しておく。 4第 回 時間
ヒアリング等で明確となった地域課
題解決に向けた政策について検討し
、発表する。

8 政策内容の中間提案 中間提案できるよう政策提案の準備をす
る。

4第 回 時間

地域課題解決に向けた政策について
、連携自治体に対して中間的に提案
し、評価・コメントを受ける。
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9 政策提案の再検討 政策提案の再検討ができるよう連携自治
体の評価・コメントを整理・分析する。

4第 回 時間

政策提案に対する連携自治体の評価
・コメントを参考にして、政策提案
の再検討を行い、発表する。

10 最終提案内容の発表 最終提案の内容を発表できるよう準備す
る。

4第 回 時間

地域課題解決に向けた最終提案を発
表し、ディベート等を行う。

11 最終提案内容の再検討 最終提案を再検討する。 4第 回 時間
地域課題解決に向けた再検討内容を
発表し、ディベート等を行う。

12 連携自治体に対する最終提案 政策の最終提案ができるよう準備する。 4第 回 時間
地域課題解決に向けた政策について
、連携自治体に対して最終提案し、
評価・コメントを受ける。

13 最終提案に関する報告、評価・分析 最終提案関する報告をまとめる。 4第 回 時間
連携自治体に対して行った最終提案
について報告を行い、評価・分析を
受ける。

14 まとめとふり返り 今後の学修に結びつけられるよう、学ん
だこと全体についてしっかり復習する。

4第 回 時間

これまでの学習内容を整理し理解を
深めるとともに、今後学修すべき点
等について考える。

2798
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授業科目名 専門演習４【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

山岡淳

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習4では、関心のある分野を対象に、先行研究や事例調査を行い当該分野に関する知識を身につけ卒業論文執筆に必要な
能力を習得する。対象とする分野と問題の選定、仮説を立て、文献の収集、精読、事例調査、仮説の検証や課題の分析等の研究
過程を通じて、必要な知識と研究を進める能力を身につける。
また、同様の分野での研究を進めるメンバーと協力して調査研究と論文・レポートを作成することで、一層の知識・能力を習得
する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

文献読解や事例調査を通じて、研
究活動に必要な知識・能力を修得
する。

仮説の設定や検証の方法を身につ
け、設定した研究課題に取り組む
スキルを獲得する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

公共哲学、法・社会制度を十分理
解したうえで、公共分野における
課題解決案を提案できる。

公共的問題の原因を明らかにする
こと、現在のシステム、法制度を
知ったうえで、課題解決に必要な
制度などを考えるスキルを獲得す
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

問題意識と課題を発見する力を身
につけ、仮説を立てることができ
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するために必要な検証
作業を行うことができる。

3．DP９.他者との協調・協働 チームでの課題設定と分析を効率
的に行うことで、果たす役割を理
解し協働の取り組みができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
ゼミへの参加、取り組み姿勢や貢献（質疑への参加など）、設定した課題の調査分析内容、レポート・論文の
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2799
ゼミへの参加、取り組み姿勢や貢献（質疑への参加など）、設定した課題の調査分析内容、レポート・論文の
内容により評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人研究レポート

40

設定した研究課題について、資料・文献の収集・理解や
仮説の検証、文章の体裁などの点から評価する

：

％

チーム活動成果と貢献

20

チームによる課題分析における役割と貢献度、チーム成
果の内容の妥当性を評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

学びの内容や取り組み姿勢、修得した知識・能力、修得
が必要なスキルなどについて自己分析ができているかを
評価する。

：

％

ゼミへの参加・貢献

20

メンバーの研究に対する質問や意見の表明など、ゼミ全
体での学びを高めるための行動を評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

研究課題の内容に基づき、適宜、紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、設定した研究課題に主体的に取り組むことが基本となる。指摘された事項について
は振り返り、調査研究を深める姿勢で臨むことが必須である。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月4限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： あらかじめ、メール等で予定を確認すれば対応できます。また、簡易な事
項についてはメール等で対応することも」可能です。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習4の進め方 研究対象とする分野及び問題を考え選定
する。選定理由を明らかにし、仮説を立
てる。

4第 回 時間

専門演習4の進め方と注意事項の説
明
各自の目標（専門演習4での学びで
身につけたい知識と能力、そのため
に取り組む事項）の設定
研究課題選定の指示

2 研究課題と仮説の確認 対象とする課題に関する先行研究の調査
とまとめを行う。

4第 回 時間

選定した課題と仮説について報告し
、質疑、意見交換を行う。
必要に応じて、研究課題の見直しに
ついて検討する。
先行研究の調査を行う。
ゼミ内での報告のグループ分けを行
う。

3 先行研究・文献調査2（グループ1） 設定した仮説を検証するために必要な資
料の収集を行い、仮説の検証作業を進め
る。

4第 回 時間

グループ1（前半発表担当）のメン
バーから先行研究・文献調査で把握
した内容を報告し、ゼミ内で仮説の
妥当性について意見交換し、考察す
る。

4 先行研究・文献調査2（グループ2） 設定した仮説を検証するために必要な資
料の収集を行い、仮説の検証作業を進め
る。

4第 回 時間
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グループ2（後半発表担当）のメン
バーから先行研究・文献調査で把握
した内容を報告し、ゼミ内で仮説の
妥当性について意見交換し、考察す
る。

5 研究の進捗状況報告1 ゼミ内での意見交換を通じて、研究内容
の充実を図るための調査や資料の分析を
進める。

4第 回 時間

グループ1（前半発表担当）のメン
バーによる進捗状況の報告を行う。
ゼミ内での意見交換により、内容の
充実を図る。

6 研究の進捗状況報告2 ゼミ内での意見交換を通じて、研究内容
の充実を図るための調査や資料の分析を
進める。

4第 回 時間

グループ2（後半発表担当）のメン
バーによる進捗状況の報告を行う。
ゼミ内での意見交換により、内容の
充実を図る。

7 個人研究成果報告1 評価内容、指摘事項を振り返り、今後の
研究計画にどのように活かしていくかを
整理する。

4第 回 時間

グループ1（前半発表担当）のメン
バーによる個人研究成果の報告
質疑応答により研究の評価を行う。

8 個人研究成果報告2 評価内容、指摘事項を振り返り、今後の
研究計画にどのように活かしていくかを
整理する。

4第 回 時間

グループ2（後半発表担当）のメン
バーによる個人研究成果の報告
質疑応答により研究の評価を行う。

9 チーム研究1（チーム分けと課題設
定）

チーム活動で定まった役割を果たすため
の調査、研究を進める。チームメンバー
との情報共有と意見交換を重ねる。

4第 回 時間

研究したいテーマを報告し、同種の
テーマごとにチームを編成する。
チームで意見交換を行い、仮説の設
定、検証の方法の確認、チームでの
役割と情報共有の方法など、チーム
活動に必要な事項を定め確認する。

10 チーム活動進捗報告1 チームでの調査研究活動をさらに進め
る。ゼミで指摘された事項について考察
し、調査研究の方法や内容の充実を図
る。チーム内での意思疎通に留意する。

4第 回 時間

各チームから、調査研究活動を報告
し、ゼミ全体で意見交換を行う。

11 チーム活動報告2 チーム活動成果のまとめを、チームで連
携して進める。報告準備を行う。

4第 回 時間

各チームから、調査研究活動を報告
し、ゼミ全体で意見交換を行う。
報告資料（スライド若しくは調査研
究成果の概要まとめペーパー）の作
成を進める。

12 チーム活動成果報告 チーム活動の振り返りを行い、今後の研
究活動に活かす事項をまとめておく。卒
業研究計画をまとめる。

4第 回 時間

各チームから、調査研究成果を報告
する。
ゼミ全体で質疑応答を行う。
卒業研究計画書の作成準備に取り組
む。

13 卒業研究計画書の発表 アドバイスの内容な意見を踏まえて、研
究計画の充実を進める。

4第 回 時間

卒業研究で取り組む課題についてそ
れぞれ報告し、ゼミ生からの意見・
質問を受け、今後の研究計画の見直
し、検討を行う。

14 まとめと振り返り、今後の調査研究
について

卒業研究に向けた研究計画書を再確認
し、どのように進めていくかの詳細な計
画をまとめる。

4第 回 時間

ゼミで学修し得た知識、情報や能力
、さらに伸ばしたいスキルについて
自己分析を行い、今後の研究活動に
活かしていくことを考察しまとめる
。
次年度の卒業研究について、進め方
を確認する。

2799
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授業科目名 専門演習４【公共】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

荒木俊之

演習

該当する

民間企業に従事し、認定都市プランナーとして、地方自治体の都市計画やまちづくりなどに関す
る調査の実施や計画の策定などを支援した経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習４では、専門演習3で学んだ内容は発展させ、受講者個人が関心ある分野を対象に、文献収集や既往研究の分析、研究
課題の抽出や研究テーマの選定、地域特性の把握やフィールドワークの実施、課題に対する解決策に検討など、卒業論文執筆に
必要な知識やスキルを身に付ける。そのため、専門演習４では、文献研究、統計データの分析、フィールドワークなど個人研究
（個人ワーク）が中心となり、受講者の報告やそれに対するメンバーのコメント、受講者全体による討論などにより授業が進め
られる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

統計データなどの収集や整理、資
料を作成し発表する知識やスキル

地域の現状に関する統計データを
収集、整理し、そのうえで資料を
作成し、発表することができる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域の現状を把握し、分析するこ
とで、解決が必要な地域の問題、
課題を発見することができる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域の課題に対して解決するため
の方策を検討し、どのように進め
るかを示すことができる

学外連携学修

有り(連携先：受講者のテーマに応じた自治体等を想定)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内の発表

30

個人研究における研究の視点や研究方法、構成や調査結
果など発表内容に応じて評価する。

：

％

2799
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2802

ゼミへの参加・貢献

30

ゼミメンバーの研究に対する質問や意見など、専門演習
での学びを高める行動を評価する。

：

％

期末（個人研究）レポート

40

資料や文献の収集・分析、課題の設定、レポートの構成
、文章のわかりやすさなど、妥当かつ適切かどうかを評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各受講生のテーマに応じて紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組み、次回の報告に向けて準備をすること。
なお、フィールドワークの実施状況などにより、授業内容や順序を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3時間目

場所： 研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（●●●@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：専門演習４の進め方 授業内容を復習し、今後の研究の進め方
を検討する。

4第 回 時間

専門演習４の進め方を理解する。
2 専門演習３のふりかえり 専門演習3の内容を振り返り、問題点や課

題を再確認したうえで、研究テーマを検
討する。

4第 回 時間

専門演習３をふりかえり、その際の
問題点や課題を再確認する。

3 研究テーマや研究方法の検討・選定 授業での検討を踏まえて、研究テーマや
研究方法を選定する。

4第 回 時間

第2回を踏まえて、研究テーマや研
究方法を検討・選定する。

4 研究テーマや研究方法の発表 コメントを踏まえて、研究テーマや研究
方法を再検討する。

4第 回 時間

第3回で検討・選定した研究テーマ
や研究方法を発表し、コメントを受
ける。

5 研究テーマや研究方法に関する再検
討

選定した研究テーマや研究方法を再確認
し、テーマに応じた既往研究を集める。

4第 回 時間

第4回を受けて、研究テーマや研究
方法を再検討する。

6 既往研究の検討 既往研究の検討、分析を踏まえて、地域
特性の把握や課題の分析にあたっての統
計データ等を収集する。

4第 回 時間

研究テーマに関する既往研究を検討
、分析する

7 地域特性の把握や課題の分析 地域特性の把握や課題の分析から、
フィールドワーク等に向けて、調査表等
の準備を進める。

4第 回 時間

研究テーマを踏まえて、対象となる
地域特性の把握や課題を分析する。

8 地域に関するフィールドワーク等 実施したフィールドワーク等の結果を整
理し、個人研究の進捗状況報告の準備を
行う。

4第 回 時間

選定した地域に関するフィールドワ
ーク等を実施する。

9 個人研究の進捗状況報告① 発表者は、コメントを踏まえて、個人研
究の進め方などを再検討する。発表者以
外は、個人研究の進捗状況報告の準備を
行う。

4第 回 時間

第6～8回を踏まえて、個人における
研究の進捗状況を報告し、コメント
を受ける。
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10 個人研究の進捗状況報告② コメントを踏まえて、個人研究の進め方
などを再検討し、卒業研究に向けての卒
業研究計画書の作成を考える。

4第 回 時間

第6～8回を踏まえて、個人における
研究の進捗状況を報告し、コメント
を受ける。

11 卒業研究に向けての検討 卒業研究計画書を作成したうえで、発表
の準備を行う。

4第 回 時間

第9・10回を踏まえて、卒業研究に
向けての検討を行い、卒業研究計画
書を作成する。

12 卒業研究計画書の発表① 発表者は、コメントを踏まえて、卒業研
究の進め方などを再検討する。発表者以
外は、発表の準備を行う。

4第 回 時間

第11回で検討した卒業研究計画書を
発表し、コメントをもらったうえで
、再検討する。

13 卒業研究計画書の発表② コメントを踏まえて、卒業研究の進め方
などを再検討する。

4第 回 時間

第11回で検討した卒業研究計画書を
発表し、コメントをもらったうえで
、再検討する。

14 まとめとふりかえり これまでの学習内容を振り返り、専門演
習5以降の卒業研究に向けての準備に入
る。

4第 回 時間

これまでの学修内容を再確認し、専
門演習５以降の学修を考える

2802
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授業科目名 専門演習５【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

山崎哲弘

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経営学、特に人的資源管理論に関する諸問題について学術的な知見をもとに、個々に設定した研究テーマに沿って調査、研究を
行う。専門演習５では、研究を進めていく上で必要な先行研究のレビューを実施し、卒業論文の全体構成案を作成する。特に後
半の講義ではこれまでの調査・研究内容についての中間報告を行い、指摘された事項をもとに研究のブラッシュアップを行う。
中間報告までのスケジュールは講義計画の通りであるが、必要に応じて授業時間外の指導も実施する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

自身の研究テーマにおける基本的
知識や課題を理解する

研究テーマにおける現状や背景を
理解するとともに、その課題解決
向けた論理的思考力を身に付け
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

適切な研究課題の発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

問題解決に向けた論理的思考力の
醸成

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業中の質疑応答など授業に対する積極性など取り組み
姿勢から評価する。

：

％

課題発表

40

中間報告を中心に、授業中の発表内容により評価する。：

％

期末試験（論文概要）

50

期末試験として、卒業論文概要の提出を課し、その内容
により評価する。

：

％

2802
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2805
50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし。
個々の研究テーマに応じて別途指定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その会の授業内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限

場所： 西館２階研究室（14）

備考・注意事項： 通常開講時間以外に実施します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 研究方法および研究倫理 J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

自身の研究内容について、進捗状況
を報告する。
著作権や個人情報保護などの研究倫
理について学ぶ。

2 研究テーマの決定と内容の検討
（１）

J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマの決定およびテー
マの妥当性の検討、研究の目的を議
論する。

3 研究テーマの決定と内容の検討
（２）

J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマの決定およびテー
マの妥当性の検討、研究の目的を議
論する。

4 研究テーマの決定と内容の検討
（３）

J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマの決定およびテー
マの妥当性の検討、研究の目的を議
論する。

5 研究テーマの決定と内容の検討
（４）

J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマの決定およびテー
マの妥当性の検討、研究の目的を議
論する。

6 卒論内容の中間報告（前半） J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマに沿って、進捗状
況の報告を行う。

7 卒論内容の中間報告（後半） J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

各自の卒論テーマに沿って、進捗状
況の報告を行う。

8 中間報告の振り返り J-STAGEなどで先行文献を調査し、概要を
まとめる。

4第 回 時間

ゼミ全体で中間報告の振り返りを行
い、適宜研究内容の修正を行う。

9 卒業論文の作成（１） 章立て構成の精緻化を行う。 4第 回 時間
各自が設定したテーマに基づき、章
立てまで作成し、研究内容に論理矛
盾が生じていないか、テーマに即し
た内容かどうかを議論する。

10 卒業論文の作成（２） 章および節の構成の精緻化を行う。 4第 回 時間
各自が設定したテーマに基づき、章
および節まで作成し、研究内容に論
理矛盾が生じていないか、テーマに
即した内容かどうかを議論する。

11 卒業論文の作成（３） 章および節、項の構成の精緻化を行う。 4第 回 時間
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各自が設定したテーマに基づき、章
および節、項まで作成し、研究内容
に論理矛盾が生じていないか、テー
マに即した内容かどうかを議論する
。

12 卒業論文の作成（４） 前期末報告の準備を行う。 4第 回 時間
各自が設定したテーマに基づき、卒
業論文全体について、研究内容に論
理矛盾が生じていないか、テーマに
即した内容かどうかを議論する。

13 前期末報告（前半） 卒業論文全体の構成の精緻化を行う。 4第 回 時間
研究の進捗に関する期末報告を行い
、今後の研究の進め方についての確
認を行う。

14 前期末報告（後半） 卒業論文全体の構成の精緻化を行う。 4第 回 時間
研究の進捗に関する期末報告を行い
、今後の研究の進め方についての確
認を行う。

2805
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授業科目名 専門演習５【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

児山俊行

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

卒業論文作成とそれに向けての指導を行っていきます。
①専門演習４で、収集・分析した資料群の本格的なまとめを行います。
②それと受講生の興味関心を踏まえて、論文のテーマを決定いたします。
③さらに、必要な文献・資料・調査を行っていきます。
④その過程で、問題設定から結論に至る「ストーリー」を考えていきます。
③それに沿って、不足しているエビデンスの収集・分析を行っていきます。
⑥論文構成の要素を固めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

自らの研究テーマにおける基本的
知識・情報と現代的課題を理解す
る。

テーマ分野の実情・背景を理解
し、基本的視角を持つことができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

テーマ分野のビジネス事象を観
察・情報収集して因果関係を理解
する

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

先の因果関係から研究対象を立体
的に把握し（発展・停滞の）課題
を見出すことができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

見出した課題について、いかに解
決すべきかを様々な事例や調査を
通じて明確にしていく

4．DP７.実践の完遂 研究目的が最後の結論と首尾一貫
しており、その中の論旨も明確で
あるように中間発表に向けて卒業
研究をまとめる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2805
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2806・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業中での活動

50

授業での発表や議論、授業前に提出された課題などの成
果で評価する。

：

％

試験（論文）

40

テーマ研究へのアプローチ策定や研究の具体的成果で評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の研究テーマに沿って推薦・指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日２限

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションと卒論の進め方 関心ある分野の基本文献読み進める。 4第 回 時間
自分の興味のある分野に関連する基
本文献と論文作成の全体的プロセス
の確認。また、研究倫理教育の実施
。

2 基本文献についての内容把握（前
半）

関心ある分野の基本文献読み進める。 4第 回 時間

各自が読み進める基本文献（前半）
の要旨を発表して、その正確な内容
把握のためにゼミ内で議論を行う。

3 基本文献についての内容把握（中
盤）

関心ある分野の基本文献読み進める。 4第 回 時間

各自が読み進める基本文献（中盤）
の要旨を発表して、その正確な内容
把握のためにゼミ内で議論を行う。

4 基本文献についての内容把握（後
半）

関心ある分野の基本文献読み進める。 4第 回 時間

各自が読み進める基本文献（後半）
の要旨を発表して、その正確な内容
把握のためにゼミ内で議論を行う。

5 研究テーマの絞り込み 研究対象を分析する切り口を考える。 4第 回 時間
各自が読了した基本文献内容にもと
づいて、ゼミ内議論を通じて研究テ
ーマを絞りこみ、より具体的なもの
にするよう試みる。

6 研究テーマの決定 研究対象を分析する切り口を考える。 4第 回 時間
各自が読了した基本文献内容にもと
づいて、ゼミ内議論を通じて研究テ
ーマを絞りこみ、より具体的なもの
に決定する。

7 論文の基本構成の策定 論文の基本構成案を作成する。 4第 回 時間
設定したテーマに則し、ゼミ内議論
を通じて論文の基本構成を考える。

8 論文の基本構成と第二アプローチの
決定

第二アプローチのアクション案の策定。 4第 回 時間
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設定したテーマに則し、ゼミ内議論
を通じて論文の基本構成と次のアプ
ローチとを決定する。

9 論文作成への第二アプローチ（序
盤）

各自で研究上のアクションを行う。 4第 回 時間

論文の基本構成から、次に行うべき
アクション（文献探索・資料収集・
フィールドワーク等）について報告
する。

10 論文作成への第二アプローチ（中
盤）

各自で研究上のアクションを行う。 4第 回 時間

継続しているアクション（文献サー
ベイ・資料収集・フィールドワーク
等）について報告する。

11 論文作成への第二アプローチ（後
半）

各自で研究上のアクションのまとめを行
う。

4第 回 時間

継続しているアクション（文献サー
ベイ・資料収集・フィールドワーク
等）についてまとめの報告する。

12 論文作成への第三アプローチ案の策
定

各自の研究上の次なるアクション案を考
える。

4第 回 時間

基本文献と第二アクションの成果を
踏まえ、次のアクション（文献サー
ベイ・資料収集・フィールドワーク
等）についてゼミ内議論を通じて考
える。

13 論文作成への第三アプローチ案の決
定

各自の研究上の次なるアクション案を考
える。

4第 回 時間

基本文献と第二アクションの成果を
踏まえ、次のアクション（文献サー
ベイ・資料収集・フィールドワーク
等）についてゼミ内議論を通じて決
定する。

14 論文中間発表の準備 中間発表案の作成。 4第 回 時間
教員指導のもとで、各自論文の中間
発表の構成と内容の作成。

2806
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授業科目名 専門演習５【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

中井秀樹

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学での研究活動の集大成として、卒業研究を行い、卒業論文または卒業作品の作成を行う。１年間を通じて、自分の選定した
テーマに沿った調べ学習と中間報告を行い、アドバイスを受けて調査を実施する。また、他者の発表についても学習の一環とし
て、きちんと内容の理解に努め、可能な範囲でアドバイスをするなど、切磋琢磨し自己の成長を促すとともに、互いのさらなる
成長を目指す。
学年末には卒業研究を卒業論文・研究発表会で発表する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

これまでの講義で得た知識を研究
活動への適用する。

卒業研究の完了及び卒業論文発表
会の実施

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

スケジュールに従って、自発的・
自律的に行動し、研究活動を行う

2．DP７.実践の完遂 期日までの各種課題の提出及び発
表などの実践活動をやり遂げる

3．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

各自のテーマにおける情報の収集
を行い、課題となる点を発見する

4．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

各自のテーマにおいて、課題に対
する適切な解決法や対処法を模索
する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献度

40

授業中の発言や発表時の積極的態度
他者の発表時のコメント

：

％

課題発表

40

研究進捗の確認のための発表の内容により評価する：

％

2806
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2811
40 ％

試験（論文概要）

20

期末課題として論文概要の提出を課し内容により評価す
る

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等:なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 西館3階研究室

備考・注意事項： nakai-hi@osaka-serikei.ac.jp
卒論提出まで気を抜かずにしっかり頑張りましょう

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒論テーマ学修および中間報告、年
間研究計画の再検討、研究倫理に関
する確認

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。
卒業研究計画書を再度作成し、今後
の研究計画についての再検討を行う
。
研究活動を遂行する上でも研究倫理
に関しての実質的な確認を行う。

2 卒論テーマ学修における調査準備 個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、調査活動を
行い、必要な資料の準備や調査のた
めの準備を行う

3 卒論テーマ学修 個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

準備によって建てた研究計画に合わ
せて調査活動を行う。
必要な個所については、適宜指導教
員や他の教員への相談を経て、適切
に研究計画の遂行を行う。

4 卒論テーマ学修における中間発表(1
回目)・発表(グループ1)

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

5 卒論テーマ学修における中間発表(1
回目)・発表(グループ2)

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

6 卒論テーマ学修における中間発表(1
回目)・発表(グループ３)

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。
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7 卒論テーマ学修における調査 卒論テーマ学修の目次作成 4第 回 時間
1回目の中間発表を経て、研究活動
の調整を行った上で、研究活動を継
続する。
必要であれば、研究計画の修正も含
めて、随時指導教員と相談の上で、
進めていく。

8 卒論テーマ学修における中間発表(2
回目)の準備

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

おおよその研究内容の確定を行い、
目次を設定することで、論文の展開
についてを整理し、まとめる。
その際、論理的展開やそれに必要な
エビデンスの提示についてもきちん
と計画を立てておくこと。
具体的な研究方法や実行についての
目途を立て、これについて研究方法
における問題点やその解決方法など
も含めて、2回目中間発表として報
告するための準備を行う。
なお、この発表はゼミ内での発表に
加えて、コースが実施するプレ中間
発表の内容にも適用されるものとし
て準備を行う。

10 卒論テーマ学修における中間発表(2
回目)　発表(グループ１)

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

11 卒論テーマ学修における中間発表(2
回目)　発表(グループ２)

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

12 卒論テーマ学修における中間発表(2
回目)　発表(グループ３)

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

13 卒論テーマ学修および中間報告のふ
りかえり

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

2回目発表における指摘事項や質疑
応答などを経て、課題として挙がっ
た点や、新たな課題解決のための視
点などを整理し、振り返りと行うと
ともに、プレ中間発表に向けた準備
を行う。

14 前期まとめと夏季休業期間の活動計
画の設計

個別テーマ研究、発表資料の指摘事項の
確認と訂正

4第 回 時間

夏期休業期間中にどのように研究活
動を進めるのかについて、きちんと
計画を立て、他の活動ときちんと両
立する形での研究活動スケジュール
を改めて組みなおす。
また、プレ中間発表や中間発表に向
けた準備についてもしっかりと行う
得るように、準備する。

2811
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授業科目名 専門演習５【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

稲村昌南

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、これまでの学習を基に、主に経営と情報の観点から卒業論文のテーマを設定し、まずはそれに関する情報収集と資
料整理の方法を学びます。それから、それらを基に論点の洗い出しを行うとともに論文の目的としてのゴールに向かうまでの全
体の構成を練っていきます。どのような内容の論文になりそうかおおまかなあらすじまでを考えます。主なスケジュールは講義
計画の通りですが、授業時間外にも指導を行う場合があります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営課題に対する企画・提案力 ビジネスの中で実際に問題となっ
ている課題に対して適切なデータ
や資料を用いながら一定の提案を
行うことができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

問題解決の筋道を論理的に組み立
てることができる

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会において解決すべき課題を抽
出することができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

取組みの適正性

30

論文作成の取り組みにおいて「文章に論理性と簡潔性が
あるか」、「テーマに対して収集した情報に適正性はあ
るか」という2つの観点から評価する。

：

％

資料整理と論文の構成

30

「論文を組み立てるために抽出したキーワードに論理的
矛盾はないか」という観点から評価する。

：

％

期末試験（口頭発表） 「テーマに対する背景が適切か」、「論文の目的が明確
でその道筋が示されているか」という２つの観点から評
価する。

：

2811
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2812

40

価する。

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 研究計画書の作成（1）研究の背景
（研究倫理について）

研究における著作権及び個人情報保護の
意味について復習するとともに、論文
テーマの背景について整理して次週まで
に提出します。

4第 回 時間

設定したテーマに関する社会的・学
術的背景についてどのようなデータ
や先行研究を基にするのが適切かを
考察します。また、研究における著
作権と個人情報保護の重要性につい
て理解します。

2 研究計画書の作成（2）研究目的の
設定

研究の目的について整理して文章にまと
めます。

4第 回 時間

設定したテーマに関して、どこに焦
点を当て何を明らかにするのかを決
定します。

3 研究計画書の作成（3）研究の意義
について

研究の意義について文章にまとめます。 4第 回 時間

各自で設定した研究目的がどのよう
な社会的意義を持つのか明らかにし
ます。

4 研究計画書の作成（4）研究方法と
スケジュール

いつまでに何を明らかにするのか大まか
なスケジュール表を作成します。

4第 回 時間

どのような方法・プロセスで研究目
的を達成するのかについて検討しま
す。

5 研究の背景の文章化（3000文字） 調査や資料収集を行い、裏付けとなる
データや資料を追加します。

4第 回 時間

1回目の授業で検討したデータや先
行研究を用いて、研究の背景につい
て3000文字で記述します。

6 文章の書き方について 3000文字で記述した研究の背景について
文章を修正して完成させます。

4第 回 時間

句読点の適切な入れ方や作文と違う
論文の書き方などを学び、各自が30
00文字で記述した研究の背景につい
て見直します。

7 研究計画書（4年次版）の作成 研究計画書（4年次版）を完成させます。 4第 回 時間
研究の背景、目的、意義、研究スケ
ジュールを記載した研究計画書（4
年次版）を作成します。

8 研究計画書の発表 裏付けとなるデータや資料について再考
して必要があれば追加します。

4第 回 時間

各自5分程度で計画書を発表し、矛
盾する点などがないかどうか議論し
ます。

9 研究計画書の問題点の把握 計画書で指摘を受けた箇所について、ど
うすれば改善できるか各自で考え、報告
できる準備をします。

4第 回 時間

第三者による研究計画書の評価を返
却し、要件を満たす個所と満たさな
い箇所について各自が認識します。
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10 研究計画書修正案の作成 調査や資料収集を行い、結論の裏付けと
なるデータや資料を追加します。

4第 回 時間

研究計画書の修正案を発表します。
11 プレ発表会資料の作成 発表の内容に沿って必要なデータ等を探

し追加します。
4第 回 時間

研究計画書を基にコースで行う卒論
プレ発表会用のパワーポイント資料
を作成します。

12 プレ発表会資料の確認 コメント受けた点については次週までに
解決してきます。

4第 回 時間

各自が作成した発表会用資料につい
て論理矛盾はないか教員からのコメ
ントを受けます。

13 プレ発表用資料の修正版の提出 追加・修正すべき点については次週まで
に解決してきます。

4第 回 時間

教員から指摘を受けた個所を修正し
た修正版のプレ発表資料を提出しま
す。

14 経営コースプレ発表会の実施 発表会でのコメントや評価を基に今後の
計画を作成します。

4第 回 時間

コースの中の2ゼミ合同で研究計画
書ベースのプレ発表会を実施し、副
査教員およびコース教員からのコメ
ントを受けます。

2812
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授業科目名 専門演習５【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

笠岡恵理子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習は、これまで学習してきたことに加えて、会計学に関する知識をより深めていくことで、卒業論文を作成していくにあ
たっての知識を身に付け、それぞれの研究テーマに沿って資料収集および論文作成を行っていくことを目的とする。前半におい
ては、文献・資料の収集およびテーマの設定を行う。その上で、論文の構成を考えていく。後半については、論文の内容を記述
するために必要な文献・資料をさらに収集しながら、論文作成を行っていく。また、講義内で発表を行うことによって、内容の
改善を行っていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

各自の研究テーマにおける基本的
知識および課題を理解する。

研究テーマにおける現状および課
題を理解し、それを論理的に記述
することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究テーマに関する情報を文献・
資料から収集し、そこから課題を
抽出することができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

発見した課題に対して、論理的思
考を持って、様々な視点から解決
策を提案することができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

課題解決に向けて、積極的に文
献・資料などを収集し、論文を作
成することができる。

4．DP７.実践の完遂 論文作成にあたってすべきことを
最後まで丁寧にやり抜くことがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点 授業における質疑応答など、授業への積極的な姿勢から
評価する。

：
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2813平常点

20

授業における質疑応答など、授業への積極的な姿勢から
評価する。

：

％

課題発表

40

授業におけるプレゼンテーションの内容およびプレゼン
テーション力を評価する。

：

％

定期試験（レポート）

40

期末に卒業論文の概要の提出を課し、その内容を評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限

場所： 個人研究室（西館2F）

備考・注意事項： 初回授業にてメールアドレスをお伝えします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび卒業論文
の作成に向けて

研究テーマに関連する文献・資料を読
む。

4第 回 時間

卒業論文の作成にあたって、文献・
資料の収集方法、研究テーマの設定
、論文の構成、研究倫理などについ
て説明を行う。

2 研究テーマの決定 研究テーマに関連する文献・資料を読
む。

4第 回 時間

興味のある会計に関連する文献・資
料を集め、各自の研究テーマを決定
する。

3 論文内容の検討 研究テーマに関連する文献・資料を読
む。

4第 回 時間

研究の目的を明確にし、結論を導き
出すために必要な論文の構成内容を
考える。

4 卒業論文の中間報告へ向けた資料作
り

発表に向けた資料を完成する。 4第 回 時間

設定した研究テーマおよび内容に関
する中間報告を行うにあたり、資料
を作成する。

5 卒業論文の中間報告（１）グループ
１

発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自の卒業論文のテーマに沿って、
研究の目的、背景、論文の構成など
について報告を行う。

6 卒業論文の中間報告（２）グループ
２

発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自の卒業論文のテーマに沿って、
研究の目的、背景、論文の構成など
について報告を行う。

7 卒業論文の作成（１）章立ての検討 作成した章立てに基づいて、必要な文
献・資料を収集する。

4第 回 時間

決定した研究テーマおよび論文内容
に沿って、章立てを考える。研究の
目的から結論を導き出すために、そ
の内容に一貫性があるかを考えなが
ら検討していく。

8 卒業論文の作成（２）各章における
内容の検討

作成した章立てに基づいて、必要な文
献・資料を収集する。

4第 回 時間

決定した各章に関連する文献・資料
を収集し、各章における節、項につ
いても設定を行っていく。
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9 卒業論文の作成（３）構成内容の検
討

作成した章立てに基づいて、必要な文
献・資料を収集する。

4第 回 時間

これまでに設定した章、節、項につ
いて、内容が首尾一貫しているか確
認する。また、論文の内容に独自性
があるかどうかも再検討する。

10 卒業論文の作成（４）研究の背景の
記述

これから卒業論文の内容を記述していく
にあたり、その基礎となる研究の背景に
ついて文章化し、完成させる。

4第 回 時間

研究の背景および目的を中心に、こ
れまでに集めた文献・資料に基づい
て文章化していく。

11 前期における卒業論文発表に向けた
資料作成

前期における卒業論文発表に向けた資料
を完成させる。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいてこれまで研
究してきた内容について発表を行う
ために、資料を作成する。

12 前期における卒業論文発表に向けた
資料の確認

資料内容を確認した上で、修正を行う。 4第 回 時間

各自のテーマに基づいて作成した資
料に論理的矛盾がないかどうかを確
認し、発表に向けて準備を行う。

13 前期における卒業論文の発表（１）
グループ１

発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいて、これまで
研究してきた内容についての発表を
行う。

14 前期における卒業論文の発表（２）
グループ２

発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいて、これまで
研究してきた内容についての発表を
行う。

2813

- 586 -



授業科目名 専門演習５【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

大島博文

演習

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、これまでの学習を基に、主に行政等の課題解決に向けた公共経営の観点から卒業論文のテーマを設定し、論文内容
に関する情報収集や資料整理、論点整理等を行ったうえでディスカッションペーパーを作成し、ゼミ内でのディスカッション等
を行う。各プロセスにおいては、学術的な知見を持ちながらも行政等の現場で実現可能なものであるかを常にチェックし、理論
と実践の整合を図りながら課題解決に向けた複数のアプローチ法を提示できるようにする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

行政等における課題解決に向けた
提案をまとめる。

行政等における課題解決に向けた
提案を各プロセスを経たうえで、
研究計画としてまとめることがで
きる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

行政等における課題解決に向けた
提案をまとめるための情報の収
集・分析・活用ができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

行政等における課題解決に向けた
方策の企画・立案を実践できる。

学外連携学修

有り(連携先：豊中市、吹田市、池田市、摂津市等)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2813
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2814

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献度

40

授業中の発言や発表時の積極的態度
他者の発表時のコメント

：

％

課題発表

40

研究進捗の確認のための発表の内容により評価する：

％

試験（論文概要）

20

期末課題としての「論文概要」の内容を評価する：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指導する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５限

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項：  連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 研究方法および研究倫理  先行研究、関連データ、関連事例等を調
査し、概要をまとめる。

4第 回 時間

自身の研究内容について、進捗状況
を報告する。
著作権や個人情報保護などの研究倫
理について学ぶ。

2 卒業研究テーマおよび内容の検討
（１）

 先行研究、関連データ、関連事例等を調
査し、概要をまとめる。

4第 回 時間

各自の卒業研究テーマおよびテーマ
について概要を作成し、適切性等を
検討する。

3 卒業研究テーマおよび内容の検討
（２）

先行研究、関連データ、関連事例等を調
査し、概要をまとめる。

4第 回 時間

各自の卒業研究テーマおよびテーマ
について概要を作成し、適切性等を
検討する。

4 卒業研究テーマおよび内容の検討
（３）

先行研究、関連データ、関連事例等を調
査し、概要をまとめる。

4第 回 時間

各自の卒業研究テーマおよびテーマ
について概要を作成し、適切性等を
検討する。

5 卒業研究テーマおよび内容の検討
（４）

先行研究、関連データ、関連事例等を調
査し、概要をまとめる。

4第 回 時間

各自の卒業研究テーマおよびテーマ
について概要を作成し、適切性等を
検討する。

6 卒業研究概要の中間報告（１）  本専門演習内でのディスカッション等の
内容を反映して概要を修正しておく。

4第 回 時間

本専門演習内でのディスカッション
等の内容を反映して概要を修正し、
中間報告を行う。

7 卒業研究概要の中間報告（２） 本専門演習内でのディスカッション等の
内容を反映して概要を修正しておく。

4第 回 時間

本専門演習内でのディスカッション
等の内容を反映して概要を修正し、
中間報告を行う。
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8 中間まとめと振り返り 中間まとめとふりかえりができるよう、
これまで作成した研究概要や演習内でも
らった意見等を整理しておく。

4第 回 時間

ゼミ全体で中間まとめとふりかえり
を行い、後半で卒業研究を進めるた
めの論点整理を行う。

9 卒業論文の作成（１）～目次の作成 卒業論文の目次の作成が行えるよう、概
要の内容を体系化しておく。

4第 回 時間

各自が作成した「研究概要」に基づ
き、卒業論文の目次の作成を行う。

10 卒業論文の作成（２）～序論の作成  卒業論文の序論の作成が行えるよう、研
究の背景や目的、先行研究等を整理して
おく。

4第 回 時間

各自が作成した「研究概要」に基づ
き、卒業論文の序論の作成を行う。

11 卒業論文の作成（３）～本論（研究
方法）の作成

  卒業論文の本論（研究方法）の作成が
行えるよう、研究の調査方法等を整理し
ておく。

4第 回 時間

各自が作成した「研究概要」に基づ
き、卒業論文の本論（研究方法）の
作成を行う。

12 卒業論文の作成（４）～本論（結
果）の作成

 卒業論文の本論（結果）の作成が行える
よう、研究の調査結果等を整理してお
く。

4第 回 時間

各自が作成した「研究概要」に基づ
き、卒業論文の本論（結果）の作成
を行う。

13 前期末研究まとめ（１）  前期末まとめができるよう、これまでの
研究成果および作成論文の整理をしてお
く。

4第 回 時間

研究及び論文に関する前期末まとめ
を行い、考察など今後の研究の進め
方について検討する。

14 前期末研究まとめ（２） 前期末まとめができるよう、これまでの
研究成果および作成論文の整理をしてお
く。

4第 回 時間

研究及び論文に関する前期末まとめ
を行い、考察など今後の研究の進め
方について検討する。

2814
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授業科目名 専門演習５【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

大塚康央

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

公共政策コースの学びは、社会で解決すべきとされた問題（政策問題）を対象に、行政をはじめとするさまざまな主体の活動や
政策立案、決定、実施、評価という過程や、社会環境、住民ニーズと政策との関係などについて考察し、住民福祉の向上豊かな
地域社会の創造を目指すために必要な事項などを考えていくものである。この基本的な事項を踏まえ、個々に設定した研究テー
マに沿って調査、研究を進めていくこととなるが、専門演習5では、設定した仮説に基づき、先行研究のレビュー、事例踏査の
実施や対象とするテーマに応じた社会調査を進めていく。そして、得られた知見を踏まえた中間報告を行い、指摘された事項を
踏まえ研究をさらに深めていく。必要に応じて授業時間外の指導を実施する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究テーマにおける社会的課題の
分析、関係主体の行動原理と内容
などを把握、理解する。

研究テーマに関して、仮説を検証
するに必要な調査を設定すること
ができ、調査の実施により社会的
な問題や背景を分析、理解するこ
とができる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

専門的な知識に基づき、社会的課
題に関する公共政策の内容や効
果、関係する主体の行動等を分析
し、政策課題解決に関係する要
素、原理を明らかにする。

研究テーマの内容を、さまざなま
な要素から分析し、論文の構成を
確立させまとめにつなげることが
できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会的な問題（政策問題）に対す
る理解とそれによる適切な研究課
題の構築

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

政策内容を理解することで、社会
問題や地域課題への対策等の公共
政策について調査計画を立てて研
究を進めることができる。

3．DP７.実践の完遂 社会問題に対する理解に基づき、
関係する主体の役割や活動、政策
実施等について詳細に分析し、そ
の内容を論理的に説明することが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2814
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2815

注意事項等

原則として毎回出席すること。与えた課題（進捗状況の報告、研究中間報告）は怠らず行うこと。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み

10

進捗状況の報告、授業中の質疑や他の学生への質問、ア
ドバイスなどの取り組み姿勢を評価する。

：

％

積極的な調査活動

10

研究に必要な先行研究の収集、事例調査等の活動につい
て報告した内容に基づき評価する。

：

％

研究論文の構成

30

研究論文の構成が適正に組み立てられ、必要な情報を収
集することができているかという観点から評価する。

：

％

期末試験（中間発表）

50

卒業研究の中間まとめの提出を課し、その内容により評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

個々の研究テーマに基づき、適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
個々の研究テーマにもとづいた調査を計画的に実施するとともに、進捗状況の報告や、指摘を受けた事項に基づく調査研究を行
うこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、あらかじめ要請があれば対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方・研究倫理 研究テーマと当該テーマの検証に必要な
情報収集の方法を考える。

4第 回 時間

卒業研究を進めるにあたって、研究
テーマの具体化、当該テーマに関す
る調査の進め方、論文執筆の注意点
について学ぶ。
また、研究を進める際に守らなけれ
ばならない研究倫理についても学び
理解する。

2 研究計画の具体化（研究目的の確
認）

 研究の目的について、整理しまとめる。 4第 回 時間

設定した研究テーマについて、何を
明らかにするのか、どこに焦点をあ
てるかを確認し、研究の目的を定め
る。

3 研究計画の具体化（研究方法の確
立）

どのような調査を進めていくのかを館和
えまとめるとともに、おおまかなスケ
ジュールを作成する。倫理審査申請が必
要な調査を予定している場合は、その準
備を進める

4第 回 時間

研究目的を達成するために進めてい
く調査方法やプロセス、スケジュー
ル等、研究計画を確立する。

4 資料収集、先行研究の把握 先行研究、研究に必要な資料の収集を行
い整理する。

4第 回 時間

研究計画に基づく資料収集や先行研
究の収集を行う。

5 研究計画の確定 研究計画書を確定させる。先行研究の把
握や研究資料の収集を進める。

4第 回 時間

先行研究等の内容を踏まえ、研究計
画の見直しの必要性について検討し
、研究計画を確定する。
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6 ゼミ内発表、意見交換、計画書の見
直し

レビューの内容を参考として調査研究の
準備を進める。

4第 回 時間

各自が確定した研究計画の内容を報
告し、他のゼミ生からのレビューを
受ける。

7 研究実施（情報収集、仮説との関係
分析・整理）

研究に必要な資料の収集、分析を進め
る。

4第 回 時間

研究目的達成に必要となる資料の収
集を進める。仮説との関係から、資
料の内容を分析、評価する。

8 研究実施 研究に必要な資料の収集、分析を進める 4第 回 時間
さらに調査研究を進める。
得た資料等を踏まえ、研究の梗概と
体系（構成）の作成に取り組む。

9 梗概の作成 研究の目的な意義を再確認し、進めてい
る研究の内容を要約しまとめる。

4第 回 時間

得た知見、資料の内容を踏まえなが
ら、研究の構成､梗概を作成する、
目的、意義との関連には留意する。

10 研究構成の作成（論理的構成の検
討）

論理的に証明できる構成ができるか、不
足している情報は何かを考え、不足資料
を収集する。

4第 回 時間

研究の内容と資料、データに基づき
、構成を作成し、論理的に説明でき
ているかを確認する。

11 ゼミ内発表準備 資料の作成と不備がないかを確認し、必
要により修正を行う。

4第 回 時間

ゼミ内での発表資料を作成する。
12 ゼミ内発表（前半） 質問・コメントの内容確認と修正等の必

要性の検討
4第 回 時間

卒業研究の構成（目次）と梗概をも
とに、ゼミ内で発表する。他のゼミ
生は、当該発表に対する質問・コメ
ントを行う。
指摘等を受け､研究計画についての
見直しを行い､今後の調査研究計画
を設定する。

13 ゼミ内発表（後半） 質問・コメントの内容確認と修正等の必
要性の検討

4第 回 時間

卒業研究の構成（目次）と梗概をも
とに、ゼミ内で発表する。他のゼミ
生は、当該発表に対する質問・コメ
ントを行う。
指摘等を受け､研究計画についての
見直しを行い､今後の調査研究計画
を設定する。

14 進捗状況まとめ、研究計画の確認、
調査実施準備

収集した資料の内容、仮説検証の妥当
性、今後の研究計画の検討作成を進め
る。

4第 回 時間

前期で取り組んできたことをまとめ
、後期の研究の準備を進める。
夏休み期間中の調査研究計画を立て
､発表する。
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授業科目名 専門演習５【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年生 2

山岡淳

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習５では履修者は個人がテーマを定め卒業研究に取り組む。研究のテーマは持続可能な社会の発展・開発に資するものと
する。履修者は研究テーマに応じた、データ分析や現場での調査を行う。基本的に自立した研究活動を行うが、教員からの指
導、他の受講生からの助言をもとに、より精度の高い研究を実施する。
また卒業研究の実施にあたり、本講義では進捗に応じて定期的に報告を行うことを義務付ける。
学期末には卒業論文報告会のフォーマットで期末報告会も実施し、主査だけでなく、副査による評価も受ける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

持続可能な地域開発・発展に繋が
る研究テーマを個人が設定し、卒
業研究を実施する。

卒業研究の「はじめに」「方法」
の執筆を完了させる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

卒業研究のために必要な研究方法
を習得する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域の課題を解決する卒業研究の
テーマを設定し、その方策をまと
める。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・その他(以下に概要を記述)

データ分析

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

事前に連絡なしで定められた報告を行わなかった場合は原則として学期を通して評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での報告

35

授業内での報告内容に応じて評価する。：

％

期末レポート 卒業論文の本文を9000文字以上執筆し、その内容に寄り
評価する。

：

2815
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55 ％

報告会での発表

10

期末報告会の内容に応じて評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

個人の研究テーマに応じて設定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の報告の内容を丁寧に復習し、次回の報告に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜9:00-12:00

場所： 西館４階94室

備考・注意事項： オフィスアワーを利用する場合、事前に担当教員と日時の調整を行うこ
と。
yamaoka-a@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 個別テーマの決定と研究計画 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
個人のテーマに応じた研究計画書を
作成し、教員から指導を受ける。研
究計画立案にあたり研究倫理教育も
実施する。

2 文献調査の実施(1) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
個人のテーマに応じた文献を収集し
まとめる。

3 文献調査の実施(2) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
個人のテーマに応じた文献を収集し
まとめる。

4 進捗報告(1回目) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究テーマに即した先行研究につい
て報告を行う。

5 研究データの取得・分析(1) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究に必要な量的なデータを検討し
、収集、基礎的な分析を行う。

6 研究データの取得・分析(2) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究に必要な量的なデータを検討し
、収集、基礎的な分析を行う。

7 進捗報告(2回目) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究テーマに即したデータについて
報告を行う。

8 研究方法の検討(1) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究テーマに即した研究方法(文献
調査・ヒアリング調査・アンケート
調査等)について検討する。

9 研究方法の検討(2) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究テーマに即した研究方法(文献
調査・ヒアリング調査・アンケート
調査等)について検討する。

10 進捗報告(3回目) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
研究テーマに即した研究方法につい
て報告を行う。

11 期末報告のための資料作成(1) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
これまでの内容を期末報告のために
整理し、報告資料を作成する。

12 期末報告のための資料作成(2) 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
これまでの内容を期末報告のために
整理し、報告資料を作成する。

13 期末報告 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
これまでの研究内容を取りまとめて
報告する。

14 今後の研究計画の設定 個別テーマ研究/報告資料作成 4第 回 時間
夏季休業期間および専門演習６に向
けた研究計画を策定する。
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

青野桃子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について、学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研
究計画の作成とプレゼンテーションをおこなう。ゼミ内でディスカッションをおこない、多面的に問題をとらえることを目標と
する。そして、先行研究を批判的に検討することで、問題関心を深め、オリジナリティのある卒業研究を目指す。また最終的
に、卒業研究だけでなく、批判的思考、論理的思考、議論する能力の向上も目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

文献、先行研究を通して、基礎知
識を習得する。

幅広い教養やスキルを身につけ
る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識、研究手法を学ぶ。 専門的知識を獲得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を発見する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究計画を立案する。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて、実際に研究を進
める。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等
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- 595 -



2817

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

50

テーマ選定が研究課題に対して適切であるかどうか、デ
ータや先行研究が参照できているかどうか、論理的構成
、文章の体裁を評価する。

：

％

研究過程の評価

30

研究に取り組む姿勢、自主性、グループでの活動におい
ては協調性を評価する。

：

％

研究発表の評価

20

自身の研究について、論理的に、資料にもとづいて発表
ができていることを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業のなかで適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 西館4階　研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：専門演習の意
義と研究倫理

３年ゼミ・議論の復習 4第 回 時間

ゼミの目的や進め方を確認する。研
究倫理教育をおこなう。

2 研究テーマの決定 研究テーマに関する先行研究の検討 4第 回 時間
研究テーマを決定し、テーマの妥当
性、研究目的について検討する。

3 先行研究・参考文献収集 先行研究の収集 4第 回 時間
決定した研究テーマにそった、先行
研究・文献を収集する。

4 論文構成の作成 論文構成の作成・修正 4第 回 時間
収集した先行研究・文献をもとに、
論文の構成を作成する。

5 抄録の作成 抄録の作成・修正 4第 回 時間
発表会に向けて、各自の研究につい
て抄録を作成する。

6 ゼミ内発表会の実施 議論の復習 4第 回 時間
発表会に向けて、ゼミ内で発表会を
実施する。

7 中間発表会用の資料作成 資料の作成 4第 回 時間
ゼミ内での議論をふまえて、中間発
表会用の資料を完成させる。

8 卒業研究中間発表会 発表会の復習 4第 回 時間
卒業研究中間発表会をおこなう。

9 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、妥当性についての
検討

4第 回 時間

調査方法、調査対象、妥当性につい
て検討する。

10 研究テーマに関する調査資料の作成 調査資料作成 4第 回 時間
調査を実施するための資料を完成さ
せる。

11 研究テーマに関する予備調査の実施 予備調査のまとめ 4第 回 時間
研究に関する予備調査を実施する。

12 予備調査の回収・集計、仮説の検討 仮説の設定 4第 回 時間
予備調査の結果をもとに、仮説を立
てる。
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13 研究テーマに関する本調査の検討：
研究方法

資料の作成、議論の復習 4第 回 時間

調査方法の妥当性、具体的な調査項
目について検討する。

14 研究テーマに関する本調査の検討：
調査対象

資料の作成、議論の復習、スケジュール
の設定

4第 回 時間

調査対象、実施時期、内容について
検討する。
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

植田真司

演習

該当する

商品開発、新規事業企画、ブランド戦略展開（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究計画
の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、アイデアの出し方について学び、各自
の研究へ実践します。　植田研究室では、スポーツビジネス、特に商品企画、ビジネスモデルを中心とした課題について、各自
の関心や問題意識より、卒業論文及び企画書の作成にむけて演習を行い、各自が主体的に情報収集、事例研究、アンケート調査
などを行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品企画の幅広い教養と知識の習
得

幅広い知識と教養

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品企画の専門知識とスキルの習
得

専門知識と理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
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2821

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（論文・企画書）

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

卒論を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　5限

場所： 研究室　西館3F

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習5の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、卒
業研究の取り組みに向け、先行研究
や優秀論文を紹介する。

2 研究テーマの決定 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

3 先行研究・参考文献の収集 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

4 論文構想の作成 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

5 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

6 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させ
る。

4第 回 時間

調査を実施するための資料を完成さ
せる。

7 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施す
る。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査を実施
する。

8 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる。

4第 回 時間
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各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

9 研究テーマに関する本調査の妥当性
の検討

調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

10 ゼミ内の発表　前半 発表会に向け、各自の研究について資料
作成

4第 回 時間

中間発表会に向け、各自の研究につ
いてディスカッションする

11 ゼミ内の発表　後半 発表会に向け、各自の研究について資料
作成

4第 回 時間

中間発表会に向け、各自の研究につ
いてディスカッションする

12 卒業研究前期中間発表会 卒業研究前期中間発表の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究前期中間発表会を行う

13 卒業研究前期中間発表後の振り返り ゼミ内において発表会での振り返りを行
い、適宜修正を加えていく。

4第 回 時間

ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていく。

14 研究テーマに関する本調査の検討
ふりかえり

調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて振り返る

2821

- 600 -



授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

岡田功・村田正夫

演習

該当する

新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材。折に触れて日本のプロスポーツクラ
ブに経営のアドバイスを行ってきた（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスなどに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究
計画の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、事例調査、定量調査、定性調査に
ついて学び、各自の研究に活用していきます。岡田研究室では、事例分析や先行研究を通して経営学分野のさまざまな基礎知識
を習得し、その中で学生とは個別に卒業研究論文と発表に向けて準備を行います。
個別指導が多くなると思われるため、効果的にオンラインによる指導も併行する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツマネジメントに関する研
究計画の策定と実行

自身の研究テーマを設定し、適切
な研究方法を選び実施する

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学の専門的知識と研究課題の
調査、分析を行う

専門的知識と研究課題の調査、分
析を行う

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自らの研究の課題を発見する力を
身につける

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究の課題の計画を立案する力を
身につける

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究の課題の計画を立案し、発表
会などで実践していく力を身につ
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2821
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2825

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

卒業研究の計画書と中間発表

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験（研究発表の評価）

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習5のガイダンス、研究倫理
教育

研究テーマを絞り込む 4第 回 時間

専門演習5の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、卒
業研究の取り組みに向け、先行研究
や優秀論文を紹介する。また、論文
作成にあたって必要な研究倫理教育
も行う。

2 研究テーマの絞り込み 研究テーマについて資料を収集する 4第 回 時間
研究テーマの妥当性、必要性、研究
の目的について検討する。

3 研究テーマの決定 研究テーマに関する資料収集を行う 4第 回 時間
研究をテーマ決定する

4 先行研究・参考文献の収集 先行研究・参考文献の収集を進め、研究
目的の明確化を図る

4第 回 時間

先行研究・参考文献の収集を進め、
研究目的の明確化を図る。

5 先行研究・参考文献のさらなる収集 先行研究・参考文献のさらなる収集を進
め、研究目的を固める

4第 回 時間

先行研究・参考文献のさらなる収集
を進め、研究目的を固める。

6 仮説の検討 仮説について検討する 4第 回 時間
仮説について検討する。

7 論文構成の検討 論文の構成について検討を進める 4第 回 時間
論文の構成について検討を進める。

8 研究テーマに関する調査資料の作成 研究テーマに関する調査資料を完成させ
る

4第 回 時間

研究テーマに関する調査資料を作成
する。
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9 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

10 卒業研究プロポーザル発表会の準備 卒業研究プロポーザル発表の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究プロポーザル発表会の準備
として発表資料の作成を行う。

11 卒業研究プロポーザル発表会の発表
資料完成

卒業研究プロポーザル発表の準備を行う 4第 回 時間

卒業研究プロポーザル発表会の発表
資料を精査し、適宜修正を加える。

12 卒業研究プロポーザル発表会の実施 発表会での振り返りを行い、適宜修正を
加えていく

4第 回 時間

卒業研究プロポーザル発表会を行う
。

13 研究テーマに関する予備調査の実施 研究テーマに関する予備調査を実施する 4第 回 時間
研究テーマに関する予備調査を実施
する。

14 研究テーマに関する本調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

2825
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

菅文彦・羽藤文彦

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマを掲げて、研究計画、研究成果の
作成および発表を行う。研究テーマの選定においては、研究の個人的意義・学術的意義・社会的意義から検討する。
研究を進めていく上で、リサーチ・クエスションと仮説をの明確化に努め、次に、妥当な研究方法を選定し、その手法を体得す
る。研究方法は文献調査のみとせず、質問紙調査やヒアリング調査などの実施を旨とし、オリジナルデータの収集とその分析を
主眼とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

幅広い知識と教養 スポーツマネジメントの幅広い教
養と知識の習得

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門知識と理解 スポーツマネジメントの専門知識
とスキルの習得

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験：論文・企画書の評価 専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研

：

2825
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2826

50

実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験：研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるが、卒業論文制作のため90時間以上の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究倫理に関する予習復習を行う。 6第 回 時間

ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義を行う。

2 研究テーマの選定 先行研究・参考文献等の資料収集・通読 6第 回 時間
各自が3年次に作成した研究計画の
レビューを行い、研究の目的を明確
にする。

3 研究テーマ検討会 先行研究・参考文献等の資料収集・通読 6第 回 時間
テーマの妥当性や意義について教員
、ゼミ生と討議を行う。必要な文献
や先行研究を整理する。

4 研究方法の確認 先行研究等における研究方法を整理す
る。

6第 回 時間

各自のテーマ、研究目的をもとに、
必要とされる研究方法を明らかにす
る。

5 調査計画 発表会に向けた準備 6第 回 時間
質問紙調査、ヒアリング調査など各
自が行う研究方法に則り、具体的な
調査計画を作成し、順次実行する。

6 調査の実施１：データ整理 結果を図表等にまとめる 6第 回 時間
調査を実施し、その結果の整理を行
う。

7 中間発表会準備 発表会のプレゼンやPPの見直し 6第 回 時間
発表会の内容の検討および資料作成
を行う。

8 中間発表会 発表会でのコメントをふまえて研究内容
の改善を行う。

6第 回 時間

審査教員のアドバイス、他学生の発
表を参考にする

9 調査の実施２：データ分析 結果を図表等にまとめる 6第 回 時間
調査結果をもとに定性・定量的手法
による分析を行う。

10 調査の実施３：追加調査や再調査の
検討

調査設計の検討を行う。 6第 回 時間

結果を照らし合わせ、追加調査や再
調査の必要性を検討する。
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11 調査の実施４：調査設計の再立案の
検討

結果を図表等にまとめる 6第 回 時間

追加調査や再調査の必要性の検討を
ふまえ、必要に応じて調査設計を再
立案して実施する。

12 研究プロポーザル発表 発表に対する指摘コメントをふまえて研
究目的や調査方法を精査する。

6第 回 時間

卒業研究のプロポーザル発表を行い
、研究目的・仮説との整合性を検討
する。

13 調査結果レビュー1：ゼミ内レ
ビュー

調査結果から何が言えるか、何が明らか
になったか事前に自身で確認する。

6第 回 時間

各自の調査結果をゼミ内でレビュー
する。

14 調査結果レビュー2：フィードバッ
クによる改善

調査結果から何が言えるか、何が明らか
になったか事前に自身で確認する。

6第 回 時間

ゼミ内レビューで得たフィードバッ
クをもとに、論文全体の構成や内容
の改善につなげる。
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

藤森梓

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

４回生の専門演習では、本格的な卒業研究の遂行と、その成果を卒業論文としてまとめる作業が中心となります。みなさんは３
回生の専門演習を通して、自分自身の卒業研究のテーマを絞り込み、研究計画を作成していると思います。４回生の前期は、そ
の研究計画に従って各自で研究を進めていきます。専門演習５では、各自の研究の進み具合の確認および指導教員からの助言を
中心として組み立てられます。なお、研究成果は、中間発表の場で報告することになります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

自身の研究分野に関連した幅広い
教養と知識の習得する。

卒業研究のバックグラウンドの知
識として役立てる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究を遂行する技術・能力の習得
する。

卒業研究を自分自身で進めること
ができるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見する力を身に付け
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う力を
身に付ける。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究発表などの実践力を身に涵養
する。

4．DP７.実践の完遂 卒業研究に取り組むことにより、
自分自身で課題を実践、完遂する
力を身に付ける。

5．DP８.他者とのコミュニケー
ション

指導教員と適切なコミュニケー
ションを取りながら、卒業研究を
作成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2826
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・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート（研究プロポーサル）の評
価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表（中間発表会）の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
卒業研究では、学生自身の自主的な研究遂行が求められています。従って、授業時間にとらわれず、積極的に担当教員とのコン
タクトを取り続けてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間でも、必要に応じて研究相談を行います。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習5のガイダンスおよび研究
倫理に関する講義

１年間の具体的な研究計画を立てる 4第 回 時間

専門演習5の計画と諸注意を伝える
と共に、卒業研究の進め方について
概説します。また、卒業研究を進め
る上での研究倫理について、本学の
定めるガイドラインに従って解説し
ます。

2 研究テーマの決定 自身の研究分野・テーマに関する文献・
資料等を読む

4第 回 時間

3回生時に各自が提示した研究領域
について掘り下げ、具体的な研究テ
ーマを決定します。

3 先行研究・参考文献の収集 先行研究・参考文献のリストを作成する 4第 回 時間
テーマ決定後、関連の先行研究や参
考文献についての検索を行います。

4 論文構想の作成 各自の卒業論文の全体構成を完成させる 4第 回 時間
各自の卒業論文の大まかな構成につ
いて考えます。

5 先行研究・参考文献のまとめ 先行研究・参考文献の内容をまとめる 4第 回 時間
先行研究の内容をまとめ、自分自身
の論文の位置付けを検討します。

6 仮説・問題の設定 自分自身の研究領域でどのような分析が
可能なのかを考える

4第 回 時間
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卒業研究でどのような仮説や問題を
設定するのかを検討します。

7 研究テーマに関する調査の検討およ
び資料の作成

自身の調査に必要な知識・ノウハウを身
につける

4第 回 時間

研究テーマに関する調査方法につい
て検討し、実際に調査を実施するた
めの資料を完成させます。

8 研究テーマに関する予備調査の実施 予備調査に関する計画を策定する 4第 回 時間
各自の研究に関する予備調査を実施
します。

9 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

予備調査の結果をまとめ、考察する 4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てます。

10 研究テーマに関する本調査の検討 本調査に必要な知識・ノウハウを身につ
ける

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討します。

11 中間発表会の準備 各自で研究計画書を作成し、それに基づ
いて中間発表会の資料を作成する

4第 回 時間

中間発表会の資料を作成します。
12 卒業研究前期中間発表会 卒業研究前期中間発表の準備を行う 4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会を行います
。

13 卒業研究前期中間発表会の振り返り 中間発表会の振り返りを行い、問題点や
修正点等についてまとめる

4第 回 時間

ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていきます
。

14 前期の振り返り 前期の研究の進捗状況を踏まえて、夏休
み・後期の研究計画を策定する

4第 回 時間

前期の研究進捗状況を振り返り、自
身の研究計画について見直しを行い
ます。

2827
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

古川拓也

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究
計画の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、アイデアの出し方について学び、
各自の研究へ実践する。また、古川研究室では、スポーツ政策に関連した研究課題について、各自の関心や問題意識より、卒業
論文及び企画書の作成にむけて演習をすめる。最終的に、卒業論文のみならず、批判的思考や論理的思考、議論する能力、質疑
応答の能力が高まることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

幅広い教養と知識の習得 スポーツ政策に関する幅広い知識
と教養を習得する

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門知識とスキルの習得 専門知識とスキルを習得する

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。
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原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

45

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

35

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として不適切な内容

：

％

期末レポート

10

独自のルーブリックに基づき評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

卒論を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日１・２限（9：00～12：00）

場所： 研究室　西館2階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習5の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、卒
業研究の取り組みに向け、先行研究
や優秀論文を紹介する。

2 研究テーマの決定 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

3 研究テーマの先行研究・参考文献の
収集

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

先行研究について検討する。
4 研究の論文構想の作成 研究テーマの決定、先行研究・参考文献

の収集、論文構想の作成
4第 回 時間

研究の論文構想を作成する
5 抄録の作成 発表会に向け、各自の研究について抄録

を作成する。
4第 回 時間

発表会に向け、各自の研究について
抄録を作成する。

6 卒業研究前期中間発表会（前半） 卒業研究前期中間発表の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究前期中間発表会を行う

7 卒業研究前期中間発表会（後半） 卒業研究前期中間発表の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究前期中間発表会を行う

8 春の中間発表会 ゼミ内において発表会での振り返りを行
い、適宜修正を加えていく。

4第 回 時間

ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていく。
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9 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

10 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させ
る。

4第 回 時間

調査を実施するための資料を完成さ
せる。

11 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施す
る。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査を実施
する。

12 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

13 研究テーマに関する本調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。
調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

2828
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

坂中勇亮

演習

該当する

スポーツ協会に勤務し、スポーツ行政に従事（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究計画
の作成およびプレゼンテーションを行います。また、研究を進めていく上で先行研究の収集・分析、研究の手法について学び、
各自の研究テーマに沿って実践していきます。特に、担当教員の専門領域であるスポーツ行政を中心とした課題について、各自
の関心や問題意識より、卒業論文及び企画書の作成にむけて演習を進めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

卒業論文を作成するための技術・
能力の習得

研究を遂行する能力

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究課題の発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2828
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論文・企画書の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験（研究発表の評価）

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
忠恕として不適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

卒論を完成させるために先行研究、引用参考文献などを自ら準備する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日　13：00－15：00

場所： 研究室

備考・注意事項： 本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求
められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内
容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス及び研究倫理について 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習５の授業計画と研究倫理に
ついて伝えると共に、卒業研究の進
め方を概説する。

2 研究テーマの決定 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

3 先行研究・参考文献の収集 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

4 論文構成の作成 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマ決定後、テーマの妥当性、必
要性、研究の目的について検討する
。

5 抄録の作成 発表会用の抄録を作成する 4第 回 時間
発表会に向け、各自の研究について
抄録を作成する。

6 ゼミ内発表会の実施 ゼミ内発表会で指摘された事項を修正す
る

4第 回 時間

全体での中間発表会に向けてゼミ内
で発表会を開催

7 中間発表会用資料の作成 中間発表会用の資料を仕上げる 4第 回 時間
ゼミ内発表会で指摘された事項を修
正して中間発表会用の資料を完成さ
せる

8 卒業研究前期中間発表会 発表会での振り返りを行い、適宜修正を
加えていく。

4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会を行う
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9 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

10 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させ
る。

4第 回 時間

調査を実施するための資料を完成さ
せる。

11 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施す
る。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査を実施
する。

12 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

13 研究テーマに関する本調査の検討
（１）調査概要の決定

調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

14 研究テーマに関する本調査の検討
（２）調査日の決定

具体的な調査日時等を調査対象者と調整
する

4第 回 時間

本調査の実施日など具体的な調査予
定について検討する

2830
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授業科目名 専門演習５【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

田村匡

演習

該当する

スポーツイベントやスポーツ施設、スポーツマネジメントに係る組織、資金、運営方法等について業
務として取り組んできた。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究計画
の作成およびプレゼンテーションを行います。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、アイデアの出し方について学び、
各自の研究へ実践していきます。また、田村研究室では、スポーツイベントやスポーツ施設、スポーツ組織等を中心とした課題
について、各自の関心や問題意識より、卒業論文及び企画書の作成にむけて演習をすすめます。各自が主体的に情報収集、事例
研究、アンケート調査などを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

具体的なスポーツビジネスに関す
る解決策を自分で立案することが
できる

専門知識と理解

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネスの環境の変化に
適応し、解決方策を立案する

具体的なスポーツビジネスに関す
る解決策を自分で立案することが
できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

2830
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2831

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

40

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義 実
践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研究
の完遂 忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として適切
な内容

：

％

期末レポート

10

授業終了後のレポート：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

卒論を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限目

場所： 個人研究室

備考・注意事項： それ以外の時間でも研究室在室時であれば気軽に訪問してください。
Ｅメールでの問い合わせにも応じます。（氏名、学籍番号を明記のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび研究倫理に関する
講義

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習5の計画と諸注意を伝える
。また、前期の活動を踏まえて、卒
業研究の取り組みに向け、先行研究
や優秀論文を紹介する。
また、研究倫理教育を実施する。

2 研究テーマの仮決定、先行研究・参
考文献の収集

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

テーマを仮決定し、テーマの妥当性
、必要性、研究の目的等について検
討する。さらに先行研究や参考文献
を調査する。

3 先行研究・参考文献の収集とさらな
る資料の収集、論文全体構想の作成

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

先行研究や参考文献を調査する中で
さらに先行研究・参考文献等の資料
を収集し、論文全体構想を作成する
。

4 論文の構成の検討と詳細内容の作成 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

論文全構想から構成を検討し、詳細
内容の作成を始める。場合によりア
ンケート調査等の項目の詳細を検討
、決定していく。

5 抄録の作成 発表会に向け、各自の研究について抄録
を作成する。

4第 回 時間

発表会に向け、各自の研究について
抄録を作成する。

6 卒業研究前期中間発表会の準備（資
料の作成）

卒業研究前期中間発表に向けた資料作
成、準備を行う。

4第 回 時間
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卒業研究前期中間発表会へ向けた準
備を行う。これまでの調査資料をま
とめ、発表資料を作成する。

7 卒業研究前期中間発表会の準備（プ
レゼンテーションの練習）

卒業研究前期中間発表に向けた資料作
成、準備を行う

4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会へ向けてプ
レゼンテーションの練習を行う。ゼ
ミ内で相互に批判し、修正していく
。

8 卒業研究前期中間発表会実施 卒業研究前期中間発表会でのプレゼン
テーションの準備を行う

4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会の実施
9 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい

て検討する。
4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

10 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させ
る。

4第 回 時間

調査を実施するための資料を完成さ
せる。

11 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施す
る。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査を実施
する。

12 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

13 研究テーマに関する本調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

仮設を検証するための調査方法、調
査対象、その妥当性について検討す
る。

14 研究テーマに関する本調査の実施 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

本調査の実施。適宜調査範囲を広げ
たり、調査内容案を修正したりしな
がら本調査に臨む。
また本調査の結果を元に仮説との関
係を考察する。

2831
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授業科目名 専門演習５【食】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、専門演習３・４での学びを踏まえ、自ら設定した研究課題を探究するため仮説を立て、多くの選択肢の中から最
適な検証手段を選択し、調査研究の過程を通してその解決策を探究します。そして、学びの集大成としての卒業論文を執筆しま
す。研究倫理、文献検索の方法、実地調査の進め方、専門知識やスキルを修得しながら、自ら主体的に卒業研究に取り組むこと
が求められます。食ビジネスの新たな価値創造と更なるスキルアップを目指し、食の安全マネジメント、食品開発、食の持続可
能性を中心とした研究領域に挑戦します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、実地
調査の進め方、専門知識やスキル
を修得し、主体的に卒業研究に取
り組む。

自ら設定した研究課題を解決する
ため仮説を立て、最適な検証手段
を立案し、解決策を探究する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を設定し、その真因
を探ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するため、必要な検証
手段やアクションプランを立案で
きる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら主体的に行動し、PDCAサイク
ルを回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。

2831
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あったか、主体的な取り組み姿勢であったかどうかを評
価します。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

20

先行研究の調査レポート、仮説と研究計画、実地調査票
および解析データなどが適切であったかどうかを評価し
ます。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容（専門性・実践力）が適切であり、自らの主張
を伝えられたかどうか、相手の意図を理解して適切に応
答できたかどうかを評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、問いに対して明確に主張し、
エビデンスを示して論述できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

戸田山和久（2017年）『新版　論文の教室-レポートから卒論まで-』NHK出版。
その他、テーマ毎に必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
※各自のテーマ毎の進捗状況に合わせ、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方・研究倫理 研究倫理に関する事例を調べておいてく
ださい。

4第 回 時間

今後の卒業研究の進め方、卒業論文
・要旨の執筆方法、研究倫理につい
て学びます。

2 研究テーマの見直し①（課題を発展
させる）

研究テーマを見直すため先行研究の調査
を行ってください。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、先
行研究の調査を行い、課題を見直し
発展させます。

3 研究テーマの見直し②（目的を明確
にする）

研究テーマを見直すため先行研究の調査
を行ってください。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、先
行研究の再調査を行い、課題を見直
し目的を明確にします。

4 実地調査①（計画を立てる） 各自で実地調査のための調査計画を作成
してください。

4第 回 時間

アンケート調査やヒアリング調査な
ど追加の調査計画（5W1H）を立案し
ます。

5 実地調査②（調査票の作成） 各自で実地調査のため調査票を作成を
行ってください。

4第 回 時間

アンケート調査やヒアリング調査な
どの調査票の作成を行います。企業
ではなく、人を対象とした調査の場
合は、事前に倫理審査を受ける必要
があります。

6 実地調査③（調査の実施） 各自で実地調査のため調査票を作成を
行ってください。

4第 回 時間
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アンケート調査の調査票を配布し、
記入を依頼します。また必要に応じ
てヒアリング調査も実施します。

7 実地調査④（調査票の回収・集計） 各自で実地調査結果の回収、集計を行っ
てください。

4第 回 時間

アンケート調査やヒアリング調査な
どの調査票を回収し、集計を行いま
す。

8 ゼミ内中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するため発表用パワ
ーポイントと発表原稿を作成します
。

9 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。

10 実地調査⑤（結果の解析、考察） 各自で実地調査結果の解析を行ってくだ
さい。

4第 回 時間

第7回で集約したアンケート調査や
インタビュー調査などの調査結果を
解析し、考察します。

11 卒業論文研究計画書の作成・提出 研究計画書を提出してください。 4第 回 時間
これまでの調査研究の結果を踏まえ
、研究計画書を作成します。今後の
研究計画やアクションプランを具体
的に示してください。

12 コース期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた研究成果を
発表するため発表用パワーポイント
と発表原稿を作成します。

13 コース期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。

14 コース期末発表会（後半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。試験（期末レポート）は指定され
た日時までに提出してください。また、
前期で学んだことを踏まえ、各自で夏休
みの計画を立ててください。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。
授業の最後に試験（期末レポート）
の課題を提示します。

2833
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授業科目名 専門演習５【食】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

伴みずほ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、専門演習３・４での学びを踏まえ、自ら設定した研究課題を解決するため仮説を立て、調査研究の過程を通して
その解決策を提案します。そして、学びの集大成としての卒業論文を執筆します。研究の進め方、文献検索の方法、研究倫理な
ど研究の基礎となる知識を習得しながら、自ら主体的に卒業研究に取組むことが求められます。卒業論文のテーマは食ビジネス
の変革であり、特に消費者とのコミュニケーションを中心とした研究テーマを取り扱います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、
フィールド調査の進め方、専門知
識やスキルを習得し、主体的に卒
業研究に取組む。

自ら設定した課題を解決するため
仮説を立て、最適な検証手段を立
案し、解決策を提案できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題を設定し、その真因を探
ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するために必要な検証
手段、計画を立案できる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら行動に対してPDCAサイクルを
回しながら実践できる。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当、効果的であ
ったかどうか、自主的な取り組み姿勢であったかどうか
を評価します。

：

％

2833
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提出物

20

先行研究の調査レポート、仮説と研究計画、フィールド
調査票および解析データなどが適切であったかどうかを
評価します。

：

％

中間・期末発表

40

発表内容が適切であり、自らの主張を伝えられたかどう
か、相手の意図を理解して適切に応答できたかどうかを
評価します。

：

％

試験（期末レポート）

20

指定された日時までに提出された期末レポート（研究計
画、概要含む）について、独自の問いに対して明確な答
えを主張し、論証できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テーマ毎の進捗に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業の順番や内容を変更する場合があります。
不定期で専門書の輪読を行います。
各自でpptの資料準備を行っておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時間目

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究の進め方および研究倫理 研究倫理に関する事例を調べておいてく
ださい。

4第 回 時間

今後の失業研究の進め方、研究倫理
、卒業論文・要旨の執筆方法、など
について学びます。

2 研究テーマの見直し①（課題を発展
させる）

研究テーマを見直すため先行研究調査を
行ってください。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、先
行研究調査を行い、課題を見直しよ
り発展させます。

3 研究テーマの見直し②（目的を明確
にする）

研究テーマを見直すため先行研究調査を
行ってください。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、先
行研究調査を行い、課題を見直しよ
り目的を明確にします。

4 フィールド調査①（計画を立てる） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
計画（5W1H）を立案します。

5 フィールド調査②（調査票の作成） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票の作成を行います。
企業ではなくヒトを対象とした調査
の場合は、事前に倫理審査を受けま
す。

6 フィールド調査③（調査の実施） フィールド調査のための資料作成を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票をもとに、結果を記入します
。

7 フィールド調査④（調査票の回収・
集約）

フィールド調査結果の回収、集約を行っ
てください。

4第 回 時間

インタビュー調査や市場調査などの
調査票を、集約を行います。
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8 ゼミ内中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するためパワーポイ
ントと発表原稿を作成します。

9 ゼミ内中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

10 フィールド調査⑤（結果の解析） フィールド調査結果の解析を行ってくだ
さい。

4第 回 時間

第7回で集約したインタビュー調査
や市場調査などの調査票の解析を行
い考察します。

11 卒業論文　研究計画書の作成・提出 次週までに研究計画書を提出してくださ
い。

4第 回 時間

これまでの調査研究の結果をふまえ
、研究計画書を作成します。今後の
研究計画や結果を具体的に示してく
ださい。

12 コース期末発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた研究成果を
発表するためパワーポイントと発表
原稿を作成します。

13 コース期末発表会（前半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

14 コース期末発表会（後半） 各自で期末発表の振り返りを行ってくだ
さい。試験（期末レポート）は指定され
た日時までに提出して下さい。また、前
期で学んだことを踏まえ、各自で夏休み
の計画を立ててください。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。
授業の最後に試験（期末レポート）
の課題を提示します。

2849

- 624 -



授業科目名 専門演習６【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

児山俊行

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

卒業論文作成とそれに向けての指導を行っていきます。
①専門演習４で、収集・分析した資料群の本格的なまとめを行います。
②それと受講生の興味関心を踏まえて、論文のテーマを決定いたします。
③さらに、必要な文献・資料・調査を行っていきます。
④その過程で、問題設定から結論に至る「ストーリー」を考えていきます。
③それに沿って、不足しているエビデンスの収集・分析を行っていきます。
⑥論文構成の要素を固めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

自らの研究テーマにおける基本的
知識・情報と現代的課題を理解す
る。

テーマ分野の実情・背景を理解
し、基本的視角を持つことができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

テーマ分野のビジネス事象を観察
して因果関係を理解し、そこにあ
る（発展・停滞の）課題を見出す
ことができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

先の因果関係から研究対
象を立体的に把握し（発展・停滞
の）課題を見出すことができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

見出した課題について、
いかに解決すべきかを様々な事例
や調査を通じて明確にしていく

4．DP７.実践の完遂 研究目的が最後の結論と首尾一貫
しており、その中の論旨も明確で
あるように中間発表に向けて卒業
研究を完成させる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

2849
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・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

10

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業での活動の評価

40

授業での発表や議論、授業前に提出された課題などの成
果で評価する。

：

％

試験（論文）

50

テーマ研究へのアプローチ策定や研究の具体的成果で評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

学生各自の卒業論文テーマに則して推薦・指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日２限

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 アクション成果の発表 夏季休暇期間中のアクション成果をまと
める。

4第 回 時間

前期最後の中間発表とそこでの質疑
応答から導き出したアクション計画
に沿ったアクション成果を各自発表
する。また、研究倫理教育の実施。

2 論文序盤の下書き作成指導～研究の
背景

研究の補足アクション、ないしは論文作
成開始。

4第 回 時間

論文作成した序盤箇所（研究の背景
）のゼミ内の質疑応答を通じた検討

3 論文序盤の下書き作成指導～先行研
究のサーベイ

研究の補足アクション、ないしは論文作
成の継続

4第 回 時間

論文作成した序盤箇所（先行研究の
サーベイ）のゼミ内の質疑応答を通
じた検討

4 論文序盤の下書き作成指導～先行研
究の分析

研究の補足アクション、ないしは論文作
成の継続

4第 回 時間

論文作成した序盤箇所（先行研究の
分析）のゼミ内の質疑応答を通じて
、論文内容の次への作成方針を検討
する。

5 論文中盤の下書き作成指導～ケース
スタディの整理

論文作成の継続（開始） 4第 回 時間

論文作成した中盤箇所（ケーススタ
ディの整理）のゼミ内の質疑応答を
通じた検討。

6 論文中盤の下書き作成指導～ケース
スタディの分析

論文作成の継続 4第 回 時間

論文作成した中盤箇所（ケーススタ
ディ）の分析のゼミ内の質疑応答を
通じた検討。

7 論文中盤の下書き作成指導～現時点
での結論

論文作成の継続 4第 回 時間
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論文作成した中盤箇所のゼミ内の質
疑応答を通じて、論文内容の次への
作成方針を検討する。

8 中間発表の準備 中間発表内容の作成 4第 回 時間
中盤まで作成した論文内容と今後の
展開について要旨にまとめる。

9 中間発表会での発表 中間発表内容の振り返り 4第 回 時間
中間発表を行い、そこで受けた質疑
や批判、提案などから今後の論文構
成と内容について考える。

10 論文終盤の下書き作成指導～発表会
での指摘に関する対応

論文終盤までの構成案の作成 4第 回 時間

中間発表会で指摘された箇所の修正
も含め、ゼミ内の質疑応答を通じた
論文全体の方向性の検討。

11 論文終盤の下書き作成指導～新たな
構成部の追加

論文（終盤）の作成 4第 回 時間

論文で新たに追加した箇所のゼミ内
の質疑応答を通じた検討。

12 論文終盤の下書き作成指導～全体構
成

論文終盤作成の継続 4第 回 時間

論文を追加作成したうえでの全体構
成についてゼミ内の質疑応答を通じ
た検討。

13 論文全体の検討・確認 論文の結論部の作成 4第 回 時間
論文全体での課題のゼミ内質疑応答
を通じた指摘と修正。

14 論文の結論の完成と序文の作成 論文の結論部修正と序文の作成 4第 回 時間
論文の結論について、ゼミ内質疑応
答を通じた検討と、それを踏まえた
序文内容を考える。

2853
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授業科目名 専門演習６【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

稲村昌南

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、これまで学習してきた知識を基に、主に経営と情報の観点から問題提起したテーマで卒業論文にまとめ上げる作業
を行います。結論を裏付けるデータや事実がそろっているか、また先行研究の紹介とそれに対するレビューに漏れがないか確認
しながら進めます。主なスケジュールは講義計画の通りですが、授業時間外にも指導を行う場合があります。最終的には、卒業
研究発表会において、全員が各自の卒業論文（研究）の発表を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営課題に対する企画・提案力 ビジネスの中で実際に問題となっ
ている課題に対して適切なデータ
や資料を用いながら一定の提案を
行うことができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

問題解決の筋道を論理的に組み立
てることができる

2．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

社会において解決すべき課題を抽
出することができる

3．DP７.実践の完遂 やるべきことを最後まで自分の力
でやり抜くことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可となることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

取組みの適正性

50

「文章に論理性と簡潔性があるか」「テーマに対して収
集した情報に適正性はあるか」という2つの観点から評価
する。

：

％

期末試験（卒業論文）

50

「論文を組み立てるために抽出したキーワードに論理的
矛盾はないか」、「テーマに対して本質的な結論が導け
ているか」という2つの基準から評価する。

：

％

2853
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2855
50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。なお、その他に９０時間程度の論文・企画
書等の作成にかかわる学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3時間目

場所： 西館3階45研究室

備考・注意事項： classroom上での連絡も可能

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業研究作成スケジュールの設定 スケジュール通り進むよう、必要なデー
タや資料を追加します。

4第 回 時間

夏休みの進捗状況を踏まえ、卒業研
究を作成していくための今後のスケ
ジュールを決定します。

2 論文構成（目次）の作成 論文構成の見直しを行い必要に応じて修
正します。

4第 回 時間

目的から結論に至るまでのストーリ
ーを構成する目次を完成させます。

3 中間発表資料の作成 論旨の裏付けとなるデータや先行研究を
パワーポイント資料に追加します。

4第 回 時間

論文の目次に沿って適切なデータお
よび分析結果を用いながらパワーポ
イントを使って中間発表資料を作成
します。

4 中間発表資料の確認 発表に備え、教員からのコメントを基に
適宜パワーポイント資料を修正します。

4第 回 時間

作成した発表資料について修正すべ
き点がないか教員からコメントを受
けます。

5 中間発表会 発表の時に受けた評価やコメントから足
りないところは何かを明確に認識しま
す。

4第 回 時間

経営コースの2ゼミ合同でパワーポ
イントを使った発表を行い、副査教
員及び他の教員に評価してもらうこ
とで適切な内容になっているか確認
します。

6 論文ストーリー（構成）の修正 題目届に記載する概要について、中間発
表での指摘を踏まえ修正します。

4第 回 時間

中間発表会での指摘を踏まえ、追加
・修正が必要な個所について確認し
、それを題目届に反映させます。

7 論文形式の確認 論文の形式について確認し、本文の記載
済みの部分について引用や図表の挿入の
仕方を修正します。

4第 回 時間

引用や図表の挿入など論文を作成す
るための決まりについて卒業研究ガ
イドラインに従って確認します。

8 題目届の作成と提出 教員の確認を経て題目届を提出します。 4第 回 時間
テーマと内容を確定させる「題目届
」を作成し、提出します。

9 目的と内容の整合性の確認 目的と内容に不整合な個所がある場合は
可能な範囲で修正します。

4第 回 時間

作成した論文の目的と内容が整合し
ているか確認します。

10 結論の妥当性の確認 結論の導かれ方に不備がある場合は可能
な範囲で修正します。

4第 回 時間

導かれた結論が妥当で研究目的に合
致しているかを確認します。

11 卒業研究の最終確認 論文の形式の不備を修正して期日までに
提出できるよう準備しておきます。

4第 回 時間
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形式等、全体を通して論文に不備が
ないか確認します。

12 卒業研究発表会資料の作成 作成したパワーポイント資料について論
理矛盾がないか確認します。

4第 回 時間

完成させた原稿に従い最終発表会の
資料をパワーポイントを使って作成
します。

13 発表会資料の最終確認 スライドを入れ替えたり、追加したりす
るなどしてより分かりやすい資料になる
よう修正して準備します。

4第 回 時間

論旨が明確でわかりやすい資料にな
っているかを確認します。

14 卒論発表会 最終発表での評価を受けて、論文の作成
にどの程度向き合えたか振り返ります。

4第 回 時間

パワーポイントを使って発表し、副
査からコメントを受けるとともに質
疑応答を行い、フロアの学生および
教員からコメントや質問を受けます
。また、優秀論文の候補となった学
生については候補者のみの別枠で発
表を行います。

2855
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授業科目名 専門演習６【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

山崎哲弘

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

経営学、特に人的資源管理論に関する諸問題について学術的な知見をもとに、個々に設定した研究テーマに沿って調査、研究を
行う。専門演習６では、専門演習５での学びを踏まえ、卒業論文の作成を通じて論理的な思考力を身に付けていく。特に後半の
講義では卒業論文の完成および最終発表に向けて、各自発表を行い、研究内容の妥当性等について議論する。卒業研究発表会に
向けたスケジュールは講義計画の通りであるが、必要に応じて授業時間外の指導も実施する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

これまでの様々な講義で得た知識
を研究活動に適用する。

卒業論文の完成及び卒業論文発表
会の実施

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

卒業論文の完成までのスケジュー
ルを立てる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自身で立てたスケジュールに基づ
き、自律的に研究活動を行う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業中の質疑応答など授業に対する積極性など取り組み
姿勢から評価する。

：

％

試験（卒業論文）

50

研究内容の専門性、妥当性、論点の明確さなど、卒業論
文の完成度によって評価する。

：

％

研究発表

40

中間報告および最終報告を中心に、授業中の発表内容に
より評価する。

：

％

使用教科書

2855
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2856

特に指定しない

参考文献等

特になし。
個々の研究テーマに応じて別途指定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その会の授業内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：  月曜日１限

場所：  西館２階研究室（14）

備考・注意事項： 通常開講時間外に実施します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス：これまでの研究を振り
返る

先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

専門演習６の計画と諸注意を伝える
。
卒業研究を仕上げるポイントを伝え
る。

2 卒業論文の作成（１） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

3 卒業論文の作成（２） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

4 卒業論文の作成（３） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

5 卒業論文の作成（４） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

6 卒業論文の作成（５） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

7 卒業論文の作成（６） 中間報告資料の作成 4第 回 時間
卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

8 中間報告 中間報告で得た知見をもとに論文を修正
する。

4第 回 時間

講義前半でまとめた内容について、
報告会を実施する。

9 卒業論文の作成（７） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

10 卒業論文の作成（８） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

11 卒業論文の作成（９） 先行研究をもとに、卒業論文を作成す
る。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

12 卒論発表会資料の作成 ゼミ内卒論発表会資料の作成を行う。 4第 回 時間
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執筆した卒業論文をもとに、発表用
の要旨に落とし込む

13 ゼミ内卒論発表会（１） 各自の論文の研究内容の妥当性等につい
て、再度確認を行う。

4第 回 時間

卒論発表会に備え、ゼミ内での発表
を通じて、研究内容の論点の整理を
行う。

14 ゼミ内卒論発表会（２） 各自の論文の研究内容の妥当性等につい
て、再度確認を行う。

4第 回 時間

卒論発表会に備え、ゼミ内での発表
を通じて、研究内容の論点の整理を
行う。

15 ゼミ内卒論発表会（３） 各自の論文の研究内容の妥当性等につい
て、再度確認を行う。

4第 回 時間

卒論発表会に備え、ゼミ内での発表
を通じて、研究内容の論点の整理を
行う。

2856
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授業科目名 専門演習６【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

中井秀樹

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学での研究活動の集大成として、卒業研究を行い、卒業論文または卒業作品の作成を行う。１年間を通じて、自分の選定した
テーマに沿った調べ学習と中間報告を行い、アドバイスを受けて調査を実施する。また、他者の発表についても学習の一環とし
て、きちんと内容の理解に努め、可能な範囲でアドバイスをするなど、切磋琢磨し自己の成長を促すとともに、互いのさらなる
成長を目指す。
なお、授業以外で卒業研究を卒業研究中間発表及び卒業研究発表会で発表する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

これまでの講義で得た知識を研究
活動への適用する。

卒業研究の完了及び卒業論文発表
会の実施

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

スケジュールに従って、自発的・
自律的に行動し、研究活動を行う

2．DP７.実践の完遂 期日までの各種課題の提出及び発
表などの実践活動をやり遂げる

3．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

各自のテーマにおける情報の収集
を行い、課題となる点を発見する

4．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

各自のテーマにおいて、課題に対
する適切な解決法や対処法を模索
する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献度

40

授業中の発言や発表時の積極的態度
他者の発表時のコメント

：

％

2856
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2857

試験（卒業論文）

60

卒業論文・卒業研究の内容と発表：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等:なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。なお、その他に約90時間程度の論文・企画書等の作成にかかわる学
修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を
すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 西館3階研究室

備考・注意事項： 卒論提出まで気を抜かずにしっかり頑張りましょう

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 中間発表に向けた準備 個別テーマ研究 4第 回 時間
各自で進めている研究テーマに関し
て、夏季休業期間中の研究活動成果
も含めてコースで実施する中間発表
を行うための準備を行う。
必要であれば、発表の事前演習を行
う。

2 中間発表のふりかえりと課題抽出 個別テーマ研究 4第 回 時間
コースで実施する中間発表でのアド
バイスを踏まえて、研究における課
題を整理し、その解決のための方法
についての検討を行う。

3 卒論テーマ研究活動 個別テーマ研究 4第 回 時間
中間発表を経て、軌道修正した研究
計画に従って、研究を進めていく。

4 卒論テーマ授業内発表(1回目)　グ
ループ1

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

5 卒論テーマ授業内発表(1回目)　グ
ループ2

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

6 卒論テーマ授業内発表(1回目)　グ
ループ3

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

7 授業内発表のふりかえり 個別テーマ研究 4第 回 時間
授業内発表を経て、新たに提示され
た課題や問題点について、指導教員
や副差教員と相談の上で、最終的な
研究の結論にむけて未知すぎを描き
、研究の完遂を目指す。
また、卒業論文の初稿提出に向けた
準備を進める。

8 卒業研究授業内発表準備 個別テーマ研究 4第 回 時間
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研究論文が結論まできちんと記述さ
れている状態で初稿提出のための準
備を行い、指導教員の指導を受ける
。
各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う準備を進める。

9 初稿提出・卒論テーマ発表に向けな
授業内発表　グループ1

個別テーマ研究 4第 回 時間

研究論文が結論まできちんと記述さ
れている状態で初稿提出を行い、指
導教員の指導を受ける。
各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。

10 卒論テーマ発表に向けな授業内発表
グループ２、初稿添削返却

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。
研究題目の確定と題目届の作成。
初稿添削を返却し、指摘事項につい
ての確認を行い、修正稿作成のため
の準備を行う。

11 卒論テーマ発表に向けな授業内発表
グループ３

個別テーマ研究 4第 回 時間

各自のテーマに沿って、進捗状況の
報告を交代で行う。
他者の発表時には、コメントなどを
する。
お互いに、発表の聴講・評価をする
ことで、切磋琢磨する。
初稿添削を受けて原稿の修正を進め
る。

12 最終報告準備、概要原稿の作成 個別テーマ研究 4第 回 時間
コースで実施する卒論発表会のため
の発表準備を行う。
また、概要原稿を作成する。

13 最終報告準備、授業内発表 個別テーマ研究 4第 回 時間
コースで実施する卒論発表会のため
の発表準備を行い、発表練習・予行
演習を行う。
発表時間の調整やスライド構成など
の微調整を行う。

14 卒論テーマ学修および最終報告 個別テーマ研究 4第 回 時間
卒論の最終稿の提出、卒業研究概要
の作成
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授業科目名 専門演習６【経営】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年生 4

笠岡恵理子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習は、会計学に関する知識をより深め、それぞれの研究テーマに沿って内容の調査および研究を行い、卒業論文の作成を
行っていくことを目的とする。専門演習5において決定した論文構成に基づいて、文献・資料の収集および財務・非財務データ
の分析を行い、それらを用いて論文を完成させていく。また、講義内で研究発表を行うことによって、その内容についての確認
を行い、論文の論理性や独自性などについて検討し、内容の改善を行いながら進めていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

各自の研究テーマにおける知識を
用いて論文を作成する。

研究テーマの内容を理解し、それ
を論理的に記述することができ
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究テーマに関する情報を文献・
資料から収集し、そこから課題を
抽出することができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究テーマにおける課題に対し
て、論理的思考を持って、様々な
視点から解決策を提案し、論理的
に記述することができる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

卒業論文完成に向けてスケジュー
ルを立て、それに基づき主体的に
論文を作成することができる。

4．DP７.実践の完遂 論文完成に向けてすべきことを最
後まで丁寧にやり抜くことができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点 授業における質疑応答など、授業への積極的な姿勢から
評価する。

：

2857
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2858平常点

20

授業における質疑応答など、授業への積極的な姿勢から
評価する。

：

％

研究発表

40

授業におけるプレゼンテーションの内容およびプレゼン
テーション力を評価する。

：

％

試験（卒業論文）

40

研究内容における論理性や独自性など、卒業論文の完成
度により評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限

場所： 個人研究室（西館2F）

備考・注意事項： 初回授業にてメールアドレスをお伝えします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび研究計画
の作成

計画したスケジュールに基づいて、研究
テーマに関連する文献・資料を収集す
る。

4第 回 時間

卒業論文の完成に向けて、これまで
の研究進捗状況を踏まえて、今後の
スケジュールを決定する。

2 卒業論文の作成（１）研究の目的 研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

これまでに作成した卒業論文の構成
に基づいて、構成内容の基礎となる
部分（研究の目的、背景など）につ
いて論文を作成する。

3 卒業論文の作成（２）研究の背景 研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

これまでに作成した卒業論文の構成
に基づいて、構成内容の基礎となる
部分（研究の目的、背景など）につ
いて論文を作成する。

4 卒業論文の作成（３）先行研究レ
ビューなど

研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

各自の研究テーマに沿って、研究の
目的から結論を導き出すために必要
な内容（これまでの先行研究の内容
、研究テーマに関連するより具体的
な内容など）を記述する。

5 卒業論文の作成（４）財務・非財務
情報の分析方法の検討

研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

各自の研究テーマに沿って、研究の
目的から結論を導き出すために必要
な財務または非財務情報の分析方法
について検討し、論文に記述する。

6 卒業論文の作成（５）財務・非財務
情報を用いた分析

研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

研究テーマに応じて、企業の財務ま
たは非財務情報を用いて分析・検討
を行う。

7 中間発表 発表後のコメントを検討し、研究の内容
に反映する。

4第 回 時間

各自の研究テーマに基づいて、これ
まで調査・研究を行ってきたことを
発表する。

8 卒業論文の作成（６）分析結果の検
討

研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間
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企業の財務または非財務情報の分析
結果に基づいて、その内容を論文に
記述する。

9 卒業論文の作成（７）結論の記述 研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

卒業論文の内容を振り返り、結論を
記述する。その際に、研究の目的と
結論に整合性があるかを確認する。

10 卒業論文の作成（８）最終確認 研究テーマに関連する文献・資料に基づ
いて、論文を作成する。

4第 回 時間

完成した卒業論文の形式および内容
について再度検討し、不備等がない
かを確認する。

11 卒業論文発表に向けた資料作成 卒業論文発表に向けた資料を完成させ
る。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいた卒業論文の
内容について発表を行うために、資
料を作成する。

12 卒業論文の発表（１）グループ１ 発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいて、卒業論文
の内容についての発表を行う。

13 卒業論文の発表（２）グループ２ 発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいて、卒業論文
の内容についての発表を行う。

14 卒業論文の発表（３）グループ３ 発表後のコメントなどを検討し、研究の
内容に反映する。

4第 回 時間

各自のテーマに基づいて、卒業論文
の内容についての発表を行う。

2858
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

青野桃子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について、学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研
究計画の作成とプレゼンテーションをおこなう。ゼミ内でディスカッションをおこない、多面的に問題をとらえることを目標と
する。そして、先行研究を批判的に検討することで、問題関心を深め、オリジナリティのある卒業研究を目指す。また最終的
に、卒業研究だけでなく、批判的思考、論理的思考、議論する能力の向上も目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

文献、先行研究を通して、基礎知
識を習得する。

幅広い教養やスキルを身につけ
る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門的知識、研究手法を学ぶ。 専門的知識を獲得する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら研究課題を発見する。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究計画を立案する。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

計画に基づいて、実際に研究を進
める。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等
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2859

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

50

テーマ選定が研究課題に対して適切であるかどうか、デ
ータや先行研究が参照できているかどうか、論理的構成
、文章の体裁を評価する。

：

％

研究過程の評価

30

研究に取り組む姿勢、自主性、グループでの活動におい
ては協調性を評価する。

：

％

研究発表の評価

20

自身の研究について、論理的に、資料にもとづいて発表
ができていることを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業のなかで適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜2限

場所： 西館4階　研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：卒業論文執筆
計画立案

スケジュールの検討 4第 回 時間

ゼミの目的や進め方を確認する。卒
業論文執筆の具体的な計画を作成す
る。

2 本調査のまとめ 本調査の結果のまとめ・復習 4第 回 時間
本調査の結果をまとめ、議論する。

3 論文構成の検討 論文構成の作成 4第 回 時間
本調査の結果をもとに、論文の構成
を作成する。

4 論文構成の修正 論文構成の作成・修正 4第 回 時間
議論をもとに、論文の構成を修正す
る。

5 卒業論文の作成（先行研究検討） 論文の執筆 4第 回 時間
先行研究と比較し、自身の卒業研究
のオリジナリティを明らかにする。

6 卒業論文の作成（研究目的） 論文の執筆 4第 回 時間
研究の目的を確認し、序論にあたる
部分を執筆する。

7 中間発表会用の資料作成 資料の作成 4第 回 時間
ゼミ内での議論をふまえて、中間発
表会用の資料を完成させる。

8 卒業研究中間発表会 発表会の復習 4第 回 時間
卒業研究中間発表会をおこなう。

9 中間発表会の振り返り 論文の修正 4第 回 時間
発表会での議論をもとに、論文に修
正を加える。

10 卒業論文の作成（結果・考察） 論文の執筆 4第 回 時間
研究結果について考察し、執筆する
。

11 卒業論文の作成（全体のまとめ） 形式の確認 4第 回 時間
まとめの部分まで執筆し、おおまか
に完成させ、主査・副査からコメン
トをもらう。

12 卒業論文の作成（修正・確認） 論文の修正 4第 回 時間
コメントに従い、修正をおこなう。

- 641 -



13 卒業論文公聴会の準備 資料の作成 4第 回 時間
卒業論文公聴会に向けて、発表資料
を準備する。

14 卒業論文公聴会 質疑応答の準備 4第 回 時間
卒業論文について、発表する。

2859
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

植田真司

演習

該当する

商品開発、新規事業企画、ブランド戦略展開（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究計画
の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、定量調査、定性調査について学び、各
自の研究へ実践していきます。また、植田研究室では、スポーツビジネス、特に商品企画、ビジネスモデルを中心とした課題、
研究テーマについて、卒業論文及び企画書の完成にむけて演習を進めます。特に、研究方法や論文のまとめ方、発表の仕方な
ど、工夫し発表します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品企画の幅広い教養と知識の習
得

幅広い知識と教養

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

商品企画の専門知識とスキルの習
得

専門知識と理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価
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2863

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（論文・企画書）

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
なお、その他に約90時間程度の論文作成に関わる学修が必要になります。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　5限

場所： 研究室　西館3F

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスとゼミ内発表会　前半 発表会での振り返りにともない、適宜修
正する

4第 回 時間

ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていく。

2 ゼミ内発表会　後半 発表会での振り返りにともない、適宜修
正する

4第 回 時間

ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていく。

3 卒論の中間発表会 発表準備と発表後の修正 4第 回 時間
各ゼミ生の中間発表会

4 卒業研究における結果について検
証・分析する

結果の分析と考察 4第 回 時間

結果を分析し、調査方法、調査対象
、その妥当性について検討する。

5 卒業研究における結果について考察
とまとめ

結果の分析と考察 4第 回 時間

結果を分析し、調査方法、調査対象
、その妥当性について検討する。

6 卒業研究に関する資料の書式に合わ
せて作成

関連する資料の作成 4第 回 時間

作成資料が適切か検討する。
7 卒業研究に関する考察の検討 卒業研究の調査方法、調査対象、その妥

当性について検討する。
4第 回 時間

卒業研究の考察の妥当性について検
討する。

8 卒業研究に関する考察の修正 卒業研究の作成 4第 回 時間
卒業研究の考察の妥当性について修
正する。

9 卒業研究を完成させる 卒業研究の作成 4第 回 時間
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卒業研究の全体を見て検討する。
10 卒業研究の最終確認 発表資料の１次提出 4第 回 時間

卒業研究の全体を見て検討する。
11 ゼミ内での発表　前半 卒論最終確認 4第 回 時間

卒業研究の調査方法、調査対象、そ
の妥当性について検討する。

12 ゼミ内での発表　後半 卒論最終確認 4第 回 時間
卒業研究の調査方法、調査対象、そ
の妥当性について検討する。

13 卒業論文 卒業研究の最終提出と発表準備 4第 回 時間
卒業研究の最終確認と完成

14 卒業研究後期期末発表会 卒業研究後期期末発表会の準備を行う。 4第 回 時間
卒業研究前期期末発表会を行う。

2863
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 2

坂中勇亮

演習

該当する

スポーツ協会に勤務し、スポーツ行政に従事（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究計画
の作成およびプレゼンテーションを行います。また、研究を進めていく上で先行研究の収集・分析、研究の手法について学び、
各自の研究テーマに沿って実践していきます。特に、担当教員の専門領域であるスポーツ行政を中心とした課題について、各自
の関心や問題意識より、卒業論文及び企画書の作成にむけて演習を進めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

卒業論文を作成するための技術・
能力の習得

研究を遂行する能力

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究課題の発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2863
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2866

論文・企画書の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験（研究発表の評価）

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
忠恕として不適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

卒論を完成させるために先行研究、引用参考文献などを自ら準備する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は４単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日　13：00－15：00

場所： 研究室

備考・注意事項： 本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求
められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内
容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス及び卒論作成の計画につ
いて

具体的な論文作成スケジュールを検討す
る

4第 回 時間

専門演習6の計画と諸注意を伝える
とともに、卒業論文執筆の具体的な
計画を作成する。

2 本調査のまとめ 本調査の結果をまとめる 4第 回 時間
前期もしくは夏期休暇に行った本調
査の結果をまとめ、主査・副査と議
論する。

3 論文構成の検討 卒業論文の目次構成を作成する 4第 回 時間
卒業論文の全体構成・章立てを考え
、主査と議論する。

4 論文構成の修正 卒業論文の目次構成を作成する 4第 回 時間
前回の主査との議論に基づき、卒業
論文の全体構成・章立てを修正する
。

5 卒業論文の作成：先行研究 先行研究についてまとめる 4第 回 時間
先行研究との比較を通じて、各自の
研究のオリジナリティを明確にする
。

6 卒業論文の作成：研究目的 卒論本文を執筆する 4第 回 時間
研究の目的を確認した上で、緒言に
あたる章を執筆する。

7 中間発表会の準備 中間発表会の準備 4第 回 時間
中間発表会へ向けて研究の進捗状況
をまとめる

8 卒業研究後期中間発表会 中間発表会の振り返り 4第 回 時間
卒業研究後期中間発表会を行う

9 中間発表会の振り返り これまでの研究を振り返り、適宜修正を
加える。

4第 回 時間

中間発表会での振り返りを行い、適
宜修正を加える。

10 卒業論文の作成：研究結果・考察 卒論本文を執筆する 4第 回 時間
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研究結果について考察を行ない、そ
の内容を執筆する。

11 卒業論文の作成：全体のまとめ 卒業論文の形式を最終確認する 4第 回 時間
卒業論文を大まかに完成させ、主査
・副査からコメントをもらう。

12 卒業論文の作成：修正と再確認 卒業論文を修正する 4第 回 時間
主査・副査からのコメントに従って
卒業論文を修正する

13 卒業論文公聴会の準備 自身の論文を熟読し、公聴会に向けての
準備をする。

4第 回 時間

卒業論文公聴会に向けての資料を作
成する

14 卒業論文公聴会 自分の卒論についての理解を深め、質疑
応答に対応できるよう準備する。

4第 回 時間

卒業論文を発表する

2866
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4 4

藤森梓

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

４回生の専門演習では、本格的な卒業研究の遂行と、その成果を卒業論文としてまとめる作業が中心となります。みなさんは４
回生の前期で、各自で調査・研究を行い、自らが設定した研究テーマについて、ある程度議論が深まっていると思います。４回
生の後期は、これまで実施してきた調査・研究の内容をまとめ、本格的に論文を作成する作業が中心となります。専門演習６で
は、各自の研究の進み具合の確認および指導教員からの助言を中心として組み立てられます。なお、最終的な研究成果は、卒業
論文発表会の場で報告することになります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

自身の研究分野に関連した幅広い
教養と知識の習得する。

卒業研究のバックグラウンドの知
識として役立てる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

研究を遂行する技術・能力の習得
する。

卒業研究の自分自身で進めること
ができるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見する力を身に付け
る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う力を
身に付ける。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

研究発表などの実践力を涵養す
る。

4．DP７.実践の完遂 卒業研究に取り組むことにより、
自分自身で課題を実践、完遂する
力を身に付ける。

5．DP８.他者とのコミュニケー
ション

指導教員と適切なコミュニケー
ションを取りながら、卒業研究を
作成する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

2866
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2867・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

卒業論文の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表（卒論公聴会）の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。その他、約90時間程度、論文作成のための学修時間が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 上記以外の時間帯であっても、できる限り研究指導を行う。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習6のガイダンス: 卒業論文
作成の計画策定

具体的な論文作成スケジュールを検討す
る

4第 回 時間

専門演習6の計画と諸注意を伝える
とともに、卒業論文執筆の具体的な
計画を作成します。

2 後期中間発表会の準備 各自の研究の進捗状況に基づいて、中間
発表会の資料を作成する

4第 回 時間

中間発表会の資料を作成します。
3 卒業研究後期中間発表会 中間発表会の準備を行う 4第 回 時間

これまでの研究の進捗状況について
プレゼンテーションを行い、副査教
員を中心にコメントをもらいます。

4 本調査の検証・振り返り 本調査について自分なりにまとめる 4第 回 時間
前期もしくは夏休みに行った本調査
の結果についての振り返りを行いま
す。

5 本調査の結果についての考察 本調査の内容について、自分なりの考察
を行う

4第 回 時間

夏休みに行った調査の結果について
、考察を深めます。

6 卒論の具体的な構成（章立て）を考
える

卒論本文の作成に取り掛かる 4第 回 時間
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卒論の全体構成・章立てについて検
討します。

7 卒論の詳細な構成について考える 卒論本文の作成に取り掛かる 4第 回 時間
卒論の各章の内容について検討しま
す。

8 卒論執筆の準備 自身の卒論内容に従って、必要な資料を
入手する

4第 回 時間

卒論執筆に必要な資料およびデータ
を整理します。

9 卒論ドラフトの作成 卒論本文を執筆する 4第 回 時間
卒論本文の執筆に取り掛かります。

10 卒論ドラフトの修正 卒論本文を執筆する 4第 回 時間
論理矛盾や誤字脱字等を修正し、卒
論をブラッシュアップさせます。

11 卒論ドラフトの完成 卒論本文の作成させる 4第 回 時間
卒論を大まかに完成させ、指導教員
および副査教員からコメントをもら
います。

12 卒論ドラフトの再検討 卒論の校正をする 4第 回 時間
指導教員・副査教員からのコメント
に従って卒論を改訂します。

13 卒論公聴会の準備 自身の論文を熟読し、公聴会に向けての
準備をする

4第 回 時間

卒論公聴会に向けての資料を作成し
ます。

14 卒業研究公聴会 自分の卒論について理解を深め、質疑応
答に対応できるようにする

4第 回 時間

公聴会にて各自の卒業研究を発表し
ます。

2867
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

菅文彦・羽藤文彦

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマを掲げて、研究計画、研究成果の
作成および発表を行う。研究テーマの選定においては、研究の個人的意義・学術的意義・社会的意義から検討する。
研究を進めていく上で、リサーチ・クエスションと仮説の明確化に努め、次に、妥当な研究方法を選定し、その手法を体得す
る。研究方法は文献調査のみとせず、質問紙調査やヒアリング調査などの実施を旨とし、オリジナルデータの収集とその分析を
主眼とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

幅広い知識と教養 スポーツを支える観点からの幅広
い教養と知識の習得

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門知識と理解 スポーツマネジメントの専門知識
とスキルの習得

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ成績評価を不可とする。

2867
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2869
原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ成績評価を不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験：論文・企画書の評価

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験：研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として不適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回4時間の授業外学習が求められる。その他に約90時間程度の論文作成に関わる学習が求めれらる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 担当教員の研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス 卒業論文の完成イメージの作成 6第 回 時間
研究進捗計画の確認を再度行い、各
自のスケジュールを一覧化する。

2 卒業論文の作成に向けて 先行研究・参考文献の収集、論文執筆の
準備

6第 回 時間

専門演習５で決定した卒業論文テー
マの妥当性、必要性、研究の目的に
ついて最終検討する。

3 中間発表会 発表に対する指摘・コメントをふまえて
研究内容を精査する。

6第 回 時間

卒業研究の全体像（テーマ、目的、
方法等）を発表する。

4 調査結果まとめ1 図表作成スキルの向上 6第 回 時間
図表等にまとめた結果内容について
誤記や誤った記述がないか検討・確
認する。

5 調査結果まとめ2 先行研究・参考文献の調査結果の整理 6第 回 時間
調査結果を先行研究の結果と比較検
討し、共通点・相違点を整理する。

6 調査結果執筆 論文にふさわしい文体の習得 6第 回 時間
調査結果を分析し、先行研究との比
較等もふまえて執筆する。

7 中間発表会の準備 パワーポイントの操作確認 6第 回 時間
発表内容の整理・確認および発表資
料を作成する。

8 卒業研究後期中間発表 発表会で得たコメントを整理して研究進
捗上の課題を確認する。

6第 回 時間

中間発表を行う。
9 調査結果の検証 調査方法、調査対象、その妥当性につい

て検討する。
6第 回 時間

調査結果の妥当性、信頼性を検討す
る。必要に応じて追加調査、再調査
の実施も検討する。
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10 論文作成（結果と研究目的） 論文の執筆 6第 回 時間
調査結果と研究目的・研究方法の章
の整合性を確認する。そのうえで、
結果の章と研究目的・方法の章の執
筆をすすめる。

11 論文作成（考察） 論文の執筆 6第 回 時間
研究目的と結果をふまえ、考察の章
の執筆をすすめる。

12 論文作成（緒言） 論文執筆 6第 回 時間
考察の内容をふまえ、緒言の章の執
筆をすすめる

13 論文作成（仕上げ） 誤字脱字、論文形式の最終チェック 6第 回 時間
論文全体を仕上げて内容構成や論旨
、体裁等の確認を行う。

14 公聴会 卒業研究期末発表会を行う 6第 回 時間
公聴会（卒業研究期末発表会）を行
う。

2869
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

古川拓也

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツマネジメントに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究
計画の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、アイデアの出し方について学び、
各自の研究へ実践する。また、古川研究室では、スポーツ政策に関連した研究課題について、各自の関心や問題意識より、卒業
論文及び企画書の作成にむけて演習をすめる。最終的に、卒業論文のみならず、批判的思考や論理的思考、議論する能力、質疑
応答の能力が高まることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツ政策の幅広い教養と知識
の習得

幅広い知識と教養

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツ政策の専門知識とスキル
の習得

専門知識と理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2869
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2871

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（論文・企画書の評価）

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照
実践力として論理的構成、資料の活用、発表技術、発表
時間
協調性、質疑応答
忠恕として適切な内容

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
なお、その他に約90時間程度の論文作成に関わる学修が必要になります。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日1・2限（9：00～12：00）

場所： 研究室　西館2F

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習6のガイダンス 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習6の計画と諸注意を伝える
。また、卒業研究を仕上げるポイン
トについて学ぶ。

2 先行研究の検索 研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

先行研究がテーマに沿ったものなの
か否か、検討を行う。

3 先行研究の整理 先行研究を探してくること 4第 回 時間
先行研究を整理し、明らかになって
いること、明らかになっていないこ
とを明確にする

4 先行研究のまとめ 各自研究を進めてくること。 4第 回 時間
先行研究をまとめ、リサーチクエス
チョンを設定する

5 仮説の設定 仮説の妥当性について検討する。 4第 回 時間
先行研究に基づいて仮説の設定を行
う。

6 研究テーマに関する調査資料の検討 先行研究を読み込んでくること 4第 回 時間
各々の研究計画に則して、調査資料
を確認する。

7 中間報告に向けた準備 発表資料をまとめてくること 4第 回 時間
中間報告に向け、プレゼンテーショ
ンの準備を行う。
各々の研究進捗状況を確認する。

8 中間発表会 発表資料をまとめてくること 4第 回 時間
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卒業論文の中間報告を発表する。
9 卒業研究前期中間発表会の振り返り 中間報告会を振り返り、自身の研究の今

後の課題について整理すること
4第 回 時間

中間報告会の振返りを行う。
各々の研究進捗状況を確認する。

10 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させ
る。

4第 回 時間

調査を実施するための資料を完成さ
せる。

11 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施す
る。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査を実施
する。

12 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる。

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

13 研究テーマに関する本調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する。

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

14 卒業研究発表会 卒業研究後期期末発表会の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究前期期末発表会を行う

2871
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

岡田功・村田正夫

演習

該当する

新聞記者として長年、国内外のスポーツビジネスの現場を取材。折に触れて日本のプロスポーツクラ
ブに経営のアドバイスを行ってきた（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスなどに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマへのアプローチ法を整理し、研究
計画の作成およびプレゼンテーションを行う。また、研究を進めていく上で関連研究の調査、事例調査、定量調査、定性調査に
ついて学び、各自の研究に活用していきます。岡田研究室では、事例分析や先行研究を通して経営学分野のさまざまな基礎知識
を習得し、その中で学生とは個別に卒業研究論文と発表に向けて準備を行います。
個別指導が多くなると思われるため、効果的にオンラインによる指導も併行する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.スポーツ産業におけるマ
ネジメントとビジネスの仕組みの
理解

スポーツマネジメント分野におけ
る卒業研究の完成

卒業研究論文を作成し、プレゼン
発表する

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネスの専門知識とス
キルの習得

専門知識と理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

2871
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2872

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

卒業論文

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義
実践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研
究の完遂
忠恕として適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

試験（研究発表の評価）

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎日4時間の授業外学修が求められる。なお、その他に約90時間程度の論文作成に関わる学修が求められて
いる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜３限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習6のガイダンスと卒業研究
仕上げのポイントを学習

研究テーマの決定、先行研究・参考文献
の収集、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習の計画と諸注意を伝える。
また、卒業研究を仕上げるためのポ
イントについて学ぶ。

2 抄録の作成 発表会に向け、各自の研究について抄録
を作成する

4第 回 時間

発表会に向け、各自の研究について
抄録を作成する。

3 研究テーマに関する予備調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

4 研究テーマに関する調査資料の作成 調査を実施するための資料を完成させる 4第 回 時間
調査を実施するための資料を完成さ
せる。

5 研究テーマに関する予備調査の実施 各自の研究に関する予備調査を実施する 4第 回 時間
各自の研究に関する予備調査を実施
する。

6 研究テーマに関する予備調査の回
収・集計および仮説の検討

各自の研究に関する予備調査の結果をも
とに仮説を立てる

4第 回 時間

各自の研究に関する予備調査の結果
をもとに仮説を立てる。

7 研究テーマに関する本調査の検討 調査方法、調査対象、その妥当性につい
て検討する

4第 回 時間

調査方法、調査対象、その妥当性に
ついて検討する。

8 卒業研究前期中間発表会 卒業研究前期中間発表の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究前期中間発表会を行う。

9 卒業研究前期中間発表会の振り返り ゼミ内において発表会での振り返りを行
い、適宜修正を加えていく

4第 回 時間
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ゼミ内において発表会での振り返り
を行い、適宜修正を加えていく。

10 研究テーマに関する本調査の実施 各自の研究に関する本調査を実施する 4第 回 時間
各自の研究に関する本調査を実施す
る。

11 研究テーマに関する本調査の回収・
集計・分岐

研究テーマに関する本調査の回収・集
計・分析を行う

4第 回 時間

研究テーマに関する本調査の回収・
集計・分析を行う。

12 研究テーマに関する本調査の考察 研究テーマに関する本調査の考察を行う 4第 回 時間
研究テーマに関する本調査の考察を
行う。

13 期末発表会に向けての準備 期末発表会に向けてパワーポイントを作
成する

4第 回 時間

期末発表会に向けての準備でパワー
ポイントを作成する。

14 卒業研究発表会 卒業研究後期期末発表会の準備を行う 4第 回 時間
卒業研究発表会を実施する。

2872
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授業科目名 専門演習６【スポーツ】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

田村匡

演習

該当する

スポーツイベントやスポーツ施設、スポーツマネジメントに係る組織、資金、運営方法等について業
務として取り組んできた。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツビジネスに関する諸問題について学術的な知見を持ちながら、各自の研究テーマにあわせて研究を実践していきます。
卒業論文にむけて先行研究等を収集し、仮説を設定し、調査を実施していきます。また、田村研究室では、スポーツイベントや
スポーツ施設、スポーツ組織等を中心とした課題について、各自の関心や問題意識より、卒業論文及び企画書の作成にむけた演
習をすすめます。各自が主体的に情報収集、事例研究、アンケート調査などを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

スポーツイベント・施設・組織等
の専門知識とスキルの習得

専門知識と理解

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

スポーツビジネスの環境の変化に
適応し、解決方策を立案する

具体的なスポーツビジネスに関す
る解決策を自分で立案することが
できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

研究の課題発見

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

研究課題の計画の立案を行う

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

発表などの実践力を身に付ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ本学のガイドラインのとおりとする。

2872
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2873

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

論文・企画書の評価

40

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義 実
践力として論理的構成、文章の体裁、表現の推敲、研究
の完遂 忠恕として不適切な内容

：

％

研究過程の評価

40

取り組む姿勢として意思疎通、自発的行動、協調性（グ
ループ研究のみ）忠恕の心を持ったコメント

：

％

研究発表の評価

10

専門性として内容の妥当性・オリジナリティ、データ・
先行研究の参照 実践力として論理的構成、資料の活用、
発表技術、発表時間 協調性、質疑応答 忠恕として不適
切な内容

：

％

期末レポート

10

授業終了後のレポート：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために先行研究、引用参考文献など合わせて10本以上を自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
なお、その他に約90時間程度の論文作成に関わる学修が必要になります。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限目

場所： 個人研究室

備考・注意事項： メールにて質問してください。オフィスにこられる場合、予約ください。
tamura-t@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス及び卒論記述に向けての
案内

先行研究・参考文献の収集、調査の実
施、論文構想の作成

4第 回 時間

専門演習6の計画と諸注意を伝える
。また、卒業研究を仕上げるポイン
トについて学ぶ。

2 卒業研究後期中間発表会（発表リハ
―サル）

卒業研究後期中間発表の資料作成、準備
を行う

4第 回 時間

卒業研究後期中間発表会へ向けて、
発表資料を基に発表のリハーサルを
行う。それ後相互にチェックし、発
表方法、内容、仕方を練り上げる。

3 卒業研究後期中間発表会実施 卒業研究後期中間発表のプレゼンテー
ションに向けた準備を行う

4第 回 時間

卒業研究後期中間発表会の実施
4 研究内容に関する指摘を受けた修正 研究内容、目的、方法等の修正を行う 4第 回 時間

卒業研究後期中間発表にて受けた指
摘をふまえ、研究内容、目的、方法
等を修正する。

5 論文関係作業の実施（追加の資料収
集と調査１）

追加の資料収集等を行う 4第 回 時間

仮説の設定等ののち追加の資料収集
と調査を実施していく。また研究結
果を最終的にまとめる作業を行う。

6 卒業研究の完成に向けた作業実施
（素案）

一旦、素案をまとめる。 4第 回 時間

卒業研究の関係に向け、記述関連作
業を実施する。素案を書き上げる。

7 卒業研究の完成に向けた作業実施
（素案修正１）

主査、副査の指摘を受けて、素案を修正
する

4第 回 時間

卒業研究の完成に向け、作業を実施
しつつ、素案を修正する。
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8 論文関係作業の実施（追加の資料収
集と調査２）

追加資料収集と調査の実施 4第 回 時間

追加資料収集と調査を引き続き行う
。その論文の中の位置付け等につい
て推敲を行う。

9 卒業研究の完成に向けた作業実施
（素案修正2）

主査、副査の指摘を受けて、素案を修正
する

4第 回 時間

卒業研究の完成に向け、作業を実施
しつつ、素案を修正する。

10 論文関係作業の実施（追加の資料収
集と調査３）

追加資料収集と調査の実施 4第 回 時間

再度、追加資料収集と調査を引き続
き行う。その論文の中の位置付け等
について推敲を行う。

11 卒業研究の完成に向けた作業実施
（卒論1次稿アップ）

卒業論文の記述等、完成に向けた作業実
施

4第 回 時間

一旦、卒業論文の全体を書き上げて
みる。1次稿としてアップし、主査
・副査の意見を聞いて修正を加えて
いく。

12 卒業研究の完成に向けた作業実施
（卒論2次稿アップ）

卒業論文の記述等、完成に向けた作業実
施

4第 回 時間

主査・副査の意見等を聞きながら修
正し、より内容を高度化させた2次
稿を書き上げる。

13 卒業研究最終発表会・公聴会に向け
た準備作業

発表会・公聴会に向けた資料作成、プレ
ゼンテーションの練習等

4第 回 時間

卒業論文を完成させるとともに、卒
業研究最終発表会・公聴会に向けた
発表資料作成、プレゼンテーション
の練習等の準備作業を行う。

14 卒業研究最終発表会・公聴会実施 発表会・公聴会に向けた資料作成、プレ
ゼンテーションの練習等

4第 回 時間

卒業研究最終発表会・公聴会にてプ
レゼンテーションを行う。

2873
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授業科目名 専門演習６【食】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

髙畑能久

演習

該当する

大手総合食品メーカーの中央研究所で研究・商品開発および新規事業を経験。その後、グループ経営
本部 経営企画部にて事業戦略の立案および投融資などを担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、専門演習３・４・５での学びを踏まえ、自ら設定した研究課題を探究するために一連の調査研究の過程を通して
見出した独自の知見や解決策を探究します。そして、学びの集大成としての卒業論文を執筆し、卒業論文発表会にて発表しま
す。研究倫理、文献検索の方法、実地調査の進め方、専門知識やスキルを修得しながら、自ら主体的に卒業研究に取り組むこと
が求められます。食ビジネスの新たな価値創造と更なる変革を目指し、食の安全マネジメント、食品開発、食の持続可能性を中
心とした研究領域に挑戦します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、実地
調査の進め方、専門知識やスキル
を修得し、主体的に卒業研究に取
り組み完遂する。

自ら設定した研究課題を解決する
ため仮説を立て、最適な検証手段
を立案し、解決策を探究する。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するため、必要な検証
手段やアクションプランを立案で
きる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら主体的に行動し、PDCAサイク
ルを回しながら実践できる。

3．DP７.実践の完遂 困難な課題であっても最後まであ
きらめずにやり遂げることができ
る。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなされます。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あったか、主体的な取り組み姿勢であったかどうかを評
価します。

：

％

ポートフォリオ

20

先行研究の調査レポート、仮説と研究計画、実地調査票
および解析結果、研究概要などが適切であったかどうか
を評価します。

：

％

中間・卒業論文発表

40

発表内容（専門性・実践力）が適切であり、自らの主張
を伝えられたかどうか、相手の意図を理解して適切に応
答できたかどうかを評価します。

：

％

試験（卒業論文）

20

指定された日時までに提出された卒業論文について、学
術的な問いに対して明確に主張し、エビデンスを示して
論述できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

戸田山和久（2017年）『新版　論文の教室-レポートから卒論まで-』NHK出版。
その他、テーマ毎に必要に応じて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。なお、その他に90時間程度の論文・企画書
等の作成にかかわる学修が求められる。
※各自のテーマ毎の進捗状況に合わせ、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜２限

場所： 髙畑研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（takahata@osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、所属・学籍番号・氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業論文の執筆計画 卒業論文執筆のアクションプランを考え
てきてください。

4第 回 時間

卒業論文の執筆プロセスを学び、研
究計画書に沿ってアクションプラン
を立案します。

2 卒業論文の作成①（題目・目次・要
約）

各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間

卒業論文の骨子を考え、題目、目次
、要約を記述します。

3 中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するため発表用パワ
ーポイントと発表原稿を作成します
。

4 中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。

5 卒業論文の作成②（はじめに）・題
目届提出

各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間

先行研究を踏まえ、はじめにの項で
は卒業研究の目的や意義を記述しま
す。また、題目届を作成して提出し
ます。

6 卒業論文の作成③（調査方法） 各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間
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仮説を証明するために実調査した先
行研究・事例、アンケート調査、実
地調査などの具体的な方法を記述し
ます。

7 卒業論文の作成④（結果） 各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間

前回記述したアンケート調査、実地
調査などの結果を記述します。

8 卒業論文の作成⑤（考察） 各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間

前回記述したアンケート調査、実地
調査などの結果を解析し、考察を記
述します。

9 卒業論文の作成⑥（引用・参考文
献）・概要提出

各自で卒業論文の執筆を行ってくださ
い。

4第 回 時間

卒業論文の中で引用した文章・図表
の引用文献および参考文献の一覧を
記述します。また、概要を作成して
提出します。

10 卒業論文のブラッシュアップ①（書
式など）

各自で卒業論文のブラッシュアップを
行ってください。

4第 回 時間

卒業論文を一次提出し、内容や書式
など不十分な箇所を添削します。

11 卒業論文のブラッシュアップ②（内
容など）・卒業論文提出

各自で卒業論文のブラッシュアップを
行ってください。

4第 回 時間

卒業論文を再提出し、内容や書式な
ど不十分な箇所を添削します。これ
を何度か繰り返し、完成した卒業論
文を提出します。

12 卒業研究発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
一連の研究成果を発表するため発表
用パワーポイントと発表原稿を作成
します。

13 卒業研究発表会の予演会 各自で予演会の振り返りを行ってくださ
い。

4第 回 時間

卒業研究の成果をパワーポイントを
用いて発表し、質疑応答します。そ
の後、不十分な箇所を修正します。

14 卒業研究発表会 各自で卒業研究全体（ゼミ活動含む）の
学びについて振り返りを行ってくださ
い。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他のゼミ生の発表に対するコメン
トを記入します。発表用パワーポイ
ントは事前に提出してください。
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授業科目名 専門演習６【食】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

伴みずほ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、専門演習３・４・５での学びを踏まえ、自ら設定した研究課題を解決するために一連の調査研究の過程を通して
見出した独自の知見や解決策を提案します。そして、学びの集大成としての卒業論文を執筆し、卒業論文発表会にて発表しま
す。研究の進め方、文献検索の方法、研究倫理など研究の基礎となる知識を習得しながら、自ら主体的に卒業研究に取組むこと
が求められます。卒業論文のテーマは食ビジネスの変革であり、特に消費者とのコミュニケーションを中心とした研究テーマを
取り扱います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

研究倫理、文献検索の方法、
フィールド調査の進め方、専門知
識やスキルを習得し、主体的に卒
業研究に取組む。

自ら設定した課題を解決するため
仮説を立て、最適な検証手段を立
案し、解決策を提案できる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

仮説を検証するために必要な検証
手段、計画を立案できる。

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

自ら行動に対してPDCAサイクルを
回しながら実践できる。

3．DP７.実践の完遂 困難な課題であっても最後まであ
きらめずにやり遂げることができ
る。

4．DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内のワーク

20

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当、効果的であ
ったかどうか、自主的な取り組み姿勢であったかどうか
を評価します。

：

％
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20 ％

ポートフォリオ

20

先行研究の調査レポート、仮説と研究計画、フィールド
調査票および解析データ、研究概要などが適切であった
かどうかを評価します。

：

％

中間・卒業論文発表

40

発表内容が適切であり、自らの主張を伝えられたかどう
か、相手の意図を理解して適切に応答できたかどうかを
評価します。

：

％

試験（論文）

20

指定された日時までに提出された卒業論文（研究計画、
概要含む）について、独自の問いに対して明確な答えを
主張し、論証できているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

フードシステムの経済学
時子山ひろみ著
医歯薬出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。なお、「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その他に約90時
間程度の論文・企画書等の作成に関わる学修が求められる。毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をする
こと。
専門演習１、２、３、４および５の単位を修得していること。

授業の順番や内容を変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4時間目

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 質問はメールでも応じます。ban-m@osaka-seikei.ac.jp（タイトルには氏
名、学籍番号を記入のこと）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 卒業論文執筆の進め方 卒業論文執筆の計画を考えてきてくださ
い。

4第 回 時間

卒業論文を執筆プロセスを学び、計
画を立てます。

2 卒業論文の作成①（骨子を考える） 卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間
卒業論文の骨子を考え、タイトル、
章立て、目次を記述します。

3 中間発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
これまで取り組んできた卒業研究の
進捗状況を発表するためパワーポイ
ントと発表原稿を作成します。

4 中間発表会 各自で中間発表の振り返りを行ってくだ
さい。

4第 回 時間

卒業研究の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表し、質疑応答します
。他の発表に対するコメントシート
も記入します。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。

5 卒業論文の作成②（はじめに）・題
目届提出

卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間

先行研究を踏まえ、はじめにの項で
は卒業研究の目的や意義を記述しま
す。
また、題目届を提出します。

6 卒業論文の作成③（調査方法） 卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間
仮説を証明するために実施した文献
調査、フィールド調査などの具体的
な方法を記述します。

7 卒業論文の作成④（結果） 卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間
前回記述した文献調査、フィールド
調査などの結果を記述します。
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8 卒業論文の作成⑤（考察） 卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間
前回記述した文献調査、フィールド
調査などの結果を踏まえ、考察を記
述します。

9 卒業論文の作成⑥（引用・参考文
献）

卒業論文の執筆を行ってください。 4第 回 時間

卒業論文の中で引用した文章・図表
の引用文献および参考文献を記述し
ます。

10 卒業論文の修正（書式の確認） 卒業論文の修正を行ってください。 4第 回 時間
卒業論文を仮提出し、内容・書式な
ど不十分な箇所について追加・修正
を行います。

11 卒業論文の修正（内容の確認） 卒業論文の修正を行ってください。 4第 回 時間
卒業論文を仮提出し、内容・書式な
ど不十分な箇所について追加・修正
を行います。

12 卒業研究発表会の準備 各自で発表練習を行ってください。 4第 回 時間
一連の研究成果を発表するためパワ
ーポイントと発表原稿を作成します
。

13 卒業研究発表会の予演会 各自で予演会の振り返りを行ってくださ
い。

4第 回 時間

卒業研究の成果をパワーポイントを
用いて発表し、質疑応答します。発
表に使用したパワーポイントは必要
に応じて修正してください。

14 卒業研究発表会 卒業研究全体の学びについて振り返りを
行ってください。

4第 回 時間

卒業研究の成果をパワーポイントを
用いて発表し、質疑応答します。発
表に使用したパワーポイントは提出
してください。
発表に使用したパワーポイントは提
出してください。
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授業科目名 専門演習６【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

大島博文

演習

該当する

政令市で都市計画・防災・交通・総合計画・統計等の新規施策立案・計画策定・経営業務を経験。公
益財団法人であるシンクタンクで地域に関するまちづくり・福祉・環境・防災・災害復興等の政策立
案・コンサルティング業務、研修等の人材育成業務を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、専門演習５などこれまで学習してきた知識を基に、主に公共経営、都市政策、地域防災等の観点から問題提起した
テーマで卒業論文にまとめ上げるプロセスを通じて、リテラシーや論理的思考力を修得する。学術的な問いが設定されている
か、先行研究を十分に調査しているか、自らの研究のオリジナリティーは何か、仮説が設定されているか、論理的に文章が構成
されているかなどを、教員による指導、授業内での発表などで確認・整理する。主なスケジュールは講義計画に記載するが、そ
れ以外でも指導を行う場合がある。最終的には卒業研究発表会において、卒業論文（研究）の発表を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

行政等に関する政策課題の理解お
よびその現実的・具体的な解決方
策を検討・整理する。

行政等に関する政策課題の理解お
よびその現実的・具体的な解決方
策をまとめ、提案することができ
る。

汎用的な力

1．DP７.実践の完遂 行政等に関する政策課題につい
て、現実的・具体的な解決策を作
成し、提案することができる。

2．DP10.忠恕の心 政策課題の解決策を作成するプロ
セスにおいて、関係者に対して誠
実な態度をとるとともに、提案内
容が多くの人の立場に立った内容
にすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

2880
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注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への貢献

50

授業での発表内容、他者の発表へのコメント等での役割
など授業への貢献度を評価する。

：

％

期末試験（卒業論文）

50

学術的な問いが設定されているか、先行研究を十分に調
査しているか、自らの研究のオリジナリティーは何か、
仮説が設定されているか、論理的に文章が構成されてい
るかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜、指導する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日５限

場所： 西館3階37研究室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合はメールでも可（oshima@osaka-seikei.ac.jp)

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 論文作成スケジュールの作成 スケジュールが作成できるよう、現時点
での進捗状況や今後行うべきことを把握
しておく。

4第 回 時間

前期までの進捗状況を踏まえ、論文
を作成していくためのスケジュール
を作成する。

2 論文テーマおよび要旨の検討および
作成

論文テーマおよび要旨の内容が適切であ
るかを検討できるよう、指導教員による
指導を受けたり、専門演習内でディス
カッションしておく。

4第 回 時間

論文テーマおよび要旨の内容が適切
であるか検討し、作成する。

3 論文における序論の検討および作成 論文における序論の内容が適切であるか
を検討できるよう、指導教員による指導
を受けたり、専門演習内でディスカッ
ションしておく。

4第 回 時間

専門演習５で作成した序論（案）を
再検討し、序論を作成する。

4 論文における本論（方法・結果）の
検討および作成

論文における本論（方法・結果）の内容
が適切であるかを検討できるよう、指導
教員による指導を受けたり、専門演習内
でディスカッションしておく。

4第 回 時間

専門演習５で作成した本論（案）を
再検討し、本論（方法・結果）を作
成する。

5 論文における考察の検討および作成 論文における考察の内容が適切であるか
を検討できるよう、指導教員による指導
を受けたり、専門演習内でディスカッ
ションしておく。

4第 回 時間

論文における序論および本論の内容
を踏まえて、考察の検討および作成
を行う。

6 中間報告会での発表準備（１） 中間発表会での卒業論文の概要発表がで
きるよう、パワーポイント等の資料を作
成しておく。

4第 回 時間

公共政策コース内での各専門演習合
同で実施する中間発表会での卒業論
文の概要発表を行うための発表資料
を作成する。
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7 中間報告会での発表準備（２） 中間発表会での卒業論文の概要発表がで
きるよう、パワーポイント等の資料を作
成しておく。

4第 回 時間

公共政策コース内での各専門演習合
同で実施する中間発表会での卒業論
文の概要発表を行うための発表資料
を作成する。

8 中間発表会（１） 中間発表会での卒業論文の概要発表がで
きるよう、パワーポイント等の資料を作
成しておく。

4第 回 時間

公共政策コース内での各専門演習合
同で実施する中間発表会での卒業論
文の概要発表を行う。

9 中間発表会（２） 中間発表会での卒業論文の概要発表がで
きるよう、パワーポイント等の資料を作
成しておく。

4第 回 時間

公共政策コース内での各専門演習合
同で実施する中間発表会での卒業論
文の概要発表を行う。

10 卒業論文内容の再検討 卒業論文内容の再検討ができるよう、中
間発表会で受けた指摘などを整理してお
く。

4第 回 時間

中間発表会で、主査、副査、他学生
等から受けた指摘などを踏まえて、
これまでの作成した論文内容の再検
討を行う。

11 卒業研究の最終確認 卒業論文全体のチェックおよび加筆・修
正等を行う。

4第 回 時間

卒業論文について、形式や構成、論
理性等、全体として不備がないか確
認する。

12 卒業論文の提出および卒業研究発表
会資料の作成

最終発表会での卒業論文の概要発表がで
きるよう、パワーポイント等の資料を作
成しておく。

4第 回 時間

卒業論文を期限内に提出するととも
に、卒業研究における最終発表会の
発表資料を作成する。

13 発表会資料の確認 指導教員の指導を受けたり、専門演習内
で学生間でディスカッションしたりし
て、適切性等を確認しておく。

4第 回 時間

最終発表会の資料の適切性等を確認
する。

14 最終発表会での発表 最終発表での評価を受けて、論文の作成
にど の程度向き合えたか振り返ります

4第 回 時間

発表資料を使って発表し、副査から
コメントを受けるとともに質疑応答
を行い、学生および教員からコメン
トや質問を受ける。
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授業科目名 専門演習６【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

大塚康央

演習

該当する

茨木市において、企画、都市計画、まちづくり計画、住民参加などを経験したのち、副市長として政
策立案、実施、評価全般を担当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習では、これまで学習してきた知識を基に、社会で解決すべき問題と、そのための行政をはじめとする関係する主体の政策
形成やの関与や活動を主とした個々の研究テーマについて調査研究を進め、卒業研究論文としてまとめあげる作業を行う。授業
では、進捗状況の報告（論文内容含む）とゼミ学生からの質問、意見交換などを進めながら、論文作成を進めていく。論文につ
いては、必要なデータや事例がそろっているか、先行研究のレビューは適切か、結論にいたる論理的な構成に矛盾はないか等の
観点からチェックするとともに、独自性や新たな知見の構築なども考慮して作成を進めていく。最終的には、卒業研究発表会で
発表する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

社会の課題を的確にとらえ分析す
るための情報収集能力や関係する
主体の行動などを分析、評価する
力

社会の問題解決に必要な情報を分
析し、その原因と課題を示すこと
ができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

調査分析に必要な知識や情報収集
の方法を身につけている

仮説を証明するために必要なもの
は何かを的確に把握し、収集しま
とめることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

自ら課題を設定し、研究を進める
ために必要な情報を収集、分析す
ることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

調査研究のプロセスやスケジュー
ルを立て、計画的に取り組むこと
ができる。

3．DP７.実践の完遂 設定した研究テーマについて、論
理的に検証し成果をまとまげるこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。与えた課題（進捗状況の報告、研究中間報告）は怠らず行うこと。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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2882

授業への取り組み

10

進捗状況の報告、授業中の質疑や他の学生への質問、ア
ドバイスなどの取り組み姿勢を評価する。

：

％

積極的な調査研究活動

30

研究に必要な先行研究の収集、事例調査等の活動につい
て報告した内容に基づき評価する。

：

％

卒業研究論文

60

作成した卒業研究論文について、仮説の設定、仮説の堅
守に関する説明（データ、理論）、論理的な構成、論文
として必要な体裁などを総合的に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

研究テーマに応じて、適宜、指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
個々の研究テーマにもとづいた調査を計画的に実施するとともに、進捗状況の報告や、指摘を受けた事項に基づく調査研究を行
うこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日5限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、あらかじめ要請があれば対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、卒業研究の進め方確認 夏休み期間中の取り組みのまとめと研究
への反映検討

4第 回 時間

研究の進捗状況の確認を行う。また
、卒業研究を進めていくためのスケ
ジュールを確認する。研究計画の見
直しの必要性についてもチェックす
る。

2 卒業論文の作成（１） 先行研究や収集データの整理、ゼミ内、
主査・副査の指摘などを踏まえ、卒業論
文の作成を進める。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を行い、論文のブラッシ
ュアップを行う。

3 卒業論文の作成（２） 先行研究や収集データの整理、ゼミ内、
主査・副査の指摘などを踏まえ、卒業論
文の作成を進める。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

4 卒業論文の作成（３） 先行研究や収集データの整理、ゼミ内、
主査・副査の指摘などを踏まえ、卒業論
文の作成を進める。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

5 卒業論文の作成（４） 先行研究や収集データの整理、ゼミ内、
主査・副査の指摘などを踏まえ、卒業論
文の作成を進める。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

6 卒業論文の作成（５） 先行研究や収集データの整理、ゼミ内、
主査・副査の指摘などを踏まえ、卒業論
文の作成を進める。

4第 回 時間

卒業論文の内容について、ゼミ内で
の質疑応答を通じて、ブラッシュア
ップを行う。

7 中間発表準備 卒業研究の目的、意義、仮説と説明デー
タの整理、結論等論理的な構成を構築し
発表資料作成につなげる。

4第 回 時間
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卒業研究の内容を簡潔にまとめた中
間発表資料を作成する。

8 中間発表会（3ゼミ合同） 指摘された事項等について検討 4第 回 時間
前半で進めてきた調査研究成果に基
づき作成した資料により中間発表を
行う。
主査、副査や他の学生との質疑応答
を行う。

9 中間発表会（2）（3ゼミ合同） 中間発表での意見、指摘などを踏まえ、
卒業論文のブラッシュアップを行う。

4第 回 時間

前半で進めてきた調査研究成果に基
づき作成した資料により中間発表を
行う。
主査、副査や他の学生との質疑応答
を行う。

10 卒業論文の作成（8） 中間発表での意見、指摘などを踏まえ、
卒業論文のブラッシュアップを行う。

4第 回 時間

中間発表での意見、指摘などを踏ま
え、卒業論文のブラッシュアップを
行う。
卒業研究論文の最終的なとりまとめ
を行う。

11 卒業論文の作成（9） 指摘事項等や点検、確認結果に基づき、
修正・加筆を行う論文を完成させる。

4第 回 時間

中間発表での意見、指摘などを踏ま
え、卒業論文のブラッシュアップを
行う。
卒業研究論文の最終的なとりまとめ
を行う。

12 発表会資料作成 発表準備を進める 4第 回 時間
卒業研究発表会用資料を作成する。
また、梗概も完成させる。

13 ゼミ内での発表 発表資料の作成、発表会準備 4第 回 時間
発表会資料に基づき、ゼミ内で発表
する。
発表資料の見直し等を行う。
発表会資料に基づき、ゼミ内で発表
する。
発表資料の見直し等を行う。
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- 675 -



授業科目名 専門演習６【公共】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

山岡淳

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習５では履修者は個人がテーマを定め卒業研究に取り組む。研究のテーマは持続可能な社会の発展・開発に資するものと
する。履修者は研究テーマに応じた、データ分析や現場での調査を行う。基本的に自立した研究活動を行うが、教員からの指
導、他の受講生からの助言をもとに、より精度の高い研究を実施する。
また卒業研究の実施にあたり、本講義では進捗に応じて定期的に報告を行うことを義務付ける。
学期末には卒業論文報告会も実施し、主査だけでなく、副査による評価も受ける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

持続可能な地域開発・発展に繋が
る研究テーマを個人が設定し、卒
業研究を実施する。

卒業研究を完了させ、卒業論文報
告会での報告、卒業論文の提出を
行う。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

卒業研究に必要な情報の収集、分
析を行う。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

卒業研究内で地域の課題解決のた
めの手法を整理する。

3．DP７.実践の完遂 卒業研究を完遂する。

4．DP10.忠恕の心 地域課題の解決のための卒業研究
に忠恕の心をもって取り組む。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・その他(以下に概要を記述)

データ分析

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

事前に連絡なしで定められた報告を行わなかった場合は原則として学期を通して評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での報告

35

授業内での報告内容に応じて評価する。：

％

2882
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2901
35 ％

卒業論文

55

卒業論文の内容に応じて評価する。：

％

卒論発表会での報告

10

卒論発表会での報告の内容に応じて評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

個人の研究テーマに応じて設定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の報告の内容を丁寧に復習し、次回の報告に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜9:00-12:00

場所： 西館４階94室

備考・注意事項： オフィスアワーを利用する場合、事前に担当教員と日時の調整を行うこ
と。
yamaoka-a@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 専門演習６の研究計画策定 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業論文完成に向けた研究計画を作
成する。

2 調査の実施(1) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

個人の研究テーマに応じたヒアリン
グ調査/アンケート調査/応用データ
分析を実施する。

3 調査の実施(2) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

個人の研究テーマに応じたヒアリン
グ調査/アンケート調査/応用データ
分析を実施する。

4 進捗報告(1) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

実施した調査の内容を報告する。
5 調査の取りまとめ 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資

料の作成
4第 回 時間

調査の内容を論文の形式でまとめる
。
調査の内容を論文の形式でまとめる
。

7 進捗報告(2) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

調査に関する結果と考察を報告する
。

8 卒業研究の取りまとめ 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業論文の完成に向けてこれまでの
内容を取りまとめる。

9 進捗報告(3) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業研究完成の概観を報告する。
10 ゼミ間報告 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資

料の作成
4第 回 時間

他ゼミとの合同ゼミでの報告を行い
、副査から助言を得る。

11 卒業論文の執筆(1) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業論文の完成に向けてこれまでの
内容を取りまとめブラッシュアップ
を行う。
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12 卒業論文の執筆(2) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業論文の完成に向けてこれまでの
内容を取りまとめブラッシュアップ
を行う。

13 ゼミ内卒論発表会(1) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資
料の作成

4第 回 時間

卒業論文の内容を報告する。
14 ゼミ内卒論発表会(2) 卒業研究の実施/卒業論文の執筆/報告資

料の作成
4第 回 時間

卒業論文の内容を報告する。
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授業科目名 経済学概論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年～4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義では、「経済入門」を履修し終えた学生を対象に、初級レベルの経済学の内容について学びます。「経済入門」では、
現実の経済における様々な話題やトピックを取り上げましたが、この講義では、経済の動きを、経済学の理論に従って体系的に
理解することを目指します。講義は、経済学の基本理論である、「ミクロ経済学」および「マクロ経済学」のエッセンスについ
ての解説が中心となります。経済学は非常に論理的な学問です。従って、受講生には、「自分自身で思考する能力」が求められ
ます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

ミクロ経済学、マクロ経済学の基
本的な考え方の習得。

世の中の経済問題について、ミク
ロ的視点とマクロ的視点、両面か
らの見方ができるようになる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経済学の理論を前提とした論理的
な思考能力を身に付ける。

さまざまな経済事象について、論
理的な分析ができるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

世の中の経済問題の本質を論理的
に理解することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

80

経済学の基礎理論を理解し、それを踏まえて論理的な思
考ができているかどうかを評価します。

：

％

小レポート

20

原則、毎回の授業で提出を求めます。授業内容を踏まえ
た上で、きちんと内容が記述されているかを評価します
。

：

％

使用教科書

指定する

2901
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2902
著者 タイトル 出版年出版社

日本経済と公共部門のダ
イナミクス：データで読
み解く現代社会

南波浩史・水ノ上智邦・藤
森梓

晃洋書房・・ 年・2022

参考文献等

参考文献：初回の授業でリーディングリストを配布します。また、講義内でも適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
本講義では、現実社会の問題を取り上げるために、時事問題に関する知識は必須です。そのために、新聞購読、ニュースを見る
習慣を身に付けて下さい。なお、授業内での難解な数式の使用は極力避けますが、簡単な計算やグラフは理解できるようにして
おいて下さい。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

※本授業を履修する場合は、必ず大学共通科目の「経済入門」もしくは「現代社会と経済」を履修して下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィスアワー（水
曜日午後の予定）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～本科目の学びについて
～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（経済学が誕生した背景について考
える）

4第 回 時間

講義に関するガイダンス、経済入門
の内容を復習しながら本授業への導
入を図ります。

2 経済理論への導入 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（合成の誤謬という言葉について考
える）

4第 回 時間

社会科学の中での経済学の位置づけ
、またミクロ経済学とマクロ経済学
の概念について学びます。

3 消費者の理論 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（需要の価格弾力性について考え
る）

4第 回 時間

市場における消費者の行動について
学びます。

4 生産者（企業）の理論 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（「豊作貧乏」のメカニズムを考え
る）

4第 回 時間

市場における生産者（企業）の行動
について学びます。

5 市場原理の基礎 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（価格調整メカニズムについて論理
的に理解する）

4第 回 時間

需要・供給と市場均衡について学び
ます。また市場原理と価格調整メカ
ニズムについて理解を深めます。

6 市場原理と市場の失敗（１）～市場
原理と独占～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（独占がなぜ発生するのかを考え
る）

4第 回 時間

「独占」の問題点について理解を深
めます。

7 市場原理と市場の失敗（２）～公共
財・外部性～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（どのような形で公共財が提供され
るのが望ましいのかを考える）

4第 回 時間

公共財および外部性の概念について
理解を深めます。

8 市場原理と市場の失敗（３）～市場
原理と情報の非対称性～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（レモンの原理について論理的に考
える）

4第 回 時間

市場取引の中で、情報の非対称性が
引き起こす問題について理解を深め
ます。

9 マクロ経済学への導入 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（マクロ経済指標について理解を深
める）

4第 回 時間

GDPと国民経済計算の概念について
学びます。
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10 マクロ経済とGDPの決定 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（失業が発生するメカニズムについ
て考える）

4第 回 時間

均衡国民所得の概念について学びま
す。

11 財市場の分析 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（IS曲線の経済学的意味について考
える）

4第 回 時間

消費関数および投資関数の分析を通
して市場の均衡について考えます。

12 貨幣市場の分析 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（LM曲線の経済学的意味について考
える）

4第 回 時間

金融政策と貨幣市場の均衡について
学びます。また、LM曲線の導出につ
いて説明します。

13 IS‐LM分析 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（IS-LM分析のフレームワークを理解
する）

4第 回 時間

IS-LM分析の基礎について学びます
。またIS-LM分析を用いながら、マ
クロ経済政策の効果について理解を
深めます。

14 まとめ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義内容を振り返りながら要点を
まとめる）

4第 回 時間

これまでの講義内容を振り返りなが
ら、経済学の本質についてもう一度
考えてみます。

2902

- 681 -



授業科目名 政治学

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

梶居佳広

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本政治の特徴とは何でしょうか。日本政治は誰がどのように動かしているでしょうか。なぜ我々の生活には政治が必要になる
のでしょう か。なぜ日本政治について学修し政治に参加する必要があるのでしょうか。この授業では、政治家、政党、選挙、
首相など、日本政治に関す る基礎知識を学修します。また、基礎知識を習得した上で、政治家や政党がどのような働きをして
どのような形で日本政治を作り上げてきたの かを学んでいきます。さらに世の中の政治現象を捉える際に有用な原理・法則
（理論）も学んでいきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

政治に関する基礎知識を修得す
る。

政治を多角的に考える力を身につ
けることが出来る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現代政治（とりわけ日本政治）の
特徴・課題を理解することによ
り、現代社会そのものへの認識を
深めることが出来る。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

レポートについて、課題設定から
提出までのスケジュールを立てる
ことが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
なおCOVID-19感染拡大でWEB主体講義に変更の場合は学期末試験にかえて最終レポートを軸に評価したい。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

学期末試験（または最終レポート）

40

政治学的なものの見方が出来るようになったについて、
論述中心の学期末試験で評価する。政治学的な概念を使
い、政治的現象を分析することが出来るかが評価のポイ
ントとなる。

：

％

レポート

30

政治学的な見方が出来るようになったのか、政治学的な
概念を使い政治的な現象を分析することができているか
どうかが問題となる。

：

％

2902
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2903

個人提出課題（毎回のコメント）

30

授業のポイントや疑問点が適切にまとめられているかで
評価を行う。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

ポリティカル・サイエン
ス入門

坂本治也ほか編 法律文化社・・ 年・2021

参考文献等

参考文献は適宜紹介しますが、さしあたり、1．高校時代の教科書（政治経済、現代社会）ないし『もういちど読む山川政治経
済（新版）』（山川出版社）。2．『18歳から考える日本の政治』（法律文化社）辺りが有益です。また民主主義（デモクラ
シー）について考えたい方は宇野重規『民主主義とは何か』（講談社現代新書）がお勧めです。
もう少し調べたい方は以下の文献をも参考にするといいでしょう。
砂原ほか『政治学の第一歩』（有斐閣、2015年）
上神ほか『日本政治の第一歩』（有斐閣、2018年）
大山礼子『日本の国会』（岩波新書、2011年）
曽我謙悟『日本の地方政府』（中公新書、2019年）
水島治郎『ポピュリズムとは何か』（中公新書、2016年）

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
　・なお現時点では対面式講義を予定しています。当然ですが、講義中は私語厳禁です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜午前（講義終了後）ほか

場所： 教室、大学構内、メール

備考・注意事項： 講義終了後、質疑応答の時間を設ける（場所：大学構内）ほか、メールで
も対応したい。メールアドレスは第1回講義の際提示する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス（イントロダクション） 事前：講義開始までにシラバスを読み
「政治」という言葉でイメージするもの
を考えておくこと。事後：授業内容を振
り返り、確認する。授業の全体像と試
験・評価の方法についても確認をする。

4第 回 時間

授業概要（目的、進め方、成績評価
基準）の説明したうえで、政治学が
どのような学問であるかについて（
コトバの紹介を含め）学んでいく。

2 国会と政党 事前：「国会（議会）」「政党」という
言葉について辞書を引いたりして自分な
りに調べ、さらにこの言葉から連想する
ものについて考えておく。事後：授業内
容を振り返り、確認する。新聞やニュー
スなどを通じて「権力」にかかわる現象
を見つけ出し、理解した概念をもとに分
析ができるようになっておくことが望ま
しい。

4第 回 時間

議会・政党の役割をおさえた上で日
本の国会の特徴、政党政治の歴史に
ついて学んでいきます。

3 首相 事前：「首相」という言葉について辞書
を引いたりして自分なりに調べ、この言
葉から連想するものについて考えてお
く。事後：授業内容を振り返り、確認を
する。新聞やニュースなどを通じて 「首
相」にかかわる現象を見つけ出し、理解
した概念をもとに分析ができるように
なっ ておくことが望ましい。

4第 回 時間

執行権力についておさえたうえで、
日本政治における首相のリーダーシ
ップについて学んでいきます。

4 公務員（官僚） 事前：「官僚」という言葉について辞書
を引いたりして自分なりに調べ、さらに
この言葉から連想するものについて考え
ておく。事後：授業内容を振り返り、確
認する。新聞やニュースなどを通じて、
「官僚」にかかわる現象を見つけ出し、
理 解した概念をもとに分析ができるよう
になっていくことが望ましい。

4第 回 時間

官僚の活動と政治において官僚が果
たしている役割について学ぶ。
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5 政治スキャンダルと政官関係 事前：「政治とカネ」「利益集団」とい

う言葉について辞書を引いたりして自分
なりに調べ、さらにこの言葉から連想す
るものについて考えておく。事後：授業
内容を振り返り確認する。新聞やニュー
スなどを通じて、 「政治とカネ」「利益
集団」にかかわる現象を見つけ出し、理
解した概念をもとに分析ができる ように
なっておくことが望ましい。

4第 回 時間

最近の政治スキャンダルについて考
察するため、政治家と官僚の関係に
ついて学ぶ。その際、利益集団につ
いても補足説明する。

6 選挙 事前：「選挙」「小選挙区比例代表並立
制」という言葉について辞書を引いたり
して自分なりに調べ、さらにこの言葉か
ら連想するものについて考えておく。事
後：授業内容を振り返り、確認する。新
聞やニュー スなどを通じて「選挙」にか
かわる現象を見つけ出し、理解した概念
をもとに分析ができるようになっておく
ことが望ましい。

4第 回 時間

選挙制度の概要と有権者の投票行動
について学ぶ。余力があれば、投票
率も問題についても触れたい。

7 マスメディアと政治 事前：「マスメディア」「マスコミ」と
いう言葉について辞書を引いたりして自
分なりに調べ、さらにこの言葉から連想
するものについて考えておく。事後：授
業内容を振り返り、確認する。新聞や
ニュー スなどを通じて「マスメディアと
政治」に かかわる現象を見つけ出し、理
解した概念を もとに分析ができるように
なっておくことが望ましい。

4第 回 時間

マスメディアが政治の世界において
果たす役割について学ぶ。

8 地方における政治 事前：「中央と地方」「首長」「地方議
会」という言葉について辞書を引いたり
して自分なりに調べ、さらにこの言葉か
ら連想するものについて考えておく。事
後：授業内容を振り返り、確認する。新
聞やニュー スなどを通じて、「地方政
治」にかかわる現象を見つけ出し、理解
した概念をもとに分析ができるように
なっておくことが望ましい。

4第 回 時間

中央ー地方の関係を紹介した上で、
地方政治の特徴・課題を学ぶ。

9 大都市の政治（大阪） 事前：「特別区・政令市」「大阪都構
想」という言葉について辞書を引いたり
して自分なりに調べ、さらにこの言葉か
ら連想するものについて考え ておく。事
後：授業内容を振り返り、確認する。新
聞やニュースなどを通じて 「大都市（大
阪）の政治」にかかわる現象を見つけ出
し、理解した概念をもとに分析ができる
ようになっておくことが望ましい。

4第 回 時間

大都市、特に大阪の抱える問題と都
構想について学ぶ。さらに「維新の
会」ヘの支持についても学んでいく
。

10 外交 事前：「日米安全保障条約」「日本国憲
法第9条」「占領」という言葉について辞
書を引いたりして自分なりに調べ、さら
にこの言葉から連想するものについて考
えておく。事後：授業内容を振り返り、
確認する。新聞やニュースなどを通じて
「日本の安全保障」「国際政治」にかか
わる現象を見つけ出し、理解した概念を
もとに分析ができるようになっておく。

4第 回 時間

戦後日本外交の歴史・原則を学んで
いくが、占領期（1945～52年）、憲
法問題についても補足的に紹介した
い。
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11 戦後政治史（55年体制の成立と崩
壊：1955～1993年）

事前：「55年体制」という言葉について
辞書を引いたりして自分なりに調べ、さ
らにこの言葉から連想するものについて
考えておく。事後：授業内容を振り返
り、確認する。新聞やニュースなどを通
じて 「自民党政権」にかかわる現象を見
つけ出し、理解した概念をもとに分析が
できるようになっておくことが望まし
い。

4第 回 時間

自民党の結党から細川非自民連立政
権に至る55年体制の歴史を学ぶ。

12 現代日本政治史と近年の政治情勢
（1994年以降）

事前：「長期政権」「政権交代」という
言葉について辞書を引いたりして自分な
りに調べ、さらにこの言葉から連想する
ものについて考えておく。事後：授業内
容を振り返り確認する。新聞やニュー ス
などを通じて「改革」「官邸主導」にか
かわる現象を見つけ出し、理解した概念
をもとに分析ができるようになっておく
ことが望ましい。

4第 回 時間

1990年代の政治改革の時代から近年
の政治情勢に至るまでの現代日本政
治史について学ぶ。

13 雇用政策と政治 事前：「日本型雇用システム」「規制緩
和」「氷河期世代」という言葉について
辞書を引いたりし て自分なりに調べ、さ
らにこの言葉から連想するものについて
考えておく。事 後：授業内容を振り返
り、確認をする。新聞やニュースなどを
通じて平成の改革・規制緩和、特に「若
年者雇用政策と政治」にかかわる現象を
見つけ出し、理解した概念をもとに分析
ができることが望ましい。

4第 回 時間

1990年代の「改革」の一例として、
日本型雇用システムの変化と現状（
特徴・課題）について学んでいく。

14 最終まとめ レジュメ確認など、これまでの講義内容
を確認しておく。

4第 回 時間

これまでの講義内容を踏まえて、ま
とめの授業を行いたい。

2903
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授業科目名 法学概論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、受講者が法学を専門としていない学生であることを前提として、法律の知識を覚えるというのではなく、身近な
社会問題や実際の事件を題材として、「リーガルマインド（法的なものの見方や考え方）」を身につけてもらうことを目標とし
ます。具体的には、①法学の基本的な見方や考え方を身につけること、②授業内容について、自分の言葉で説明できるようにな
ること、③社会で発生している様々な問題について、法が社会で果たす役割を理解し、社会と法とのつながりを理解できること
を目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

実学的な法律学の追求を通じて紛
争解決の方法を探る。

具体的な事例の分析を通じて、バ
ランスのとれたものの見方、法的
なものの見方の基礎を身につけ、
政治問題や社会問題についてより
深く理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。

2903
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B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験（定期試験）

50

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

課題解決型学習

40

課題解決型学習における発言内容などにより評価する。
グループ討議及びディベートへの参加態度について、積
極的に発言し、主体的に議論に参加する態度を示した場
合に合格レベルとする。

：

％

平常点評価（授業貢献）

10

各回の授業におけるペアワークなどへの取組状況、教員
との質疑応答における解答などを総合的に評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『自分で考えるちょっと
違った法学入門 第4版』

道垣内正人 有斐閣・・ 年・2019

参考文献等

①遠藤研一郎『はじめまして、法学―身近なのに知らなすぎる「これって法的にどうなの?」』（ウェッジ・2019年）、②遠藤
研一郎『僕らが生きているよのなかのしくみは「法」でわかる～13歳からの法学入門』（大和書房・2019年）、③大林啓吾・手
塚崇聡（編著）『ケースで学ぶ法学ナビ』（みらい・2018年）、④木俣由美『ゼロからはじめる法学入門〔第2版〕』（法律文
化社・2019年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： また、メールも活用してください。アドレスは、chiyohara@osaka-
seikei.ac.jpです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 法律学の「常識」は世間の「非常
識」か？

配布資料を基に、宿題課題を完成させ
る。

4第 回 時間

・「別れさせ工作」をするという契
約が、民法第90条の公序良俗に違反
するかどうかが争点となった事例を
基に、法が社会で果たす役割、社会
と法とのつながりについて学ぶ。

2 ケーキの公平な分け方①（講義） テキスト1～14頁を読んでおこう。 4第 回 時間
・ケーキの分け方をめぐる兄弟喧嘩
の事例を基に、法律学には様々な紛
争解決の方法があることを学ぶ。

3 ケーキの公平な分け方②（グループ
討議）

事前配布資料を熟読し、論点を整理し
て、グループ討議の準備をしておこう。

4第 回 時間

・第2回の講義内容を基に、「ケー
キの公平な分け方」をテーマとして
課題解決型学習を行う。

4 マンションのエレベータの修理（多
数決が妥当する領域と妥当しない領
域）

テキスト15～27頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・多くの利害関係人が何らかの集団
あるいは団体を形成していて、その
中での利害調整が求められる場面に
おいて、多数決という決定方法を適
用することの妥当性について学ぶ。

5 爆発装置付き金庫の偽物（社会常識
による善悪の判断）

テキスト29～39頁を読んでおこう。 4第 回 時間
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・企業が消費者をだまして商品を販
売した事例を基に、社会常識による
善悪の判断と直感的な判断の違いに
ついて学ぶ。

6 イタリアからの子供の連れ去り（子
の幸福と国際条約）

テキスト41～53頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・子供の連れ去り事件を基に、国境
を越えて発生する法律問題、日本法
の国際化の意味について学ぶ。

7 好意同乗者に対する損害賠償責任に
ついての法律を作る①（講義）

テキスト55～67頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・好意同乗者に対する損害賠償責任
を制限する法律が無い現在において
、実際の裁判では、どのような判断
がなされているのかについて学ぶ。

8 好意同乗者に対する損害賠償責任に
ついての法律を作る②（グループ討
議）

事前配布資料を熟読し、論点を整理し
て、グループ討議の準備をしておこう。

4第 回 時間

・第7回の講義内容を基に、「好意
同乗者に対する損害賠償責任」をテ
ーマとして課題解決型学習を行う。

9 シャガールの絵の行方（静的安全と
動的安全）

テキスト69～81頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・法制度全体の中で、相対立する利
害得失のバランスを図りながら、あ
る法的処理が妥当か否かを考え、そ
れを論理的に根拠づけることの重要
性について学ぶ。

10 契約書を作ってみる（契約書を作る
文化と作らない文化の国際比較）

テキスト83～95頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・契約書の作成シミュレーションを
通じて、日本人の契約観と法意識に
ついて学ぶ。

11 判例を信じていたのに……（先例拘
束性と判例変更）

テキスト96～123頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・有責配偶者からの離婚請求を題材
として、先例拘束性の原理について
学ぶ。

12 大家の言い分（法解釈の在り方と法
改正）

テキスト125～152頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・借家法の変遷を題材として、法解
釈の在り方と方法について学ぶ。

13 懲らしめとしての損害賠償①（刑事
法と民事法）

テキスト153～161頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・「刑事罰（刑事法）」と「損害賠
償（民事法）」の関係について学ぶ
。

14 懲らしめとしての損害賠償②（アメ
リカの懲罰的損害賠償）

テキスト162～176頁を読んでおこう。 4第 回 時間

・「フォード・ピント事件」を基に
、アメリカの懲罰的損害賠償の制度
について学ぶ。
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授業科目名 民法Ⅱ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

われわれ人は社会集団の中で生活をしているのであり、社会および他人との間でトラブルの無いスムーズな関係を維持していく
ことが要求されます。また、取引関係を維持・発展させるために、市民の権利・義務を承認し、その経済生活の基本を構成する
中心となる法律が民法です。この授業で扱う「契約」は経済活動の中心的役割を担う制度であり、契約の成立から消滅までの流
れと、それに付随して生じる諸問題に加えて、各種の典型契約の内容・特徴を正確に把握するということに重点を置いて授業を
進めます。また、「不法行為」は、共に社会生活を送る者が相互に負う一般的義務の違反を理由として損害賠償責任を課される
制度であり、この分野については、事例分析を中心に授業を進めます。この講義では、民法典のうち、人に対する権利と責任を
定めた「債権総論分野（債権の目的、効力、消滅）」、「契約分野」、「不法行為分野」を扱います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

基本的な知識を習得し具体的な事
例について法的に理解する

基本的な知識を習得して、具体的
な事例について法的に捉えられる
ようになる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。
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D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

①潮見佳男『民法（全）（第2版）』（有斐閣・2019年）、②武川幸嗣『プラスアルファ基本民法』（日本評論社・2019年）、
③道垣内弘人『リーガルベイシス民法入門（第3版）』（日本経済新聞出版社・2019年）、④野村豊弘『民事法入門（第8版）』
（有斐閣・2019年）、⑤渡邊力編『民法入門ノート』（法律文化社・2019年）、⑥潮見佳男・道垣内弘人ほか編『民法判例百選
Ⅱ 債権（第8版）』（有斐閣・2018年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： メールアドレスはchiyohara@g.osaka-seikei.ac.jp。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 市民生活と民法―契約社会を賢く生
きるために―

契約自由の原則の意味について調べてお
こう。

4第 回 時間

「契約」を主な素材として、民法の
基本的な内容を概観します。

2 債権の主たる発生原因としての契約 契約の拘束力について調べておこう。 4第 回 時間
債権の発生原因として、民法は、契
約、事務管理、不当利得及び不法行
為の4つを規定しています。このう
ち、ある法的な効果を発生させるこ
とを内容とした約束である「契約」
について、その法的意味を解説しま
す。

3 同時履行の抗弁権 不安の抗弁権の意味について調べておこ
う。

4第 回 時間

売買などの双務契約の当事者の一方
が、履行の請求を受けた場合でも、
相手方の履行の提供までは自己の履
行を拒絶できる権利である「同時履
行の抗弁権」について解説します。

4 債権の消滅①（弁済） 第三者弁済の意味について調べておこ
う。

4第 回 時間

債権が消滅するに至るプロセスにつ
いて検討します。弁済の提供、受領
権者としての外観を有する者に対す
る弁済を特に取り上げます。

5 債権の消滅②（相殺、消滅時効と除
斥期間）

消滅時効と除斥期間の違いについて調べ
ておこう。

4第 回 時間

相殺の意義、要件と効果に関する規
律について解説します。

6 契約トラブルと強制履行 直接強制と間接強制の違いについて調べ
ておこう。

4第 回 時間
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相手が契約を守らなかったときにと
れる3つの法的手段（契約解除、損
害賠償請求、強制履行）について解
説します。このうち、特に強制履行
（直接強制、代替執行、間接強制）
について詳しく考察します。

7 債務不履行による損害賠償請求権 損害賠償の範囲に関する相当因果関係の
意味について調べておこう。

4第 回 時間

債務不履行の概念と、債権を強制的
に実現する方法について考察します
。更に、債務不履行に基づく損害賠
償の要件・効果に関する規律を考察
します。

8 契約の解除 原状回復義務の意味について調べておこ
う。

4第 回 時間

契約を解除する方法について解説し
ます。特に、契約解除の意味、解除
ができる場合、解除の効果、解除の
注意点について、それぞれ考察しま
す。

9 契約不適合給付における買主の救済
手段（受領遅滞、危険負担）

危険負担の解釈変更のポイント、履行不
能に関する新たな規定について調べてお
こう。

4第 回 時間

約120年ぶりの改正によりビジネス
実務に大きな影響を与える分野の一
つである受領遅滞と危険負担につい
て、改正点を中心に解説します。

10 消費者契約法 消費者契約法の制定の背景と内容につい
て調べておこう。

4第 回 時間

消費者の利益を守るため、消費者契
約について、不当な勧誘による契約
の取消しと不当な契約条項の無効等
を規定する消費者契約法について解
説します。

11 不法行為①（不法行為の成立要件） 不法行為の成立要件について調べておこ
う。

4第 回 時間

契約以外の債権発生原因である不法
行為の制度趣旨及び成立要件につい
ての議論を中心に、他者に対する侵
害行為によって損害を生じさせた者
と、それによって損害を被った者と
の法律関係について考察する。

12 不法行為②（不法行為の効果） 損害賠償請求権の性質について調べてお
こう。

4第 回 時間

不法行為の成立要件が満たされたと
きに認められる法的効果である損害
賠償請求権の性質、更に過失相殺と
損益相殺の制度についても解説しま
す。

13 特殊な不法行為①（監督者責任、使
用者責任）

求償関係」の意味について調べておこ
う。

4第 回 時間

特殊な不法行為責任のうち、監督者
責任と使用者責任について解説しま
す。

14 特殊な不法行為②（工作物責任、共
同不法行為）

「関連共同性」の意味について調べてお
こう。

4第 回 時間

特殊な不法行為責任のうち、工作物
責任と共同不法行為について解説し
ます。

2916
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授業科目名 国際経済学

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年、4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義では、経済学の応用分野である国際経済学の理論に関する知識を修得し、国際社会における様々な問題について考察を
深めていきます。前半の講義では、国際経済学の諸理論を概観し、経済学的な思考方法をトレーニングします。後半の講義で
は、国際経済学の理論を踏まえて、現実の国際政治・経済のトピックを取り上げながら、問題の本質について検証していきま
す。講義で取り上げるトピックは、いずれも国際経済の重要な論点であり、国際ビジネスの世界で生きていく上でも有用な知識
となるでしょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

世界で何が起こっているのか、国
際経済の諸問題を理解し、その本
質について考察を深める。

経済学的視点から、国際経済問題
について論理的な思考・議論がで
きるようになる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国際経済学に関する知識をビジネ
ス現場への応用力を身に付ける。

国際経済の状況を正確に理解し、
ビジネスの現場に応用できるよう
な力を身に付ける。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

国際経済の問題について、表層的
な議論のみならず、その本質を見
極める力を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

70

国際経済学の理論の基礎を理解し、それを踏まて国際経
済に関する時事問題をきちんと分析できているかを評価
します。

：

％

小レポート

20

原則、毎回の授業で提出を求めます。授業内容を踏まえ
た上で、きちんと内容が記述されているかを評価します
。

：

％

2916
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2917

中間レポート

10

講義内容に関連したレポートの提出を求めます（1回）。
授業内容を的確に理解した上でレポートが作成されてい
るかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

初回の授業でリーディングリストを配布します。また、講義内でも適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
本講義の内容を深く理解するためには、国際社会の動きを正しく理解することが必須です。新聞やニュースなどを通して、国際
情勢に常に注意を払って下さい。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

※本授業を履修する場合は、大学共通科目の「経済入門」/「現代社会と経済」および「経済学概論」を履修しておくことをお
勧めします。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィスアワー（水
曜日午後の予定）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～国際経済学への導入～ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（「経済入門」や「経済学概論」の
内容の復習）

4第 回 時間

講義に関するガイダンス、経済学の
内容を復習しながら国際経済学を学
ぶ意味について考えます。

2 国際経済学についての概説 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（国際経済学という学問の性質を理
解する）

4第 回 時間

「国際経済学」に関する理解を深め
ます。

3 貿易のしくみ（１）～貿易の諸理論
について～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義内で紹介する貿易理論を論理
的に理解する）

4第 回 時間

なぜ貿易が発生するのか、貿易に関
する諸理論を紹介します。

4 貿易のしくみ（２）～保護貿易と自
由貿易～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義内容を応用し、日本の貿易政
策について考える）

4第 回 時間

自由貿易と保護貿易のメリット・デ
メリットについてそれぞれ説明し、
貿易政策のあり方について考えます
。

5 貿易のしくみ（３）～世界貿易体制
の変遷～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（WTO交渉の問題点について考える）

4第 回 時間

第二次世界大戦後の世界の貿易体制
を中心に、GATTからWTOにつながる
貿易制度の変遷および問題点につい
て講義します。

6 国際金融（１）～資本移動と為替制
度～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（為替レートの変動が国内経済に与
える影響について考える）

4第 回 時間

現代の為替制度の概要を理解し、為
替レート決定のについて学びます。

7 国際金融（２）～国際通貨制度の変
遷～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（現在の国際通貨制度の概要と問題
点について考える）

4第 回 時間

第二次世界大戦後、国際通貨制度が
どのように変化してきたのかを学び
ます。

8 経済統合（１）～経済統合の理論～ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義内容を踏まえて、実際の経済
統合の事例を分析する）

4第 回 時間
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地域経済統合のプロセスについてメ
リット・デメリットを踏まえながら
学びます。

9 経済統合（２）～EUのケース・スタ
ディ～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（EUが直面する問題の本質について
考える）

4第 回 時間

欧州における経済統合の歴史と現状
について経済学的視点から学びます
。

10 経済開発（１）～貧困のメカニズム
～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（「貧困の罠」について理解を深め
る）

4第 回 時間

貧困の定義について説明し、なぜ貧
困の要因について考えます。

11 経済開発（２）～貧困削減に向けて
～

講講義内で配布する、復習ノートに取り
組む。（フェアトレードの経済効果につ
いて考える）

4第 回 時間

短編のドキュメンタリー映画を見な
がら、貧困削減に向けたさまざまな
取り組みについて学びます。

12 国際経済と環境問題 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（地球温暖化防止に向けた国際的取
り組みについて考える）

4第 回 時間

経済活動と環境問題の関係について
理解を深めます。また地球規模での
環境問題を把握し、国際的な取り組
みについても学びます。

13 日本におけるグローバル化の諸相 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（アジアにおける経済統合と日本経
済の関係について考える）

4第 回 時間

日本を取り巻くさまざまな国際経済
問題の現状と課題について学びます
。

14 講義のまとめ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義内容を振り返りながら要点を
まとめる）

4第 回 時間

講義全体を振り返りながら、国際経
済学的な考え方を復習します。

2917
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授業科目名 産業経営史

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

都築晶

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、日本企業の経営の個性、すなわち「日本的経営」の特徴および成立過程について説明をする。「日本的経営」と
知られている経営現象は、第2次大戦後の高度成長期に全面的に開花した。「日本的経営」論はこの時に始まった。本講義で
は、「日本的経営」の元となった近代以降から、それが開花した現代までの期間について、その時々の時代背景とあわせ主要な
産業の事例をもとに「日本的経営」がどのように展開し、現在に影響を与えているかを説明する。
期末試験の他に中間のレポートを課す予定である。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

産業、経営に対する知識 歴史的経緯を通じて日本の現状を
理解する。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

組織に対する知識 歴史的経緯を通じて日本の組織文
化を理解する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業や産業について、自ら興味を
持ち調査、情報収集する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

20

学生自ら興味を持った企業、ないし産業を対象として、
それらの設立経緯、現状、経営上の強み、あるいは課題
についてしっかりまとめているかどうかで評価する。

：

％

試験もしくは期末レポート

80

授業内容を中心に出題。しっかりと内容を理解している
かを基準に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

2917
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2920参考文献等

宮本又郎ほか著『日本経営史』有斐閣、2007年、
その他参考書は授業中に紹介する

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間の前後の時間帯

場所： 授業教室

備考・注意事項： 原則として授業の前後に質問を受け付ける。

緊急の場合は教務科に問い合わせること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス－学びのポイントに関す
る解説－

産業経営史を学ぶ意義について新聞や
ニュースにより現状を把握する。授業中
に紹介した参考書を読む等。

4第 回 時間

産業経営史を学ぶ意義について
2 近世における企業経営ー三井家につ

いてー
日本型企業経営の起源について新聞や
ニュースにより現状を把握する。授業中
に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

江戸時代の商家経営、日本型企業経
営の起源について

3 近世における企業経営ー近江商人に
ついてー

江戸時代の商家経営について新聞や
ニュースにより現状を把握する。授業中
に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

江戸時代の商家経営、日本型企業経
営の起源について

4 近世から近代へ 産業構造の変化と近代産業の定着につい
て新聞やニュースにより現状を把握す
る。授業中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

開港と維新、産業構造の変化と近代
産業の定着について

5 近代経営の形成 企業家、専門経営者の出現、財閥の誕生
について新聞やニュースにより現状を把
握する。授業中に紹介した参考書を読む
等

4第 回 時間

企業家、専門経営者の出現、財閥の
誕生について

6 近代経営の形成と展開 企業活動の国際化（特に商社）について
新聞やニュースにより現状を把握する。
授業中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

企業活動の国際化（特に商社）につ
いて

7 戦前における企業経営の変容 経営合理化と日本型労務管理について新
聞やニュースにより現状を把握する。授
業中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

経営合理化と日本型労務管理につい
て

8 第８回　財閥の変化と新興財閥 財閥の変化（いわゆる財閥の転向）につ
いて新聞やニュースにより現状を把握す
る。授業中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

財閥の変化（いわゆる財閥の転向）
や新たに成長した財閥について

9 戦後における企業経営 戦後改革期における企業経営について新
聞やニュースにより現状を把握する。授
業中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

戦後改革期における企業経営につい
て

10 日本的経営の展開 企業集団の出現とその展開について新聞
やニュースにより現状を把握する。授業
中に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

企業集団の出現とその展開について
11 産業構造の変化 産業構造の変化とそれに伴う国民生活の

変化について新聞やニュースにより現状
を把握する。授業中に紹介した参考書を
読む等

4第 回 時間

産業構造の変化とそれに伴う国民生
活の変化について

12 日本企業の海外進出 日本企業の海外進出について新聞や
ニュースにより現状を把握する。授業中
に紹介した参考書を読む等

4第 回 時間

どの産業がいつ、どこに進出してい
たのか
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13 自動車産業 戦後の自動車産業、特にトヨタ生産シス
テムについて新聞やニュースにより現状
を把握する。授業中に紹介した参考書を
読む等

4第 回 時間

戦後の自動車産業、特にトヨタ生産
システムについて

14 現代における企業経営 現代における企業経営環境の変化と今後
の展望について新聞やニュースにより現
状を把握する。授業中に紹介した参考書
を読む等

4第 回 時間

現代における企業経営環境の変化と
今後の展望について

2920
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授業科目名 知財マネジメント/知的財産権と法

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　知財の戦略的活用について学ぶ。
「知財（知的財産）」と聞くと、 「専門的すぎて自分には関係ない」「難しくてわからない」 「特許なんて将来取らない」と
思ってしまう人もいるでしょう。知財が難しく感じるのは「見えない資産」だからであり、実際は意外と身近なものです。
　そこで、この授業では、具体的な知財ビジネスの例（なぜ、モーツァルトは名曲を多数生み出したのに貧乏で一生を終えたの
か、なぜ、ピカソは7,500億円以上もの資産を遺すことができたのか、なぜ、くまモンは海外からも版権使用許可が殺到してい
るのか、なぜ、日本の苺の技術は盗まれ220億円の損害が出てしまったのか）を紹介し、知的財産権の最良行使・活用方法を解
説します。そして、更に、特許、商標、意匠をはじめとする知財財産の権利化と保護、その運用の意味について理解することを
目的とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

知的財産に関するビジネス知識の
修得

具体的事例の分析を通じて、知財
ビジネスに関する基礎知識および
基本的な考え方や発想法を身につ
けることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

知的財産に関する素養を備え、公
正・公平の観点から、当該分野に
おいて現代社会が直面している諸
問題に対応できる。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

3．DP７.実践の完遂 知的財産のマネタイズの理論を理
解し、それを実践するための方法
論を自分のものとすることを、諦
めずに、最後までやり遂げること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

2920
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原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期レポート

60

定期レポート試験の内容により問題発見力と実践力を評
価する。講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを
超えたレポート内容を合格とする。単にテキストや講義
資料の内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

①稲穂健市『こうして知財は炎上する　ビジネスに役立つ13の基礎知識』（NHK出版・2018年）、②久慈直登『経営戦略として
の知財』（CCCメディアハウス・2019年）、③正林真之『人生とビジネスを豊かに変える知財マネタイズ入門: 「貧乏モーツァ
ルト」にならないための人生攻略術』（サンライズパブリッシング・2019年）、④山本飛翔『スタートアップの知財戦略：事業
成長のための知財の活用と戦略法務』（勁草書房・2020年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： 　メールアドレスは、chiyohara@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：知財はいかに
して価値を生むか

知財のマネタイズ（資金化）の意味につ
いて調べておこう。

4第 回 時間

・なぜモーツァルトが金持ちになれ
なかったのか
・ずば抜けた才能は無くても、優雅
な一生を送ったプッチーニ

2 音楽に学ぶ金持ちと貧乏の才（モー
ツァルトとプッチーニの違い）

なぜモーツァルトは金持ちになれず、な
ぜプッチーニは、ずば抜けた才能は無く
ても、優雅な一生を送れたのかについ
て、その理由を調べておこう。

4第 回 時間

・歴史に名を残すも、貧乏音楽家で
生涯を終えたモーツァルト
・オペラこそ金持ちプッチーニの最
大の収入源

3 絵画に学ぶ金持ちと貧乏の才（ピカ
ソとゴーギャンの違い）

「自らの才能を知り、ビジネスにつなげ
た者だけが生き残る」とは、どういう意
味か調べておこう。

4第 回 時間

・画家としてもビジネスマンとして
も天才だったピカソ
・才能では負けなくても収入で負け
た貧乏ゴーギャン
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4 印税と商標が生むお金の話 「色の商標」「位置の商標」「音の商
標」のそれぞれの意味について調べてお
こう。

4第 回 時間

・貧乏モーツァルト漫画家と金持ち
プッチーニ漫画家の天国と地獄
・人はブランドを愛し、商標にお金
を払っている
・色を認めるなら音も認めろ：「お
～いお茶」の音商標

5 著作権が生むお金の話 アメリカの著1998年作権法延長法が、
「ミッキーマウス延長法」と呼ばれる理
由について調べておこう。

4第 回 時間

・著作物を守った商標権
・蘇り続けたミッキーマウスの延命
措置

6 ネーミング発想に挑戦する①（レ
ジェンド・ネーミングを分析する）

ネーミング対象の分析調査を進めておこ
う。

4第 回 時間

一度聞いたら忘れられない良いネー
ミングは、自分の商品のために考え
権利化できるようになると、アイデ
ィア発想や発明・創作活動が、より
豊かに楽しいものになります。ネー
ミング創作を実践で学びます。

7 ネーミング発想に挑戦する②（ネー
ミング創作）

「ネーミング登山マップ」に沿って、
ネーミング・コンセプトを考えておこ
う。

4第 回 時間

試作の必要も無く、誰でも、どこで
も考えられる最も簡便な発明である
ネーミングの創作方法を学び、提案
してもらいます。

8 知財ビジネスモデルの勝ちパターン 「マクドナルドはハンバーガーを売る不
動産会社」とは、どういう意味か調べて
おこう。

4第 回 時間

・ラーメン界のモーツァルトとプッ
チーニ
・ハンバーガーではなくポテトで稼
ぐマクドナルド
・「インテル」モデルと「ジレット
」モデル

9 特許のアイディアを商品化する①
（アイディア出し）

「困りごとマラソン」の手法により、課
題を抽出しておこう。

4第 回 時間

「課題（生活の中での困りごと）」
→「アイディア（課題を解決するた
めの発想）」→「発明（特許）」と
いう、創造的思考の3ステップに沿
って、知的財産の活用に挑戦する。

10 特許のアイディアを商品化する②
（提案書作成）

インターネットを使った市場調査のため
の文案を作成しよう。

4第 回 時間

第9回目の授業で発想したアイディ
アを基に、商品化のための提案書を
作成する

11 地域のアドバンテージをマネーに変
える錬金術①（地域団体商標）

地域団体商標の制度について調べておこ
う。

4第 回 時間

・最下位というナンバーワンを活か
す
・非公認貧乏「ゆるキャラ」と、愛
されてお金も稼ぐ金持ち「くまモン
」
・農家のこだわりを守る「有田みか
ん」の商標

12 地域のアドバンテージをマネーに変
える錬金術②（知財の海外流出）

知財の海外流出による被害事例について
調べておこう。

4第 回 時間

・「うなぎパイ」のひとり勝ちを守
る商標登録
・巨万の富を失った「餡入り生八つ
橋」

13 ご当地○○を考える①（栃木県はな
ぜ最下位なのか）

地域ブランド最下位となった栃木県の魅
力と要因を探ろう。

4第 回 時間

・なぜ栃木県は魅力度ランキング47
位なのか
・栃木県の魅力を棚卸してみる

14 ご当地○○を考える②（栃木県を救
え?）

魅力度ランキング最下位となった栃木県
の地域ブランディングの方策を考えよ
う。

4第 回 時間

・小がまとまることで権利を利権に
変えられる

2927
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授業科目名 情報法学

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　情報をめぐる法と倫理について学ぶ。
　マスメディアが「第四の権力」と呼ばれて久しいですが、本来、「情報の送り手」として国家と国民との情報の橋渡し役を務
めるはずのマスメディアが、必ずしもその役割を果たしていないのではないかという批判が沸き起こっています。本講義では、
表現の自由の優越的地位やマスメディアの権利などの古典的な論点から、ヘイトスピーチやリベンジポルノなどの新たな問題ま
で、マスメディアの正負、両方の側面に焦点を当てて、主要な判例の分析を通じてマスメディア本来の役割について解き明かし
ていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

具体的な事例の分析を通じて、バ
ランスのとれたものの見方、法的
なものの見方の基礎を身につけ、
政治問題や社会問題についてより
深く理解する。

具体的な事例の分析を通じて、バ
ランスのとれたものの見方、法的
なものの見方の基礎を養い、政治
問題や社会問題についてより深く
理解できるようになる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

授業貢献

10

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『メディア判例百選［第2
版］』（別冊Jurist241
号）

長谷部恭男・山口いつ子・
宍戸常寿(編)

有斐閣・・ 年・2018

参考文献等

①宍戸常寿編著『新・判例ハンドブック情報法』（日本評論社）、②竹田稔・堀部政男編著『新・裁判実務大系9 名誉・プライ
バシー保護関係訴訟法』（青林書院）、③松井茂記『マスメディア法入門（第5版）』（日本評論社）、④鈴木秀美・山田健太
編著『よくわかるメディア法』（ミネルヴァ書房）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： メールアドレスは、chiyohara@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 取材・報道の自由①（取材源の秘匿
と取材の自由）

教科書の判例1・4を読んで、事実の概要
と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　国家秘密の保護、および取材源の
秘匿に関する重要判例をフォローし
た上で、取材・報道の自由とメディ
アの地位について考察する。

2 取材・報道の自由②（報道の自由と
公正な裁判）

教科書の判例6・7・11を読んで、事実の
概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　司法機関からのメディアに対する
取材ビデオテープの差し押さえに関
する重要判例をフォローした上で、
報道の自由と公正な裁判の関係につ
いて考察する。

3 情報公開と知る権利 教科書の判例12・13・14を読んで、事実
の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　国民の「知る権利」と国家の「ア
カウンタビリティ」を具現化する制
度としての情報公開法制について概
説する。

4 名誉毀損①（名誉毀損の基本原理） 教科書の判例20・21・23・24・26を読ん
で、事実の概要と判旨をまとめておこ
う。

4第 回 時間

　表現行為に対する規制の代表例と
しての名誉毀損制度について、表現
の自由との関係、および免責要件を
中心に概説する。

5 名誉毀損②（意見・論評と名誉毀
損）

教科書の判例33・34・35・36を読んで、
事実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間
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　名誉毀損の免責法理の一つである
「公正な論評の法理」について、概
説する。

6 名誉毀損③（名誉毀損の救済手段） 教科書の判例70・72・73・77を読んで、
事実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　名誉毀損の救済手段である損害賠
償請求、謝罪広告及び反論文掲載の
請求、事前差し止め、のそれぞれの
制度の問題点について、表現の自由
の保障との関係において概説する。

7 プライバシー侵害とプライバシーの
権利①（プライバシー侵害の成立要
件）

教科書の判例40・41・42・43を読んで、
事実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　プライバシーの権利の生成過程、
権利概念の変遷についてフォローし
た上で、プライバシー侵害の成立要
件について概説する。

8 プライバシー侵害とプライバシーの
権利②（少年事件報道と少年法61
条）

教科書の判例47・48を読んで、事実の概
要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　表現行為に対する規制の代表例と
してのプライバシー侵害言論の規制
について、少年法61条の問題を中心
に概説する。

9 プライバシー侵害とプライバシーの
権利③（プライバシー侵害の救済手
段）

教科書の判例69・74・75・76を読んで、
事実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　プライバシー侵害の救済手段であ
る損害賠償請求、事前差し止め、の
それぞれの制度の問題点について、
表現の自由の保障との関係において
概説する。

10 性表現規制 教科書の判例55・56・57・60を読んで、
事実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　表現行為に対する内容着目規制と
してのわいせつ表現規制、児童ポル
ノ規制、有害表現規制について概説
し、その合憲性について考察する。

11 新聞・出版に対する規制 教科書の判例79・84・85を読んで、事実
の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　プリント・メディアの代表例であ
る新聞および出版に対する法規制に
ついて、表現の自由の保障との関係
において概説する。

12 放送法の規制 教科書の判例89・92・98を読んで、事実
の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　「発掘あるある大事典Ⅱ」事件や
「生活ほっとモーニング」事件など
、近年、その被害が問題となってい
る放送メディアについて、BPOの存
在意義なども踏まえながら概説する
。

13 インターネットと法①（名誉棄損と
プロバイダ責任制限法）

教科書の判例110・111・112・113・114を
読んで、事実の概要と判旨をまとめてお
こう。

4第 回 時間

　我々の生活を豊かにする一方で、
様々な問題を引き起こしているイン
ターネットの問題について、特に名
誉棄損とプロバイダ責任制限法の関
係に関して概説する。

14 インターネットと法②（検索結果の
削除請求と忘れられる権利）

教科書の判例115・116・117を読んで、事
実の概要と判旨をまとめておこう。

4第 回 時間

　我々の生活を豊かにする一方で、
様々な問題を引き起こしているイン
ターネットの問題について、特に検
索結果の削除請求と忘れられる権利
の関係に関して概説する。

2930
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授業科目名 Study Abroad English 1

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

J.リング

演習

該当する

The professor has several years of business experience as a manager at a company in the
USA.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

留学や海外生活で必要な実用的な英語を身に付けることを目的とします。海外における異文化に根ざした多様な考え方や価値観
を、ビジネスコンテンツを通した学習により理解し、さまざまな場面や用途における英語のリーディングとリスニングの力を養
うことでTOEIC（L&R）テストにも応用できるようにします。グローバル化の進展する社会では、英語はまさに共通言語として利
用されているため、World Englishesの視点から多様な英語に触れることを重要視します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

文化的言語的背景の異なる人との
さまざまな話題について概要を理
解できる英語力を身につける

相手のいうことを理解し、反応す
るために多様な英語使用場面を知
る

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

TOEICの頻出単語や文法の理解力と
聞く力

TOEICテストスコア500点以上取得
に向け基礎力をつける

汎用的な力

1．DP８.他者とのコミュニケー
ション

相手の言うことを理解しようとす
る態度、自分が伝えたいことを場
面に合わせて発言する力を身につ
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

●原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績を「不可」とします。
●私語や携帯電話等の不要な使用などが目立つ場合、授業への積極的な参加の意志がないものとみなします。

2930
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度および授業時の発言等、授業へ
の積極的な参加

30

質問や自分の考え・意見の発表に向けた態度、課題の完
成に向けた働きかけ、自己の理解度や努力についての言
語化にどれだけ積極的に取り組んでいるかを評価します
。

：

％

小テスト

15

原則として毎時間の開始時に行われる、その日の授業の
予習度や前週の授業の復習度を確認する小テストの評価
。

：

％

課題・自宅学習

15

課題や課題への取り組みや完成度を評価します。：

％

パフォーマンステスト

20

パフォーマンス課題の得点で評価します。：

％

期末試験（筆記試験）

20

期末試験の得点で評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Business Result, Second
Edition, Elementary,
Student's Book with
Online practice

 D Grant, J Hughes, N
Leeke & R Turner

Oxford University Press・・ 年・2019

参考文献等

必要に応じて、教員が紹介・配布します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
●毎回、授業内に小テストを実施します。
●毎回、授業終了時に課題が出されます。
●授業では、教科書を使用するほか、必要に応じてハンドアウト等を配布します。
●第1回目の授業で示されるルールを守って受講してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：

場所：

備考・注意事項： 授業時にお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、およびTOEIC
テストの概要説明

コア表現リストの復習、Unit1の小テスト
準備、Unit1の全てに目を通す

1第 回 時間

TOEICのリスニング・リーディング
それぞれのセクションの特徴を概説
する。また、それぞれのセクション
において最重要となるコア表現を例
文とともに押さえる。

2 Unit 1 Jobs (Listening) Unit 1の復習・リーディング課題、Unit
1の小テスト準備

1第 回 時間

・様々な国・国籍についての英語表
現を確認する
・現在形、所有格について復習する
・つづりの確認の仕方について知る
・ビジネスにおけるあいさつの仕方
について確認する

3 Unit 1 Jobs (Reading) Unit 1の復習、Unit2の小テスト準備、
Unit2の全てに目を通す

1第 回 時間

・ソーシャルネットワーキングサイ
トについて知識を深める
・企業がどのようにSNSを活用して
いるのかについてディスカッション
を行う
・自分の意見をまとめ発表する
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4 Unit 2 Products & Services

(Listening)
Unit 2の復習・リーディング課題、Unit
2の小テスト準備

1第 回 時間

・企業の種類とその事業内容につい
ての英語表現を確認する
・現在形の使われ方について確認す
る
・数字の読み方について確認する
・電話の掛け方について知る

5 Unit 2 Products & Services
(Reading)

Unit 2の復習、Unit3の小テスト準備、
Unit3の全てに目を通す

1第 回 時間

・オンラインサービスについて知識
を深める
・オンラインを使った新規ビジネス
についてディスカッションを行う
・自分の意見をまとめ発表する

6 Unit 3 Location (Listening) Unit 3の復習・リーディング課題、Unit
3の小テスト準備

1第 回 時間

・ロケーションや職場についての英
語表現を確認する
・There is/areとSome/anyについて
の構文を復習する
・emailや郵便住所についての表現
を知る
・電話での発注についての表現を知
る

7 Unit 3 Location (Reading) Unit 3の復習、Unit4の小テスト準備、
Unit4の全てに目を通す

1第 回 時間

・企業の立地条件について知識を深
める
・インタビュー形式のリーディング
素材の理解を深める
・いくつかの実在企業の立地につい
て良い点・悪い点をディスカッショ
ンし、企業戦略についての考えを深
める
・自分の意見をまとめ発表する

8 Unit 4 Technology (Listening) Unit 4の復習・リーディング課題、Unit
4の小テスト準備

1第 回 時間

・テクノロジーや機能についての英
語表現を確認する
・頻度を表す副詞と疑問詞について
復習する
・順序立てた論理の流れを作る表現
を知る
・依頼の仕方と支援の申し出の表現
を知る

9 Unit 4 Technology (Reading) Unit 4の復習、Unit5の小テスト準備、
Unit5の全てに目を通す

1第 回 時間

・最新の技術を使った製品について
知識を深める
・企業がマーケットでの優位を保つ
ための戦略についてディスカッショ
ンをする
・自分の意見をまとめ発表する

10 Unit 5 Communication (Listening) Unit 5の復習・リーディング課題、Unit
5の小テスト準備

1第 回 時間

・書類ややりとりについての英語表
現を確認する
・過去形（規則変化動詞）と時間の
表現について復習する
・謝罪の仕方の英語表現を知る
・問題解決をする際の英語表現を知
る

11 Unit 5 Communication (Reading) Unit 5の復習、Unit 6の小テスト準備、
Unit6の全てに目を通す

1第 回 時間

・職業について知識を深める
・どのような仕事が自分に向いてい
るのかについて考えを深める
・起業することについてディスカッ
ションをする
・自分の意見をまとめ発表する

12 Unit 6 Networking (Listening) Unit 6の復習・リーディング課題、Unit
6の小テスト準備

1第 回 時間
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・ソーシャルメディアやネットワー
キングについての英語表現を確認す
る
・過去形（不規則変化動詞）と時間
の表現について復習する
・旅程を説明する表現を知る
・会話の仕方の表現を知る

13 Unit 6 Networking (Reading) Unit 6の復習、パフォーマンステスト準
備（英語ブックレビュー作成）

1第 回 時間

・啓発本について知識を深める
・それぞれの啓発本の内容について
ディスカッションをする
・自分の意見をまとめ発表する

パフォーマンステストについての説
明
ブックレビューをする啓発本を探し
、英語でレビューの土台を作ること

14 Book Review Project リフレクションレポート作成 1第 回 時間
・インターネットや図書館を使って
調べた面白そうな啓発本について紹
介をするブックレビューを書き、英
語で発表する

・期末テスト概要説明

2931
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授業科目名 Study Abroad English 2

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 1

J.リング

演習

該当する

The professor has several years of business experience as a manager at a company in the
USA.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

留学や海外生活で必要な実用的な英語を身に付けることを目的とします。海外における異文化に根ざした多様な考え方や価値観
を、ビジネスコンテンツを通した学習により理解し、さまざまな場面や用途における英語のリーディングとリスニングの力を養
うことでTOEIC（L&R）テストにも応用できるようにします。グローバル化の進展する社会では、英語はまさに共通言語として利
用されているため、World Englishesの視点から多様な英語に触れることを重要視します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

文化的言語的背景の異なる人との
さまざまな話題について概要を理
解できる英語力を身につける

相手のいうことを理解し、反応す
るために多様な英語使用場面を知
る

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

TOEICの頻出単語や文法の理解力と
聞く力

TOEICテストスコア500点以上取得
に向け基礎力をつける

汎用的な力

1．DP８.他者とのコミュニケー
ション

相手の言うことを理解しようとす
る態度、自分が伝えたいことを場
面に合わせて発言する力を身につ
ける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

●原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。
●私語や携帯電話等の不要な使用などが目立つ場合、授業への積極的な参加の意志がないものとみなします。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度および授業時の発言等、授業へ
の積極的な参加

30

質問や自分の考え・意見の発表に向けた態度、課題の完
成に向けた働きかけ、自己の理解度や努力についての言
語化にどれだけ積極的に取り組んでいるかを評価します
。

：

％

小テスト

15

原則として毎時間の開始時に行われる、その日の授業の
予習度や前週の授業の復習度を確認する小テストの評価
。

：

％

宿題・自宅学習

15

宿題や課題への取り組みや完成度を評価します。：

％

パフォーマンステスト

20

パフォーマンス課題の得点で評価します。：

％

期末試験

20

期末試験の得点で評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Business Result, Second
Edition, Elementary,
Student's Book with
Online practice

D Grant, J Hughes, N
Leeke & R Turner

Oxford University Press・・ 年・2019

参考文献等

必要に応じて、教員が紹介・配布します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
●毎回、授業内に小テストを実施します。
●毎回、授業終了時に宿題が出されます。
●授業では、教科書を使用するほか、必要に応じてハンドアウト等を配布します。
●第1回目の授業で示されるルールを守って受講してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：

場所：

備考・注意事項： 授業時にお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Unit 7 Departments (Listening) Unit 7の復習・リーディング課題、Unit
7の小テスト準備

1第 回 時間

・部署やその職務についての英語表
現を確認する
・場所を表す前置詞と動きについて
復習する
・this,that,these,thoseを使った
表現を復習する
・留守番電話の残し方についての表
現を知る

2 Unit 7 Departments (Reading) Unit 7の復習、Unit 8の小テスト準備、
Unit8の全てに目を通す

1第 回 時間

・風水について知識を深める
・縁担ぎなどがどのようにビジネス
マインドついて影響するのかについ
てディスカッションをする
・自分の意見をまとめ発表する

3 Unit 8 Employment (Listening) Unit 8の復習・リーディング課題、Unit
8の小テスト準備

1第 回 時間
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・雇用についての英語表現を確認す
る
・現在完了形について復習する
・時間の表しかたについて知る
・アポイントメントの取り方の表現
を知る

4 Unit 8 Employment (Reading) Unit 8の復習、Unit 1～8の小テスト準
備、英文履歴書の完成

1第 回 時間

・英文履歴書について知識を深める
・自分についてSWOT分析をして深く
知る
・自分の英文履歴書を作成する

5 パフォーマンステスト準備 パフォーマンステストの練習、Unit 1～8
の小テスト準備

1第 回 時間

パフォーマンステストの説明
教員が提示する英語のインタビュー
役のスクリプトを確認

自分の英文履歴書を使ってペアにな
って英語インタビューのロールプレ
イの練習

6 パフォーマンステスト（英語インタ
ビュー）

Unit 9の小テスト準備、Unit9の全てに目
を通す

1第 回 時間

・それぞれのペアごとにインタビュ
ーの実演
・ピアレビュー

7 Unit 9 Competition (Listening) Unit 9の復習・リーディング課題、Unit
9の小テスト準備

1第 回 時間

・ビジネスにおける競争について知
識を深める
・比較級について復習する
・値段の表しかたについて知る
・比較検討の仕方の表現を知る

8 Unit 9 Competition (Reading) Unit 9の復習、Unit 10の小テスト準備、
Unit10の全てに目を通す

1第 回 時間

・価格を比較検討することについて
知識を深める
・自分の購買活動についてディスカ
ッションをする
・自分意見をまとめ発表する

9 Unit 10 Teamwork (Listening) Unit 10の復習・リーディング課題、Unit
10の小テスト準備

1第 回 時間

・チームで働くことついて知識を深
める
・最上級について復習する
・情報への反応の仕方の表現を知る
・外食の際の表現について知る

10 Unit 10 Teamwork (Reading) Unit 10の復習、Unit 11の小テスト準
備、Unit11の全てに目を通す

1第 回 時間

・チームワークについて知識を深め
る
・チームワークついてディスカッシ
ョンをする
・自分意見をまとめ発表する

11 Unit 11 Travel (Listening) Unit 11の復習・リーディング課題、Unit
11の小テスト準備

1第 回 時間

・ホテルに滞在することついて知識
を深める
・be going toと目的を表す不定詞
について復習する
・お金について話す時の表現を知る
・外食の際の表現について知る

12 Unit 11 Travel (Reading) Unit 11の復習、Unit 12の小テスト準
備、Unit12の全てに目を通す

1第 回 時間

・旅における学びについて知識を深
める
・旅をすることに意義ついてディス
カッションをする
・自分意見をまとめ発表する

13 Unit 12 Schedules (Listening) Unit 12の復習・リーディング課題、Unit
12の小テスト準備

1第 回 時間

・カレンダーとスケジュールについ
て知識を深める
・現在完了形について復習する
・時間を表す前置詞の表現を知る
・計画を立てる時の表現について知
る
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14 Unit 12 Schedules (Reading) Unit 12の復習・宿題、期末試験に向けた
勉強

1第 回 時間

・タイムマネジメントについて知識
を深める
・自分のタイムマネジメントについ
てディスカッションをする
・自分意見をまとめ発表する
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授業科目名 English for Business Communication 1

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

フロンク

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This course will provide students with a solid foundation in English business communication skills. Students will
receive and introduction into how business works, understand business terms and expressions, how to work with
people, give business presentations, and negotiate.  Students will also have opportunities to practice their
social English skills in a business context, and apply previously learned skills in listening, speaking, reading,
writing, and grammar to a business context. Students will learn about levels of formality and how to use English
in formal and informal contexts. Class assignments include presentations, discussions, and communicative
activities with a focus on meeting the needs of practical and real business communication situations in English.
This syllabus will be adjusted as needed to meet student needs.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

Students will engage in
International communication:
reading business reports, read
and write letters and emails,
talking about facts, figures
and diagrams.

Students will be able to apply
their understanding of business
English to their speaking,
writing, reading, and
presentation skills in an
international business context.

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

Students will be able to create
business reports, proposals,
investment plans, notices, and
sales leaflets.

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

Students will use presentations
to demonstrate problem-solving
skills.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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成績評価

注意事項等

Students are responsible for all quizzes, tests, and assignments regardless of attendance.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Homework/Assignments

20

Students will receive a grade for homework completi
on.  Each homework assignment will have a deadline.
Other research assignments and reports will be grad
ed on formats discussed in class.

：

％

Final Exam

30

Students will be assessed on the cumulative materia
l from the semester.  The final exam will test the
student knowledge of lexis, grammar, and business p
ractices covered in the semester.

：

％

Presentations/Projects

25

Students will give presentations and be evaluated o
n a rubric. Students will also have projects that w
ill give them an opportunity to apply their theoret
ical knowledge in a controlled environment.

：

％

Quizzes

25

It is extremely important that students learn busin
ess vocabulary. Quizzes will be frequent and cumula
tive. Students should be ready for announced and un
announced vocabulary quizzes.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Market Leader Pre-
Intermediate 3rd
Edition Extra

Cotton, D., Falvey, D.,
Kent, S.

Pearson Education
Limited

・・ 年・2021

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

This class is a twice a week, 2-credit course that will require classwork and preparation every week outside of
classroom hours. Students should be prepared to complete classwork assignments on time every week and attend
classes as instructed. Students should be ready to use English actively in class and participate at all times.  In
principle, this class will be conducted only in English.  Students are expected to keep a vocabulary and
terminology notebook, which will be checked by the instructor regularly.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Course Introduction; how to use
resources; how to present

Unit 1 vocabulary study, Unit 1
content preview

1第 回 時間

Course outline and introduction.
Students will learn course objec
tives and expectations.
Students will learn how to use r
esources, including glossary, di
ctionary, thesaurus, lexical dat
abases, and vocabulary resources
.
Students will learn basic tenant
s of presentation expectations.
Students will learn limits of tr
anslation resources, and how to
use legitimate online language r
esources successfully.

2 Unit 1: Starting up and
Vocabulary

Unit 1 vocabulary study, practice
exercises

1第 回 時間
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Students will practice speaking
and learn vocabulary connected t
o ambition and careers.  Student
s will learn meaning, form, and
pronunciation of lexis.

3 Unit 1: Reading and Listening Unit 1 vocabulary study, content
review

1第 回 時間

Students will do listening, read
ing, and writing activities on t
he topics of online image and ch
anging jobs.

4 Unit 1: Language Review and
Skills

Unit 1 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review modal verbs
, and apply their use to telepho
ne skills.  Students will role p
lay and receive feedback on thei
r language skills.

5 Unit 1: Case Study Unit 1 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will read a business re
port and participate in a busine
ss decision-making process.  Stu
dents will be expected to use pr
eviously learned vocabulary and
logic in English to express thei
r decisions.  This is a task-bas
ed lesson.

6 Unit 2: Starting up and
Vocabulary

Unit 2 vocabulary study, Unit 1
content review

1第 回 時間

Students will discuss companies.
They will learn and use vocabula
ry connected to describing what
the company does.  Students will
apply this knowledge to describe
domestic companies.

7 Unit 2: Listening and Reading Unit 2 vocabulary study, Unit 2
content review, prepare for
presentation

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in listening for specific in
formation and listening for deta
iled comprehension in context of
a successful company.  They will
practice their skills in reading
for gist and reading for specifi
c information in context of comp
aring different organizations.
Students will compare and contra
st companies and discuss pros an
d cons of business practices.

8 Unit 2: Language Review and
Presentation Skills

Unit 2 vocabulary study, grammar
review, prepare for presentation

1第 回 時間

Students will review use of pres
ent continuous and present simpl
e.  They will use this knowledge
to practice their presentation s
kills in terms of introducing a
company. They will receive feedb
ack on their presentation skills
. They will also learn how to mo
re effectively structure a prese
ntation.

9 Unit 2: Case Study Unit 2 vocabulary study, writing,
prepare for presentation

1第 回 時間

Students will read a business re
port and listen to portions of a
board meeting.  They will role p
lay as directors and make an inv
estment decision.  This is a tas
k-based lesson.

10 Unit 2: Presentation Unit 2 vocabulary study, self-
evaluation

1第 回 時間

Students will give a formal pres
entation in which they will intr
oduce their company.

11 Unit 3: Starting up and
Vocabulary

Unit 3 vocabulary study, Unit 3
content preview

1第 回 時間
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Students will discuss opinions r
elated to shopping and selling.
They will learn and practice usi
ng vocabulary in the context of
making sales.

12 Unit 3: Listening and Reading Unit 3 vocabulary study, Unit 2
content review

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in listening for gist and li
stening for specific information
.  Students will use critical th
inking skills to answer question
s in the context of selling on T
V.  Students will practice their
skills in reading for specific i
nformation and reading for detai
led comprehension in the context
of women in sales.

13 Unit 3: Language Review and
Negotiating Skills

Unit 3 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review grammar rel
ated to modals.  They will apply
this knowledge to practice their
skill in negotiating.  Students
will receive examples and feedba
ck on their skills with negotiat
ion.  They will learn useful lan
guage to use in negotiation.

14 Unit 3: Case Study Unit 3 vocabulary study, writing,
revision

1第 回 時間

Students will read background on
a business and hear a conversati
on prior to a negotiation.  They
will divide into different group
s and role play as different bus
inesses in a negotiation.  This
is a task-based lesson.

15 Unit 4: Starting up and
Vocabulary

Unit 4 vocabulary study, Unit 4
content preview

1第 回 時間

Students will discuss their opin
ions about ideas and innovation.
They will learn verb/noun combin
ations and apply the knowledge t
o solving problems in the contex
t of research and development.

16 Unit 4: Listening and Reading Unit 4 vocabulary study, Unit 3
content review, group presentation
preparation

1第 回 時間

Students will practice their cri
tical thinking skills and their
skills in listening for specific
information and detailed compreh
ension in the context of an inte
rview about business ideas.  The
y will practice their skills in
reading for gist and reading for
specific information in the cont
ext of innovative ideas.

17 Unit 4: Language Review and
Skills

Unit 4 vocabulary study, grammar
review, group presentation
preparation

1第 回 時間

Students will review the past si
mple and past continuous.  They
will use this grammar to practic
e their ability to participate i
n a group meeting in English.

18 Unit 4: Case Study Unit 4 vocabulary study, group
presentation preparation

1第 回 時間

Students will listen to a conver
sation and give opinions about u
nusual attractions.  They will r
ecommend one attraction to the k
ey judge.  Students will make gr
oups and prepare for their group
presentation.

19 Unit 4: Group Presentation Unit 4 vocabulary study, presentation
group evaluation

1第 回 時間
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Students will make a group prese
ntation about a new attraction i
n the area.  They will include a
business report and copies for a
ll students.  The presentation a
nd business report will be asses
sed by rubric and group contribu
tion feedback.

20 Unit 5: Starting up and
Vocabulary

Unit 5 vocabulary study, Unit 5
content preview

1第 回 時間

Students will discuss their opin
ions about stress and relaxation
.  They will learn vocabulary co
nnected to stress in the workpla
ce.

21 Unit 5: Listening and Reading Unit 5 vocabulary study, Unit 4
content review

1第 回 時間

Students will practice their cri
tical thinking skills and their
skills in listening for specific
information and detailed compreh
ension in the context of dealing
with stress.  They will practice
their skills in  reading for spe
cific information and detailed c
omprehension in the context of w
ord related stress international
ly.

22 Unit 5: Language Review and
Skills in Discussion
Participation

Unit 5 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review the usage o
f the past simple and present pe
rfect.  They will also receive e
xamples of participation in disc
ussions and practice discussion-
related skills in pairs and/or s
mall groups.  Students will rece
ive feedback on their discussion
s.

23 Unit 5: Case Study Unit 5 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will read a background
report and read opinions of stre
ss in a large advertisement agen
cy.  Students will work in small
groups to answer questions and p
rovide recommendations for solut
ions.  This is a task-based less
on.

24 Unit 6: Starting up and
Vocabulary

Unit 6 vocabulary study, Unit 6
content preview

1第 回 時間

Students will learn about and di
scuss the culture of entertainin
g foreign businesspeople.  They
will learn vocabulary connected
to eating, drinking, and enterta
inment as it relates to business
culture.

25 Unit 6: Listening and Reading Unit 6 vocabulary study, Unit 5
content review

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in listening for specific in
formation and listening for deta
iled comprehension in context of
corporate events.  They will pra
ctice their skills in reading fo
r gist and reading for specific
information in context of corpor
ate entertainment.  Students wil
l compare and contrast answers g
iven by directing staff.

26 Unit 6: Language Review and
Skills in Small Talk

Unit 6 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review multiword v
erbs.  They will practice their
skills in greetings and small ta
lk.  They will practice polite r
efusals and clarification.

27 Unit 6: Case Study Unit 6 vocabulary study, writing 1第 回 時間
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Students will work in small grou
ps to help a multinational corpo
ration choose a venue for a sale
s conference. This is a task-bas
ed lesson.

28 Unit 1-6 Review and Working
Across Cultures

Vocabulary study, Unit 1-6 content
review

1第 回 時間

Students will exchange opinions
about working in different cultu
res.  They will discuss pros and
cons of different workstyles.  S
tudents will complete a cumulati
ve review on the content of Unit
1-6 and work in groups.
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授業科目名 English for Business Communication 2

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

フロンク

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This course will provide students with a solid foundation in English business communication skills. Students will
receive and introduction into how business works, understand business terms and expressions, how to work with
people, give business presentations, and negotiate.  Students will also have opportunities to practice their
social English skills in a business context, and apply previously learned skills in listening, speaking, reading,
writing, and grammar to a business context. Students will learn about levels of formality and how to use English
in formal and informal contexts. Class assignments include presentations, discussions, and communicative
activities with a focus on meeting the needs of practical and real business communication situations in English.
This syllabus will be adjusted as needed to meet student needs.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

Students will engage in
International communication:
reading business reports, read
and write letters and emails,
talking about facts, figures
and diagrams.

Students will be able to apply
their understanding of business
English to their speaking,
writing, reading, and
presentation skills in an
international business context.

汎用的な力

1．DP７.実践の完遂 Students will be able to see
measured improvement in their
listening and reading skills in
business English.  They will be
able to provide relevant
information and receive
feedback on their ideas.

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

Students will use presentations
to demonstrate problem-solving
skills.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします
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・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students are responsible for all quizzes, tests, and assignments regardless of attendance.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Homework/Assignments

20

Students will receive a grade for homework completi
on.  Each homework assignment will have a deadline.
Other research assignments and reports will be grad
ed on formats discussed in class.

：

％

Final Exam

30

Students will be assessed on the cumulative materia
l from the semester.  The final exam will test the
student knowledge of lexis, grammar, and business p
ractices covered in the semester.

：

％

Presentations/Projects

25

Students will give presentations and be evaluated o
n a rubric. Students will also have projects that w
ill give them an opportunity to apply their theoret
ical knowledge in a controlled environment.

：

％

Quizzes

25

It is extremely important that students learn busin
ess vocabulary. Quizzes will be frequent and cumula
tive. Students should be ready for announced and un
announced vocabulary quizzes.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Market Leader Pre-
Intermediate 3rd
Edition Extra

Cotton, D., Falvey, D.,
Kent, S.

Pearson Education
Limited

・・ 年・2021

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

This class is a twice a week, 2-credit course that will require classwork and preparation every week outside of
classroom hours. Students should be prepared to complete classwork assignments on time every week and attend
classes as instructed. Students should be ready to use English actively in class and participate at all times.  In
principle, this class will be conducted only in English.  Students are expected to keep a vocabulary and
terminology notebook, which will be checked by the instructor regularly.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Unit 7: Starting up and
Vocabulary

Unit 7 vocabulary study,  Unit 7
content preview

1第 回 時間

Students will practice speaking
in the context of new companies.
They will learn economic terms a
nd give opinions about the way t
heir country handles economic is
sues.

2 Unit 7: Listening and Reading Unit 7 vocabulary study, Unit 6
content review

1第 回 時間
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Students will practice their lis
tening for gist, listening for s
pecific information, and listeni
ng for detailed comprehension sk
ills in the context of starting
a new business.  They will pract
ice their skills in reading comp
rehension in the context of new
business ideas.

3 Unit 7 Language review and
Skills

Unit 7 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review time clause
s and practice talking about num
bers and figures. They will also
learn about differences in Briti
sh and American English in terms
of numbers and figures.

4 Unit 7: Case study Unit 7 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will read background on
a company and role play as plann
ing committee members.  They wil
l work together in a variety of
groups to solve some expansion p
roblems.  This is a task based l
esson.

5 Unit 8: Starting up and
Vocabulary

Unit 8 vocabulary study, Unit 8
content preview

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in speaking in the context o
f marketing.  They will also lea
rn meaning, form, and pronunciat
ion of vocabulary connected with
marketing.

6 Unit 8: Listening and Reading Unit 8 vocabulary study, Unit 7
content review

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in listening for specific in
formation in the context of phar
maceutical marketing.  They will
practice their skills in reading
for detailed comprehension in th
e context of brands expanding in
China.

7 Unit 8: Language Review and
Skills

Unit 8 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review grammar for
questions.  They will then put t
hat knowledge to use by practici
ng their telephoning skills to e
xchange information.  They will
role play and receive feedback o
n their role play performance.

8 Unit 8: Case Study Unit 8 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will read and listen to
background information, then wor
k in groups to relaunch a produc
t to achieve its maximum sales p
otential.  This is a task based
lesson.

9 Business Skills: Interviewing Unit 9 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will discuss and learn
strategies in terms of interview
ing for a business related job.
They will practice writing about
their professional skills and pa
rticipate in mock interviews.

10 Unit 9: Starting up and
Vocabulary

Unit 9 vocabulary study, Unit 9
content preview, presentation
preparation

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in speaking on the topic of
planning.  They will learn vocab
ulary and collocations connected
to making plans.

11 Unit 9: Listening and Reading Unit 9 vocabulary study, Unit 8
content review, presentation
preparation

1第 回 時間
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Students will practice their ski
lls in listening for gist and li
stening for detailed comprehensi
on in the context of business pl
anning.  They will also practice
their skills in reading for spec
ific information and detailed co
mprehension in the context of di
fficulties with planning.

12 Unit 9: Language review and
Skills

Unit 9 vocabulary study, grammar
review, presentation preparation

1第 回 時間

Students will review grammar use
d to talk about future plans.  T
hey will also practice their ski
lls in interrupting and clarifyi
ng at meetings.  They will role
play and receive feedback on the
ir language skills.

13 Unit 9: Case study Unit 9 vocabulary study, preparation
for presentation

1第 回 時間

Students will engage in a task b
ased lesson based on media launc
hing.  They will work together i
n groups to achieve the assigned
task.

14 Unit 9 Group Presentation Unit 9 vocabulary study, self-
assessment, group assessment

1第 回 時間

Students will give a group prese
ntation.  The presentation will
be a new magazine first issue pi
tch.  Students will be graded ac
cording to a rubric and peer eva
luation.

15 Unit 10: Starting up and
Vocabulary

Unit 10 vocabulary study, Unit 10
content preview

1第 回 時間

Students will talk about the qua
lities and skills of good manage
rs.  They will learn the meaning
, form, and pronunciation of voc
abulary relating to describing p
eople.

16 Unit 10: Listening and Reading Unit 10 vocabulary study, Unit 9
content review

1第 回 時間

Students will practice their ski
lls in listening for specific in
formation in the context of mana
ging people.  They will also pra
ctice their skills in reading fo
r gist, reading for specific inf
ormation, and reading for detail
ed comprehension in the context
of employee engagement.

17 Unit 10: Language review and
Skills

Unit 10 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review using repor
ted speech.  They will practice
their understanding of social si
tuations and entertaining guests
visiting from foreign countries.

18 Unit 10: Case study Unit 10 vocabulary study, writing 1第 回 時間
Students will role play in small
groups.  This is a task based le
sson in which students will sugg
est ways in which to improve per
formance of employees.

19 Business Skills: Small talk Unit 10 content review, report 1第 回 時間
Students will learn how to engag
e in small talk in a business co
ntext.  They will role play and
receive feedback on their small
talk skills.

20 Unit 11: Starting up and
Vocabulary

Unit 11 vocabulary study, Unit 11
content preview, report

1第 回 時間

Students will learn about and pr
actice speaking about conflict r
esolution.  They will learn voca
bulary in the context of root no
uns and their related adjectives
.
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21 Unit 11: Listening and Reading Unit 11 vocabulary study, report 1第 回 時間
Students will practice listening
and reading about resolving disp
utes. They will practice reading
authentic, ungraded business mat
erial.  They will practice liste
ning and reading for detailed co
mprehension.

22 Unit 11: Language review and
Negotiating Skills

Unit 11 vocabulary study, grammar
review, report due

1第 回 時間

Students will review the grammar
for first and second conditional
s.  They will practice using thi
s grammar in negotiation for con
flict resolutions.  Students wil
l role play and receive feedback
on their performance.

23 Unit 12: Starting up and
Vocabulary

Unit 12 vocabulary study, Unit 12
content preview

1第 回 時間

Students will practice talking a
bout their favorite products.  T
hey will learn meaning, form, an
d pronunciation of vocabulary in
the context of describing produc
ts.

24 Unit 12: Listening and Reading Unit 12 vocabulary study, Unit 11
content review

1第 回 時間

Students will practice their ski
ll in listening for specific inf
ormation in the context of great
products.  Students will also pr
actice their skills in reading f
or gist, reading for specific in
formation, and reading for detai
led comprehension in the context
of product innovation.

25 Unit 12: Language review and
Skills

Unit 12 vocabulary study, grammar
review

1第 回 時間

Students will review the grammar
for passive verbs.  They will al
so practice their skills in the
context of presenting a product
to some buyers.  They will role
play and receive feedback on the
ir role play.

26 Unit 12 Case Study Unit 12 vocabulary study, writing 1第 回 時間
This is a task based lesson in w
hich students will work together
in small groups to prepare a sho
rt presentation for a new and in
novative product.

27 Unit 7-9 Review; Business
Skills: Negotiations

Unit 7-9 vocabulary study, Unit 7-9
content review

1第 回 時間

Students will review all the top
ics covered in Units 7-12.
They will use the review materia
l to practice their skills in bu
siness negotiations in a task-ba
sed lesson.

28 Unit 10-12 Review; Business
Skills: Presentations

Unit 10-12 vocabulary study, Unit 10-
12 content review

1第 回 時間

Students will do a final review
of class content from Units 10-1
2. They will use the review mate
rial to practice their skills in
presentation preparation and exe
cution.
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授業科目名 イベント企画演習

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

松田充史

演習

該当する

長年イベントに携わり、イベントの企画・立案および運営マネジメントを担当。一般社団法人日本イ
ベント産業振興協会認定である。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、観光立国戦略の手段であるＭＩＣＥについて学びます。ＭＩＣＥとは、企業等の会議（Meeting）、企業等の行う
報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示
会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称
です。また、一般社団法人日本イベント産業振興協会認定授業でもあり、イベント企画・提案・制作が出来る基本的なスキルを
体系的に学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

イベント業務の専門知識 イベント業務の基礎的な企画・提
案・制作ができる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

企業や組織の課題解決に向けて、
イベントを使った方策を企画・立
案することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
定期試験（筆記）を必ず受けること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度・演習

30

授業態度および演習を独自のルーブリックに基づいて30
点満点で評価します。

：

％

振り返り

30

前回授業の振り返り。授業内容を踏まえた必要知識が理
解を30点満点で評価します。

：

％

定期試験

40

イベントの必要知識を40点満点で評価します。イベント
検定試験合格相当の知識があれば40点とします。

：

％

使用教科書
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指定する

著者 タイトル 出版年出版社

イベント検定公式テキス
ト　基礎から学ぶ、基礎
からわかるイベント

一般社団法人日本イベント
産業振興協会

・・ 年・2020

参考文献等

観光庁・日本政府観光局資料

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
・一般社団法人日本イベント産業振興協会「イベント検定公式テキスト　基礎からわかるイベント」を必ず購入してください。
・一般社団法人日本イベント産業振興協会認定「イベント検定」試験を必ず受検してください（受験料別途）。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3時限（13:10～14:50）

場所： 西館4階 松田研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えますが、メールでも対応します。
アドレス：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書いてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス・観光立国とイベント 観光とイベントの現状について調べてお
きます。

4第 回 時間

イベントを学ぶ意義について考えま
す。

2 イベントの概念と全体像（１）イベ
ントの定義

イベントの概念（テキスト第1章第1節）
を理解しておきます。

4第 回 時間

イベントの概念と分類
3 イベントの概念と全体像（２）社会

の発展とイベント
イベントの歴史（テキスト第1章第2節）
を理解します。

4第 回 時間

イベントの歴史
4 イベントの概念と全体像（３）イベ

ントの役割
イベントのメディア的価値を理解してお
きます。

4第 回 時間

メディアとしてのイベント
5 イベントの企画と計画（１）企画の

意味と本質
イベント企画（テキスト第2章第4節）と
はなにか理解しておきます。

4第 回 時間

イベントの企画
6 イベントの企画と計画（２）計画の

意味と本質
イベント計画（テキスト第2章第5節）と
はなにか理解しておきます。

4第 回 時間

イベントの計画
7 イベントの企画と計画（３）イベン

ト企画の構成要素
イベントの実際の企画書（配布資料）を
調べておきます。

4第 回 時間

イベント企画書とプレゼンテーショ
ン

8 イベントの制作推進（１）制作と製
作

イベントの制作と管理（テキスト第3章第
7節）について調べておきます。

4第 回 時間

イベントの制作推進と管理
9 イベントの制作推進（２）イベント

の4大管理
イベントの会場制作（テキスト第3章第8
節）について調べておきます。

4第 回 時間

イベントの会場制作
10 イベントの制作進行（３）イベント

プログラムの概念
イベントのプログラム制作（テキスト第3
章第9節）について調べておきます。

4第 回 時間

イベントのプログラム制作
11 イベントの制作進行（４）告知・集

客の考え方
イベントの告知と集客方法（テキスト第3
章第10節）を調べておきます。

4第 回 時間

イベントの告知・集客、参加者・来
場者・協力者募集

12 イベントの運営とマネジメント
（１）広義の運営と狭義の運営

各自イベントに参加して運営の流れにつ
いて調べておきます。

4第 回 時間

イベント運営の全体とイベント会場
の運営業務

13 イベントの運営とマネジメント
（２）イベント実施時の運営と会場
管理業務

イベントの運営業務のポイントを調べて
おきます。

4第 回 時間

イベント運営業務のポイントおよび
リスクマネジメントと安全管理

14 イベントの運営とマネジメント
（3）ユニバーサルイベント

イベントを自分ならばどう企画運営する
か考えておきます。

4第 回 時間
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必要とされるユニバーサルの概念と
具体的な対応を学ぶ
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授業科目名 国際経営総論

231

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にて国際事業戦略・海外でのM&A等、外務省にて政府開発援助（ODA)、調査機関（シン
クタンク）にて各国の政治経済分析、格付会社にて各国・大手企業の格付等、本授業に関連する各種
業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代においては、企業活動が国境を越えさらにグローバルな視点から経営と事業活動を行い成果を挙げることが、多くの企業の
重要な経営の目標や課題として重要性を増しています。本講義は、企業活動のグローバル化に関する企業経営のあり方につい
て、国際経営に関する基礎的な知識・理論を学び、最新の動向やトレンドにも焦点を当てて重要点を解説し、国際経営に関する
基本的な理解を深めます。国際経営の基礎的な知識は、海外市場での企業活動だけでなく、国内で海外からの顧客をターゲット
とするホテル等観光関連の企業、日本市場で活動する外資系企業や、外国人幹部や社員が活躍する日本企業の活動にも大きな関
りがあります。講義の中では、具体的な企業の事例や最新の動向等を分かりやすく解説するとともに質疑応答を行います。教室
での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ教材の視聴などに有効なオンデマンド授業を
月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

国際経営に関連する基本的な事
項・知識を理解する。

国際経営に関する基本的な事項・
知識について説明できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国際経営に関連する基礎的な知
識・理論の重要点を理解し課題解
決に応用する。

国際経営に関する基礎的な知識・
理論の重要点を課題解決に応用で
きる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

国際経営に関わる基本的な課題に
つき、文献含む各種情報を収集・
分析し活用する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業方法はクラスの規模等に応じて適宜変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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小レポート（リアクションペーパー、毎
回）

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

国際経営に関する重要事項を問う問題を出題し、その理
解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にして
評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

はじめての国際経営中川功一・林正・多田和
美・大木清弘

有斐閣・・ 年・2015

参考文献等

大木清弘（2017）『コア・テキスト国際経営』新世社
吉原英樹（2015）『国際経営（第4版）』有斐閣
梶浦雅己編著（2014）『はじめて学ぶ人のためのグローバル・ビジネス（改訂新版）』文眞堂
江夏健一・太田正孝・藤井健（2013）『シリーズ国際ビジネス　１国際ビジネス入門<第2版>』中央経済社

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作
成を含む、以下同じ）をすること。本講義の内容を深く理解する上で、国際的な企業の活動、それに関連する国際政治・経済・
社会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛け
てください。Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回のリアクションペーパーや課題等の掲示・提
出を行います。その他は第1回目の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、国際経営とは何か 教科書の第1章を読んで、国際経営に関す
るイメージや興味、知りたい点などをま
とめて授業に臨んでください。

4第 回 時間

国際経営とはどのようなものかにつ
いて、国際経営が日常化している状
況や、国際経営の難しさ、企業が国
際経営を行う理由などについて学び
ます。

2 海外直接投資の理論 講義の内容を、教科書の第2章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外直接投資やその理
論に関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外直接投資とは何か（間接投資と
の違い）、その定義、日本企業の海
外直接投資の動向や目的について概
観し、その後、典型的な理論につい
ての基本を学びます。

3 多国籍企業による国際競争の歴史 講義の内容を、教科書の第3章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、日本企業も含む多国籍
企業の歴史的な変遷や競争環境の変化に
関する理解を深めます。

4第 回 時間

国際経営の主たる担い手である多国
籍企業について、その歴史的な変遷
を振り返り学びます。そこでは、米
国企業、欧州企業、日本企業による
競争環境の変化などを取り上げます
。

4 多国籍企業の国際経営の事例 講義の内容を、教科書の第1-3章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し多国籍企業と国際経営に
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

代表的な多国籍企業を例にして、そ
の国際経営の特徴や重要点を学びま
す。
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2936
5 国際経営のタイプとトランスナショ

ナル経営
講義の内容を、教科書の第5章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際経営のタイプとト
ランスナショナル経営や、グローバル統
合とローカル適応に関する理解を深めま
す。

4第 回 時間

国際経営のタイプや、その進んだ形
であるトランスナショナル経営とは
どのようなものであるか、国際経営
で重要なグローバル統合とローカル
適応という考え方を学びます。

6 海外子会社の経営 講義の内容を、教科書の第6章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外の子会社の経営や
その設立などに関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外の子会社を経営する上での重要
な課題、子会社の設立の方法・形態
、子会社の役割などについて学びま
す。

7 国際マーケティング 講義の内容を、教科書の第7章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際マーケティングの
重要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

マーケティングとは何か、国際マー
ケティングと国内マーケティングの
違い、国際マーケティングの重要点
について学びます。

8 国際マーケティングの企業事例 講義の内容を、教科書の第7章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し、国際マーケティングに
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ国際マーケティ
ングに関し典型的な多国籍企業の事
例でより深く学びます。

9 海外生産と国際拠点展開 講義の内容を、教科書の第8章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外生産の重要点に関
する理解を深めます。

4第 回 時間

海外での生産の意義・目的、拠点設
立と運営の重要点、国際的な生産ネ
ットワークについて学びます。

10 海外生産の企業事例 講義の内容を、教科書、参考資料、イン
ターネット等での企業情報の検索などで
復習し、海外生産についての理解をより
深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ海外生産に関し
典型的な多国籍企業の事例で学びま
す。

11 研究開発の国際化 講義の内容を、教科書の第9章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際的な研究開発の重
要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

研究開発の国際化とは何か、その動
向や目的・動機、どこに進出するの
か（立地の選択）、研究開発拠点の
マネジメントなどについて学びます
。

12 国際的な人的資源管理 講義の内容を、教科書の第10章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、グローバル人材や国
際人的資源管理の重要点に関する理解を
深めます。

4第 回 時間

グローバル人材や国際人的資源管理
とは何か、企業の国際化と人的資源
管理の重要点、駐在員と外国籍社員
のマネジメントの重要点について学
びます。

13 日本企業の国際経営 講義の内容を、教科書の第12章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、日本的経営の重要点
に関する理解を深めます。

4第 回 時間

日本企業の国際経営の現状と課題、
今後の発展に求められる重要事項に
ついて、分かりやすい事例も紹介し
て学びます。

14 本講義のまとめ 本講義の重要点を復習し、講義全般に関
する理解を深めます。

4第 回 時間
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本講義で取り上げた重要事項につい
て講義全般を振り返ってさらなる理
解を深めます。
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授業科目名 国際観光ビジネス調査

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

集中3年 2

島雅則・辛川敬

実習

該当する

教員のいずれもホテル会社、航空会社等での観光産業における実務経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

海外における観光ビジネスの展開に係る専門性を養う授業である。提携校などを訪れ、英語を共通言語として活用し、観光ビジ
ネスに係る学習、フィールド調査を行う。また、観光ビジネス分野での日本の取り組みに対する世界的な価値である「おもてな
し」の理解を深める。その他、宿泊・空港業務の視察や事業体験などを通して世界における観光産業の広がりについて学ぶ。ま
た「旅程管理者演習」科目の履修及び修了により「総合旅程管理資格」の資格取得の要件を満たす。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

海外の地域および観光ビジネスが
直面している課題を解決する方法
を探究する。

海外の地域および観光ビジネスが
直面している課題や問題点などに
ついて、自らがその解決方法を探
ることによって、成長産業である
観光業界で活躍するための力を身
に付けることができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

海外の地域および観光ビジネスに
ついての課題に対し、自らが自発
的に取り組みその解決方法を見つ
けることができる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自ら設定した海外の地域および観
光ビジネスにおける課題を解決す
るための方法を計画・立案し、実
行できる。

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

グループでの課題解決ワークにお
いて自分の役割を認識し、メン
バーとコミュニケーションを取り
ながら、リーダーシップを発揮で
きる。

学外連携学修

有り(連携先：台南応用科技大学、等)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研修および報告 事前の学修及び、現地での取組み、研修後のレポート及
び報告会でのプレゼンテーションにつき、独自のルーブ

：

2936
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2938研修および報告

60

び報告会でのプレゼンテーションにつき、独自のルーブ
リックに基づいて評価を行う。

：

％

期末レポート

40

仮説と研究計画、調査および分析などが適切であるかど
うかを、独自のルーブリックに基づいて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の調査テーマに沿った文献、論文等を教員が適時提供する。
各自のレポートを完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は国際観光ビジネス学科の学生を対象にした科目です。
海外研修の参加が必要です（旅費および保険料等の負担要）。
パスポート・査証等が必要な学生は各自で取得が必要です（費用負担等要）。
併せて「旅程管理者演習」を履修するのが望ましい。
2単位の科目であるため合計90時間の学修が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 担当によって異なる（初回授業で案内）

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 事前学修（１）ガイダンス シラバスを熟読し、授業についての見通
しを持つ。

4第 回 時間

本授業の目標、内容、進め方につい
て確認する。グループ分けを行い、
グループリーダーを決定し、トラブ
ル発生時等に備えて相互支援の仕組
みを構築する。

2 事前学修（２）調査テーマ・課題の
選択

訪問国の観光関連資料を集めておく。 4第 回 時間

訪問国の基礎的な知識の修得を図り
つつ、現地交流、観光調査のための
事前学習を行う。受講生各自の調査
テーマや課題を選択する。

3 事前学習（３）調査方法 定性分析についてまとめておく。 4第 回 時間
現地でのフィールドワーク、参与観
察等の調査の為に、定性分析の手法
を確認する。

4 国際観光ビジネス調査（１）資料収
集

研究の設計図としての資料収集をしてお
く。

4第 回 時間

海外研修に参加する。集めた資料に
基づき、研究の下調べをする。

5 国際観光ビジネス調査（２）先行研
究

予め先行研究を調べ、まとめておく。 4第 回 時間

海外研修に参加する。先行研究との
比較を行う。

6 国際観光ビジネス調査（３）調査対
象の選定

どのような調査対象があるかを調べる。 4第 回 時間

海外研修に参加する。調査対象など
、実施計画を具体化させる。

7 国際観光ビジネス調査（４）実施計
画書の作成

調査内容を精査し整理しておく。 4第 回 時間

海外研修に参加する。各自の研究内
容について実施計画書を作成し、実
施可能性や問題点などについて教員
の指示を受ける。

8 国際観光ビジネス調査（５）フィー
ルド調査

フィールドワークの設計をしておく。 4第 回 時間

海外研修に参加する。計画に基づき
フィールドワークを行う。

9 国際観光ビジネス調査（６）定性分
析

フィールドワークの結果をまとめてお
く。

4第 回 時間

海外研修に参加する。フィールド調
査の結果を定性分析に落とし込む。
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10 国際観光ビジネス調査（７）定性分
析のまとめ

定性分析の結果をまとめておく。 4第 回 時間

海外研修に参加する。フィールドワ
ーク調査分析をまとめる。

11 国際観光ビジネス調査（８）考察 現地調査のとりまとめをする。 4第 回 時間
海外研修に参加する。現地調査報告
書の内容を考察する。

12 事後学習（１）資料整理 研修中の資料をまとめておく。 4第 回 時間
問題意識や研究の目的と研究方法を
照らし合せ、資料を整理し、現地調
査報告書を作成する。

13 事後学習（２）まとめ 調査内容、調査結果、自身の仮説を再確
認しておく。

4第 回 時間

フィールドワーク、参与観察等の質
的調査結果を自身の仮説に結びつけ
結論を導く。

14 現地調査報告 プレゼン資料を完成させておく。 4第 回 時間
研修を通した自身の気づきも含めて
レポートを作成し、プレゼンテーシ
ョンを行い、質疑応答に対応する。
定期試験として提出のレポート作成
にあたり、研究倫理のもと著作権と
個人情報の取り扱いについて再確認
をする。
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授業科目名 旅行業事業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1・2年 2

松田充史

講義

該当する

長年旅行会社にて着型観光および地域イベントの企画・立案・商品造成および運営マネジメントを担
当。また自治体プロモーションなどをおこなってきた。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

将来において経済成長を担うとされている観光産業において、日本と世界、地域と社会、人と人を結ぶ旅行業はその中心的役割
を持っている。その旅行業について、旅行会社が果たしてきた役割や社会的価値に注目し、経営の面からその特性を明らかにす
る。グループワークでは、具体的な旅行商品造成に挑戦しその成果を共有する。また、最近注目の着地型観光、地域交流ビジネ
スについて、そして旅行業に求められる人材についての講義も含まれる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

旅行産業におけるマネジメント
（経営資源の管理と活用）及びビ
ジネス（業務の設計と運用）の仕
組みを理解する

新しい時代の旅行産業を考察する
ことができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

旅行産業における組織・企業活動
の職務を遂行するために必要な専
門知識や事業遂行のための技能を
身につける

旅行業の職務に係る問題解決のた
めにその専門性を応用できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

旅行ビジネスの課題発見にあた
り、必要な情報を収集・分析・活
用することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

国内、海外旅行企画のグループ発表において、評価、コメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

30

試験の素点に基づいて到達度を評価する。：

％
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授業への参加

20

毎回の授業での発言や、取り組む姿勢を独自のルーブリ
ックに基づいて5段階で評価する。

：

％

グループワークとプレゼンテーション

30

グループワークにおける、積極性、果たす役割、貢献度
を評価し、成果物であるプレゼンテーションのまとまり
を独自のルーブリックに基づいて5段階で評価する。

：

％

リアクションペーパー

20

毎回の授業の終わりに提出のレポートで、学びの程度を
独自のルーブリックに基づいて5段階で評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

旅行産業論（改訂版）立教大学観光学部旅行産業
研究会　編著

日本交通公社・・ 年・2019

参考文献等

随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・2年次で履修すること。
・日々のニュースから、観光に関連する記事があれば資料として残し、常に関心を絶やさないようにする。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」
　に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限（13:10～14:50）

場所： 西館4階　松田研究室

備考・注意事項： メールで質問等も受け付けます（matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp)。その
際タイトルに必ず、学籍番号と氏名を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方：旅行業とは 教科書、第1講、1章、2章、3章を読み、
旅行業について基本的な定義と範囲を理
解しておく。

4第 回 時間

授業の進め方、目標を説明する。
「旅行」と「観光」の定義を踏まえ
た上で、旅行業の範囲を理解する。
さらに旅行業の将来の姿を考察し、
旅行業に求められる能力を理解する
。

2 旅行業の社会的役割と存在意義 教科書、第2講、1章、2章を読み、旅行業
の産業としての自立過程を理解してお
く。実際に旅行会社の店舗を訪問し、自
身の興味ある国内旅行商品が入ったパン
フレットを次回授業に持ち寄る。

4第 回 時間

旅行業の歴史を踏まえ、旅行業の社
会的役割と存在意義を理解する。
以降毎回の授業の後半30分で行う旅
行商品を企画するグループワークに
ついて説明する。

3 旅行契約形態と企画旅行商品につい
て

教科書、第3講、1章、2章を読み、旅行会
社にとっての企画旅行商品を理解してお
く。グループワークの準備。

4第 回 時間

旅行会社の企画する旅行商品を理解
する。旅行商品とそのバリューチェ
ーンを理解する。
旅行商品企画グループワーク（国内
旅行：第1回）

4 旅行業の経営について 教科書、第4講、1章、2章を読み、旅行会
社の創る商品とその経営の特性を理解す
る 。グループワークの準備

4第 回 時間

旅行商品の特性と旅行会社の経営特
性を理解する。
旅行商品企画グループワーク（国内
旅行：第２回）
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5 旅行マーケットについて 教科書、第5講、1章、2章を読み、国内、

海外旅行のマーケットの変遷と現状を理
解しておく。国内旅行企画発表会の準備
をする。

4第 回 時間

時代とともに変化する国内旅行、海
外旅行におけるそれぞれのマーケッ
トと旅行商品を理解する。
旅行商品企画グループワーク（国内
旅行：第３回）

6 旅行マーケットの成長、成熟後の現
代の抱える問題点について

教科書、第6講、1章、2章、3章を読み、
旅行マーケットの現状と問題点を理解し
ておく。国内旅行企画発表会の準備をす
る。

4第 回 時間

旅行マーケットの時代を追っての変
化と、旅行者の旅行形態の変化を理
解し、その変化をもたらした要因を
探る。
旅行商品企画グループワーク（国内
旅行：第４回）

7 旅行会社のビジネス展開について
（販売ルート）

教科書、第7講、1章、2章、3章を読み、
旅行会社の店頭販売、メディア販売、イ
ンターネット販売について理解をしてお
く。

4第 回 時間

旅行会社が具体的にどのような販売
ルートを持っているかを理解する。
旅行商品企画グループワーク（国内
旅行企画成果発表会）

8 外部講師による講義：旅行業におけ
る公正競争規約（表示規約）企画商
品の変遷

実際に旅行会社の店舗を訪問し、旅行商
品についての気づきを４００字程度のレ
ポートにまとめ発表できるようにしてお
く。授業後提出要。

4第 回 時間

旅行業法と景品表示法の関連につい
て理解し、実際の景品表示法違反な
どの事例から学ぶ。

9 旅行会社のビジネス展開について
（販売ターゲット）

教科書、第8講、1章、2章、3章を読み、
旅行会社が販売のターゲットとする出張
ビジネス、法人・教育旅行、MICEについ
て理解しておく。グループワークの準
備。

4第 回 時間

旅行会社が具体的にどのようなター
ゲット設定、販売方法を取っている
かを理解する。
企画旅行商品の変遷を踏まえ、現在
と将来の戦略について理解する。ま
た、後半の旅行企画のグループワー
クについての課題を考える。

10 インバウンド事業について 教科書、第9講、1章、2章を読み、インバ
ウンドビジネスについて理解しておく。
グループワークの準備。

4第 回 時間

昨今急激な伸びを示すインバウンド
マーケットについて、その変遷と現
状、ビジネスモデルを理解する。
旅行商品企画グループワーク（イン
バウンド企画：第１回）

11 旅行会社の予約販売システムについ
て

教科書、第10講、1章、2章を読み、旅行
会社の予約販売システムの変遷と、航空
会社の予約システム等の世界の旅行関連
システムを理解しておく。グループワー
クの準備。

4第 回 時間

旅行会社の予約販売システムと、世
界の旅行関連システムを理解する。
旅行商品企画グループワーク（イン
バウンド企画：第２回）

12 旅行マーケットのグローバル化につ
いて

教科書、第11講、1章、2章、3章を読み、
旅行会社のグローバル化について理解し
ておく。グループワークの準備。

4第 回 時間

グローバルな視点での旅行産業の動
向と、世界の旅行会社のビジネスモ
デルを理解する。
旅行商品企画グループワーク（イン
バウンド企画：第３回）

13 地域観光について 教科書、第13講、1章を読み、地域におけ
る観光による６次産業化の概念を理解し
ておく。海外旅行企画成果発表会の準備
をしておく。

4第 回 時間

着地型観光、地域交流ビジネスにお
ける旅行会社の役割を理解する。
旅行商品企画グループワーク（イン
バンド企画成果発表会/前半）
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14 旅行産業の危機管理と社会的価値に
ついて

教科書、第13講、2章、3章を読み、旅行
産業における危機管理と、社会的価値に
ついて理解しておく。海外旅行企画成果
発表会の準備をしておく。

4第 回 時間

観光における危機管理の特徴と、旅
行会社の役割を理解する。旅行産業
の教育的・社会的価値について理解
する。
旅行商品企画グループワーク（イン
バウンド企画成果発表会/後半）
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授業科目名 国際経営戦略論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にて国際事業戦略・海外でのM&A等、外務省にて政府開発援助（ODA)、調査機関（シン
クタンク）にて各国の政治経済分析、格付会社にて各国・大手企業の格付等、本授業に関連する各種
業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代においては、企業活動が国境を越えさらにグローバルな視点から経営と事業活動を行い成果を挙げることが、多くの企業の
重要な経営の目標や課題として重要性を増しています。本講義は、企業活動のグローバル化に関する企業経営のあり方につい
て、国際経営、特に戦略に関する知識・理論を学び、最新の動向やトレンドにも焦点を当てて重要点を解説し、国際経営および
戦略に関する理解を深めます。国際経営や戦略の知識は、海外市場での企業活動だけでなく、国内で海外からの顧客をターゲッ
トとするホテル等観光関連の企業、日本市場で活動する外資系企業や、外国人幹部や社員が活躍する日本企業の活動にも大きな
関りがあります。講義の中では、具体的な企業の事例や最新の動向等を分かりやすく解説するとともに質疑応答を行います。教
室での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ教材の視聴などに有効なオンデマンド授業
を月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

国際経営戦略に関連する基本的な
事項・知識・理論を理解する。

国際経営戦略に関連する基本的な
事項・知識・理論について説明で
きる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国際経営戦略に関連する重要事
項・知識・理論を理解する。

国際経営戦略に関する重要事項・
知識・理論について理解し課題の
解決案の検討に応用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

国際経営戦略に関わる重要な課題
を、文献・情報収集・分析・応用
により発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業方法はクラスの規模等により適宜変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

2940
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小レポート（リアクションペーパー、毎
回）

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

国際経営に関する重要事項を問う問題を出題し、その理
解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にして
評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コア・テキスト国際経営大木清弘 新世社・・ 年・2017

参考文献等

吉原英樹（2015）『国際経営（第4版）』有斐閣
梶浦雅己編著（2014）『はじめて学ぶ人のためのグローバル・ビジネス（改訂新版）』文眞堂
江夏健一・太田正孝・藤井健（2013）『シリーズ国際ビジネス　１国際ビジネス入門<第2版>』中央経済社

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作
成を含む、以下同じ）をすること。本講義の内容を深く理解する上で、国際的な企業の活動、それに関連する国際政治・経済・
社会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛け
てください。Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回のリアクションペーパーや課題等の掲示・提
出を行います。その他は第1回目の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、国際経営とは何か 教科書の第1章を読んで、国際経営に関す
るイメージや興味、知りたい点などをま
とめて授業に臨んでください。

4第 回 時間

国際経営とはどのようなものかにつ
いて、国際経営が日常化している状
況や、国際経営の難しさ、企業が国
際経営を行う理由などについて学び
ます。

2 海外直接投資の理論 講義の内容を、教科書の第2章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外直接投資やその理
論に関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外直接投資とは何か（間接投資と
の違い）、その定義、日本企業の海
外直接投資の動向や目的について概
観し、その後、典型的な理論につい
ての基本を学びます。

3 多国籍企業による国際競争の歴史 講義の内容を、教科書の第3章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、日本企業も含む多国籍
企業の歴史的な変遷や競争環境の変化に
関する理解を深めます。

4第 回 時間

国際経営の主たる担い手である多国
籍企業について、その歴史的な変遷
を振り返り学びます。そこでは、米
国企業、欧州企業、日本企業による
競争環境の変化などを取り上げます
。

4 多国籍企業の国際経営の事例 講義の内容を、教科書の第1-3章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し多国籍企業と国際経営に
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

代表的な多国籍企業を例にして、そ
の国際経営の特徴や重要点を学びま
す。
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5 国際経営のタイプとトランスナショ

ナル経営
講義の内容を、教科書の第5章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際経営のタイプとト
ランスナショナル経営や、グローバル統
合とローカル適応に関する理解を深めま
す。

4第 回 時間

国際経営のタイプや、その進んだ形
であるトランスナショナル経営とは
どのようなものであるか、国際経営
で重要なグローバル統合とローカル
適応という考え方を学びます。

6 海外子会社の経営 講義の内容を、教科書の第6章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外の子会社の経営や
その設立などに関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外の子会社を経営する上での重要
な課題、子会社の設立の方法・形態
、子会社の役割などについて学びま
す。

7 国際マーケティング 講義の内容を、教科書の第7章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際マーケティングの
重要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

マーケティングとは何か、国際マー
ケティングと国内マーケティングの
違い、国際マーケティングの重要点
について学びます。

8 国際マーケティングの企業事例 講義の内容を、教科書の第7章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し、国際マーケティングに
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ国際マーケティ
ングに関し典型的な多国籍企業の事
例でより深く学びます。

9 海外生産と国際拠点展開 講義の内容を、教科書の第8章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外生産の重要点に関
する理解を深めます。

4第 回 時間

海外での生産の意義・目的、拠点設
立と運営の重要点、国際的な生産ネ
ットワークについて学びます。

10 海外生産の企業事例 講義の内容を、教科書、参考資料、イン
ターネット等での企業情報の検索などで
復習し、海外生産についての理解をより
深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ海外生産に関し
典型的な多国籍企業の事例で学びま
す。

11 研究開発の国際化 講義の内容を、教科書の第9章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際的な研究開発の重
要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

研究開発の国際化とは何か、その動
向や目的・動機、どこに進出するの
か（立地の選択）、研究開発拠点の
マネジメントなどについて学びます
。

12 国際的な人的資源管理 講義の内容を、教科書の第10章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、グローバル人材や国
際人的資源管理の重要点に関する理解を
深めます。

4第 回 時間

グローバル人材や国際人的資源管理
とは何か、企業の国際化と人的資源
管理の重要点、駐在員と外国籍社員
のマネジメントの重要点について学
びます。

13 日本企業の国際経営 講義の内容を、教科書の第12章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、日本的経営の重要点
に関する理解を深めます。

4第 回 時間

日本企業の国際経営の現状と課題、
今後の発展に求められる重要事項に
ついて、分かりやすい事例も紹介し
て学びます。

14 本講義のまとめ 本講義の重要点を復習し、講義全般に関
する理解を深めます。

4第 回 時間
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本講義で取り上げた重要事項につい
て講義全般を振り返ってさらなる理
解を深めます。
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授業科目名 ホテルマネジメント論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

島雅則

講義

該当する

大手ホテルチェーンで海外・国内のホテルの運営に携わる。総支配人や社長も務め、ホテル事業経営
の豊富な実践経験を持つ。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

サービス産業の中核に位置するホテルの事業経営の両輪であるホスピタリティとマーケティングの本質を学ぶとともに、その特
異な経営手法も身に付ける。ホテルとブライダル現場の運営知識の習得にくわえ、様々な事例にケーススタディ形式で触れ学ぶ
ことにより、ホテルとブライダルのマネジメントへの興味と自己啓発意欲を高める。併せてこのビジネスを運営と経営の両視点
から理解することにより、業界のグローバル化と生産性向上にマネジメントレベルで取り組める高度経営人材の育成を目指す。
また、学修成果の確認のため、厚生労働省所管の国家資格｢ホテル・マネジメント技能検定｣３級にもチャレンジできるよう指導
する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

ホテル・ブライダル業界に関する
知識

厚生労働省所管・国家資格｢ホテ
ル・マネジメント技能検定｣の３級
｢学科試験｣合格レベルの知識が習
得できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ホテル・ブライダル経営に関する
ケーススタディに取り組み、自ら
の考えをまとめ記述できる力

厚生労働省所管・国家資格｢ホテ
ル・マネジメント技能検定｣の３級
｢実技試験｣合格レベルの知識が習
得できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

ケーススタディから本質的な課題
を発掘し、検討できる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

課題に対して、柔軟な条件設定が
でき、具体的な改善、解決策を提
示できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出物について、適宜グループで共有し相互評価ができる時間を設けます。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ、放棄と見なします.
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験（筆記）

60

基礎知識が習得でき、授業内容が良く理解できているこ
と。記述問題については、論理的文章作成力を評価しま
す。

：

％

授業外課題

30

取り組み度（課題提出期限遵守を含む）と理解度、論理
性について、独自のルーブリックに基づき３段階で評価
します。

：

％

授業への参加度

10

授業やグループワークでの教員、メンバーとのやり取り
を科目独自のルーブリックに基づいて評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

国枝よしみ・岡田晃編著（2023）『新しい観光学』,千倉書房、力石寛夫著『ホスピタリティ(サービスの原点)』(商業界、2014
年)、徳江潤一郎著『ホテル経営概論』(同文館、2013年)、仲谷秀一著『新･総支配人論』(嵯峨野書院、2004年)、『ホテル･ビ
ジネス･ブック』(中央経済社、2006年)、田尾佳子著『グローバルオペレーターが変えるホテル経営』(白桃書房、2016年)、
『数字でとらえるホスピタリティ』(産業能率大学出版部刊、2014年)、沼上幹著『ブライダル産業～デフレーション下における
需要構造分析』(東洋経済新報社 2017年)、【論文】徳江順一郎『ブライダルにおける市場の変化とホスピタリティ』(高崎経済
大学論集第54巻第2号 2011年)、河内山潔、石川夕起子『ブライダル企業のケーススタディーワタベウェディング株式会社を
ケースとしてー』(関西国際大学研究紀要12巻 2011年)、その他の参考文献は授業の中で随時紹介する。また、教科書の代用と
する資料は、授業前にコピー、あるいはGoogle Classroom上でデータ配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。｢授業外学修課題｣に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。ホテルやブライダル業界にキャリアを求める学
生はもとより、業種業界を問わずホスピタリティマインドとサービス産業の経営知識を武器にグローバルに活躍できる人材の要
件を明らかにし、その育成の足掛かりとする。また、経営管理には不可欠な計数感覚を身に付けるために、毎回の授業の冒頭を
使い企業の管理会計に必要な基礎知識を学ぶ

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日：２･３限

場所： 島研究室（西館２階）

備考・注意事項： 上記以外の時間での質問は、メールにて受け付けます。
（shima-m@osaka-seikei.ac.jp）メールには必ず所属、学籍番号、氏名を
明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、ホテル業界は
今

授業で視聴した動画に関する課題につい
てレポートにまとめて提出する。

4第 回 時間

講師紹介に続き、授業の進め方、学
修内容、評価方法について確認しま
す。動画も使いホテル業界の現状と
課題を共有し、ホテルマネジメント
スキルの修得のための道筋を示しま
す。

2 ホテルの歴史と基本知識 世界あるいは日本の主要ホテルチェーン
３つを選び、その発祥と発展の経緯並び
に特徴についてまとめる。

4第 回 時間

ホテルの語源と起源を学び、観光産
業を構成する重要な業種の一つであ
るホテル業の発展の歴史を世界と日
本で概観します。キーワードはしっ
かりと押さえてください。

3 世界と日本のホテルチェーン 次回授業の教科書の学習範囲（宿泊）を
読み、必要な部分については他の文献や
ネットで理解を助ける。質問や疑問につ
いて３つを上限に｢質問ノート｣に記入し
て提出する。

4第 回 時間

現在の主要な世界ホテルチェーンを
多面的に分類し、それぞれの生き残
りのためのグローバル戦略について
考えます。あわせて日本の主要ホテ
ルチェーンとその置かれている現状
を学び、外資系とのホテル戦争をど
う乗り切るかを考え、その仮説につ
いて議論します。
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4 ホテルの実務知識①（宿泊） 次回授業の教科書の学習範囲（料飲）を

読み、必要な部分については他の文献や
ネットで理解を助ける。質問や疑問につ
いて３つを上限に｢質問ノート｣に記入し
て提出する。

4第 回 時間

ホテル運営の要である宿泊部門の業
務基礎を学びます。予習をしてきた
使用テキストの内容についてポイン
トを整理、追加資料での説明もくわ
え理解を深めてもらいます。授業外
学習課題の質問事項へのコメントに
くわえ、｢ホテル･マネジメント技能
検定｣３級の過去問（宿泊）の解説
も行います。

5 ホテルの実務知識②（料飲） 次回授業の教科書の学習範囲（宴会）を
読み、必要な部分については他の文献や
ネットで理解を助ける。質問や疑問につ
いて３つを上限に｢質問ノート｣に記入し
て提出する。

4第 回 時間

日本のホテルは料飲売上に大きく依
存する体質です。その料飲業務の基
礎を学び、予習をしてきた使用テキ
ストの内容についてポイントを整理
、追加資料での説明もくわえ理解を
深めてもらいます。授業外学習課題
の質問事項へのコメントにくわえ、
｢ホテル･マネジメント技能検定｣３
級の過去問（料飲）の解説も行いま
す。

6 ホテルの実務知識③（宴会） 次回授業の教科書の学習範囲（営業と
マーケティング）を読み、必要な部分に
ついては他の文献やネットで理解を助け
る。質問や疑問について３つを上限に｢質
問ノート｣に記入して提出する。

4第 回 時間

日本のホテルで独特の発展をしてき
た宴会部門とブライダル部門につい
てその業務内容を確認します。予習
をしてきた使用テキストの内容につ
いてポイントを整理、追加資料での
説明もくわえ理解を深めてもらいま
す。授業外学習課題の質問事項への
コメントにくわえ、｢ホテル･マネジ
メント技能検定｣３級の過去問（宴
会）の解説も行います。

7 ブライダルビジネスの基本（学外講
師）

一般的な事業の多角化について関連書籍
やネットで調べ基礎知識としてレポート
にまとめる。

4第 回 時間

ホテルのブライダル部門の責任者に
ブライダルビジネスの基本と昨今の
マーケットの事情について講義いた
だきます。
※この第７回授業、並びに関連する
第８回は講師のスケジュールにより
日程が変わることがあります。

8 ブライダル専業会社の多角化を考え
る

次回授業の教科書の学習範囲（営業と
マーケティング）を読み、必要な部分に
ついては他の文献やネットで理解を助け
る。質問や疑問について３つを上限に｢質
問ノート｣に記入して提出する。

4第 回 時間

出生率の低下が少子化を招き、ジミ
婚やナシ婚も増える昨今、ブライダ
ル業界は厳しい事業経営にさらされ
ています。特にブライダルを専業と
する会社を例に、今後の事業（ポー
トフォリオ）の多角化について考え
ます。

9 ホテルの実務知識④（営業とマーケ
ティング）

次回授業の教科書の学習範囲（クレー
ム・苦情対応）を読み、必要な部分につ
いては他の文献やネットで理解を助け
る。質問や疑問について３つを上限に｢質
問ノート｣に記入して提出する。

4第 回 時間
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今までの授業で学んだホテル現場の
収益部門を援助･補佐し、企業の経
営戦略を具体的に実行する中枢部門
である営業･マーケティング部門の
仕事について学びます。予習をして
きた使用テキストの内容についてポ
イントを整理、追加資料での説明も
くわえ理解を深めてもらいます。授
業外学習課題の質問事項へのコメン
トにくわえ、｢ホテル･マネジメント
技能検定｣３級の過去問（営業･マー
ケティング）の解説も行います。

10 ホテルの実務知識⑤（クレーム・苦
情対応）

次回授業の教科書の学習範囲（ホテルの
運営方式）を読み、必要な部分について
は他の文献やネットで理解を助ける。質
問や疑問について３つを上限に｢質問ノー
ト｣に記入して提出する。

4第 回 時間

ホテルでは日々様々なクレームが発
生し、その対応は現場からマネジメ
ントまでホテルパーソンに求められ
るもっとも大切なスキルです。予習
をしてきた使用テキストの内容につ
いてポイントを整理、追加資料での
説明もくわえ理解を深めてもらいま
す。授業外学習課題の質問事項への
コメントにくわえ、｢ホテル･マネジ
メント技能検定｣３級の過去問（ク
レーム対応）の解説も行います。

11 ホテルの運営方式 次回授業の教科書の学習範囲（ホテル会
計）を読み、必要な部分については他の
文献やネットで理解を助ける。質問や疑
問について３つを上限に｢質問ノート｣に
記入して提出する。

4第 回 時間

ホテル事業には大きく分けて４つの
形態があります。それぞれの特徴、
長所短所を学び、今後外資系の主要
ホテルチェーンと伍してグローバル
に生き残るための条件について考え
てもらいます。授業外学習課題の質
問事項へのコメントにくわえ、｢ホ
テル･マネジメント技能検定｣３級の
過去問（ホテルの運営方式）の解説
も行います。

12 ホテル会計と収益管理 ホテル総支配人の仕事に関して文献や
ネットで調べ、レポートを提出する。

4第 回 時間

ホテルをグローバルレベルで評価す
るためには、米国のホテル会計の統
一制度である「ユニフォームシステ
ム」の理解が不可欠です。その特殊
性と有用性を学ぶことにより、ホテ
ルビジネスを経営の視点で見る力を
養います。授業外学習課題の質問事
項へのコメントにくわえ、｢ホテル･
マネジメント技能検定｣３級の過去
問（ホテル会計）の解説も行います
。

13 ホテルのマネジャー業務と総支配人
のミッション

13回の授業を振り返り、気付きと感想、
自身の目標についてレポートにまとめ提
出する。

4第 回 時間

ホテルのマネジャー（管理監督職）
の仕事を知り、その頂点に立つ総支
配人（ＧＭ）がいかに多能で、様々
な知識とスキルを身に付ける必要が
あるかを理解してもらい、ホテル業
界を目指す皆さんには総支配人を目
標に自らのキャリア形成の道筋を明
確にできるよう指導します。

14 授業の振り返りと総括 シラバスの到達目標に照らして自身の達
成目標と未達目標を明確にする。未達部
分については復習し正しく理解し、定期
試験に備える。

4第 回 時間

授業外課題の各自の振り返りに対す
る講評とコメントで授業を総括しま
す。また、本授業の目的の一つであ
る、厚生労働省所管の国家資格｢ホ
テル・マネジメント技能検定｣３級
の受検にあたっての注意点について
も確認します。
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授業科目名 ブライダル事業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2・3年 2

島雅則

講義

該当する

大手ホテルチェーンで海外・国内のホテルの運営に携わる。総支配人や社長を務め、ホテル事業経営
の豊富な実践経験を持つとともに、ブライダル業界の動向にも精通。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ブライダルビジネスは、挙式や披露宴の施設の選択肢の増加とともにその周辺産業も巻き込み、年間2.4兆円（2019年、主要6分
野）もの大市場となっています。一方で、結婚観や価値観の多様化、晩婚化、少子化などを背景にした競争激化にくわえ、新型
コロナ感染症の終息後のブライダル市場はその様相を大きく変えると予想されています。本授業では、婚礼事業のオペレーショ
ンやマーケティングの実際や最新の知識を学ぶとともに、ピーター･Ｆ･ドラッカーの事業戦略策定の考え方をケーススタディに
取り入れ、ポスト・コロナ時代も見据えた今の事業の問題点や方向性について幅広く考え議論し、将来の業界への提言としてま
とめます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

ブライダル業界に関する知識 ブライダル業界の動向と事業特性
について理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ブライダル業界の課題解決に取り
組める力

ＳＷＯＴ分析を通じて仮説の設定
とその論理的説明ができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

現状分析から課題や問題点の本質
を見抜き、検討できる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

与えられた問題解決テーマに関し
て、提言として論理的に完成させ
ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出物について、適宜グループで共有し相互評価ができる時間を設けます。

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験（レポート）

40

４つの指標（授業理解度、論理性、発想力、好奇心）を
用いて、科目独自のルーブリックで評価します。

：

％

中期事業計画資料

30

事業としてのブライダルについての自己の考えを整理し
、的確に表現できているかを、専門知識の理解も含めて
全学ルーブリックで評価します。

：

％
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30 ％

プレゼンテーション

10

第１４回授業でのグループ発表において、プレゼンテー
ションの基本が忠実に守られているかを４つの指標で評
価します。

：

％

授業外課題、小テスト

20

授業理解度と論理性について、独自のルーブリックに基
づいて３段階で評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

ゼクシィ(リクルート発行の月刊結婚情報誌)並びにその公式サイトwww.zexy.net、沼上幹著『ブライダル産業～デフレーション
下における需要構造分析』(東洋経済新報社 2017年)、ピーター･Ｆ･ドラッカー著『創造する経営者』並びに『イノベーション
と起業家精神』(ダイヤモンド社 2007年)、藤屋伸二著『ドラッカーから学ぶ多角化戦略』(クロスメディア･パブリッシング
2015年)、【論文】徳江順一郎『ブライダルにおける市場の変化とホスピタリティ』(高崎経済大学論集第54巻第2号 2011年)、
河内山潔、石川夕起子『ブライダル企業のケーススタディーワタベウェディング株式会社をケースとしてー』(関西国際大学研
究紀要12巻 2011年)

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
自ら考え、グループワークで考えを共有し、それを整理することの繰り返しで独自の事業戦略を構築できることの楽しさを実感
してほしいと思います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日：２限

場所： 島研究室（西館２階）

備考・注意事項： 上記以外の時間での質問は、shima-m@osaka-seikei.ac.jp宛に学籍番号、
氏名を記入し送付してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、ブライダルビ
ジネスの現状

何故ブライダル事業に興味を持ったのか
を、第1回授業の内容も踏まえてレポート
にまとめ、この授業での自身の到達目標
について宣言する。

4第 回 時間

講師紹介に続き、授業の進め方、学
修内容、評価方法について確認しま
す。初回はブライダルの歴史を紐解
きながら業界の現状と今直面してい
る課題を共有し、皆さんがこれから
のこの業界の事業戦略を考える上で
、目標設定のための足掛かりを提供
します。

2 ブライダル業界の仕事 ｢マーケティング｣についてネットや書籍
等で調べ、今までの自身の知識と理解と
の違いや気付きを整理しレポートにまと
める。

4第 回 時間

ブライダルの仕事は多種多様である
ことを知り、その中でも中核であり
花形でもあるブライダルプランナー
の仕事をしっかりと理解します。ホ
スピタリティと感情労働の最前線を
理解することが、ブライダル事業経
営を考える上で大切な礎(いしずえ)
になります。

3 ブライダルマーケティング 用意したマーケティングに関する動画を
視聴し、その内容とポイント、気付きを
レポートにまとめる。

4第 回 時間

マーケティングの概論の講義の後、
ブライダルビジネスにおいてマーケ
ティングがいかに重要であるかを理
解します。具体的には、｢広告周知｣
→｢新規来館｣→｢決定成約｣→｢施工
打合せ｣という流れの中でブライダ
ルマーケティングがどのように機能
しているかを学びます。

4 ブライダル施設 ～ホテルとゲスト
ハウス～

本日の授業で説明したゲストハウスを運
営するブライダル専業会社の中から１社
を選び、詳しく調べレポートにまとめ
る。 (沿革、規模、特徴等)

4第 回 時間
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ホテルのブライダル部門の特徴や位
置付けについて学び、異業種からの
参入も相次ぎ台頭が著しい｢ゲスト
ハウス｣が何故短期間で急成長して
きたのかを直接競合する｢ホテル｣と
の比較の中で検証します。

5 事業の現状分析① ～ゲストハウス
～

代表的な４つのホテルについて、そのブ
ライダル部門の詳細を調べレポートにま
とめる。

4第 回 時間

ピーター･ドラッカーの事業戦略の
理論と分析手法の学習を始めます。
今の事業の業績向上のためにはまず
現状分析が必要とされ、その手法の
うちの利益分析とコスト分析につい
て理解します。各自が調べてきたブ
ライダル専業会社(ゲストハウス)に
ついて企業別グループに分かれ情報
を共有し、｢業績をもたらす３つの
領域｣について分析し発表します。

6 事業の現状分析②  ～ホテルのブラ
イダル部門～

自身が調べたブライダル専業会社につい
て、今後どのような新しい事業の可能性
が考えられるかを理由とともにレポート
にまとめる。

4第 回 時間

ピーター･ドラッカーの事業の現状
分析のもう一つの柱であるマーケテ
ィングと知識分析の方法を学び、各
自が調べてきたホテル(ブライダル
部門)について、企業別グループに
分かれ情報を共有し、それぞれのブ
ライダル事業をマーケティングと知
識について把握、診断し、発表しま
す。

7 事業機会の探索 ｢イノベーション｣についてネットや書籍
等で調べ、今までの自身の知識と理解と
の違いや気付きを整理しレポートにまと
める。

4第 回 時間

企業の仕事の２つ目は、潜在的な事
業機会を発見し実現することです。
機会発見のための基本手段である経
営理念の確認とＳＷＯＴ分析に個人
ワークで取り組みます。

8 イノベーションのための７つの機会 業界業種を問わず、企業の事業多角化の
事例をネットや書籍で調べ、成功事例と
失敗事例をそれぞれ３ケースずつレポー
トする。

4第 回 時間

事業機会のもう一つの柱であるイノ
ベーションについて、ピーター･ド
ラッカーの考え方を学び、その本質
についてしっかりと理解を深めます
。

9 事業の多角化戦略 次回の特別授業で登壇されるブライダル
会社経営者への質問事項並びに期待する
ことをまとめる。

4第 回 時間

グループでそれぞれの事例を共有し
、企業の事業多角化の成功と失敗の
理由を考え、議論してもらいます。
代表的な事例をグループ毎に発表し
た後、事業多角化のポイントについ
て講義で学びます。

10 ブライダル演出企画会社の経営者の
話を聴く（特別授業）

外部講師から出された課題について、個
人ワークで自身の考えをレポートにまと
める。

4第 回 時間

ＩＴが本業でありながら、まったく
異業種であるブライダル演出事業で
成功している企業の経営者を招き、
事業多角化の実例を披露していただ
きます。講義後は時間を設け、皆さ
んからの質問に答えていただいた上
で、次回授業で取り組む課題を頂戴
します。
※本授業は学外講師のスケジュール
の都合で日程が変更されることがあ
ります。

11 中期事業計画書の策定①（作成の準
備）

プレゼン用共有スライドについて、各自
役割に従い初案を作成する。

4第 回 時間

中期事業計画書作成の方法について
、用意したテンプレートを使い説明
します。グループ毎に対象企業と各
自の役割を決め、｢担当別役割リス
ト｣を作成、提出します。
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12 中期事業計画書の策定②（発表資料
完成とプレゼン準備）

各自でスライドの最終手直しを行うとと
もに、グループでの直前リハーサルを行
う。

4第 回 時間

発表用スライドを完成を確認します
。全体構成のチェックの後、最終授
業でのプレゼンの段取りについてメ
ンバーで確認を行います。グループ
毎にリハーサルを実施し、相互指摘
の上、完成度を上げます。

13 プレゼンテーション①（前半） 第13回のプレゼンテーションを振り返
り、気付きと感想、自身の目標について
レポートにまとめ提出する。

4第 回 時間

グループ毎に対象として選んだ企業
の新規事業の中期計画案を発表する
。

14 プレゼンテーション②（後半）と授
業の総括

シラバスの到達目標に照らして、自身の
達成目標と未達目標を明確にする。未達
部分については復習と確認により正しく
理解し、期末レポート作成に備える。

4第 回 時間

グループ毎に対象として選んだ企業
の新規事業の中期計画案を発表する
。その後、全１４回の授業の総括で
締めくくります。
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授業科目名 観光マーケティング論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

金蘭正

教員による一方的な講義ではなく、受講者によ講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

観光は人々の楽しみに大きく関与するものなので、その期待に応えていくためには、他の一般商品以上にお客様の視点に立った
マーケティングの発想が不可欠であります。本講義では、観光ビジネスではどのようなマーケティングが実践されているのかを
理解するために、マーケティングの基本的な理論とケーススタディを中心に学びます。観光客を受け入れる都市や地域は集客の
ためにどのような取り組みをしているかについても理解してもらいます。本授業は、教員による一方的な講義ではなく、受講者
による学習・発表が主になります。発表内容に基づき、教員が補足説明することによって、学習内容の理解を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

マーケティングの基礎理論と観光
マーケティングの実践方法の理解

マーケティングを学ぶ上で必要な
理論の理解とそれに対応する観光
のケーススタディを通して、実践
で発揮する力を付ける。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光産業のマーケティングに関す
る知識

インターネットや書籍の情報をも
とに、観光産業のマーケティング
の特徴的な動向を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

常に観光現象に興味を持ち、新
聞、雑誌、テレビなどのマスコミ
の情報から国内外の観光動向を把
握してもらうことによって、観光
地における集客戦略やリピータ率
向上のための取り組みについて考
察することが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
「試験（小テスト、中間テスト、期末テスト）」

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

発表・受講態度

40

１．与えられた課題に対してポイントを適切にまとめ、
分かりやすく発表できたのか。２．毎回実施する小テス
ト点数の平均。

：

％

2944
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中間テスト

30

次の観点から評価する。１．授業内容をどの程度理解し
ているか、２．理解したことをわかりやすく適切に表現
できているか。

：

％

定期試験（筆記）

30

次の観点から評価する。１．マーケティングの基礎知識
を正しく理解、２．観光マーケティングのケーススタデ
ィを通して、集客戦略やリピーター率向上のための取り
組みについて自身で考察できるのか。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

新版　観光マーケティン
グ入門

森下　晶美編著 同友館・・ 年・2016

参考文献等

ホスピタリティ・ビジネス研究会訳（Philip Kotler 外2人）『ホスピタリティと観光マーケティング』　東海大学出版部
1997年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
アドレス：kim-r@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・マーケティン
グとは

事前にシラバスを熟読しておく 4第 回 時間

学習内容や評価方法、受講において
の注意事項などについて説明したう
えで、マーケティング・観光マーケ
ティングとは何かについてQuiz形式
で確認します。

2 ホスピタリティと観光のマーケティ
ングについて

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：マーケティング・ミックス、
4P,7P）

4第 回 時間

マーケティングの定義について確認
したうえで、ホスピタリティ・ツー
リズムのマーケティングの特徴につ
いて学びます。

3 商品購買と人間ニーズの充足 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ニーズ、ウォンツ）

4第 回 時間

マーケティングは、「お客の思い」
を正しく理解するための活動である
ことを学び、本当のニーズをつかむ
ことが大事であることを学びます。

4 購買意思決定のプロセス まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：AIDMA法則、AISAS理論）

4第 回 時間

商品の購買に至る一連の行動につい
て理論と事例を通して理解します。
また、購買に影響を与える消費者の
特性について学びます。

5 お客とはだれなのか。市場細分化、
ポジショニング

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：セグメンテーション、ターゲッ
ト・マーケティング）

4第 回 時間

消費者を“ある尺度”で共通したグ
ループに分類するとの市場細分化に
ついてその理由や基準等について学
びます。

6 マーケティング環境分析：SWOT分析 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：
Strength,Weakness,Opportunity,
Threat）

4第 回 時間

マーケティング環境分析の必要性と
ツールとしてのSWOT分析について学
びます。
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7 マーケティング・リサーチ まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：PDCA、定量的データ、定性的
データ）

4第 回 時間

マーケティング・リサーチの企画・
設計の進め方やデータ収集のための
尺度・質問文作成における注意点な
どについて学ぶ。

8 今までの授業内容のReviewと中間テ
スト

現在までの授業ノートを取りまとめる 4第 回 時間

現在までの授業内容をまとめた上で
、中間テストを実施します。また、
中間テストの解説を実施し、第7回
までの授業を総合的に振り返ります
。

9 プロダクト・ポートフォリオ・マネ
ジメント

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：PPM、プロダクト・ライフサイク
ル）

4第 回 時間

プロダクト・ポートフォリオ・マネ
ジメント手法を理解し、プロダクト
・ライフサイクルの概念と観光地の
ライフサイクルにおける特徴や問題
点について確認します。

10 旅行商品流通チャネル まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：パッケージツアー、ホールセー
ル）

4第 回 時間

旅行商品の種類と特徴について理解
したうえで、旅行商品の流通チャネ
ルについて理解します。

11 マーケティングで価格戦略を策定 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：スケールメリット、競争市場戦
略）

4第 回 時間

競争優位の基本戦略を理解し、価格
決定方法や競争市場戦略の４つの位
置づけについて学びます。

12 ブランドマーケティング まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ブランド・アイデンティティ、
永続性）

4第 回 時間

ブランド・イメージの定義やブラン
ド構築のプロセスなどについて学び
ます。

13 観光地ブランドと地域づくり まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：コンセンサス、ディマーケティ
ング）

4第 回 時間

観光地におけるブランド構築や地域
づくりにおいてのポイントについて
学びます。

14 カスタマー・リレーションシップ・
マーケティング

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：CRM、データベース・マーケティ
ング）

4第 回 時間

CRMの概念やCRMが重視されるように
なった背景について理解したうえで
、実践事例を通じてその考え方を理
解します。
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授業科目名 Research ＆ Presentation 1

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

デイヴィス恵美

演習

該当する

大手日系電機メーカーのイギリス現地法人において、ヨーロッパ圏内の販社営業を担当し、販売戦略
などに関する資料作成やプレゼンテーションも担当した。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、地方自治体である三田市のインバウンド観光活性をテーマに、観光をビジネスの視点から様々に検討し、調査・企
画・提案を実際に行うことで、将来観光業に携わる人材として主体的に考え、問題解決に取り組む姿勢を養うことを目標とす
る。本授業を通し三田市観光協会と相互に有益なプロジェクトを設定して取り組み、完成させることを目指す。本授業はリサー
チ力、企画力、発表力について総合的に実践し、振り返りを通して学びを深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光庁資料を読み理解する データを利用し、必要な情報を抽
出できるようになる

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ビジネスプレゼンテーションの基
礎を学ぶ

ビジネス定型表現や語彙を習得す
る

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

適切な文献がどのようなものか判
断できるようになる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

期日を守って責任を遂行すること
ができるようになる

3．DP９.他者との協調・協働 目標を共有し、自律して責任を果
たすことができるようになる

4．DP10.忠恕の心 課題を達成するための段階を仲間
と確認しながら進めることができ
る

学外連携学修

有り(連携先：兵庫県三田市観光協会)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

授業内プレゼンテーションを行い、クラスで振り返り学習教材として活用する。
ピアレビューシステムを取り入れ、オープンな環境でお互いの成果を建設的にコメントし合う(constructive
criticism)
学科専門教員を授業内プレゼンテーションのオブザーバーとして招致し、フィードバックをもらう。
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学科専門教員を授業内プレゼンテーションのオブザーバーとして招致し、フィードバックをもらう。
提出物にはコメント・評価をつけて返却する。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation

40

協働学習の意義を認識し、自律的なリサーチに基づいた
ディスカッションペーパーを提供し、授業運営に貢献で
きているかを総合的に判断する。

：

％

Presentation

20

ビジネスコミュニケーションの基礎を踏まえ、自分なり
のポリシーが確立されていることが総合的に示されてい
るかを判断する。

：

％

Final Report

20

各方面からのフィードバックを踏まえて調整を行い、最
終的な提案をまとめあげることができているかを総合的
に判断する。

：

％

Learning Portfolio

20

自己評価、他者評価に関わる表現がReflection Portfoli
oに示されているか、などを総合的に判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English for Business
Meetings: Presentation

辻和成／細野健二／G.クリ
ント・デニソン／辻勢都

南雲堂・・ 年・2023

参考文献等

国土交通省観光庁ホームページ　https://www.mlit.go.jp/kankocho/
UWNTO Home Page　https://www.unwto.org/
三田市観光協会ホームページ：https://sanda-kankou.jp/
三田市ホームページ：　https://www.city.sanda.lg.jp/

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎週2時間の授業外学修が求められます。 特に協働学習の本質を理解し、自らの
貢献度を向上させるためにも、普段から社会における様々な事象をクリティカルな視点を持って眺め、自らインプットを求める
積極性が求められます。英語はコミュニケーションを円滑に行うためのツールに過ぎず、そのツールを活かす原動力は自らの
「人間力」であることを理解し、分野を限定することなく幅広く見聞を広めて下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： 場所: 西館　個人研究室1
本授業では各学期1回の週末フィールドワークを行います。その分2回の通
常授業を調整します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：リサーチとは 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
Introduction
講義の進め方の説明、28回の授業を
通しての学びに期待すること、及び
個人の最終到達目標を設定する。本
授業を通して共同で到達する目標に
ついて共通理解を図る。

グループワーク
効果的なリサーチ方法についてブレ
インストーム。
それぞれのグループでリサーチとは
というまとめを発表をする。

テキスト
Unit 1

2 観光の動向：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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リサーチ
地方観光の活性化についてのヒント
を得るため、観光白書第1部を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 2

3 観光の動向：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
それぞれのグループで観光白書第1
部から理解したことについてプレゼ
ンテーションを行う。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 2 &amp; 3

4 新型コロナウイルス感染症を踏まえ
た観光の新たな展開：リサーチ

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

リサーチ
地方観光の活性化についてのヒント
を得るため、観光白書第2部を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 4

5 新型コロナウイルス感染症を踏まえ
た観光の新たな展開：プレゼンテー
ション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

プレゼンテーション
それぞれのグループで観光白書第2
部から理解したことについてプレゼ
ンテーションを行う。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 4 &amp; 5

6 令和３年度に講じた施策：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
地方観光の活性化についてのヒント
を得るため、観光白書第3部を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 6

7 令和３年度に講じた施策：プレゼン
テーション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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プレゼンテーション
それぞれのグループで理解したこと
についてプレゼンテーションを行う
。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

8 令和 4年度に講じようとする施策：
リサーチ

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

リサーチ
地方観光の活性化についてのヒント
を得るため、観光白書第4部を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 8

9 令和 3 年度に講じようとする施
策：プレゼンテーション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

プレゼンテーション
それぞれのグループで観光白書第4
部から理解したことについてプレゼ
ンテーションを行う。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 8 &amp; 9

10 まとめ：概念図作成 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
観光白書第1部から4部までを通して
みて最も大事だと思う要素をまとめ
、概念図案を作成する。

個人ワーク
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 10

11 グループディスカッション：概念図 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
グループワーク
まとめてきた概念図案を共有し、完
成版を作成する。

ディスカッション
三田市について一緒に調べ始め、下
地づくりをする。SWOT分析について
しっかりと確認する。

テキスト
Unit 10 &amp; 11

12 三田市：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
三田市についてのリサーチ

ディスカッション（GC上課題）
現状の観光産業についての知識を元
に、三田市へのインバウンド観光誘
致の施策について念頭におきながら
、三田市についてSWOT分析を行う。

テキスト
Unit 12

13 三田市：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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プレゼンテーション
それぞれのグループの三田市につい
てのSWOT分析を発表する。

ディスカッション
アイデアを統合してSWOT分析をまと
める。

テキスト
Unit 12 &amp; 13

14 インバウンド：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
国内外のインバウンド観光成功事例
について調査し、プレゼン資料を作
成する。

テキスト
Unit 14

15 インバウンド：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
ひとりずつインバウンド成功事例に
ついてのプレゼンを行う。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 14 &amp; 15

16 企画案：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
クラス内インバウンド観光成功事例
のプレゼンに基づき、三田市に提案
できそうな企画について調査し、レ
ポートを作成する。

テキスト
Unit 16

17 企画案：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
グループワーク
作成した三田市へ提案できそうな案
件について共有し、グループごとに
三田市への企画を検討

テキスト
Unit 16 &amp; 17

18 企画案：推敲 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
三田市についてのリサーチ
企画案の推敲
フィールドワーク準備

個人ワーク（GC上課題）
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 18

19 フィールドワーク 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
フィールドワーク
（土曜日）

20 フィールドワーク：振り返り 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
フィールドワーク振り返り
課題のまとめとレポート

21 企画：ディスカッション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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ディスカッション
企画資料の完成
発表の分担
発表の練習

テキスト
Unit 18 &amp; 19

22 企画：完成 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
企画資料の完成
発表の分担
発表の練習

テキスト
Unit 20

23 企画：発表 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
それぞれのグループの企画案につい
て発表する。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 20

24 企画：修正 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
ピアコメントやフィードバックに基
づいて企画案の修正
三田市への発表の練習

個人ワーク（GC上課題）
学修ポートフォリオ作成

25 企画プレゼンテーション（学外連携
授業）

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

三田市観光協会へそれぞれの企画の
内容についてプレゼンテーション

26 企画プレゼンテーション：振り返り 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
企画発表についてグループごとに振
り返りとレポートをまとめる

27 調整週 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
フィールドワークの調整のため休講
フィールドワークの調整のため休講
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授業科目名 Research ＆ Presentation 2

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

デイヴィス恵美

演習

該当する

大手日系電機メーカーのイギリス現地法人において、ヨーロッパ圏内の販社営業を担当し、販売戦略
などに関する資料作成やプレゼンテーションも担当した。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、地方自治体である三田市のインバウンド観光活性をテーマに、観光をビジネスの視点から様々に検討し、調査・企
画・提案を実際に行うことで、将来観光業に携わる人材として主体的に考え、問題解決に取り組む姿勢を養うことを目標とす
る。本授業を通し三田市観光協会と相互に有益なプロジェクトを設定して取り組み、完成させることを目指す。本授業はリサー
チ力、企画力、発表力について総合的に実践し、振り返りを通して学びを深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光庁資料を読み理解する データを利用し、必要な情報を抽
出できるようになる

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ビジネスプレゼンテーションの基
礎を学ぶ

ビジネス定型表現や語彙を習得す
る

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

決められた課題に取り組む時間を
計画的に確保することができる

2．DP７.実践の完遂 シラバスを常に参照し、計画的に
責任を果たせるように自己管理を
行うことができる

3．DP９.他者との協調・協働 目標を共有し、自律して責任を果
たすことができるようになる

4．DP10.忠恕の心 課題を達成するための段階を仲間
と確認しながら進めることができ
る

学外連携学修

有り(連携先：兵庫県三田市観光協会)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

授業内企画プレゼンテーションを行い、クラスで振り返り学習教材として活用する。
ピアレビューシステムを取り入れ、オープンな環境でお互いの成果を建設的にコメントし合う(constructive
criticism)
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criticism)
学科専門教員を授業内プレゼンテーションのオブザーバーとして招致し、フィードバックをもらう。
提出物にはコメント・評価をつけて返却する。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation

40

協働学習の意義を認識し、自律的なリサーチに基づいた
ディスカッションペーパーを提供し、授業運営に貢献で
きているかを総合的に判断する。

：

％

Presentation

20

ビジネスコミュニケーションの基礎を踏まえ、自分なり
のポリシーが確立されていることが総合的に示されてい
るかを判断する。

：

％

Final Report

20

各方面からのフィードバックを踏まえて調整を行い、最
終的な提案をまとめあげることができているかを総合的
に判断する。

：

％

Learning Portfolio

20

自己評価、他者評価に関わる表現がReflection Portfoli
oに示されているか、などを総合的に判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English for Business
Meetings: Discussion.

辻和成／三宅弘晃／G.クリ
ント・デニソン／辻勢都

南雲堂・・ 年・2023

参考文献等

国土交通省観光庁ホームページ　https://www.mlit.go.jp/kankocho/
UWNTO Home Page　https://www.unwto.org/
三田市観光協会ホームページ：https://sanda-kankou.jp/
三田市ホームページ：　https://www.city.sanda.lg.jp/

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎週2時間の授業外学修が求められます。 特に協働学習の本質を理解し、自らの
貢献度を向上させるためにも、普段から社会における様々な事象をクリティカルな視点を持って眺め、自らインプットを求める
積極性が求められます。英語はコミュニケーションを円滑に行うためのツールに過ぎず、そのツールを活かす原動力は自らの
「人間力」であることを理解し、分野を限定することなく幅広く見聞を広めて下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： 場所: 西館　個人研究室1
本授業では各学期1回の週末フィールドワークを行います。その分2回の通
常授業を調整します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：文献リサーチ
とは

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

Introduction
講義の進め方の説明、28回の授業を
通しての学びに期待すること、及び
個人の最終到達目標を設定する。本
授業を通して共同で到達する目標に
ついて共通理解を図る。

グループワーク
文献リサーチの方法についてブレイ
ンストーム。どんなことに気を付け
るべきかついて調べる。

テキスト
Unit 1

2 文献リサーチ：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

- 759 -



2947
リサーチ
文献調査についてキーポイントを整
理しレポートを作成する。
自分がやってみたい卒論テーマにつ
いて考え、どのような文献があるの
かについて簡単に調べてみる。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 2

3 文献リサーチ：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
それぞれのグループで文献リサーチ
の方法についてプレゼンテーション
を行う。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 2 & 3

4 インバウンド観光：JETRO１リサー
チ

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

リサーチ
インバウンド観光について概観する
ため、JETROレポートPart１を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 4

5 インバウンド観光：JETRO１プレゼ
ンテーション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

プレゼンテーション
それぞれのグループでJETROレポー
トPart１から理解したことについて
プレゼンテーションを行う。
一人ひとりポストイットを使ってノ
ートをとる。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 4 & 5

6 インバウンド観光：JETRO２リサー
チ

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

リサーチ
インバウンド観光について概観する
ため、JETROレポートPart２を読み
込み、自分なりに理解したことをレ
ポートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

個人ワーク
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 6

7 インバウンド観光：JETRO２プレゼ
ンテーション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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プレゼンテーション
それぞれのグループでJETROレポー
トPart２から理解したことについて
プレゼンテーションを行う。
一人ひとりポストイットを使ってノ
ートをとる。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 6 & 7

8 インバウンド観光：JETRO３リサー
チ

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

リサーチ
インバウンド観光について概観する
ため、JETROレポートPart3を読み込
み、自分なりに理解したことをレポ
ートにする。

グループワーク（GC上課題）
レポートに基づいてプレゼン資料を
作成しプレゼンの分担を決定する。
資料は英語で作成すること。

テキスト
Unit 8

9 インバウンド観光：JETRO３プレゼ
ンテーション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

プレゼンテーション
それぞれの発表資料をアップロード
しておく。
全ての資料に目を通しコメントをす
る。

宿題
ピアコメントに基づいて資料の修正
を行い、完成させる。

10 KJ法：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
KJ法について調べる。

個人ワーク
自分のポストイットを使ってKJ法を
しておく。

テキスト
Unit 10

11 KJ法：グループディスカッション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
グループワーク
それぞれがまとめてきたポストイッ
トを集めてグループでKJ法を行う

テキスト
Unit 10 & 11

12 KJ法：概念図リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
グループワーク（GC上課題）
グループワークで行ったKJ法をさら
に進める。グループでの概念図の完
成版に近づけておく。

個人ワーク
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 12

13 KJ法：概念図完成 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション
それぞれのグループで持ち寄った概
念図を統合してクラス全体での概念
図を完成させる。

テキスト
Unit 12 & 13

14 三田市：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
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リサーチ
インバウンド観光の概念図を念頭に
、三田市に提案できそうな企画につ
いて調査し、レポートを作成する。

テキスト
Unit 14

15 三田市：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
ひとりずつ三田市への提案企画につ
いてプレゼンを行う。

ディスカッション
グループに分かれて企画案を統合し
、形にしていく。

テキスト
Unit 14 & 15

16 三田市企画：リサーチ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
リサーチ
グループでのディスカッションに基
づき、三田市に提案できそうな企画
についてさらに追加調査する。

ディスカッション（GC上課題）
ディスカッションに基づいてプレゼ
ン資料を作成し始める。
プレゼンの分担を決定する。資料は
英語で作成すること。

個人ワーク
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 16

17 三田市企画：プレゼンテーション 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
プレゼンテーション
それぞれのグループの企画案につい
て発表する。

ディスカッション
ピアコメント
課題、問題点の整理

テキスト
Unit 16 & 17

18 三田市企画：推敲 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
ピアコメントやフィードバックに基
づいて企画案の修正
三田市のリサーチ

個人ワーク（GC上課題）
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 18

19 三田市企画：フィールドワーク準備 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
グループワーク
グループごとに三田市への企画をさ
らに検討
フィールドワーク準備

テキスト
Unit 18 & 19

20 フィールドワーク計画 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
三田市についてのリサーチ
企画案の推敲
フィールドワーク準備

個人ワーク（GC上課題）
学修ポートフォリオ作成

テキスト
Unit 20

21 フィールドワーク 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
フィールドワーク
（土曜日実施）
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22 フィールドワーク振り返り 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
フィールドワーク振り返り
課題のまとめとレポート

23 企画資料の作成 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション
企画資料の完成
発表の分担
発表の練習

テキスト
Unit 20

24 企画資料の完成 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
ディスカッション（GC上課題）
企画資料の完成
発表の分担
発表の練習

25 三田市観光協会へのプレゼンテー
ション

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

三田市観光協会へのプレゼンテーシ
ョン
それぞれの企画の内容についてプレ
ゼンテーション

26 企画提案プレゼンテーション：振り
返り

学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間

ディスカッション（GC上課題）
企画発表についてグループごとに振
り返りとレポートをまとめる

個人ワーク（GC上課題）
学修ポートフォリオ作成

27 フィールドワーク調整１ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
フィールドワーク調整週

28 フィールドワーク調整２ 学修ポートフォリオ作成 1第 回 時間
フィールドワーク調整週
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授業科目名 航空運輸事業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年・4年 2

辛川敬

講義

該当する

40年近く大手航空会社に勤務、グループ会社社長、役員等を歴任。マーケティング、営業、空港、海
外等で幅広い実務経験あり（第1～5，7～14回）。航空会社の経営企画、総合研究所社長等を歴任
（第6回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

航空事業は現在国際的な交通運輸産業の中心的な役割を担い、国際観光のみならず社会インフラとして、極めて重要な役割を果
たしている。その航空事業の歴史、発展、背景等から基礎的な知識を持ち、航空ビジネスの現状、課題を理解する。また、経営
学の面からも、航空事業戦略を分析し理解する。講義だけでなく、グループワークにより、様々な航空会社の事例からその経営
戦略を分析し発表する機会を作り、その能動的な学びを通し、学生が航空ビジネスにより興味を持つことを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.現代社会におけるマネジ
メントとビジネスの仕組みの理解

航空事業の幅広い領域について、
その基本的な役割や内容を理解す
る。

講義の情報をもとに、航空事業の
各領域が担う内容、相互関連性、
必要性、重要性を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

航空事業の各領域における専門的
な業務内容に関する知識を深め
る。

各領域に関する専門的知識を深め
ることによって、事業に求められ
る人財像を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

様々な角度からのアプローチを通
じて、航空産業が抱える課題を多
面的に発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

航空会社の経営戦略に関するグループ発表において、評価、コメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

30

14回の授業終了後に期末レポートの提出を求める。学ん
だ成果を反映したレポートになっているかを、独自のル
ーブリックに基づいて評価する。

：

％

2947
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授業への参加意欲

20

毎回の授業での発言や、取り組む姿勢を独自のルーブリ
ックに基づいて評価する。

：

％

グループワークとプレゼンテーション

30

グループワークにおける、積極性、果たす役割、貢献度
を評価し、成果物であるプレゼンテーションのまとまり
を独自のルーブリックに基づいて評価する。

：

％

リアクション・ペーパー

20

毎回の授業の終わりに提出のリアクション・ペーパーで
、学びの程度を独自のルーブリックに基づいて評価する
。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

航空産業入門　第2版（株）ANA総合研究所 東洋経済・・ 年・2017

参考文献等

株式会社ANA総合研究所編集『エアラインオペレーション入門』改訂新版　イカロス出版　2022年
井上　泰日子 『最新航空事業論』（第3版） 日本評論社 2019年

他、随時参考文献等を紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・日々のニュースから、航空事業に関連する記事があれば資料として残し、常に関心を絶やさないようにする。
・事例研究のグループワークでは積極的に協働することが求められる。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」
　に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限

場所： 西館４階

備考・注意事項： メールで質問等も受け付けます。
その際タイトルに必ず、学籍番号と氏名を明記すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方、航空事業の特徴と他
の交通事業との違い

教科書、第２部第６章を読み、航空輸送
について基本的な特徴を理解しておく。

4第 回 時間

14回の授業の内容、進め方、評価に
ついて解説をする。
航空運輸業の特徴を他の運輸業との
比較において明らかにする。

2 航空産業の歴史 教科書、第１部第１～３章を読み、航空
の歴史の全体像をつかんでおく。

4第 回 時間

航空運輸業の歴史と、それぞれの時
代における役割を理解する。

3 日本における航空産業の歴史 教科書、第１部第１～３章の日本の歴史
に関する箇所をまとめておく。

4第 回 時間

日本における航空運輸業の歴史と、
他国との違いを理解する。
期末のグループ発表についての説明
。
（グループワークについての説明、
課題提供等）

4 航空会社の経営戦略（レベニュー・
マネジメント）

教科書、第２部第９章のレベニュー・マ
ネジメントの項目を読みまとめておく。

4第 回 時間

収益を最大化するレベニュー・マネ
ジメントの仕組みを理解する。
グループワーク（1回目）

5 航空会社の経営戦略（ネットワーク
戦略）

教科書、第２部第８章を読み、航空会社
のネットワークの実例からその戦略を理
解しておく。

4第 回 時間

航空会社の路線網における戦略を理
解する。
グループワーク（2回目）

6 外部講師による特別授業（航空会社
の経営戦略について）

ANAについて事前配布資料を読み、まとめ
ておく。事前提供の課題について自身の
意見をまとめておく。

4第 回 時間
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航空会社のケーススタディー
モデルケースとしてANAを取り上げ
、航空事業の歴史、経営戦略の変遷
を理解する。
与えられた事前課題について討議す
る。

7 航空会社の経営戦略（アライアンス
とジョイントビジネス）

教科書、第２部第７章を読み、アライア
ンスについて理解しておく。

4第 回 時間

アライアンス（航空連合）とジョイ
ントビジネスについて、その特徴と
意義を理解する。
グループワーク（3回目）

8 航空会社の経営戦略（マイレージ・
プログラム）

教科書、第２部第１０章を読み、マイ
レージ・プログラムを理解しておく。

4第 回 時間

航空会社のマイレージ・プログラム
（FFP）が航空会社の経営にどのよ
うな影響を及ぼすか理解する。また
、その基礎となるデータベースマー
ケティングを理解する。
グループワーク（4回目）

9 航空会社の経営戦略（ブランド戦略
と顧客満足）

教科書、第２部第１１～１２章を読み、
CSとブランド戦略について理解をしてお
く。

4第 回 時間

航空会社のブランド戦略とCS（顧客
満足）の重要性を理解する。
グループワーク（5回目）

10 空港の役割（旅客サービス、グラン
ドハンドリング等について）

教科書、第１部第５章を読み、空港につ
いての理解をもつ。事前提供の課題につ
いて自身の意見をまとめておく。

4第 回 時間

航空事業における空港の役割と空港
での主業務である旅客サービスとグ
ランドハンドリングについて理解す
る。
与えられた事前課題について討議す
る。

11 LCC（格安航空会社）のビジネスモ
デル

教科書、第２部第15章を読み、LCCのビジ
ネスモデルを理解しておく。

4第 回 時間

LCC（Low Cost Carrier)の経営戦略
について理解する。
また、LCCと従来の航空会社(FSC：F
ull Service Carreir)の経営戦略に
おける違いを明らかにする。
グループワーク（6回目）

12 航空機製造産業 事前配布資料から、航空機製造産業につ
いて理解しておく。

4第 回 時間

航空機製造産業についてその特色、
特殊性を理解する。
グループワーク（7回目）

13 グループ発表会 グループ発表の準備、リハーサルをして
おく。

4第 回 時間

グループワーク発表
グループで取り組んだ課題について
その成果を発表する。
それぞれの発表を評価する。

14 航空貨物について。授業の振り返り 教科書、第2部第１４章を読み、国際航空
貨物についての理解をもつ。13回の授業
を振り返り、航空ビジネスの未来像につ
いて自身の意見をまとめておく。

4第 回 時間

国際航空貨物について、旅客の経営
戦略との異同を理解する。
講義の振り返り：航空業界の現状と
未来、航空産業と環境問題について
理解する。
期末レポートにおける課題を提供を
し、レポート作成時の注意点につい
て指示をする。
その際研究倫理のもと、著作権と個
人情報についての説明も行う。
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授業科目名 ミクロ経済学

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

本間哲也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ミクロ経済学は，経済活動に関わる個々の「登場人物」（たとえば消費者や企業など）に注目し，生産・販売・消費といった行
動がなぜ，どのように行われるかを理解しようとする学問である。
本科目では，ミクロ経済学の基本的な考え方や分析の方法を学ぶ。それにより，社会を見る「道具」としての「経済学の考え
方」を身につけ，その有用性を実感してもらうことを目指す。
学んだ内容は今後，日常の消費生活や，社会人として実際のビジネスに携わる際，現状把握や意思決定を助けるであろう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営や市場に関わる諸現象を捉
え，意思決定する際に有効な，経
済学的分析概念の知識を得る。

消費者行動・経営活動・企業行
動・政府の政策の原理やメカニズ
ムを科学的に理解し，説明でき
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経済学の考え方や接近方法を自ら
が関わる具体的場面に援用し，適
切な現状理解ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験

40

学習内容の理解，
適切な説明ができる文章力。
※表面的な用語知識よりも概念やメカニズムの理解を重
視する。

：

％

課題

40

授業内容の理解，
諸事例に対する応用力。
※提出資料の体裁や読みやすさも評価の対象。

：

％

授業への貢献

20

質問・発言などの「参加」状況。：

％
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2949
20 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・N.グレゴリー＝マンキュー『マンキュー経済学Ⅰ ミクロ編(第4版)』東洋経済新報社，2019年
・N.グレゴリー＝マンキュー『マンキュー入門経済学(第3版)』東洋経済新報社，2019年
・安藤至大『ミクロ経済学の第一歩』有斐閣，2013年
・その他必要に応じ適宜示す。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は２単位の科目であるため，平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え，その回の授業の内容を丁寧に復習し，次回の授業に向けて予習をすること。
・履修開始前の特段の予備知識は不要。
・授業中の発言・質問等の積極的な参加は高く評価する。
・本講義で紹介する諸概念・分析フレームワークは，経営戦略論・管理会計・企業財務など，経営学部で開講されるいろいろな
科目の基礎になっていることが多い。したがって本科目の履修はこれらの経営学諸科目の理解を深めるのにも役立つであろう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜３時限目

場所： 研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ 授業ガイダンス・経済学の道具立て シラバスを読み直し，内容を確認する。
復習用教材等を用い，授業内容（経済学
独特の基礎的諸概念）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

講義の目的・内容・授業の進め方・
評価方法など
財・サービスの概念，希少性，機会
費用など

２ 経済学とミクロ経済学，消費者の理
論(1)：消費と効用

復習用教材等を用い，ミクロ経済学の特
徴などを再確認する。次回授業（前回授
業の復習部分）で授業内容（消費行動と
効用など）を説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

社会科学における「経済学」の位置
づけ，ミクロ経済学とマクロ経済学
の違い，マンキューの「経済学の十
大原理」など
効用，限界効用，需要曲線など

３ 消費者の理論(2)：需要 復習用復習用教材等を用い，授業内容
（需要関数など）を次回授業時に説明で
きるようにしておく。

4第 回 時間

消費者余剰，需要曲線のシフト，需
要の価格弾力性など

４ 生産者（企業）の理論 復習用教材等を用い，授業内容（企業行
動の経済学的理解など）を次回授業時に
説明できるようにしておく。

4第 回 時間

企業とは何か，利潤，供給曲線，生
産者余剰など

５ 市場均衡と効率性 復習用教材等を用い，授業内容（価格メ
カニズムなど）を次回授業時に説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

市場均衡，均衡の安定性，均衡の効
率性，厚生経済学の定理

６ 市場介入と効率性 復習用教材等を用い，授業内容（政府の
役割など）を次回授業時に説明できるよ
うにしておく。

4第 回 時間

価格規制，課税や補助金の影響，死
荷重の発生など

７ 独占と寡占 復習用教材等を用い，授業内容（不完全
競争市場の特徴など）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

完全競争と不完全競争，独占利潤な
ど

８ 外部性 復習用教材等を用い，授業内容（外部経
済／不経済など）を次回授業時に説明で
きるようにしておく。

4第 回 時間

外部効果，外部効果の内部化，コー
スの定理など
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９ 公共財 復習用教材等を用い，授業内容（公共財
と市場の関係など）を次回授業時に説明
できるようにしておく。

4第 回 時間

公共財の概念，政府の役割と限界な
ど

10 経営と経済学 復習用教材等を用い，授業内容（企業の
諸活動の経済学的理解など）を次回授業
時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

競争優位，差別化，広告，評判，取
引費用，競争政策など

11 ゲームの理論(1)：非協力標準形
ゲーム

復習用教材等を用い，授業内容（ゲーム
理論の基礎的枠組みなど）を次回授業時
に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

非協力ゲームの考え方，標準形ゲー
ムにおけるナッシュ均衡など

12 ゲームの理論(2)：展開形ゲーム 復習用教材等を用い，授業内容（逐次手
番ゲームなど）を次回授業時に説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

展開形ゲーム，ゲーム理論の応用例
13 不確実性と情報 復習用教材等を用い，授業内容（不確実

性の経済学）を次回授業時に説明できる
ようにしておく。

4第 回 時間

期待効用とリスク態度，逆選択，モ
ラルハザードなど

14 まとめ 定期試験準備：全14回の授業内容を総復
習する。

4第 回 時間

授業の振り返りとまとめ，試験情報

2949
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授業科目名 多国籍企業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にて世界各地域の国際事業戦略・M&A等、外務省にて政府開発援助（ODA)、調査機関
（シンクタンク）にて欧州やアジア地域の各国の政治経済や企業制度の分析、格付会社にて各国・大
手多国籍企業の格付等、本授業に関連する各種の業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

グローバル化が進展する中、有力な多国籍企業について学ぶ重要性が増しています。本講義では、多国籍企業に関わる理論、米
国・欧州・アジアの企業制度と有力な多国籍企業の経営を具体的に検討・理解します。講義の中では受講生の積極的な参加を促
し双方向型の授業とします。なお、多国籍企業に関連して、理論面については「国際経営戦略論」、アジア地域の企業経営につ
いては「アジア市場と日本」（両科目とも本科目と同一教員が担当）でより詳しく学ぶ予定のため、それらのテーマや事項に関
心がある方は上記科目の履修も薦めます。教室での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデ
オ教材の視聴などに有効なオンデマンド授業を月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

多国籍企業に関連する基本的な事
項・知識・理論を理解する。

多国籍企業に関連する基本的な事
項・知識・理論について説明でき
る。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

多国籍企業に関連する重要事項・
知識・理論を理解する。

多国籍企業に関する重要事項・知
識・理論について理解し課題の解
決案の検討に応用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

多国籍企業に関わる重要な課題
を、文献・情報収集・分析・応用
により発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業方法はクラスの規模等により変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

リアクションペーパー（小レポート） 授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授

：

2949

- 770 -



2950リアクションペーパー（小レポート）

30

性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述の場合は0点とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

多国籍企業に関する重要事項を問う問題を出題し、その
理解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にし
て評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

佐久間信夫（2016）『多国籍企業の理論と戦略）』学文社
菊澤研宗（2004）『比較コーポレートガバナンス論』有斐閣
ナンシー・ハバード（2013）『欧米・新興国・日本16ヵ国50社のグローバル市場参入戦略』東洋経済新報社
桂木麻也（2019）『ASEAN企業地図（第2版』翔泳社
日本経済新聞社（2019）『日経業界地図2020』日本経済新聞出版社
江夏健一・太田正孝・藤井健（2013）『シリーズ国際ビジネス　１国際ビジネス入門<第2版>』中央経済社
チャールズ・W・L・ヒル（2013）『国際ビジネス1-3』楽工社
大木清弘（2017）『コア・テキスト国際経営』新世社
その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組み、各回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作成を含む、以
下同じ）をすること。授業時間内にも伝達しますが、授業に関連する資料は、原則として、各回の授業日にグーグルクラルーム
に資料を掲示しますので、それを参照して予習・復習を行ってください。また、本講義の内容を深く理解する上で、国際的な企
業の活動、それに関連する国際政治・経済・社会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネッ
ト等の記事・ニュースに注目するよう心掛けてください。その他は第1回目の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、多国籍企業とは何か グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
多国籍企業の定義などについて復習し、
同掲示資料で次回分の授業を予習しま
す。

4第 回 時間

本講義の進め方を説明し、次いで、
多国籍企業とはどのようなものかに
ついて、その定義や、本授業でカバ
ーする内容などについて学びます。

2 多国籍企業の歴史 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
多国籍企業の歴史について復習し、同掲
示資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

欧州、米国、日本、アジア新興国の
多国籍企業の歴史・変遷を学びます
。

3 多国籍企業の理論 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
多国籍企業の歴史について復習し、同掲
示資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

海外直接投資と多国籍企業に係る典
型的な理論についての要点を学びま
す。

4 （産業別トピックス1）インター
ネット関連の巨大企業:米国GAFAと
中国BATH

グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
巨大インターネット企業の経営の要点な
どについて復習し、同掲示資料で次回分
の授業を予習します

4第 回 時間

世界に大きな影響を有するインター
ネット関連の巨大企業の戦略、経営
、行動等について学びます。

5 米国の企業制度 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
米国の企業制度について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

米国の企業制度、人事・組織構造、
コーポレートガバナンスの特徴・重
要点などについて学びます。

6 米国の多国籍企業の事例 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
米国の企業事例について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間
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ジョンソン・エンド・ジョンソン、
P&Gなど米国を代表する多国籍企業
の戦略、人事・組織、経営、行動に
ついて学びます。

7 英国の企業制度 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
英国の企業制度について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

英国の企業制度、人事・組織構造、
コーポレートガバナンスの特徴・重
要点などについて学びます。

8 英国の多国籍企業の事例 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
英国の企業事例について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

HSBC、プルデンシャル、BPなど英国
を代表する多国籍企業の戦略、人事
・組織、経営、行動について学びま
す。

9 EU・欧州の企業制度 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
欧州の企業制度について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

欧州の企業制度、人事・組織構造、
コーポレートガバナンスの特徴・重
要点などについて学びます。

10 欧州の多国籍企業の事例 Lグーグルクラルーム掲示資料を参照し、
欧州の企業事例について復習し、同掲示
資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

ネスレ、フォルクスワーゲン、イケ
アなど欧州を代表する多国籍企業の
戦略、人事・組織、経営、行動につ
いて学びます。

11 東アジアの企業制度 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
東アジアの企業制度について復習し、同
掲示資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

中国・香港・台湾・韓国の企業制度
、人事・組織構造、コーポレートガ
バナンスの特徴・重要点などについ
て学びます。

12 東アジアの多国籍企業の事例 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
東アジアの企業事例について復習し、同
掲示資料で次回分の授業を予習します

4第 回 時間

ハイアール、長江実業、鴻海精密工
業、TSMC、サムスンなど東アジアを
代表する多国籍企業の戦略、人事・
組織、経営、行動について学びます
。

13 東南アジア・インドの企業制度 グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
東南アジア・インドの企業制度について
復習し、同掲示資料で次回分の授業を予
習します

4第 回 時間

シンガポール・タイ・マレーシア等
東南アジアとインドの企業制度、人
事・組織構造、コーポレートガバナ
ンスの特徴・重要点などについて学
びます。

14 東南アジア・インドの多国籍企業の
事例および本講義全体のまとめ

グーグルクラルーム掲示資料を参照し、
東南アジア・インドの企業事例について
復習し、さらに講義全般も復習します

4第 回 時間

CPグループ、ホンリョングループ、
タタグループ等東南アジア・インド
を代表する多国籍企業の戦略、人事
・組織、経営、行動について学びま
す。次いで本講義全体で取り上げた
重要事項を振り返り理解をより深め
ます。
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授業科目名 アジア市場と日本

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にてアジア事業戦略・M&A等、外務省にて対アジア諸国への政府開発援助（ODA)、調査
機関（シンクタンク）にてアジア各国の政治経済・企業動向分析、格付会社にてアジア各国・大手企
業の格付等、本授業に関連する各種業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

アジアの世界経済における位置づけや我が国にとっての重要性が増大している中、アジア主要市場の動向や各市場における有力
企業（日系、欧米系、中国・韓国・東南アジア・インド等アジア系企業）の経営に関する特徴や課題、各国の経済・社会に与え
る影響などを学び理解することを目的としている。そのための方法論として、アジア主要市場の発展・変化等の動向、企業経営
に係る環境、関連する経済学・経営学の理論を併せて解説・紹介することを予定している。グループ・個人による発表も予定し
ています。教室での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ教材の視聴などに有効なオン
デマンド授業を月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

アジア市場と日本の関係につき政
治経済や企業経営に関連する基本
的な事項・知識・理論を理解す
る。

アジア市場と日本の関係につき政
治経済や企業経営に関連する基本
的な事項・知識・理論について説
明できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

アジア市場と日本の関係につき政
治経済や企業経営に関連する重要
事項・知識・理論を理解する。

アジア市場と日本の関係につき政
治経済や企業経営に関連する重要
事項・知識・理論について理解し
課題の解決案の検討に応用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

アジア市場と日本の関係につき政
治経済や企業経営に関連する重要
な課題を、文献・情報収集・分
析・応用により発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

授業方法はクラスの規模等により適宜変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。
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2951
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小レポート（授業時間内）

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

講義内容に関する重要事項を問う問題を出題し、その理
解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にして
評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

アジア経営論陳晋 ミネルヴァ書房・・ 年・2014

参考文献等

パラグ・カンナ（尼丁千津子翻訳)（2019）『アジアの世紀上・下:接続性の未来』原書房
牛山 隆一『ASEANの多国籍企業』文眞堂（2018年）
澤田貴之『アジアのコングロマリット』創成社（2017年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作
成を含む、以下同じ）をすること。本講義の内容を深く理解する上で、アジア市場や企業の動向、関連する国際政治・経済・社
会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛けて
ください。Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、課題等の掲示・提出を行います。その他は第1回目
の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 講義の概要と進め方／アジアの経済
復興と市場拡大

テキストの第1章と授業内容を復習し講義
全体の流れを把握する。テキスト第2章と
掲示資料を予習します。

4第 回 時間

講義の全体像を解説した後、アジア
の経済発展とアジア市場の拡大に関
する総論を述べます。

2 アジアの経済成長と技術進歩 テキストの第2章と授業内容を復習し技術
と成長の関係を理解する。テキスト第3章
と掲示資料を予習します。

4第 回 時間

テキスト第2章に沿って、アジア発
展の大きな要因になっている技術進
歩とそれによる経済成長の動向につ
いて学びます。

3 アジアの貿易拡大と市場統合 テキストの第3章と授業内容を復習し貿易
構造の変化、中間層の担当、経済連携の
意義などを理解します。テキスト第4章と
掲示資料を予習する。

4第 回 時間

テキストの第3章に沿って、貿易の
大きな流れがアジア市場に向かって
いる状況や中間層の台頭、経済連携
などについて学びます。

4 アジアの産業政策と市場環境 テキストの第4章と授業内容を復習しアジ
ア諸国の市場経済化と産業政策の役割、
市場の変化を理解します。テキスト第5章
と掲示資料を予習します

4第 回 時間

テキストの第4章に沿って、アジア
主要国の市場経済化や産業政策、市
場の変化などについて学びます。

5 アジア新興国の産業政策と開拓戦略 テキストの第5章と授業内容を復習し主要
国の市場の変化やその開拓戦略などを理
解します。テキスト第6章と掲示資料を予
習します

4第 回 時間

テキスト第5章に沿って、前章で学
んだ主要国の市場の変化やその開拓
戦略などについて学びます。
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6 日本的経営とグローバル化 テキストの第6章と授業内容を復習し日本
的経営や日本企業のグローバル化の重要
点を理解します。テキスト第7章と掲示資
料を予習します

4第 回 時間

テキスト第6章に沿って、日本的経
営と経済成長に伴う日本企業のグロ
ーバル展開について学びます。

7 日本企業のアジア進出 テキストの第7章と授業内容を復習し日本
企業のアジア進出の重要点を理解しま
す。テキスト第8章と掲示資料を予習しま
す

4第 回 時間

テキスト第7章に沿って、日本企業
のアジア進出につき歴史的変遷も含
めて学びます。

8 韓国財閥企業の成長と変革 テキストの第8章と授業内容を復習し韓国
の市場や財閥企業について理解します。
テキスト第9章と掲示資料を予習します

4第 回 時間

テキスト第8章に沿って、韓国の市
場発展と同国に特徴的な財閥企業に
ついて学びます。

9 台湾企業の成長と企業形態 テキストの第9章と授業内容を復習し台湾
市場や台湾企業の重要点を理解します。
テキスト第10章と掲示資料を予習します

4第 回 時間

テキスト第9章に沿って、台湾市場
の特徴、台湾の企業経営の特徴点・
重要点などについて学びます。

10 香港・シンガポールの競争優位と企
業戦略

テキストの第5章と授業内容を復習し香
港・シンガポールの市場・企業の重要点
を理解します。テキスト第11章と掲示資
料を予習します

4第 回 時間

テキスト第10章に沿って、国際的な
ビジネスセンター・国際金融センタ
ーとして知られる香港・シンガポー
ルの市場・企業の特徴や重要点を学
びます。

11 ASEANの市場統合と企業成長 テキストの第11章と授業内容を復習し
ASEANの市場発展や経済連携・統合の重要
点を理解します。テキスト第12章と掲示
資料を予習します

4第 回 時間

テキスト第11章に沿って、ASEAN（
東南アジア諸国連合）諸国の市場発
展と経済連携・統合の動向について
学びます。

12 中国の市場変化と企業成長 テキストの第12章と授業内容を復習し中
国の市場変化と企業の発展の重要点を理
解します。テキスト第13章と掲示資料を
予習します

4第 回 時間

テキスト第12章に沿って、中国の世
界第二位規模への市場発展・変化、
企業の発展ぶりについて学びます。

13 インドの市場拡大と企業成長 テキストの第13章と授業内容を復習しイ
ンドの市場変化と企業の発展の重要点を
理解します。テキスト第14・15章と掲示
資料を予習します

4第 回 時間

テキストの第13章に沿って、インド
の市場発展・変化、企業の発展ぶり
について学びます。

14 アジア企業の組織構造の変化、多国
籍化、コーポレートガナバンスの変
化、技術力の進歩と国際的な競争力

テキストの第14・15章と授業内容を復習
しアジア企業の組織構造、多国籍化、
コーポレートガバナンス、競争力などに
ついて理解します。また、アジア市場の
変化・展望・課題と日本の在り方につい
て考えます。

4第 回 時間

テキストの第14章・第15章に沿って
、アジア地域の有力企業の組織構造
の変化、多国籍化、コーポレートガ
ナバンスの変化、技術力の進歩と国
際的な競争力について学びます。最
後にアジア市場の変化・展望・課題
と日本の在り方について考えます。
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授業科目名 マーケティング・リサーチ

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

国枝よしみ

講義

該当する

航空会社を経て同系列のホテル会社で企画・広報・マーケティング、人事等管理職を経験。その後公
募により広域自治体に入職し、広報、観光戦略等を担当した経験をもつ。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

マーケティングリサーチは、企業や地域等が製品やサービスを普及させるためにマーケティング戦略を立案し実践する際、不可
欠な調査である。本講義は、そのような市場調査に関する知識の習得、分析力、得られた結果を解釈する能力を養うことを目的
としている。そのためには、どのような調査手法があるのかや質問票の作成、統計分析手法など具体的な事例を挙げて実習す
る。本講義を通じて、市場調査に必要な統計分析ツールについても活用できるよう学んでいく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

調査や2次データを収集し分析する マネジメント及びビジネスの仕組
みの理解

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

データの分析結果から商品開発に
結び付ける

商品開発の理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題を発見し、社会で実践できる
力をつける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出物に関しては、特徴ある記述等に対してコメントすることがあります

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小レポート

50

課題に関して理解できているか、正しく分析できている
か等を独自のルーブリックに基づき5段階で評価する

：

％

授業への参加

10

積極的な参加、発言を求め、独自のルーブリックに基づ
き評価する

：

％

最終レポート 課題の目的に沿った分析ができているか、わかりやすい
表現で正確性があるかを独自のルーブリックに基づき評

：

2951
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2952最終レポート

40

表現で正確性があるかを独自のルーブリックに基づき評
価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

高田博和他（2008）マーケティングリサーチ入門、PHP研究所
中野 崇（2018）マーケティングリサーチとデータ分析の基本、すばる舎

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格となることがあります。
★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜３限

場所： 研究室（西館3階）

備考・注意事項： 上記以外の場合も問い合わせてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ ガイダンス及びデータの扱いについ
ての解説

マーケティングを復習しておくこと 4第 回 時間

今後の授業の進め方の解説を行いま
す。次に多様化する価値観やライフ
スタイルが拡大している現代におい
て、ビジネスにおけるデータ活用が
必要だとされています。このような
傾向はなぜなのか、多面的に考えま
す。

２ マーケティング概要と調査 マーケティングリサーチとは何かを復習
しておくこと

4第 回 時間

マーケティングの概要を総括しなが
ら、データ分析の方法について解説
します。効果的なリサーチのポイン
トとして、STEP１：リサーチの順
STEP２：リサーチの目的　STEP3：
リサーチのデザインを考えます。サ
ンプリングとデータ分析ターゲット
となる母集団の定義やサンプリング
の方法の選択、サンプルの大きさの
決定などを解説します。度数分布、
ヒストグラム、正規分布などを学び
ます。

3 調査の種類と尺度について 尺度の概念を理解しておくこと 4第 回 時間
リサーチには、目的に合ったさまざ
まな種類があります。リサーチのフ
レームワークからマーケティングミ
ックスを考えてみます。その際に目
的に適したデータ収集方法と調査手
法を使用します。また２次データと
収集方法を学びます。

４ アンケートの設計：質問票の作成 調査票の作成方法を復習しておくこと 4第 回 時間
最近よく使われるインターネットリ
サーチを例に考えます。質問する際
の注意事項など、間違いを起こしや
すい点を取り上げ、リサーチ手法を
学びます。

5 アンケートの集計 レポートの作成方法を復習しておくこと 4第 回 時間
2次データの収集分析調査の目的、
収集方法を学び、その検索のしかた
、注意すべき点などを学習します。
集計結果からデータを整理してみま
す。結果をわかりやすく表現する方
法や結果の解釈、レポートの作成も
学習します。

6 プレゼンテーション資料の作成と発
表

2次データの収集方法を復習しておくこと 4第 回 時間

外部データ源を紹介しますので実際
、2次データを使ってレポートにま
とめます。

7 2次データの活用 分析手法を復習しておくこと 4第 回 時間
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2次データとは何か。実際にデータ
を収集して、どのような分析ができ
るか体験します。

８ 2次データの分析 インタビュー調査の復習をしおくこと 4第 回 時間
2次データを使った調査結果のまと
め方を習得します。

９ 定性調査：グループインタビュー 仮説の導出とは何かを復習をしておくこ
と

4第 回 時間

定性調査の種類やその手順を学習し
ます。STEP1：企画書の作成、STEP2
：インタビューの依頼、STEP3：イ
ンタビュースキル、STEP4：フォロ
ーアップ　といったプロセスで行い
ます。グループに分かれて行います
ので、役割分担をしながら、どのよ
うな質問をすれば目的が達成できる
のか考察します。

９ 定量調査：データ分析の実践 散布図、相関を復習しておくこと 4第 回 時間
良質な仮説とはどのようなものでし
ょうか。仮説思考の重要性を考えま
す。その後分析ツールを使って、基
本統計量、散布図、相関などを修得
します。

10 データ分析の方法　単回帰・重回帰
分析

回帰分析の復習をしておくこと 4第 回 時間

練習問題に取り組みながら、データ
分析の方法を身につけます。これま
で学習した相関、新たな回帰分析の
方法を習得し、結果の見方を理解し
ます。

11 データ分析の方法　クロス集計 時系列データとは何かを調べておくこと 4第 回 時間
これまでの分析方法を復習しながら
、重回帰分析、クロス集計を習得し
ます。
クロス集計の意味やクロス集計で明
らかになったことなどを理解しなが
ら、アンケート調査から事例を提示
します。

12 時系列データ クロス集計を復習しておくこと 4第 回 時間
コロナによって多くの企業が影響を
うけました。その結果は時系列デー
タに表れています。
実際の企業の業績から、課題と解を
見つけてみましょう。

13 観察法 これまでの復習をしておくこと 4第 回 時間
最近注目される観察調査を学習しま
す。データ分析を行動に結び付ける
データ分析の軸を考察し、アウトプ
ットを行動に結び付くよう学習しま
す。参加観察法、接客態度観察調査
等を理解します。

14 リサーチデザイン リサーチデザインを自身でできるように
なること

4第 回 時間

マーケティングリサーチの仕上げと
してリサーチの企画、調査、結果の
分析、プレゼンテーションと一連の
流れをデザインしてみます。
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授業科目名 広告とメディア

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

国枝よしみ

講義

該当する

航空会社を経て同系列のホテル会社で企画・広報・マーケティング、人事等管理職を経験。その後公
募により広域自治体で広報、地域戦略等を担当を経験している。(全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

企業や地域等が製品やサービスについて、消費者に認知、購買を促進するため広く情報を発信する活動全般をPublic
Relationsというが、近年はSNSなど多様な情報発信ツールの発達に伴い、消費者のメディア接触形態が大きく変化し、従前のマ
スメディアを使った広告が減少している。本講義では、マーケティング・コミュニケーションの歴史的経緯を学びながら、コ
ミュニケーション領域の中でも広告を中心に消費者との関係性とメディアの特性や活用について学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業における企画・運営の理解を
深める

専門的知識の理解

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

メディアや広告の役割を理解し課
題を発見する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

提出物について、模範解答や特徴的な記述などに対してコメントします

成績評価

注意事項等

普段からメディアや広告に関心を持ち、どのような媒体があるかを研究してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題

40

記述内容、表現力、構成など全学ルーブリックに基づい
て評価します

：

％

授業参加

10

学習したことの理解力や積極的な参加を独自のルーブリ
ックによって評価します

：

％

期末レポ―ト

50

課題に対して、論理的に内容が述べられているか、独自
性があるか等全学ルーブリックに基づいて評価します

：

％

使用教科書
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2953

特に指定しない

参考文献等

石崎徹編著『わかりやすいマーケティング・コミュニケーションと広告　第2版』2019年（八千代出版）
岸志津江・田中洋・嶋村和恵『現代広告論　第３版』2017年（有斐閣）

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格となることがあります。
★本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金3限

場所： 西館３F

備考・注意事項： 上記以外についても問い合わせてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ ガイダンスとメディアの歴史につい
ての解説

メディアの種類と役割をまとめておくこ
と

4第 回 時間

授業の進め方について解説します。
メディアとは何か、その歴史的経緯
をさかのぼり、基本的な機能と果た
してきた役割を理解します

2 広告とは何か 広告の種類と媒体の特性を分類しておく 4第 回 時間
広告の目的、媒体によって異なる表
現などさまざまな事例からその役割
を考察します。消費者に情報を発信
するだけでなく、印象付けるにはど
のような工夫がなされているか、ま
た購買に結びつけるには、どうすれ
ばよいかなど　表現方法や色、文字
など多面的に検討します　ケースス
タディとして人の心に触れたCMにつ
いて考えます。

３ メディア特性について ネット広告における製品特性をまとめて
おくこと

4第 回 時間

メディアの種類とそれぞれの特性に
ついて解説します。時代によって変
化を遂げてきたメディアですが、最
近ではデジタル化が進んでいます。
そこにはどのような広告が掲載され
ているか、情報収集しながらメディ
アの特性と広告の関係性を考えてみ
ましょう。今回は、スマホ視聴者に
適した認知促進動画の例を挙げて解
説します。

４ マーケティングにおけるプロモー
ション　製品の場合

製品を訴求する場合の重要な点をまとめ
ておく

4第 回 時間

マーケティングにおけるプロモーシ
ョンの位置づけを考えます。この回
では、製品をプロモーションする場
合の事例を考えます。ある製品を売
り込むためには、何を、どのように
、どこで、だれに対して訴求するか
戦略が必要です。実際の製品を取り
上げて検討します

5 マーケティングにおけるプロモー
ション　サービス、その他の場合

サービス製品を訴求する場合の重要な点
をまとめておく

4第 回 時間

マーケティングにおけるプロモーシ
ョンでサービスを取り上げます。製
品と異なり、形の無いサービスをプ
ロモーションする場合の事例を考え
ます。製品を売り込む場合とサービ
スとでは、何が異なるか考えてみま
す。だれに対してどのように訴求す
るか戦略を検討します。また、サー
ビス以外の社会をよくするプロモー
ションも考えます。

6 広告比較 日常品と高価格品の比較をまとめておく 4第 回 時間
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日常で使用する製品と高価格帯の製
品の場合、その広告にどのような違
いがあるかを、また有効な広告の方
法を考察します。前者に関しては、
事前にどのような広告がされている
か、事例を考えておくことを勧めま
す

7 ネット広告とデジタルマーケティン
グ

インターネット広告の強み・弱みをまと
めておく

4第 回 時間

スマートフォンなどを使ったインタ
ーネットでの商品購入や通販といっ
た店舗によらない販売ではどのよう
な広告が使われているかを検討しま
す　ターゲティング広告といったAI
を駆使した手法がごく当たり前のよ
うに使われてきましたが、消費者の
保護に転換しました。デジタルマー
ケティングに求められていること、
を考えます。

8 広告と経験価値 最近の印象に残った企業のニュースを挙
げておくこと

4第 回 時間

マーケティングにおいては、顧客に
対する価値の創造が重要になります
。特に経験を通した顧客価値は、製
品やサービスの購入、再購買に繋が
るポイントで広告でどのように訴求
するのが有効かを解説します　コロ
ナ禍で大きなダメージを受けたある
イベントのプロモーションの例を挙
げて、対面とオンラインとの経験価
値を考えます。

９ 広報戦略 企業のリリースを提示するので読んでお
くこと

4第 回 時間

日本は広報の歴史が浅く、企業広報
を概観しても欧米諸国と比較してPR
（パブリックリレーション）が弱い
とも言われています。広報の持つ役
割とその効果、またリスクを回避す
るためにも重要なPRを考えます。コ
ロナ禍で考えた沖縄の事例を参考に
、何を訴求することが重要かを考え
ます。

10 情報発信の重要性 お気に入りのブランドは何か、その広告
の特徴、媒体をまとめておくこと

4第 回 時間

前回、PRの解説を行いました。そこ
で実際にニュースリリースを作成し
てみます。企業等が、メディアに対
して製品や企業の経営に関する情報
を発信するのは、重要な戦略の一つ
として捉えられています。５W１Hを
基本にその内容を考察します

11 ブランドと広告コミュニケーション ブランドの復習をしておくこと 4第 回 時間
ブランドとは何かを考えます。ブラ
ンドにとってイメージは重要な要素
の一つです。そのイメージを大切に
しながら時代に合った広告をどのよ
うに展開しているのかを理解します
。ブランドの作り方の難しさを梅干
しに例えて、考えてみます。

12 広告効果 メガスポーツイベントのスポンサーを調
べておくこと

4第 回 時間

広告の効果はどのように測定されて
いるのかを解説します。測定は媒体
によっても異なりますが、さまざま
な方法でその効果を測定しようとす
る試みがあります。また、OOH媒体
には、どのようなものがあるか、そ
の特徴等を紹介します。

13 スポーツとメディア 最近海外で批判された広告があるか調べ
ておく

4第 回 時間

さまざまなスポーツ競技は、メディ
アに取り上げられる頻度、視聴者数
によってその広告価値が高まり、今
や大きなビジネスに成長しています
。スポーツのメガイベントを取り上
げながら、メディアと広告の仕組み
を解説します

14 文化と広告　メディアのまとめ 前回の復習をしておくこと 4第 回 時間
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最近は、広告の内容によって海外か
ら批判されることも散見されるよう
になりました。こういった現象はな
ぜ起こるのでしょうか。文化の違い
や価値観が異なることで広告が制作
者の意図とは異なって捉えられる事
例を挙げなぜそうなるのかを考えま
す。
最後に広告とメディアについての課
題を考察します。
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授業科目名 国際金融論入門

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業およびその子会社である生保企業で、経営戦略、保険商品の開発・マーケティング、国
際事業などを、調査機関（シンクタンク）にて各国の金融制度や金融機関の調査分析、格付会社にて
各国・金融機関の格付等、本授業に関連する各種の業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

金融は経済の血液と言われる重要な機能であり、近年は、そのグローバル化が進んでいます。本講義では、先ず、金融とは何
か、金融の仕組みなど金融に関する基礎的な概念・事項・用語を学び、それらをベースとして、国際金融についての、重要項目
である外国為替、国際収支、バブル崩壊等金融危機と国際的な金融規制などを学習します。講義の中では、具体的な国際金融に
関する事例や動向等を解説するとともに数多くの質問を投げかけ、討議するなど双方向型の授業とします。一見難しそうな金融
や国際金融が、例えば為替レートの変動で、留学費用や海外関連の通販や買い物の価格が変動する、各自が将来に備えてどのよ
うな考えで資産形成を考え実行すべきかなど、各自にとって身近で重要なものであることを分かりやすく解説します。教室での
対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ教材の視聴などに有効なオンデマンド授業を月１
回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

国際金融に関連する基本的な事
項・知識・理論を理解する

国際金融に関連する基本的な事
項・知識・理論について説明でき
る

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国際金融に関連する重要事項・知
識・理論を理解する。

国際金融に関する重要事項・知
識・理論について理解し課題の解
決案の検討に応用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

国際金融に関わる重要な課題を、
文献・情報収集・分析・応用によ
り発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

授業方法はクラスの規模等により適宜変更する。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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2954

リアクションペーパー（小レポート）

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

国際金融に関する重要事項を問う問題を出題し、その理
解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にして
評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

国際金融の世界佐久間浩司 日本経済新聞出版社・・ 年・2015

参考文献等

永易・江阪・吉田(2015)『初めて学ぶ国際金融論』有斐閣
佐々木百合(2017)『国際金融論入門』新世社

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作
成を含む、以下同じ）をすること。Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、課題等の掲示・提出を行い
ます。また、本講義の内容を深く理解する上で、国際的な金融や金融機関の動向企業の活動、それに関連する国際政治・経済・
社会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛け
てください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館３階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、金融とは何か、国際金
融とは何か

掲示資料も参照し、初回の講義の内容を
復習します。Lドライブ等の次回掲示資料
を読んで予習（課題の検討の場合あり、
以下の回でも同様です）します。

4第 回 時間

本講義の進め方を説明し、その後、
「金融」と「国際金融」についての
概要や、本授業でカバーする内容な
どについて学びます。

2 金融とは何か、貨幣（お金）とは何
か

前回の講義内容・資料で金融や貨幣につ
いて復習します。掲示資料を読んで予習
します。

4第 回 時間

金融の機能や役割、貨幣の意義など
について学びます。

3 銀行の仕組みと役割 前回の講義内容・資料で銀行についての
重要点を復習します。掲示資料を読んで
予習します

4第 回 時間

重要な金融機関である銀行について
、その機能と役割や課題などについ
て学びます。

4 銀行以外の金融機関（証券会社・保
険会社・ノンバンク）の仕組みと役
割

前回の講義内容・資料で証券会社・保険
会社・ノンバンクについての重要点を復
習します。掲示資料を読んで予習します

4第 回 時間

証券会社・保険会社・ノンバンク企
業の機能と役割や課題などについて
学びます。

5 金融監督機関と中央銀行 前回の講義内容・資料で金融監督機関と
中央銀行の機能と役割、金融政策につい
ての重要点を復習します。掲示資料を読
んで予習します

4第 回 時間

金融監督機関と中央銀行の機能と役
割（金融政策を含む）や課題などに
ついて学びます。

6 日本のバブル経済とその崩壊 前回の講義内容・資料で日本のバブル経
済とその崩壊の内容・意義等についての
重要点を復習します。掲示資料を読んで
予習します。

4第 回 時間
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我が国の金融史上の大きな転換期で
あるバブル経済とその崩壊について
金融政策や金融機関等の行動等から
その内容や意味を学ぶ。

7 外国為替と為替レートについて 前回の講義内容・資料で外国為替と為替
レートについて復習します。掲示資料を
読んで予習します。

4第 回 時間

国際金融の重要事項である外国為替
と為替レートにつき分かりやすい具
体例を示して学びます。

8 国際通貨制度 前回の講義内容・資料で各種の国際通貨
制度についての重要点を復習します。Lド
ライブ等の次回分掲示資料を読んで予習
します。

4第 回 時間

変動相場制、固定相場制、金本位制
など通貨制度の概要とその特徴・課
題などについて学ぶ。

9 共通通貨ユーロについて テキスト第2章と前回の講義内容・資料で
各種の国際通貨制度についての重要点を
復習します。掲示資料を読んで予習しま
す。

4第 回 時間

テキスト第2章に沿って、欧州統合
の歴史と、共通通貨ユーロによる通
貨統合の内容・意義・課題などにつ
いて学びます。

10 電子通貨とその概念について テキスト第1章と前回の講義内容・資料で
電子通貨についての重要点を復習しま
す。掲示資料を読んで予習します。

4第 回 時間

テキスト第1章に沿って、ビットコ
イン、リブラ、デジタル人民元など
電子通貨の概念と意義、課題につい
て学びます。

11 キャッシュレス化の進展 前回の講義内容・資料でキャッシュレス
化の意義・内容・課題についての重要点
を復習します。掲示資料を読んで予習し
ます。

4第 回 時間

キャッシュレス化の意義、各国の進
展度の比較、課題等について学びま
す。

12 国際収支 前回の講義内容・資料で国際収支の重要
点を復習します。掲示資料を読んで予習
します。

4第 回 時間

ある国の国際取引を整理したもので
ある国際収支について、経常収支・
資本移転等収支・金融収支などの概
念について学びます。

13 通貨・金融危機（１：アジア通貨・
金融危機）

テキスト第3章と前回の講義内容・資料で
アジア通貨・金融危機についての重要点
を復習します。掲示資料を読んで予習し
ます。

4第 回 時間

テキスト第3章に沿って、1997-1998
年に発生したアジア通貨・金融危機
を題材にその原因、危機の内容と対
応策、課題などについて学びます。

14 通貨・金融危機（2：グローバル金
融危機）、国際金融規制と本講義の
まとめ

テキスト第4章と前回の講義内容・資料で
グローバル金融危機についての重要点を
復習し、第5章の国際金融規制について学
びます。最後に本講義の重要点を復習し
ます。

4第 回 時間

テキスト第4章に沿って、リーマン
ショックとして知られる2007-2009
年のグローバル金融危機を題材にそ
の原因、危機の内容と対応策、課題
など、第5章の国際金融規制につい
て学びます。本講義で取り上げた重
要事項について、教科書と掲示・配
布資料を振り返って理解を深めます
。
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授業科目名 ビジネスモデルマネジメント

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

西釜義勝

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　身の回りのビジネスの仕組みを取り上げ、新しいビジネスを構築する方法や組織を改善、変革する方法を学習する。ビジネス
モデルとは、顧客満足を目的として、技術やノウハウを利益に変換する仕組みのことである。本講義では、「ビジネスモデル
キャンバス」という枠組みを用いた擬似的な新事業の提案を通じて、ビジネスモデル構築の要点を包括的に理解する。多くの事
例を示すことで、受講生が理論と実践を統合した複眼的視点を構築できることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

ビジネスモデルに関する知識 ビジネスモデルの諸概念、その生
成された背景および歴史について
理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ビジネスモデルに関する知識の応
用

企業のビジネスモデルの現況を説
明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

50

講義内容の理解度を評価する。：

％

課題レポート

20

課題内容の理解と自らの考えを論理的に説明できている
かという観点から評価する。

：

％
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2955
20 ％

小テスト

10

講義内容の理解度を評価する。：

％

授業への参加意欲

20

コメントカードの内容などをもとに能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

この一冊で全部わかるビ
ジネスモデル―基本・成
功パターン・作り方が一
気に学べる

根来龍之・富樫佳織・足代
訓史

SBクリエイティブ株式会
社

・・ 年・2020

参考文献等

アレックス・オスター・ワルダー＆イヴ・ピニュール（2012）『ビジネスモデル・ジェネレーション　ビジネスモデルの設計
書』翔泳社．
味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　講義の進め方
の説明とビジネスモデルマネジメン
トを学ぶ意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】ビジネスモデルマネジメントの
講義概要を確認すること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「ビジネスモデルマネ
ジメント」とはどのようなものであ
るのか、経済と経営の違いを把握し
た上で、経営学におけるビジネスモ
デルの位置づけを確認し、事例を基
にイメージをつかみ、学ぶ意義を受
講生との間で共有する。

2 ビジネスモデルのマネジメント
（1）ビジネスシステムの工夫

【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第2回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　新しい製品の市場を開拓し拡大す
ると同時に、収益を安定的に確保す
るための仕組みづくりを行う事業化
活動において重要になる「ビジネス
モデル」のマネジメントについて、
「ビジネスシステムの工夫」という
切り口から解説する。

3 ビジネスモデルのマネジメント
（2）収益システムの工夫

【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第3回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　新しい製品の市場を開拓し拡大す
ると同時に、収益を安定的に確保す
るための仕組みづくりを行う事業化
活動において重要になる「ビジネス
モデル」のマネジメントについて、
「収益システムの工夫」という切り
口から解説する。

4 外部経営環境分析と内部経営環境分
析

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第4回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間
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2955
　企業を取り巻く市場環境ならびに
経営環境を分析するフレームワーク
と自社の内部およびパートナー企業
を分析するためのフレームワークを
解説する。

5 ビジネスモデルキャンバスの全体像
ビジネスモデルジェネレーション

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルを記述、分析、デ
ザインするために、戦略的思考を視
覚化するツールとして①顧客セグメ
ント、②価値提案、③チャネル、④
顧客との関係、⑤収益の流れ、⑥リ
ソース、⑧パートナー、⑨コスト構
造という9つの構築ブロックから構
成される「ビジネスモデルキャンバ
ス」の全体像を学習する。

6 ビジネスモデル・ジェネレーション
（1）顧客セグメント

【予習】教科書の第3章について読んでお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業が関わろうとする顧客グルー
プについて定義する方法を学習する
。

7 ビジネスモデル・ジェネレーション
（2）価値提案

【予習】教科書の第3章について読んでお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　特定の顧客セグメントに向けて、
価値を生み出す製品とサービスにつ
いて記述する考え方を学習する。

8 ビジネスモデル・ジェネレーション
（3）チャネル

【予習】教科書の第4章について読んでお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　顧客セグメントとどのようにコミ
ュニケーションを図り、価値を届け
るのかという販売チャネルについて
考える。

9 ビジネスモデル・ジェネレーション
（4）顧客との関係

【予習】教科書の第4章について読んでお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業が特定の顧客セグメントに対
してどのような種類の関係を結ぶの
かということについて考えて学習す
る。

10 ビジネスモデル・ジェネレーション
（5）収益の流れ

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　収益の流れを生み出すための方法
について学習する。

11 ビジネスモデル・ジェネレーション
（6）リソース

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第11回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルの実行に必要な経
営資源を導き出すための思考法につ
いて解説する。

12 ビジネスモデル・ジェネレーション
（7）主要活動

【予習】教科書の第6章について読んでお
くこと。　【復習】第12回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業がビジネスモデルを実行する
上で必ず行わなければならない活動
の記述方法について学習する。

13 ビジネスモデル・ジェネレーション
（8）パートナー、コスト構造

【予習】教科書の第7章と第8章について
読んでおくこと。　【復習】第13回講義
の内容を見直し、学びや気づきをまとめ
ること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルを構築するサプラ
イヤーとパートナーのネットワーク
について記述する方法を学習する。
さらに、ビジネスモデルを運営する
にあたって発生するコストを記述す
るための方法を学ぶ。

14 まとめ　ビジネスモデルマネジメン
トの展望

講義内容について見直しをすること。 4第 回 時間
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　これまでの講義で学習した内容を
振り返り、ビジネスモデルマネジメ
ントを学ぶ意義と要点を確認する。
また、事前に講義の中で受講生に調
べ学習として、ビジネスモデル構築
の理論と実践を結びつけてもらえる
内容のレポートを提出してもらう。
自らの考えた内容を発表してもらい
、全員で議論を深めてから、最後に
担当教員が総括する。

2955
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授業科目名 テーマパーク・レジャー産業論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

金蘭正

講義とグループワークで構成されます。

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　レジャー産業は、スポーツ、趣味・創作、娯楽、観光・行楽など領域は幅広く、大きな市場を形成しており、その市場規模は
拡大しつつあります。特に、観光・娯楽部門の成長は強さを見せています。
　そこで、本講義では、レジャー産業について、幅広く基礎的な知識を習得した上で、分野ごとの現状や課題について学習しま
す。特に観光・娯楽部門のテーマパークについて、テーマパークの成り立ちや発展の歴史・運営の基礎を学びながら、特記すべ
き成功例と言えるテーマパークの事例分析をもとに、テーマパークの経営戦略について学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

テーマパーク・レジャー産業に関
わる各種事業活動の経営の側面か
らの理解

テーマパーク・レジャー産業を経
営学のアプローチにより理解する
ことによって、関連の各種事業活
動を担う多方面の企業で活躍でき
る力を身に付ける。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

テーマパーク・レジャー産業に関
する知識

インターネットや書籍の情報をも
とに、テーマパーク・レジャー産
業に関わる各種事業の特徴的な動
向を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

常にテーマパーク・レジャー産業
に興味を持ち、新聞、テレビなど
のマスコミの情報から国内外の関
連産業の動向を把握してもらうこ
とによって、テーマパーク・レ
ジャー産業における課題や今後の
あり方について考える。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

報告書・プレゼンテーション

40

課題について報告書にまとめ、発表する。テーマパーク
・レジャー産業の動向を正しく調べ、自分の意見を述べ
ることが出来るのかの観点により評価する。また、受講
態度を常にチェックし、成績に反映させる。

：

％

小テスト・受講態度

30

１．授業内容をどの程度理解しているか、２．理解した
ことをわかりやすく適切に表現できているか。

：

％
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30 ％

中間テスト

30

１．テーマパーク・レジャー産業について正しく理解、
２．テーマパーク・レジャー産業に関わる各種事業活動
における課題や問題点を指摘し、その解決のための方案
を探ることができるのか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜提示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
アドレス：kim-r@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス・余暇、レジャー、観光
の動向

事前にシラバスを熟読し、授業について
の見通しを持つ。

4第 回 時間

学習内容や評価方法、受講において
の注意事項などについて説明したう
えで、余暇、レジャー、観光の動向
について把握します。

２ 集客のオリエンテーション まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：アトラクション、集客の力）

4第 回 時間

集客事業とレジャー事業の関連性や
特性、集客事業を評価する指標など
について学びます。

3 集客戦略 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：マズローの欲求段階説、パレー
ト法則）

4第 回 時間

集客の基本的な捉え方を、ターゲッ
ト設定、6W2Hの明確化、集客度合い
の測定の観点から整
理したうえで、集客方法の具体的な
考え方などについて学びます。

4 観光事業のマネジメント特性 まとめノートの作成（サービス・マネジ
メント、観光産業、観光事業）

4第 回 時間

観光事業のマネジメント特性、観光
事業と観光産業の違いなどについて
学びます。

5 レジャー産業の歴史と変遷、分類と
特性

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：余暇、レジャー、標準産業分
類、余暇市場）

4第 回 時間

年代ごとのレジャー産業の特徴や社
会的な背景を踏まえ、日本における
レジャー産業の成長過程を概観した
うえで、様々な分類手法によるレジ
ャー産業について概観し、レジャー
産業の特性について学びます。

6 日本のテーマパーク産業の生成と発
展

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：遊園地、東西二強時代）

4第 回 時間

テーマパークの定義や特徴・遊園地
との違いを理解し、日本のテーマパ
ーク産業の生成と発展の歴史につい
て学びます。

7 テーマパーク・レジャー施設の業界
動向、事業特性

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：総合産業、リピーター確保）

4第 回 時間

テーマパーク・レジャー施設の業界
動向、事業特性、今後の方向性につ
いて学びます。

8 レジャー施設（博物館、美術館） まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：博物館、美術館）

4第 回 時間
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博物館・美術館の定義と観光地の中
での博物館・美術館の役割などにつ
いて学びます。

9 今までの授業内容Reviewと中間テス
ト

今までの授業内容を復習しておく。 4第 回 時間

今迄の授業内容を振り返り、中間テ
ストを実施します。

10 グループワーク（１）－グループ分
け、調査対象の選定、課題への取り
組み

国内のテーマパーク、レジャー施設につ
いての下調べを行う。

4第 回 時間

グループ分けをし、グループごとの
調べるテーマパーク・レジャー施設
を選定します。

11 グループワーク（２）―課題の設
定、課題への取り組み

各グループの調査対象について、図書館
などで文献を調べておく。

4第 回 時間

各グループの選んだテーマパーク・
レジャー施設の現状や経営戦略の特
徴などについて調べ、まとめます。

12 グループワーク（３）ー課題のまと
め、発表会の準備

発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

各グループの事例研究の結果をまと
め、発表会の準備を行います。

13 事例研究結果の発表（１）―前半グ
ループ

発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

各グループの事例研究の結果をパワ
ーポイントにて発表します。

14 事例研究結果の発表（２）ー後半グ
ループ

発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

各グループの事例研究の結果をパワ
ーポイントにて発表します。

2956
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授業科目名 ホスピタリティ・マネジメント

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

金蘭正

授業は教員による講義と受講者による事例分析によって構成されます。講義によって毎回の内容につ
いて理解してもらい、受講者自らのホスピタリティを実践する企業の事例分析を通して、具体的な実
践方法について学びます。

該当する

8回目と12回目の外部講師による特別講座
（ANA総合研究所）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

二十一世紀は「心の時代」であると言われている。また、二十一世紀の企業が激しい競争の中で勝ち残るためには、 他企業と
の差をつけなければならないが、その差をつけるには、究極的には、模倣しがたいヒューマンウェアの部分しかない。ヒューマ
ンウェアこそが、差別化、差異化を図る基盤である。このヒューマンウェアがホスピタリティを体現する。
本講義では「ホスピタリティ」についての理解を深めると同時に、「ホスピタリティ」についての理解が社会生活上不可欠であ
ること、そしてその活用の重要性を知ってもらう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

ホスピタリティの意義・文化の起
源・本質

ホスピタリティに関する理念及び
諸理論の習得とホスピタリティ企
業の実践例を通して、重要性や実
践のあり方についての理解を深め
ることができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ホスピタリティ関連業界に関する
知識

インターネットや書籍の情報をも
とに、ホスピタリティ関連業界の
特徴的な動向を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

常にホスピタリティに興味を持
ち、新聞、テレビなどのマスコミ
の情報から国内外の関連産業の動
向を把握してもらうことによっ
て、ホスピタリティ関連業界にお
ける課題や今後のあり方について
考える。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
「試験（小テスト、中間テスト、定期試験）」

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小レポート・受講態度

20

教材の理解力、および課題意識について評価する。：

％

中間テスト 次の観点から評価する。１．授業内容をどの程度理解し
ているか、２．理解したことをわかりやすく適切に表現
できているか。

：

2956

- 793 -



2958

40 ％

定期試験（筆記）

40

ホスピタリティの基礎知識を用いて自身の意見を述べる
。１．ホスピタリティの基礎知識を正しく理解し、２．
ホスピタリティの重要性や最高のホスピタリティ実践方
法について提案できるのかの観点から評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

服部　勝人（2004）『ホスピタリティ・マネジメント入門』丸善株式会社
海老原　靖也（2005）『ホスピタリティー入門』大正大学出版会
ホスピタリティ・サービス研究会（2007）『事例でわかるホスピタリティ・サービス』日本能率協会マネジメントセンター

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜３限

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： オフィスアワー時間以外も、教員が研究室にいる時は質問に応じる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス＆ホスピタリティの意
義、重要性

事前にシラバスを熟読しておく 4第 回 時間

学習内容や評価方法、受講において
の注意事項について説明したうえで
、ホスピタリティとは何か今の時代
なぜホスピタリティが重要なのかに
ついて学びます。

2 ホスピタリティ文化の起源 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：共飲共食、ホスピタル、ホスピ
ス）

4第 回 時間

ホスピタリティ文化の起源、とりわ
け西洋におけるホスピタリティ文化
の起源について学びます。

3 ホスピタリティ文化の起源（東洋・
日本）

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：社会的倫理の範疇、もてなす、
ご馳走）

4第 回 時間

東洋と日本におけるホスピタリティ
文化の起源について学びます。

4 ホスピタリティとサービスの語源 まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ホスピス、セルバス）

4第 回 時間

ホスピタリティとサービスの語源に
ついて学びます。

5 ホスピタリティとサービスの概念比
較

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：双方向、一方通行）

4第 回 時間

ホスピタリティとサービスの概念に
ついて学び、相違点について確認し
ます。

6 東京ホテル戦争1（ホテルのマーケ
ティング）

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：旧御三家、新御三家ホテル）

4第 回 時間

2002年以降、外資系高級ホテルの多
数の東京進出により起こった社会現
象「東京ホテル戦争」を取り上げ、
その背景や影響などについて学びま
す。

7 今までの授業内容Reviewと中間テス
ト

今までの授業内容を復習しておく。 4第 回 時間

今迄の授業内容を振り返り中間テス
トを実施します。

8 外部講師による特別講座 ホスピタリティ産業の動向を調べてお
く。

4第 回 時間

外部講師をお招きし、ホスピタリテ
ィ業界をめぐる現状や課題について
お話を聞きます。

9 東京ホテル戦争２（ジョブホップ） まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ジョブホップ）

4第 回 時間

- 794 -



「東京ホテル戦争」がもたらした弊
害について学んだ後、ホテルにおい
てのヒューマンウェアの重要性につ
いて学びます。

10 東京ホテル戦争３（場所のホスピタ
リティ、高級ホテルの基準）

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：場所のホスピタリティ、高級ホ
テルの基準）

4第 回 時間

リゾートホテルの「場所のホスピタ
リティ」、高級ホテルの基準、社会
を感じさせない高級ホテルの特性に
ついて学びます。

11 ホスピタリティの本質（相手の器に
全てを合わせる、マニュアルには落
とし込めない）

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：相手の器、マニュアル）

4第 回 時間

相手が考えている一歩先をリードす
る、相手の器に全てを合わせていく
、マニュアルには落とし込めないな
どのホスピタリティの本質について
学びます。

12 外部講師による特別講座 ホスピタリティ産業の動向を調べてお
く。

4第 回 時間

外部講師をお招きし、ホスピタリテ
ィ業界をめぐる現状や課題について
お話を聞きます。

13 ホスピタリティ・マネジメントの定
義

まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：TQS,相互依存型の産業形態）

4第 回 時間

TQSやインターナルマーケティング
などの理論に基づいた、ホスピタリ
ティ・マネジメントの定義について
学びます。

14 ホスピタリティのある観光を作る まとめノートの作成（作成のためのキー
ワード：ホスピタリティを育む教育のポ
イント、ホスピタリティある人間の育
成）

4第 回 時間

観光に求められるホスピタリティや
ホスピタリティを育むことの意味、
ホスピタリティのある観光実現の指
針などについて学びます。
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授業科目名 ブランド・マネジメント

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3・4年 2

中野毅

講義

該当する

外資系企業での職務経験より、国、地域、企業、サービス等におけるブランド戦略についての豊富な
知識を持つ。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ヒト、モノ、カネ、ジョウホウに次ぐ第5の経営資源といわれるブランドの概念、機能、役割についての基本的な理解を持ち、
具体的なケースも取り上げ、ブランドをマネジメントすることの重要性を消費者および企業や地域の観点から理論的に理解する
ことを目指す。国際分野においてはグローバルブランドの戦略を、観光分野においては、国、地域のブランドとしての取り組み
を取り上げる。そしてブランドの本質の理解、ブランド・マネジメントの理解をした上で、戦略としてのマーケティングとブラ
ンディングの違いを識別し、その役割を俯瞰できることを目標とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

ブランド、ブランド・マネジメン
トにおける知識を応用することが
できる。

ブランド・マネジメントの重要性
を理解し、ケースを分析し、提案
することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

取り組む個人及びグループにおけ
るケースにおいて課題を発見する
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

個人、グループ発表において、評価、コメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

30

１４回の授業終了後に期末レポートの提出を求める。学
んだ成果を反映したレポートになっているかを、独自の
ルーブリックに基づいて評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

毎回の授業での発言や、取り組む姿勢を独自のルーブリ
ックに基づいて評価する。

：

％
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20 ％

グループワークとプレゼンテーション

30

グループワークにおける、積極性、果たす役割、貢献度
を評価し、成果物であるプレゼンテーションのまとまり
を独自のルーブリックに基づいて評価する。

：

％

リアクション・ペーパー

20

毎回の授業の終わりに提出のリアクション・ペーパーで
、学びの程度を独自のルーブリックに基づいて評価する
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

デービッド・アーカー　『ブランド論－無形の差別化をつくる20の基本原則』ダイヤモンド社　2014年
田中 洋　『ブランド戦略論』　有斐閣　2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

・日々のニュースから、ブランドに関連する記事があれば資料として残し、常に関心を絶やさないようにする。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」
　に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日４限

場所： 西館４階

備考・注意事項： メールで質問等も受け付けます。その際タイトルに必ず、学籍番号と氏名
を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方、ブランドの概念 Google Classroomにて事前に配布の資料
を読み、ブランドについての概要を理解
しておく。

4第 回 時間

１４回の授業の内容、進め方、評価
について解説をする。
講義とケーススタディー研究（個人
、グループワーク）について説明す
る。
ブランドの概念と種類を理解する。

2 ブランドの歴史と役割 事前配布資料を読み、ブランドの歴史に
ついて理解しておく。 興味あるブランド
を1つあげ、そのブランドについて調べて
おく。

4第 回 時間

ブランドの歴史とその定義、役割を
明らかにする。
個人ワーク：興味のあるブランドに
ついてまとめる。

3 マーケティングとブランディング 事前配布資料を読み、マーケティングの
基礎を理解しておく。 興味あるブランド
の経営面から見た戦略を調べておく。

4第 回 時間

マーケティングの手段としてのブラ
ンドの重要性、またマーケティング
とブランディングの違いを理解する
。
個人ワーク：興味あるブランドにつ
いてその戦略をまとめる。

4 ブランド・エクイティー、ブランド
価値創造と共創

事前配布資料を読み、ブランド・エクイ
ティーの意味を理解しておく。個人発表
の準備をしておく。

4第 回 時間

ブランドの価値の創造と共創による
ブランド・エクイティー（資産）形
成を理解する。
個人ワーク発表会：選んだブランド
について自身の見解を発表する。

5 ブランド・プロミスとブランド・リ
レーションシップ

事前に配布の資料を読み、ブランディン
グの手法を理解しておく。グループワー
クに向け、テーマを決めいくつかのブラ
ンド候補を用意しておく。

4第 回 時間
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ブランドに対する価値を保証するブ
ランド構築の8段階のステップを理
解する。
グループワーク：２つのブランドを
選び、グループ研究のテーマを決め
る。

6 ブランド・コミュニケーション 事前に配布の資料を読み、ブランド・コ
ミュニケーションの意味を理解してお
く。グループワークに必要な資料の準備
をしておく。

4第 回 時間

マーケティング・コミュニケーショ
ンにおけるブランドの役割を理解す
る。
グループワーク：テーマに沿って情
報、意見交換する。

7 ブランド・エクスペリエンス 事前に配布の資料を読み、ブランド要素
とブランド体験の概念を理解しておく。
グループワークに必要な準備をしてお
く。

4第 回 時間

９つのブランド要素を組み合わせて
設計するブランド体験を理解する
グループワーク：テーマに沿ってま
とめる。

8 インナー・ブランディング 事前に配布の資料を読み、アウター・ブ
ランディングとインナー・ブランディン
グの違いを理解しておく。グループワー
クに必要な準備をしておく。

4第 回 時間

外向きのブランド構築だけではなく
、内向き（企業内、社員、地域内、
住民等）のインナー・ブランディン
グの重要性を理解する。
グループワーク：発表会に向け準備
をする。

9 グループワーク成果発表会 8回までの配布資料を読み返し、振り返り
をしておく。グループワーク発表に向け
準備をしておく。

4第 回 時間

今までの授業で取り扱ったブランド
・マネジメントの理論のまとめ。
グループワークの成果を発表をする
。

10 ブランド戦略　ケーススタディー
（コーポレート・ブランド）

取り上げるいくつかの企業について調べ
要約しておく。

4第 回 時間

ケースとしていくつかの企業を取り
上げ、今までに学んだことをベース
に、ディスカッション形式でコーポ
レート・ブランド戦略を解明する。

11 ブランド戦略　ケーススタディー
（製品ブランド）

取り上げるいくつかの製品について調べ
要約しておく。

4第 回 時間

ケースとしていくつかの製品を取り
上げ、今までに学んだことをベース
に、ディスカッション形式で製品の
ブランド戦略を解明する。

12 ブランド戦略　ケーススタディー
（サービス・ブランド）

取り上げるいくつかのサービスについて
調べ要約しておく。

4第 回 時間

ケースとしていくつかのサービスを
取り上げ、今までに学んだことをベ
ースに、ディスカッション形式でサ
ービス・ブランド戦略を解明する。

13 地域ブランド（国家、都市、地域に
おけるブランディング）

ブランドとして認知されている国、都
市、地域をいくつか取り上げ、その特徴
を４００字程度にまとめたレポートを作
成し提出する。

4第 回 時間

国家、都市、地域をブランドとして
捉えた場合のブランド戦略について
理解する。
さらに、地域における街、商店街等
をブランドとして捉えた場合のブラ
ンド戦略について理解する。

14 長期的なブランド管理、授業のまと
め

13回の授業を振り返り、ブランドについ
ての自身の気づきを要約し、400字程度の
レポートとして提出する。

4第 回 時間

持続可能なブランドとして維持する
ことの重要さを理解する。
授業のまとめ。
期末レポートおける課題提供をし、
レポート作成時の注意点について指
示をする。
その際研究倫理のもと、著作権と個
人情報についての説明もおこなう。
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授業科目名 地域経営論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

松田充史

講義

該当する

長年旅行会社にて着型観光および地域イベントの企画・立案・商品造成および運営マネジメントを担
当。また自治体プロモーションなどをおこなってきた。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

地域経営は経済効果や雇用創出の面から日本の最も重要なテーマの一つです。この授業では地域における政策・制度と企業のビ
ジネスについて学びます。また近年重視される観光について、特に近畿圏のインバウンドの最新事例を取り上げ、その背景にあ
る地域の課題と意義を発見します。また持続可能性について、国や地方自治体だけではなく、民間や地域住民の参加や協働から
議論します。そして、一連の講義と事例研究を通し、自ら積極的、主体的に学ぶ力を身につけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

地域をマネジメント（経営資源の
管理と活用）及びビジネス（業務
の設計と運用）の面から学ぶ

地域の仕組みを理解できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

地域における事業体の環境適応性
を理解する

適切に組織化し、システムを有効
に活用し、顧客に対するサービス
の品質を維持・向上させることが
できる力を身につける。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

地域に関する課題解決に向けて方
策を企画・分析・活用できる

2．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

課題解決に主体的に取り組む意欲
を持ち続け、積極的にかかわるこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
グループワーク・定期試験を受けること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業での取り組み

60

独自のルーブリックに基づいて、合計60点満点で評価し
ます。

：

％

定期試験

40

試験の素点に基づいて到達度を評価します。：

％
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・「地域創造のための観光マネジメント講座」学芸出版社（2016）
・「観光白書　最新版」（国土交通省）

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3時限（13:10～14:50）

場所： 西館4階 個人研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えますが、メールでも対応します。
アドレス：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書いてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション Google Classroomで振り返りシートをつ
くる

4第 回 時間

授業の目的と方法について説明をし
ます。前半では地域観光について基
本的なことを学び、後半ではグルー
プワークをおこないます。

2 日本における人口減少と高齢化 観光における地方の取り組みについて調
べておくこと。

4第 回 時間

国内の人口減少・少子高齢化につい
て理解します。そのうえで地方にお
ける観光の意義について考えます。

3 地方と地域のガバナンス 観光組織について調べておくこと。 4第 回 時間
都市圏と地方圏(三大都市圏と東京
一極集中)を理解します。そのうえ
でインバウンド政策など「観光立国
」日本の政策について理解します。

4 地域観光の組織と主体（ケイパビリ
ティ）

戦略とは何か調べておくこと。 4第 回 時間

地域観光の組織と主体を理解します
。ＤＭＯの事例などからを理解しま
す。さらに、地域活性化としての観
光からケイパビリティの概念など組
織の在り方を多角的に理解します。

5 地域観光の戦略（ブランディング） 日本で開催されるイベントについて調べ
ておくこと。

4第 回 時間

地域が目的を達成するために必要と
なる打ち手を観光から考えます。さ
らにブランディングの概念など多角
的に地域観光を理解します。

6 地域観光の振興（MICE・イベント） 地域観光の閑散期対策やオーバーツーリ
ズムについて調べておくこと。

4第 回 時間

イベントや国際会議などの国家的な
取り組みを通して、地域活性化との
関連を理解します。

7 地域観光の課題（閑散期・オーバー
ツーリズム）

調査対象について調べておくこと。 4第 回 時間

変化の激しい環境下での地域観光の
現状を理解します。地域を取り巻く
課題と視点を観光から考えます。閑
散期やオーバーツーリズムなど多角
的に課題を考えます。

8 大阪の事例調査①（調査対象を選
ぶ）

調査内容について調べておくこと。 4第 回 時間

調査の下調べをします。調査の目的
、方法を理解したうえで調査対象を
選びます。さらに資料をどのように
入手するか、資料がどの程度あるか
を調べます。

9 大阪の事例調査②（調査内容を決め
る）

フィールドワークの技法について調べて
おくこと。

4第 回 時間
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下調べによってわかったことをふま
えて、調査内容を決めます。さらに
、観光資源とは何か、資源の発掘か
ら観光資源への開発などの理解を深
めます。

10 大阪の事例調査③（フィールドワー
ク）

グループでのフィールドワークの観察内
容をまとめておく。

4第 回 時間

フィールドワークでの観察をおこな
います。より効果的な調査となるよ
うに、各グループで個々の役割を主
体的かつ積極的に担います。

11 大阪の事例調査③（調査） 各自で発表の準備をおこなう 4第 回 時間
学生同士の協働による調査を通して
、地域観光の現状を理解します。

12 発表会（1日目） 各自で議論の準備をおこなう 4第 回 時間
地域観光の調査内容をまとめ・発表
します。パワーポイントを用いてプ
レゼンテーションをおこないます。

13 発表会（2日目） 議論の準備をしておく。 4第 回 時間
発表した内容に対して質疑応答をし
ます。グループで課題解決の方向性
を確認します。

14 調査内容の分析と議論 Google Classroomでまとめておく 4第 回 時間
調査を全員で振り返ります。本授業
でのフレームワークを使い、調査内
容を分析し議論したものを可視化し
ます。

2960
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授業科目名 観光マネジメント特殊講義

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

松田充史・大塚正博

講義

該当する

教員のいずれもが実務経験がある。松田は旅行会社にて企画・立案・商品造成およびマネジメントを
おこない、また自治体組織で京都のプロモーション担当。大塚は旅行会社および航空会社で計30年の
実務経験がある。旅行会社では海外企画、商品造成、添乗業務を行い本社管理職や支店長としてのマ
ネジメント業務を行った。世界遺産検定マイスター資格も有する。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「世界遺産」とは地球の生成と人類の歴史によって生み出された、顕著な普遍的価値を持つ人類共通の財産です。ユネスコ総会
で採択された「世界遺産条約」の成立の背景やユネスコの理念など、世界遺産の基礎知識を踏まえた上で、多文化理解や地球環
境保護などの考え方を国内外の多様な遺産から学びます。また危機遺産や負の遺産などの様々な遺産から、保護・保全の重要性
や、ユネスコの平和の理念を考えていきます。
一方、世界遺産に登録されることによる弊害や、その普遍的価値の保護と開発、登録へのプロセスなど課題が多くあり、それら
をマネジメントする能力が求められている。あわせて学習成果の可視化として世界遺産検定３級以上の合格を目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

世界遺産に関する基礎知識を習得
する

世界遺産の普遍的な価値を理解で
きる

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

世界遺産に関する専門知識を習得
する

世界遺産検定の合格をめざし、異
文化や価値観の多様性を理解でき
る

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

世界遺産の課題発見にあたり、必
要な情報を収集・分析・活用する
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：世界遺産検定事務局)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回の授業に出席すること。
試験やレポート提出は必須。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

30

授業での態度を0～30点満点で評価し、積極性・主体性が
見られれば30点、受動的であれば20点、取り組む姿勢が
見られなければ0点で評価します。

：

％

グループワーク グループワークの内容（フィールドワーク）を30点満点
で評価します。取り組み内容・積極性・主体性があった

：

2960
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2961グループワーク

30

で評価します。取り組み内容・積極性・主体性があった
かどうかを評価します。

：

％

定期試験（レポート）

40

フィールドワークでの学びを通して世界遺産の必要知識
を評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

きほんを学ぶ世界遺産100
世界遺産検定3級公式テキ
スト（第4版）

世界遺産検定事務局 マイナビ出版・・ 年・2023

参考文献等

世界遺産検定事務局「くわしく学ぶ世界遺産300　世界遺産検定2級公式テキスト（最新版）」マイナビ出版。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間以上の授業外学修が求められます。
・世界遺産検定事務局「きほんを学ぶ世界遺産100世界遺産検定3級公式テキスト(最新版)」を必ず購入してください。（すでに
テキストを持っている場合は旧版でも可）また上位級を目指す方はそれぞれの級に見合った公式テキストを準備してください。
・2023年7月1日（土）に学内で行われる「世界遺産検定2又は3級」試験を必ず受験してください(受験料別途)。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。
・フィールドワークに必ず参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3時限(13:10～14:50)

場所： 西館4階　松田研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えますが、メールでも対応します。
松田：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
大塚：otsuka-m@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書いてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーション 教科書、および世界遺産に関連する文献
を読んでおく。

4第 回 時間

・世界遺産を学ぶことによって得ら
れるものを理解する。
・世界遺産検定の出題傾向や、検定
3級以上の合格への道筋を理解する
。

２ 世界遺産の基礎知識①（ユネスコの
理念・世界遺産条約）

世界遺産に求められる価値についてまと
めておく

4第 回 時間

・世界遺産とユネスコの理念・役割
について理解する。
・世界遺産条約誕生のきっかけと世
界遺産の概念を理解する。
・世界遺産はどのように登録される
のかを順序立てて理解する。

３ 世界遺産の基礎知識②（登録基準や
世界遺産の価値）

世界遺産を一つ取り上げ、現状と課題を
まとめておく

4第 回 時間

・世界遺産の種類と数を理解する。
・世界遺産の登録基準について理解
する。
・世界遺産に求められる価値につい
て理解する。

４ 世界遺産の基礎知識③　様々な世界
遺産①

世界遺産に関する概念や重要キーワード
についてまとめておく

4第 回 時間

・様々な登録形態について理解する
。
・危機にさらされている世界遺産リ
ストについて理解する。
・負の遺産からは、ユネスコ憲章の
前文に謳われている「平和のとりで
」を理解する。

５ 様々な世界遺産②（無形文化遺産・
世界の記憶）

日本の世界遺産の特徴やキーワードをま
とめておく

4第 回 時間

・文化的景観やシリアルノミネーシ
ョン等の概念を理解する。
・ユネスコの事業である、「無形文
化遺産」や「世界の記憶」について
理解する。

- 803 -



６ 日本の世界遺産①（文化遺産・自然
遺産）

日本の世界遺産の特徴やキーワードをま
とめておく

4第 回 時間

・日本の世界遺産の全てについて理
解する。
（日本のいくつかの遺産については
基礎知識の授業の中でも触れていき
ます）
・併せて関連する海外の世界遺産に
ついても理解する。

７ 日本の世界遺産②（文化遺産・自然
遺産）

日本の世界遺産の特徴およびキーワード
をまとめておく。

4第 回 時間

・日本の世界遺産の全てについて理
解する。
（日本のいくつかの遺産については
基礎知識の授業の中でも触れていき
ます）
・併せて関連する海外の世界遺産に
ついても理解する。

８ 日本の世界遺産③（暫定リスト） 重要事項テストで理解できていない分野
を把握しておく

4第 回 時間

・日本の世界遺産の全てについて理
解する。
・日本の今後の世界遺産候補につい
て理解する。
・基礎知識と日本の遺産を中心に、
ここまでの授業内容に関する小テス
トを行います。

９ 世界遺産の理解①（ユネスコの理
念）

模擬試験で理解できていなかった分野の
テキストを読みまとめておく

4第 回 時間

・小テストの解説を通して、確実な
理解度を高める。
・本番と同じ難易度の模擬試験を行
い、問題傾向を理解する。

10 世界遺産の理解②（文化遺産） 授業で取り上げなかった海外の世界遺産
についてテキストを精読し、キーワード
をまとめておく

4第 回 時間

・模擬試験解説を通して、確実な理
解度を高める。
・頻出過去問題解説を通して、重要
事項を整理する。

11 世界遺産の理解③（自然遺産） 模擬試験や過去問に取組む 4第 回 時間
・模擬試験解説を通して、確実な理
解度を高める。
・頻出過去問題解説を通して、重要
事項を整理する。
・検定までの直前勉強方法を理解す
る。

12 観光と世界遺産　世界試案の課題や
今後の方向性　　世界遺産の検証①
（フィールドワーク）

仮説を証明するためのストーリーをまと
めておく

4第 回 時間

・オーバーツーリズムなど、観光の
観点から世界遺産登録の問題点や課
題を考える。
・保護から活用へシフトしてくなど
、今後の世界遺産の方向性を考える
。
・グループ分けをし、それぞれのグ
ループで立てた仮説を検証するため
の調査対象・手段を選択する。

13 世界遺産の検証②（フィールドワー
ク）

プレゼンテーションのためのまとめの文
章やPPTを作成しておく

4第 回 時間

・グループ毎に調査対象・手段を発
表する
・仮説を証明するためのストーリー
作成、およびプレゼンテーションの
準備をグループ毎に行う

14 世界遺産の検証③（プレゼンテー
ション）

各グループの発表内容から世界遺産の課
題をまとめておく

4第 回 時間

・グループで選定した調査対象、検
証手段に沿って、具体的に調査した
内容を各グループ毎に10分でプレゼ
ンテーションする

2961
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授業科目名 Global Business Studies 1

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 1

Ｊリング

演習

該当する

The professor has several years of business management experience.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This is a seminar style class with global business content. Students can freely choose their own topics for study,
class presentations and discussion. The course will include useful career skills, and “life-long learning”
techniques. We will use all four skills: reading, writing, speaking and listening. There is no textbook to buy.
The instructor with supply the study materials. Students will choose their own study topics with instructor
support from start to finish.
We may also create a video project. We may also join a videoconference with an international business person. We
may give a Project Based Learning PowerPoint explaining a self-chosen business topic.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Seminar style communication in
English for business purposes
and studying business content.

Students will become able to:
Discuss familiar topics, their
field of study, business
topics, world events and give
their opinions/advice and
reasons/explanations.

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

Communication, collaboration,
creativity, critical thinking,
intercultural competence, well-
being, and digital literacy.

Discuss future professional
goals, intentions, hopes, and
ambitions.
Read and understand factual
texts.

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

Proactively work towards
finding solutions to social,
economic, and business issues
and problems. Students conduct
problem-based learning to
develop their critical thinking
skills and objectivity.

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Research, exchange, check, and
confirm factual information.
Give a presentation on a topic
of interest with teacher
support.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

2961
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・その他(以下に概要を記述)

International/domestic ビデオ会議

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

It is the policy of this class to protect the privacy of all students and class participants. All
data and videos that are collected for evaluation will be deleted after one year. Students may not
take screen captures, repost class materials, personal information or photos of others, or
videoconference discussions to the Internet. Students must not collect personal information or
photos of anyone in this class. The images, text, and materials used in this class are the
property of the copyright holders.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

SMART Goals Final Report and Summarie
s 1-5

25

1/2-to-1 (A4) page, short report of self-chosen goa
ls. Evaluated for grammar, spelling, content.
Lesson discussion summaries evaluated for grammar,
spelling, content

：

％

Vocabulary notebook, PBL Report, PPT
Slides

25

10 new words per week. Evaluated for spelling and c
ontent
1 to 2 (A4) page report. Spelling, completion, and
content.
PowerPoint evaluated for grammar, spelling, and con
tent.

：

％

Class participation

30

Actively participates in discussion and group work.
Notetaking, summarizing.

：

％

PBL Project

20

Theme and evaluation standards based on class and i
nstructor choice. Rubric will be negotiated by clas
s and instructor.

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

There is no textbook to buy. The teacher will provide the study materials. Students will also choose their own
study materials.
A dictionary is highly recommended.

履修上の注意・備考・メッセージ

Participation while Job Searching
Students who are busy “job hunting” can submit homework/short reports to cover any absences and give short
presentations during office hours.
Prerequisites
No prerequisites. Your previous courses at Osaka Seikei University have prepared you for this course.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction/ Week 1  Student Materials and Project 1第 回 時間
Ice Breaker/Make teams.
SL: Global Skills defined/review
ed.
TM: How to set SMART goals and h
ow to summarize information
Note: Teacher Materials (TM), Sh
ort Lecture (SL), Summary and Di
scussion (SD).
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2 Week 2-Global skills  Student Materials and Project 1第 回 時間

SL: Global skills continued. Wor
king with other cultures discuss
ed/reviewed
TM: Summary 1 (in class).

3 Week 3-Global business
management/concepts

 Student Materials and Project 1第 回 時間

SL: Global business management/c
oncepts
TM: Summary 1 continued (in clas
s).

4 Week 4-Language and culture  Student Materials and Project 1第 回 時間
SL: Language and primary culture
TM: Summary 2; Student choice.

5 Week 5-International
communication styles

 Student Materials and Project 1第 回 時間

SL: International communication
styles
TM: Summary 3; Student choice
(in class)
SMAP Teacher Example:
Video conference preparation.

6 Week 6-International
communication styles continued

 Student Materials and Project 1第 回 時間

TM: Summary 3 continued.
7 Week 7- Business Manners  Student Materials and Project 1第 回 時間

SL: International communication
styles, part 2.

8 Week 8-Business Manners
continued

 Student Materials and Project 1第 回 時間

SL: Respect and deference in hig
h/low context cultures
TM: Summary 4 (finish in class)
HW; schedule office hour meeting
with Instructor for Week 13 ,14,
or 15.

9 Week 9-Video Conference
Preparation

 Student Materials and Project 1第 回 時間

Email contact/Video Conference P
reparation/ Summary 5 (in class)
.
Download the company profile fro
m Google classroom,
HW; practice pronunciation and q
uestions.
SL: International Business Manne
rs.

10 Week 10-Video Conference
Preparation continued

 Student Materials and Project 1第 回 時間

Email contact/Video Conference w
ith international company (The i
nstructor will support you). Ask
questions/Videoconference Noteta
king/Summary 5.

11 Week 11-Student choice research  Student Materials and Project 1第 回 時間
Student choice Research Summary
5 and PBL Research Report writin
g used for PowerPoint Project-Ba
sed Learning (PBL) presentations
. PBL example by Instructor.

12 Week 12-Student choice research
continued

 Student Materials and Project 1第 回 時間

Continue Student Choice Research
Summary 5 and PBL Research Repor
t writing used for PowerPoint Pr
oject-Based Learning (PBL) prese
ntations.

13 Week 13-Student choice
presentations

 Student Materials and Project 1第 回 時間

Global Business PowerPoint PBL P
resentations.

14 Week 14-Student choice
presentations

 Student Materials and Project 1第 回 時間
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Global Business PowerPoint PBL P
resentations continued (if neces
sary).
SL: Class summary and concluding
comments.

15 No Week 15 No Week 15 1第 回 時間
No Week 15
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授業科目名 Global Business Studies 2

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 1

Ｊリング

演習

該当する

The professor has several years of business management experience.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This is a seminar style class with global business content. Students can freely choose their own topics for study,
class presentations and discussion. The course will include useful career skills, and “life-long learning”
techniques. We will use all four skills: reading, writing, speaking and listening. There is no textbook to buy.
The instructor with supply the study materials. Students will choose their own study topics with instructor
support from start to finish.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Seminar style communication in
English for business purposes
and studying business content.

Students will become able to:
Discuss familiar topics, their
field of study, business
topics, world events and give
their opinions/advice and
reasons/explanations.

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

Communication, collaboration,
creativity, critical thinking,
intercultural competence, well-
being, and digital literacy.

Discuss future professional
goals, intentions, hopes, and
ambitions.
Read and understand factual
texts.
Write brief reports.

汎用的な力

1．DP７.実践の完遂 Proactively work towards
finding solutions and
completing tasks. Tasks are
designed so that students
conduct problem-based learning
to develop their critical
thinking skills and
objectivity.

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Carry out a prepared interview
with teacher support.
Research, exchange, check, and
confirm factual information and
negotiate.
Give a presentation on a topic
of interest with teacher
support.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

2962
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・課題解決学習(PBL)

・その他(以下に概要を記述)

International/domestic ビデオ会議

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

It is the policy of this class to protect the privacy of all students and class participants. All
data and videos that are collected for evaluation will be deleted at the end of a one year period.
Students may not take screen captures, repost class materials, personal information or photos of
others, or videoconference discussions to the Internet. Students must not collect personal
information or photos of anyone in this class. The images, text, and materials used in this class
are the property of the copyright holders.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

SMART Goals Final Report and Summarie
s 1-5

25

1/2-to-1 (A4) page, short report of self-chosen goa
ls. Evaluated for grammar, spelling, content. Lesso
n discussion summaries evaluated for grammar, spell
ing, content

：

％

Vocabulary notebook, PBL Report, PPT
Slides

25

10 new words per week. Evaluated for spelling and c
ontent.1 ? 2 (A4) page short report. Evaluated for
spelling, completion, and content. PowerPoint slide
s evaluated.

：

％

Class participation

30

Please tell the instructor when you will be absent.
Actively participates in discussion and group work.

：

％

PBL Project

20

Theme and evaluation standards based on class and i
nstructor choice. Rubric will be negotiated by clas
s and instructor.

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

There is no textbook to buy. The teacher will provide the study materials. Students will also choose their own
study materials.

A dictionary is highly recommended.

履修上の注意・備考・メッセージ

No prerequisites. Your previous courses at Osaka Seikei University have prepared you for this course.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction/ Week 1 Homework To Be Announced (HWTBA ) 1第 回 時間
Ice Breaker/Make teams.
SL: Global Skills defined/review
ed.
TM: SMART goals Part 2 and revie
w of how to summarize informatio
n.
Note: Teacher Materials (TM), Sh
ort Lecture (SL), Summary and Di
scussion (SD)
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2 Week 2-Global skills HWTBA 1第 回 時間

SL: Global skills continued. Hig
h and low context cultures discu
ssed/reviewed
TM: Summary 1 (in class); Do Hap
py Workers Increase Productivity
?

3 Week 3-Global business
psychology and management

HWTBA 1第 回 時間

SL: Global business psychology a
nd management.
TM: Summary 1 continued (in clas
s)

4 Week 4-Global business teamwork
psychology

HWTBA 1第 回 時間

Global business teamwork psychol
ogy.
TM: Summary 2; Student choice.

5 Week 5-Global teamwork
psychology continued. Students
consider how to manage
international teams

HWTBA 1第 回 時間

SL: Global business teamwork psy
chology continued. Students cons
ider how to manage international
teams
TM: Summary 3; Student choice
(in class)
SMAP Teacher Example:
Video conference preparation

6 Week 6- Introduction to
International communication
styles and basic concepts

HWTBA 1第 回 時間

International communication styl
es introduced.
International communication basi
c concepts introduced.

TM: Summary 3 continued.
7 Week 7-International business

styles
HWTBA 1第 回 時間

SL: International business style
s.
TM: Summary 4 (in class); Studen
t choice
HW; write progress reports on “
SMART Hope Goals” (Refer to sty
le guide in Google classroom)

8 Week 8-Business manners in
high/low context cultures

HWTBA 1第 回 時間

SL: Business manners in high/low
context cultures
TM: Summary 4 (finish in class)
HW; schedule office hour meeting
with Instructor for Week 13 ,14,
or 15.

9 Week 9-Video Conference
Preparation

HWTBA 1第 回 時間

Email contact/Video Conference P
reparation/ Summary 5 (in class)
.
Download the company profile fro
m Google classroom,
HW; practice pronunciation and q
uestions.
SL: Intercultural Business Commu
nication

10 Week 10-Video Conference
Preparation continued

HWTBA 1第 回 時間

Email contact/Video Conference w
ith international company (The i
nstructor will support you). Ask
questions/Videoconference Noteta
king/Summary 5

11 Week 11-Student choice research HWTBA 1第 回 時間
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Student choice Research Summary
5 and PBL Research Report writin
g used for PowerPoint Project-Ba
sed Learning (PBL) presentations
. PBL example by Instructor.

12 Week 12-Student choice research
continued

HWTBA 1第 回 時間

Continue Student Choice Research
Summary 5 and PBL Research Repor
t writing used for PowerPoint Pr
oject-Based Learning (PBL) prese
ntations.

13 Week 13-Student choice
presentations

HWTBA 1第 回 時間

Global Business PowerPoint PBL P
resentations

14 Week 14-Student choice
presentations continued

HWTBA 1第 回 時間

Global Business PowerPoint PBL P
resentations continued (if neces
sary).
SL: Class summary and concluding
comments

15 No Week 15 No Week 15 2第 回 時間
No Week 15
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- 812 -



授業科目名 Global Marketing

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

国枝よしみ

講義

該当する

航空会社を経て系列のホテルで企画・広報・マーケティング等管理職を経験、公募により県庁職員と
なり広報、地域戦略等を経験し現在に至る。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

 This course provides an overview on international marketing management knowledge focusing on principles and
practices. The course emphasizes on using marketing in managing in oversea context. It also covers issues related
to cross culture, economy, political and international ethics standards.
グローバル企業にとって進出しようとする現地の地理的条件やビジネスの慣行、文化、倫理、法律などさまざまな条件は、製品
やサービスの販売等に大きく影響します。本授業では、実際の企業のマーケティング活動や米国の大学で使われている参考文献
を活用しながらできるだけわかりやすく、グローバルマーケティングの理論と実務の両面を解説します。マーケティングの果た
す役割や海外との取引の障壁となるものは何か、どのように乗り越えるか等理解できるようになります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

グローバルマーケティングの役割
を理解する：Identifing the
roles of Global Marketing

幅広い教養とスキルを身につけ
る:Students acquire a wide
range of knowledge and skills

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

課題を発見する：Students will
be able to discover challenges
through the class

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

Googleクラスルームや授業で模範解答や特徴的な解答を紹介することがあります。

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Presentation

30

Presentation will be assessed according to my origi
nal rubric.

：

％

Quiz

30

The quiz will be provided in order to test students
’understanding about the materials provided in the
lectures and assessed according to my original rubr
ic

：

％

Final report

40

Final report will be assessed according to our univ
ersity standard rubric

：

％
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40 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

Masaaki Kotabe and Kristiaan Helsen(2014)International Marketing, John Wiley & Sons Inc; 6th Edition,
International Student Version
Pjilip R. Cateora, Mary C. Gilly and John L. Graham（2019）International Marketing, 18th Edition., McGraw-Hill
Irwin, NY.

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席すること。規定の出席回数に満たない場合は成績評価をしないことがありますので気をつけて下さい。
 Students are required to participate and discuss positively in a class.積極的に議論に参加、発言することを期待しま
す。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金3限

場所：  西館３F

備考・注意事項： 上記以外でも可能ですのでメールで問い合わせてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction and The Scope of
International Marketing

To review marketing concept 4第 回 時間

・The Scope and Challenge of Int
ernational Marketing
・The Dynamic Environment of Int
ernational trade

2 The Cultural Environment of
Global Markets

To review Geography in Asia and the
Pacific

4第 回 時間

・History and Geography :The Fou
ndations of Culture
・Cultural Dynamics in Assessing
Global Markets

3 Assesing Global Market
opportunities

To review ｗhat marketing opportunity
is.

4第 回 時間

・Developing a Global Vision thr
ough Marketing Research
・Economic Development and the A
mericas
・Europe, the Asia Pacific Regio
n, Africa and Middle East

4 Developing Global Marketing
Strategies

To name Japanese global companies 4第 回 時間

・Global Marketing Management :
Planning and Organization

5 Products and Services for
Consumers and Businesses

To find out the service provided
worldside

4第 回 時間

・Products and Services for Cons
umers
・Products and Services for　Bus
inesses
・International Marketing Channe
ls

6 Developing Global Marketing
Strategies

To review Integrated Marketing
Communications

4第 回 時間

・Integrated Marketing Communica
tions and International Advertis
ing
・Personal Selling and Sales Man
agement
・Pricing for International Mark
ets

7 Case Study To review what we learned from the
case

4第 回 時間

・Global Brand　Management.
・Case: Nestle

8 Global Brand Management  in case
of Japanese company

To review the key issues of success. 4第 回 時間
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Since 2015, Shiseido has been ma
king efforts under the medium-to
-long-term strategy VISION 2020
in order to “Be a Global Winner
with Our Heritage.” Shiseido ha
s been accelerating its investme
nt in the prestige brands. Among
these brands, eight core brands
have been driving robust growth,
including “Made in Japan” bran
ds, ELIXIR and ANESSA, accountin
g for 90% of total incremental g
rowth. These selection and conce
ntration in core brands has been
greatly contributing to expandin
g sales growth. We'll study the
strategies and the cause of succ
ess.

9 The Cultural Environment of
Global Marketing ：Disney

To learn the danger of Stereotypes 4第 回 時間

・The Not-So-Wonderful World of
Euro Disney-Things Are Better No
w at Disneyland Resort Paris

10 Presentation To review Cultural Differnces in
Competitiveness

4第 回 時間

・Choose one of the successful g
lobal companies in Japan and res
earch the operaion system.

11 McDonald's and Obesity To learn the importance of follow-up
communications and procedures

4第 回 時間

・Read the case and discuss what
McDonald's has done to address c
hildhood obesity.

12 Assessing Global Market
Opportunities:Uber Technologies

To review the summary of Japanese,
American, and Chinese Business
Negotiation Styles

4第 回 時間

・Uber Technologies; to learn th
e process of the business in Jap
an and what were the
challenges at that time.

13 Case study To review global ethical issues 4第 回 時間
 Airbnb Business Model(Case Stud
y): How Airbnb Works And Earns M
oney?

１4 Global campany in Japan To review what you have learned from
the case

4第 回 時間

・Amazon; Discuss Marketing Stra
tegies of Global Industries that
recently are expanding the netwo
rk in Japan.

2964
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授業科目名 Airline Business Strategy

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年・4年 2

中野毅

講義

該当する

長年にわたり外資系航空会社の日本支社での営業、営業企画、および本社勤務に携わり、航空業界に
おける豊富な経験と知識を持つ。（全１４回）
Gaining experience working in one of International Aviation industries.(whole 14 lessons)

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業は、多くの英語の文献、動画等を使い、航空ビジネスを多面的に理解することを目的としています。航空ビジネスにお
ける航空会社の様々な経営戦略をケースを使い理解し、また航空ビジネスを取り巻く、空港経営、航空機製造産業についても触
れ、広く航空に関わるビジネスの知識を得ることができます。
The teacher will introduce aviation history and current airline topics, students will understand overall airline
business strategies with various case studies, also recognize such specific business methods as network design,
scheduling, pricing and revenue management. Each student will be required active participation in several group
activities followed by presentations and discussions. The class shall be held mostly in English but with
additional explanations for expert knowledge in Japanese

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

航空ビジネスにおける様々な仕事
と役割、経営上の戦略を理解す
る。

航空ビジネスにおける専門知識を
習得し、航空業界に求められる人
材を理解することができる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

社会情勢に影響される航空ビジネ
スを理解し、それぞれのケースに
ついて対応を考える。

過去のケースから問題点を理解
し、将来の課題に応用することが
できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

航空ビジネスが抱える課題を発見
することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

個人発表、グループワーク成果発表において、評価、コメントをする。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること、規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート 14回の授業終了後に期末レポートの提出を求める。学ん
だ成果を反映したレポートになっているかを、独自のル
ーブリックに基づいて４段階で評価する。

：
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30

ーブリックに基づいて４段階で評価する。

％

授業への参加意欲

20

毎回の授業での発言や、取り組む姿勢を独自のルーブリ
ックに基づいて４段階で評価する。

：

％

個人発表、グループワークとプレゼンテ
ーション

30

個人発表とグループワークにおける、積極性、果たす役
割、貢献度を評価し、成果物であるプレゼンテーション
のまとまりを独自のルーブリックに基づいて４段階で評
価する。

：

％

リアクション・ペーパー

20

毎回の授業の終わりに提出するリアクション・ペーパー
で、学びの程度を独自のルーブリックに基づいて４段階
で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業の都度、参考文献、資料、論文等を紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・日々のニュースから、航空ビジネスに関連する記事があれば資料として残し、常に関心を絶やさないようにする。
・事前に配布の英語の資料、論文等は必ず授業前までに読み込み、要点をまとめておく。
・事例研究のグループワークでは積極的に協働することが求められる。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」
　に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日4限

場所： 西館４階（103号室）

備考・注意事項： メールで質問等も受け付けます。
その際タイトルに必ず、学籍番号と氏名を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Course instruction Pick-up one of the most attractive
airlines with reasons.

4第 回 時間

Course instruction.
Overall introduction of airline
industry and environment.

2 History of airline industries Read and summarize a handout. Prepare
for an individual presentation.

4第 回 時間

Understand aviation history from
the Wright brothers, through two
big world wars until present.
Individual presentation : The ai
rline of interest with reasons.

3 Current airline overview /
competition

Read and summarize a handout. Prepare
for an individual presentation.

4第 回 時間

Understand recent airline busine
ss situation under COVID-19,comp
areing competitive business mark
et situation before.
Individual presentation ① : The
airline of interest with reasons
.

4 Sales and Distribution  Read and summarize a handout.
Prepare for an individual
presentation.

4第 回 時間

Understand various sales policie
s and distribution channels.
Individual presentation ② : The
airline of interest with reasons
.

5  Pricing and Revenue Management  Read and summarize a handout.
Prepare for group work.

4第 回 時間
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Understand most major issues in
airline business management.
Group work instruction : An airl
ine business strategy research.

6  Scheduling, Routing and Network
structure

 Read and summarize a handout.
Prepare for group work.

4第 回 時間

Understand network strategy and
route and network planning.
Group work : An airline business
strategy research(1).

7 Alliance and Joint Business,
Mileage program

Read and summarize a handout. Prepare
for group work.

4第 回 時間

Understand commercial cooperatio
n, code sharing and joint ventur
e cooperation.
Understand how mileage programs
utilize in airline business.
Group work : An airline business
strategy research(2).

8 Marketing and Branding strategy Read and summarize a handout. Prepare
for group work.

4第 回 時間

Understand airlines' marketing a
nd branding strategy.
Group work : An airline business
strategy research(3).

9 LCC/Low cost carriers’ business
model and case study

Read and summarize a handout. Prepare
for a group presentation.

4第 回 時間

Understand LCC business model di
fferentiating from Full service
network carriers' under several
case studies.
Group presentation: An airline b
usiness strategy research.

10 Case study / inviting guest
speaker

Prepare for questions for QA session. 4第 回 時間

Invite a guest speaker from one
of global airlines to present th
eir company and business strateg
y followed by QA session.

11 Group and Class discussion Prepare for problem solving session. 4第 回 時間
Group work against a subject whi
ch the guest speaker provided du
ring the presentation, and share
each idea in the class.

12 Aviation industry / Aircraft
manufacture

Read and summarize a handout. 4第 回 時間

Exclusive market by Boeing and A
irbus.

13 Air Cargo Read and summarize a handout. 4第 回 時間
Understand the cargo sector that
contributes to revenue as well a
s the passenger sector.

14 Current issues in industry,
summary and review.

Read and summarize a handout. 4第 回 時間

Aviation future and discussion.
Summary and review.
Remind and confirm research ethi
cs guideline for the final repor
t.

2965
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授業科目名 MICEビジネス論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

苗村淑子

講義

該当する

MICEビジネスのなかでも特に国際会議や大規模コンベンション、企業インセンティヴ等の誘致・運営
の豊富な実務経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

MICE（マイス）とは、Meeting（企業会議）、Incentive tour（企業の行う褒賞・研修旅行）、Convention（国際機関・団体・
学会等の会議）、Event/Exhibition（国際見本市・展示会、国際イベント等）の総称です。本授業では、国際コンベンションを
中心としたMICEビジネスの基本を学び、グローバルな視野を持つことを主眼としています。MICEビジネスは、文化発信力と大き
な経済効果のある集客ビジネスであることを学び、また、国際交流や都市ブランディング、都市戦略としても重要であることの
理解を深めることができます。あらゆるビジネスに欠かせない異文化共生や多様性への適応力を身につけるとともに、グローバ
ル社会で求められる思考力や課題解決力の基礎を身につけることができます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

MICEビジネスや都市ブランディン
グ等についての基礎知識や課題を
学び、発表、議論する。

自ら問題意識を持って課題を適切
に発見し、対策を講じ、発表、議
論することができる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

MICEビジネスを経済効果と異文化
交流の両面から理解を深める。

グローバルな視野と多様性への対
応力を身につけることができる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

多文化共生社会における課題認識
と解決に向けて積極的に取り組む
ことができる。

2．DP９.他者との協調・協働 グローバル社会における協調・協
働力を身につけることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

プレゼンテーションを実施し、コメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ授業内容の理解が難しくなるため放棄とみなし
ます。プレゼンテーション内容、発表のスキル、小テスト、期末試験で評価します。独自のルーブリックに基
づき5段階で評価します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ディスカッション・プレゼンテーション

30

テーマに沿って発表できているか。発表内容、論理性、
スキル、主体的な取組姿勢等について評価します。

：

％

2965
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30 ％

小テスト

20

講義内容の理解、課題解決力等について評価します。：

％

期末試験

50

講義内容に関する知識と理解度を問う設問及びその分野
の課題に関する自らの考えの提示等を評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業において適宜指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え
毎回の授業内容を丁寧に復習し次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 授業前後に質問を受け付けるほか、メイルでの質問も可。
namura@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 MICEビジネスの概要と授業の進め方
について

最近開催された、または今後開催予定の
主要な国際会議、大型国際イベントの例
をいくつか考え、内容を調べておくこ
と。

4第 回 時間

MICEビジネス（国際会議や国際見本
市・大型イベント等）の概要、およ
び国の成長戦略としての方針と取組
について学びます。また、授業の目
標、進め方、評価基準等についてシ
ラバスをもとに説明します。

２ MICE開催の基本知識 “Meeting, Incentive, Convention,
Event/ Exhibition”の内容、及び観光イ
ンバウンドとの相違点について予かじめ
自習しておくこと。

4第 回 時間

MICE ビジネスとは何か？
Meeting（企業会議）、Incentive（
企業の行う報奨・研修旅行）、Conv
ention（国際機関・団体・学会等の
会議）、Event/Exhibition（大型イ
ベント・博覧会・展示会等）の具体
的な内容とそれぞれの特徴、また観
光インバウンドとの相違点について
も学びます。また、MICE開催に対す
る国の施策や取組み状況についても
詳しく学びます。

３ コンベンション（国際会議）の基礎
知識

近年日本で開催された主要コンベンショ
ンについて例を挙げて概要を調べておく
こと。

4第 回 時間

国際会議とは何か？　国際的なコン
ベンション組織や国際会議の基準、
および国際機関・団体の会議や学会
について学ぶとともに、主要国際会
議場、コンベンション・ビューロー
の役割、コンベンション用語等につ
いても学びます。また、MICE開催の
目的、意義、効果、世界における日
本の位置づけ等について理解を深め
ます。

４ ハイレベル会議 2019年に大阪で開催されたG20首脳会議お
よび今年広島開催のG7主要会議について
自習しておくこと。

4第 回 時間

ハイレベル会議とは何か？　G20、G
7首脳会議及び閣僚会議、国連や国
連関連機関の開催するハイレベル会
議を取り上げ、その開催意義と影響
、効果等について学びます。
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５ MICEとプロトコール（外交儀礼） 外交儀礼や国際マナーやについて自習し

ておくこと。
4第 回 時間

プロトコール、外交儀礼とは何かを
学びます。MICE開催のみならず、国
際交流やグローバル社会で活躍する
ために不可欠な実践的スキルとして
の国際マナーについても学びます。

６ ミーティング、インセンティブ・
ツァー、国際見本市・展示会、国際
イベントについて

ユニーク・ベニューとは何かについて予
習しておくこと。

4第 回 時間

企業の開催するグローバルな会議、
海外からの褒賞・研修旅行、国際見
本市・展示会、国際イベント等につ
いて学びます。また、「ユニーク・
ベニュー」とは何かについても学び
、プレゼンテーションを行います。

７ MICEと異文化対応 異文化共生や国際社会で通用するホスピ
タリティとは何かについて考えておくこ
と。また、ハラールについても自習して
おくこと。

4第 回 時間

MICEビジネスを学ぶには、グローバ
ルな視野を身につけ、異文化共生や
多様性への適応力も必要となります
。異文化対応と国際社会で役立つ「
ホスピタリティ」「食文化」「コミ
ュニケーション」についても学びま
す。

８ グローバルMICE都市と都市戦略強化 国内で指定されているグローバルMICE都
市について予習しておくこと。都市のブ
ランド力強化に不可欠な条件について予
め考えておくこと。

4第 回 時間

現在国内で指定されている「グロー
バルMICE都市」について、その役割
と課題等について学びます。また、
MICE開催の効果を経済的、文化的観
点及び都市戦略と国際化の面から考
え、それにより国や都市が国際社会
で果たすリーダーシップについても
学びます。

９ プレイス・ブランディングと観光づ
くり法人DMOの役割、人材育成

DMO及び「プレイス・ブランディング」の
概念について自習しておくこと。また、
MICE推進のために必要な人材育成につい
ても考えておくこと。

4第 回 時間

「アジア有数のMICEビジネス都市」
として選ばれ続けるためには、国、
都市、ステークホルダーの横断的連
携力とDMO（観光地域づくり法人）
を中心としたプレイス・ブランディ
ングが必要であること、また、MICE
ビジネスにおいて求められる人材と
その育成についても学びます。

10  MICEにおけるリスクマネジメント
とサステナビリティ

リスクマネジメント、サステナビリ
ティ、レジリアンスの概念について自習
しておくこと。

4第 回 時間

MICEビジネスにおけるリスマネジメ
ントとは何か？災害、テロ、感染症
等様々な課題を踏まえ、レジリアン
スの概念をもとに対策を考えます。
また、MICEビジネスでサステナビリ
ティをどのように実践していくかに
ついても学びます。

11 海外のMICEビジネスの取組 日本、アジア太平洋地域、及び世界の
MICE開催状況について自習しておくこ
と。

4第 回 時間

日本と世界のMICE開催状況を比較し
、国際会議基準の相違点等からもグ
ローバルなMICEビジネスの状況を学
びます。また、近年特に成長の著し
いアジア太平洋地域の国を取り上げ
、国家戦略としてのMICE取組状況を
学びます。
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12 IR（統合型リゾート）ビジネス IR統合型リゾートについて予め自習して
おくこと。

4第 回 時間

IR:Integrated Resorts 統合型リゾ
ートとは何か？　「特定複合観光施
設区域の整備のための基本的な方針
」を踏まえ、国の施策としてのIRビ
ジネス導入の概要と海外の状況及び
MICEビジネスへの効果と影響につい
て学びます。

13 MICEビジネスの今後の課題と取組 MICEビジネスの今後の課題について自習
しておくこと。

4第 回 時間

海外と日本の状況を比較しながら、
コロナ共生社会、サステナブル、DX
等を踏まえMICEビジネスの今後の課
題と取組について学びます。

14 総括講義 第13回までの講義内容を十分に復習して
おくこと。

4第 回 時間

世界で競争力があり「選ばれ続ける
MICE都市」としてどのようにあるべ
きかについて、国際社会の動静を踏
まえながら総括講義を行います。

2966

- 822 -



授業科目名 English for Business Communication 3

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

坂井純子・范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This class aims to provide students with a higher level of English communication skills, particulary public
speaking skills. The public speaking skills will support students to do successful business globally in the
future. We use the textbook "World English 2"　and online business-related materials, with the goals of deepening
students global business and multicultural knowledge, fostering their mutural understanding,and cultivate critical
thinking. The textbook integrates vocabulary, grammar, listening, speaking, reading and writing. Online materials
are authentic English with graphs/data relating to business field. We organize group discussions and public
speaking activities like TED-talk simulation.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Students will obtain the
knowledge of presentation
skills and make speeches on
various topics. Students will
be able to comprehend business-
related passages.

Students will be able to
disscuss the topics such as
challenges, self-expressions,
body, and transitions. Students
will obtain information
relating to English and non-
English cultures.

汎用的な力

1．DP９.他者との協調・協働 Students will participate
in/out-class activities
cooperatively. They will
discuss and work on different
listening,reading and speaking
tasks with their partners

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Students will be able to speak
English frequently and exchange
ideas with teacher and other
students. They will be able to
make TED-like speeches

3．DP７.実践の完遂 Students will be able to
carefully plan and work for the
final presentation so that they
can demonstrate the knowledge
and skills they acquire through
the course.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・課題解決学習(PBL)

2966

- 823 -



2967・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will be assessed mainly on their active participation in various class activities such as
pairwork, group discussions, and speeches.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Class Participation

30

Students will be assessed on how actively they part
icipate in various class activities

：

％

Word Quizzes and Projects

30

Students will be assessed on the completion of word
quizzes and the contribution to required projects

：

％

Presentation/Projects

30

Students will give　TED-like presentations as the f
inal test and be evaluated by teacher and their pee
rs

：

％

Reflection and Assessment

10

Students will make a self/peer assessment rubric an
d evaluate their presentation performances.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

World English 2 (3rd
edition)

Kristen L. Johannsen &
Rebecca Tarver Chase

National Geographic
Learning

・・ 年・2021

参考文献等

Students will be provided some content-related online materials if possible.

履修上の注意・備考・メッセージ

This class is a 2-credit course so students need to attend one face-to-face class and one on-demand class
separatedly every week.　All the face-to-face class activities will be completed under teacher`s　instruction.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： Students will be informed of office hours and support time during
the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introductions / Ted Talk Review work 1第 回 時間
How to use Quizlet
What are Ted Talks?
Unit 1 Vocabulary preview

2 Introductions / Unit 1 Grammar Unit 1. Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Course Introduction
Speaking and Pronunciation: Disc
ussion Types of Food
Vocabulary: Healthy Diets/Types
of Food
Grammar: Verb Tense Review

3 Unit 1 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: The Paleo Diet: Natural
and Healthy

4 Unit1 Food for Life: Listening,
Reading and Writing

Vocabulary; Writing; Unit 2 Preview 1第 回 時間
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Listening: An Interview: Rice Fa
rming
Reading: The Paleo Diet: Natural
and Healthy
Writing: Main Ideas and Supporti
ng Details

5 Unit 1 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Wide Awake Bakery

6 Unit 2 Express Yourself:
Speaking

Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間

Speaking and Pronunciation: Star
ting a Conversation/Talking abou
t Yourself
Vocabulary: Culture and Communic
ation
Grammar: The Present Perfect vs
The Simple Past

7 Unit 2 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Endangered Languages

8 Unit 2 Express Yourself:
Listening, Reading and Writing

Vocabulary; Writing; Unit 3 Preveiw 1第 回 時間

Listening: Conversations: Small
Talk
Reading: Endangered Languages
Writing: Giving Examples

9 Unit 2 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video journal: Marie's Dictionar
y

10 Unit 3 Cities: Speaking Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Desc
ribe the Pros and Pons of Cities
Vocabulary: Changing Cities/City
Life
Grammar: Future with Will

11 Unit 3 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Streets of People

12 Unit 3 Cities: Listening,
Reading and Writing

Mid-term Presentation Preparation 1第 回 時間

Listening:　A Radio Interview:Ja
rdin Nomade in Paris
Reading: Streets of People
Writing: A Good Paragraph with a
Good Topic Sentence

13 Presentation Preparation Mid-term Presentation preparation 1第 回 時間
Practice presentation
Rehearsal
Feedback from the instructor

14 Mid-term Presentation Unit 1-3 Review; Unit 4 Preview 1第 回 時間
Make a presentation about endang
ered languages. Give details and
examples to support your ideas.

15 Unit 3 Video Journal Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: How to Reinvent t
he Apartment Building

16 Unit 4 The Body: Speaking Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Sugg
esting Easy Remedies
Vocabulary: Human Organs/Everyda
y Ailments
Grammar: The Comparative, Superl
ative and Equative

17 Unit 4 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Attitude is Everything

18 Unit 4 The Body: Listening,
Reading and Writing

Vocabulary; Writing; Unit 5 Preview 1第 回 時間

Listening: Discussions: Differet
lifestyles
Reading: Attitude is Everything
Writing: A Paragraph Using Suppo
rting Details
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19 Unit 4: Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Living Beyond Lim
its

20 Unit 5 Challenges: Speaking Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Talk
ing about Abilities
Vocabulary: Physical and Mental
Chllenges
Grammar: Past Continuous vs. the
Simple Past

21 Unit 5 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Making a difference

22 Unit 5 Challenges: Listening,
Reading and Writing

Vocabulary; Wrting; Unit 6 Preview 1第 回 時間

Listening: An Interview: Dr. Jen
ny Daltry: Wildlife COnservation
ist and Ecologist
Reading: Making a Difference
Writing: A Paragraph about a Cha
llenging Experience

23 Unit 5: Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Success Story: Re
cycling in the Philippines

24 Unit 6 Transitions: Speaking Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking　and Pronunciation: Tal
king about Events in Your Life
Vocabulary: Describe Life Events
/Adjectives for Age
Grammar: The Past Perfect

25 Unit 6 Vocabulary and Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Innovation in Africa

26 Unit 6 Transitions: Listening,
Reading and Writing

Vocabulary; Final Presentation
preparation

1第 回 時間

Listening: Conversation: Becomin
g an Adult
Reading: Innovation in Africa
Writing: A Paragraph to Describe
a Life Transition

27 Unit 6: Video Journal/ Final
Presentation Preparation

Review work; Final Presentatin
Preparation

1第 回 時間

Video Journal: The Magic Washing
Machine
Final Presentation Preparation

28 Final Presentation Vocabulary; Review 1第 回 時間
Make a presentation about an imp
ortant event in your life. Use d
escriptive words.
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授業科目名 English for Business Communication 4

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期４年 2

坂井純子・范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This class aims to provide students with a higher level of English communication skills, particulary public
speaking skills. The public speaking skills will support students to do successful business globally in the
future. We use the textbook "World English 2"　and online business-related materials, with the goals of deepening
students global business and multicultural knowledge, fostering their mutural understanding,and cultivate critical
thinking. The textbook integrates vocabulary, grammar, listening, speaking, reading and writing. Online materials
are authentic English with graphs/data relating to business field. We organize group discussions and public
speaking activities like TED-talk simulation.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Students will obtain the
knowledge of presentation
skills and make speeches on
various topics. Students will
be able to comprehend business-
related passages.

Students will be able to
disscuss the topics such as
life, travel, and career.
Students will obtain
information relating to English
and non-English cultures.

汎用的な力

1．DP９.他者との協調・協働 Students will participate
in/out-class activities
cooperatively. They will
discuss and work on different
listening,reading and speaking
tasks with their partners

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Students will be able to speak
English frequently and exchange
ideas with teacher and other
students. They will be able to
make TED-like speeches

3．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

Students will be able to deal
with some academic themes and
cultivate problem-solving
ability. They will be able to
face their future career
situations.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします
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・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will be assessed mainly on the active participation in various class activities　such as
pair work, group discussion,　and speeches.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Class Participation

30

Students will be assessed on how actively they part
icipate in various class activities

：

％

Word Quizzes and Projects

30

Students will be assessed on the completion of word
quizzes and the contribution to required projects

：

％

Presentation/Projects

30

Students will give　TED-like presentations as the f
inal test and be evaluated by teacher and their pee
rs

：

％

Reflection and Assessment

10

Students will make a self/peer assessment rubric an
d evaluate their presentation performances.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

World English 2 (3rd
edition)

Kristen L. Johannsen &
Rebecca Tarver Chase

National Geographic
Learning

・・ 年・2021

参考文献等

Students will be provided some content-related online materials if possible.

履修上の注意・備考・メッセージ

This class is a 2-credit course so students need to attend one face-to-face class and one on-demand class every
week. All the face-to-face class activities will be completed under the teacher's　instruction.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： Students will be informed of office hours and support time during
the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction / Ted Talks Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Introduction
Vocabulary list and Quizlet
What are Ted Talks

2 Introduction and Unit 7 Things
that Matter

Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間

Course Introduction
Speaking and Pronunciation: Talk
ing about Priorities
Vocabulary: Spending Habits
Grammar: Passive Voice (Present
Tense)

3 Unit 7 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: A Zero-Waste Lifestyle

4 Unit 7 Things that Matter Vocabulary; Writing; Unit 8 Preview 1第 回 時間
Listening: Discussions: Needs an
d Wants
Reading: A Zero-Waste Lifestyle
Writing: Your Future Life

5 Unit 7 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
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Vocabulary activities
Video Journal: The Dogist

6 Unit 8 Conversation Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Talk
ing about Issues That Affect Nat
ure and Their Consequences/Talki
ng about Protexting Animals
Vocabulary: Climate Change
Grammar: Real Conditionals in th
e Future

7 Unit 8 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Making a Difference

8 Unit 8 Conversation Vocabulary; Writing; Unit 8 Preview 1第 回 時間
Listening: A Radio Program: The
Bluefin Tuna
Reading: Making a Difference
Writing: A Paragraph about an En
vironmental Issue

9 Unit 8 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Life Lessons from
Big Cats

10 Unit 9 Life Now and in the Past Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Disc
ussing How Things Used to Be in
the Past
Vocabulary: Life in the Past
Grammar: Used to/Passive Voice i
n the Past

11 Unit 9 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: The Silk Routes

12 Unit 9 Life Now and in the Past Vocabulary; Writing; Mid-term
Presentation Preparation

1第 回 時間

listening:A Talk: The Sami Peopl
e
Reading: The Silk Routes
Writing: A Paragraph on One of t
he New 7 Wonders of the World

13 Unit 9 Mid-term Presentation
Preparation

Vocabulary; Review work 1第 回 時間

Presentation Preparation
Rehearsal
Feedback from the instructor

14 Mid-term Presentation Unit 7-9 Review; Unit 10 Preview 1第 回 時間
Make a presentation about an env
ironmental future problem. Use d
ata and graphs to explain.

15 Unit 9 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Searching for Gen
ghis Khan

16 Unit 10 Travel Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking: Describe Things You Do
at the Airpot
Vocabulary: Travel Preparations
Grammar: Expressing Necessity/Pr
ohibition

17 Unit 10 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Four Reasons Why Travel
ing Is Good for You

18 Unit 10 Travel Vocabulary; Writing; Unit 11 Preview 1第 回 時間
Listening: Conversations: Vacati
ons
Reading: Four Reasons Why Travel
ing Is Good for You
Writing: A Travel Blog

19 Unit 10 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Why Art Thrives a
t Burning Man

20 Unit 11 Careers Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
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Speaking and Pronunciation: Talk
ing about Career Planning
Vocabulary: Carreers and Jobs
Grammar: Modals for Giving Advic
e

21 Unit 11 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: Changing Careers

22 Unit 11 Careers Vocabulary; Writing; Unit 12 Preview 1第 回 時間
Listening: An Interview: A Resta
urant Owner in Thailand
Reading: Changing Careers
Writing: A Personal Profile

23 Unit 11 Video Journal Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Video Journal: Joel Sartore: The
Photo Ark

24 Unit 12 Celebrations Vocabulary; Grammar exercises 1第 回 時間
Speaking and Pronunciation: Expr
essing Congratulations and Good
Wishes
Vocabulary: Festivals and Holida
ys
Grammar: Comparisons with as...a
s/Would rather

25 Unit 12 Reading Vocabulary; Review work 1第 回 時間
Vocabulary activities
Reading: The Rituals of Life Eve
nts

26 Unit 12 Celebrations Unit 10-12 Review; Final Presentation
Preparation

1第 回 時間

Listening: Discussions: Local Cl
ebrations or Holidays
Reading: The Rituals of Life Eve
nts
Writing: A Substantiated Opinion

27 Unit 12 Final Presenation
Preparation

Vocabulary; Review work 1第 回 時間

Final presentation preparation
Rehearsal
Feedback from the instructor

28 Final Presentation 2第 回 時間
Make a presentation about a hist
orical wonder. Use details or st
ories to explain.
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授業科目名 Thesis Writing１

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

R・フロンク

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

In this class, students will review English grammar structures for writing in English. Through grammar practice
activities and vocabulary building activities, students will gain the tools necessary to write simple, logical
English compositions. Thesis Writing 1 will prepare students for Thesis Writing 2, which will focus on building
sentences into complete paragraphs. Evaluation will be focused on accuracy and students will be encouraged to
write with accurate spelling and grammar.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Thorough knowledge of the
basics of English grammar and
composition for writing and
comprehension.

Students will be able to
understand and draft
compositions in English, which
is necessary for understanding
and producing literature in the
global tourism industry.

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

Students will be able to
understand the structure of
academic writing in order to
find information from English
global tourism literature.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

Peer editing: students will edit each other's papers

成績評価

注意事項等

It is the student’s responsibility to schedule times to make up quizzes or tests due to absences.
Failure to make up these tests or quizzes will result in a zero for the assignment.
This class follows Personal Brand Management guidelines. Failure to follow these guidelines
negatively affects the student's classwork grade.
Students will actively practice the instructed skills in class and at home. As such, homework and
classwork will be a large part of students' evaluation.
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Homework

10

The student's ability to follow instructions and co
mplete assignments will affect their homework grade
.

：

％

Classwork

20

The student's ability to follow instructions, compl
ete assignments, and participate with classmates wi
ll affect their classwork grade.

：

％

Quizzes

20

Students will be graded for grammatical and spellin
g accuracy on their quizzes.

：

％

Midterm exam

25

Exams will evaluate knowledge and application of En
glish grammar, punctuation and spelling.

：

％

Final exam

25

Exams will evaluate knowledge and application of En
glish grammar, punctuation and spelling.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Great Writing:
Foundations

Folse, Keith S. National Geographic
Learning

・・ 年・2019

参考文献等

Swan, Michael. (2016) “Practical English Usage.” Oxford University Press

履修上の注意・備考・メッセージ

This class is a hybrid class, combining face-to-face instruction and Google Classroom-based on-demand classes.
For writing homework/activities, machine translation (i.e. Google translate, LINE translate, etc.) will not be
accepted. These words are not the students' own thoughts and words, and thus constitutes plagiarism. Students will
receive no credit for machine translated writings and will be referred to disciplinary procedures when applicable.
Written homework assignments must be presented to the teacher before class for credit. Homework will not be
accepted late. If a student will be absent, they may turn in the assignment early by hand or by e-mail.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBD

場所： Global Building English Education Center

備考・注意事項： Students will be notified of office hours during the first class.
Students can reach Mr. Fronk and request an appointment by sending
an e-mail to fronk@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction to class:
discussion

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Teacher and students will discus
s expectations, rules and reperc
ussions, and homework. Students
are expected to understand the s
yllabus and the teacher's expect
ations, and are also encouraged
to communicate their expectation
s of the class with the teacher.

2 Introduction to textbook and
review of grammar

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will begin their review
of basic English grammar and spe
lling, starting with a discussio
n about the basic structure of t
he English sentence.

3 Simple present "be" and other
verbs

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about classm
ates with the simple present ten
se of the &quot;be&quot; verb.
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4 Simple present verbs Vocabulary and grammar activities,

vocabulary and spelling review
2第 回 時間

Students will write about their
routines with using the simple p
resent tense.

5 Noun: writing about cities Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn about nouns
by using nouns to write about ci
ties.

6 The how's and why's of peer
editing

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn about editin
g their peers' papers. By review
ing other students' paper, stude
nts will recognize the importanc
e of perspective when it comes t
o editing papers, including thei
r own work.

7 Pronouns Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice using pro
nouns this week by writing about
the job of someone they know. In
preparation, students will revie
w pronouns and their uses in com
position and will be introduced
to the vocabulary and spelling w
ords for the unit.

8 Writing about jobs Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Using pronouns, students will wr
ite about the job of someone the
y know.

9 Enhancing writing with
adjectives

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about places
later this week. In preparation,
students will review adjectives
and their uses in composition an
d will be introduced to the voca
bulary and spelling words for th
e unit.

10 Writing about places Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Using adjectives, students will
write about a number of differen
ce places in the world.

11 Paragraph writing and the
conjuction "and"

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn how to put s
entences together to form a para
graph. In preparation, students
will review the conjunction &quo
t;and&quot; and its uses in comp
osition and will be introduced t
o the vocabulary and spelling wo
rds for the unit.

12 Writing about schedules Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice using the
conjuction &quot;and&quot; by wr
iting paragraphs about their wee
kly schedule.

13 Writing about processes Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice writing a
bout processes by describing how
to make their favorite food. edi
t a draft of a previous work to
make their midterm paper.

14 Midterm: how to edit a paper to
create a final draft

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will edit a draft of a
previous work. Their final draft
will be their midterm paper.

15 Prepositions Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間
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Students will write about places
to visit in cities known for tou
rism this week. In preparation,
students will review preposition
s and their uses in composition
and will be introduced to the vo
cabulary and spelling words for
the unit.

16 Tourist cities Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will use prepositions t
o write sentences about cities t
hat millions of tourists visit e
very year.

17 Compound sentences Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about hobbie
s this week. In preparation, stu
dents will review compound sente
nces and their uses in compositi
on and will be introduced to the
vocabulary and spelling words fo
r the unit.

18 Writing about hobbies Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Using compound sentences, studen
ts will write sentences about th
e hobby of someone they know.

19 Simple past Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write a story this
week. In preparation, students w
ill review the simple past verb
tense and its uses in compositio
n and will be introduced to the
vocabulary and spelling words fo
r the unit. Students will also l
earn about story structure, incl
uding conflict, climax, and reso
lution.

20 Story structure Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about their
past using simple past verb tens
e and story structure. Students
will write a story including con
flict, climax, and resolution.

21 Complex sentences Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about their
first job later this week. In pr
eparation, students will review
complex sentences and their uses
in composition and will be intro
duced to the vocabulary and spel
ling words for the unit.

22 Firsts Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about their
first job using complex sentence
s.

23 Adverbs Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write sentences ab
out their neighbors this week. I
n preparation, students will rev
iew adverbs and their uses in co
mposition and will be introduced
to the vocabulary and spelling w
ords for the unit.

24 Neighbors Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will use adverbs to wri
te about their neighbors.

25 Present progressive Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間
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This week, students will write a
bout chores they do. In preparat
ion, students will review the pr
esent progressive tense and its
uses in composition and will be
introduced to the vocabulary and
spelling words for the unit.

26 Chores Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about chores
. Imagining they are doing chore
s write now, students will write
about doing these chores in the
present progressive tense.

27 Preparation for Final Paper:
Experience

Finish final report rough draft 2第 回 時間

Students will use lists, simple
past, compound sentences, comple
x sentences, draft revision, and
peer editing to write their fina
l paper for the class. The topic
will be discussed in class.

28 Final paper: Experience Finish final report final draft 2第 回 時間
Students will finish their final
draft for their report. This rep
ort will be a culmination of the
grammar and vocabulary the stude
nt reviewed or learned anew this
semester.
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授業科目名 Thesis Writing２

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

R・フロンク

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

In this class students will focus on building concise, accurate sentences into complete paragraphs for writing.
Students will learn how to report information and express their thoughts logically in writing in the English
language through grammar activities, vocabulary practice, and writing practice. Students will learn how to view
their writing and the writing of their peers objectively through draft editing.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Thorough knowledge of the
basics of English grammar and
composition for writing and
comprehension.

Students will be able to
understand and draft
compositions in English, which
is necessary for understanding
and producing literature in the
global tourism industry.

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

Students will be able to
understand the structure of
academic writing in order to
find information from English
global tourism literature.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

Peer editing: students will edit each other's papers

成績評価

注意事項等

It is the student’s responsibility to schedule times to make up quizzes or tests due to absences.
Failure to make up these tests or quizzes will result in a zero for the assignment.
This class follows Personal Brand Management guidelines. Failure to follow these guidelines
negatively affects the student's classwork grade.
Students will actively practice the instructed skills in class and at home. As such, homework and
classwork will be a large part of students' evaluation.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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Homework

10

The student's ability to follow instructions and co
mplete assignments will affect their homework grade
.

：

％

Classwork

20

The student's ability to follow instructions, compl
ete assignments, and participate with classmates wi
ll affect their classwork grade.

：

％

Quizzes

20

Students will be graded for grammatical and spellin
g accuracy on their quizzes.

：

％

Midterm exam

25

Exams will evaluate knowledge and application of En
glish grammar, punctuation and spelling.

：

％

Final exam

25

Exams will evaluate knowledge and application of En
glish grammar, punctuation and spelling.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Great Writing 1: Great
Sentences for Great
Paragraphs

Folse, K. S.; Muchmore-
Vokoun, A.; Vestri, E.

National Geographic
Learning

・・ 年・2019

参考文献等

Swan, Michael. (2016) “Practical English Usage.” Oxford University Press

履修上の注意・備考・メッセージ

For writing homework/activities, machine translation (i.e. Google translate, LINE translate, etc.) will not be
accepted. These words are not the students' own thoughts and words, and thus constitutes plagiarism. Students will
receive no credit for machine translated writings and will be referred to disciplinary procedures when applicable.
Written homework assignments must be presented to the teacher before class for credit. Homework will not be
accepted late. If a student will be absent, they may turn in the assignment early by hand or by e-mail.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBD

場所： Global Building English Education Center

備考・注意事項： Students will be notified of office hours during the first class.
Students can reach Mr. Fronk and request an appointment by sending
an e-mail to fronk@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation: rules and
expectations

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Teacher and students will discus
s expectations, rules and reperc
ussions, and homework. Students
are encouraged to discuss their
expectations for the class and t
he teacher.

2 Thesis writing 1 review and
application warm-ups

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will begin a brief revi
ew of the content in Thesis Writ
ing 1 and apply this content in
warm-up writing exercises.

3 Review of sentence basics Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will continue to review
grammar from Thesis Writing 1 wi
th a focus on sentence basics.

4 Sentence structure and writing
for prompts

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will review sentence st
ructure and practice writing to
textbook prompts.
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5 Draft editing and peer editing Vocabulary and grammar activities,

vocabulary and spelling review
2第 回 時間

Students will learn how to edit
their rough drafts and edit thei
r classmates' papers.

6 Structural elements of a
paragraph

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn and review s
tructural elements of a paragrap
h, including topic sentences and
titles.

7 Grammar for paragraphs Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn and review g
rammar for writing paragraphs, i
ncluding subject and object pron
ouns and possessive adjectives.

8 The most interesting person I
know

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write paragraphs a
bout the most interesting person
they know.

9 Simple present tense Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will review simple pres
ent tense. Students will begin l
earning about simple and compoun
d sentences in paragraphs.

10 Using simple and compound
sentences in paragraphs

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice using sim
ple and compound sentences in pa
ragraphs. Students will also lea
rn about concluding their paragr
aphs.

11 Paragraph structure and
concluding sentences

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write this week ab
out their favorite thing to do.
In preparation, students will le
arn about paragraph structure an
d concluding sentences. Students
will be introduced to vocabulary
and spelling words for the unit.

12 Favorite thing to do Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice paragraph
structure and concluding sentenc
es while writing about their fav
orite thing to do.

13 Writing about the past Prepare for the midterm 2第 回 時間
Students will focus on grammar f
or writing about the past.

14 Midterm report: important
historical events

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write a midterm re
port about important historical
events.

15 Writing about the future: making
predictions

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice writing c
omplex sentences about the futur
e using &quot;will&quot; and &qu
ot;be going to.&quot; Students w
ill make predictions about event
s that will happen in the future
. Students will also be introduc
ed to the vocabulary and spellin
g words for the unit.

16 Writing complex sentences about
the future

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about the fu
ture while focusing on verbs and
complex sentence use.

17 Writing about the future using
clauses

Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間
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This week, students will write a
bout their goals. In preparation
, students will learn to improve
sentence variety using clauses a
nd will be introduced to the voc
abulary and spelling words for t
he unit.

18 Goals Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will use grammar for wr
iting about the future to write
about their goals. Students will
write about how they will achiev
e their goals in the future.

19 Improving sentence variety Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

This week, students will write a
bout eating at home or eating at
restaurants. In preparation, stu
dent will learn about modal verb
s and their uses in composition
and will be introduced to the vo
cabulary and spelling words for
the unit.

20 Eat in or eat out? Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will write about eating
at home or eating at restaurants
. Students will focuse on senten
ce variety and modal verb use in
their compositions.

21 Opinion verb + "that" clauses Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

This week, students will learn t
o respond to a reading passage t
hrough writing. In preparation,
student will learn about opinion
verb + &quot;that&quot; clauses
and their uses in composition an
d will be introduced to the voca
bulary and spelling words for th
e unit.

22 Responding through writing Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn to respond t
o a reading passage through writ
ing.

23 Responses to reading Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will read positive and
negative written responses to op
inion paragraphs. Students will
write positive and negative resp
onses to reading passages.

24 Lists and opinions Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will learn to write wit
h lists and opinion clauses.

25 Combining sentences Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will practice combining
sentences and indentifying compl
ex sentences.

26 Books or E-books Vocabulary and grammar activities,
vocabulary and spelling review

2第 回 時間

Students will use complex senten
ces to write opinions regarding
books and e-books.

27 Preparation for final report Finish final report rough draft 2第 回 時間
Students will write about a prom
pt. Using the skills gained cumu
latively in Thesis Writing 2 to
write a paragraph with a topic s
entence, supporting sentences wi
th sentence variety, and a concl
uding sentence. Paragraphs will
be self- and peer-edited.
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28 Final report completion and
polish

Finish final report final draft 2第 回 時間

Students will use feedback from
teacher- and peer-editing to edi
t their rough draft for their fi
nal report.
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授業科目名 マクロ経済学

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

本間哲也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

マクロ経済学は，社会全体（普通は一国）の経済の動きを「全体として」捉える。そして「全体」で合計した，家計・企業の動
き，市場の動き，政府の働きを理解し，たとえば経済成長，景気循環，物価，失業などのメカニズムを解き明かそうとする学問
である。
本科目では，マクロ経済学の基本的な考え方や分析の方法を学ぶ。それにより，社会の理解や政策立案の「道具」としての「経
済学の考え方」を身につけ，その有用性を実感してもらうことを目指す。
学んだ内容は今後，生活やビジネスの中で経済環境を理解する際や，政府や中央銀行の諸政策を評価する際に，的確な判断をす
る助けとなるであろう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国民経済・国際社会に関わる諸現
象を捉える際に有効な，経済学的
分析概念の知識を得る。

国民経済・国際経済・政府や中央
銀行の政策，等のメカニズムを科
学的に理解し，説明できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経済状態の理解，政策の理解を助
けるツールとしての経済学的アプ
ローチを修得する。

前項の分析手段を用いて，具体的
事例を理解し，また説明できる。
選挙等の政治参加で適切な判断が
できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経済学の考え方や接近方法を自ら
が関わる具体的場面に援用し，適
切な現状理解ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

40

学習内容の理解，適切な説明ができる文章力。 ※表面的
な用語知識よりも概念やメカニズムの理解を重視する。

：

％

毎回の課題

40

授業内容の理解，諸事例に対する応用力。 ※提出資料の
体裁や読みやすさも評価の対象。

：

％

2970
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授業への貢献

20

質問・発言などの「参加」状況。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・N.グレゴリー＝マンキュー『マンキュー経済学Ⅱ マクロ編（第４版）』東洋経済新報社，2019年
・N.グレゴリー＝マンキュー『マンキュー入門経済学（第３版）』東洋経済新報社，2019年
・塩路悦朗『やさしいマクロ経済学』日本経済新聞出版社，2019年
・その他，授業中に適宜示す

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は２単位の科目であるため，平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むこと
で，その回の授業の内容を丁寧に復習すること。また，次回の授業に向けて予習をすること。
・履修開始前の特段の予備知識は不要。
・「ミクロ経済学」履修者は是非，本科目も履修して，ひと通りの「経済学」を身につけることが望ましい。もちろん「ミク
ロ」未修者の履修も歓迎。
・授業中の発言・質問等の積極的な参加は高く評価する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜４時限目

場所： 研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業ガイダンス・経済学の道具立て シラバスを読み直し，内容を確認する。
復習用教材等を用い，授業内容（経済学
独特の基礎的諸概念）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

講義の目的・内容・授業の進め方・
評価方法など
社会科学における「経済学」の位置
づけ，マクロ経済学の研究対象，ミ
クロ経済学とマクロ経済学の違い，
マンキューの「経済学の十大原理」
など

2 国民経済計算とGDP 復習用教材等を用い，授業内容（GDPの定
義，意義と限界など）を説明できるよう
にしておく。

4第 回 時間

国民経済計算体系の諸指標，GDPな
ど

3 物価・景気 復習用教材等を用い，授業内容（インフ
レ・デフレの原因や影響，実質値計算の
方法など）を説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

物価，インフレ・デフレ，名目値と
実質値など

4 GDPの決定 復習用教材等を用い，授業内容（均衡GDP
の意味，計算など）を説明できるように
しておく。

4第 回 時間

45度線分析，乗数効果など
5 消費・貯蓄・投資 復習用教材等を用い，授業内容（IS曲線

の導出など）を説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

消費と貯蓄，投資の決定，IS曲線
6 貨幣 復習用教材等を用い，授業内容（貨幣の

特徴など）を説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

貨幣の役割，信用創造など
7 金融 復習用教材等を用い，授業内容（LM曲線

の導出など）を説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

貨幣の需要・供給，LM曲線など
8 経済安定化政策 復習用教材等を用い，授業内容（IS-LMモ

デルによる経済政策の説明など）を説明
できるようにしておく。

4第 回 時間

IS-LM分析，財政政策，金融政策
9 財政 復習用教材等を用い，授業内容（財政の

理論や現状・課題など）を説明できるよ
うにしておく。

4第 回 時間

政府の役割，財政収支，国債など
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10 総需要と総供給 復習用教材等を用い，授業内容（総需要
曲線・総供給曲線の導出など）を説明で
きるようにしておく。

4第 回 時間

総需要曲線・総供給曲線を用いたマ
クロ経済分析

11 経済政策の有効性 復習用教材等を用い，授業内容（マクロ
経済モデルの対立と政策への反映など）
を説明できるようにしておく。

4第 回 時間

古典派とケインズ派の主張など
12 経済成長 復習用教材等を用い，授業内容（経済成

長のメカニズムなど）を説明できるよう
にしておく。

4第 回 時間

経済成長の原動力，成長理論
13 国際経済 復習用教材等を用い，授業内容（国際取

引の影響，為替レートの決定など）を説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

国際収支，外国為替など
14 まとめ 定期試験準備：全14回の授業内容を総復

習する。
4第 回 時間

授業の振り返りとまとめ，試験情報

2971
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授業科目名 Global Business Studies３

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 1

Ｊリング

講義

該当する

The instructor has practical business experience in a medium sized company (50 or more
people) and has experience as a manager with responsibilities that included budgeting,
staff hiring, motivation and evaluation, contract negotiation, customer relations, and
general oversight of staff performance and productivity.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This is a seminar style class. We will study global business content, local/global business issues, global skills,
and English. The course will include useful career skills, and “life-long learning” techniques. We will use all
four skills: reading, writing, speaking and listening. In the Spring term, we will get career advice by video
conference from a well-known career consulting agency based in Hawaii and New York.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Seminar style communication in
English for business purposes
and studying business content.

Students will become able to:
Discuss familiar topics, their
field of study, business
topics, world events and give
their opinions/advice and
reasons/explanations.

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

communication, collaboration,
creativity, critical thinking,
intercultural competence, well-
being, and digital literacy.

Discuss future professional
goals, intentions, hopes, and
ambitions. Read and understand
factual texts. Write brief
reports. Carry out a prepared
interview with teacher support.

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

Proactively work towards
finding solutions to social,
economic, and business issues
and problems. Students conduct
problem-based learning to
develop their critical thinking
skills and objectivity.

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Research, exchange, check, and
confirm factual information and
negotiate.
Give a presentation on a topic
of interest with teacher
support.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

・その他(以下に概要を記述)

ビデオ会議

課題や取組に対する評価・振り返り
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・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

It is the policy of this class to protect the privacy of all students and class participants. All
data and videos that are collected for evaluation will be deleted at the end of a one year period.
Students may not take screen captures, repost class materials, personal information or photos of
others, or videoconference discussions to the Internet. Students must not collect personal
information or photos of anyone in this class. The images, text, and materials used in this class
are the property of the copyright holders.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Videoconference report

5

1/2-to-1 (A4) page, short report of career advice f
rom international video conference. Evaluated for g
rammar, spelling, content.

：

％

Midterm Project Materials + Project (
SMAP)

25

Materials evaluated for grammar, spelling, content.
Standards based on rubric handout. Evaluated for co
mmunication skills and preparation.

：

％

Vocabulary Log

5

5~10 new words per week. Evaluated for spelling and
content.

：

％

Teacher Materials/Student Notetaking

15

Evaluated for spelling, completion, and content.：

％

Participation

30

Actively participates in discussion and group work.
Please tell the instructor when you will be absent
for job search activities.

：

％

Student Choice Project (SMAP Final)

20

Theme and evaluation standards based on class and i
nstructor choice. Rubric will be negotiated by clas
s and instructor.

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

Text:  There is no textbook to buy. The teacher will provide the study materials. Students will also choose their
own study materials.

A dictionary is highly recommended.

履修上の注意・備考・メッセージ

Participation while Job Searching
Students who are busy “job hunting” can submit homework/short reports to cover any absences and give short
presentations by video conference.

Prerequisites
No prerequisites. Your previous courses at Osaka Seikei University have prepared you for this course.

【事前・事後学習（Self-study before/after classes）】
Students should expect to study from 1 to 4 hours per week for this class. All students may have to be online at
the time that will be announced in class for the videoconference with the career consulting agency based in
Hawaii/New York (USA). The schedule or any changes to the syllabus will be posted well in advance in Google
classroom and clearly explained in class but please note that the syllabus may be changed to suit the needs of the
class.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業時に紹介

場所： 初回授業時に紹介

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題
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授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Week 1-Positive
education/positive psychology

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Introduction; Positive education
/positive psychology: How to set
SMART goals. Ice Breaker/Make te
ams.  Homework (HW); Self-introd
uctions.
SL: Course introduction, Busines
s Skills in the 21st century.
TM: How to set SMART goals

2 Week 2-Global Skills defined SL, TM, Video/ Communication Activity 2第 回 時間
SL: Global Skills defined. Cultu
re defined. What is cross-cultur
al communication?
TM: Live from London (giving pre
sentations)

3 Week 3-Global skills continued SL, TM, Video/Writing Activity 2第 回 時間
Schedule office hour meeting wit
h J. Ring for Week 4, 5, or 6.
SL: Global skills continued. Hig
h and low context cultures
TM: Live from London (writing re
ports)

4 Week 4-discussing your career SL, TM, Communication Activity, SMAP
discussion

2第 回 時間

SL: High and low context culture
s continued
TM: business manners, explaining
your job, future (making suggest
ions), decide SMAP midterm theme

5 Week 5-Relationship-based and
Rule-Based Cultures

SL, TM, Communication/Notetaking
Activity, SMAP discussion

2第 回 時間

SL: Relationship-based and Rule-
Based Cultures
TM: job seeking, selling (making
suggestions),
SMAP Teacher Example: IKEA,
Video conference preparation

6 Week 6-Videoconference Guest
Speaker Professional Career
Consultant

International Video Conference/Career
Advice/ Listening Activity, SMAP
preparation

2第 回 時間

 Videoconference Guest Speaker P
rofessional Career Consultant; C
areer advice for university stud
ents in a Coronavirus Economy. V
ideoconference Q &amp;amp;amp; A
/Talking about your future.
SMAP project preparation. Choose
individual/team project-based le
arning (PBL) theme based on clas
s activities, present theme to c
lass. HW; start PowerPoint (PPT)
design.
SL: Relationship-based and Rule-
Based Cultures
SMAP project preparation continu
ed.

7 Week 7-team project preparation SL, TM, Communication/Writing
Activity, SMAP preparation

2第 回 時間

 SMAP Mid-term individual/team p
roject preparation/ progress che
ck. Individual/team practice.
SL: Regulating Behavior
TM: But you said…! (Negotiation
, expressing dissatisfaction, cu
stomer service)

8 Week 8-Making money (role-play) SL, TM, Communication/Writing
Activity, SMAP challenge

2第 回 時間

Mid-term individual/team project
-Project Based Learning (PBL)
SL: Regulating Behavior continue
d
TM: Making money (role-play, giv
ing financial advice)
SMAP Challenge!
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9 Week 9-team project schedule office hour meeting with J.
Ring for Week 10, 11, or 12.  SL:
Transparency in Business TM: How
wrong can you be? (Wrong predictions-
for fun!)

2第 回 時間

Mid-term individual/team project
-Project Based Learning (PBL) co
ntinued (if necessary). Unit 7.
SMAP: Challenge continued!

10 Week 10-Transparency in Business SL, TM, Case Study Activity, SMAP
Finals

2第 回 時間

SL: Transparency in Business con
tinued
TM: The rise and fall of Enron (
timelines, business case study)
 or SMAP: Final Project preparat
ion

11 Week 11-Happiness SL, TM, Communication/Mini-Debate
Activity, SMAP Finals

2第 回 時間

Happiness. Talking about happine
ss, positive psychology, stress
management, and well-being. How
can we make work-life balance?
SL: Marketing and Advertising
TM: What the CEO said (giving op
inions, discussing aims and resp
onsibilities of small and multin
ational businesses)
 or SMAP: Final Project preparat
ion

12 Week 12-Happiness continued SL, TM, Communication/Mini-Debate
Activity, SMAP Finals

2第 回 時間

Happiness continued. Talking abo
ut happiness, positive psycholog
y, stress management, and well-b
eing. Final evaluation preparati
on.
SL: Marketing and Advertising co
ntinued
TM: business trip planning, emai
l writing to the person you’re
going to meet [email 1] and to y
our colleagues [email 2])
 or SMAP: Final Project progress
check/practice

13 Week 13-Cross Cultural Business
Communication

SL, TM, Communication Activity, SMAP
Final Challenge

2第 回 時間

SL: Cross Cultural Business Comm
unication SMAP Project Final Eva
luation
TM: Business behavior (business
manners, cross-cultural communic
ation)

14 Week 14-Cross Cultural Business
Communication

SL, TM, Communication Activity, SMAP
Final Challenge

2第 回 時間

 Cross Cultural Business Communi
cation SMAP Project Final Evalua
tion continued (if necessary).
SL: Class summary and concluding
comments
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授業科目名 Global Business Studies４

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 1

Ｊリング

講義

該当する

The instructor has practical business experience in a medium sized company (50 or more
people) and has experience as a manager with responsibilities that included budgeting,
staff hiring, motivation and evaluation, contract negotiation, customer relations, and
general oversight of staff performance and productivity.

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This is a seminar style class. We will study global business content, local/global business issues, global skills,
and English. The course will include useful career skills, and “life-long learning” techniques. We will use all
four skills: reading, writing, speaking and listening. I have contacted well-known international companies in
Canada, Europe, and the USA, and other countries to have a video conference about international business and the
global economy. We will practice video conference skills, asking questions, notetaking, and summary writing. This
will be a good chance for you to get a real world understanding of globalism, business, and practical skills for
your future.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

Seminar style communication in
English for business purposes
and studying business content.

Students will become able to:
Discuss familiar topics, their
field of study, business
topics, world events and give
their opinions/advice and
reasons/explanations.

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

communication, collaboration,
creativity, critical thinking,
intercultural competence, well-
being, and digital literacy.

Discuss future professional
goals, intentions, hopes, and
ambitions. Read and understand
factual texts. Write brief
reports. Carry out a prepared
interview with teacher support.

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

Proactively work towards
finding solutions to social,
economic, and business issues
and problems. Students conduct
problem-based learning to
develop their critical thinking
skills and objectivity.

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

Research, exchange, check, and
confirm factual information and
negotiate.
Give a presentation on a topic
of interest with teacher
support.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

・その他(以下に概要を記述)
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2973

ビデオ会議

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

It is the policy of this class to protect the privacy of all students and class participants. All
data and videos that are collected for evaluation will be deleted at the end of a one year period.
Students may not take screen captures, repost class materials, personal information or photos of
others, or videoconference discussions to the Internet. Students must not collect personal
information or photos of anyone in this class. The images, text, and materials used in this class
are the property of the copyright holders.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

“SMART Hope Goals” Final Progress R
eport:

10

1/2-to-1 (A4) page, short report of self-chosen goa
ls. Evaluated for grammar, spelling, content.

：

％

Discussion summaries 1 through 5

20

Lesson discussion summaries evaluated for grammar,
spelling, content.

：

％

Vocabulary Log

20

5~10 new words per week. Evaluated for spelling and
content.

：

％

Videoconference PBL Final Report

10

1 ? 2 (A4) page short report.
Evaluated for spelling, completion, and content.
Individual PowerPoint PBL slides 5% Pow
erPoint slides e

：

％

Participation

10

Actively participates in discussion and group work.：

％

Student Choice PBL Project

30

Theme and evaluation standards based on class and i
nstructor choice. Rubric will be negotiated by clas
s and instructor

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

Text:  There is no textbook to buy. The teacher will provide the study materials. Students will also choose their
own study materials.

A notebook and dictionary is highly recommended.

履修上の注意・備考・メッセージ

Participation while Job Searching
Students who are busy “job hunting” can submit homework/short reports to cover any absences and give short
presentations by video conference.

Prerequisites
No prerequisites. Your previous courses at Osaka Seikei University have prepared you for this course.

【事前・事後学習（Self-study before/after classes）】
Students should expect to study from 1 to 4 hours per week for this class. All students may have to be online at
the time that will be announced in class for the videoconference with international companies based overseas. The
schedule or any changes to the syllabus will be posted well in advance in Google classroom and clearly explained
in class but please note that the syllabus may be changed to suit the needs of the class.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業時に紹介

場所： 初回授業時に紹介

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題
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2973
授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Week 1 Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

 Review; Positive education/posi
tive psychology: How to set SMAR
T goals. Ice Breaker/Make teams.
SL: Global Skills defined/review
ed.
TM: How to set SMART goals and h
ow to summarize information

2 Week 2-Global skills Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

SL: Global skills continued. Hig
h and low context cultures discu
ssed/reviewed
TM: Summary 1 (in class); Do Hap
py Workers Increase Productivity
?

3 Week 3-time management/concepts Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Schedule office hour meeting wit
h Instructor for Week 4, 5, or 6
.
SL: Polychronic vs monochronic t
ime management/concepts
TM: Summary 1 continued (in clas
s); Do Happy Workers Increase Pr
oductivity?

4 Week 4-Language and culture Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

SL: Language, entrainment, and p
rimary culture
TM: Summary 2; Student choice fr
om Google Classroom materials (i
n class)

5 Week 5-International
communication styles

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

SL: Proxemics and communication
styles
TM: Summary 3; World Bank Monthl
y Economic Forecasts (p. 1-2, in
class)
SMAP Teacher Example:
Video conference preparation

6 Week 6-Global economic studies
basic skills introduction

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

 TM: Summary 3; World Bank Month
ly Economic Forecasts (p. 3-4, i
n class) continued.

7 Week 7-Ideas about human nature
and communication styles

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

SL: Ideas about human nature and
communication styles
TM: Summary 4 (in class); World
Bank 2020 Global Economic Foreca
sts
HW; write progress reports on “
SMART Hope Goals” (Refer to sty
le guide in Google classroom)

8 Week 8-Global economics
continued

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

SL: Respect and deference in hig
h/low context cultures
TM: Summary 4 (finish in class);
World Bank 2020 Global Economic
Forecasts
HW; schedule office hour meeting
with Instructor for Week 13 ,14,
or 15.

9 Week 9-Video Conference
Preparation

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間
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Video Conference Preparation/ Su
mmary 5 (in class).
Download the videoconference sch
edule and company profile from G
oogle classroom, coordinate with
team members, prepare questions
based on independent reading/Inf
ormational Interview Guide. HW;
practice pronunciation and quest
ions.
SL: Intercultural Business Commu
nication

10 Week 10-Video Conference
Preparation

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Video Conference with internatio
nal company (The instructor will
support you). Ask questions/Vide
oconference Notetaking/Summary 5

11 Week 11-Student choice research Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Independent Research Summary 5 a
nd PBL Research Report writing u
sed for PowerPoint Project-Based
Learning (PBL) presentations. PB
L example by Instructor.

12 Week 12-Student choice research Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Continue Independent Research Su
mmary 5 and PBL Research Report
writing used for PowerPoint Proj
ect-Based Learning (PBL) present
ations.

13 Week 13-Student choice
presentations

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Globalism and Business PowerPoin
t PBL Presentations

14 Week 14-Student choice
presentations

Teacher Materials (TM), Short Lecture
(SL), Student Materials and Project
(SMAP)

2第 回 時間

Globalism and Business PowerPoin
t PBL Presentations continued (i
f necessary.
SL: Class summary and concluding
comments.
Final thoughts for life-long lea
rning.
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授業科目名 旅程管理者演習

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

松田充史

演習

該当する

長年旅行会社にて着型観光および地域イベントの企画・立案・商品造成および運営マネジメントを担
当。また自治体プロモーションなどをおこなってきた。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ツーリズムは世界規模で成長しており、経済効果や雇用創出から最も重要な成長分野であるとされます。また、ツーリズム産業
は裾野が広い産業であり、経済のソフト・サービス化においてあらゆる産業が参入しています。本授業ではトラベルビジネスに
焦点を当て、旅程管理を通して実務的なツーリズム・マネジメントについて学びます。新しい着地型観光にも期待される旅程管
理業務の資格に必要な知識を得ながら、実践的演習で知識と態度を身に付けます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

旅程管理業務の知識を得ることが
できる。

総合旅程管理業務のマスター

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

旅程管理能力を身に着けることが
できる。

学外連携学修

有り(連携先：株式会社ツーリストエキスパーツ)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

60

授業内で小テストを行い60点満点とします。：

％

旅程管理業務資格の知識

40

旅程管理業務資格の必要知識を40点満点で評価します。
定期試験および実地研修により評価します。合格相当の
知識および態度があれば40点とします。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

業法・約款テキスト株式会社ツーリストエキス
パーツ

株式会社ツーリストエキ
スパーツ

・・ 年・
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2974

国内・海外添乗実務テキ
スト

株式会社ツーリストエキス
パーツ

株式会社ツーリストエキ
スパーツ

・・ 年・

参考文献等

株式会社ツーリストエキスパーツ作成のテキストを使用する。
購入についてはオリエンテーション等で説明する（別途費用要）。

履修上の注意・備考・メッセージ

・国土交通省により定められた国内旅程管理資格の取得をめざす授業です。
・株式会社ツーリストエキスパーツのテキスト、旅程管理研修修了テスト、管理費用、修了書発行費用（約20,000円）が別途必
要です。
・実地研修参加が必修であり、その費用（約5,000円）も実費必要となります。
・本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。
・原則毎回の授業には出席すること。欠席の場合は必ず欠席届を提出すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3時限　13:10～14:50

場所： 西館4階 松田研究室

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応します。
アドレス：matsuda-mi@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書いてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 企画旅行と旅行業法 テキストを読み、練習問題を解き旅行業
法を予習復習すること。

4第 回 時間

旅行業法とは何か、構成・しくみに
ついて学びます。

2 募集型企画旅行における旅行者との
取引準則

テキストを読み、練習問題を解き募集型
企画旅行を予習復習すること。

4第 回 時間

募集型企画旅行の広告、誇大広告の
禁止、取引条件の説明、契約書交付
や必要表示事項

3 旅程管理業務 テキストを読み、練習問題を解き旅程管
理業務を予習復習すること。

4第 回 時間

旅程管理業務とは何かについて学び
ます。

4 旅行業約款 テキストを読み、練習問題を解き旅行業
約款を予習復習すること。

4第 回 時間

約款とは何か業法との違いについて
学びます。

5 旅行業者の債務 テキストを読み、練習問題を解き債務と
は何かを予習復習すること。

4第 回 時間

企画旅行契約上の旅行業者の債務に
ついて学びます。

6 募集型企画旅行契約 テキストを読み、練習問題を解き契約と
は何かを予習復習すること。

4第 回 時間

企画旅行契約の締結、変更、解除に
ついて学びます。

7 旅行業者の責任 テキストを読み、練習問題を解き企画旅
行業者の責任とは何かを予習復習するこ
と。

4第 回 時間

企画旅行業者の責任ついて学びます
。

8 添乗員の責任 テキストを読み、練習問題を解き企画旅
行の添乗員の業務について予習復習する
こと。

4第 回 時間

企画旅行の添乗員について学びます
。

9 国内実務（１）国内旅行の業務 テキストを読み、練習問題を解き国内旅
行の業務知識について予習復習するこ
と。

4第 回 時間

国内旅行の業務について学びます。
10 国内実務（２）航空機利用 テキストを読み、練習問題を解き航空機

利用の際必要な業務知識について予習復
習すること。

4第 回 時間

航空機利用の場合
11 国内実務（３）運輸機関 テキストを読み、練習問題を解き、運輸

機関との業務や事故の処理方法について
予習復習すること。

4第 回 時間

運輸機関に関する知識、事故処理、
心構え

12 実務研修①（準備） 添乗業務で必要な事前準備について予習
復習すること。

4第 回 時間

- 853 -



事前準備のポイントについて学びま
す。

13 実務研修②（手続き） テキストを読み、実務の予習復習するこ
と。

4第 回 時間

チェックイン、出入国検査、検疫、
税関検査について学びます。

14 ふりかえり 添乗員が使う専門用語について予習復習
すること。

4第 回 時間

添乗専門用語
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授業科目名 国際ビジネス調査

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

集中3年 2

本間哲也・中野毅

実習

該当する

本間：電機メーカー欧州販売拠点で，連結決算等の欧州統括業務，財務・税務，企業買収等を担当。
（全14回）
中野：外資系航空会社にて営業・企画・管理等の国際経営業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

フィールド調査を中心に据えた実習授業。海外の企業・国際機関などを実際に訪れて調査を行うことを通じ，国際ビジネスを
「体感」し，国際経営に関する理解を深める。また，フィールド調査前後の学修活動において国際ビジネスの理論やケースを学
び，対象地域を研究・理解する訓練も行う。さらに，外国語での資料読解や報告を行うことが外国語運用の訓練になることも併
せ，将来「グローバル人材」として活動する素養を身につけることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

海外の地域および国際ビジネスが
直面する課題を的確に捉え，解決
方法を提示する能力

上記課題を自ら発見し，科学的な
分析を行い，合理的な解決案を提
示できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

海外の地域および国際ビジネスが
直面する課題を発見し，科学的な
思考で分析できる

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

直面する国際ビジネス上の課題を
解決するための現実的な方法を計
画・立案できる

3．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

フィールドワークやその成果報告
において，主体的に，また臨機応
変に行動できる

学外連携学修

有り(連携先：ウーロンゴン大学マレーシア KDU等)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研修および報告

60

事前の学修、現地での取組み、研修後のレポート及び報
告会でのプレゼンテーションにつき、ルーブリックに基
づいて評価を行う。

：

％
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2975
60 ％

現地調査結果報告書

40

仮説と研究計画、調査および分析などが適切であるかど
うかを40点満点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の調査・報告に必要な資料は自ら探すことを基本とする。ただし教員も必要に応じ各受講者の調査テーマに適した文献等を
適宜提示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・国際キャリアコースの学生が対象。
・２単位の科目であるため，平均で毎回４時間の授業外学修が求められる。
・海外のフィールド調査が中心の授業であり，海外渡航が前提（旅費・保険料等の負担が発生）。
・パスポートや査証等も，各自で手配が必要。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 本間：水曜４限，中野：火曜４限

場所： 本間：研究室（西館４階），中野：研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 事前学習(1)：授業ガイダンスと体
制づくり

シラバスをよく読んで需要の内容を確認
する。現有の予備知識を整理する。

4第 回 時間

本授業の目標・内容・進め方を確認
する。グループ分けを行い，役割（
リーダーなど）を決める。

2 事前学習(2)：訪問先の調査 活動内容を整理，報告する。 4第 回 時間
訪問先国に関する基本的な知識を得
る。特に，現地での円滑な活動に必
要な情報を整理する。訪問先企業等
に関する調査を行い，各自の調査テ
ーマを検討する。

3 調査準備(1)：テーマ設定 調査テーマおよび目標を整理，報告す
る。調査テーマに関わる先行研究を収集
し，理解に努める。

4第 回 時間

各自の調査テーマを決め，調査目的
を設定する

4 調査準備(2)：先行研究調査 活動の結果を整理，報告する。 4第 回 時間
各自のテーマに関連する先行研究を
収集し，方法や結果を比較・批評す
る

5 調査準備(3)：計画立案 計画書を完成，提出する 4第 回 時間
自身のテーマや調査目標に沿った調
査手法を検討し，具体的な計画書を
作成する。

6 調査準備(4)：計画の彫琢 授業の成果を踏まえ，計画書を改訂，提
出する。

4第 回 時間

計画書を相互批評し，コメントを踏
まえて計画をブラッシュアップする
。

7 調査準備(5)：計画書作成 計画書を完成，提出する 4第 回 時間
各自の実施計画書を完成させる。

8 フィールド調査(1)：現地調査 調査結果を整理，報告する 4第 回 時間
調査計画に基づいて実際の調査を行
う。

9 フィールド調査(2)：結果のチェッ
ク・再調査

活動内容を整理，報告する。 4第 回 時間

調査結果を大まかに整理・検討し，
必要に応じて再調査を行う。

10 調査結果の分析(1)：情報の整理 結果を整理，報告する。 4第 回 時間
調査結果を整理し，分析する

11 調査結果の分析(2)：考察 口頭発表資料を作成する。 4第 回 時間
分析結果を考察し，得られた知見を
整理する。口頭発表の準備を行う。

12 報告(1)：口頭発表 得られたコメントを整理し，最終報告書
作成に着手する

4第 回 時間

調査の成果を口頭で報告し，相互に
批評する。
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13 報告(2)：報告書 調査報告書を完成，提出する 4第 回 時間
調査の過程と成果を報告書にまとめ
る。

14 まとめ 振り返り資料を作成する 4第 回 時間
実習全体を振り返り，学びの成果を
自己評価・相互評価する。
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授業科目名 競争戦略論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

西釜義勝

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　経営戦略とは、「企業の将来像とそれを達成するための道筋」のことを意味し、企業全体の発展方向とそれに必要な経営資源
の配分を決める「企業戦略（全社戦略）」と、それぞれの事業で他の企業とどのような形で競争するかを明らかにする「競争戦
略（事業戦略）」に大別できる。
　本講義では、「競争戦略」に焦点を当て、その基本的な考え方と仕組みを学習する。多くの事例を示すことで、受講生が理論
と実践を統合した複眼的視点を構築できることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

競争戦略論に関する知識 競争戦略論の諸概念、その生成さ
れた背景および歴史について理解
できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

競争戦略論に関する知識の応用 企業の競争戦略の現況を説明でき
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

50

講義内容の理解度を評価する。：

％
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2976
50 ％

課題レポート

20

課題内容の理解と自らの考えを論理的に説明できている
かという観点から評価する。

：

％

小テスト

10

講義内容の理解度を評価する。：

％

授業への参加意欲

20

コメントカードの内容などをもとに能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コア・テキスト事業戦略宮崎正也 新世社・・ 年・2011

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション：講義の進め方
の説明と競争戦略論を学ぶ意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】競争戦略論の講義概要を確認す
ること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「競争戦略」とはどの
ようなものであるのか、経済と経営
の違いを把握した上で、経営学にお
ける競争戦略論の位置づけを確認し
、事例を基にイメージをつかみ、学
ぶ意義を受講生との間で共有する。

2 競争戦略の考え方 【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第2回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　「戦略」、「経営戦略」、「事業
戦略」というそれぞれの概念的な定
義と内容について解説する。

3 差別化戦略 【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第3回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　事業が収益を上げていくための方
法として、自社の製品やサービスを
業界の中でも独自性や特異性といっ
た違いがあるとして顧客に認識され
る価値を創造することで競争優位の
確立を目指す「差別化戦略」につい
て身近な事例をもとに学習する。

4 低コスト戦略 【予習】教科書の第3章について読んでお
くこと。　【復習】第4回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　事業が収益を上げていくための方
法として、業界内で最も低いコスト
構造を実現することで競争優位の確
立を目指す「低コスト戦略」につい
て身近な事例をもとに学習する。
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5 集中戦略 【予習】教科書の第4章について読んでお

くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　事業が収益を上げていくための方
法として、絞り込んだ事業領域に企
業の資源を集中することで差別化や
低コストを図る「集中戦略」につい
て身近な事例をもとに学習する。

6 マーケット・セグメンテーション 【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　特定セグメントの顧客ニーズに最
も合致したマーケティング施策を実
行することで企業の収益性を効果的
に増加させることを狙う方法をにつ
いて事例をもとに学習する。

7 顧客のシステム経済性、製品ライフ
サイクル

【予習】教科書の第6章と第7章について
読んでおくこと。　【復習】第7回講義の
内容を見直し、学びや気づきをまとめる
こと。

4第 回 時間

　すべての製品には、寿命がある。
「製品ライフサイクル」という概念
をもとに市場における戦略的な課題
を検討する。

8 デファクト・スタンダード 【予習】教科書の第8章について読んでお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　特定の業界内で確立された支配的
な境界の互換性の標準をいかに戦略
的に確立するか、また、業界標準化
に敗れそうな時の対処法としてどの
ような施策があるのか、事例をもと
に検討する。

9 プラットフォーム型ビジネスモデル 【予習】教科書の第9章について読んでお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業同士をつなぐことで価値を創
出するビジネスの形態である「プラ
ットフォーム型ビジネスモデル」に
ついて、その考え方を学習する。

10 新製品開発 【予習】教科書の第10章について読んで
おくこと。　【復習】第10回講義の内容
を見直し、学びや気づきをまとめるこ
と。

4第 回 時間

　企業が新製品を開発する時に、自
社内の研究開発資源だけを活用する
のではなく、顧客や他企業などが有
する社外の知識や技術を積極的に取
り入れていくことの重要性について
学習する。

11 価値連鎖と機能統合／機能分化 【予習】教科書の第11章について読んで
おくこと。　【復習】第11回講義の内容
を見直し、学びや気づきをまとめるこ
と。

4第 回 時間

　企業が収益性を高めるために自社
の事業活動範囲をどこまで手掛ける
かという問題を取り上げる。業務範
囲を拡大させることは「統合」の問
題として、逆に絞り込むことは「分
化」の問題として議論する。

12 知的財産、競争優位が持続する理由 【予習】教科書の第12章と第13章につい
て読んでおくこと。　【復習】第12回講
義の内容を見直し、学びや気づきをまと
めること。

4第 回 時間

　企業間の差異性が生まれる原因と
して、企業が戦略を実行していく上
で必要となる経営資源の有無や質の
違いがあげられる。他の企業が保有
しない優れた有用な経営資源を自社
がいかに保有し、それを戦略的に活
用して他者との差異性を創るか、競
争優位を持続させる考え方について
学習する。

13 事業環境の分析・選択・操作 【予習】教科書の第14章について読んで
おくこと。　【復習】第13回講義の内容
を見直し、学びや気づきをまとめるこ
と。

4第 回 時間
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　企業は、「今どこにいるのか」と
いうことを把握するために外部環境
分析・業界分析・内部分析を実施し
、その分析結果を踏まえた上で「ど
こへ向かうべきか」ということを決
定し、戦略オプションを考案する。
外部環境分析と内部分析を組み合わ
せた戦略立案プロセスについて学習
する。

14 まとめ：競争戦略論の展望 講義内容について見直しをすること。 4第 回 時間
　これまでの講義で学習した内容を
振り返り、競争戦略論を学ぶ意義と
要点を確認する。また、事前に講義
の中で受講生に調べ学習として、競
争戦略の理論と実践を結びつけても
らえる内容のレポートを提出しても
らう。自らの考えた内容を発表して
もらい、全員で議論を深めてから、
最後に担当教員が総括する。
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授業科目名 企業財務論

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

笠岡恵理子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

財務会計は、株主、投資家、債権者等の企業外部の利害関係者に対し、経営成績や財政状態を報告することを目的とした会計で
ある。本講義では、財務諸表の作成にあたり、企業が遵守すべきルールである会計基準について理解を深めていく。主として、
財務会計の機能と制度、財務諸表における利益計算、企業会計原則の一般原則、および個々の会計項目における会計処理につい
て学んでいく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

貸借対照表および損益計算書の分
析方法に関する知識

企業における財政状態や経営成績
について、データを通して分析
し、判断できるようになる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

貸借対照表および損益計算書項目
における会計処理に関する知識

財務諸表を構成する個別の会計項
目における会計処理を理解する。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業の財務諸表を見て、その内容
の分析および問題点の発見ができ
る。

2．DP８.他者とのコミュニケー
ション

与えられた課題の内容を把握した
上で、グループのメンバーとコ
ミュニケーションを取りながら課
題に取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

授業中に行う小テストにより内容理解の確認を行う。：

％

課題の提出

30

学習内容を理解し、課題の発見ができているかを確認す
る。

：

％

期末テスト

40

授業内容の理解度を評価する。：

％

使用教科書

2976
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3000

特に指定しない

参考文献等

桜井久勝『財務会計講義　第23版』中央経済社、2022年。
伊東邦雄『新・現代会計入門　第5版』日本経済新聞出版、2022年。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限目

場所： 個人研究室（西館２F）

備考・注意事項： 質問はメールでも受け付けます。
メールアドレスは第1回目の授業時に連絡します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションおよび財務会計
の機能

配布資料（財務会計の機能）の復習と次
回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

講義の進め方に関する説明
財務会計の利害調整機能と情報提供
機能
財務会計の法規制

2 貸借対照表と損益計算書 配布資料（貸借対照表と損益計算書）の
復習と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

貸借対照表と損益計算書における会
計項目

3 利益計算の仕組み 配布資料（利益計算の仕組み）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

企業活動と財務諸表
複式簿記の構造

4 会計基準 配布資料（会計基準）の復習と次回講義
内容の資料の予習

4第 回 時間

会計基準の必要性
会計基準の設定
企業会計原則の一般原則

5 利益測定の基礎概念 配布資料（利益測定の基礎概念）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

現金主義会計と発生主義会計
発生主義会計の基本原則

6 資産評価の基礎概念 配布資料（資産評価の基礎概念）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

資産評価の基準（取得原価、取替原
価、純実現可能価額、割引現在価値
）

7 現金預金と有価証券 配布資料（現金預金と有価証券）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

現金および預金
有価証券とは
有価証券の範囲と区分
有価証券の取得原価
有価証券の期末評価

8 売上高と売上債権 配布資料（売上高と売上債権）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

収益認識に関する会計基準
売上債権（売掛金、受取手形、貸倒
引当金）

9 棚卸資産と売上原価 配布資料（棚卸資産と売上原価）の復習
と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

棚卸資産の範囲と区分
棚卸資産の取得原価
棚卸資産の原価配分
棚卸資産の期末評価

10 有形固定資産と減価償却 配布資料（有形固定資産と減価償却）の
復習と次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

固定資産の範囲と区分（有形固定資
産、無形固定資産、投資その他の資
産）
有形固定資産の取得原価
減価償却
固定資産の期末評価
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11 無形固定資産 配布資料（無形固定資産）の復習と次回
講義内容の資料の予習

4第 回 時間

知的財産と研究開発
無形固定資産とは
無形固定資産の取得原価
無形固定資産の償却
繰延資産

12 負債 配布資料（負債）の復習と次回講義内容
の資料の予習

4第 回 時間

負債の範囲と区分
引当金
流動負債
固定負債
偶発債務

13 株主資本と純資産 配布資料（株主資本と純資産）の復習と
次回講義内容の資料の予習

4第 回 時間

純資産の構成
払込資本――資本金と資本剰余金
稼得資本――留保利益

14 まとめ 授業で配布した問題の見直し 4第 回 時間
第1回～第13回までの授業内容の復
習

3000
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授業科目名 専門演習３【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

本間哲也

演習

該当する

電機メーカー欧州販売拠点で，連結決算等の欧州統括業務，財務・税務，企業買収等。また，日本の
事業本部にて海外生産の管理業務。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

国際ビジネスを中心テーマとして、企業の海外進出、海外企業との提携、海外企業の日本への参入や投資、インバウンド観光、
および関連するケース（企業事例）や理論的な分析方法などを学ぶ。また、各受講生は自身の興味に応じて文献などを調べて学
び、教えあうことで専門的な理解を深める。これらの活動を通じて、受講生は自身の研究テーマを絞ってゆき、「研究計画書
（３年次版）」の作成に繋げる。
なお、授業は基本的に学生が運営・進行する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業・消費者・政府の（特に国際
経営における）活動を理解する際
に有効な，経営学的分析概念や分
析手法の知識を得る。

任意の経営行動，消費者行動，政
策などを科学的に説明できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学的分析概念や分析手法を修
得する。

簡単な分析手法を用いて，任意の
企業・消費者・政府の（特に国際
経営における）行動を分析でき
る。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

経営学の接近方法を自らが選んだ
具体的場面に援用し，適切な現状
理解ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（発表・討議など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。

3000
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3002

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献

40

積極的に授業内の各活動に参加し、役割を果たしたかど
うかにつき、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

期中の課題

40

個人やグループでの研究成果、報告内容、報告スキルな
どを、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

期末レポート

20

正当性、論理性、考察の深さ、体裁や引用などの形式面
などから、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
欠席者には、原則として、欠席日の授業内容に関するレポートの提出を求めます。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を
行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日４時限目

場所： 研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 全体のガイダンス：授業の進め方、
成績評価手法、研究倫理

Google Classroomの掲示資料を参照し、
研究倫理の重要性を復習します。

4第 回 時間

本演習（ゼミナール）での学びにつ
いて解説します。各回の発表の分担
を決めます。また、研究倫理につい
て学びます。

2 国際経営の新しい動き／卒論研究
(研究の進め方)

卒業研究ガイドライン等で復習します。
グーグルクラルームの掲示資料で示され
た次回分の予習を行います。

4第 回 時間

「国際経営の新しい動き」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。次いで卒業研究ガイドライ
ンなどに沿って卒論研究の進め方を
学び考えます。

3 国際経営とは／卒論研究（関心分野
の検討）

復習と第４回の予習、卒論研究の関心分
野をさらに検討します。

4第 回 時間

「国際経営とは」の発表、ゼミ生の
討議、教員の解説などを行います。
各自の興味ある分野について検討し
ます。

4 国際経営戦略／卒論研究（テーマ案
の検討）

復習と第５回の予習、卒論研究のテーマ
案についてさらに考えます。

4第 回 時間

「国際経営戦略」の発表、ゼミ生の
討議、教員の解説などを行います。
前回の検討を踏まえて個人研究のテ
ーマ案を検討します。

5 国際マーケティング／卒論研究
（テーマ案の決定）

復習と第６回の予習、卒論の研究課題案
について検討します。

4第 回 時間

「国際マーケティング」の発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究の現時点でのテーマ案を決
定します。

6 海外生産／卒論研究（研究課題案の
検討）

復習と第７回の予習、研究課題案につい
てさらに検討します。

4第 回 時間

「海外生産」の発表、ゼミ生の討議
、教員の解説などを行います。
卒論の研究で、明らかにしたい研究
課題案の検討を行います。
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7 技術移転と海外研究開発／卒論研究
（研究課題案の決定）

復習と第８回の予習、卒論研究に関する
文献資料の収集方法について考えます。

4第 回 時間

「技術移転と海外研究開発」の発表
、ゼミ生の討議、教員の解説などを
行います。
研究課題案の決定を行います。

8 国際経営マネジメント／卒論研究
（文献・情報収集：書籍・論文等）

復習と第９回の予習、文献情報の収集を
自宅等でも行います。

4第 回 時間

「国際経営マネジメント」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。
卒論研究に必要な文献や情報の収集
方法を学び、図書館等で実際の収集
を行います。

9 北米・欧州の中の日本企業／卒論研
究（文献・情報収集：インターネッ
ト等）

復習と第１０回の予習、文献収集をさら
に行います。

4第 回 時間

「北米・欧州の中の日本企業」の発
表、ゼミ生の討議、教員の解説など
を行います。
卒論研究に必要な文献や情報をイン
ターネットやデータベースで収集し
ます。

10 アジアの中の日本企業／卒論研究
（研究の流れの検討）

復習と第１１回の予習、卒論研究の論証
の流れについて検討します。

4第 回 時間

「アジアの中の日本企業」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。
卒論研究の項目を論証する流れにつ
いて考えます。

11 新興国市場と日本企業／卒論研究
（研究の流れの決定）

復習と第１２回の予習、卒論研究の論証
方法について考えます。

4第 回 時間

「新興国市場と日本企業」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。
卒論研究の項目を論証する流れにつ
いて現時点の案を決定します。

12 サービス企業の海外進出／卒論研究
（論証方法・手法の検討）

復習と第１３回の予習、卒論研究におけ
る論証方法や手法について授業内容を踏
まえてさらに考えます。

4第 回 時間

「サービス企業の海外進出」の発表
、ゼミ生の討議、教員の解説などを
行います。
卒論研究における論証方法や手法を
学び、各自の研究にどれが適切かを
検討します。

13 国際経営の新展開／卒論研究（論証
方法・手法の決定）

復習、卒業研究計画書（3年次版）の原案
を検討します。

4第 回 時間

「国際経営の新展開」の発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論研究における論証方法や手法に
つき、現時点でどれを採用するかを
決めます。

14 卒業研究計画書（3年次版）原案作
成と重要事項のまとめ

卒業研究計画書（3年次版）の原案の作成
をさらに進めます。

4第 回 時間

これまでの検討の進捗を踏まえて、
現時点での卒業研究計画書（3年次
版）の原案を作成します。併せて演
習3の重要事項のまとめを行います
。

3002
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授業科目名 専門演習３【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

国枝よしみ・松田充史・原田弘之・金蘭正

演習

該当する

国枝・松田・原田は本科目に関連した観光産業・まちづくりの実務経験を有している。実務経験を十
分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「確かな専門性」「社会で実践する力」「協働できる素養」「忠恕の心」を各指導
教員の研究指導の下で学びます。専門科目の系統的な学修を省察するとともに、個々の研究テーマを明確にし、具体的な調査・
分析や課題解決を図りながらその専門性を一層深めます。2年次から4年次の卒業論文の完成に至るまでの中間年度として、近年
の研究課題や研究方法、考察や議論の展開などについて学んだうえで、各自の関心・課題にもとづき、研究方法や到達点などに
ついて主体的に学習します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

現代におけるマネジメント（経営
資源の管理と活用）及びビジネス
（業務の設計と運用）の仕組みを
理解できる

先行研究・文献やインターネット
の情報をもとに、グローバル産
業・観光関連産業・地域・自治体
等地域組織の動向を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光関連産業やグローバル産業、
地域における組織・企業活動の職
務を遂行するために必要な専門知
識や事業遂行のための技能を身に
つけ、職務に係る問題解決のため
にその専門性の基礎を学ぶ

経営学の点からグローバル産業・
観光関連産業・地域・自治体等地
域組織を理解することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

グローバル産業・観光関連産業・
地域・自治体等地域組織における
課題解決にあたり、必要な情報を
収集・分析・活用することができ
る。

学外連携学修

有り(連携先：各研究テーマ関連)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（期末レポート）

30

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あるかどうかで評価する。

：

％

プレゼンテーション

20

自分の研究成果や研究デザインを分かり易くかつ聞く側
に興味を持たせるような形でプレゼンテーション出来た
かどうかで評価する。

：

％
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3003
20 ％

受講態度

20

演習への取り組み方、他の受講者の発表時の傾聴態度等
により評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

都度テーマに沿った文献、論文等を紹介する。
各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 国枝/金４限、松田/水３限、原田/　限、金/火 限

場所： 各研究室

備考・注意事項： オフィスアワー時間以外も、教員が研究室にいる時は質問に応じる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、観光が直面し
ている課題、研究倫理

シラバスを熟読し、授業についての見通
しを持つ

4第 回 時間

本講義の目標、内容、卒業研究の進
め方について確認する。
また、研究倫理、著作権と個人情報
の取り扱いについての説明も行う。

2 基礎知識の習得 文献などの調べ方などについての既習事
項をまとめる。

4第 回 時間

文献検索等の資料収集、図書館など
の活用方法について確認する。

3 先行研究の調査（１）調査計画の立
案

調査についての見通しを立てる。 4第 回 時間

観光学の分野で、各自興味がある課
題の先行研究の調査について、計画
を立案する。

4 先行研究の調査（２）先行研究の調
査

調査を進める。 4第 回 時間

先行研究の調査を行う。
5 先行研究の調査（３）調査状況の報

告
調査を進め、進捗状況と問題点・課題な
どについてまとめる。

4第 回 時間

調査の進捗状況について報告し、情
報を共有する。

6 先行研究の分析（１）先行研究の整
理と内容分析

各自集めた先行研究を整理し、内容を熟
読しておく。

4第 回 時間

先行研究を整理し、文献の構成・ア
プローチ、分析の視点について学ぶ
。

7 先行研究の分析（２）自分の研究へ
の応用

先行研究を熟読しておく。 4第 回 時間

先行研究の中から、自分の研究へ応
用できる箇所に着目し、整理する。

8 先行研究の分析（３）研究方法につ
いて

先行研究を熟読し、自分の研究方法を考
える。

4第 回 時間

研究方法に着目し，先行研究を分析
する。

9 先行研究の分析（４）研究の到達点
について

先行研究を熟読し、自分の研究の到達点
について考える。

4第 回 時間

先行研究での結論や考察の部分に着
目し、先行研究を分析する。

10 研究テーマの設定 論文作成のための資料収集とノート整
理。

4第 回 時間

先行研究の分析に基づき、自分の研
究テーマを設定する。
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11 仮説を立てる 論文作成のための資料収集とノート整
理。

4第 回 時間

設定した課題について考えられる原
因と対策を挙げる。

12 研究の方法を設定する 論文作成のための資料収集とノート整
理。

4第 回 時間

仮説を検証するための、研究方法を
設定する。

13 発表会の準備 発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

研究のテーマ、仮説、方法、予想さ
れる結果等研究デザインについて発
表するための資料を作成する。

14 発表会 質疑応答の内容をまとめる。卒業研究進
捗状況の振り返り。

4第 回 時間

卒業論文の構想発表会を実施する。
期末レポートおける課題提供をし、
レポート作成時の注意点について指
示をする。
特に研究倫理、著作権と個人情報に
ついての説明を行う。
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授業科目名 専門演習３【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

西釜義勝

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。経営学部西釜ゼミの専門演習3では、4年次の卒業研究に備え、幅広く
専門分野の先行研究や文献を読み、グローバル企業の経営を中心に論文執筆に必要な情報収集、調査手法、仮説の導出方法、分
析、結果のまとめなど一連の研究プロセスを学習する。具体的には、1年間の研究計画を立て、どのような分野の研究に重点を
置くのか各自の関心に合わせて研究内容を決定する。専門分野の文献を正確に理解・整理しながら、課題を発見し、調査を進め
ていく。グローバル経営の実態を捉えるために理論的かつ実践的に考察するための技法を身に付け、卒業研究の準備を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学に関する理論や知識 企業経営の現況を説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自ら設定した課題を解決するため
の方法を論理的に組み立てること
ができる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します
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3004

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1からの商品企画西川英彦・廣田章光編著 碩学舎・・ 年・2012

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
小田部正明・栗木契・太田 一樹編著（2017）『1からのグローバル・マーケティング』碩学舎．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義、研究倫理教育

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習3の講義概要を確認する
こと。関心のある分野について考え関連
する文献を調べること。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 探索的調査（1）商品企画プロセス 【予習】教科書の第1章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第2回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　商品企画に関して、その概要とプ
ロセスを学ぶ。

3 探索的調査（2）インタビュー法 【予習】教科書の第2章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第3回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　調査方法としてのインタビュー法
に関して特性を把握する。
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4 探索的調査（3）観察法 【予習】教科書の第3章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第4回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　調査方法としての観察法に関して
特性を把握する。

5 探索的調査（4）リード・ユーザー
法

【予習】教科書の第4章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　調査方法としてのリード・ユーザ
ー法に関して特性を把握する。

6 コンセプトデザイン（1）アイデア
創出

【予習】教科書の第5章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アイデア創出の方法と進め方につ
いて学習する。

7 コンセプトデザイン（2）コンセプ
ト開発

【予習】教科書の第6章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　コンセプト開発の方法と進め方に
ついて学習する。

8 コンセプトデザイン（3）プロトタ
イピング

【予習】教科書の第7章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アイデアを形にして検証を行うプ
ロトタイピングの方法と進め方につ
いて学習する。

9 検証的調査（1）市場規模の確認 【予習】教科書の第8章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　市場規模の推定の方法と進め方に
ついて学習する。

10 検証的調査（2）競合・技術の確認 【予習】教科書の第9章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　競合・技術の確認方法と進め方に
ついて学習する。

11 検証的調査（3）顧客ニーズの確認
略

【予習】教科書の第10章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第11回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　顧客ニーズの確認方法と進め方に
ついて学習する。

12 企画書作成（1）販促提案 【予習】教科書の第11章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第12回講義の内容
を見直すこと。

4第 回 時間

　販促提案の方法と進め方について
学習する。

13 研究内容の進捗報告 研究内容の進捗報告を通して得られた気
づきを研究内容に反映すること。

4第 回 時間

　研究内容の進捗状況を報告し、ゼ
ミにてディスカッションを行う。研
究テーマに関しての気づきを得る。

14 前期のまとめ　研究内容の進捗確認 講義内容について見直しをすること。期
末レポートを期日までにまとめること。

4第 回 時間

　前期の演習で学習した内容を振り
返り、自らの研究内容の進捗状況を
確認する。
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授業科目名 専門演習３【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

中野毅

演習

該当する

長年にわたり外資系航空会社の日本支社での営業、営業企画、本社勤務に携わり、経営分野における
豊富な経験と知識を持つ。（全１４回）（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習（ゼミ）では、国際ビジネスをテーマに、企業（観光産業を含む）の海外進出、海外企業との提携、海外企業の日本への
参入や投資、インバウンド観光、および関連するケース分析など、受講生の興味を考慮して学び理解を深めます。また、卒業研
究にむけて、テーマ・論文骨子の検討、文献収集し、「研究計画書（3年次版）」の作成準備を行います。ゼミの運営はゼミ生
が中心となって行い、教員はその学習の指導・支援・助言を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門知識やスキル、表現法を学習
する。

知識等を踏まえ問題を解決する能
力、表現する力を身に着けること
ができる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

調査、分析方法を学び、専門的知
識を応用する。

身に着けた専門的知識を、様々な
ケースにあてはめ分析できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

色々なケーススタディーにおいて
課題を発見することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（発表・討議など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート 課題テーマに関する情報収集や整理ができているか、自
らの考えを論理的・的確に表現・表記できているか、の
観点で評価する。

：
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3006
40 ％

取り組み姿勢

30

毎回提出のリアクションペーパー、学習の主体的な取り
組み・成果、ゼミ内の討議。忠恕の心をもったコメント
などの観点から評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえり
ができているか」の観点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
欠席者には、原則として、欠席日の授業内容に関するレポートの提出を求める。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を
行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日 4限

場所： 西館4階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 全体のガイダンス：授業の進め方、
成績評価手法、研究倫理

グーグルクラスルームの掲示資料を参照
し、研究倫理の重要性を確認します。

4第 回 時間

本演習（ゼミナール）での学びにつ
いて、そして卒業論文までのプロセ
スを解説します。
「研究倫理教育」：研究倫理、著作
権と個人情報の取り扱いについての
確認を行います。

2 論文読解発表／卒論研究（研究の進
め方）

配布資料予習および卒業研究ガイドライ
ン等で復習します。グーグルクラルーム
の掲示資料で示された次回分の予習を行
います。

4第 回 時間

事前に配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。次いで卒業研究ガイドライン
などに沿って卒論研究の進め方を学
び考えます。

3 論文読解発表・討議／卒論研究（関
心分野の検討）

配布資料の復習と予習、卒論研究の関心
分野をさらに検討します。

4第 回 時間

事前に配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
各自の興味ある分野について検討し
ます。

4 論文読解発表・討議／卒論研究
（テーマ案の検討）

配布資料の復習と予習、卒論研究のテー
マ案についてさらに考えます。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
前回の検討を踏まえて個人研究のテ
ーマ案を検討します。

5 論文読解発表・討議／卒論研究
（テーマ案の決定）

配布資料の復習と予習、卒論の研究課題
案について検討します。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究の現時点でのテーマ案を決
定します。

6 論文読解発表・討議／卒論研究（研
究課題案の検討）

配布資料の復習と予習、研究課題案につ
いてさらに検討します。

4第 回 時間

- 875 -



事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論の研究で、明らかにしたい研究
課題案の検討を行います。

7 論文読解発表・討議／卒論研究（研
究課題案の決定）

配布資料の復習と予習、卒論研究に関す
る文献資料の収集方法について考えま
す。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
研究課題案の決定を行います。

8 論文読解発表・討議／卒論研究（文
献・情報収集：書籍・論文等）

配布資料の復習と予習、文献情報の収集
を自宅等でも行います。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究に必要な文献や情報の収集
方法を学び、図書館等で実際の収集
を行います。

9 論文読解発表・討議／卒論研究（文
献・情報収集：インターネット等）

配布資料の復習と予習、文献収集をさら
に行います。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究に必要な文献や情報をイン
ターネットやデータベースで収集し
ます。

10 論文読解発表・討議／卒論研究（研
究の流れの検討）

配布資料の復習と予習、卒論研究の論証
の流れについて検討します。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究の項目を論証する流れにつ
いて考えます。

11 論文読解発表・討議／卒論研究（研
究の流れの決定）

配布資料の復習と予習、卒論研究の論証
方法について考えます。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究の項目を論証する流れにつ
いて現時点の案を決定します。

12 論文読解発表・討議／卒論研究（論
証方法・手法の検討）

配布資料の復習と予習、卒論研究におけ
る論証方法や手法について授業内容を踏
まえてさらに考えます。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究における論証方法や手法を
学び、各自の研究にどれが適切かを
検討します。

13 論文読解発表・討議／卒論研究（論
証方法・手法の決定）

配布資料の復習と予習、卒業研究計画書
（3年次版）の原案を検討します。

4第 回 時間

事前の配布資料についての発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論研究における論証方法や手法に
つき、現時点でどれを採用するかを
決めます。

14 卒業研究計画書（3年次版）原案作
成と重要事項のまとめ

卒業研究計画書（3年次版）の原案の作成
をさらに進めます。

4第 回 時間

これまでの検討の進捗を踏まえて、
現時点での卒業研究計画書（3年次
版）の原案を作成します。併せて演
習3の重要事項のまとめを行います
。

3006
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授業科目名 専門演習４【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

国枝よしみ・松田充史・原田弘之・金蘭正

演習

該当する

国枝・松田・原田は本科目に関連した観光産業・まちづくりの実務経験を有している。実務経験を十
分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「確かな専門性」「社会で実践する力」「協働できる素養」「忠恕の心」を各指導
教員の研究指導の下で学びます。専門科目の系統的な学修を省察するとともに、個々の研究テーマを明確にし、具体的な調査・
分析や課題解決を図りながらその専門性を一層深めます。2年次から4年次の卒業論文の完成に至るまでの中間年度として、近年
の研究課題や研究方法、考察や議論の展開などについて学んだうえで、各自の関心・課題にもとづき、文献研究など主体的に学
習します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

現代におけるマネジメント（経営
資源の管理と活用）及びビジネス
（業務の設計と運用）の仕組みを
理解できる

先行研究・文献やインターネット
の情報をもとに、グローバル産
業・観光関連産業・地域・自治体
等地域組織の動向を理解できる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

観光関連産業やグローバル産業、
地域における組織・企業活動の職
務を遂行するために必要な専門知
識や事業遂行のための技能を身に
つけ、職務に係る問題解決のため
にその専門性の基礎を学ぶ

グローバル産業・観光関連産業・
地域・自治体等地域組織における
課題解決に向けた、仮説の設定と
検証および、必要な裏付けとなる
データを収集することができる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

地域・自治体等地域組織における
課題解決にあたり、必要な情報を
収集・分析・活用することができ
る。

学外連携学修

有り(連携先：各テーマ関連)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

30

課題設定および仮説検証のプロセスが妥当かつ効果的で
あるかどうかで評価する。

：

％

プレゼンテーション

20

自分の研究成果や研究デザインを分かり易くかつ聞く側
に興味を持たせるような形でプレゼンテーション出来た
かどうかで評価する。

：

％

3006
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受講態度

20

演習への取り組み方、他の受講者の発表時の傾聴態度等
により評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」を評価の基準とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。
教員からも随時、個々の学生の研究内容に合わせ文献、論文等を提供する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 国枝/ 限、松田/水3限、原田/　、金/火3限

場所： 各研究室

備考・注意事項： オフィスアワー時間以外も、教員が研究室にいる時は質問に応じる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、観光が直面し
ている課題

シラバスを熟読し、授業についての見通
しを持つ。

4第 回 時間

本講義の目標、内容、卒業研究の進
め方について確認する。
研究倫理、著作権と個人情報につい
ての確認をする。

2 研究テーマ・課題の共有 構想発表会の資料をまとめる。 4第 回 時間
受講生各自の研究テーマや課題につ
いて構想を発表し、指導教員、ゼミ
生と共有する。

3 研究デザインの修正 論文作成のための資料収集とノート整理 4第 回 時間
構想発表会での質疑応答やコメント
に基づき、研究デザインを見直す。

4 調査企画 調査方法について既習事項を復習してお
く

4第 回 時間

仮説を検証するための根拠を探るた
めの調査について、計画を立案する
。
調査対象や調査項目など、実施計画
を具体化させる。

5 調査票の作成 調査方法について既習事項を復習してお
く。

4第 回 時間

調査票を作成する。
6 調査企画についての共有 企画書の発表資料を用意しておく。 4第 回 時間

各自の調査企画について発表し、実
施可能性や問題点などについて議論
する。

7 調査企画の修正 発表時の質疑応答やコメントをまとめて
おく。

4第 回 時間

企画書発表会にて、出たコメントに
基づき、調査企画を見直す。

8 調査結果のまとめ①データ整理 結果をまとめるのに必要な手法を確認し
ておく。

4第 回 時間

調査データを整理する。
9 調査結果のまとめ②データ分析 データ分析に必要な手法を確認してお

く。
4第 回 時間

調査データを分析する。
10 調査結果のまとめ③データ考察 調査結果の考察について既習事項を確認

しておく。
4第 回 時間

調査結果の解析、考察を行う。
11 卒業論文の枠組みの構築 論文作成のための資料収集とノート整

理。
4第 回 時間

問題意識や研究の目的と調査結果を
照らし合せて、卒業論文全体の枠組
みを構築する。
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12 卒業論文の枠組みの修正 論文作成のための資料収集とノート整
理。

4第 回 時間

卒業論文の枠組みを構築する。
13 発表会の準備 発表用資料の準備、発表の練習をしてお

く。
4第 回 時間

調査結果や卒業論文の枠組みについ
て発表するための資料を作成する。

14 発表会 質疑応答の内容をまとめる。卒業研究進
捗状況の振り返り

4第 回 時間

調査結果と卒業論文の枠組みについ
て発表する。
期末レポートおける課題提供をし、
レポート作成時の注意点について指
示をする。
特に研究倫理、著作権と個人情報に
ついての説明を行う。

3009
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授業科目名 専門演習４【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

西釜義勝

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。経営学部西釜ゼミの専門演習4では、専門演習3に続いて4年次の卒業
研究に備え、幅広く専門分野の先行研究や文献を読み、グローバル企業のイノベーションマネジメントや経営戦略を中心に論文
執筆に必要な情報収集、調査手法、仮説の導出方法、分析、結果のまとめなど一連の研究プロセスを学習する。専門分野の文献
を正確に理解・整理しながら、課題を発見し、調査を進めていく。グローバル経営の実態を捉えるために理論的かつ実践的に考
察するための技法を身に付け、卒業研究の準備を行う。これらの能力は、就職活動や社会人になってからも大変重要な能力とな
るはずである。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学に関する理論や知識 企業経営の現況を説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP７.実践の完遂 やるべきことを諦めずに自らの力
でやり遂げることができる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します
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・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1からの商品企画西川英彦・廣田章光編著 碩学舎・・ 年・2012

アップル、アマゾン、
グーグルのイノベーショ
ン戦略

雨宮寛二 NTT出版・・ 年・2015

参考文献等

味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．
小田部正明・栗木契・太田 一樹編著（2017）『1からのグローバル・マーケティング』碩学舎．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義、研究倫理教育

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習4の講義概要を確認する
こと。関心のある分野について考え関連
する文献を調べること。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 企画書作成（2）価格提案【専門演
習3からの続き】

【予習】教科書の第12章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第2回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　価格提案の方法と進め方について
学習する。

3 企画書作成（3）チャネル提案 【予習】教科書の第13章を読みまとめて
おくこと。　【復習】第3回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間
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　チャネル提案の方法と進め方につ
いて学習する。

4 企画書作成（1）企画書作成、（2）
プレゼンテーション

【予習】教科書の第14章と第15章を読み
まとめておくこと。　【復習】第4回講義
の内容を見直すこと。

4第 回 時間

　企画書作成の進め方を学習し、良
いプレゼンテーションとはどのよう
なものであるのかということを検討
する。

5 イノベーションマネジメント（1）
イノベーションとは

【予習】教科書の第1章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　イノベーションとは、どのような
ものであるのか。なぜ重要であり、
どうしてマネジメントしていかなけ
ればならないのか、重要性や意義に
ついて受講生との間で共有し、イノ
ベーションマネジメントが現代の企
業にとって重大な課題のひとつであ
ることを理解する。

6 イノベーションマネジメント（2）
アップルのイノベーション

【予習】教科書の第2章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アップルをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

7 イノベーションマネジメント（3）
アマゾンのイノベーション

【予習】教科書の第3章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アマゾンをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

8 イノベーションマネジメント（4）
グーグルのイノベーション

【予習】教科書の第4章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　グーグルをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

9 イノベーションマネジメント（5）
企業の革新性

【予習】教科書の第5章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　革新的な企業の特徴について事例
の比較をもとに考える。また、これ
までの演習で学習した内容を振り返
り、グローバルビジネスやイノベー
ションマネジメントといった経営学
を学ぶ意義と要点を確認する。

10 研究テーマの相互理解 研究内容の進捗報告を通して得られた気
づきを研究内容に反映すること。

4第 回 時間

　各自の研究テーマと進捗状況を発
表し、ディスカッションを通しての
気づきを得る。

11 関連文献の調査と報告 報告を通して得られた気づきをもとに、
さらに関連する文献を調査すること。

4第 回 時間

　自らの研究テーマに関わる文献を
調べた上で、内容をまとめて報告す
る。

12 卒業研究計画書の作成 卒業研究計画書を作成すること。 4第 回 時間
　これまでの学びの集大成として卒
業研究計画書を作成する。

13 研究内容の発表準備 研究内容に関してまとめた発表資料を作
成すること。

4第 回 時間

　自らの研究内容の進捗状況を発表
するための資料を作成し、発表方法
を考える。

14 後期のまとめ　研究計画の発表 講義内容について見直しをすること。期
末レポートを期日までにまとめること。

4第 回 時間

　後期の演習で学習した内容を振り
返り、今後の自らの研究計画を発表
する。

3010
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授業科目名 専門演習４【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

中野毅

演習

該当する

長年にわたり外資系航空会社の日本支社での営業、営業企画、本社勤務に携わり、経営分野における
豊富な経験と知識を持つ。（全１４回）（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習（ゼミ）では、国際ビジネスをテーマに、企業（観光産業を含む）の海外進出、海外企業との提携、海外企業の日本への
参入や投資、インバウンド観光、および関連するケース分析など、受講生の興味を考慮して学び理解を深めます。また、卒業研
究にむけて、テーマ・論文骨子の検討、文献収集し、「研究計画書（3年次版）」の作成準備を行います。ゼミの運営はゼミ生
が中心となって行い、教員はその学習の指導・支援・助言を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

専門知識やスキル、表現法を学習
する。

知識等を踏まえ問題を解決する能
力、表現する力を身に着けること
ができる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

調査、分析方法を学び、専門的知
識を応用する

身に着けた専門的知識を、様々な
ケースにあてはめ分析できる

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

課題解決に向けて、自ら考え、行
動に移すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（発表・討議など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート 課題テーマに関する情報収集や整理ができているか、自
らの考えを論理的・的確に表現・表記できているか、の
観点で評価する。

：

3010
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3013
40 ％

取り組み姿勢

30

毎回提出のリアクションペーパー、学習の主体的な取り
組み・成果、ゼミ内の討議、忠恕の心をもったコメント
などの観点から評価する。

：

％

ポートフォリオ（学びの記録）

30

「何を学んだかわかるものになっているか」、「学びの
ふりかえりができているか」の観点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

吉原英樹（2021）『国際経営〔第5版〕』有斐閣

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
欠席者には、原則として、欠席日の授業内容に関するレポートの提出を求めます。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を
行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日 4限

場所： 西館4階

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方、卒論研究の進め方 事前配布資料の予習をします。卒業研究
ガイドラインに沿って、今後の研究の進
め方、項目を確認します。

4第 回 時間

授業の進め方を説明し、テキストの
各章の発表の分担を決めます。
卒論研究については「卒業研究ガイ
ドライン」に沿って今後の進め方や
スケジュール等を確認します。

2 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究テーマ案のチェック）

配布資料の復習・予習、および研究テー
マ案について検討します。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。次いで、演習3で考えた研究テ
ーマ案について様々な角度から再度
チェックし、より深く考えることと
します。

3 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究テーマ案の決定）

配布資料の復習・予習、卒論研究の論証
方法の検討を行います。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
各人が研究テーマ案を決めて発表し
ます。

4 配布論文発表・討議／卒論研究（論
証方法案の検討）

配布資料の復習・予習、卒論研究の論証
方法についてさらに考えます。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論研究の論証方法について学び、
どれが適切かを考えます。

5 配布論文発表・討議／卒論研究（論
証方法案の決定）

配布資料の復習・予習、論文の骨子案の
案を考えます。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論研究の論証方法について、どれ
を採用するかを決めます。

6 配布論文発表・討議／卒論研究（論
文の骨子案の検討）

配布資料の復習・予習、卒論の骨子案に
ついてさらに検討します。

4第 回 時間
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事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論の骨子案について検討します。

7 配布論文発表・討議／卒論研究（論
文の骨子案の決定）

配布資料の復習・予習。 4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論の骨子案を決定します。

8 配布論文発表・討議／卒論研究（目
次案の検討）

配布資料の復習・予習、卒論の目次案に
ついてさらに検討を行います。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論の目次案の検討を行います。

9 配布論文発表・討議／卒論研究（目
次案の決定）

配布資料の復習・予習、研究計画書（3年
次版）の項目・内容をチェックします。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論の目次案を決定します。

10 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究計画書（3年次版）の検討

配布資料の復習・予習、研究計画書（3年
次版）の検討を進めます。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
研究計画書（3年次版）の作成につ
いての検討を行います。

11 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究計画書（3年次版）の作成）

配布資料の復習・予習、研究計画書（3年
次版）の作成を進めます。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
研究計画書（3年次版）の作成を行
います。

12 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究計画書（3年次版）の完成）

配布資料の復習・予習、プレゼン資料の
作成を行います。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
研究計画書（3年次版）を完成しま
す。その後プレゼン資料の作成を行
います。

13 配布論文発表・討議／卒論研究（研
究計画書（3年次版）の発表と提
出）

配布資料の復習・予習、卒論原稿案の執
筆を進めます。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
研究計画書（3年次版）のプレゼン
発表を行います。並行して卒論の基
本部分の執筆を開始します。

14 配布論文発表・討議／卒論研究（4
年次のスケジュール等確認）

配布資料の復習をします。4年次における
卒論の作成・提出のスケジュールや必要
事項を再確認し、原稿案の執筆も進めま
す。

4第 回 時間

事前配布資料についての発表、ゼミ
生の討議、教員の解説などを行いま
す。
卒論研究について4年次における卒
論の作成・提出のスケジュールや必
要事項を確認し、さらに原稿案の執
筆を進めます。
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授業科目名 専門演習４【国観】

233

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

本間哲也

演習

該当する

電機メーカー欧州販売拠点で，連結決算等の欧州統括業務，財務・税務，企業買収等。また，日本の
事業本部にて海外生産の管理業務。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習（ゼミ）では、国際ビジネスをメインテーマに、企業の海外進出、海外企業との提携、海外企業の日本への参入や投資、
インバウンド観光、および関連するケース（企業事例）分析（就職活動にも役立つ）など、受講生の興味を考慮して学び理解を
深めます。本演習では、第一に、定評ある国際経営のテキストを分担して読み発表してもらい討議します。第二は卒業論文研究
に関し、演習3を踏まえて研究を進め「研究計画書（3年次版）の作成・完成を行います。その上で、卒論の基本的な部分の執筆
にも着手します。ゼミの運営はゼミ生が中心となって行い、教員は学習の指導・支援・助言を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

企業・消費者・政府の（特に国際
ビジネスにおける）活動を理解す
る際に有効な，経営学的分析概念
や分析手法の知識を得る。

経営行動，消費者行動，政策など
を科学的に説明できる。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学的分析概念や分析手法に熟
達する。

標準的な分析手法を用いて，任意
の企業・消費者・政府の（特に国
際ビジネスにおける）行動を分析
できる。

汎用的な力

1．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自身が設定した課題を解くための
科学的方法や手順を選択・設計す
ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。
ゼミへの参加、取り組む姿勢・貢献（発表・討議など）、与えられた課題、領域に関する基礎的な事項を理解
し、整理・論述ができたかどうか、の観点より評価する。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加・貢献

40

積極的に授業内の各活動に参加し、役割を果たしたかど
うかにつき、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

期中の

30

個人やグループでの研究成果、報告内容、報告スキルな
どを、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

期末レポート

30

正当性、論理性、考察の深さ、体裁や引用などの形式面
などから、独自の基準に基づいて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

【参考書】
講義中に適宜紹介する 。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
欠席者には、原則として、欠席日の授業内容に関するレポートの提出を求めます。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を
行う。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日４時限目

場所： 研究室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業の進め方、卒論研究の進め方 第２回の予習。卒業研究ガイドラインに
沿って、今後の研究の進め方、項目を確
認します。

4第 回 時間

授業の進め方を説明し、各回の発表
の分担を決めます。
卒論研究については「卒業研究ガイ
ドライン」に沿って今後の進め方や
スケジュール等を確認します。

2 多国籍企業と世界経済／卒論研究
（研究テーマ案のチェック）

復習・第３回の予習、および研究テーマ
案について検討します。

4第 回 時間

「多国籍企業と世界経済」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。次いで、演習3で考えた研
究テーマ案について様々な角度から
再度チェックしより深く考えること
とします。

3 多国籍企業の歴史的変遷／卒論研究
（研究テーマ案の決定）

復習・第４回の予習、卒論研究の論証方
法の検討を行います。

4第 回 時間

「多国籍企業の歴史的変遷」の発表
、ゼミ生の討議、教員の解説などを
行います。
各人が研究テーマ案を決めて発表し
ます。

4 国際ビジネスの諸理論／卒論研究
（論証方法案の検討）

復習と第５回の予習、卒論研究の論証方
法についてさらに考えます。

4第 回 時間

「国際ビジネスの諸理論」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。
卒論研究の論証方法について学び、
どれが適切かを考えます。

5 多国籍企業のCSRと企業倫理／卒論
研究（論証方法案の決定）

復習と第６回の予習、論文の骨子案の案
を考えます。

4第 回 時間

「多国籍企業のCSRと企業倫理」の
発表、ゼミ生の討議、教員の解説な
どを行います。
卒論研究の論証方法について、どれ
を採用するかを決めます。

6 グローバル市場参入戦略／卒論研究
（論文の骨子案の検討）

復習・第７回の予習、卒論の骨子案につ
いてさらに検討します。

4第 回 時間
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「グローバル市場参入戦略」の発表
、ゼミ生の討議、教員の解説などを
行います。
卒論の骨子案について検討します。

7 グローバルマーケティング戦略／卒
論研究（論文の骨子案の決定）

復習をします。Lドライブ等の資料で示さ
れた次回分の予習を行います。

4第 回 時間

「グローバルマーケティング戦略」
の発表、ゼミ生の討議、教員の解説
などを行います。
卒論の骨子案を決定します。

8 グローバルイノベーション戦略／卒
論研究（目次案の検討）

復習と第９回の予習、卒論の目次案につ
いてさらに検討を行います。

4第 回 時間

「グローバルイノベーション戦略」
の発表、ゼミ生の討議、教員の解説
などを行います。
卒論の目次案の検討を行います。

9 グローバル製品戦略／卒論研究（目
次案の決定）

復習と第１０回の予習、研究計画書（3年
次版）の項目・内容をチェックします。

4第 回 時間

「グローバル製品戦略」の発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
卒論の目次案を決定します。

10 グローバルアライアンス戦略／卒論
研究（研究計画書（3年次版）の検
討

復習と第１１回の予習、研究計画書（3年
次版）の検討を進めます。

4第 回 時間

「グローバルアライアンス戦略」の
発表、ゼミ生の討議、教員の解説な
どを行います。
研究計画書（3年次版）の作成につ
いての検討を行います。

11 グローバル組織戦略／卒論研究（研
究計画書（3年次版）の作成）

復習と第１２回の予習、研究計画書（3年
次版）の作成を進めます。

4第 回 時間

「グローバル組織戦略」の発表、ゼ
ミ生の討議、教員の解説などを行い
ます。
研究計画書（3年次版）の作成を行
います。

12 国際人的資源管理戦略／卒論研究
（研究計画書（3年次版）の完成）

復習と第１３回の予習、プレゼン資料の
作成を行います。

4第 回 時間

「国際人的資源管理戦略」の発表、
ゼミ生の討議、教員の解説などを行
います。
研究計画書（3年次版）を完成しま
す。その後プレゼン資料の作成を行
います。

13 異文化マネジメント戦略／卒論研究
（研究計画書（3年次版）の発表と
提出）

復習と第１４回の予習をします。卒論原
稿案の執筆を進めます。

4第 回 時間

「異文化マネジメント戦略」の発表
、ゼミ生の討議、教員の解説などを
行います。
研究計画書（3年次版）のプレゼン
発表を行います。並行して卒論の基
本部分の執筆を開始します。

14 グローバルサービスビジネスの新展
開／卒論研究（4年次のスケジュー
ル等確認）

4年次における卒論の作成・提出のスケ
ジュールや必要事項を再確認し、原稿案
の執筆も進めます。

4第 回 時間

「グローバルサービスビジネスの新
展開」の発表、ゼミ生の討議、教員
の解説などを行います。

卒論研究について4年次における卒
論の作成・提出のスケジュールや必
要事項を確認し、さらに原稿案の執
筆を進めます。

3023

- 888 -



授業科目名 専門演習５【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

西釜義勝

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。経営学部西釜ゼミの専門演習5では、これまでの学びを踏まえ卒業論
文の作成を目的に受講生全員での討論と個別指導をもとに展開する。自らの問題意識にもとづいてグローバル企業のイノベー
ションマネジメントや経営戦略の問題を中心に卒論テーマを設定し、研究対象と研究方法を選び、研究計画書を策定し、4年間
の学生生活を締めくくる「論文」の完成に向けて卒業研究に取り組むことになる。卒論の準備と執筆の段階で得られた知見や
様々な材料をひとつの論文にまとめ上げていく構想力、分析力、論理的思考力、表現力は就職活動や社会人になってからも大変
重要な能力となるはずである。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学に関する理論や知識 企業経営の現況を説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP５.課題解決に向けての方策
の企画・立案

自ら設定した課題を解決するため
の方法を論理的に組み立てること
ができる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします
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3024・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

アップル、アマゾン、
グーグルのイノベーショ
ン戦略

雨宮寛二 NTT出版・・ 年・2015

参考文献等

伊丹敬之（2001）『創造的論文の書き方』有斐閣．
その他、各自の関心に応じて対応する。

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義、研究倫理教育

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習5の講義概要を確認する
こと。関心のある分野について考え関連
する文献を調べること。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 卒業論文とは何か、論文の書き方 論文を書き上げるための基本的事項を確
認する。

4第 回 時間

　大学において卒業論文を書くこと
の学びの意義を確認し、論文執筆を
進めるための基本的事項を説明する
。

3 論文の構想 自らの卒業研究テーマの妥当性、研究目
的、進め方、論文の全体構成について見
直すこと。

4第 回 時間
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　各自の卒業研究活動を進めるため
にテーマの妥当性、研究目的、進め
方、論文の全体構成についてこれま
での内容を踏まえ再度検討する。

4 卒業研究計画書の意義と作成方法 4年次版卒業研究計画書を検討すること。 4第 回 時間
　卒業論文を書き上げるためになぜ
研究計画書を作成する必要があるの
か、その意義を確認する。それを踏
まえ、何を、どこまで、どのように
研究するのか、4年次版卒業研究計
画書として具体的な活動内容を検討
する。

5 卒業研究計画書の作成 卒業研究計画書を作成すること。 4第 回 時間
　研究内容を卒業論文という形にす
るための卒業研究計画書を作成する
。

6 論文指導 余裕をもってスケジュールを組み実際の
研究活動を進めること。

4第 回 時間

　各自の卒業研究活動の進捗状況を
もとにテーマと照らし合わせながら
論文完成に向けて活動の方向性を指
導する。

7 イノベーションマネジメント（1）
イノベーションとは

【予習】教科書の第1章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　イノベーションとは、どのような
ものであるのか。なぜ重要であり、
どうしてマネジメントしていかなけ
ればならないのか、重要性や意義に
ついて受講生との間で共有し、イノ
ベーションマネジメントが現代の企
業にとって重大な課題のひとつであ
ることを理解する。

8 イノベーションマネジメント（2）
アップルのイノベーション

【予習】教科書の第2章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アップルをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

9 イノベーションマネジメント（3）
アマゾンのイノベーション

【予習】教科書の第3章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直すこと。

4第 回 時間

　アマゾンをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

10 イノベーションマネジメント（4）
グーグルのイノベーション

【予習】教科書の第4章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　グーグルをケースとしてイノベー
ション戦略について考える。

11 イノベーションマネジメント（5）
企業の革新性

【予習】教科書の第5章を読みまとめてお
くこと。　【復習】第11回講義の内容を
見直すこと。

4第 回 時間

　革新的な企業の特徴について事例
の比較をもとに考える。また、これ
までの演習で学習した内容を振り返
り、グローバルビジネスやイノベー
ションマネジメントといった経営学
を学ぶ意義と要点を確認する。

12 研究内容の進捗報告（1）前半 研究内容の進捗報告を通して得られた気
づきを研究内容に反映すること。

4第 回 時間

　研究内容の進捗状況を報告し、ゼ
ミにてディスカッションを行う。研
究テーマに関しての気づきを得る。

13 研究内容の進捗報告（2）後半 研究内容の進捗報告を通して得られた気
づきを研究内容に反映すること。

4第 回 時間

　研究内容の進捗状況を報告し、ゼ
ミにてディスカッションを行う。研
究テーマに関しての気づきを得る。

14 前期のまとめ　研究内容の進捗確認 講義内容について見直しをすること。期
末レポートを期日までにまとめること。

4第 回 時間

　前期の演習で学習した内容を振り
返り、自らの研究内容の進捗状況を
確認する。
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授業科目名 専門演習５【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

平賀富一

演習

該当する

大手損害保険会社、外務省、シンクタンク（研究機関）、格付け会社などで、国際的なビジネス経
験、外交、各国の政治経済や有力企業の分析、論文・レポートの執筆やそれらの執筆・作成に関する
指導などを担当（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習５と6では、3年次の研究計画案を踏まえて、本格的な卒業研究を実施し、テーマ、目次、先行研究のレビュー、筆者自
身の分析結果等を総合的にまとめ、卒業論文を作成・完成させることを目的としています。前半部分である専門演習5では、3年
次の専門演習で行った研究計画案をベースに、テーマを決定し、目次案、先行研究のレビュー、自身の研究を通して、卒業論文
の骨子を完成させます。その研究成果は、中間発表の場で報告することになります。その後は、卒業論文の執筆作業を授業時お
よび授業外で前倒しで進め、夏休み明けまでに、論文の第一次原稿案を完成させます。
履修生自身が主体的に取り組むことを前提に、ゼミ生相互間のコメントや指摘も重視します。指導教員は、研究の進捗状況の確
認を行い、必要な指導・助言を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

卒業研究を遂行する情報収集、分
析・考察・手法等の習得

卒業研究に関する情報収集、分
析・考察を主体的に進めることが
できる。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

卒業研究の課題・テーマを発見・
設定しその分析・考察ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート（研究プロポーサル）の評
価

卒業研究のテーマの適格性・妥当性、分析・検討手法の
妥当性、採用データと先行研究の参照・引用等の妥当性
、独自の分析・検討内容、論理性、ルールに従った明確
な表記

：
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3027

50

な表記
敲、研究の完遂 忠恕として適切な内

％

研究過程の評価

40

毎回のリアクションペーパー、取り組み姿勢、主体性、
積極性、進捗実績、忠恕の心をもったコメント等

：

％

研究発表（中間発表会）の評価

10

テーマと発表内容の妥当性、適切な先行研究やデータ・
情報、分析手法の活用、それらを踏まえた自身の分析・
検討内容の論理的な説明力、タイムマネジメント、質問
への回答

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために、テーマに関する代表的・基本的な文献を含め先行研究、引用参考文献など、各人10冊・本以上を教員
の助言も得つつ収集し読み込みます。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
卒業研究には履修生自身の自主的な研究の実施・遂行が必要です。日頃から積極的に担当教員とのコミュニケーションをとって
分析・検討・作成を推進してください。授業時間のみならず、可能な限り多くの時間を充て集中して取り組むことが大切です。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出、
質疑応答を行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室44（西館3階）

備考・注意事項： 随時、タイムリーに連絡・相談等を行ってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、卒業論文作成
の手順および研究倫理

シラバスや資料を熟読し授業内容を復習
し、卒業研究についての予定・手順を理
解・再確認する。

4第 回 時間

卒業研究の進め方やスケジュールに
ついて確認するとともに、研究倫理
とその重要性を理解します。

2 卒業研究の研究課題とテーマの確
認・検討

研究課題とテーマについてさらに検討し
必要な修正・追加等を行う。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、自
ら設定した卒論の研究課題とテーマ
の確認・検討・修正等を行います。

3 卒業論文の目次案および分析手法の
確認・検討

卒論の目次案を作成し、分析手法・理論
等について検討する。

4第 回 時間

卒業論文の目次案および分析に使用
する手法や理論の確認・検討を行い
ます。

4 先行研究や参考文献の確認および追
加収集の検討

必要な先行研究・参考文献を確認しリス
トの作成を行います。

4第 回 時間

既に収集した先行研究や参考文献を
踏まえて、さらに追加すべきものを
検索・検討します。

5 卒業研究前期中間発表会の準備 研究計画書を作成し中間発表会の資料を
作成する。

4第 回 時間

卒業研究に関するこの時点における
研究計画書を作成し中間発表会の準
備を行います。

6 卒業研究前期中間発表会（前半） 各自の発表準備および、他のゼミ生の発
表を傾聴し理解・参考にする。

4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会を行います
。各自の発表および他のゼミ生の発
表を傾聴し相互にコメントを行いま
す。教員はアドバイスを行います。

7 卒業研究前期中間発表会（後半） 各自の発表準備および、他のゼミ生の発
表を傾聴し理解・参考にする。

4第 回 時間
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卒業研究前期中間発表会を行います
。各自の発表および他のゼミ生の発
表を傾聴し相互にコメントを行いま
す。教員はアドバイスを行います。

8 卒業研究前期中間発表会の振り返り 各自の卒論案の修正・追加の検討を行
う。

4第 回 時間

卒業研究前期中間発表会を振り返り
、教員のアドバイスや他のゼミ生の
発表を踏まえて、各自の卒論案の修
正や追加などの検討を行います。

9 研究テーマ・目次案の決定 卒論のテーマ・目次案を文章化する。 4第 回 時間
卒論のテーマ・目次案を決定し文章
化します。
実際には、この回以降は、卒論の原
稿の骨子や本文案の執筆を授業時お
よび授業外でも前倒しで行っていき
ます（この記述は以下同様ですので
省略します）。

10 先行研究・参考文献の読み込み 先行研究・参考文献の読み込み、入力・
記録作業を行う。

4第 回 時間

収集した先行研究・参考文献の読み
込みを行い、引用等に必要な個所の
確認、その入力・記録やリストの作
成作業を行います。

11 重要な先行研究・参考文献について
の発表

先行研究・参考文献についての発表への
他のゼミ生からのコメントや教員のアド
バイスを復習・検討します。

4第 回 時間

各自が引用・参照する先行研究や参
考文献の中の代表的なもの1-2点に
つき、その重要点や卒論の中で使用
を予定する内容や論点などについて
発表します。ゼミ生相互間でのコメ
ント、教員のアドバイスを行います
。

12 分析手法や理論の再確認と検討 分析手法・理論の復習を行う。 4第 回 時間
卒論作成に当たって使用する分析手
法・理論についてその内容を改めて
確認・検討します。

13 重要な分析手法・理論についての発
表

分析手法・理論についての発表への他の
ゼミ生からのコメントや教員のアドバイ
スを復習・検討します。

4第 回 時間

各自が卒業研究で使用する予定の分
析手法・理論につき、その重要点や
卒論の中で使用を予定する内容や論
点などについて発表します。ゼミ生
相互間でのコメント、教員のアドバ
イスを行います。

14 前期の振り返り 前期の進捗状況を踏まえて夏休みおよび
後期の計画を検討する。

4第 回 時間

前期の研究の進捗状況を振り返り、
夏休み期間の予定も含めて研究計画
の検討・修正などを行い、具体的な
卒業論文の執筆の計画案を作成しま
す。
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授業科目名 専門演習５【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

松田充史・金蘭正・東出加奈子・原田弘之

演習

該当する

松田・東出・原田は本科目に関連した観光産業・まちづくり等の実務経験を有している。実務経験を
十分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「確かな専門性」「社会で実践する力」「協働できる素養」「忠恕の心」を各指導
教員の研究指導の下で学びます。専門科目の系統的な学修を省察するとともに、個々の研究テーマを明確にし、具体的な調査・
分析や課題解決を図りながらその専門性を一層深めます。卒業研究の完成年度として、専門演習3・4での成果を踏まえ、観光地
および観光ビジネスのマネジメントに関する調査および卒業論文作成のための演習です。大学での4年間の学びの集大成とし
て、日々の研鑽と努力の成果として取り組むべき重要な学びです。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

卒業論文作成のための演習
調査および卒業論文の作成

専門性を発揮し、先行研究を踏ま
えて独自の考えが提示できるとと
もに、その社会的意義を説明でき
る。

汎用的な力

1．DP６.課題解決への主体的・積
極的な取組み

観光関連産業やグローバル産業、
地域における組織の課題解決の研
究に主体的に取り組む意欲を持ち
続け、積極的にかかわることがで
きる。

学外連携学修

有り(連携先：各テーマ関連)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義、
実践力として論理的構成（説得性）、文章の体裁、表現
の推敲、研究の完遂、忠恕として不適切な内容の有無

：

％

研究過程

40

取り組む姿勢として意思疎通、主体性、積極性、忠恕の
心を持ったコメント等を評価する

：

％

研究発表（中間発表会） 専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ・オリジナリティ、データと先行研究の参照、実践
力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の

：
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3033

10

力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の
活用、発表技術、発表時間、協調性として質疑応答

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： ,松田/水3限,金/火3限,東出/月4限,原田/

場所： 各研究室（西館）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、卒業論文作成
の手順および研究倫理

シラバスを熟読し、授業についての見通
しを持つ。

4第 回 時間

卒業研究の進め方やスケジュールに
ついて確認する。
研究倫理教育として、著作権と個人
情報の取り扱いについての確認をお
こなう。

2 卒業論文枠組みの見直し（研究課
題）

先行研究や参考文献を整理する。 4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、自
ら設定した卒論の課題を見直し、よ
り発展させる。

3 卒業論文枠組みの見直し（研究目
的）

先行研究や参考文献を整理する。 4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、自
ら設定した卒論の目的をより明確に
する。

4 卒業論文枠組みの見直し（理論的考
察）

先行研究や参考文献を整理する。 4第 回 時間

収集した先行研究や参考文献に基づ
き、卒論のベースになる理論的考察
について検討する。

5 卒業論文枠組みの見直し（研究の方
法・オリジナリティ）

調査方法について既習事項を確認してお
く。

4第 回 時間

専門演習３・４の成果を踏まえ、研
究の方法や自分の卒論でのオリジナ
リティについて検討する。

6 調査結果の妥当性について検討 調査結果や考察を確認しておく。 4第 回 時間
専門演習３・４の成果を踏まえ、実
施済みの調査結果の妥当性について
検討する。

7 資料収集と作業報告（１）先行研究 調査や資料収集を行い、結論の裏付けと
なるデータや資料を追加する。

4第 回 時間

研究の目的を達成するための先行研
究を整理する。

8 資料収集と作業報告（２）文献レ
ビュー

調査や資料収集を行い、結論の裏付けと
なるデータや資料を追加する。

4第 回 時間

研究の目的を達成するための資料や
文献の内容が充分であるか検討する
。

9 資料収集と作業報告（３）資料収集 調査や資料収集を行い、結論の裏付けと
なるデータや資料を追加する。

4第 回 時間

研究の目的を達成するための資料や
文献収集が質、量ともに充分である
か検討する。

10 資料収集と作業報告（４）資料整理 調査や資料収集を行い、結論の裏付けと
なるデータや資料を追加する。

4第 回 時間

研究の目的を達成するための資料や
文献を整理しまとめる。

11 卒業論文の作成（１）リサーチクエ
スチョン

卒業論文の執筆 4第 回 時間
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各自の進捗状況に合わせ、リサーチ
クエスチョンを明らかにし、卒論執
筆に取り組む。

12 卒業論文の作成（２）仮説の検討 卒業論文の執筆 4第 回 時間
各自の進捗状況に合わせ、仮説の検
証を中心に卒論執筆に取り組む。

13 中間報告会の準備 発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

卒業論文の進捗状況を発表するため
の資料を作成する。

14 中間報告会、前期の振り返り 質疑応答の内容をまとめる。卒業研究進
捗状況の振り返り。

4第 回 時間

卒業論文の進捗状況をパワーポイン
トを用いて発表。
夏休み期間の継続した研究のための
計画を確認する。
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授業科目名 専門演習６【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

西釜義勝

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　専門演習は、大学での学びの中核をしめる科目である。経営学部西釜ゼミの専門演習6では、専門演習5に続いて卒業論文の完
成を目的に受講生全員での討論と個別指導をもとに展開する。これまでに明らかにした知見にもとづいて、さらに研究活動を積
み重ねていくことになる。受講生は文献講読、データ収集、データ分析、論文執筆などの一連の卒業論文の作成プロセスを計画
的に進めることで、主体的に研究に取り組み、論文の完成を目指す。このような努力は、最終的に卒業論文という人生において
2つとない貴重な知的資産として実を結ぶことになる。学びの集大成としての卒業論文を書き上げた時、そこには経営学という
学問に裏付けられた論理的思考力と文章力をもった新しい自分を発見するはずである。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

経営学分野の文献や資料を調べ、
まとめ、発表して議論するスキル

問題の所在に気づき、その解決方
法を自ら考え導き出すことができ
る。

2．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

経営学に関する理論や知識 企業経営の現況を説明できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

2．DP７.実践の完遂 やるべきことを諦めずに自らの力
でやり遂げることができる。

3．DP８.他者とのコミュニケー
ション

集団内のメンバーの行動に影響を
与えることで集団の目標達成を促
すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします
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3034

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート（卒業論文）

50

講義内容の理解度を評価する。深く内容を掘り下げてい
るか、考察は十分であるかといった観点から評価する。

：

％

プレゼンテーション

30

研究成果の発表内容や発表スキルなど課題内容の理解と
自らの考えを論理的に説明できているかという観点から
評価する。

：

％

授業への参加意欲

20

積極的に授業に参加しているか、グループワークなどで
役割を果たしたかといった観点から能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

伊丹敬之（2001）『創造的論文の書き方』有斐閣．
その他、各自の関心に応じて対応する。

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　演習（ゼミ
ナール）の進め方の説明と経営学を
研究する意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】専門演習6の講義概要を確認する
こと。関心のある分野について考え関連
する文献を調べること。

4第 回 時間

　演習（ゼミナール）の目的や進め
方、評価方法、スケジュール、約束
事といった概要について説明する。
さらに、卒業研究の全体プロセスを
解説する。また、研究倫理のもと、
著作権と個人情報の取り扱いに関す
る説明も行う。グローバル企業、イ
ノベーションマネジメント、経営戦
略といったキーワードをもとに経営
学に関する研究を展開する意義を受
講生との間で共有する。

2 論文指導 余裕をもってスケジュールを組み実際の
研究活動を進めること。

4第 回 時間

　各自の卒業研究活動の進捗状況を
もとにテーマと照らし合わせながら
論文完成に向けて活動の方向性を指
導する。

3 資料の集め方 論文を完成させるために必要となる資料
を各自で収集すること。

4第 回 時間

　文献など研究を進めるために必要
となる資料の集め方について確認す
る。
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4 研究の方法（1）質問票調査 研究目的を達成するために研究方法を検
討し実践すること。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
て「質問票調査」の進め方を確認す
る。

5 研究の方法（2）インタビュー調査 研究目的を達成するために研究方法を検
討し実践すること。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
て「インタビュー調査」の進め方を
確認する。

6 研究の方法（3）フィールドワーク 研究目的を達成するために研究方法を検
討し実践すること。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
て「フィールドワーク」の進め方を
確認する。

7 研究の方法（4）資料分析 研究目的を達成するために研究方法を検
討し実践すること。

4第 回 時間

　研究を進める上での研究方法とし
て「資料分析」の進め方を確認する
。

8 研究内容の進捗報告 研究内容の進捗報告を通して得られた気
づきを研究内容に反映すること。

4第 回 時間

　研究内容の進捗状況を報告し、ゼ
ミにてディスカッションを行う。研
究テーマに関しての気づきを得る。

9 卒業論文の作成 卒業論文を作成すること。 4第 回 時間
　研究内容の進捗報告を通して得ら
れた気づきを反映させ、これまでの
学びの集大成として卒業論文を作成
する。

10 卒業論文発表会の意義と進行方法の
確認

卒業論文の内容を分かりやすく発表する
ための方法を考えること。

4第 回 時間

　卒業論文の作成や提出にあたり、
なぜ発表会を開催するのか、その意
義と進行方法を確認する。

11 研究発表の方法 卒業研究内容の発表準備を進めること。 4第 回 時間
　聞き手に伝わるプレゼンテーショ
ンを実現するための資料作成から表
現まで研究発表に必要な準備を方法
として具体的に説明する。

12 卒業研究発表資料の作成 卒業研究の内容に関してまとめた発表資
料を作成すること。

4第 回 時間

　自らの卒業研究の内容を発表する
ための資料を作成し、発表方法を考
える。

13 卒業研究発表会の準備 卒業研究発表会に向けて各自で発表練習
を行うこと。

4第 回 時間

　発表会を想定して、自らの卒業研
究内容を聴衆に向けて分かりやすく
プレゼンテーションするために質疑
応答まで含めて研究報告の練習を行
う。

14 卒業研究発表会 【予習】卒業研究発表の準備を行うこ
と。　【復習】各自で卒業研究活動から
得られた学びについて振り返ること。

4第 回 時間

　学びの集大成としての卒業研究発
表会を実施する。
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授業科目名 専門演習６【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

平賀富一

演習

該当する

大手損害保険会社、外務省、シンクタンク（研究機関）、格付け会社などで、国際的なビジネス経
験、外交、各国の政治経済や有力企業の分析、論文・レポートの執筆やそれらの執筆・作成に関する
指導などを担当（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

専門演習５と6では、3年次の計画案を踏まえて、本格的な卒業研究を実施し、テーマ、目次、先行研究のレビュー、筆者自身の
分析結果等を総合的にまとめ、卒業論文を作成・完成させることを目的としています。後半部分である専門演習6では、専門演
習５で行った研究内容および研究計画案、前期および夏休み期間中に完成した第一次卒論原稿案をベースに、各人の人生におけ
る節目の貴重な成果となる卒業論文の作成および完成・提出を行います。さらにその研究成果を卒業研究発表会において報告し
ます。履修生自身が卒論の作成・完成に主体的に取り組むことを前提に、ゼミ生相互間のコメントも重視します。指導教員は、
研究の進捗状況の確認を行い、必要な指導・助言を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

卒業研究を遂行する能力・手法等
を、社会的に意義あるテーマの卒
業研究への応用

卒業研究を自ら主体的に進め、習
得した能力・手法等を社会的に意
義あるテーマの卒業研究にし応用
し卒業論文として完成できる。

汎用的な力

1．DP７.実践の完遂 自らの関心事項であり、社会的に
意義ある卒業研究を卒業論文とし
て完成できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

卒業論文の評価 卒業研究のテーマの適格性・妥当性、分析・検討手法の
妥当性、採用データと先行研究の参照・引用等の妥当性
、独自の分析・検討内容、論理性、ルールに従った明確

：
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3037

50

、独自の分析・検討内容、論理性、ルールに従った明確
な表記
敲、研究の完遂 忠恕として適切な内

％

研究過程の評価

40

毎回のリアクションペーパー、取り組み姿勢、主体性、
積極性、進捗実績、忠恕の心をもったコメント等

：

％

卒業研究発表の評価

10

テーマと発表内容の妥当性、適切な先行研究やデータ・
情報、分析手法の活用、それらを踏まえた自身の分析・
検討内容の論理的な説明力、タイムマネジメント、質問
への回答

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

論文を完成させるために、テーマに関する代表的・基本的な文献を含め先行研究、引用参考文献など各人10冊・本以上を教員の
助言も得つつ収集し読み込みます。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。卒業論
文の執筆作業を行うこと。
卒業研究には履修生自身の自主的な研究の実施・遂行が必要です。日頃から積極的に担当教員とのコミュニケーションをとって
分析・検討・作成を推進してください。授業時間のみならず、可能な限り多くの時間を充て集中して取り組むことが大切です。
Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を
行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 研究室44（西館3階）

備考・注意事項： 随時、タイムリーに連絡・相談等を行ってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、卒業論文の進
捗状況・スケジュールの確認

中間報告会等でのコメントや質問、教員
のアドバイスに基づき、卒業論文全体の
構成、今後のスケジュールなどについて
確認・検討する

4第 回 時間

卒業論文の進捗状況について確認し
、今後の卒論完成・提出・発表まで
の研究の進め方やスケジュールにつ
いて確認します。並行して、夏休み
明けまでに作成した卒業論文の第一
次原稿案をベースに、卒論原稿の執
筆作業を行います（この卒業論文の
執筆作業は、毎回の授業時および授
業外の双方で行う、この作業は12月
下旬の完成・提出まで毎回同様であ
る）。

2 卒業論文の作成（１）論文の問題意
識・研究の意義等の確認

卒業論文の執筆作業を進める。 4第 回 時間

各自の卒論について、論理的に矛盾
している所はないか、結論に導くた
めの分析手法・理論や論拠となる資
料は充分であるか確認します。並行
して卒論原稿の執筆を行います。

3 卒業論文の作成（２）論文テーマの
検討・確認

卒業論文の執筆作業を進める。 4第 回 時間

各自の卒論について、論理的に矛盾
している所はないか、結論に導くた
めの分析手法・理論や論拠となる資
料は充分であるか確認します。並行
して卒論原稿の執筆を行います。

4 卒業論文の作成（３）主張する内
容・結論の検討・確認

卒業論文の執筆作業を進める。 4第 回 時間

各自の卒論について、論理的に矛盾
している所はないか、結論に導くた
めの分析手法・理論や論拠となる資
料は充分であるか確認します。並行
して卒論原稿の執筆を行います。
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5 卒業論文の作成（４）主張の論拠と
する事項・内容の選択・確認

卒業論文の執筆作業を進める。 4第 回 時間

各自の卒論について、論理的に矛盾
している所はないか、結論に導くた
めの分析手法・理論や論拠となる資
料は充分であるか確認します。並行
して卒論原稿の執筆を行います。

6 卒業論文の作成（５）文章表現・表
記の検討・確認

卒業論文の執筆作業を進める。 4第 回 時間

各自の卒論について、論理的に矛盾
している所はないか、結論に導くた
めの分析手法・理論や論拠となる資
料は充分であるか確認します。特に
文章表現・表記ルールへの準拠の点
を検討・確認します。並行して卒論
原稿の執筆を行います。

7 卒業論文進捗状況の発表（前半） 卒業論文の目的と当該目的を達成するた
めのプロセスや結論に導くための裏付け
の適格性について確認する。

4第 回 時間

これまでの卒業論文の進捗状況につ
いて発表する。ゼミ生相互間のコメ
ント、教員のアドバイスを行います
。並行して卒論原稿の執筆を行いま
す。

8 卒業論文進捗状況の発表（後半） 卒業論文の目的と当該目的を達成するた
めのプロセスや結論に導くための裏付け
の適格性について確認する。

4第 回 時間

これまでの卒業論文の進捗状況につ
いて発表する。ゼミ生相互間のコメ
ント、教員のアドバイスを行います
。並行して卒論原稿の執筆を行いま
す。

9 卒業論文の作成（６）修正・追記 卒業論文を修正・追記する。 4第 回 時間
全体の構成や書式などを確認しなが
ら、卒論原稿の修正・追記します。

10 卒業論文の作成（７）新たな資料・
データの追加・補足

卒業論文を修正・追記する。 4第 回 時間

全体の構成や書式などを確認しなが
ら、卒論原稿の新たな修正・追加等
を行い、表記を修正・補足します。

11 卒業論文の作成（８）完成 卒業論文を完成させる。 4第 回 時間
全体の構成や書式などを確認しなが
ら、卒論原稿の修正・追加を行い、
論文として完成させます。

12 卒業論文発表会の準備 発表用資料の準備・作成を行う。 4第 回 時間
卒業論文の成果を発表するための資
料を作成します。

13 卒業論文発表会のリハーサル 授業での指摘等を踏まえて、さらに発表
の練習を行う。

4第 回 時間

卒業論文の発表会に向け、ゼミ内で
リハーサルを行う。ゼミ生相互間の
コメント、教員のアドバイスも実施
します。

14 卒業論文発表会 卒業論文および本講義での学びについて
振り返りを行う。

4第 回 時間

卒業論文の成果をパワーポイント等
プレゼンテーション資料を用いて発
表します。
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授業科目名 専門演習６【国観】

234

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期4年 4

松田充史・金蘭正・東出加奈子・原田弘之

演習

該当する

松田・東出・原田は本科目に関連した観光産業・まちづくり等の実務経験を有している。実務経験を
十分に活かしつつ、実践的教育をおこなう。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「確かな専門性」「社会で実践する力」「協働できる素養」「忠恕の心」を各指導
教員の研究指導の下で学びます。専門科目の系統的な学修を省察するとともに、個々の研究テーマを明確にし、具体的な調査・
分析や課題解決を図りながらその専門性を一層深めます。卒業研究の完成年度として、新たな知見を創造します。そして、卒業
論文を仕上げ研究発表をおこない、4年間の学びを確かなものとします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.環境適応性の理解、適切
な組織化とサービス品質の維持・
向上

的確な方法を用い、的確な内容を
示すことができる

卒業論文を仕上げ、研究発表す
る。

汎用的な力

1．DP７.実践の完遂 観光関連産業やグローバル産業、
地域における組織の課題解決の研
究を最後までやり遂げることがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験（卒業論文）

50

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ、データと先行研究の参照、独自性・社会的意義、
実践力として論理的構成（説得性）、文章の体裁、表現
の推敲、研究の完遂、忠恕として不適切な内容の有無

：

％

研究過程

40

取り組む姿勢として意思疎通、主体性、積極性、忠恕の
心を持ったコメント等を評価する

：

％

研究発表

10

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明
確さ・オリジナリティ、データと先行研究の参照、実践
力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の
活用、発表技術、発表時間、協調性として質疑応答

：

％
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3540
10 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回8時間の授業外学修が求められます。
大学での4年間の学びの集大成として、日々の研鑽と努力の成果として取り組むべき重要な学びです。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 松田/金3限,金/火3限,東出/水4限,原田/

場所： 各研究室（西館）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、卒業論文進捗
状況の確認

中間報告会でのコメントや質問に基づ
き、卒業論文全体の構成などについて検
討する。

4第 回 時間

卒業論文の進捗状況について確認す
る。
研究倫理教育として、著作権と個人
情報の取り扱いについての確認を行
う。

2 卒業論文の作成（１）中心命題の確
認

卒業論文の執筆 4第 回 時間

研究課題の設定において、結論に導
くための裏付けとなる資料の確保は
出来るかについて確認する。

3 卒業論文の作成（２）近接問題の検
討

卒業論文の執筆 4第 回 時間

研究のアプローチに論理的な矛盾は
ないか確認する。

4 卒業論文の作成（３）証拠の積み上
げ

卒業論文の執筆 4第 回 時間

研究課題を解決するためのベースと
なる理論や結論の裏付けとなる資料
を積み上げる。、

5 卒業論文の作成（４）証拠の選択 卒業論文の執筆 4第 回 時間
収集した資料の中から、論理的に矛
盾がなく、結論に導くためのより妥
当な証拠を選択する。

6 卒業論文の作成（５）表現の検討 卒業論文の執筆 4第 回 時間
論理的に矛盾している所はないか、
結論に導くための理論や裏付けとな
る資料は充分であるか確認する。

7 卒業論文進捗状況の報告 卒業論文の目的と目的を達成するための
プロセスや結論に導くための裏付けの適
性性について確認する。

4第 回 時間

これまでの卒業論文の進捗状況につ
いて発表する。

8 卒業論文の作成（６）修正 卒業論文を修正する。 4第 回 時間
全体の構成や書式などを確認しなが
ら、修正・追加する。

9 卒業論文の作成（７）新しいデータ
の追加

卒業論文を修正する。 4第 回 時間

結論に導くための理論や裏付けとな
る資料は充分であるか確認し、新し
いデータを追加する。

10 卒業論文の作成（８）完成 卒業論文を修正する。 4第 回 時間
全体の構成や書式などを確認しなが
ら、論文を完成させる。

11 卒業論文発表会の準備（１）資料準
備

発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

卒業論文の成果を発表するための資
料を作成する。

12 卒業論文発表会の準備（２）パワー
ポイント作成

卒業論文全体の学びについての振り返
り。

4第 回 時間
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卒業論文の成果をパワーポイントを
用いて発表。

13 ゼミ内で卒業論文発表会のリハーサ
ル

発表用資料の準備、発表の練習をしてお
く。

4第 回 時間

全体の卒業論文の発表会に向け、ゼ
ミ内でリハーサルを行う。

14 卒業論文発表会 卒業論文全体の学びについての振り返
り。

4第 回 時間

卒業論文の成果をパワーポイントを
用いて発表。
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授業科目名 国際経営戦略論

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にて国際事業戦略・海外でのM&A等、外務省にて政府開発援助（ODA)、調査機関（シン
クタンク）にて各国の政治経済分析、格付会社にて各国・大手企業の格付等、本授業に関連する各種
業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代においては、企業活動が国境を越えさらにグローバルな視点から経営と事業活動を行い成果を挙げることが、多くの企業の
重要な経営の目標や課題として重要性を増しています。本講義は、企業活動のグローバル化に関する企業経営のあり方につい
て、国際経営、特に戦略に関する知識・理論を学び、最新の動向やトレンドにも焦点を当てて重要点を解説し、国際経営および
戦略に関する理解を深めます。国際経営や戦略の知識は、海外市場での企業活動だけでなく、国内で海外からの顧客をターゲッ
トとするホテル等観光関連の企業、日本市場で活動する外資系企業や、外国人幹部や社員が活躍する日本企業の活動にも大きな
関りがあります。講義の中では、具体的な企業の事例や最新の動向等を分かりやすく解説するとともに質疑応答を行います。教
室での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ教材の視聴などに有効なオンデマンド授業
を月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.グローバル産業・観光関
連産業におけるマネジメントとビ
ジネスの仕組みの理解

国際経営戦略に関連する基本的な
事項・知識・理論を理解する。

国際経営戦略に関連する基本的な
事項・知識・理論について説明で
きる。

2．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

国際経営戦略に関連する重要事
項・知識・理論を理解する。

国際経営戦略に関する重要事項・
知識・理論について理解し課題の
解決案の検討に応用できる

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

国際経営戦略に関わる重要な課題
を、文献・情報収集・分析・応用
により発見できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業方法はクラスの規模等により適宜変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。積極的な発言等授業への貢献は歓迎しその内容に応じて加点評価します。私語・居眠り等授業態度に問題
ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを渡し警告、次いでレッドカードを渡
し減点対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対
応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点
減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

3540
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小レポート（リアクションペーパー、毎
回）

30

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

％

定期試験（筆記またはレポート）

70

国際経営に関する重要事項を問う問題を出題し、その理
解度と、的確な記述や説明ができているかを基準にして
評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コア・テキスト国際経営大木清弘 新世社・・ 年・2017

参考文献等

吉原英樹（2015）『国際経営（第4版）』有斐閣
梶浦雅己編著（2014）『はじめて学ぶ人のためのグローバル・ビジネス（改訂新版）』文眞堂
江夏健一・太田正孝・藤井健（2013）『シリーズ国際ビジネス　１国際ビジネス入門<第2版>』中央経済社

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習（課題の解答案の作
成を含む、以下同じ）をすること。本講義の内容を深く理解する上で、国際的な企業の活動、それに関連する国際政治・経済・
社会などの動きに関心を持つことが重要です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛け
てください。Google Classroomの本講義の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回のリアクションペーパーや課題等の掲示・提
出を行います。その他は第1回目の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、国際経営とは何か 教科書の第1章を読んで、国際経営に関す
るイメージや興味、知りたい点などをま
とめて授業に臨んでください。

4第 回 時間

国際経営とはどのようなものかにつ
いて、国際経営が日常化している状
況や、国際経営の難しさ、企業が国
際経営を行う理由などについて学び
ます。

2 海外直接投資の理論 講義の内容を、教科書の第2章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外直接投資やその理
論に関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外直接投資とは何か（間接投資と
の違い）、その定義、日本企業の海
外直接投資の動向や目的について概
観し、その後、典型的な理論につい
ての基本を学びます。

3 多国籍企業による国際競争の歴史 講義の内容を、教科書の第3章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、日本企業も含む多国籍
企業の歴史的な変遷や競争環境の変化に
関する理解を深めます。

4第 回 時間

国際経営の主たる担い手である多国
籍企業について、その歴史的な変遷
を振り返り学びます。そこでは、米
国企業、欧州企業、日本企業による
競争環境の変化などを取り上げます
。

4 多国籍企業の国際経営の事例 講義の内容を、教科書の第1-3章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し多国籍企業と国際経営に
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

代表的な多国籍企業を例にして、そ
の国際経営の特徴や重要点を学びま
す。
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5 国際経営のタイプとトランスナショ

ナル経営
講義の内容を、教科書の第5章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際経営のタイプとト
ランスナショナル経営や、グローバル統
合とローカル適応に関する理解を深めま
す。

4第 回 時間

国際経営のタイプや、その進んだ形
であるトランスナショナル経営とは
どのようなものであるか、国際経営
で重要なグローバル統合とローカル
適応という考え方を学びます。

6 海外子会社の経営 講義の内容を、教科書の第6章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外の子会社の経営や
その設立などに関する理解を深めます。

4第 回 時間

海外の子会社を経営する上での重要
な課題、子会社の設立の方法・形態
、子会社の役割などについて学びま
す。

7 国際マーケティング 講義の内容を、教科書の第7章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際マーケティングの
重要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

マーケティングとは何か、国際マー
ケティングと国内マーケティングの
違い、国際マーケティングの重要点
について学びます。

8 国際マーケティングの企業事例 講義の内容を、教科書の第7章、参考資
料、インターネット等での企業情報の検
索などで復習し、国際マーケティングに
ついての理解をより深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ国際マーケティ
ングに関し典型的な多国籍企業の事
例でより深く学びます。

9 海外生産と国際拠点展開 講義の内容を、教科書の第8章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、海外生産の重要点に関
する理解を深めます。

4第 回 時間

海外での生産の意義・目的、拠点設
立と運営の重要点、国際的な生産ネ
ットワークについて学びます。

10 海外生産の企業事例 講義の内容を、教科書、参考資料、イン
ターネット等での企業情報の検索などで
復習し、海外生産についての理解をより
深めます。

4第 回 時間

前回の授業で学んだ海外生産に関し
典型的な多国籍企業の事例で学びま
す。

11 研究開発の国際化 講義の内容を、教科書の第9章と講義中の
解説内容、参考資料(映像資料や配布資料
を含む)で復習し、国際的な研究開発の重
要点に関する理解を深めます。

4第 回 時間

研究開発の国際化とは何か、その動
向や目的・動機、どこに進出するの
か（立地の選択）、研究開発拠点の
マネジメントなどについて学びます
。

12 国際的な人的資源管理 講義の内容を、教科書の第10章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、グローバル人材や国
際人的資源管理の重要点に関する理解を
深めます。

4第 回 時間

グローバル人材や国際人的資源管理
とは何か、企業の国際化と人的資源
管理の重要点、駐在員と外国籍社員
のマネジメントの重要点について学
びます。

13 日本企業の国際経営 講義の内容を、教科書の第12章と講義中
の解説内容、参考資料(映像資料や配布資
料を含む)で復習し、日本的経営の重要点
に関する理解を深めます。

4第 回 時間

日本企業の国際経営の現状と課題、
今後の発展に求められる重要事項に
ついて、分かりやすい事例も紹介し
て学びます。

14 本講義のまとめ 本講義の重要点を復習し、講義全般に関
する理解を深めます。

4第 回 時間
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本講義で取り上げた重要事項につい
て講義全般を振り返ってさらなる理
解を深めます。
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授業科目名 ビジネスモデルマネジメント

232

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2・3年 2

西釜義勝

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　身の回りのビジネスの仕組みを取り上げ、新しいビジネスを構築する方法や組織を改善、変革する方法を学習する。ビジネス
モデルとは、顧客満足を目的として、技術やノウハウを利益に変換する仕組みのことである。本講義では、「ビジネスモデル
キャンバス」という枠組みを用いた擬似的な新事業の提案を通じて、ビジネスモデル構築の要点を包括的に理解する。多くの事
例を示すことで、受講生が理論と実践を統合した複眼的視点を構築できることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.職務遂行に必要な専門知
識・技能と問題解決に向けた応用

ビジネスモデルに関する知識 ビジネスモデルの諸概念、その生
成された背景および歴史について
理解できる。

汎用的な力

1．DP４.課題発見のための情報の
収集・分析・活用

企業活動での現象を総合的に理解
し考察するための事実の見方を修
得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

50

講義内容の理解度を評価する。：

％

課題レポート

20

課題内容の理解と自らの考えを論理的に説明できている
かという観点から評価する。

：

％

3541
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小テスト

10

講義内容の理解度を評価する。：

％

授業への参加意欲

20

コメントカードの内容などをもとに能動的姿勢を評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

この一冊で全部わかるビ
ジネスモデル―基本・成
功パターン・作り方が一
気に学べる

根来龍之・富樫佳織・足代
訓史

SBクリエイティブ株式会
社

・・ 年・2020

参考文献等

アレックス・オスター・ワルダー＆イヴ・ピニュール（2012）『ビジネスモデル・ジェネレーション　ビジネスモデルの設計
書』翔泳社．
味香興郎・藤井一郎・澤田兼一郎編（2017）『【改訂版】業種把握読本－時代の潮流を的確に把握し、勝ち残るための戦略を立
てる』金融ブックス株式会社．

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日3限

場所： 研究室

備考・注意事項： ・上記以外の場合、申し出て下さい。
・講義時間の前後以外で質問がある場合は、メールで受け付ける。メール
には必ず件名、氏名、所属を明記すること。
・講義終了後のコメントカードで質問等を受け付ける。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション　講義の進め方
の説明とビジネスモデルマネジメン
トを学ぶ意義

【予習】シラバスを読んでおくこと。
【復習】ビジネスモデルマネジメントの
講義概要を確認すること。

4第 回 時間

　本講義の目的や進め方、評価方法
、スケジュール、約束事といった概
要について説明する。さらに、講義
で取り上げる「ビジネスモデルマネ
ジメント」とはどのようなものであ
るのか、経済と経営の違いを把握し
た上で、経営学におけるビジネスモ
デルの位置づけを確認し、事例を基
にイメージをつかみ、学ぶ意義を受
講生との間で共有する。

2 ビジネスモデルのマネジメント
（1）ビジネスシステムの工夫

【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第2回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　新しい製品の市場を開拓し拡大す
ると同時に、収益を安定的に確保す
るための仕組みづくりを行う事業化
活動において重要になる「ビジネス
モデル」のマネジメントについて、
「ビジネスシステムの工夫」という
切り口から解説する。

3 ビジネスモデルのマネジメント
（2）収益システムの工夫

【予習】教科書の第1章について読んでお
くこと。　【復習】第3回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　新しい製品の市場を開拓し拡大す
ると同時に、収益を安定的に確保す
るための仕組みづくりを行う事業化
活動において重要になる「ビジネス
モデル」のマネジメントについて、
「収益システムの工夫」という切り
口から解説する。

4 外部経営環境分析と内部経営環境分
析

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第4回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間
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　企業を取り巻く市場環境ならびに
経営環境を分析するフレームワーク
と自社の内部およびパートナー企業
を分析するためのフレームワークを
解説する。

5 ビジネスモデルキャンバスの全体像
ビジネスモデルジェネレーション

【予習】教科書の第2章について読んでお
くこと。　【復習】第5回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルを記述、分析、デ
ザインするために、戦略的思考を視
覚化するツールとして①顧客セグメ
ント、②価値提案、③チャネル、④
顧客との関係、⑤収益の流れ、⑥リ
ソース、⑧パートナー、⑨コスト構
造という9つの構築ブロックから構
成される「ビジネスモデルキャンバ
ス」の全体像を学習する。

6 ビジネスモデル・ジェネレーション
（1）顧客セグメント

【予習】教科書の第3章について読んでお
くこと。　【復習】第6回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業が関わろうとする顧客グルー
プについて定義する方法を学習する
。

7 ビジネスモデル・ジェネレーション
（2）価値提案

【予習】教科書の第3章について読んでお
くこと。　【復習】第7回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　特定の顧客セグメントに向けて、
価値を生み出す製品とサービスにつ
いて記述する考え方を学習する。

8 ビジネスモデル・ジェネレーション
（3）チャネル

【予習】教科書の第4章について読んでお
くこと。　【復習】第8回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　顧客セグメントとどのようにコミ
ュニケーションを図り、価値を届け
るのかという販売チャネルについて
考える。

9 ビジネスモデル・ジェネレーション
（4）顧客との関係

【予習】教科書の第4章について読んでお
くこと。　【復習】第9回講義の内容を見
直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業が特定の顧客セグメントに対
してどのような種類の関係を結ぶの
かということについて考えて学習す
る。

10 ビジネスモデル・ジェネレーション
（5）収益の流れ

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第10回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　収益の流れを生み出すための方法
について学習する。

11 ビジネスモデル・ジェネレーション
（6）リソース

【予習】教科書の第5章について読んでお
くこと。　【復習】第11回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルの実行に必要な経
営資源を導き出すための思考法につ
いて解説する。

12 ビジネスモデル・ジェネレーション
（7）主要活動

【予習】教科書の第6章について読んでお
くこと。　【復習】第12回講義の内容を
見直し、学びや気づきをまとめること。

4第 回 時間

　企業がビジネスモデルを実行する
上で必ず行わなければならない活動
の記述方法について学習する。

13 ビジネスモデル・ジェネレーション
（8）パートナー、コスト構造

【予習】教科書の第7章と第8章について
読んでおくこと。　【復習】第13回講義
の内容を見直し、学びや気づきをまとめ
ること。

4第 回 時間

　ビジネスモデルを構築するサプラ
イヤーとパートナーのネットワーク
について記述する方法を学習する。
さらに、ビジネスモデルを運営する
にあたって発生するコストを記述す
るための方法を学ぶ。

14 まとめ　ビジネスモデルマネジメン
トの展望

講義内容について見直しをすること。 4第 回 時間
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　これまでの講義で学習した内容を
振り返り、ビジネスモデルマネジメ
ントを学ぶ意義と要点を確認する。
また、事前に講義の中で受講生に調
べ学習として、ビジネスモデル構築
の理論と実践を結びつけてもらえる
内容のレポートを提出してもらう。
自らの考えた内容を発表してもらい
、全員で議論を深めてから、最後に
担当教員が総括する。
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